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宗 敎の 衣裳 

『斯て 耶穌を 十字架に 釘し のち 蹦を拈 て 其 衣 を 分つ。 これ. m 首 者の 言に 彼等 互に 我が 衣 を 分け 、わがお 衣 _ 

を鬧 にす と 云 ひしに 應 ヘリ — ：= くれて ィ ェ ス の 弟子なる ヨセフと 云へ る アリマ タヤ の.：： S める 人き たリ 

て ピラトに 性き、 耶穌の 屍 を 請し かば、 ピラト その 屍 を 5： せと 命ず、 ヨセフ 屍 を 取て 潔き に 一 5iu、 

之 を！；； に りたる 已が 新しき 墓に おき、 大 なる 石 を 墓の 門に 轉 ばして 去る、 マグ ダラの マリヤと 他の マ 

リャ と^に 對 ひて 坐し 4、 處に 居れり。』 (馬 太傳ニ 七の 三 五、 五 七、 五八、 六 一 ) 

此は 耶穌の 死なれた 時分に 起った 出来事の 中で 最も 不思議な 興味の 深い 對照 である。 二 方に はァ 

リマ タヤの ョセ フが 其の 愛した 師の屍 を 知事から 資ひ 受け、 叮嚀に 此の 新しい 潔い 布に 裏んで、！. わに 

懇 つた 己が 新しい 墓に 納め、 其 上に 尙念を 入れて 大きい 石 を 墓の 入口に 轉 ばした。 w に ヨセフが 耶 

穌の 死後に 之に 對 する 愛情 濃 かなる を 現 はして 居る。 彼 は 其 屍 を 大 ie^ にした ので ある。 乂 他の 一方 

に は 兵隊が 雜 柱の 下で 耶穌の 着物 を 11 取に して 居る。 此方 は耶 の 身體を 大事に 護り、 彼方 は 北ハの 

身體は 如何で も宜 い、 其 着物が 必要で あると 言って 之を鬮 取に して 居る。 此 #E 十を讀 むと、 ^も 此處 

に 一 幅の 意味の 深い 油 畫が懸 つて 居る やうな 心 持が され、 人 問の 愛情と 人間の 殘 酷が 如何にも く 

對 ii されて：：^ る。 
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宗教の 衣裳  二 

之が ために 種々 な E 心 想 も 促される。 其 所で、 宗敎の 衣裳と 云 ふ 說敎を 遺って 兑る考 へ も 起った の 

である。 兵隊 は 耶穌の 着物の みに nil を 着けて、 アリマ タヤの ヨセフと 反 對に之 を圆で 取って 1:^ る 所 

あて は 

は、 恰度今日宗敎上の事に^^く當彼まる様に忍はれる。 古い 書物に 赤裸々 とい ふが 有る" 此 は大阪 

にく 

の 或 人が 怫 法が 種々 の衣服を着て居るので分り惡ぃから裸に引！：ぃてゃらぅとぃふ意味でま^：ぃた小 

さい 本で ある。 元 來宗敎 に は 着物が 有る。 赤裸々 は惡ぃ 意味で 佛法を 論じた ので あるが 善い s:^ 味な 

ふけ  くらき  お ざ  す  ひ. f;= 

の も ある。 パゥ ri が 羅馬書 第 十三 章士 一節に 『夜 旣に央 て 日 近づけり、 故に 我： の 行 を 去て 光明 

よろ tS きる  くつ 

の E. を 衣べ し』。 十四節に『唯爾曹主耶穌基督を衣ょ』。又哥林多前書第十五^?:十五十三節に 『この 壊る 

者は必 らす壞 ざる 者 をせ り、 この 死ぬ る 者 は必す 死ざる 者 を 衣べ し』。 加拉太 書筋 三^一 一十 七 節に、 『そ 

は 凡て バ プテ ス マ を受て 基督に 人る 爾前 1： は キリスト を 衣た る 者 なれば 也』 とい ひ、 四"？：： 十一 一十 叫 節に も 

同. 意味の 言葉が 有る。 新の 如くに 宗敎に は 身體と 共れ を裝ふ 所の 着物が 有る。 其れ は 善い 意味に も 

使 はれ、 又惡ぃ 意味に も 使 はれる。 善い 意味の 着物が 忽ち 變 じて 惡ぃ 意味になる。 北ハ變 化すろ 所な 

どに 注意 すれば 吾々 の爲 めに 大 なる 敎訓 となる ので ある。 

宗敎の 衣裳 は 時として ごまかしが 多い。 動 もす ると 餘り 飾り 過す 所が 多い ので、 物と 身體 と^ 

和 を 欠く と 云 ふ 弊害 を 免れぬ。 着物 は 矢 張 それ 相應の もの を 着る やうに したいと 思 ふ。 宗敎は 即ち 

其の 着物の 格好 や 釣合に 最も 注意せ ねばならぬ。 或は 宗敎が 着物ば かりにな つて 居る の も ある 様に 

兑 える。 先達て 死んだ 團十郞 が德川 家康を やる 時に 舞臺の 上で は 1H; 正の 家廢 になった 積り であった I 


と 聞く。 俳投 として は 感心 だが、 併し S に 憐れな；；，. お 魔で は あるまい か。 十五 分か 二十 分^の.：！^ 康， 

唯 =1.5 物ば かりの 家 ffi である。 宗敎も隨分^！か物だけを^て、 心 は それに 成り^まさないで、 唯 舞蠆に 

上って 居る 暫くの 問の み 宗敎を 持って：：^" ると いふ ことがある だら う。 厂度金^||;に.止货の準備もせす 

に濫發 した 紙幣 兒た 様な 宗敎の 無い こと は 有るまい。 北 ハれ故 吾々 は 宗教の 衣裳と 云 ふこと を 大いに 

考 へ なければ ならぬ ので ある。 

佌に 極々 宗敎を 論す る 人が 有る。 昨今 は 又 誠に 宗敎 らしい 言葉が 多く 使 はれる やうに なった。 今 

日 t^I^ 敎を 公然と 信す る 者ば かりで 無い、 隨分 理屈から！：：： 分の 研究した：^ SkSS りから 割出して 神 

の；！^ 在と か 何とか 言つ て 居る 人 も 有る。 獨逸邊 り へ 行って 宗敎舉 を 研究して 來 たとい ふの で 神秘的 

かしこげ 

とか 何とかい ふやうな こと を 賢氣に 立派に 說く人 も ^ る。 資際 日本に は 信者の^ ばかりでなく、 世 

問 普通に 追々 宗敎の 衣裳が 方々 に 見えて 來た。 或は 無限と か絶對 とか、 或は 靈的 とか、 .2 上 主義と 

か、 或は 神と か、 犧牲獻 身と か、 信念と か、 雜誌ゃ 小さい 書物に 書いて あ-る 文字 だけ を兑 るたら 

ば、 日本 は 決して 偶像 國 ではない。 或は 佛敎の 人が 作って 居る 所の 『精 祌界』 と 言 ふやうな 雜；！ _| を 

譲んで 見る と 此れ は 如何に、 佛敎 だら うか 基督 敎 だら うか、 一寸 分り 兼ねる やうな 文字が 澤山 見え 

て K る。 或は 羊 頭 を 描げ て 狗肉 を資る 奴等 も ある だら うが、 兎も角も 基督 敎の 衣裳が 方々 に懸 られ 

て 居る。 是は I 方に 於て は賀 すべき 事で ある。 然し 善考 へて 衣裳に 瞞着され ぬ 用心が 肝要で ある。 

凡そ 宗敎 とい ふ ものに は 禮拜が 無ければ ならぬ。 禮拜が 無ければ 宗敎と は 首 はれまい。 乂 人の 心に 
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慰安 を與 へる こ ともなく、 其の 死ぬ る 時に 希望 を與 へる こと も 無い 位で は 宗敎と は 言 はれまい。 今 

日 多くの 人の 唱 へて 居る 宗敎 らしい 言葉、 文句、 或は 大擧の 講座から、 或は 書物の 上に 於て、 r:^ し 

き は 基督 敎會の 講壇から 聞え る 極々 の 言 葉 は 眞實宗 敎の體 を 具へ て ：！" るか。 共の 神は萍 まれ 得べき 

性質の もので あるか。， 其の 說く 所に 眞の 慰安が あるか。 失望に 沈んで 居る {^ 婦ゃ、 露命 旦夕に：？」 れ 

る 病人、 牢獄に 泣いて 悔改の 芽 を 胸に 萌 せる 放蕩 兒、 凡て 此 等の 人々 に眞の 光を與 へる ことが 出來 

るか。 彼等 は來 世に 就いて 如何なる 信仰 を 有って 居る か。 彼等に は禮拜 すべき 神が 無い ので ある。 

感謝の 出來 る、 讃美の 出来る 神が 無い ので ある。 苦め る 者 を 慰める 力が 無い ので ある。 死と 云 ふ大り 

题が來 る 時には、 狼狠 して 爲す所 を 知らないので ある。 彼ら は 神の 人格— 生ける；^、 それ 等に 就い 

て は 何も 考 へて： 1^ ない。 成程 中には 祌は 父で あると いふ こと を說 いて： る。 父と いふ は 人^の 耳に 

は 誠にな つかしい 言葉で あるが、 其れ は 如何い ふ 意味で 神に 適用され るので あるか。 神 は 父で ある、 

愛で あると 盛んに 說 いて 居る が、 之に 伴 ふ 信仰 は 何 所に ある。 試みに 問 ひたい、 神 は 父に なつ.， で 

ので あるか、 將た 父で あるので あるか。 父に なった 神と 父で ある 所の 神と は大 變な逮 ひで ある。 、， 

日 多くの 人 は 新約 全 ま曰 よりも 餘 計に 父と いふ 言葉 を唱へ て 居る かも 知れぬ。 ； w を 父と 唱へ るに 至つ 

て は 自分 等に 專寶權 でも 有る かの 如くに 說く 人が 有る。 併ながら 若し それに 向って 君 は頻に 父と 言 

ふが、 神 は 父に なった ので あるか、 父で あるか、 と 問 ふたら ば 多分 其の 人 は 人 問に 對 して 嘗て 父に な 

つた 所の 神で ある、 天地の 無い 前から 人の 生れない 前から 本来 父で あるので はない と 答へ ね. まなる I 


まい。 然るに 基督の 說 かれた の は 本来の 父で ある。 初から 父で あるので ある。 ー體耶 iil^-^ を祌の 

子と 信じないで、 耶穌 1^ 督の 十字架と 其 救と を 信じないで、 約 § の 第一 章に 書いて ある やうな 意 

味に 於て 1^: 督を 信じないで、 神の 世 をい つくしみ 給 ふぶ】 は 其の 獨子 を與 ふる 程な りと い ふさを 信じ 

ないで、 唯 t 汉 然と 祌に對 して 父 呼 はり をし、 漫 りに 神の愛 を唱 へる と は、 無理な、 合 はな い^しで 

ある。 ヨハネ や、 ルゥ テル や、 ウェス レイ や、 其の 他眞に 基督 敎の 信仰 を以 つて e つた 人々 が へ 

て E つた 信仰の 着物 だけ を 直ぐ 惜 りて、 或は 損料 も拂 はすに りて 來、 之 を 巧く^ 飾って、 之が 3 叮ハ 

の 基将敎 である、 祌は 父で ある、 神 は 愛で あると 言って 居る。 其 衣裳 を 引！！ いで 見る と 內は蘭 入 形 

である。 身體は 無い。 十字架の 無い 父で ある。 永遠の 子の 無い 父で ある。 初 は 父でなかった けれども 後 

に 父に 成 上った 所の 神で ある。 其の 根本 思 想 は 哲擧 の 絕對だ 、無 限 だ 、不可思議 だ、 玄の乂 玄だ 。 之 に 

ごふん  なす 

少 々宗 敎的辭 令の 胡 粉 を 置き r 信仰ら しい 金 范を撩 り 着けた やうな 意味に 於て、 祌は 父で あると 云 

ふに 過ぎぬ。 或は 來 世に 就いても 種々 議論 をす る 人が 有る。 基督 敎で謂 ふ 所の 來世は 取る に 足らな 

い。 己 はもつ と 道理に 適った 來世を 見付けた。 即ち、 一 個人 は 亡ぶ る けれども 社 舍は續 く、 人類 は 

永續 する。 人類の 永續 すると 云 ふ KJ が 即ち 眞の來 世で ある、 と コム トは 論じた。 先達ても 日本の 或 

る 先生 は 目分獨 創の 意見 だと 言って、 小さい 木に 印刷して 方々 に 廻 はした。 其れ を讀 むと 斯う 卞：： ： い 

て ある。 人 W の 米 世と いふ もの は 恰度 身體に 於け る 細胞と 同じ 様な 關 係の 者で ある。 細胞 は 新陳代 

謝する けれども 體は 依然として 元の 儘で ある。 個々 の 細胞 死んで しまって 何 か あらん。 身 體は依 
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然として；： H -。 是れが ぼ 〈の 來佌觀 であると。 此の人は矢張り コ ムトの^？：^-子でぁる。 其の^し を 一寸 

聞く と 來世も あり、 、水 遠の 望み も 磐って" る 様に 忍 はれて 立派な 宗敎 らしい ものである。 慰め も あ 

る やうに 兑 える。 けれども それ は 言 紫 だけで、 體裁は 如何にも 宗敎 らしい が： 止體は 無い。 身體 は！？： 

無で ある。 彼の 兵隊が を^け た 督の 着物 見た やうな ものである。 身 體は旣 に アリマ タヤの ョ七 

フの 手に 這 人た。 斯様な もの だら うと 思 ふ。 之 を 極く 平く 近い 喩で 批評 すれば、 此處に 一人の i 右い 

女が ある。 近 .ぬ 北ハ 人の 蝶よ 花よ と 愛した 子供が 死んだ。 其處へ コム 卜が 出掛けて 行って、 お^さん 

餘り 心配し なさるな。 さう 悲む もので はない。 御宅の 子供 は 死んだ けれどもお 隣 {\ ぶの 奥さんが 子供 

を 生んだ から 安心な さいと いふ 様な ことで、 人類 は 永遠で あるから^ 人 は 幾ら 死んでも 亡びても 差 

ぃ乂 ない、 とい ふ亂 暴な 說を 以て 人 を 慰め やうと 云 ふの は、 實に 麵飽を 求む る 者に 石 を投與 ふるやう 

な ものである。 誠に 詰らない， ォ i である。 

浙ぅ いふ 風に 段々 數へ て 見る と 世の中に は宗敎 らしい 言の 衣裳 は澤山 ある けれど、 北ハ の. K 宗敎の 

體 を：：； ハ へて 居る の は 少ない。 督敎 らしい こと を唱 へて， おる が、 其の 資 は基叔 i 敎では 無い。 神 は 父 

であると 言って 居る が、 其の寶 は 基督 敎で いふ 父で ない。 神 は 愛で あると いふ けれども、 北ハの W は 

^督敎 で 一一 目 ふ 愛でない。 唯 だ 着物に 惑 ふので ある。 餘り 着物が 綺匿 であるから 着物に 負けて 了 ふ。 

きんだち 

餘程是 は 大切な ことで あ： る。 其 の 衣裳と いふの は 芝居 掛 りで 大變に 立派に 源 家 の 公達 の 衣裳 で あ る 

が、 、1^.5て：^る本入は馬の脚だとぃふゃぅなのは愚の極でぁらぅ。 今日の 宗敎 思想 は 餘り首 葉の 求に 


::： をャ； ^け 過ぎて K るが、 々は 物 は 如何にと 問 ふので ない。 着物 を 着て， おる 其の 本體、 共の.，^ 體 

を 現 はしたい もので ^ る。 赤裸に 引 1： いて 兑た いもので 4^ る。 如何かすると洋服1!^^の.1^5に飾って^ 

る やうに、 TM: は 木の きで ある。 世には基督敎の 敎！？を輕ん じて北ハ の逬德ばかりを ^^んする人がぁ 

る。 一一； 位 I 體、 Sj 普の 祌 であると いふ こと、 晴罪 などに 至って は輕々 に 之 を^ 過し、 只 だ 親切に 人 

を 愛する こと を 努めて 基督 敎の逬 德が實 行 さるれば まいで はない かと 言 ふ。 其れ も詮 する 所、 矢-お 

り 衣 《炎の &i になる。 山上の垂訓 は 基督 敎の道 ばかり 唱 へる 此 等の 人の 一 桥大 ie^ に m 心 ふ 所で ある。 

バウ n の. ポ 翰は廢 せ、 1. 罪の 話、 罪の 赦、 三位 ー體、 祌の 子の イン カルネ ー シ ヨンと 言 ふ 様な こと 

は 一切 御免で ある、 唯 だ 山上の垂訓が 欲しい。 『敵 を 愛する』、 『忍耐す る』、 『己 を 呪 ふ もの を 祝す る』 

だけが 欲しい。 ^赞敎 は 聖徒よりも 無 乃 品格 ある 純士を 作る ので あると 主張す る。 けれども よく 御 

さい。 山上 垂訓の 近德 は、 神と 其の 性質 や、 神と 人 問との. 關 係に 就て 明かなる 信仰 を 板木と し 

て W る。 矢張り 天父と 其の 造られた 世界との 關 係に 就ての 確實 なる 信仰が 其の 根據 となって W る。 

神 及び 人類の 人格が 共の 根據 である。 敎现 が土臺 であって 其の上に a 德が 立てられた。 此の 仰 を 

無にして 道德 だけ を 取らう とい ふの は 矢張り 兵隊が 耶 穌 の 物 だけ を鬧 取に したと 同じで ある。 

或は 社會的 基督 敎 などと いって、 專 ら社會 改良 を唱 へる ものが ある。 今日 其れが 大分 流行って 來 

た。 確かに 社會 主義に 眞理も 有る。 吾々 大に 貧乏人 を 救 はねば ならぬ。 勞働者 も 善くして 造りた 

い。 孤 兒院も 庇 ふべ しだ。 共れ はしなければ ならぬ。 吾々 は 社 舍に對 する 務が ある。 基督 敎は 社ノ t! 
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を淸 める に 於て 確かに 大 いなる 勢力で ある。 併し 眞に 人の 91 を _ ^；ん じ、 人^の 罪 を 救 ひ、 板木 的に 

人 を 救 ふの 精祌、 即ち 全^界 を 得る とも 靈を失 はば 何の 益 あらん やとい ふ 信仰が くて は、 慈^^:: 

も、 博愛 も、 本 當には 何も 出来る もので ない。 靈 を 深く 重ん する 所に は 身體も 大事に される。 人の 

彼 打 は 全世界に も 代 へられぬ とい ふ 確信が 無ければ、 社ノ ti 主義の 正しく 行 はれる こと は出來 ぬ。 

祌を 父と し、 神が 世 を 愛んで 下し 給へ る 其の 獨子 基督 を. |g 準と せる 値 打から tS* して 考 へねば、 

人類の 航 打が 本 當には 分る もので 無い。 天地の 根本 は 犬なる 正義で あるか、 全能力が 天地 物の 极.： f 

であるか、 或は 父た るの 心 を 45- つて 居る 者で あるか。 若し 天地 萬 物が 大きい 力 —— 人^に は 迎も敵 

はぬ 力で あると いふの みならば、 世の中 は 即ち 所謂 優勝劣敗 は 唯 だ 勢力 是れ 正義と 云 ふ 風に 間逮 ふ. 

かも 知れぬ。 けれども 若し 天地の 奥底に 父なる 心が 有り、 父に 成 上った 心で はなく、 初から 父で あ 

る 所の 心が あると 考 へる 時には、 優勝劣敗の 意味が 大變異 つて 來る。 即ち 『吾れ 若し 擧 げられ なば 

离：^ を 引 せん』 とい ふ 十字架が 眞の祌 の 精神 を 現 はす 力と なる。 十字架が 祌の心 を 現 はすので あ 

る。 斯く 信す る さは 世人に 認識され ない 善事 を 行 ふて 何 所 迄 も 辛抱の 出來る rl^ 大 動機で ある。 

もう 一 っ考 へなければ ならぬ ことが 有る。 日本の 敎# を见 るに 外闕 人の 资 本で 立て 居る 敎. 〈I： と、 

日本人の 资 本に 依る ものの 二種が ある。 外國 人の 資本で 遣って る敎會 とい ふ もの は、 多く は不筒 

全に 流れ =^ い。 其の 信者に 犧牲獻 身の 精神が 無から うと も、 一文の 獻金 をせ すと も、 如何に 祈 ® を 

やらす に W らうと も、 聖書な ど怀. 我に も讀 まない 風で あっても、 ちゃんと 會堂は 維持され て 3： る。 


口 曜日の 禮拜 も， €核 される。 傅 近 もされる。 譜美歌 も 遣る。 オルガンの 脊も する。 是は 健全で あら 

うか。 又た 主義の 舉校 にも 此の 類の ものが 有る。 おし 他の 通の 舉校 なれば 科 E が H: おかつ 

たり、 敎 師が惡 かったり すれば、 生存 ISSI^ の 上から 自然 と^れて 了 ふので あるが、 官立 校と 同じ 

もので、 外國 から 補助 さへ 受けて e れば 人が 來 やうが 來ま いが、 敎 育の 値 打が 冇 らうが 有るまい が 

舉校 はちゃん と 立ち行く ので ある。 i 莨に 何たる 事で あるか。 日本の 基督 敎に 就て 非常なる 問 题 であ 

ろ。 ：g 打が 無くても *5 物 だけ 飾る ことが 出來 る。 幽靈が 衣裳 を 15 て K る。 或は 敎. に 丄本 肘^ を S! 

らうと 云 ふ 人が 有る。 或る 程度まで 即ち 食堂の 修 とか、 臨時の 费 ^ とかい ふやうな ことの 爲 めに 

幾分の^ 本 金 も 必要で ある だら うと 思 ふが、 併しながら 若し 此の 一 桥町敎 が 金の 利子 だけ を 以て 

立 行く 程に 资 本が 出来た と假定 したら 如何で あらう か。 赏に危 いもので ある。 それでも 信仰が 盛ん 

*i ら 

になって 行けば、 其 は餘程 信仰が 豪い の だ。 

一 ffi 教.^ ： とい ふ もの は 信仰の 有る 時には 立って、 信仰が 無 けれ ば^れる が {且 い。 信仰が 無くても 

立って 行く 敎ノ  1: は 要らない。 信仰の 清れ た 敎會は どんく 潰れる が s! い。 或は 外 國の资 本 を 以て、 

或は 名簿 だけ 信者に なって 居る 人の 寄附 金 を 貰って、 やっと 敎會の 外觀を 飾って 居る かも 知れぬ。 

實に 是れ は危險 であるまい か。 昔ス ボル ジョ ンは 決して 敎會に 基本 金 を 造るな、 北 ハれは 滅亡の 板 本 

である。 唯 だ 信仰 一 つで 行け、 信仰が 滅 すれば 維持が 出來 ぬ。 信仰 一 つで 昇り 降り を爲る やうに し 

ていお くが 一 番 {且 いと 言った。 信仰の 實質 及び 其の 精神が ぼんやり として、 唯 だ形體 上の 制度、 依 式 
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などば か.^ を 立てて $j くやう で 有るならば、 寧ろ 敎 合が 無い 方が .K い。 彼の ヌ、 隊が耶 ii の 身 體をー 

向 顧みす して、 十字架の 下で 其の 着物 だけ を鬧 引に したと 同じで なから うか。 今日 多くの 敎 會の經 

^や isils. 梁 は、 を換 へて 一一 一一 ：！ へば 着物の 鬧取 である。 

今 口の 佛法 を御覺 なさい。 全く 信仰 は 無. S ので ある。 彼等が 辛 ふじて 命 を 5if つて， i5 る は 葬式が お 

るからで ある。 法蔡が 有る からで ある。 慕の 番をする からで ある。 若し.佛法から此等のぉ|^と遗風 

を 差 引いたならば、 怫 法と 云 ふ ものが 無くなる。 命な きものが 制度の 力、 ^惯の 力、 行掛 りの 惰力 

で 露ん 叩 を 維いで 社，^ の 邪魔 をな し、 新しい もの & 入って 來る席 を 塞いで 居る。 是れ資 に の しき 

もので はない か。 併しながら 耶穌 の敎八 n も 亦た 自ら 顧みねば ならぬ 。精神 一 つで^ 在すべき ものが、 

つつか  はんと 

色々 と 支へ 棒 を かって^ 物ば かり を 以て 維持され 居るならば、 眞倾の fn" いものの 划魔 をす る-とに 

なる。 fft 々は 洗禮を 受けて 居る。 敎會に 集って 居る。 聖晚餐 を 守る。 確かに 宗敎の 衣裳 を 辛；^ て： in 

る。 此の 衣裳 は 十分 盛んな ものである。 燦爛目 を 奪 ふ 程 かも 知れぬ。 而 して 此 衣裳と 靈 の木體 と、 

一〕 W によく 釣り合 ふて 居る か、 或は 形の 振袖 着た やうで 有る か、 よく 考 へねば ならぬ。 

此の 問题 はま だ是れ だけで 了らない。 アリマ タヤの ョ セフは 着物 を鬧 取に した 兵隊よりも 優って 

居る。 ^しパ ゥ 。が 我 最早 肉に 從っ. て 耶穌を 知らす と 言った のを兒 れば、 ョ セ フ よりも い 遣 方が 

ある。 マグ ダラの マリアが 耶穌の 復活され たの を發 見した 時、 喜びの 餘り鎚 付かん とした 所、 おは 

之 を 林： 小め て、 我に 觸る 勿れと 一一 一一 I： はれた。 兹に 深く 考へ ねばならぬ a; 现が ある。 n 九 OE 年  一 n) 
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(宗敎 の 衣裳 參照)  . 

『ィ H ス 彼に マリヤよ とい ふ、 西み て 彼に ラボ -I と 曰り。 之 を譯ば 夫子な り。 イエ ス 彼に n ひける は 我に 

捫る こと 勿れ。 我い まだ 我 父に ら ざれば なり。 わが 兄弟に 往 ていへ、 我 は 吾 父、 卽ち爾 普が 父、 わが 祌、 

卽ち爾 普が 神に 昇る と。』 (約 翰傳ニ 〇 の 一 六、 一七) 

まの 日曜 m の 朝に、 アリマ タヤの ヨセフが 耶穌 の：^ を 受け て^った^ をした。 此は 確かに^;^ 

の 丘 V 、卒が 耶穌 の 衣 《み を鬧引 にした のと 大逮 ひで ある。 併し 唯 だ 耶穌の を 大事 にした とい ふ 丈で は 

^だ 物 足らない 心地が する。 此s^、日本に暹^iから佛竹が參って大騒が始まり、 裁！： 所まで も 持 出し 

た。 佛の ！<：： さへ も 裁判沙汰になる 程 大事が ると いふの は 大變に 信仰が 厚い かの 如くに 思 はれる かも 

知れない が、 騒いだ 人々 の 心 は 恐らく 釋迴の 意と は 遠って 居る かも 分らない。 耶穌の S. も 幾分 か 共 

れに 似寄た 所が ある。 ョ セ フが耶 穌の屍 を K つて 來た のみなら す 他のお 子 共 も 墓の ことば かり 氣に 

した。 _ ：ぉ參 りに 忙しかった。 マリヤ も 矢張り 耶穌 の墓參 りに 來た。 一向 天と いふ 所へ は 氣が附 かな 

かった。 耶穌が 現在 如何い ふ 有様に なって 居る かとい ふ 所に 氣が 付かない。 唯 世に 在った 時分のと 

ふん；^ つ 

のみ を 懐かしく 思 ひ 墓參り をし、 其 屍 を 大事に して、 是が 紛失した とい ふ場ム 口になる と赏に い 

がっかり  ♦  » 

た。 マリヤ は 墓の 外に 立ち Ifa: に落膽 し、 ず" 氣 沮喪して 嘆きつつ あった。 眼 を 上の 方に 向けす 只た 
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墓の 內 ばかり 舰き 込んで 居った ので ある。 是 では 本當に 基督 を 信す ると いふ 所まで は 進んで Eg ら 

ぬ。 世に 稀なる # 人を恭 ふ 位の 話に 過ぎぬ。 

. か A?  しが 

そこで、 耶穌の 甦 へられた るを發 した 時 マリヤ は 嬉し さに 之に 嚨り 付き纏み 付かん とした。 人 

まのあたり 

の然 らしむ る 所常然 である。 而 して 屍の 紛失した ことに 痛く 失望して 居った のが 今 面前 $n て 世に 

在りし 如くに 耶穌が 其 處に現 はれた ので あるから 非常に 喜んだ。 今までの 苦勞 悉く 消えて 了って、 

啦宵 悅に滿 された ので ある。 彼 は此際 界び耶 穌と刖 るる こと は 如何 あっても 好まない。 何時までも 

新う して つて 下され、 是 からが 我- - の 時代で あると いふ やうな 譯 で、 非 に 望 を 嵐して 耶穌に 総り 

さは 

付かん とした 次第で ある。 北ハ時 耶穌が 之に 言 はるる に は 『我に 們る なかれ、 我 未だ 我 父に qi: ら ざれ 

ばな り、 我 はお Z 父 即ち 爾前" が 父、 五：； 祌 即ち 爾曹が 神に 昇る』 と。 我に 捫る 勿れと いふの は譯. が餘り 

す 力  す 55 

淺 過る に 思 はれる。 們 ると 譯 されて ある は鎚 る、 取 付く とい ふ 様な 意味なん で、 彼が 主に 取紘り 

ほし ひま、 

喜 を 擅に して 耶穌と 供に 在る Hi を樂 み， もう 放さない とい ふ 意味で あらう。 我に 捫る 勿れ 我 未だ 我 

父に 界ら ざれば なりと は 斯うい ふ 意味の 様 だ。 マリヤの 考 では！^、 て 耶穌が 死して び？ t る、 我爾 i:: 

に £1 ると いふ 様な 御 約束が あった。 今耶穌 に禅會 する こと を 得た の は 其の 約束の 適った ものである。 

矢 張 昔 同 じ處に 住ったり、 同じ 食卓に 着いたり、 實に 親く して 居った 時の 生活が 再び 此處に 立 返って 

來 たので、 此の 再會が 耶穌の 約束され た 所の ものである だら うと 思った。 併し 耶穌の 曾 はれる に は 我 

が！^ てォひ m はいた 再 とい ふの は是 では 無い、 もっと 深い 意味の もの だ。 耶穌が 雨 跟门 と共に 限な く 


ほるべし とひ：： はれた の は 何も 眼に 見える 身體を 以て 近い 所に 供に るレ」 いふ 意味で はない。 もっと 

.小『ほの深ぃ^{总味でぁる。 共の 深い 意味が 分らす、 彼等 は 之 を淺ぃ 意味に 理解した。 矢 張 昔 If りの 關 

係が 繰 返さる る だら うと m 心った ものと 兑 える。 故に 我 未だ 我 父に：； 升ら ざれば なりと いふの は、 ケ汝の 

r: 几て 居る の は 我が：^、 て 約 した： 冉. では 無い、 是は：冉会：：ょりも^！：ほ深ぃ大きな^：^味に於て雨腓：：と仉 

に 在る ことで ある。 共れ を 今 眼前に 兒て 居ろ 所で 滿 足し、 北ハれ 位の 意味 だら うと 思って 我に 取 緒り 

北ハを 客んで 餘念 のない とい ふ Hi は W に淺 it な 生活で ある。 『我 If も 父 即ち 雨 の 父に 样る、 祌 

ち8§::の祌に：：：^る』。然様に取縱って55らすに我兄^^-に行って在りし爲體を^せとぃふのが耶穌の曽 

葉の 意味で ある。 是が まあ^の 大意で あるが、 此 から 三つ 四つの 點を 舉げて 大に舉 びたいと 思 ふ。 

第 一 マリヤ は 耶穌の 一?!^ を 深く 知らなかった。 耶穌の 巾に 大變 な齊 物が ある。 共の K 物の  一 #^ 

ぃ點に マリヤ は氣が 付かなかった。 唯 だ 低い 所の 點に氣 が 付いた のみで ある。 彼の 求めて CSK^ もの 

は 耶穌の 持って 居られる 中の 一 希 好い もので はない。 先づ 比較的に 他 打の 少ぃ 方にば かり 肌 を 付け 

て 居った。 之を喩 へて：：： 儿 ると、 人の 家に 掛 物が ある。 此掛物 は 立派な 物 だと めながら、 成 稗 ー此表 

装 は 結構 だ、 此軸は 立派 だ、 此 切れ地 は 親 だ、 大きさ も 〈且 い、 釣合 も. a いと 首った ばかりで、 少しも 肝 

の^は ない。 白馬 會に 行った としても 額緣 などの 金 光 燦爛たる 點 に大變 注意して 巾の！ & を：： ルて 

"^<れ なかった らば、 晝 土は實 に 失 する に逮 ひない。 其れと 问じ審 で、 耶穌が 人の 前に 現れる 時に 

か g 

其の 一 番 好い 處の 肝^要の 所に は 注意せ す、 末節に のみ 氣を 付ける。 北ハれ では ffi に 困った さで ある。 
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故に 耶穌も 大いに 失望され たので ある。 我々 が 今日 某 督敎を 信す るの も 矢 張 之と 似^った 趣が あり 

はせ ぬかと 思 ふ。 如何い ふ 所 を 感心して 居る。 何處を 离んで 居る か。， マリヤ は 唯 だ耶穌 を..：：：！ 分のお 

友達、 昔の ラボー 一 (先生) と 思って 居た けれども 耶穌は 御友 達の ラボー 一とい ふよりも すっと ヒな意 

味の 方で ある。 其れ は 一向 マリヤに は 分らない。 唯 だ ラボー 1 即ち 昔の 先生に 會し たのが， 始 しいと 

いふ 丈け の 話で 耶穌が 折角 もっと 高い 深い 意味で マリヤに 自分 を 現 はさう、 知られ やうと い ふさを 

御. け：. I みに なった ので ある けれども、 共 所に は 一向 眼が 屆 かす 心 も 及ばなかった ので ある。 今 口 我々 

が 基督 敎を 信す るの も 或は 會 堂の 禮拜 とか 或は 讃美歌と か、 或は 某- 叔：： ：敎は 家庭の 助になる とか、 家 

庭 革新に 必要な 動機で あると かいふ 如き 所の みに 眼 を 着ける 人が 多い。 耶穌の 事を然 うい ふ點 から 

喜んで 之に 限る と 言 ふ 人が ある、 道德 の敎、 我々 の 模範に 至りて は 耶穌に 上越す もの は 無い、 祌有 

りと いふ Hi は實に 基督 敎の眼 ml である。 基督 敎は實 に 社交的の 力で ある。 之に 優る 制裁 力 は 世の 巾 

に 無い。 基督の， 語 は 實に麗 はしい。 其の 死んだ 願 末な ど を 見ても 正 成北ハ 他の 忠死を 遂げた 人々 に 比 

ベる と 更に 高尙 である、 斯く 言って 大變 感心す る は {且 しい。 併し 其.^ 叔：： 敎と いふ もの は、 共れ 丈け の 

す 力 

もので あらう か、 若し 其れ だけの ものであるの ならば、 マリヤが 耶穌に 取り 鍵って 離さない、 何時 

まで も俱に 居って 下さい、 實に 嬉しい とい ふのと 餘り遠 はない。 耶穌が 我 雨 曹 に せんと 言 はれ 

た 意味 は 其れ 位の もので 無いだら うと 思 ふ。 所が 今日 我々 の 信仰に 對 しても 矢張り 耶穌が 多くの 場 

合に 於て 然ぅ いふ 風に 一一 一一 I： はれる だら うと 氣遣 はれる。 是が 第一 の點 である、 即ち 約め て 巾せば マリ 


ャは 耶穌の 市に 就き 一 番 深い 點に 注意し なかった、 ^を はても. 础緣 にば かり ゆ 0 服す る i ^中の 一 人た 

る を 免 かれない ので ある。 

ハ がー 一 マ リャの 信仰 は 利 es で、 宗 敎を樂 みに し、 主に取り槌って之を我が^5マ有物とし之を樂ん 

で餘 念がない。 惡く巾 さば 幾分 か 樂 的の 宗教であった。 宗敎を！^味して餘念なく而.^:: が つてお 

る。 マリヤの は、 斯の 意味の 極めて 感 的の 宗教であった ものと： える。 一 體感 する のは奵 いさで あ 

る。 人が 熱する とか 動く とか 活總に 進歩す ると かいふ 時には 何時も 共 中に 燃える やうな 熱誠 の^が 

^つて 居る。 だから 感 するとい ふこと は 大切で ある。 宗敎は 火の 燃える 如き 感じが 無くて はなら 

ぬ。 何時もく 火の 消えた 後の 灰 見た やうに なって 居ったら 人 11 は 仕様が無い。 故に 我々 は感 する 

とい ふこと を 決して 惡く肯 はない。 非常に 之 を t;n; ぶ。 併し 感情的に 偏す ると 惡ぃ。 感情的と 巾す の 

は 我々 が餘 り小說 など を讀 むに 耽る と、 どうも 一 種の 病的の 人 になって 了 ふ。 餘り 小さな 俾^ や 

小説な ど を 讀み耿 つて 居る と 如何 も感 的に 流れる。 芝居で は淚を こぼす が寶際 は不人 な 人が^ 

分 ある。 芝居では腕をまくって齊ぶ^^^しても實際は：！：もゃらなぃ。 唯だ感 的で^ かも 飲： „ ^(豕 が 少し 

酒の 氣が 無い と 困る やうな 風に 始終 感情 を菩 ぶので ある。 此は 感情^ 樂だ。 感 が 少し 冷める と 何 

も 出来ない。 丁度 飲酒家と 同じで ある。 餘 り小說 など を讀 むに 耽. る 人 は 此の 弊に 陷る。 矢張り.： 一： 小敎 

にも それが ある。 宗敎的 感情にば かり 耽って、 刖に； t に 事へ ると か 又は 神の 事 を 深く 考 へる とかい 

ふこと なしに、 唯 だ 心地が 好い、 嬉しい、 偸 快 だ、 感 すると か 泣く とかば かり 言って 115 る。 而 して 
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敎舍に 行く の も 祈猜會 に 出る の も 何 をす るの も 皆 悉く 一  極の 感情 を 追 ひ 求める に 過ぎぬ。 感情的の 

魂に なって 了 ふ。 此の 連中 は 極々 祌經 質で ある。 それでも 困る。 マリ， ャと いふ 人 は 幾分 か 共 様な 趣 

があった らう。 是は 宗敎を 11：；? する 場合に 最も 恐るべく 又 一 番 感染し い 病的 現象で ある。 似而非なる 

ものであって ちょっと 善 ささう に兒 える。 如何にも 齊も無 ささう に晃 える。 11^ 仰が 强く、 始終 if. 書 

を 讀んで 居る、 大變善 ささう に 見える から 危 いので、 寧ろ 頭から 悪しと なれば 氣も附 くが、 是は自 

分 を 欺き 易い。 而 して 自分 は耶， 姊 に取縱 つて 居る から 是程 立派な こと は 無 いぢ や 無い か、 何が 惡ぃ 

の だと 威張 ひたがる、 そこが 其の マ リ ャが耶 穌に誡 めら れ たのみなら す、 今日 我々 が 陷り i:;^ い 所で 

ひ と 

ある。 之 を 一 言で 申せば マ リャの 信仰 は餘り 自分 一 人の 樂 みに 溺れて 居る。 一 人り で 信じ 一 人り で 

澄し 込んで 居る。 主觀 的に なって 餘り 活動し ない。 人の こと を 思 はない。 て 耶穌が 山の 上で 共 姿の 

いま リ 

變られ た 時 弟子 共が 其 所に 三つの 慮 を 持 へ て 何時までも 居たい と 言った とが ある。 併し 耶穌は 之 を 

斥けて 山 下に 降られた。 下へ 行って 見る と 魔癎病 者な どが 悶え 苦んで 居った。 又弟子と 外の 者 共と 

の に 紛議が 起って 居った。 其 騒ぎの 中へ 歸 つて 来られた とい ふ 話が ある。 マリヤの 考に するとべ 

テロ や ヨハネが 山の 上に. 何時までも 居たい、 何時も 蒼蠅 い、 山の 下へ 降りて 行く の は 膜 だとい つた 

のが 感心な 話しになる。 此の間 逮ひ を耶穌 がどうい ふ 風に 處分 せられた かと 言 ふに 彼の 心 を いて 

もっと 深い 高い 所へ 進ませた。 即ち マリヤの 思想に 大きな 問題 を與 へて 『我 は 我 父 に 昇 る ベ し 我 父 は 

即ち 雨曹の 父、 我 神 即ち 雨 曹の祌 に 昇る』 と吿 げられ たので ある。 是は マリヤの 思想 を 高めよう、 之 


を 大きく^く しょうと いふお 考 であらう。 我々 は 大きい 思想に 乏しい、 深い 觀 念が 無い、 理想が 餘 

り 低い。 耶穌 种.； て 北ハ 弟子に 向って 『雨 が 我に 向って 何處に 行く やと 問 はない』 と 言 はれて 大！！ ^殘 

念 がられた ことがある。 世 の； ま、 行が 追々 變 になって 參 りお n 十 此世を 去らねば ならぬ 時朋に 到來し 

たが、 子 共 は 時勢の 成り行き や 身の上 を 心配す るば かひで、 主よ 何處へ 行き 給う かと 基^の it, お 

點 にお：：： する こと をし なかった。 耶 a\ 役活 のこと やら 共の 更に 大 いなる 將來 やら を考へ たなら ば不 

m 心議な や にも 充 される であらう のに、 彼ら は 唯 だ 今日の 時勢、 現在の 社^の ieii- のみに 屈託 

して 耶 Si が 何處に 行かれる か をも考 へる 暇 すら 無かった。 8- が 何處に 行き 給 ふか を 問はなかった 

とい ふこと は大 薆 耶穌 に 失 を與 へたと 兒 える。 耶穌 は i を 敎育 し て 出来お る 丈け 大な る，： ：2 い 世 

を へ 5：： る やうに 敎 育せられ たので あるが、 彼等 は、 目前の ことにば かり 屈託して、 到底 高尙な 

现想 的な 所に は ひ 及ばなかった。 . 耶穌は 失望 せられた。 もっと 大きな 深い 所を考 へて 兑 たなら は 

〈にいに と 非 0? に tf 念 がられた ので ある。 

丁度 それです。 我々 は餘り 目前の 小さな ことば かり 考 へて 居る。 目に 見えざる 世界の 問 题は餘 り 

おへない。 問 题が餘 り 低く 小さい、 其處で 耶穌は マリヤの 淺簿な 心 を 啓いて、 我 は 我 神に 昇る、 現 

在の 有様より もっと 大きい 所に 昇進す べしと 御 話しに なった。 

我 々 平 索 自分 は 唯物論 者で 無 いと 思うて 居る ので あるが、 案外に 多く 唯物論 者 にか ぶれて 居る。 

多くの 信者 は 唯物論 者で ある。 何故 なれば 餘ひ 物質の みの 方面に 注意して それよ ひ 深い 大きい 
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こと は考 へない。 マリヤ は此 慕の 傍に \ィん で 泣き 崩 折れて 失望して 居った。 實に淺 _t な 有様で あ 

る。 其り.^^^^"目をもっと大きぃ所に着けろ、 然 すれば 實に 大きい 限ない 思想に 接する さが 出來 ると 

仰せられた。 基督の ことに 就て は 我々 も 低い 考丈 けで 滿 足しない やうに せねば ならぬ。 些督は 我々 

の 考ょ .^も大き いもので ある。 此の 大きな 基督教が 何も 深く 考 へす に 分って 了って は 反って 可笑し 

いで はない か、 今日 多くの 人の 信じて 居る 基督 敎は 小さな もの だ。 餘り 分り 過ぎる。 基督 敎 はもつ 

と 大きな もので あらう。 唯 基督の 道德、 其の 社會的 境遇、 其の 模範なん どば かりで あらう か。 昔し 

耶沐が 猶太の！： を巡歷 せられた 時に なされた ことのみ が 其の 事業で あらう か。 耶 S の 事 集 はもつ と 

いので あらう、 今 尙ほ續 いて 居る。 もっと 大 いなる ものが ある。 どうも 昔し 世に 在した ままの 耶 

ゆぶ かり 考 へて、 今 在し、 後 も 在すべき 限. なき 基督の こと を考 へない とい ふ は 困った _ ^である。 

我々 は オル ソ. ドック ス であると かュ 一一 テリア. ン でない とか、 基督 を 信す る、 否認せ ぬと 一一 一一" ふが、 實 

p.^ すと 育 仰の 程度 は 此の マリヤと 殆ど 同じ やうな 氣 口が する。 是は實 に殘 念で ある。 もっと 大 

きなこと、 高い こと、 深い こと を考 へる やうに したい。 自分の 小さな 心に 慣れて 落 若いて 現^ば 力 

りこ 滿 足せす にもつと 高い、 マリヤの 手で 抱 へても 抱へ 切れない、 キリストが ある。 

いちぶし じゅ 5 

^三 それからもう 一 つ ある。 『此處 を 去って 我 兄弟に 行け 。此の様 子、 一 伍 一 什 を に 話して 聞 

かせよ と 言 はれた。 此は マ リャに 仕事 をば 與 へられた ので ある。 活動 を させた ので ある。 宗敎 とい ふ 

もの ま マリヤが 耶说に 纏み 附 いて 、餘 念な く樂ん で 居る とい ふやうな もので 無い。 或る人々 の 宗敎を 


分拆 して 見る と、 基^の 名に 於て 入 を 救 ふと か 人 を 愛する とか、 或は 人の 魂 を 救 ふと かいふ CJ は餘 

り 無い。 唯 だ 自分の 魂 を 救 ひ 自分の 困る 時 平和に なりたい とば かり 言って、 宗敎は 病氣の 時、 看病 

人の 代り をす る もの だと 締めて 居る。 宗敎は 慰安 を與 ふるに 限って 居る。 然ぅ考 へる と 宗敎を 以て 

唯々，：：： 分の 樂 みや 慰安の 外 何も 人 用が 無くなる。  • 

斯る 人の 宗敎は 矢張り マリヤが 耶穌の 身 體に取 緒って 離さない と 同じ ことで ある。 後生大事に、 

しほ 

A 分の 心の 樂み、 一種の 道樂 にやって 居る。 刖に 宗教が 活動して 世の 光、 地の iw- となるとい ふやう 

な こと は 無い。 共れ では 宜しく 無い。 そこで 耶 as が 弟子 共に 言 はれた 通り 『我 は 父の 我 を 世に 遣 は 

された 如く 又 爾普を 世に 遣 はす』 と 我々 にも 吿 げられ るので ある。 耶穌は 神の 仰 を 受けて 世の 救 ひと 

なられた ので はない。 『我 は 人 を 使 ふが 爲に 来らす 人に 使 はれん 爲 めに 來 ひしな り』。 此が 耶穌の 主義 

である。 耶穌が 世に 忙しく 働かれた こと は 誰も 知って 居る。 遂に 死に 至る まで 志 を 改めす、 能く 神 

に 察 へられた。 丁度 其の 如く 我々 も 亦 世に 充分 活動せ ねばならぬ。 マリヤの 取縱 らんと する を 遮つ 

て、 今 は 汝が共 様な こと をす る 場合で 無い、 此の 事 を 行いて 兄弟に 吿げ よと 言 はれた、 此 所が 基督教 

の爲 面目で ある。 责に イエスに 取縱 つて 居る こと は大變 愉快で あらう。 併ながら彼は矢張.^^石のご 

ろくして 居 る^ を迪 りぐ 朋友 の 所へ 行って 此の 喜ば し い 話を聽 か せ ねばな ら なかった。 ：：•  おが 主 

の マ リャを 導かれた 方法で ある。 今日 本當の 信仰に 進みたい と 思 ふなら ば、 矢張り マ リャ 同様に 耶穌 

の 御用 を 聞いて 其 差圖す る 所へ 行って 働ねば なら ぬ。 神に 事へ、 人に 事へ ろと いふ は 设も 大事な HJ で 

更 に 一歩 も 轔 ぜょ  . 1 九 
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ある。 大きい 忍 想を與 へられ、 大きい 問題 を捉 へつつ、 忠實に 世の 務 をす るが 肝要で ある。 職業ば か 

りで は 無い。 精神的に 人の 爲め 誠心 を 以て 働く、 主の 名に 於て 縱 しゃ 冷水 I 杯で も與 へる 様に 注意せ 

ねばならぬ。 此 二つの さ を 耶穌に 注意され て 確かに マリヤ は $3 の 良い 信者に なった。 大きい 思想 

と 耶穌の 命 を す。 是が 彼の 鍵 魂が 救 はれて 段々 深い 所へ 導かれた 手績 であった。 我々 は 港-^ 敎の 

者で あるが 平素 何 を 重んじて 居る か。 何に 鎚 つて 居る か、 何の 爲に 斯う^って 來る。 《廿て新，：：^：淡 

とい ふ 人の 說敎を ig いた。 實に 感心して 聞いた。 今でも 養く 記憶して 居る。 或人ィェスが^^^子と I 

所に 架 晚餐を 守る 所の を 描いた、 所が 其盃が 非常に 美しく 見えた。 それに 全力 を 注いで "盃 を大變 

奇： 隨に ま： 一 いた。 戴ェは 1^ に 凝ったの である、 餘り盃 に 凝 ひ 過ぎた から 肝腎の 耶穌 もべ テロ もョ ハネ 

も：：： に附 かない、 とい ふ 話しであった。 我々 が 基督 を 信す るの も 矢 張 ひ！^ ばかりに 凝った 轿 では 無 

らう か。 何處に 我々 は 凝って 115 る。 凝って る 點を調 したい。 御 同様 基督教の 中心 點を しっかと 

捉 へ ねばならぬ。  (一 九 0  s: 年 一 ") 


基督の 弟子た る こと 如何ん 

『衆人と 其 弟子 を 共に 召て 彼等に 曰け る は 若し 我に 從 はんと 欲 ふ 者 は 已を棄 て その 十字架 を负て 我に 從 へ。 

そ は 生命 を 全うせん とする 者 は 之 を 喪 ひ、 我た め：：^ 福音の 爲に 生命 を 喪 ふ 者 は 之 を ベければ なり。 もし 人 

个： 世界 を 得る とも 其 生命 を 喪 はば 何の 益 あらん 乎。 乂人何 を もて 其 生命に 易ん や。 轰惡 なる 此 世に 於て 我と 

>  みっか ひ 

我 5a を 取つ る 者 をば 人の 子 も亦聖 使と 共に 父の 榮光を もて 來る時 之 を 恥づべ し。』 (馬 可傳 八の 三 ill 三 八) 

耶穌が 非常なる 苦み を 負うて 將に 死なん とする を 其 弟子 等に 語られた。 すると 共れ は 以て の 外の 

ことで あると 云って 大いに 之 を 諫めた。 之 を 止めよう とした。 此は其 時 耶穌が 言った のです が、 凡 

そ耶 穌の笫 子に ならう と 思 ふ 者 は、 己 を棄て 十字架 を 負うて 之に 從 はなければ ならぬ。 

港. 督の敎 へが 今の 如く 進歩 遲々 として、 其擴 まり 方の 鈍い 理は 何處に 在る。 それ は 敎.^ ： の 組織が 

惡 いのに も 依り、 俾道 者の 资 格の 低い こと も あらう し、 最も 大きい 原因 は社會 が. M 敗して 居る と 云 

ふ Ki である。 輕 薄なる 世の中に 耶穌 の敎は 中々 急に 擴 まる もので なから う。 併し 是 等の 外に 我々 の 

大いに 注意せ ねばならぬ 他の 原因が ある。 即ち 敎會 の內に 十字架 を 負 ふ 精神の 乏しい と 云 ふこと で 

ある。 若し 基督の 敎を 信す る 所の 者が 己の 身 を 神に 獻じ、 人 を 救 ふと か 世を惠 むと か 云 ふこ-とに 一 

身 を 搾ぐ る 十字架の 精神 だに あるならば、 基督の 道 はもつ と 盛んに 行 はれる だら うと 思 ふ。 ^て 或 

茶お の 弟 4- る こと 如何  ニー 
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一 

る冇 名な 政治家に 聞いた。 明治の 一 初年 廢藩 置縣は 如何して 行 はれた かと 云 ふと、 大勢の 歸 する 所 實 

.  WG らひ ど 5 

に 不思議な 現象であった。 我々 は 常に 當 時の 歴史 を讀ん で、 大名 や 侍が 如何して 我も我もと 自ら 進 

んで 其の fi を 奉還した ので あるか、 些と 常識に 合 はない ことで あると 疑 ふこと もあった。 共 fS や 富 Ml 

に戀々 たる 心が もっとね ばり 强 くあった ならば、 中々 出來惡 いこと であった らう。 之に 就て 彼の 政； 

治 家の 言 ふに は あれ は 道德の 共進會 であった と。 一寸 面白い 話で ある。 無論 廢藩置 縣ゃ家 fi 奉 F; おは 

當 時の 歷 史を考 へて 見る と 時勢 止む を 得ぬ 結娱 でも あらう が、 道德の 共進會 であると 云 ふに も 一 现ー 

ある。 人 若乘氣 になって 犧胖. 獻身 的に 博愛 事業の 爲に 十字架 を 負 ふの 志と 實行 があるなら ば、 恰も 一 

枯 芝に 火 を 付けた やうに 盛に 燃え移る は 必定で ある。 道德 の電氣 は 非常に 感じ 易く 擴 つて 行く。  w:^ 一 

しんせい 

も眞 誠なる 道德の 共進會 も出來 る。 曾て 聖徒 フランシスの 傳に 斯う 云 ふこと が 書いて あった。 非常 一 

に 面白い。 彼 は大變 富める 家に 生まれた にも 拘らす 身 を 十字架の 爲に擲 つて 乞食 同様の 身に なり 一 - 

生 懸命に 神に 事へ た。 多くの 人々 は 其 至誠に 感じて 心 を 動かされた。 或る 金 持の 如き は不圖 フラン- 

シスの 擧 動に 注意し 之 を 自分の 家に 招き  1 夜 段々 其 話 を 聞いて 感激の あまり、 終に 自身 フラ ン シス 一 

の 仲 1? に 這 入 つて 有ら ゆ. る 財 產を講 土 の 如く 擲 つて 了った。 すると 其 道徳の 電氣に 感じて 我 もく 

と 之に 同意 をす る 人が 非常に 多く 出來 た。 是も 矢張り 道德の 共進會 である。 一 體 人間と 云 ふ もの は 一 

義に 勇む 心が ある。 之 を 忘れて 唯 だ 利己的の ものの 様に 扱 ふ は 間遠 ひで ある。 思 ふに 今の 敎會 は餘ー 

しごと  な  - 

り樂な 所で ある。 仕事の ない 安逸 を 貪る 所で ある。 人 を 導く にも、 何に 貴君 安心なさい。 別；^乂雞债ー 


なさ はあり ませぬ。 ^督敎 信者 だからと 云って 變 つたこと は ございませぬ。 別に さう 難 かしい こと 

はない と 云 ふ 風に 持って行って 成るべく 樂に考 へさせる 風が ある。 敎， に 這 入って ヂッ として 說敎 

を M いてさへ US れば、 京都 や 大阪へ 潔 車に 寢 込んで 行かれる と 同様 其の 身體を 一 時？ 1 程 敎會へ 持て 

來て、 n 分の 色々 使 ふ 金 を 少しば かり^ 減って 敎會に 出す。 それでもう 立い の だ。 此の 位で i:;^ 者の 務 

が濟 むなら 寶 に \1$： ん氣な ものである.^ 博愛と 云 ふさ もな く 道の ために 獻 身 的の 戰 をす る必耍 も 感じ 

ひまじん  む 5. み 

ない。 成程 閃 人と か祌經 質と か 或は 漫然に 淚 脆い 連中 や 病人な ど、 或は 死に 瀬して 居る 様な 人は敎 

食へ やって来る かも 知れぬ が、 硬骨な 活 澄な 精神の 高雅な 人 は 嫌に 思 ふ。 神 的の 豪 I!S な 人物が す 

ん すん 來る やうに なれば、 敎會は 活動して 立派な 所になる。 然 うなる と 敎會の 中には 義に 男む 所の 

精神が 銜ひ、 道徳の 共 進會が 開かれて 獻身 的の 事業 も 盛んに 起る ことが 出來 る。 之な きため に敎會 

が 世の中に 及ばす 所の 道徳的 電氣 た 微弱で ある。 

基^の 敎會に 於て 信仰の 生活 を營 むこと は 決して 樂な もので ない。 十字架 を 負 はねば ならぬ。 悲 

督は 世の 人に 向って 大 いなる 要求 をされ るので ある。 我々 は 敎會に 於て 神から、 耶穌^ 1^ から、 社 

會の 必要から 何時も 一 大裔發 を 要求され る。 催促され て 居る。 精神的 要求 や 催促が 嚴 しいので 横着 

な意氣 地な しの やくざ 人 1^ の 居た たまれない 程で あるが 敎 會の眞 面目 も 調 はねば ならぬ。 それ を 案 

じて 仲 問 入りす るも氣 味が 惡 いと 云 ふ 様な 者 は 敎會に 居らぬ 方が {且 しい。 斯の 如き 精神が 敎 舍に乏 

しく、 萬 事 好い加減に 纏めて m はくから 活動力が 鈍って 來る、 如何しても もっと 道の trs 督の爲 、人の 

f^s の 弟^た る こと 如何  二三 
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爲 にぶ 疝を騰 はす 辛抱して やる 精神、 如何なる 苦艱 とも 鬪 ふと 云 ふ 堅^な 志が 無ければ 行かない" 

なぜ 傅 近が 板 はない かと 云 ふに、 說敎が 少ない からで もない。 說敎 は.；；： り 過ぎて 居る かも 知れ 

ぬ。 餘り环 ばかり 贷 して 心と 力と 魂と を 貸さない の だ。 それで 宗敎と 云 ふ もの は 極く 樂 な；^. i ら ない 

ものに なって 了 ふ。 維新 革命の 時分へ-， 1 を 奉？ おせよ と 云 はれた は 非常な 事で せう。 併し 北ハれ よりも 

っと^しぃ耍求が共^督の^^子に來る、 是は 非常に 愉快な ことで ある。 され ども 是が今 rn 大いに 欠け 

て It^ ると 思 ふ。 故に 此の 點に 一 リを 折らなければ ならぬ。 此の 男氣 がなければ 福音 を傳播 めて 敎 

<!：： を 盛に する こと は 出來な い。 

北ハ 所で 十 字 架 を 負 ふと 云って も 無 暗に 苦 _f を さへ すれば {儿 いと 云 ふので はない。 即ち 神 を 愛す る 

爲に、 人の 利 (分 を 計る 爲に、 E 现の ため 道の 爲に する 所の 苦痛で あるが、 之が 出來 ると 我々 は 精神 ヒ 

大 なる 進歩 を はすこと が出來 る。 隨分 難いと W 心 ふこと も あ.^、 又 嫌な こと も あらう けれど、 併し そ 

れが 十字 II- の 意味 を 以てね はれる の と 共が な い の と 大變に ふ。 若し 我々 が-射 氣に概 つたり 或は 家 

族 の 、とに 付て 詰らな い 苦赌を 感す る 場合が あ つても、 或は 貧 翁 に 難んで も 若し 信仰 を 以て 神 の M に 

り 祌の樂 3：： に 感じて 之 を 忍耐す るなら ば、 其の 苦疲は 誠に 负ひ 易い。 所が 我々 は 苦".^ が 多くて 十 

字 架が 少ない。 十字架と は祌の 前に 身を獻 げ奮發 して 信仰的に 引き 受 くる 難儀 や 苦 痫 である。 我々 

に は、 十字架と： K ふ 意味の 加味され ない 苦痛が 有り 餘 つて、 十字架の 意味 を 含んで 2^ る 所の 苦^が 

:i 々少ない ので ある。 冀くは 凡て の 苦痛 をして 成る ベく 十字架で あると 云 ふ 意味 を 含んで 2^ る 様に 


したい" "：.-所が^将借^<;の世を渡る 一 の 秘訣で ある。 

それで 耶穌は 十字架 を 食うて 我に 從 へと 云 ふこと を 北ハ： み 子に 敎 へられた。 之に 三つの 理. E が附ぃ 

て： S る。 お 一 の|_^^^^ 『そ は 生命 を 全うせん とする 者 は 之 を 喪 ひ、 我た め乂ー  1 音の はに 生命 を 喪 ふ 

^<;は之を^:べければ也』。 生命 を 喪 ふの が 之 を 全うする ので ある。 故に 基^ は 十字架 を ft ふさを 勸め 

られ た、 生命と 云 ふ もの は 即ち 活動 を 意味す る。 勿論、 之 を科學 的に 云 ふと 最も 難 かしい 問 にな 

る。 し、 生命 は 即ち 活動の 意味に 逮 ひない。 此身體 が 或は 見たり 聞いたり 動いたり 働いたり して 

ふるつ 

居る のは活 きて IJi^ るからで ある。 我々 が 愛したり 信じたり 勇 〔- m を 振たり 忍耐したり 祌に 祈ったり す 

たまし ひ 

ると 云 ふの は 11^ 的 生命で ある。 人 に は 此の 動物の 方の 生命と 鍵 魂の 方の 生命と 二つ ある。 此 動物 

の 方の 生命 を 全うしようと 思って、 或は 肉 慾に 耽ったり、 或は 利愁 をへ W つたり 色々 のさ をす る。 そ 

れが 即ち 靈 魂の 生命の 滅びで ある。 アダム、 H バの 話しに 汝は樹 の を 食 ふ 日に 於て 死ぬべし と あ 

る。 アダム、 エバ の身體は^^ぐ死ななかった。 彼ら は隨分 長生 を 致した。 死ぬべし と ある は- 魂の 

こと を 云 ふので ある。 迸德の 精神が 無くなって 或は 肉 體の愁 を 貪り 腹 を 肥す と 云 ふことば かり をし 

ましたならば、 最早 其 時に 露 的の 人 は 死ぬ の だ。 樹の El^ を 食 ふ 其 曰に 死ぬ の だい それで 兑 ると 人 は 

生きて 居っても 多く は 死んで 居る ので ある。 我らが 十字架 を ft ふぶ 一 を 忘れ、 横 〈せ を 構へ て 只 だ 自分 

の 慾 をみ：：！； り樂に 耽り、 利已 主義に 流れる と 云 ふ HJ になる と、 もう 共 時に 死んで 居る ので ある。 S 丄^ 

は汝， は 肉體の 方の 生命 を 大事が るが、 共實 魂が 死んで 居る ので あると 云 はれる。 人は靈 魂が 死ん 

% 倍の 弟子た る こと 如何  二 五 
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で 居る から 精神 上の 活動 を 失 ひ祌を 愛し 基督 を 愛する ことが 出來 ない、 それ を 今日の 人 は 何とも 思 

はない。 餘り氣 にもし ない。 それ 程に 墮 落して 居る。 成程 自分 は 外の 人の やうに 酒 を 飲む とか 或は 

色愁に 耽る とか、 然んな 卑しい 事 はない、 矢張り. 精神的の 積り で 居る けれども、 人 の 愁には 種類 

が 多く、 ちょっと^ 別の 附き： 惡 いもの も ある、 我 知らす 飛んだ 慾 張 をして 居る かも 知れぬ。 或は 名譽 

であると か、 功利 心で あると か、 一 見した 位で は 分り 惡ぃ 深い 慾が ある。 之に 引かされて 行く 故、 十字 

架を负 ふとが 出來 ぬ、 諺に 紫の 朱 を 奪 ふと 云 ふが 如何 も此 品の 好い 愁 ほど 恐し い 者 はない。 之に g; ら 

れて どうも 十字架 を 負 ふ、 とが 出來 難くなる。 祌を 愛し 祌を樂 しむ 念が 段々 衰 へて 亡びつつ ある。^ 督 

は 世人が 淺 蒲な 目前の 慾に 耽って 靈 魂の 生命 を 喪 ふ HI を 悲んで 熱 切に 之を穆 戒められ たので ある。 

第二の 理由 は 『若し 人 全世界 を 得る とも 其 生命 を 喪 はば 何の 益 あらん 乎』 と 云 はれた ので ある。 

第一 の は 語を換 へて 言へば 人間の 開發 であった。 即ち 人 問の 靈魂は 活動して 祌を I 水んで 行く ことが 

出来る。 靈 魂が 發展 して 其 天 分を盡 すに 至る が 其の 本當の 生命で あると 敎 へた。 詰り 人 叫 木 常の 

と 云 ふ點 から 考へを 起した ので ある。 第二の 理. S は 利害得失の 方から 考へ たものと 見える、 幾ら 世 

俗 的の 生命が 繁昌しても、 其れし きのこと に まごついて 居る と 非常な 不幸になる。 到底 喷め 合せの 

付かぬ 損失 を 受けねば ならぬ。 基督の 十字架 を 負 ひ 切れす して まごく して 居る と 非常に 大 なる 幸 

福 を 失 ふ。 非常な 担 をす る。 耶穌の 眼に は 魂の 生命 即 はち 祌を樂 むと 云 ふこと は 全世界に 比べても 

つと 優って 居る 所の ものである。 何故 耶穌の 眼に 然ぅ 見えて 我々 に は 見えない であらう か。 詰り 我， 


我が 正しくな いからで ある。 我々 は 盲目な の だ。 甚だ 賤 しいの だ。 -M 敗して 居る。 耶穌の 眼に は 世 

界 中よりも 偉い ものであるに、 我々 には然 うと も兑 えぬ。 併し 是れは 人^の 誤解で、 事實は 矢張り 

事實で 仕方が無い。 我々 の 迷 ひに 由って 天地の 眞 相は變 する もので 無から う。 專實は 事 赏、 本當の 

こと は本當 のこと である。 世界中 を 得る とも 魂の 生命 即 はち 信仰、 愛、 祈禱、 希望、 などが 無い な 

らば、 何の 益が ある。 生存て 居る うち は 伯爵で あると か 或は 位階で あると か 或は 金 持で あると か 云 

ふ ものが 大變 重んぜられる。 之に 交際 を 求む る 人 も 多い 樣 だが、 一 曰 一死んだら どうです。 世の中 か 

ら 忘れられて 了 ふ。 世人に 記憶され 後代にまで 滅 しない 人 はどう 云 ふ 人であります か。 却て 一文な 

しの とか、 貧に 甘んじて 國 のために 身 を盡 した 所の 義士で ある。 然し 金 持 や § れの贵 族 は 何 

處に 愛されて 居る か。 彼等に は 只 位と か 金と か 云 ふ ものの 外に 何にも 無い から 後世の 人に 電， んぜら 

れ ない。 人 は 正直 だ。 歷史は 正直で ある。 金 も 無く 名譽も 望ます。 只管 獻身 的に 行る 人の^ 俯 は 

結局 認められる 様になる。 故に 全世界 を 得る とも 何の 益 あらん やで ある。 此大 いなる 利 寄 得失 を考 

ぞ リ 

へす に 茫然して 居る の は 詰らない 話で ないか。 實に 迷って 居る。 祌の 見る 如く 耶穌の 眼に 映す る 如 

くに 事實を 事實と 見て 诀心 を爲 すべき ことで ある。 

第三に は 人間の 體面を 以て 其の 理由と する。 體 面と 云 ふと 何だか 昔の 武士道く さい 話で ある。 體 

面 を 保つ と 云 ふこと は 最も 大切な 事の 一 つに 相違ない。 基督 は 有らゆる 方面から 人 を 動かして 十字 

架 を 負 ふの 奮發を させたい と 思 召された。 故に 人間の 體面を 重ん する 1 念にまで 訴 へられた ので あ 

基督の 弟子た る こと 如何  ニヒ 
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る。 『我と 我^ を 恥る ネ をば、 人の子 も褒 天子と 共に 父の 榮光を もて 來る時 之 を恥づ べし』。 此れ 廉耻 

の 重ん すべき を 示された に 外ならぬ。 自分 等 今日の 所行、 此の 生活の 冇様、 衣食住の やり方、 出處逃 

退 動作、 泣く こと 笑 ふこと、 嫁取り 婿入り、 凡て 何 を  一^ 氣 にして 居る か。 何の 爲に カを盡 して 居 

るか。 之 を祌の 前に 2?水 露す ると 實に 耻づる ことば かりで ある。 自ら 耻づ るの みならす、 恶^ が 之 を 

耻づ る。 神が 之を兑 るに 堪 へない ので ある。 是 より 大きな 耻は あるまい。 

此ゃふ 三つの 理. 5 に 依り S 督は 我々 を 動かして 十字架 を 負 ふの 氣カを 鼓舞せられ たので ある。 武士 

ゆ；^ は 名. #な ものである。 其う ちに は 弊 も あるが 實に麗 はしい 點も少 くない。 武士道の 要 皆 は 矢張り 

十字架 を 負うて 行く ことで ある。 それが 即ち 武士道の 最も 良い 所で ある。 昔日 本人 は 二本差し ：：： 

隨分 厄介 棒と も 云 はれた る 者 を 腰に 帶ぴ 其れ を見榮 にした。 花 は 櫻、 人 は 武士。 其れと 同じ 風に 

赞の 敎會が に 勇んで 最も 精神的な 會 合であるなら ば、 天下の 志 ある 人 を 引き付ける ことが 出來る 

であらう。 价も 磁石の 鐵を 引付ける 如き 有様 を 現出す る を 疑 はない。 今日の sliE 敎會に は祌經 過敏 

の 人、 或は 肺病の 人 或は 人、 或 ひ は 身 持が 惡 いから 善くして 貰 はう と 云 ふやうな 人な ど は 多く 來る 

かも 知れぬ が、 本當に 健全で 力 ある 人、 生命の ある 人 は 却って 割合に 少ぃ。 彼ら は 酒 をへ はり 道樂 ばか 

り やって 居る。 希く は 我々 の 敎會は 正義に 富み 十字架 を 負うて 基督の 武士道 を實踐 躬行し、 磁石が 

鐡氣を 吸 ふが 如く 多くの 良い 人物 を 我 道に 吸牧し 得る やうに したい。 說敎 聞く ばかりが 能事で ない、 

十字架 を ft ひ耶 ，挑 に從 つて 歩まねば ならぬ。 我々 は餘り 說敎を 聞き 過ぎた ので ある。 (一. 3SI 年 一一： ：0 


基督 を 縮小す る 勿れ 

『反て 己を虛 うして 携の貌 をと りて 入の 如くな れリ。 jl  (腓立 比 書 二の 七) 

此 一節 は餘程 難解し い 文で ある。 『己 を虛 うする』 と 云 ふ 語から、 の 人格に 付いて、 神學上 極 

g:! の 議論が 起って 來た。 然し 今朝 はこれ 等の ことに は關 係せ すに 重 もに 『侯の 貌を とりて』 とい ふ 

1 言に 付いて 說か うと 思 ふので あります。 

つか 

^督は 僕の やうな 有様で 世に 生れて 來られ た。 嘗て 其 弟子に 言 はれた に 『fit は 人 を 役 はんため に 

來 りしに あらす、 役 はれん ために 來 りしな り』 と。 基督 は 如何なる 生活 をお された か。 誠に 遜つ 

つか 

た、 また 絶えす 人の^ 益 を 區 り、 人から 助けら るる、 役 へらる る、 めら るるとい ふより は， .ml ら 

を犧牲 として 却って 人に 事 へられた こと は、 吾々 が 熟く 知って 居る 通りで ある。 世に 在せ し 時の 有 

様 は 決して 立派な 見えでなかった。 外觀上 甚だ みすぼらしい 有様であった" 王者の 如くで はなく、 

•o まぶお  • つぶ c-l^ 

賤 むべき 僕の やうな 風であった。 その 降 生の 時も槽 のうちに 初 聲を擧 げたので ある。 如何. にも 神の 

手、 萬 民の 王と いふに は 不適 當 であるかの 如くに 考 へられた。 吾々 は當 時の ユダヤ人よりも 幾分 か 

精神的に なって 居る。 此れ も 信仰の 賜で あらう。 故に 耶穌が 世の 人情から 見る と 如何に 賤 しい 有 
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であっても、 それが 爲 めに 信じない とか、 その 祌 たる こと を 認めない とか 云 ふこと は 無 ささう に考 

へられる。 他に 大變な 理^で も あるら しく 見える。 然 りながら 义 熟く 考 へて 兑 ると 基督 を 神と しな 

ど  つま ヴ 

い、 神 は 信す る けれども 耶穌を 信じない と 云 ふやうな 人 は 何の 點で躜 くの かと 云 ふと、 如何にも 基 

督が 人ら しくて、 これが 神で あると は 疑 はしい と 思 ふ^らで あらう。 餘ひ 基督の 外 觀が祌 たるに は 

つま ク  むかし 

似合し からぬ 有様で あるのに 不 霧を懷 く。 詮 すると ころ 其の 僕た る 所に 躓く ので ある。 此點古 も 今 

も 同じ こと だ。 

ヨハネが 牢屋から 使 を 耶穌に 送って 『どう も^は あなた を メシャ と 認める と を 望む けれども、 今 

の やうな 御 有様で は、 今の 爲 され 方で は 如何にも 疑 はしい。 メシャ はもつ と 盛んに、 もっと 立派に 

られ さう に 思って 居る が、 何う も あなたの 御 有様が、 メシャ らしくない。 曾って メシャ なりと 見 

上げた は {41 想で あつたか。 他日 外に 眞のメ シャが 出られる ので あらう か』 と 詰った。 北 ハれと 同じ 事 

で、 今日 或 人々 が 耶穌に 付いて 疑 ふの も歸 する 所 は此所 だ。 自分の 想像に 畫 かれた 耶穌 は、 之を祌 

とし、 活ける 救 主として 崇める に は、 何だか 足りない やうに 感 する。 之が ために 疑ひ悶 へて、 ョハ 

ネの 如く 丁寧に 尋ねる 人 も ある" 斯の 如く 眞 面目に 尋ねる 人 は 道 を 去る こと 遠から す、 實に 感心で 

ある。 基督 は 之に 答へ て 『郷 者は聽 き、 跛 者 は 歩み、 貧しき 者 は 福音 を 聞かせら る』 と、 餘り人 ni 

に は 立たぬ やうで ある けれども、 耶穌は 非常に 大 いなる 神の 力 を 以て 人の 魂 を 救 はれて 居る。 我々 

之に は 驚かねば ならぬ。 耶穌は 人の 魂 を 如何 云う 風に 救 はれる か。 如何 云う 風に 人 を 支配 せられる 


か- 感化せられ るか。 ^督が 人の 魂 を し、 慰め 強められ、 北 ハの難 を 救 はれる を兑、 其の _sl- み 深 

い 力 有る 仕事が、 人^の 魂の 上に 行 はれて 居る 様子 を考 へろ ならば、 自然 共の 祌 より ft はされ た、 

であると 言 ふに 滿足 が出來 る。 ヨハネ は 此の 返答 を與 へられて 如何う 考 へた かせいいて はない が、 大 

わ か 

いに 现會 つたら うと 思 はれる〕 露に 耶穌を 知り、 彼が 祌 である を 認めて、 之 を拜 み、 之に 祈り をす 

る やうになる に は、 主が 世人の 心の中に 作用いて 之 を 救 はれる 神妙 不可思議の 大 能力 を 親しく！^ 験 

しなければ ならぬ。 耶穌の 力 を資驗 し、 耶穌の 手が 吾々 の 魂 を 引上げる 力 を 實験 だに すれば、 有 ゆ 

る 議論 は 一 ^き，：！^ んで了 ふ。 然 うする と 其 前に 平伏して、 吾 を 救 ひ 給へ と 言 ふに 至る。 之 を 拜み乂 之 

に祈禱 せねば ならぬ 様になる リ 

so: に 耶穌は 僕の やうな 貌を 以て 居られる。 少年の ヨハネが 牢屋で、 自分の 境遇から 已を ぬ ii^ig 

いぶか  ひね 

も ある けれど 萬 事 を しく 考へ、 少し 拗くれた 思想 を 出して、 此れ は 意外 だ、 餘り 弱々 しい、 餘り 

盛んで ない と 疑 ひ、 耶穌の 事 自分の 想像と 遠って 居る 所から 之 を 怪しんだ 如く、 今日 も 1:^-^ の is^ に 

つま ヴ 

付いて、 北ハ 俊ら しい 有樣に 躓いて 之 を 疑 ふ 人 も ある。 然 りながら ョ ハネが疑ってぉる^^中、 耶 穌 は 

旣に 神から 造 はされ た 救 主として、 祌 妙なる 作用き を 爲られ て 居た 如く 今日 も 其 通りで ある。 

は 慈悲 を 以て 吾々 の 中に 立って ござる。 吾々 の 祈る 時、 罪に 惱む 時、 或は 養し き 事 を 致さう と m わつ 

て 自ら 力無き を感 する 時、 或は 唯一 人で 同情の 無い のに 弱って lu^ る 時、 凡て 斯 かる 場合に 於て 

が、 如何れ 程の 力、 如何れ 程の 慰め、 如何れ 程の 恩寵 を 以て、 吾々 の 魂に 力 を 付け、 之 を 救うて 前 
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と 全然 逮 つた 考を與 へられる か。 此れ は 今日 吾々 が經驗 して 居る 所で ある。 将は 慈悲に 赏んで 居 

ら はる、 力に 滿 ちて：^ られ る。 眞に靈 魂の 王で ある。 吾々 が 魂の 拜 むべき、 事 ふべき 何もかも 盖上 

げュ f ならぬ 君で ある。 併し 僕らし ぃ貌 をと つて 居られる 故 誤解され る。 そしてい ろ.， （、と 丑：々 は 

者/る、 如 か 吾々 は 耶穌の 僕らし い 貌に迷 はないで、 其の 活力 ある 慈悲 深い 所の 横 威 を 認めて 其 

の 前に 剛 我慢の 心 を 挫き、 眞實 降服して 之に 事へ たい ものである。 

帝王と 云へば 誰も 其 前に 頭 を 上げる 者 は 無い。 帝王に 辯 護 は 不必要で ある，、 併し 今日 基^ は 辯 護 

を 要する。 現に 此の 席上で も 基督 を 疑 ふ 人が 有る。 耶穌は 誰で あると 云 ふ 議論 は 依然として 喧しい。 

日本に 生れて 天子 は 誰で あると 云 ふ 人 は 有るまい。 一人 も 無い。 何處へ 行かれても 天子 は 天子で あ 

る。 けれども今日^^まられた僅かな人數の中にも、 耶穌は 誰で あると 云 ふさが 問題に されて E る。 

^沐 こ， 從 ふべき か從ふ 可らざる かが 問題で ある。 或は 耶穌の 名に 於て 傳道 をす ると 一 百っても 巾々 骨 

が 斤れ る。 今日 一 つの 不思議 は、 或は 外國傳 道、 或は 内國傳 道と か、 傳 道に 付いても 始終 言ひ譯 をし 

て、 成べ く 人の 滿足 する やうに 說 かなければ、 勸 めなければ、 辯 護し なければ 同意して 〔おれない。 

^0 の 事業に 付いて は 餘程辯 護 を 要す る 。 人 の 魂 を 救 ふところの 傳 道に 付いて も大變 に 辯 護 を 要す 

る、 此所 まへ 主耶穌 を拜む 所の 會堂 である、 其の 福音 を宜傳 する 所の 會堂 である。 其 會堂を 造る に 

も、 . ^は F 山 孤：： 几 淀 濃 飛 宵 兒院兑 たやうな こと をまで 遣る に 至る と 云 ふ は 何たる t である 力 此"^ 

が、 王 耶^ Q 王で あると いふ 證據 であるか。 此 事を考 へる と實に 基督 は 今日 吾， ベ の 中に 於て 僕の やう 


かたち 

な貌 であると 言 はねば ならぬ。 誠に 淺 念な 話で ある。 決して^ 督に對 して 王者 を极 ふやうな 風 は 今 

日 無い。 其の實 基督が 人間の 歷史、 世界の 文明の 上に 及ぼして 居る 所の 勢力 は 堂々 として 王者で あ 

る、 吾 パ の 魂の 上に 於て は 確かに 王者と して 君臨して 居られる。 けれども 今日 基督 は 問題に されて 居 

る。 辯 護な されて 居る。 そして 其經營 された 事業 は 言ひ譯 たら/^ やっと 維持され て 居る。 ：：^ の 毒 

さう に 搌 張され て 居る。 此れ 基督 を 愛する 者、 信す る 者と して は殘 念で 堪らない K 一で ないか。 之が 

爲 めに、 慨然と して 起つ と 云 ふ 志の 薄 いのは 悲 むべ く耻づ べき ことで ある。 吾- -は 大いに 發 せね 

むかしう まぶね 

ばなら ぬ" 基督 は 只 だ 往昔 槽に降 生され たばかり でない。 現に 矢張り 糟に 臥して 御座る。 々は 基 

督を もっと 善い 處へ 御迎へ 申さないで、 却って 之 を 見る も いぶせき 處へ迎 へる。 之に 付けても 人類 

が 如何に 卑劣で あるか、 人情 如何に 輕薄 であるか、 如何に 不信仰で あるか、 如何に 世の中 は .M 股し 

て 居る か、 大いに 考 へなければ ならぬ ことで ある。 

吾々 はー體 如何なる こと を 希望して 居る か。 耶 穌に對 して 如何れ 程の 注文 をして おる か。 バウ n 

の 手紙 を 見る に、 彼 は 耶穌を 信仰して 非常に 大きな 希望 を 有って 居った〕 其の 抱 ft は 非常に，； ：5 い。 

此の世界に 付いて、 人間 社會の 前途に 付いて、 自分 一 身に 付いて、 彼 は 非常に 大きい 希望 を 有って 

居った。 只 空想 を 抱いて 大言壯 語した ので はない。 實地彼 は 遣った。 身命 を 抛って やった。 ！^: sffi^ 

前 少しも 疑はなかった" 疑 ふ 位で 如何して 身命が 抛てる もの か。 彼は羅 馬に も傳 道し なければ なら 

ぬと 宣言し、 イス パ 一一 ァの 方へまで 行った。 實に 大きい 考 である。 併し 今日 吾. が 耶穌に 向って 望 
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むこと、 耶穌 から K ひたいと 思 ふこと、 耶 穌の爲 めに 計晝 する こと、 盡カ する こと は 甚だ 規模が 小 

さハ。 餘り である。 It 禱 をした ひ、 讃美した りする 所 を 聞けば、 基督の 手から 受けん と 欲する 

ところ、 其 名に 於て 遂げ やうと 思って 居る こと は實に 大きい が、 眞に 確信 を 以て 動く のでない。 希 

望 を 以て 遣って 居る 所 は 幾許 も あるまい。 此れ 大いに 考 へなければ ならぬ。 耶 穌に是 程の 重荷 を 負 

は 申して は 如何で あらう か。 耶穌 基督 果して 之 を 負 ひ 得る や。 是 だけの 希望 を かけても 耶穌 鬼し 

て 之 を 負擔し 得る や。 後に 落膽 するとい ふやうな 氣遣ひ はなから うかと 心配して は 居らぬ か。 其の 

通りに は 一 百 はないでも、 然ぅ 明らかに 思 はないでも 實 際は然 りと 言 はねば ならぬ。 此微溫 的 信仰 は 

御 同様 實に耻 かしい、 誠に 乞食 臭い、 見すぼらしい、 小さな、 けちな 注文ば かり 始終 耶穌の 前へ 持つ 

て 行って 滿 足して 居る。 吾々 は 心が 小さい。 此れし きの 信仰で パゥ 口の やうに なれる もので ない。 

自分の 家族 を 救 ふと か、 東京 市中に 福音 を宣傳 すると か、 種べ の 腐敗と 戰ふ とか、 それ 等に 付いて 

は 佳行掛 りで、 他人が する から 自分 もやる とい ふ 雷同 主義で、 心なら す. も フラく 進んで 行く とい 

あし もと 

ふ. H である。 眞に思 ひ つて 確信 を 以て 遣る と 言 ふこと は 甚だ 乏しい。 吾 ダの足 許 は 4|i めて 弱い。 

養ん 

腰が 弱い。 十分に 乘り 切って 遣る とい ふ 元氣が 乏しい。 基督 を 危疑んで 居る。 基督の カを氣 遣って 

居る。 或る 會 社に 自分の 財 產を打 込む ことが 出来ぬならば、 其れ は 會社を 疑って， るので ある。 吾 

吾耶穌 基督 の 神の 國と いふ 合資 會社 に 生命 を 投資 する こと を^って 居る。 常 に破產 を氣遣 つて S 

はしな.；' か。 今や 日本の 3t 道餘り 面白くない、 目覺 しく 往 かない。 此の 傳 道の 不景氣 に氣が 後れ 


て 始終 手 を ひかへ る。 ゥント 資力 を投 する ことが 出來 ぬ。 斯くて 吾 V は 非常に 基督 を兑 くびって 居 

る。 耶穌の 事業 を 疑って 居る。 祌の 1: の 前途 を 疑って 居る。 是實 に耶穌 基督 を 王者の 如く 极は ぬの 

である。 之 を 僕 同， 様に 扱って 居る ので ある。 此は 大いに 考 へなければ ならぬ 所と m 心 はれる。 . 

何故 吾々 に 喜びが 乏しい ので あるか、 爱に 立って 語る 私 自ら も 耻ぢて ci^ る。 決して. n らは た 

りと して 之 を 言 ふので ない が、 吾々 說く者 も 聽く者 も、 魂の 喜び、 安心、 平和な どに 付いて は！： T た 

兑す ぼらし い 有様で はない か。 『すべ て勞れ たる 者 重き を 負 ふ 者 我に 來れ我 爾曹に 安き を與 へん』 と 

は 耶穌の 言葉で ある。 けれども 吾々 自分の 負 擔、 重荷、 勞れ など を眞に 耶穌に 托して 居る か。 或は 

c: 分の 罪惡、 自分の 癖な ど は 如何で ある。 確かに 吾々 の 中には 多くの 勞れた 人が ある。 人 も K 力れ た、 

我 も 勞れて 居る。 確かに 多くの 人の 心に は 重荷が かかって るに 違 ひない。 耶 は 之 を 招いて 『我 

爾曹に 安き を與 へん』 と 言 はれた。 併しながら 吾々 は 自分で 之 を 背負 込んで 耶穌に 委せ 切らぬ。 耶穌 

に訴 へる こと をし ない。 却って こそこそと 自分で 工夫 をして 居る。 自分で 彌縫 する。 罪、 咎、 が あ 

やりく りさん だん 

つても 自分で 遣 繰 算段ば かり 試みる。 年中 貧乏 暇な しで 心は實 に 火の車で ある。 如何で あるか。 i^」 

督を 信す ると 言って 居る 所の 吾々 が赝々 斯う 云 ふ 風で あると いふ こと は、 御！： Z 様自 W せねば ならぬ 

ことで ある。 基督 は 吾々 に 平和 を 與へ給 ふ。 基督が即ち吾々 の主！^？；でぁると云ひながら、 何し に不 

自.^ をす るので あるか。 何を考 へて 居る。 何 を 遣 繰 算段して 居る。 實に 馬鹿々々 しいと いふ こと は 

實は 罪で ある。 何故 なれば 耶穌を 信じない からで ある。 あなた は當 てに ならぬ、 迚も あなたに は 救 
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へまい と 見くびる は大 不敬で ないか。 信仰せぬとは罪でぁるとぃふことを^^：-へなければならぬ。 人！ 

から ：！；；^ せられぬ 時には それ を 快く 感じない。 これ はした^、 實に 憤慨に 堪へ ぬと ふ。 吾々 して 

基督 を 信す るか。 基督の 力 を 危んで 居らぬ か。 是は 愚かば かりで ない、 赏に 罪で ある。 假し： 五：々 に 他 一 

の 罪が なくと も 皆 御 同様、 此の 罪 は ある。 此の 淺問 しい 罪が ある。 二 千年の 北：： 同様 矢張り 信じな _ 

い、 靈魂を 以て 我々 は耶 穌を迎 へて 居る。 熱心なる 信仰に 奥深く 耶 穌を迎 へ：： 卜って、 これに^?_-へるー 

こと をせ す、 矢張り 冷 かなる むさくる しい 馬小屋の 隅に 耶穌 を迎 へて lii^ る" 

き：； ひ 方が 柔か でない から、 斯う 云 ふ 時に 人ば かり を责 める やうに 感ぜられ るの は、 赏に 殘 念で あ 一 

る。 決して 責める ので はない。 御 同様 共に 謙 適らなければ ならぬ ^と 思 ふので ある。 如何に 愚かな 

心、 冷やかな 心、 輕 薄な 心で あるか。 吾々 は耶 穌に對 して 輕薄 者で ある。 f$ だ { 几 しくない 態度 を 取つ 一 

-0 まぶね 

て 居る。 昔 ユダヤの 國に耶 穌が糟 に 生れ、 甚だ 賤 しい 有様で 世 を 過され た を 不思議に m 心 ふが、 これ 

は淺 墓な 考 であって、 W はもつ と 恐し い 不思議が 眼の i 别 にある。 基督の 力が 三年 間 ユダヤの！： に 現 は 

れた 位で ない、 今 は 一 一千 年間 現 はれて 居る。 吾々 が 信仰して からで も 或は 十 年 或は 五 年の 久しき、 耶 

穌に敎へ導かれて居る。共れで吾々は耶穌を矢張り僕の如く扱って居る。^:^だ恐しぃぶーでぁる。 ifji ：々 

此の 歳末に 於て 耶穌 が眞の 王で ある、 我 主、 我 神、 であると いふ こと を 認めて、 耶穌に 事へ る こと 一 

も、 を 獻げる こと も、 耶穌 によりて 希望す る こと も、 自分の 抱负を も、 實に 王者の^ 顧 を 蒙って 一 

居る ものに 相應 はしい 有様で ある やうに したい。 如何 ぞ もっと re: 穌に 委せる やうに したい。 吾々 の： 


；; さくろ し 

现狀 は、 決して： 止しくない。 何故 吾々 は 魂の 上に 於て、 今日 断の 如く 醜， W いもので あるか、 何故 も 

そっと 板 はない か。 何故 楽くなら ないか。 餘り耶 穌を兑 くびる からで ある。 若し 五；： 々が 3 呉に 耶穌を 

兄 上げ 之 を： 一:! じて、 身 も 魂 も獻げ て、 主の 事 に眞に 乘り掛 るなら ば、 耶^-の事-^^に佝もかも入れ 

込むならば、 其 時 こそ 眞に 富む ので ある。 力付くの である。 今日と は逮 つた 喜ばしい 光り輝く 所の 

心に なれる ので ある。 五：：々 は 耶穌を 兌く びる から 姑息で ある。 耶穌を 僕に する から 丑 n 々は 矢張り 悪 

- 腿の 壓制を 受けて 居る ので ある。 如何う しても 心の底から 耶 as の 前に 降參 して、 IE 氣 なく n 分の 身 

命 を 祭 物にしなければ 五； I 々は 富む ことが 出来ぬ。 幾ら 遣 繰 弊 段 をしても、 恰度 泥 深い 處へ 落ち入つ 

た 時に もがく と 益々 深く 入り込んで 了 ふ 如く、 益々 困し いば かりで ある。 耶穌の 如き 主 を^ じ、 之 

に 身 を 托して、 意氣 常に 揚らす 喪家の狗 然 たる は 理に 於て 有る まじき 事と 一一 一 in はねば ならぬ。 耶穌は 

大 いなる 富と 力と 自. e と を 4?- ち、 手 を 擴げて 待って 居られる。 此所を 杏く 合點 する が を迎 ふる 

に 1#善 い 準備で ある。 (歳晚 說敎) 

(一 九 〇 iiMi  n) 
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祌は 父であって 凡ての 人類 は 其の 子で あると 言 ふ 意義 は、 基督 敎に 於け る 重大な 根本的の 敎理で 

ある C 往昔 は 基督 を 11:^ 仰せざる もの は 神の 子で ない、 祌は 信す る もの 計りの 父で あると 說 明して 居 

たが、 近代 は 信者 未信者 を 論ぜす、 世界の 人類 は 均しく 神の 子であって、 祌は 即ち 其の 父で あると 說 

まご、 ろ  - 

いて る。 然し 人類が 祌に對 し 子ら しく 彼に 事へ す、 赤心より 信仰 もせす， 其の 態度が 赤の他人 同 

様で あろなら ば、 毫も 神の 子た る 资格は 無い ので ある。 神の 子た る もの は 神の 子ら しく あらねば な 

らぬ。 唯 だ戶籍 面の 上で 兑る 親子の 様な、 物質的 生理的の 意味で なく、 道德的 精神的の 资 格が 倫 は 

ら ねば、 眞寳祌 の 子と は 言へ ない ので 有る。 基督 を 信す る もの、 祌の靈 に 導かる る 者、 神を心に^^ 

へ 容れる ものが 本統の 神の 子で ある。 人類 は 尊き 神 を 父と 呼び、 子と して 之に 服從 する ことが 木來 

の 性 "赏 である。 花の 自然界に 美 はしく^き 香 ふ 如く、 天 眞爛熳 の 心 を 以て 神 を 信じ、 亦た 其の 聖ヒ ：！ 

を菩 ばすべき である。 由來 人間に は 神の 子た る實は 無かった ので あるが、 神 は 其の 唯一り 子 耶穌を 

世に 降して、 人類に 神の 子た る 意識 を賦與 された。 其れで 人類 は祌の 子と して 父なる 神の 深き 恩寵 

ざう さ 

の 中に 生活す る もの だと 首 ふ 意義が 明白に なった ので ある。 然し 是 位で 造作なく 懸念な く 神の 子と 


して 世 を 過す ことが 屮 r 來ゃ うか。 架 書に は祌の に？^ かるる ものに 非 ざれば 刺の 子で 無い と^いて 

ある。 天と 曾 ふ 意義^も 說き方 一 つで 廣く も狹 くもなる。 之 を廣義 に解釋 して：： ると、 天地ず：： 冇は 

祌の美 はしい，： で 有って、 凡ての 人類 は 其の 族と して 懾 快に 父なる 祌の愛 を 感謝 f? 焚して 日 を 

ばか リ 

過す と 一一 一一 II ふこと も出來 る。 然し 是れ 計で は 頗る 不充分で 有って、 眞寳祌 の 子と して 祌に奉 ia^ する 狀 

二ん まで 

態と は 巾され ない。 從來は ilmi の 中で 惡 魔に 身 も 魂 も 支配され て 居た ものが、 決然 其の 配下 を脫し 

て 人生 萬 雍祌の 架 慮に II き從 ふと 首 ふ 新しき 生涯に 移って こそ、 a, 、實祌 の 子と 首 ふべ きで ある。 

或る 小說に 頗る 趣味の 深い 話が ある。 片山里の！， s 姓，： ¥ に 素性 正しき 一人の 少年が 養 宵され て 居 

いち V- ゐ  た、 

た。 此の 少年 自分 は ー隨に 生れた 儘の 水^ 百姓で あると 思って 明け暮れ 馬 を 追 ひ， 牛を逐 ひ、：^ を撲 

き、 芝 を刘 りな どして 吞氣に 生活して 居た。 所が 不幸に も 愛する 母親と 死別れ たので、 色々 と跡片 

付 をす る 中、 ふと 一通の 霧き 物の 顯れ た。 熟々 と 讀んで ると 是れ まで 養育 を 受けて 居た 母親 は、 

其の 實 K の 親で はなく 全く 自分 を 育てて 吳れた 乳母であって、 自分 は 大名の^ i であった のが 判然 

つた。 共の 他 はされ た 短刀 や、 種々 なる 證據 物件な ども 現 はれて 來 たので、 愈 氏素性の 尊い こと も 

確め られ た。 其れからと 言 ふ もの は 無意味に ぶらくと 遊んで 居た 奴が 生れ 更 つた 様に、 志氣 もま 

然と、 思想 も 高尙に 進んで、 遊戯 もー變 し、 讀 霄も勵 む、 乘劍 も學 ぶ、 竟には武^<:;修業にも5!ると 

言 ふこと になって、 ， ^うく 天晴の 武士と なった。 此れが 基 将敎の 貌祌と 善く 似て 居る。 

政ュ H(¥ が 政界に 切り 廻ったり、 實業 家が 甘く 商略 を 廻らして 巧に 駅 引 を 遺ったり、 新聞 「1^- 泝が文 
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维を Bg- して 無 ii に 威張り散らした りする 計りで、 外に 高尙な 希望が 無いならば、 子供が^ 拾 釣り を 

遣って 戯れる のと 些も變 り はない。 下 暦 社會の 仕事 も、 上流 社會の 遣る 事^も、 事 こそ 變れ 共の 精 

祌に 於ても 毫も 相途 はない ので ある。 孰れ も 別に 豪い 考へ もな く？ 其の 生活 上 止む を 得す 仕方なし 

に 哈ー啤 や 競 を 遣りながら 己の 事業 を經營 して 居る ばかりで ある。 全 體人問 は 茶^ 狂 首 を演 する た 

め 社 件に 生れ £ で たの だら うか。 玆に 於て 人 系 ii 調べの 必要が 生じて 來 るので ある。 

人類の 航先は であらう か、 ダル ヰンの 擧說の 如く 或は 猿 かも 知れぬ。 然し 人類の 祌の 子た る こ 

と は 確 •！；：：！ である。 藤 然と 系 11 の 赤い 線が 天の 上まで 達いて 居る。 人類に 祌の 子と 曾 ふ 意；^ と 信仰が 

生じて 來 ると、 世界の 光景 も 一 變し、 志 も 改まり、 仕事 も變 り、 神 も 爽快に なり、 以前に 思ひ泛 

(ざるの 容び 悲み、 希望 も 生じて 來 るので ある。 ブラウ  一 I ンゲが ラザロの ii ひの 光景 を 詠 じた 詩 

に、 ラザ 。は 死んで つたから 死と 生が 解った ので、 他人の 恐れる こと は 恐れす、 彼等の 驚く こと 

に は 驚かない 様になつ たと 書いて ある。 一度び 死んで 生れ 更 つたら 精祌 もー變 する IfH た。 人類が 神 

の 子で あると 言 ふ 意識 を 示された の は賨に 基督の 賜で ある。 丁度 知らぬ 系 11 が顯 はれた のと 问然で 

ある。 克く 人類の 胸中 を 探索して 見れば、 必然 神の 子と 雷 ふ證據 物件が 伏在して 居る 害 だ。 ：：；^ も 深 

く 意 を 注い で 其の 證據 調べ を せ ねばならぬ。 

人類が 祌の 子で あると 首 ふ 證據を 見る に 二様 ある。 聖 寄に 『聖靈 自ら 我等の 鶴と 偕に 我等が 祌の 

子た る を證 す』 と 書いて ぁス。 • 神が 如何に 尊く 厳かであって も、 之に 親んで 父なる； 1と\ ^ぶ、 い を， 


つて lii^ るの が；^ の 子た る證據 である。 世の中に は 意外に 困難の Hi が 多い。 人生の 方針 を 何れに 執る 

さ WW/  -  二：  > 

べき か を判斷 する に 苦慮す るの 餘り 五舉： 霧中に 彷徨 ひ、 前途漠漠北ハの^！する所明ならす、 宛然-防 

たろ 密. せ-. I に蔽 はれた る 様に 極めて 險荐な 場合に 邀 遇する ことがある。 亦，た時折り-;^3衣をャ；5せらるる 

こと もあって 頻りに 世 を ra; ^政な むこと も ある。 主義が 祌の 慮に 適ても！^ に容れ られぬ HJ が ある。 

HiJ 心 ie!- ばかりの 流行す る 社，^ ：! にあって Si 神 を 確かり とあって 居る は だ 困難で ある。 人 の 精祌は 

つま ヅ 

；:; 1 な もので 此 等の 出來裹 に 避 遇する と 忽ち に^が 眩惑して 礙き 3^ い。 けれども 此の世界 は！：. の 所 育 

しつ 

であると 首 ふ sw;^ を懷 いて、 確かり と 父なる 祌 を信賴 せねば ならぬ。 i^J^: に は 『凡ての こと 働きて 

谷. をな す』 と， いて ある。 亦た 『神 我 を 殺す とも 我 は 神 を 頼まん』 と！； _i 約の £1 一：： に：： 丄 されて ある。 

閱1? なる 社會に 於て 人生の 疑問に 窮 した 場合、 祌を 信じて 倚り S 、む 心の 發生 する のが 即ち 祌の 子た 

る^ 據 である。 名 もな き 匹夫の 兒が 立身出世 をす ると 親の 名 を 明かす こと を愧ぢ る。 けれ 共 木統の 

親子で あれば 何も 愧る こと は 無い。 金 殿 玉樓の 中に 榮 華の 夢 を 貪 ぼっても、 己が 愛する： 吶 親と 偕な 

ら ねば 人生 不倫 快の 極みで ある。 生みの親に 較 ぶれば 天下 何 一 つ 取る に 足る もの は 無い。 故に 親と 

の 名 乘り合 も门十 くせねば ならぬ。 

常裕な 生活の 中に 芝居 兑物 をしたり、 華美な衣裳を著飾ったりする時だけ交^^が睦じくて、 片山 

里に； ^ 化 住居 をす る 様な 不仕 合の 身と 零落した 場合に 不和 を來 すの は 本統の 夫： g でない。 身 は 贫樓の 

中に 纏 はれても 失望せ す N に 慰め 助け合って 睦み 親んで 居る のが 眞の 夫婦と 言 ふ ものである。 神の 

神の 子た もこと 如何ん  H 一 


神の 子- 5i る こと 如何ん  ra  二 

子 は： i: と 皆に 生活す るの が 一番 嬉しい のであった、 位 M や、 名 春 や、 富贵 や、 快樂 よりも 神の 方が 

さなが 

望ましい ので ある。 神に 比較す ると 世 問の 有 ゆる もの は 宛然ら 浮 雲の 如く、 將た提幻に《..銪の^8で 

ある。 凡ての こと を 調べて 見る と 悉く 太虚の 虚 である ことが 分つ で來 る。 まあ 斯ふ言 ふ 心 持に なつ 

たのが 祌の 子と 言 ふこと であらう。 

然し ほ 分ば かりで 神の 子と 自覺 する だけで は だ 不安心で ある。 故に バウ 口 は客觀 的に 引證 して 

『蜜 Ig-nn から 言 ひ 難き の 慨嘆 を 以て 我等の ために 祈りぬ 』： ^言 つて 、自己の 鍵 魂 が； W の 子た る を證據 

する 計りで なく、 聖電も 亦 之を鮮 かに 立證 すると 首て 居る。 此の ー點 基督 敎と 他宗 敎の大 に 相違す 

る： 外で ある。 秋の 夕暮 坐ろ に 物寂しく 思 ふ 頃、 自然界が 我に 温かな 同情 を灑 いで-居 るかの やう 感ぜら 

れ 夕の 雲 は 何となく 湯り 勝ちに 見え、 其の 眼の 中には 何物 か 一 杯 港へ て 居る 様な 風姿が 現 はれ て、 

I 焚かし さの 餘り手 を 握りたい 心地の 催される さが ある。 日の出に は 亦た 心 も 男み 起つ ばかりに 嬉し 

く、 庭の 草木 も滿 面に 無限の 笑 を！^ えて 居て、 その後 影に 何だか 外の 隱れて 居る 者が あって 親しい 

W 虹 かな 情 を 通 はせ て 我が 魂に 迫る ものが ある 様 思 はれる。 此が 即ち 神で ある。 バウ がァ テンスに 

於て 『我等 も 其の 裔 なり』 と 言った は此 所の 意味 を 語った ので ある。 亦 外から 入 ひ 込んで 迫り 來る 

IE の 深い、 惱 みに 滿 ちた 不思議の. 靈が ある。 窓 を 開けば 忽ち 春風の 楓々 として 吹き込む 如く 靈魂 

に 一 稷の溫 かな 情と 精神が 這 入つ. て來 るを覺 える。 此が 即ち 神の 靈に 接觸 すると 首 ふこと である。 

，乃 愛 ま 共の f 一  り 子 を 賜 ふ 程で あると 言 ふ 一 句の 如き、 如何に 神人の 間に 溫な 情的關 係が 鬚が 


れて 居る かが 分る。 或ろ 無神論者が 首った、 若し 基督の 說 いた 祌が^ 在 するとせば、 悲しく 恐ろし 

ぃ殘忍な^來！^^-の充滿して居る世界を晃て必らす共の腹を張り裂くネ：：でぁろ。 然るに 一度 も 祌が腹 

>て裂ぃた15^^實を見なぃ。 故に 祌の^ 在 を 否定す るので あると。 然し 基^の 十字 i^f は 神の 腹が 裂けた 

ので 有る。 子 俳の 病 氣に色 を 失 ふの は兩 親で ある。 祌と 人類との 父子 的 關係は 理想 の 夢の 如き も 

のでない。 .ssi 際に 腹の 裂けた 神が あるので ある。 此の 客觀的 isH 貧 を 明白に 認めたら、 祌の flw 光が 魂 

に 輝き S ろと 问 時に、 神の 子と 言 ふ 意識が 愈ぶ 明に なって 來 るので ある。 我 子 を敎^ して、 之に 

w々s を與 へる の は 親の 榮譽 である、 信者 は祌の 子で あると 同時に 亦 神の 世- 1 であるから、 知：：^^^も赐 

物 を-も 受ける は CM 然 である。 然るに 神の 賜を受 くる ことのみ に戀々 として、 时 •》£ や、 快樂 や、 卞じ 

な か 

など を 多く 慕うて 祌を 望まぬ 倾 向が ある。 貧困の 中に 情交 睦まじく 慕す 夫！^ の 様に、 父なる 神と 愤 

に 牛-^ する こと を 最も 滿 足して 喜ばねば ならぬ。 人生の 最大 目的 は 一 意專念 祌の榮 光を顯 はすの 

外 はない ので ある。 多くの 基督 者 は 父なる 祌と 共同して 事業 を經營 する ことのお. も光榮 であり 偸 快 

である こと を 忘却して は 居ないで あらう か。 光榮ぁり位置ぁる尊^；：：：の人となるには、 之に 相應 はし 

き 行動が 必耍 である 如く、 基督 信徒と して 社會に 立つ に は 亦た 神の 子ら しき 品格と ^神 を 有たねば 

ならぬ。 共土督 信徒の 信仰と 品性が 幾年 經 つても 發展 進歩せ す、 依然として 故の 舉ネ や、 商人 や、 舉 

生であって、 毫も 世俗的 眞 味を晚 せない 様で は、 神の 子と 稱する 惯 俯 は 更にない ので ある。 等 神 

の 子たら ば 亦た 基督と 偕に 苦痛 を も 忍ぶべき 害で ある。 然るに 苦痛 は 厥 だ、 唯 だ 利益と、 樂と、 

神の 子 4i る こと 如何ん  E! 三 


神の たる こと 如何ん  一 

raw 

• が f いなどと 首 ふなら ば、 其れ こそ 自己が 本尊で ある。 耶穌と 一 愤に苦 f 受ける こと を氣ー 

にせす と、 ？ 喜んで 離關 i るべき である。 パ ゥ n は 着と 偕に li ける こと を 以て f の 一 

S としたので あま、 此の 雰 及び I こそ 營 神の 子た るの 本 fs した も Q であらう と 一 

J 人..^ カー 肌の 子と なり 得べき こと は實に 喜ばしく、  0^ つ 共の 世麵 たる こと は <史 に光榮 とすべき で i 

あるまい か。 

(一九 〇 K 年 二  0?〉  . 


ひとびと llAPi  むしお ひ   ,  .  ほと リ  すな どリ 

『衆人 神 の^を 聽ん とて 捣擁 ける 時ィ H スゲ子 サレの 湖の 濱に 立ちて、 磯に 二 艘の舟 ある を见 る、 漁の 者 

    す： し 

は 舟 を 離れて 網 を 洗 ひ 居れり。 其の 一 艘はシ モ ン の 舟な りしが、 ィ ェ ス 之に のリ i.; めて zi:^ より 少許 はなれ、 

ふん- >,v リ  •    むき 

坐して 舟 中より 衆人 を敎 ふ。 敎へ竞 りて シモ ンに 曰け る は、 澳へ 出で 辋を 下して？^ れ。 シモ ン^$:へける 

>リ ると 二ろ 

は、 師 よわれら 終夜 はたらきし かど 所得な かりき、 然ど爾 の 1 百に 從 ひて 細 を 下さん。 旣に 下して iwi をお 

とも 

める CJ 甚だ 多く 網 さけ かかりければ 今 j 艘 なる 舟の 侶 を 招きて 來り 助けし めしに、 彼等が 來 りし S- 其 i?i 

 I   卞， 一し もと  さ 

ニ艘の 舟に 滿 ちて 沈まん 許リ なりし。 シ モ ンたへ テ n 之 を 见てィ H ス の 足下に 俯して、 、王よ 我 を離リ 給 へ 

我 は 罪人な リと曰 へ り。 是シ モ ン および 惜に 在し 者み な 漁リし 所の 魚の 夥しき に 1^ 一け る 也。 の仍 

なる ゼべ ダイの 子 ヤコ ブと ヨ^^も 亦然 り。 イエス、 シ モ ン に 曰 ひける は懼 るる 勿れ、 なんぢ 今より.^ 

を 獲べ し。 彼等 舟 を 岸に 寄せお き 一切 を 捨て ィ H スに從 へり。』 (路加 傳 五の 一 — 一 一) 

路 加傳 第五 章の 初めの 處は、 耶穌が 四 人の * 子 を 招いて、 之に 道 をお 命じに なった ことで あ 

る。 せ (事に 就いて 少し 說き 明したい と 思 ふ。 

*1 れ より さま 

先是、 耶穌は ユダヤ を 去って ガリ ラャ に往 かれた、 多分 五月 か 六月 ST 降 生後 卄八年 位であった 

であらう か。 先づ ナザレ、 カナの 邊 から カペナウムに 來られ て、 其 鹿に 住居 を 定め、 本 i: を m^l いて 

さ 

而 して 傅 道 を爲れ たので ある。 


書の 記事に 依る と、 耶穌は 其の 頃暫 らくの 間、 弟子 等と 別れて 居られた と兑 える" 弟子 等は始 

終^ 穌と 一所に 傳道を やった ので はない、 耶 穌がガ リラ ャに歸 つて 來られ るまでの ii、 師弟 は 別 

てんで  U, 

れ-- \- になって、 弟子 は备々 志す 所に 赴いて， 其處で 各自に 種 々な. 職業に 從 事して 居った こと も あ 

る。 耶穌と 弟子と が、 斯様に 別々 になって 居った の は 一 體 何の 爲 であった であらう か。 或は „f ^子の 

方に、 生活 上の 都合と か 其 他 種々 な 事情が あって 斯く 別れた ので あるか、 或は 又 耶穌の 方から 去ら 

しめ 給 ふたので あつたか。 思 ふに 是は 耶穌の 方から 去ら しめたの であらう。 深い 思 召が あって、 そ 

れで 各々 を 其の 故 鄕へ歸 された もので あらう。 それ は 何故かと いふと、 弟子 等が 耶穌と 暫く 一所に 

Di.:! つた^に 見覺ぇ 聞き 覺 えた 事柄 を 篤と 思 ひ 週ら させる 爲 であった。 六 ヶ月 も 一 所に 居った ので あ 

るから、 其 間に は 1  莨に 種 な 出来事 もあった。 ！度 感じた こと を、 誰もう つかりして お菜つ て 置 

いて は、 其 事が 全然 無益に 成って 了 ふ。 其の 事柄 を 眞實に 能く 理解して、 確乎と 胸の 中に 极を 下し 

資を ぶ 様に しなければ ならぬ。 耶穌が 弟子 を敎 へる の は 決して 注入 的で ない。 故に 彼らが 傅 近 を 

してお つて 來 ると、 直ぐに 淋しい 野へ 連れて行って、 其の 見聞した 事實に 就いて、 深く 思 ひ 廻らす 

の を與 へられた。 勿論 其に は 休息の 意味 もあった ことで あらう が、 亦 弟子に 經驗を 充分に 消化す 

る 機 # を與 へられた ので ある。 御覧なさい、 耶穌 復活の 後、 弟子 達 は ガリ ラャに 送られた。 復活 は 

责に w;^ 大の 出来事で ある。 弟子 等に 大劇 變を與 へた。 此の 犬なる 出来事の 眞實の 意味 は何處 にある 

はっきり  ， 、 

か。 沈 a 、： 1 して、 明晰と 分る 様に する こと は、 非常に 大切な、 とで ある。 必要で ある。 それで 彼 や は 


まづガ リラ ャの山 高く 水 淸き邊 に 送られた のであります。 凡そ 物 は、 ふと 考へ 付いて 其 儘に 拾て て 

m にくと 直に 消えて 了う C 一寸 書 を讀ん だり、 或は 祌 のこと など を 思 ふ 時には、 祌 に祈禱 する 様な 

さも 有る が、 其れ 切りで は 直に 忘れて 了 ふ。 其れで は 困る。 篤と 考 へて、 、心に 確乎と 植付ける 様 

に、 深く 思 ひ 廻らして こそ、 所謂 花 も あり I 莨 も ある 様になる ので ある。 一 體我々 の 宗敎は 或る 意 

味に 於て 電光の 様 だ。 閃々 と 光って 直ぐ 消える。 これ は靈魂 上大變 根な ヌー である。 斯様な 問 逮の無 

い 様に、 感じた さ、 敎 へられた こと、 喑 示された H 一等 を、 確り 結着の つく 樣に考 へる のが 大切で あ 

る。 そこで 耶穌は 弟子 を 其 故 鄕に歸 して、 彼等の 經驗に 就いて 考 へさせられた。 彼せにして若し^^ 

に 耶穌と 一所に 居り さへ すれば、 それ は 決して 倒れつ こ は 無い ので ある。 然れ ど、 も 一つ 突き離し 

力ん カハ 

て、 外へ やって みると、 备々 耶穌と 一所に 居った 時の こと を 想 ひ 出し、 種々 考へ 廻らして、 其 思想 

が漸々 深くな つて 來る。 分って 來る。 

或る 信者 は 一人に なると 其 勇氣が 沮喪す る 傾きが ある。 又 或 ひ は 其の 反對に 却って 悉> ^なる 人 も 

ある。 此の世 は 優勝劣敗で あるから、 持てる もの は 愈々 多く 與 へられ、 持たぬ もの は旣に 持てる も 

の を も 寒 ひ 取られる ので ある。 で耶穌 は、 暫時 其 弟子 等 を 手元から 突き離して、 而 して 如何い ふ 

工合に それが 熟して 來 るか、 結局 を 付ける か、 之 を 適者生存の 大 いなる 敎訓を 含んだ 成 行に 御 任せ 

と うだい もと くら  - 

になった ので ある。 又御覽 なさい。 我々 は 常に 燈臺下 暗し で、 傍に 豪傑が 居っても 一向 知らす に ：1：5 

る Hi が；；^々 ある。 山に 喩へ て 見る と、 高山の 中に 在って は、 如何程 其の 山が 高い かとい ふさ は 多くの 


場合に 分らない。 眞實に 大きい 高い とい ふ Hi が 腹に 人る の は、 暂 く 離れて 遠隔いて 兄た 時に ある。 

子等 は 今 耶穌と 別れて、 如何い ふ 心 持であった であらう か。 以前 六ケ H の 始終 し を 共に 

して 居た 時に も、 それ は 感服して 居た に 違 ひ 無い。 敬って 居た に 遠 ひ ハ。 丼して i 乂命 こよって 家 

めいく なり は ひ  だんく  "か リバへ y  ' ( 

におり、 各自の 家業に 從 つて 居る うちに、 渐々 大きい ことが 分って 來； 飞 思想が 深い へ 進し で來 

た。 ガリラヤ湖 上に 舟 を 浮べて 網 を 打ちつつ、 或は 日 暮に舟 を 押して 家路に 向 ふ 時に、 如何な 55 ひ 

が 胸屮に 浮んで 居ったら うか。 耶穌と 一所に 在った 日に は、 ああい ふと も 有った、 斯うい ふこと に 

も 出 會 つたと、 折節 M ひに 話 合 ふこと もあった であらう。 而 して 今、 此ぉ I- に ぼ.^ が A." らユ ない と、 

, ^だか 懷 しく 思って、 自分！^ ザと 耶穌 との 間 に は、 如何にしても 離れ 難 c、 切っても ^1 ぬ、 常.，^ 

係が あると 熟々 感じた ことであった らう。 我々 朋友と 交際って 始， 終往. 來し る？^ はさう も 思 は. H  ？ 

が、 其 朋友が 死んで 了った 時、 或は 暫く 離れた 時、 然ぅ いふ 場合に は、 實に 其^に 離れられぬ 非常な^ 

係が あると いふ 風に 感じる こと は 幾度 も ある。 彼等 弟子 は 一 人 居って 物 思 ふ 時に も、 或は 乎 を り 

交 はして 話す 時に も、 耶穌は 何だか 他の 先生 達と は 逮ふ樣 である。 一 種 妙な、 變 つた 腿 係が 耶穌 と自 

分：^ 7 との 間にあるの だと、 其 事 を 切に 感じた ので ある。 彼等 は 暫く 遠ざかった 爲に 一  所 こ 「おつ 

た 時より 基督 觀が 進歩した ので あ. る。 分って 來 たので ある。 實が 熟して 來た。 赤らんで 來た。 ilrr  〉 

捨てて置かう ものなら、 落ちる かも 知れぬ までに 熟して 来た。 其處へ 耶穌が 来られた ので ある。 

路加 傳馬 可傳 等の 記事に よると、 是は朝 極く 早かった と 見える。 而 して. き |ゃた。 ぎす る ガリー 


ラャ 湖邊の nHK 11 湖上の 朝 ばらけ、 畫の やう だ。 心 も 飛び 行く 様で ある。 耶穌 は何爲 に^ ：:^ く此 

の 湖 $3 に 來られ たので あらう。 祈 禱の爲 めに 来られた ので あるか。 耶穌が Hi. 朝 祈 禱の爲 に 山 や 湖 

の邊へ 来られる の は 決して 珍しく はない。 戶を閉 てて 祈禱 せよ と 言 はれた が、 其 意味 は {¥TM: の戶を 

閉 てるに 限らない ので ある。 行きな り 放題に せす に、 やりつ 放しに せす に、 しっとりと 心 を 沈め 

て、 恰も 戶を閉 てた かの 如くに、 靜かに引き緊めて祈禱せょとぃふさでぁる。 今耶8;は湖^?3へ來ら 

れ たが、 これ は 湖邊で 戶を閉 てられた ので ある。 時には、 山へ 登って 戶を閉 てられた こと もあった。 

耶穌は $5 に 祈 禱の爲 に、 此機會 を 作られた。 或は また 耶穌が 此の 湖邊へ 來られ たの は、 共の 時刻に 

はョ ハネ ゃぺテ 口が 丁度 漁に 3 ^掛けて 行って ると いふ こと を 能く 知って 居られて、 而. $：： なさ る爲 

に、 態々 訪ねて 行かれた ので あらう か。 何に しても、 此處は 却々 面白い、 深い 趣味が ある。 我々 も 

虔々 耶穌 のお 訪ね を 受ける ので ある。 恰も 弟子が 漁の ことに 餘念 無く 働いて 居る 時に 突然 來られ た 

如く、 我々 が 種々 な 職業の 爲に 全く 氣を 取られて 居る 最中に、 不意にお 訪ね を 受ける ので ある。 然 

うい ふ 時に、 直ぐにお 迎 へして、 お 話を聽 くこと が ほ 來る人 は、 非常に 幸福で ある。 大變な 恩惠を 

受ける ので ある。 此の 耶穌が 弟子 を 召んで、 而 して 話し を爲給 ふたと いふ 一節 は、 く、 主の 心 を 

表 はした、 意味の だ 深い 處で なから うか。 

弟子 等は是 より 先き に、 洗禮 ヨハネの 紹介に よって 耶 穌に從 つた。 即ち 六 ヶ月 前の ことで ある。 

彼等 は 大變に 喜んだ、 實 にこれ こそ、 待ちに 待ちった メシャ である、 主で あると 信じて、 從 つて 來 

四 人の 弟チ  EI 九 


た。 弟子 等 はもう 第一 回のお 招き を 受けて、 或 程度まで 進んで、 今や 第二 回目のお 招き を 受けた の 

e ある。 二回に 止まらない、 やがて また 第三 回目のお 招き を 受けて 即ち 十二使徒に 撰ばれた。 ^子 

等の 生涯に は、 書き 殘 されて 居る の 丈け でも、 確かに 三回のお 招きが あつたで ある。 

耶穌 のお 招き は、 我々 にも 同じく 來る。 說敎會 に 柱ったり、 友人に 勤められたり、 寄 物 を 讀んだ 

り、 或は g 木く、 いて， 感 する 出來 事が あった ひした ところから 敎に 耳を倾 けた。 說 敎を聽 きに 行く。  ^ 

問 をす る。 牧師の { 氷に 訪ねて ゆく。 まあ 種々 な 風に、 斯の 如くに して 第一 回目のお 将 きを 受け. „ ^ンぅ 

ちに は竹ル 二回 目、 頓 てまた 第三 回目と、 人の 霞 は、 渐々 と 進んで 行く ので ある。 上へ 上へ と 進歩し 

て 止まない。 願 はく は 第一 回 切りで、 其の儘い つ 迄 も ぶら 付いて 居る ことなく、 もっと 高い 處 まで 

行って ザバ ひたいの である。 洗禮を 受けて、 旣 うそれ で 全然 重荷 を 下した 様な 心 持に 成 了って、 其 ま 

油斷 して は 不可ない ので ある。 靈の 事に は 少しの 隙間 もあって はならぬ。 一回 は 一回と、 お招き 

の ある 度に、 進み 進んで、 渐く 高い 處に 達し 得らる るので ある。 

アンデレ、 ぺ テ。、 それに ヨハネ、 是 等の 弟子 は 先に 耶穌に 招 ばれて 行った。 面して ヤコ ブも共 

時 或は 一 所に 行った かも 知れぬ。 或は 叉此時 初めてお 招 を 受けた のであった かも 知れぬ。 一 體宗敎 

の HJ は狗子 定規で ゆく もので ない。 時として は 突然に 來る。 手繽 順序 は 決して 皆 一様で ない。 誰 は 

二 年 三年 懸 つ-^ から、 自分 も 矢張り 一 一年 三年 懸 ると いふ 様な、 そんな ft 子 定規の 窮屈な 話で はない。 

ほとり 

馬 可 i# の 一章で 兑る と、 此の 時 耶穌が 湖の 濱を 歩いて 來て、 舟の 中に 四 人が 漁 を爲て 居る の を 


す？ J 

r: 儿て、 直に 呼び掛け、 突然 『我に 從へ我 爾曹を 人 を 漁る 者と せん』 と、 所 li 蔽 から 棒 だ。 我に 從 

へ。 耶穌の 招き は說明 付で ない。 恰も 天から ちて 來た 様に、 突然 だ。 俄の 出来 車で ある。 何等の 

现. 2 も 無しに、 無條 件に 『我に 從へ』 と、 斯う、 首 はれた かの 如くに 兑ぇ るので ある。 ー體 人間に 

は 斯様な 事が、 何でも 突然に 起った 如く 考 へられる ので ある。 併しよ く考 へて 見る と：.^ して 左 伐で 

はない。 御 なさい、 彼^ はもう、 六 ヶ月の 問、 或は 其よりも 長く、 深く 耶穌 のさ を m わって 居た の 

である。 豫 ての 下地 は 出來て 115 つたの だ。 敎を聽 き 奇蹟 を 見て i¥ に 歸り、 渐く 思想が 熟した 時で あ 

る。 お招きの 來る 前に、 實は 大變な 備が盡 されて あつたので ある。 此處に 集まった 方の 巾に は、 

或は if きを 讀み、 說 敎を聽 いて、 耶穌の 人格の 美 はしい こと、 祌 らしい こと、 其 無罪、 殊に 罪惡を 

H; ふむ こと の^しき、 愛の 溢れて 居る さ、 大 いなる 恩惠、 等 を 感じられ たこと は、 幾度 もあった らう 

と m 心 ふ。 何處 かで 敎 へられ 導かれ、 或は 養 はれた ことが 必す あるので す。 而 して 今日 『我に 從へ』 

と、 浙ぅ お招きが あるの は、 果して 突然で しょうか、 俄の 出来事で しょうか。 共 を 今更の 様に、 足 

下から.： i.? が 立った かの 如くに 思 ふの は、 多く は 間違った 考へ である。 今日まで 神の 々な m 備を蒙 

つて、 お招きに 接し 乍ら、 尙ほ强 情 を 張って 神に 祈禱を 捧げす に 居ようと する の は、 抑 も 危うい。 

そこで、 命令 を 受けた 弟子 等 は 如何した かとい ふと、 直ちに 網 を 素て て從 つたので ある。 彼， が 

耶 穌に從 ふの は 何も 差 支へ は 無かった かとい ふと、 して 左様で ない。 彼等は漁にゅく準備^^中で 

あった。 ぺテ n は 旣に網 を 打ち、 ヨハネと ヤコ ブは舟 中で 網の 修精 を爲て 居った。 


凡そ 宗敎に は、 克己の 精神が 必要で ある。 種々 な 邪魔者 や 差 支 を、 敢て 踏み切って 行く とい ふ、 

：  ぁォん ど  みつ 

S 心な 十字架 を 負 ふの 志が 無くて はならぬ ので ある。 i5 も 商人が 良き 眞珠 を認 けた 様に、 身の 廻 

. ^の 物 も 其 他 何も 敷 も 皆な 寶り拂 つても、 尙其眞 珠は買 はねば 措かぬ とい ふ、 其 態度です。 商人の 

眞 珠に喩 へ つ べき もの は 即ち 我等の 天國 である。 

何時か 何の 障り も 差 支 も 無い、 宛然 鐵 道の 上 を 行く 汽車の 様に、 安らかな 時機が 來 たなら 其 時 

に、 初めて 乘り 出さう とい ふ 様な、 其 様な 暢氣 な考 へで は、 千 萬年經 つても、 其 時機 は 決して 來な 

いので ある。 邪魔な 石が あれば 飛び越える、 3 石が あれば 押し 除け て往 く、 實に、 然ぅ いふ 克己の 精 

神、 十字架 を 食 ふの 志が 必耍 である。 ぺテ！ - 等に は、 此の 精神、 此の 志、 燃 ゆる 様な 熱誠が 有った。 

義に 勇む の意氣 があった。 正直であった。 自然であった。 斯くて こそ、 人 は 進歩す るので ある。 些 

ぼかし 

と 許の 故障に 、びくびく してる 様な 根性で は 進歩の 昆込は 無い ので ある。 克己の 熱誠 は眞 に宗敎 生活 

の 道に 入る の 極めて 重大なる 一 要素で ある。 

此の 路加 傳五 章、 初めの 方を讀 みます と、 ぺテ a が 網 を 下して 意外な 結果 を ？1 た爲 に、 吃驚し 

て、 『主よ 我 を 離り たまへ 我 は 罪人な り』 と 首った HJ が 記して ある。 どうも ぺテ a は 一 種 迷信 的な、 

丁度 彼の 『觸ら ぬ 神に 崇 無し』 といった 様な 風の、 確かに 變な 迷信の 傾きが 有った ので ある。 然れ 

ども ぺテ 。は、 非常に 熱心な、 全然 自分 を 耶穌に 任して 了 ふと 云 ふ、 可愛らしい 處 があった。 其の 

心 構へ が あつたれば こ そ 遂に 高い 所に ま で 導かれた ので あ る。 


人？^正^^に自然に， 信じて 疑 はない と 云 ふ 神 さへ あれば、 たと ひ 幾多の 弱點が あるに せよ、 

漸々 進歩す る ことが 出来る ものであります。 

叉 世の中に は、 耶穌 の敎を 信す ると 不人情に 成る。 餘り祌 の HJ 許り 考 へて、 世^ 向の 事柄 を 些とも 

顧みない、 終に は 妻子の HI も 構 ひ 付けぬ 様になる 等と 考 へる 人 も あるが、 是は 大變な swsi ひだ。 蜜 

害 を御覽 なさい、 ョ ハ ネとャ コ ブが耶 穌に從 ふ 時に、 其 父 を 傭人と 共に 舟に 遣して 行った と ある。 如 

何に 其の 心が 細かく、 能く 行屆 いて 居る では ありませ ぬか。 用意周到、 實に殘 す 所が 無い ので ある。 

ほんと つ 

眞實 に耶穌 に從ふ もの は是 である。 耶穌を 信す ると 不人情に 成る と 云 ふ 様な 不逬现 は 無い。 信じ 

て 初めて 人情が 全くなる ので ある。 

人が 神の 命令に 從ふ、 耶穌 のお 招きに 應 じて 立つ とい ふこと は、 ー體 我々 に 取って は 有り難い 特 

典で ある。 『我に 從へ我 爾曹を 人 を 漁る 者と せん』 と耶穌 がー 一目 はれた の は、 決して、 氣の毒 だが 何卒 

傳 道して 下さい、 骨折して 下さいと 言 ふので ない。 其 言葉の 呼吸 を御覽 なさい。 共 事は汝 等に とつ 

て 得な 事で ある。 目出度い 事 だ。 特典と して 命す るの だとい ふ 意味な のでしょう。 我々 は敎會 の爲に 

何 か 少し 働く と、 どうも 恩に 着せる。 併し 其 は 却って 仕事 を爲 せる 方に 恩がある の だ。 汝 等が 我が 

一 )-- ろヴ かひ 

爲に 死に、 働き、 或は 心配す る、 其 等の 事 は、 實に汝 等に 與 へた 特典で ある。 大 なる 賜で あると 少しも 

遠慮せ すに、 臆面 も 無く、 恰も 非常な 恩惠 であるかの 如くに 堂々 と 『我に 從へ』 と 耶穌は 宣言され た。 

昔から 聖人 賢者と 稱 へらる る 人々 が、 社 會に對 つて 敎 へたと ころ を 見る と、 我が 首 ふ 所 は 道に 適 


つて 居る とか， 或は、 天 を 代表す ると か、 皆 眞理と 認めた 或る 他の もの を傳 へる 紹介 人であって、 

決して 『我』 を 說き表 はさう とする のでない、 我が 宣 ぶる 道 其敎 现に從 へと いふので ある。 然るに 

耶 Si は 曰く 『我に 從へ』 と。  ， 

蓋し、 基督 敎は 人格 的の 宗敎 である。 耶穌を 見る に、 單に其 一 百 葉が 美 はしい、 感心で ある、 行爲 

がす ソ浙 である、 豪い、 1 的 だとい ふに 止まらない。 實に 基督 敎の 根本 は、 基督 耶穌 彼れ. fm 身の 價 

値に 在る ので ある。 而 して 其の 『我に 從へ』 との 聲は、 今も尙 響いて 居る ので ある。 

此の 中には、 第一 回のお 招きに S 、かった 方 や、 或は 二回 目 三回 目のお 招き を 受けた 方 も 有らう と 

思 ふ。 其 等の 人の 耳に は、 確かに 『我に 從へ』 との 聲が 響きつつ あるので ある。 其聲は 我々 を 何處へ 

導いて 行かう とする か。 見榮 ある、 名譽 ある 地位、 實に 神の 子た るべき、 其の 地位へ お招きになる 

ので ある。 『我に 從へ』 と 命令し 給 ふので ある。 これ 實に 非常な 恩惠 であるまい か。 今日 種 々なる 

故障 や 差 支 を、 奮發 一 番 突き除け 飛び越え、 斷 然として 起つ 時に、 眞實に 人の 光が 出る ので ある。 

人間 本来の 面目に 立ち 歸り、 初めて 人間になる ので ある。 此 世界の 浮浪 人、 萬 有界の 奴隸が 進んで 

神の 子と なる のであります。 放蕩息子の 譬を 見る と、 彼處に は、 父が あり 叉 息子と 奴隸 とが ある。 

三 極の 人物が 居る。 悔 改めた 息子に 非 すん ば 即ち 奴隸 である。 奴 隸に非 すん ば 即ち 放蕩なる 息子で 

ある。 願 はく は、 此の 恩惠 深き 準備 有る お招きに 對 して、 眞に、 悔 改めて、 親に 歸 つた子 供と なら 

ん こと を 希望し ます。  (一 九 〇 E 年 四月) 


『故に 我 懼れて ゆき 主の 一 千の 銀 を 地に 藏し 置け り。 今なん ぢ、 爾 の^を 得たり。』 

五 千の 銀を與 へられし 者 は 之 を 活用して、 外に 五 千の 銀 を 得、 二 千の 銀 を 受けし 者 も 亦 更に 二 千 

おる じ 

を 得たり。 然るに 一 千の 銀 を 受けし 者は往 きて 地 を 穿ちて、 其の 主の 金を藏 せり。 

其の 故を尋 ぬれば 彼 は 我れ 恨れ たるな りと 辯す。 何 を權れ たる や。 己れ の 持 分、 他の 二人に 比し 

て 小額なる を 憤り、 嫉妬の 念 禁じ 難く、 爲 めに 氣 挫け、 力 萎へ て、 全く 手 を 空 うする に 至りし なる 

か。 斯の 如き 動機より 爲す あるの 天 性 をも签 うする 人尠 なから す。 或は 世に は S ば 見受けら るる 一 

種の 不合理なる 謙遜に 欺かれて、 己が 力の 足らざる を 悲しみし もの か。 又 或は 思慮 志に 過ぎて 余り 

に 成肷の 計算に 忙 はしく、 大膽に 事 を 仕出す こと 能 はす。 一千の 銀 を、 運用す るの 結 H^、 過って 资本 

まで も 悉く 失 ふ 如き 事 ありて はと 氣遣 ひ、 之 を 地に 藏む るの 萬 全なる に 如かす との 臆病なる 思想に 

驅られ しに は あらざる か。 

明かに 彼 は 主の に忠實 なる 人に あらす。 其の 事業に 輿 味 を 有する よりも 寧ろ 己 を 愛する こと 

深く、 凡ての 事 瓦全の 道を講 する に 汲々 たりし のみ。 被れ は 己れ を 保つ ことに 其の 全力 を盡 くせ 


り。 鳴呼憐 むべき 保守 家なる よ。 基督 敎の 進歩 も斯の 如き 持 重心 深き 智者の 爲 めに、 妨げられし 場 

合 た 多し。 敎會の 事、 傳 道の 發 達な ど 新機軸 を 出す を 要すべき もの 甚だ 多し と雖、 志よりも 智蒙 

« まじい 

に 富みた る 人々 思へ らく、 愁に手 を 出して 旣に 成就せられ たる 事業に 傷付けて は、 得る 所、 以て 失 

ふ 所 を 償 ふに 足らす。. 如かす 暫 らくの 間、 穩 かに 其の 現狀を 維持 せんに はと。 此の 輩 は 常識に 富み 

て、 將來に 現實の ものと 爲 るべき 理想 を捉 ふるの 力 弱く、 凡て 旣成 の事實 にの み 注目し、 現 歉を以 

て 最も 堅^な りと 想像す るに 似たり。 敎會に 新機軸 を 出さん とする 企 もな きに あら ざれ ど、 折角 此 

所まで 進歩し 来れる もの を破壞 する 如き こと ありて は殘 念な りと いふ 杞憂に 誘 はれて、 凡ての 活動 

を阢礙 する もの 尠 なから す。 此等は 皆な 地 を 穿って 一 千の 銀 を 埋めし 者の 流な り。 

臆病なる もの は 常に 罪 惡に陷 る。 羅馬 人が 勇と 道 德とを 同 一 に 見て 之に 同一 の 語 を用ゐ たる も宜 

なり。 怯 者 は 極めて 主我 的、 其の 心事 甚だ 醜し。 多くの 過失 及び 罪惡 之に 伴 ひて 生す。 露西亞 人の 

昔 語に 趣味 深き 話 あり。 諧謔の 裡に 限りなき 悲劇 を牧 めたり と 思 はる。 『滑稽 は 笑 額の 下に 悲劇 を藏 

す』 る もの なれば なり。 兹に 貪婪 飽 くこと を 知らす、 惡 しき 事 をのみ 營 める 老婆 あり、 惡運盡 き 

て 死を餘 俊な くせられ、 遂に 地獄の 猛火に 投 ぜられ たり。 さし も 剛情なる 彼 も 此の 苦しみに 得堪へ 

す、 天地 に^くば かりの 大聲を 揚げて 助け を哭 げき 求めたり。 折し も靑签 高く 飛行す る 天使 ありし 

が、 之 を 聞き付け 少しく 降りて 其の 求む る 所 を 問へ り。 老婆 曰く 我れ 斯の 如く 地獄の 猛火に 苦しめら 

とリな 

る こと 數 百年、 最早 之が 爲に 精魂 も盡 きなんと す。 御身 神の 御前に 執 成して あはれ 此の 苦 串 3 を敛ひ 


賜 はらば、 此の上の 功德 ある 可ら すと。 天使 も 流石に 同情の 念に 驅ら れ、 此の. H を 神の 前に 聞え 上 

げしに、 彼の 老婆に 於て 何 にても 善事 を爲 せる 記憶 あらば、 之に 由り て 彼 を 救 ひ 得さす べしと 仰せ 

られ たり。 斯く 聞きし 老婆 は 其の 惡 事に 富める 生涯 を淺す 隈なく 搜 索し、 一 つの 善事 を捉ら へんと 

は た  や、 ひさ 

^りに 其の 記憶 を 促進り て， 良久し かりし にも 係らす、 是れぞ と 一 百 ふべき 善事に は 思 ひ當ら す、 殆 

んど絕 望の 際に 臨み、 圖らす 思 ひ 出せる 一 つの 善事 あり たれ。 『我れ 曾て 餓死 せんとせ し 一人の 乞食 

に 一 本の 胡蕩を 與 へしこと あり。 是れは 如何に』 と氣遣 はしげ に 申し出で しに 上よりの 仰せに は 

『其れ 可 からん。 天使 天上より 件の 胡蘿を さし 下せり と 見ば、 汝 其の 端に 手 を 掛けて 地獄 を 逝れ 出 

見よ』 と ありき。 斯くて 老婆 は 胡 蘿に手 を 掛けて 己に 其 半身 猛火 を 離れた る 頃、 彼の 足を捉 へて 其 

の 救 ひの 分け前に 與 らんと せし もの あり。 老婆の 身 全く 火 を 離れ 終りし 時、 又 一人 第二 者の 足を捉 

ら へし 者 あり。 

彼等が 半 空に 騰 りし 頃 は 此機會 逸す 可ら すと 一生懸命に、 乙 は 甲の 足に、 丙 は 乙の 足に と 順. 連 

ともがら  じうず 

なりて 地 51 を脫 せんと 圖 りし 徒、 空中に 長き 數珠を 形成り て 頗る 奇觀 を呈 せり、 老婆 は 此の 體を見 

k  ちぎ 

て 大いに 恐れ， 斯く 多數の 重さ 之に 懸 りて は胡蘿 の斷れ 落ちん も 知る 可ら すと 悶へ愤 り、 且つ 己が 

幸運 を 他人に 分割 せらる る を 口 惜く思 ひ、 嫉妬の 念 むら/ \ と 生じ、 遽 しく 大聲を 揚げて 叫びけ る 

は、 『人々 其 所 退かれよ、 是れは 我が 胡蘿 にて ある もの を』 と。 彼 は 足 を 練く めて 他の 者を蹶 落さん 

い ら ち  はプみ  ちぎれ  む ほ 

と、 氣を 焦心たり。 其の 機 勢に て 胡ー羅 は無殘 にも 斷 離たり。 已に救 はれ 了 せんとせ し 老婆 自身 も、 


其の 他の もの も 以前の 猛火に 陷 りぬ。 

病の 眞 面目と 其の 結 茶と は 此の 露西亜の 昔し 語りに 面白く 描寫 されし にあら す や。 人生 豈に恐 

たいばん ぞく 

怖な からん や。 英雄 は 恐怖 を 全く 免れ 得る 者に 非す。 支那 大平 賊^ 亂を戦 L.i^、 カル ッゥム の戰爭 

に 勇名 を 轟かせる ゴゥ ルドン 將 軍の カル ッゥム 日記の 一節に 曰く、 余 は厦ば 恐怖す、 加 之 も だ 多 

く 恐怖せ りと。 恐怖す る は 人情な り。 ロハ 勇士 は 恐怖に 其の 靈魂 を^ ひ 去られす、 志 を 以て 之 を 制 

す。 鷲 |s| を搏 てば 燕^ 恐怖して 飛び 惑 ふ。 多くの 臆病者 は 之に 類す、 熊 は獵^ の 銑 を れば、 猛り 

狂 ひて 筒先に 嚼み附 く。 心得た る 獵師は 熊に 此の 氣 ある を 知り、 之 を 手許に 引き 着けて 撃つ とか 

や。 熊の 爲す所 勇に 似て、 其の 實 は 狂な り。 

燕雀 は 怯 11 なり。 熊 は 狂暴な り。 多くの 人 は 前者 を 非難す る こと を 知って 後者の 亦 W とすべき を 

知らす。 日露 戰爭 に關 する 記事 を 見る に、 剛勇と 狂暴と を 混淆す るの 誤謬 頗る 多し。 進む 者 必す勇 

に 非す。 退く 者必 すし も 怯な りと すべから す。 進まん とする の氣を 制して、 退くべき の智と 凝と に 

從ふ は、 又 剛勇た る を 失 はざる なり。 例へば 淺 薄なる 輿論の 催促と 誹謗と に 刺激 せらる るに も 係ら 

す、 守り を 堅う して 出で ざるの 將軍は 非常なる 勇士た る を 得べ し。 蓋し 眞 正なる 勇氣は 思慮 深く 合 

现的 にして、 德義の 精神に 根ざし、 人を驅 つて 忠義 献身の 途に 進まし む。 剛勇 は 生命よりも 遙 かに 

善く、 死 其れ 自身よりも 最も 黻 ふべき 或る ものの 存在 を 意識す。 剛勇 は 之 を反對 なる 方面に 導く 凡 

ての 誘惑 あるに 係らす、 斷乎 として 人生の 道に 遵 ふの 習慣な りと 言へ る は、 適當 なる 定義に あらす 


や。 勇 は 職分 を盡 すの 力なり。 

羅： it の； i.&< を 見る に 角 闘士と して 大剛の 名 を 博せ しもの、 戰 場に 出で て は 案外 物の 用に 立た ざ 

りしと 曾 ふ。 劇場に 於け る 晴れの 勝負に 勇なる 者、 敵 乎 を 誰れ とも 定め 難く、  H 、の 武器 何の 稱類 

に屬 する ゃも豫 期せす、 何れより 矢の 飛び 來り、 何れの 時に 敵に 出會 すべき や も 知らざる 戰 場に、 

思 ふ ati の 傲き を爲し 得ざる は、 如何なる 现. H なる か。 心理的 研究と して 與味 Si き問题 ならん。 其れ 

は 左て 措き、 凡ての 場合に 於て 剛勇の 同一なら ざる こと は 明かなる べし、 殺伐 を 匕：： とせる 剛 にて 

も、 其の 戰 場に 於け ると、 仕 合 ひに 於け ると 相 異なる こと 斯の 如し。 況んゃ 平和の に 於け る 勇氣に 

於て を や。 其の 戰 場に 於け る ものに 比して、 其の 趣き 大いに 異なるべき は 論す る を 待た す。 故に 戰 

場の 猛士必 すし も 精 祌界の 男 者なら す。 其の 氣を 制して 能く II り を 抑 ふるの！^ は， 敵の 一城 を 取る 

に 勝る と にも 見えた るに あらす や。 一 騎當 千、 拔山蓋 世の 猛 も 酒色の 慾に 敵し 難ね、 特に 殉 

敎者 として 立つべき 場合に、 臆病 未練の 擧動 を爲す もの、 古來 其の 例 乏しから ず、 彈 JJ^^ の 如く 注 

ぐ 中に 立って、 死物 狂 ひの 勇氣を 示す よりも 從容 として 義に 赴き、 道の 爲 めに 殉 する は 更に 勝され 

る 所 ありと 首 はざる 可ら す。 

ひる 

社會の 風潮と 戰ひ、 輿論の 反對 と抗爭 して、 思想の 獨立を 保ち、 主張 を 維持して 埤 む 所な き は、 

勇の 最も 高尙 なる ものな り。 罵詈と 嘲笑との ：® だしきに も拘ら す、 信仰 を吿 白す るの 男に 至りて 

は、 其の 美 はし さ、 言 ふ 可らざる もの あるな り、 耶穌の 捕 へられし 夜、 ベ テロ 祭司；：： K の 邸内に 侍紳 


が汝 も亦ガ リラ ャ 人なる よと 嘲け るが 如く 言 ひしに 辟易して、 三た びまで 耶穌を 知らす と 言 ひし 

は、 纖 きに 劍を拔 いて 戰 はんとせ し 擬勢に は 似す。 甚だ 臆したり と 言 はざる 可ら す。 然れ ども 信仰 

を 修養し、 基督の 訓鍊を 受けた る 結 菜、 ぺ テロ は 遂に 使徒 行傳に 10^ たるが 如き 勇者た る を 得たり。 

彼 は 進んで 精神 界の 剛勇 を發 揮した るな ひ。 

事業に 臨みて 逡 巡し、 責任 を 忌避す るが 如き は、 戰 場に 於て 逃走 を 企つ る 者よりも 卑： なり。 學 

者が 勞苦を 厭 はす、 日夜 兀々 筆 現の 間に 年 を 窮めて、 數百ぺ ー ジの 著述 を 成就す るの 勇 は、 敵彈の 

前に 立ち塞がって 奮鬪 すると 其の 優劣 を爭 ふさを 得べ し。 世人の 戰 場の 臆病者 を 笑って、 事業 及び 

責任に 對 する 卑怯の 最も 蔑視すべき を 忘る るに 似たり。 倾惰 なる もの は 其の 實 最も 卑しむべき 臆病 

者な りと 誚 はざる 可ら す。 彼 は 冬の 風、 夏の 暑さに 辟易して 遁 逃す。 彼 は 安逸と 睡眠と を 貧る て ふ 

敵に 向 ふの 勇氣 さへ なし。 彼は勞 苦と 戰ひ、 煩累 を 忍ぶ の 力 を 有せざる なり。 其の 志 鈍く、 氣 力の 

乏しき、 戰 場の 逃走 者よりも 甚だしと 謂 はざる 可ら す。 使徒 行傳第 十三 草 及び 第 十五 奪 を晃 るに-. 

マルコ は バウ 口と 共に 傳 道の 行旅に 上る の 艱難 多き を 想像し、 途に 同行す る こと を 忌避せ り。 彼 は 

責任 を負擔 する こと を 好ます、 難事の 前に 横 はれる を 憚 かりし なり、 バウ n は 之 を 臆病な りと 認め 

たり。 故に 其の後 バルナ バが マルコ を 待 はんと 言 出で し 時 も、 此の 臆病者 何 を か爲し 得ん と 首 はん 

ばかりに 激烈に 之 を 排斥した りと 見 ゆ。 然れ ども 提摩太 後書 四 章 十 一 節 を 見る に、 爾 マル コを伴 ひ 

て 來れ、 そ は 彼の 務め 我に 益 なれば なりと あり。 前日 臆病の 爲 めに 擯斥せられ たる マルコ、 今 は 却， 


て老 使徒 バウ 。の 事^に 於け る 好き 伴侶と なる に 至れり。 li病者遂にI^^^と爲りしものと：：5-ゅ。 愉 

快なる 變化 にあら す や。 11: たび 主 を 知らす と 首 ひしべ テロの 死 を 以て 基督の 證 人たり し 如き、 亦 マ 

ルコの 性行、 前後 大いに 相 異なる 如き は、 巳れ の 卑屈なる を 嘆息す る ものの 慰めに 非す や。 ^^^を 

以て 之 を訓鍊 せば^ 病^も 勇氣 ある ものと 爲 るべき なり。 

彼の ゥ m める 少年 は 耶穌に 就いて 道 を 問へ る 時、 天晴れ 志 を 成就 せんと 欲して 雄心 勃々 天 を 術 くの 

ほどこ 

概 ありき。 然れ ども 汝尙ほ 一 事を缺 く、 一 切の 物 を資り 之 を 貧しき 者に 施與 して 我に 從 へとの 一 言 

に H 十甽の 砲彈を 浴せ 懸けられた らんが 如く 這々 の 態に て遁资 せり。 彼 は 理想に 辟易した るな り。 

彼は瞭 病の 爲 めに 千歳の 機 # を 逸したり。 理想の 爲 めに暫 らくの 餓をも 忍ぶ こと 能 はざる ものな き 

にあら す。 1^ 想を寳 現す る こと 能 はざる 大の 原因 は 病なる 精祌 なり。 

試みに 耶穌を よ。 其の 荒野に 試みら るる や、 斷乎 として 志 を 立て 千艱 A 難 前に 横 はるを も 意と 

せす、 天父の 使命に 向って 着々 進行 せらる。 馬 可 傳第十 章 三十 二 節に 曰く 『さて 彼め ふ エルサレムに 

上る 途 1^ 耶 子に 先 だち 行ければ、 彼等 驚き 且つ 懼れ て從 へり』 と。 十字架 は エルサレムに 耶 ai 

を 待ちつつ あり。 、王 は 之 を 明白に 豫 期しつつ 從容 として、 H 、の 旅程に 上り、 獨り 先立ちて 進まれ、 

あ 子ら は懼 るく 後へ に隨 ひて ij 若たり。 耶穌の 勇、 驚くべし。 * 子ら の危 しと 感じつつ 其の 主に 

隨 行せ る勇氣 愛すべし と雖、 トマスが 我等 も往 きて 彼と 共に 死ぬべし と 言へ ると 同じく、 絕§ ぶ 的に 

して 懷$£ 悲慘の 色，. に 現 はれ、 隱 すべく も あらす。 彼等 は 厭世的の 勇 氣を报 ひたる に 過ぎす。 如何 


に 突進したり とする も、 其の 勇氣は 死物 狂 ひの 称-類た る を 免れ 難し。 軍人の プ氣 恐らく は トマスが 

悲慘 なる 發っ て 我等 も往 くべ しと 絶叫せ ると 余り 異なる 所 ある 可ら す。 1^:! 浙ぁ らん を 願 はば、 

耶， 挑の 如き 種類 を こそ 理想と すべき なれ。 ダ ンテが 神曲 地 嶽の詩 第三 章に 臆病者の 蘭 せらる る狀況 

を^：ぉせり。 啖息、 冲吟、 怒號の 聲、 eij- の 輝 かざる. 夜の { や： 氣に 鳴り響く。 只 r 儿る、 一 つの 旅 斷な 

く 風に 飜 へる 後に、 無数の 靈者、 蹣跚 として 從ひ來 る。 ダンテは其の中に^！：！て卑屈なる恐怖に壓せ 

られて H 、の 高贵 なる 本^ を 抛ちし 人の 亡靈 を兒 たりと 云 ふ。 世に 在りし 時 も 露に 生 5^ せりと， ふ を 

くまばち 

得べ からざる 彼, は、 裸體 にして 胡 峰、 大胡 蜂に！： され、 血 は 流れて せべ の 顿を濕 ほせり。 翩翻たる 

旗に 指掷 せられ、 風の まに く sf 介 西 走す る 彼等 は 世に 在りて 無 主義に ありき。 胡 蜂、 大胡 蜂に 刺 

されつつ、 逃げ惑 ひ、 走り 狂 ふ 彼^ は 只 だ 境遇に 制せられ、 事物の 行き 懸 りに 刺激 せられて、 其の 

無顿の 生涯 を營 みたるな り。 ダンテが 悲 みっつ 见なる 地嶽の 門 は、 数 ふ 可らざる ォを 以て 充滿 

せり。 豈に塞 心せざる 可 けんや。 書 また 之と 同一の 穆戒を 記載せ り。 『され ど^する 者、 信ぜざる 

S っはリ 

る^、 めむべき 者、 人を殺す^<;、奸摇を行ふ4|^、  ^ーーーー：：をー百ふ^^？は火と硫黄の燃ゅる池にてせ：；の^ひを 

受く ベ し』 ( J  f  f  二) c  る ベ し、 祌の 青 1^ に觸 るべ き 袋 も 忌 は しき 罪人 の tf 頭 は、^ する^なる を。 

『神の 我等に 賜へ る 靈は瞭 する 靈 にあら す。 力と 愛と 愼 みの 鍵な り』 ts: の 徒 は 力 ある 

を 以て 其の 本： £J とす。 臆する^<?:は基督の徒にぁらざるなり。 

-  (一 九 〇 w 年 六 £«) 
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とも  さい は ひ 

『同に 食せ る 者 一人、 此を 聞て 耶穌に 曰け る は、 神の 國に盒 する 者 は 福な り。 耶穌 彼に 臼け る は 或 人人 

ふる *H ひ  む ほぜい まね  すべて 0 も *5  きたる  い！ i 

なる 筵 を 設けて、 多賓を tig けリ。 筵の 時、 僕 を 其 請た る 者に 遣して、 百 物 はや 備リ たれば 來 べしと 首せ 

t 一と わ  かひ - 

ける に 彼等 $;M じく 辭 りぬ。 其の 始めの 者 彼に 曰け る は 我 m 地 を gH; たれば 往て視 ざる を？ むず、 願くは^5^： 

ゆる  くびき  ゆか 

を 允し 給へ。 乂 一人の 者 曰け る は、 我 五 耥の牛 を 買 たれば 之 を 試む る爲に 往ん。 願く は 我 を 允し 給へ。 

又 一 人の 者 曰け る は、 我 妻を娶 りたり。 是 故に 往く を 得ざる 也』 (路加 傳 一 四の 一 五 11 1 九) 

とも 

此十！^^節を御^^なさぃ。 同に食せる^^の 一 人之を聞ぃて耶穌にロひけるは、 ；^の國に食せる^<;は 

^なりと。 前の 一 節に 耶穌が 祌の國 の 事を說 かれた ので 居 合せた 一 人が起ちて祌の1:に<=2{する^!;は 

福で あると 云った。 是は餘 程 感じた ものと 見える。 恰 かも 自分が 其 處に往 つて ：：^ たかの SiS に。 丁^ 

信^が まって 感じ 話 をす る やうでありません か。 なるほど 祌の 國に往 きまして 其の 筵に つかば、 

如何に 福で あるか。 併しながら 夫 は 信者の 極り 文句の やうな もので、 鬼 €： 餘り 根が 無い。 我々 の 巾 

一 Has  そ 二 

に は、 信仰 上 #： 通に 使 ふ 一 W が ある。 其 首 だけ を 聞く 時 は、 如何にも 殊勝で 立派で あるか、 北ハぽ M 

まで 往 つて 居らぬ。 精神 は反對 であると いふ 場合が 少く あるまい。 我々 が 首 だけで も、， if 想 だけで 

も、 高尙な 偉い こと をい ふこと が出來 るの は、 幸で あるか も 知らぬ。 けれども K 虚が大 變危險 だ。 
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だ 恐ろしい。 宗敎 とい ふ もの は、 兎角 多くの場合に 於て、 感情的の 述懷 話で 終結で 了 ふ。 實に 9 抓 

魂の 中 を、 すっかり 暴露して、 心の 隅々 隈々 まで 善く 知れ わたる やうな 話 は大變 面白い。 祈 禱#典 

の 他 信者の 第. 會 などで さう いふ 話 をす ると、 餘 念が 無く 大變 面白く 聞え る。 佐 藤 ー齋の 一一 一 n 志錄 など 

を 讀んで 見る と、 矢 張 同じ こと だ。 昔の が 自分の 道德話 を、 大變 面. R さう に、 獵の 好きな 人が 

何 處で鴨 を 捕った 杯と 偸 快 さう に 話す と 同じく、 道德話 は澤山 ある。 一一 一一 n チ： 錄 だけ 讀 むなら ば、 佐 K 

一 齋 は i^: 人 かと 思 はれる。 儒 者の 書いた ものに 彼の やうな 書物が 澤山 ある。 斯の 若き 語類が 盛んに 

行 はれる 時 は、 何. S でも 道德は 左まで 進んで 居らぬ。 文學 的の みに なって しま ふ。 宗敎 にも 矢張り 

1:!: じ やうな 弊が ある。 只而 白い、 之に 遠 ひ 無い と 感心す るの みで 何にも ならぬ さが 多い。 夫 故に 耶 

利 米： 亞 記の 二十 三 章 三十 六 節に、 『汝 ら復び N ホバ の 東， 負と いふべ からす』 と 一一 一一：： つて ある。 祌 から 何 か 

大 いなる 敎を 受けて、 心中に 深く 之 を 思 ひ 込み、 之 を 一一 一一 n はねば ならぬ、 實行 しなければ ならぬ と感 

じ、 之が ためにい たく 其の 精 祌を爾 迫され て、 終に 1^,4- し 難ね て 之 を發言 する のが、 即ち 祌の m. 負 

である。 而 して 耶 利米亞 曰く、 我 は 人が 輕々 しく 、神の 重 負と いふ 首 を 使 ふの を耻づ る。 それ を 好ま 

ぬ。 『汝 ら復び 神の 重 食と いふべ からす』。 ホバの 東 食と いふ 首が、 n  くせになって は 困る。 今日 

信者の 中には 理想と か、 靈的 とか、 向上と か、 愛 心と かいふ 首が うるさい やうに 使 はれる。 ^„^にっ 

く 程 使 はれる。 而 して 夫 だけ 精神が 籠って 居らぬ。 昔 者の 耶利米 亜と 同様 斯んな 事 は斷然 止めて 貰 

ひたい。 兹 にある 耶穌の 一一 一一：： も 矢張り、 其の 意味になる。 耶穌が 神の 國 のこと を 語られる の を い 


て、 祌の國 に 食す ると は 如何にも 福で あらう と 言 ひ 出 だしの は 一 ^ の 感じ &i に 過ぎぬ。 ！：；！ 仰 ヒの述 

つま ヴ 

懷 である。 斯の 如き： £簿 な實 のない 感じ 話は當 人の 害になる。 人 を 躓かせる。^ だ而. HI くない、 厭 ふ 

べき ものである。 故に 耶穌譬 を 設けられて、 お前 は 祌の國 に 飲食す る HJ は 福で あると、 さも 待 遠い 

1 日 も 早く 往 きたい やうに 見える が 人間の 心と 言 ふ もの は 中々 左様お い 其れと 行く もので ない。 色 

色な 窜 愦に搦 まれて、 眞 直に 進んで 往 けない、 途中から 何處 かへ 逸れて しまったり、 或はぐ づく 

して が あかない。 人の 心 はお 前が 口で いふ 様に は 祌の國 の 方に 向いて 居らぬ。 其の isj- を 耶穌が 仰 

しゃった のです。 斯うい ふ 話が ある。 是は 此の間 私の 方の 新聞に、 一 つの § 談 として 笑 ひぐ さと 

してあった 話で ある。 或 人が 何時も 祈禱 をす る 時に、 如何 ぞ 貧者 を 救 ひた まへ とい ふ。 ：^: 人 は大變 

金 持の 癖に 吝啬 であった。 祈る のみで 一文 も 施し をせ ぬ。 或る時 彼の 子供が 親に 向って. E. すに、 私 

おとつ さん 

は阿爺のぉ金を比^：な貰ひたぃと。 何の ためにと いふと、 子供 は 其の 御金で、 阿 爺の 祈り を 叶へ て 上 

る、 と 答へ たさう です。 子供 は 親が 餘り 毎日々々 祈る から 其れが 氣 になって 斯う 言 ひ 出した ので あ 

る。 實に 酷い 話しではありません か。 我々 も此 所に 大いに 警めねば ならぬ。 基督信^^：は现想的でぁ 

る、 頭の 方に 道 德 が往 つて 居る。 頭 を 以て 論す るなら ば、 疾に 天へ 昇った 害で ある。 W し 足が 地に 

ぴったり 着いて 居る から 仕方がない。 

耶穌 之を戒 むる ために、 或 人此大 いなる 筵 を 設けて、 多くの 客 を 請いた 云々 と 云ふ德 を 用 ゐられ 

た。 之 を 馬太傳 などに 較べて 見る と、 或 王様が 太子の 爲に 祝賀の 宴會を 設けた と 書いて ある。 耶穌 
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は隨分 同じ 事 を屢々 お話しに なった と 見へ る。 傳道者 は 同じ 事 を 繰 返す と、 何だか 間の 悪い やうに 

E 心 ふ。 甚だしき は 同じ 事 を 聞せ ると、 もう 疾に 聞いた とい ふ、 と 言 ふ 風で 聽 かぬ もの も ある。 始終 

新しい 話ば かり 聞かう と 思 ふの は 間違 ひで ある。 此話 でも 耶穌 が厦々 話された に 遠 ひない。 或 人が 

实會を 設けて とい ふの は 婚姻の ことで ある。 婚姻の ことで 祌の國 の 事を說 かれた ので ある。 爲太傅 

にも 路加 傳 にも 書いて あるが 是等は 別々 の 場合に 話された もの であらう。 併し 大问 小異で あるか 

ら、 之 を 突き 雜ぜ て考 へても 差 支ない。 矢張り 此處に 筵と あるの は、 婚姻 兒 たやうな 目出度い 事 

で、 王様が 客 を 大勢 集めて 祝 をす るので ある。 宗敎は 婚姻と いふ やうな 事實に 善く 當篏 まる もので 

ある。 其れ も 似寄った 目 出たい ことで ある。 祌は 眞に大 いなる 喜を湛 へて 居られる。 之 を 人と 共に 

する の は 其のお 好みになる 所で ある。 一 體 宗教と いふ もの は 神の 方から 人間に 話 を 仕掛る ことで あ 

る。 我々 が 神に 向て 祈禱を する の は、 神が 我々 の 祈禱を 聽 きた まふの は、 神の 方から 之 を 催促す る 

からで ある。 人が 志 を 起し 所謂 發 心して 祌 に祈禱 をす る氣 になる の は、 祌が御 自分に 持って 居られ 

る 祝福 を 人間 と共にし たいとい ふ 思 召で 频 りに 持ち 懸けられ るからの ことで ある。 祌は 此の 渴 ふ を 

ig 示し.；. り、 諷したり、 發 露したり. する。 人心の 靈 之に 引き立てられ、 向上して 神に 契合 せんと 欲 

する、 此 所が 其の 宗教の 本質で ある。 

宗敎 とい ふ もの は考 へやう に. H れば實 利 的になる。 斯うい ふ 益が ある、 彼 あ 云ふ爲 になる、 天下 

國{¥ の 利益に なると 首って 專 ら社會 的に 道德 的に 說 かれる。 宗敎は K 利 的に 考 へる こと も 出来る。 


夫 は 無論 宜ぃ。 宗敎は 益 ある ものと 見て jfS 支ない。 けれども 宗教の 一 * 奥深い 所に 行く と、 斯れ位 

の 事で ない。 即ち 祌の 喜びに 入り、 精神と 精祌 とが 交 はりて、 祌の 中に 充 ちて 居る 生命、 9? なる 活力 

が 人間の 靈 魂と 聯絡し、 我々 が 之に 與 かり 得る やうになる ことが 宗教の 本質で ある。 祌が 人に 向つ 

て 我と 仉に 喜べと 一一 一一 ：！ はれる が宗敎 である。 我と 供に 事 を 同う せよ、 夫が 眞の 宗敎 である、 だから 非 

あた リ  ひろが 

社交的に なり 唯 だ 一人で 修める 宗敎 は眞侗 の宗敎 でない。 神の 光り も 四邊に 蔓延る。 人の 光 も 其の 

通りで 無ければ ならぬ。 恰も 太 陽 の 光りが 天地 間に .g がる 如く 祌の 愛は廣 がる ものである。 朝日が 

出る 時の 姿 は 神が 其 喜び を 人間に 傅 へ ん とせられ るので ある。 浮世の 淺 it な 生活 を 送って 居る 人 

よ、 我と 供に 喜ばしき 剛健なる 生活に 入れと、 祌は 日の出 を 以て 人 問 を 促されて 居る、 丁度 王に 应 is^ 

があって、 { お 中で 唯 だ 内廷に 於て 之 を 祝して 居る に滿 足が出 來ぬ 故、 國 中の 紳士 名 族 等 を 呼び め 

よろこび 

て、 仉に 喜んで 吳れ、 我が 喜 悅に這 入って 吳れと 言った 様な ものである。 夫が 宗敎 の耍 素で ある。 

所が 之に 對 して 人 は 容易に 應 じない。 色々 斷り をい ふ。 此問も 愛！： 婦人 會の會 があった。 公 〔かと 

か 或 ひ は 親王の 邸に ^会：； す る と 云 ふと 人々 萬 障 を 繰ん：： せ て 出掛け て 行く。  ii 分 大勢 の 人が まる。 

の 御 邸 だとい ふと、 損 をしても 大勢 出掛けて 行く。 若し 其れが 人情であるなら ば、 n:^ は： 土が 筵 

を 設けて 人民に 饗應 をす ると 云 ふので あるから、 我れ 先にと 大勢が 行くべき 1:,^:: である。 加 之 も此文 

舉を 讀んで 見れば 招待 狀は 疾に發 して ある。 前から 招かれて 居る。 今日 宴會が あるから と" ム つて々 トふ 

に 通知した のでない。 其れの みか 當 曰になる と 又 追 ひ 懸けて、 來て 〔4< れと首 つて 遣った。 行く 
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りなら ば 充分 が 出来る、 然る 所 色々 なロ實 を 構へ て斷 つて 來た。 宗敎も 矢張り 此 通りで ある。 

あなた  あしもと 

宗敎を 人に 勸 めて 贵君今 御 信じなさい。 今 曰 基督に 事へ なさい と 言 ふなら ば、 宛 かも 足下から 鳥の 

53 つく リ 

立つ 様 だと 吃驚して 何れ 能く 考 へてから と 言っても 幾分 か 道现も 有り さう に兒 える。 然し 神の 御 招 

は 久しい 問 色々 の關 係から 度々 靈 魂に 向って 催促 狀、 通知 狀を發 せられた ので ある。 通知 狀を 讀ん 

F.n':,  とう 

で 熟く 考 へたならば 疾に 決心が 出來る 害で ある。 度々 通知 を 受けても 讀 ますに 拾て がれき、 或は I 寸 

讀み 懸けて 投げ 造って 澄いて、 今 B でした かと 吃驚す る。 これ は 善くない 事で ある。 而 して 如何な 

る 斷りを 言った か。 斷り 方が 可 笑い。 彼等 皆 同じく 謝絶り ぬ。 甲 彼れ に 曰 ひける は 我れ m 地 を 買 ひ 

ln.l1/.  いっく  S 

たれば 往 きて 見ざる を 得す。 乙 は 五 耦の牛 を 買 ひ たれば 之 を 試みる ために 往 かん。 丙が 一一 一一 2 ふに は 

我 妻を娶 りたり、 此 故に 往く事 を 得ざる なりと。 如何 も 斯様な 馬鹿な 事 を 言 ひさう もない と 思 は 

れる。 是は饕 の 設け やうが 悪い。 不自然 だ。 斯様な 馬鹿 氣た話 はない。 譬 へが 下手 だと 文擧 上の 批 

評 を 下す 人が 有る かも 知れない。 然し 其 所が 却って 面白い。 ブル ー スは之 を註釋 して 詰り 不自然な 

所に 其の 妙味が ある。 斷り 方が 不自然で あるから 實に 善くない 處 S であると 言った。 御 1:^ なさい 耶 

穌の に 祌が人 を 救 はれる 時 は、 色々 手を盡 される。 或は 霞 魂 を 尋ね 求める。 惑 ふて 居る 人 を 引戾 

やもめ ほめ IJAS 

さんと して 種々 乎を盡 される。 或は 嫠婦 への 賞詞、 或は 播種の 譬、 或 ひ は 百の 羊 を 一頭 失った 事、 

拾 枚の 金 を 一枚 失った 事、 蕩 子の 話 其 他 耶穌の 譬喩 は 如何にも 自然で、 如何にも 理屈に 合 ふて、 誰で 

も然か 有るべき 苦、 實に 道理と 思 ふ。 祌が 我々 に 向って 爲 される 事 は、 人情 至極 其の 苦で あると しか 


思 はれぬ。 然し 先刻 話した 通り、 宗敎は 大王の 御慶 事で ある。 之に 列席して 吳れ とい ふ 御 招 5: でク 

る。 此宗敎 の 要求に 對し 符路 して 決心が 出來 すして、 斷る やうな 場合 は 不 n 然で现 屈に 適 はぬ。 

其 様な は 如何しても 一一 C はれた 義理で ない。 銘々 どもが 信仰す る こと をぐ づ ついたり、 或は 俗 仰 

する こと を祌 より 命ぜられ ながらぐ づ/ \\ して 居る 時、 何 を 口 にす るか。 其れに 如何 一一 c ふ卞 の 

ある さかと 尋ねて 兑れ ば、 现. e は 矢張り 不自然で ある。 馬鹿々 々しくて迚も北ハ様な事を言はれた^^ 

现 でない。 私 は 牛 を 買った から 見に 行なければ ならぬ。 私 は 地面 を 買 ひました から 檢^ しなければ 

ならぬ。 私 は 女房 を赏 つた。 何分 女房の 側 を 離れる 譯に往 かぬ、 と赏 にく だらぬ 話で あるが、 や  1^ 

的に 眞相を 穿って 居る。 丁度 人が 宗敎を 無頓着に する 眞相を 穿って 居る。 全く 此 通りで ある。 故に 

耶穌は 非常に 鋭い 言 を 以て、 人間 偽善の 皮を剝 いて、 之 を 暴露され たので ある。 唯 常時ば かりで な 

い。 今日 我々 の 4^ 様 も 斯うで あると 懸念す る。 信仰 をし ない ロ實は 色々 有る が其實 は無頓 IS に^す 

る。 心 愛に 在ら ざれば 見れ ども 視ぇ すと いふ 所に 歸 する。 嫁取り it 取り、 或は 牛、 或は w。  ffl や 牛 

や 北ハ 様な ものが、 心に 一 杯滿 ちて 居って 神が 這 人らぬ。 牛 や 田に 靈 魂が 占領され て 居る。 {.|>^&は今 

曰に 差し迫った。 僕が 奔走した けれども、 立派な 客は來 ない。 反って 世に は 重んぜられぬ 人々 が來 

た。 _ ^道の 結 菜 もまた 斯 くの 如くで は あるまい か。 

是は 信者に なれと 言って 勸 めら れる 場合ば かりの 話で は 有るまい。 信仰 をして 後に 色々 な 事を祌 

から 命ぜられる 時に、 自分の 心に 神の 示し を 蒙った 時に、 愤發が 出来す、 二の足を踏んで 擔ざ 出す 
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n&- は、 ^：れす る所2じ所に陷るのでぁる。 矢張り 嫁取り や 牛 や 地の 話 を 取り 縫った のに 過 ざな 

い。 ^だ不 CI 然で 理屈に 合 はぬ 話で ある。 

併し、 常人 等 は 別に 相談 をした ので は 無から う。 隣で は 牛 を 買った と 一一 一一：： ふから、 此方で は嫁仅 り 

めいく 

と 一一 E ひ 出す ことにせん など， 相談した ので はない。 各自 思 ひ- に 曾った ので ある。 共れ に、^  く 人 

も 多い ことで あるから、 我 一 人往 かすと もどう かなる、 一人 位缺 けても 不都合 はない、 n 分 一 人位 

の 缺席は 大した 關係も あるまい と、 rtn 分の いふ 所 は 天晴れ 理屈と 思って 居る。 殊に 妻 を娶 つたと 一一！ In 

つた 奴 は 大變に 大風で ある。 どうも. Gr 分の 现. S を 偉ら さう にい ふ。 然うして. en 分の资 任 は 然ぅ重 

く あるまい。 一 人位 缺 けたから と 首って 差 支 は あるまい とい ふので ある。 例 へば 愛に 一 丈 程の 土 乎 

が出來 る。 一 丈 程に すれば 技手の 設計 通りで ある。 けれども 使 か 一 寸 丈け 殘 つた。 债か 一 寸 である。 

併し 大水の 時 は.？ 尺. 寸 では 役に立たぬ。 故に 九十 九の 羊が 內に 居る けれども、 一疋 無くて はなら 

ぬと 尋ね 歩く ので ある。 百间 あらば 事の 濟 むべき 場合に、 十圓 不足 すれば 罰せられる だら う。. n 分の 

責任 を！： くて 兒て はならぬ。 一人 位 はと 言って、 皆 自分の 身 を 頻りに 謙遜す る。 苗だ橫着な^^遜で 

ある。 他の 人が 大勢 ある。 牛 を 買った 人 も、 妻を娶 つた 人 も、 自分に 理屈 をつ けて、 .01 分の 现. E が 

1 折 偉い と £ 心って、 分の 责任 を. 一 切 無にして 居る。 相談 はしなかった けれども 遂に 一人 も 宴 # に 

住かなかった。 王の 盛んな 宴 會 がー 坐 しらけて 了って 甚だ 不與 であった でせ う、 其れ程に も 思 はぬ 

ム りが 飛んだ 始末に なった。 氣を 付けねば ならぬ。 


我々 は. n 分の资 任 を ft も 軍； んじ 自分の s すべき こと を爲 なければ ゆかぬ。 自分 一 人で^ むと 思つ 

たの は^ 遠で、 mtll らん や 王の 实 會に差 支 を 生じた。 でも 矢張り、 此三人の^<%:色々现屈を言 

てんで 

つた やうに、 各. a に 自分の 现屈を 一 # 偉い やうに 考へ て、 外の 人が； S くで あらう から 構 ふまい と、 

とうとう 齊： 發 する 人が 一 人 も 無く 敎<§： が 立ち行かぬ 様になる。 此處を 讀んで 而.； ：！ く感 する こと は、 

彼 や じく 斷り ぬと 一一！ III ふ 一 句で ある。 Ei: じく 斷 はると いふ 所に、 大變 趣味が ある。 銘々 が 相談し 

たので ない。 けれども 銘々 同じ 様な 事を言 ひ 出した。 此が氣 風と 一一！ 11： ふ ものである。 然ぅ言 ふ 風潮で 

ある。 丁度 今時分 は徵が 生え 易い やうな 風に、 もう 鍵 魂に 徵が 生えた。 牛を賈 つた 人、 地 而を叫 

つた 人、 嫁を娶 つた 人、 ^同じ 氣風 である。 に 恐ろしい ことで ある。 氣 風が 然 うで あると、 餘 

り惡 いと m わ はすに、 濟 まない と 思 はすに、 色々 不自然な 事 を 立派 さう にして、 泣まして；^ ると W め 

ふ。 S し 木 営に 现想 に照らして 之を考 へて 見るならば、 如何にも 我々 の 所爲は 馬鹿らしい、 不 现：2| 

千 萬で あると いふ ことが 判 かる。 詰まり 時代の 氣 風に 驅 られ、 氣 風が $： 同じ 平面に 安んじて、 M じ 

やうな 徵 が^いて、 揃 ひも 揃って 蠶の やうに 眠りに 就く。 是れ 恐るべき ことで ある。 打合せ はしな 

いけれ ども、 御 なさい 同じく である。 同じ 理想 同じ 下等の 现想 である。 精神が^ だ^. 臍して 

る。 t::: に 恐るべき さで ある。 どうか 此 時代に 支配され て 居る 無頓着な 氣風を 逸出して、 C 分 をもう 

1 度 木 常に 正しい 所の 立場 に^き、 總て 社會の 時代 氣 風に 包まれぬ 様に せねば ならぬ。 今 曰 道み 修 

める 人 も、 敎# の 信者 同志で も然 うで ある。 御覽なさぃ使徒時代の信者の氣風ゃ中世宗敎改_^-時代 
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と 今日と は 大變叙 風が 逮 つて 居る。 敎會は 何時でも 今 見た 様な もので は 無かった。 もっと 逮 つた 有. 

様に 發 建して 往 かねば ならぬ、 決して 現狀に 安んじて はならぬ。 所が 打ち 揃つ で 時代の 流行病に；^. 

けて しま ひ、 並んで 眠って 居る。 是は 大變な ことで ある、 相談 は爲 ない けれども 同じ 事 を 一一 一 ic ふ。 私. 

はどう も 仕方がない、 然し 外の 人が 遣る だら うな どと 言って 居る。 傳道も 何も 皆然 うで ある。 遂に 

王の 实會兒 た 様に 全く 無駄に なつ て 了 ふ。 實に 恐るべき 事で ある 故に 我々 は 理想 を 璽ん する 様に レ 

たい。 

抑 も 我々 は祌 の宴會 に 赴き、 喜び を 共に する ために、 御 招きに 與 かった ので ある。 併しながら 之』 

に 就いては 色々 故障が あるが、 内實は 一 つ、 矢張り 不自然で ある。 或 ひ は 人 を 救へ、 不幸な 人に！：. 

情 を 寄せろ、 或 ひ は愤發 して 傳道 せよ、 我々 は祌 より 催促 を 受けて 居る。 我々 に は 精 祌界に 於け る： i や. 

線 電信に. E り 多くの 催促が 來て 居る。 起て、 愤發 せよ、 進めと、 色々 の 要求が 我々 の靈 魂に 來て 居る。 

然るに 逡 巡して 怠って 居る。 自分に は 天下 I の理. H が あると 考 へて 居る か 知らぬ が、 共 10: 不. ni 然- 

で、 どうして 断 様な 事 を 言った か、 呆れ かへ る 様な ことが 多い。 祌が 人に 向って 取られる 處 につ 

いて は S 一：： 喩が 然 である。 けれども 人の 處 置に 付て は臂. 喩が 不自然で ある。 神と 其の 道に 對 する、 

我々 の 態度 は 多く 不自然で ある。 餘程 注意し なければ ならぬ。 

神 は 我々 銘々 に 向って、 各自に 個別に 一人 づ つに 任 を 負 はする。 汝來れ と  一一 一 E はれる。 所で 我 は； a. 

かれぬ が 他人が 往く であらう。 自分 は 信者に なれぬ が 妻に は 基督 敎を 信仰 させたい。 或 ひ は. n 分 0- 


舉校 たけに は s 齊敎を 人れ て 貰 ひたい。 斯 くの 如く 言 ふが 今日の 人情で ある。 日 木 を^ 将敎 1: にし- 

て貸 ひたいと いふ 人 も、  .n 分 は 無頓着で ある。 此方から 私で ない とい ふけれ ども、 祌は 他人で ない 

汝 たと 一一 一一：： はれる。 祌の 命令 は 他人の ためで ない、 我に 向って 常 をつ けて 八 叩 令され るので ある。 种 

の 催促 狀は 各自の 名に 當 てて 發 せられた。 自分が 斷り をい ふ^、 是は c: 分 一 人 だと m ャ かと 了 简が： 

逮ふ。 n 分 一人と 思 ふと 案外 他の 者 も 多く ある。 我々 は傳迸 上北ハ 他の ことに 付き 祌の要 求に 對 して 

中 W 任 を m ん する やうに したい。 祌の御 弊 を銘々 耳を澄まして 聽 くこと にしたい。 我々 は祌 の！： に 於.. 

て <;5- する こと は 幸で あると いふ 感じ 話で、 お茶 を 濁して 居る から 今日 何も 出來 ぬので ある、 耶^4が- 

感じ；1^1でぉ茶を濁して居るに對して仰しゃったことは、 今日 我々 に向って適切な^^でぁる。 
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『食に 就ける 者と 事 ふる 者と 孰か大 なる、 食に 就ける 者なら す や。 然れども我は爾|:の屮に寧ふる^|!?の 

如し。』 (路加 傳 ニニの 二 七) 

葡約 聖書に 神の 僕と 言 ふ 語が ある。 最初 は以 色列國 民が 神の 命 を 奉じて、 世界に 成し 遂 ぐべき 天 

職 を ft うて 居った の を 指して 然か 名付けた ものと 見える。 所が 彼の 國民屢 々祌に 背いて 北ハの ヌ任を 

全うしなかった から、 其の 意味が 一 轉 して 狭くな り、 今回 は 以色列 民族の 或る 一 部 人種、 即ち 其の 

粹を拔 いた 善い 分子 を 指して 神の 僕と 呼ぶ ことにな つた。 宛 かも 日本なら ば 花は樱 木、 人 は 武士と 

言った やうな 譯 である。 併し 此の 人達に しても 以 色列國 民の 抱負 を實 行す る ことが 出來 難かった の 

で、 祌の 僕なる 詰の 意味が 三變 して 一 個の 極めて 優れた 神妙 不思議なる 人物 を 指す ことにな つた。 

是れが 所謂 H ホバ の 僕で ある。 

而 して 此の 第三の 意味なる 神の 僕 は、 全く 耶穌 基督の 性行と 一 致す る。 耶 が 取り も さす 古；^ 

言 者の 待ち設け たる M ホバ の 僕で ある。 今朝 は 耶穌が 如何 言 ふ 風に 神に 仕 へられた か、 其の H ホバ 

の 僕た る 精神の 程を考 へて 見たい と 思 ふので ある。 

『我が 扶 くる 我が 僕、 我が 心 喜ぶ 我が 撰み 人 を 見よ、 我れ 我が 靈を 彼に 與 へたり。 彼れ 異邦人に 


を 示すべし。 彼 は 叫ぶ ことなく、  as を揚 ぐる ことなく、 其の fg^ を 街頭に 聞え しめす、 また 傷める V::- 

ほふ ひら  まこと  3 む ち 

を 折る ことなく、 仄暗き 燈火を 消す ことなく 厦理を もて 道 を 示め さん。 彼 は 1- おへす 喪膽 せす してや：：： J 

を 地に て 了らん、 もろく の 島 は 其の 法 言 を 待ち望むべし。』 (§f?l3 

右の 中に 祌の 僕た る 耶穌の 志、 精祌、 及び 其の 風釆が S も 適切に 害き 現 はされ てお る。 先づ tsl^ 

は 『我が 扶 くる 僕、 我が 心 喜ぶ 我が 撰み 人を兑 よ、 我れ 我が 靈を 彼に 與へ たり』 と ある。 耶 穌が祌 

に對 して 如何なる 關係を 持って 居られ たかを 見られよ。 彼 は 祌を熱 切に 愛し 其の 事業に 從 ふこと 

が、 生涯の 目的であった。 神 を 喜ばせる 事が 第一 の 務めであった。 『父の事を爲す是れffinがi^なり』： 

はじめ 

^から 終まで 少しも 此の 言に 外れた 所が 見えぬ。 『13- よ、 我れ 汝の 3：： を 行 はんとて 來れ り』。 耶 as の 

態度 斯の 如くで あるが、 祌の 方で は 何と 見られた か。 即ち 天より 聲 あって、 『是れ 我が 愛子な り、 我 

が 喜ぶ 所な り』 と 一一 一 ほ はれた。 ヨルダン 河の 受洗に 際し、 其の 心に 徹した 此の 天來の as は、 耶穌 平生 

の 志に 對 する 應 答と 見て 差し 支へ ない。 基督 は 世に 在りて 人の 僕と なり、 犧牲 獻 身忠 やかに m 脱力せ 

られ た。 彼 は L ぼに 人に 善く 仕へ た。 能く 斯の 如くなる 事 を 得られた の は、 先づ 神に 仕 ふるの 德 操が 

甚だ 立派であった からで ある。 未だ 人に 事 ふる 能 はす、 焉んぞ 鬼に 事 へんと 或る 支那 人 は 論じて K 

ま 二と 

るが， W 際は然 にあら す、 神に 事へ なければ 人に 事 ふるに 於て 全き を 期す る こと は出來 ぬ。 人 迸 は 

天逬を S 上と する。 十誡 を 見ても 解る。 祌に對 する 徳義から 順次 人倫に 及んで 居る。 社會 的の 基将敎 

は密 {ザ； の Si 督敎 から 起る。 個人的の 宗敎は 公共 生活の 大本た る を 忘れて はならぬ。 


北ハ 所で 耶穌の 事業 は 如何なる もので あつたか、 即ち 救で ある。 救と 言 ふに も 色々 あるが、 以. 躲： €4 

の 第 四十 二 草に 『彼れ 異邦人に 道 を 示す、 眞理を 以て 道 を 示さん』 などと ある。 斯う 問く と 何んだ 

か說敎 でも 造る ことかと 思 はれる が、 其 所が 譯 文の 不備な 點 かも 知れぬ。 以 亞の意 味 は 道が 天下 

に 行 はれ、 神の 意志が 世に 通じ、 神と 人との 關係 善く 調 ひて 種々 の 活動が 圓 滿に實 行され るに 至る 

こと を 言った ものと 解すべき である。 耶穌 世に 來られ た 目的 は 此の 濁れる 世界に 神の 道を實 現せし 

め、 一人、 一家、 一 國民は 勿論、 國と國 との 關 係に 至る まで 神の 道が 立派に 實 現される、 此れが 耶 

穌の 的で ある。 今や 滿洲 の戰雲 曰夜慘 憎を究 むる 際、 我々 は以 赛亞の 第一 一章に 書いて ある 文を讓 

んで 非常に 感動 せざるを得ない。 是れは 祌の僕 基督が 如何なる 事 を 世に 行 はれん とする か、 共の 事 

業の 宣言書と も 見るべき ものである。 曰く 『ァモ ッの子 ィザャ が 示された る ュダと H ルサ レムと に 

係る 一一 一一：：。 末の 日 H ホバ の 家の 山 は 諸の 山の頂に 堅く 立ち、 諸の 峰よりも 高く 擧り、 凡ての 國は 流れの 

如く 之に 就かん。 多くの 民 行きて 相 語り 言 はん。 いざ 我等 H ホバの 山に 登り、 ヤコ ブの 神の 家に 行 

むきて 

かん。 祌 我等に 其の 道 を 敎へ給 はん。 我等 其の 道 を 歩むべし と。 其の 律法 はシ オンより 出で、 H ホ 

-r^f  さば 

バの言 エルサレムより 出づ ベければ なり。 M ホバは 諸の 國の 問を鞫 き、 多くのお を め 給 はん。 新 

り ち か  ゃリ 5 ちか  f  1, 、 

くて 彼等 は 其の 劍を 銀更 へて 鋤と なし、 其の 鋒 を銀更 へて 鎌と なし、 國 は 國に向 ひ て^を 擧 けす， 

戰を w び舉 ぶこと なからん』 と。 

是れ實 に 我が 耶穌の 理想で ある。 之 を 如何なる 有様に て I 莨 行せられ たかと 首 ふに、 矢 張 以赛亞 の， 


1^ 四十 一 一 章に いて ある。 『彼 は 叫ぶ こと をせ す 聲を揚 ぐる ことなく、 其の 聲を 街頭に 聞え しめす、 

ほふく-; 1 ともし w 

叉 傷める 藤 を 折らす、 仄暗き 燈火を 消さす』 と 言 ふ。 之 を 言 ひ換 へれば 無暗に 廣吿 的に、 此方から 

餘り 押し 懸けに、 大騒ぎ を やら かし、 脅かしたり、 爾 倒したり する 様な 方法で、 人 を 救 ふこと は耶 

穌の 執らざる 所で ある。 今 は 廣吿の 世界で、 舉者も 翳 者 も 廣吿、 戰 爭も廣 吿の爲 め、 天下 只 だ廣吿 

だらけで ある。 併し 耶穌ー 生の 精神 は 之と 違 ふ。 其の 勢力 は 感化で ある。 酵素の パン を-股ら す 如く 

ちた ま 

だ。 其の 敎育は 無暗に 新しい 事 を 冒頭から 注ぎ込む 風でなかった。 渐々 人 を啓發 して 引き 舉げて 行 

くと 曾 ふの が、 耶 穌の敎 育法であった。 耶穌は 議論 を 好まれす。 際どい 働き をして 物 を 手早く 造つ 

て 除け ると 一 百 ふ 様な 所がない。 彼 は 叫ばす、 其の 聲を 街頭に M えしめ す。 凡て この 流儀で ある。 

ほの くら  ま 二と 

『傷める 51^ を 折らす、 微 闇き 燈を 消さす、 眞理を 以て 道 を 示さん』 と 云 ふ は 如何なる ことで ある 

か。 即ち 耶穌が 人を敎 化される 方法 を譬 へたので ある。 蓝は 折れ 曲って、 今少し 何 かの 塑 迫が 加 は 

るなら ば、 土中に 埋められて 了 はざる を 得ない。 殘燈 明滅、 辛うじて 微かな 光り を 放って： る。 I 

W の 風に 消えさう である。 人類の 有様 之に 類した 點が 見える。 例へば 已れの 信仰 ゃゃ衰 へて 將に 

れ かかって 居る の を 嘆息す る 人 も ある だら う。 前日の 様に は 熱心な 信仰 もな く、 敎# が 幾分 か 興味 

簿 ら ぐと 云 ふ 様な 次第で、 窃かに 心配す るむ きも あるべく、  丁度 傷める ー盧 煙れる 麻で、 S だ覺 * な 

い。 或はす つと 方面 を かへ て國 民の 氣風 にっき、 昔日の 武士 氣質 如何に 成^ 行く かと 心痛す る 者 も 

あらう。 話が ごた まぜの 様で あるが、 人に は 何れも 宗敎 心が あって、 何 所と なく 神 を かしく m 心つ 


て 居る かと 覺 しき 所が ある。 靈的 感覺は 意外な 所に 芽 を 出す ことがある。 併し、 世事 紛々 種々 の 

寳に壓 せられて、 靈覺 次第に 衰 翻し、 消滅の 期、 刻々 迫って 來る。 バウ 口 はァ テンス 人の 偶像 禮拜を 

： 見た 時、 吾 は 爾曹が 知らす に 拜んで 居る 神を說 くと 言った。 恰 かも 消え かかって 25 る 燈に油 を ささ 

ん としたの である。 或は 漸々 身 を 持ち崩して 失敗に 失敗 を 重ね 自 から 直ん する の 氣も衰 へ、 人力ら 

は 1? 鹿に されて、 頭 を 持ち 上ぐ る こと も 出来す、 人知れ す 之 を恥ぢ て、 暗 淚に喂 ぶ 人 も あらん. j 此 

.5. たはら 

の？； を 知る が 即ち 傷める 蔵、 消えて 了 はぬ 燈 である。 斯う 云 ふ 所 を 惻隱れ るの が 基督の 心 だ。 柔ら 

かな 手 を 以て 燈の絕 えぬ 様に し、 蔑 も眞 直に 立って 榮 える 様に する。 人道の 亡びん とする を 助け、 

日々 枯 凋しつつ ある 所の 靈覺 を、 柔 かに 靜 かに 思慮 深く 抉け 育つ るが、 即ち 耶穌 基督の 人に 事へ る 

方法で ある。 彼 は 兵馬 を 以て 人の 國を壓 倒す るが 如き 事 をし ない、 鬼 角 人間の 勢力 は殘 酷な 物凄い 

もので、 動もすれば 傷める 魔 や 煙れる 麻 を 捨てて 了 ふ。 試に 基督 敎 古来の 歷 史を考 へて 見られよ。 

If 馬 希 職の 美事 や 長所 は 基督 敎に 由て その 命脈 を續 ける ことが 出来、 昔日に 勝った 新ら しい 活動 を 

與 へられた ではない か。 

何時ぞや も 話した ことで あつたが、 或壯 年、 父が 放蕩で 大酒 家で 墮落を 極めた のに 殆んど 愛想 をつ 

かした。 一日 父は醉 ひた くれて 歸 宅した。 厭な 臭氣を 放ちながら 大 射で 寢て 居る。 壯年 は淚を 流し 

て、 當惑氣 こ、 其の 寢姿 を視て 居る。 是 はとても 救 ひ 難いと 失望した とき、 ふと 見る と 父の 着物に 

* ひどれ 

-紀 びた 所 あるに 眼が 付いた。 熟く 視 ると、 不器用な 手で、 それ を 絡った 跡が ある。 此醉漢 も、 自分 


の容 俊に 注意す る氣 があって、 綻びに 人目 を 攞る所 あるら しく、 男の 手で 彌縫を 試みた ので ある。 

まだ 自重の 念が 全く 亡びた 譯 でない。 此の 恥 を 思 ふとい ふ 一 念 を 端 絡と し、 之を迪 りて、 漸次 心の 

奧に 進み 入るならば、 或は 之 を 刺激して 眼を醌 まさせる ことが 出来る かも 知れぬ と ^へ 付いた も 

わか も Q  4^ ひどれ  ) 

の だから、 壯年は 更に 望 を 起して、 醉漢の 覺醒に 龜 力した 所、 然彼 は？ 1 冗な 神士 になった と I ム 

ふ。 是が 矢張り 傷める 魔 を 折らす、 煙れる 麻 を 消さす、 眞理を 以て 道 を 示す とい ふに 當る。 耶 の 

精 祌は斯 の 通りで あるから、 人に 捨てられ 世に 見放された 者 を も 捨てる ことで ない。 忠み 深い 手 を 

以て 之 を 救 はれる。 自 から 棄 てるに 至った 者に も、 麻の 煙れる 所、 藤の 折れた る を 兌た 様な 點を發 

兑し、 遂に 之 を 救 ひ 出さる るが、 吾耶穌 基督で ある。 國民 でも 個人で も 北ハの 通りで ある。 

ラスキン #1 て 一 派の 人士 を晉 つたこと が ある。 曰く 世に は 神の 僕で あると 自 から 吹 SI する^が 少 

なくない。 併し 8. は 僕で も 御者の 部類に 屬 する 者で ある。 8. は 立派な 馬 の 後方 に乘 つかつ 

て、 帽子 を 金 光りに 光らせて 居る と。 實に晏 子の 御者で はない が、 神の僕でも御^^1として、 ^^を 

ちまた  ト 

飾る 速 中ば かりで は 仕様がない。 基督 は祌の 僕で あるが、 微に聲 を 聞え しめす、 炭吿が 大^ ひで あ 

つた。 

a つ 基督の 仕事 は、 負擔を 出来る 丈け 輕 くして 濟 せたいと 云 ふ 様子が 少しも 見えぬ。 僕た るの 務 

を豐 かに 仕遂げられた。 其の 働きに は骨惜 みがない。 爲られ る だけ 爲 ると いふ 流 懷 であった。 i^. い々 

の 慈善 は 何の 位で 濟 むかと 云ふ點 にば かひ 心配す る。 恰 かも 罰金 を牧ら るる 時分と 同じ だ。 懲役 人 


が宣吿 をう けぬ 前に、 幾日 位で 濟 むかと、 頻りに 胸算用す ると I 般、 多くの 道德は 罰金で ある。 慈 

3: は 懲役で ある。 耶穌の I 生涯 は 之と 反對で 全く 惜し 氣 のない 慈善であった。 何度まで 造れる かと 

け,： \ 

云 ふが 耶穌の 心掛けた 善の 程度であった。 吾々 も、 何の 位で 濟 むかと 云 ふ 様な 吝な心 を 出さす、 何 

所まで 遣れる かと 力 1 ぱい 精一 ぱいに 遣 ひ 度い。 耶穌が 十字架に 至る まで 遣られた のが、 1^:: 々の模 

範 である。 

併し 耶穌が 社會を 救ったり、 慈善 を 行ったり する に 就て、 嚴 重に 守られた 法則が ある。 之 を 忘れ 

ると トル ス トイ 見た 様な 病的 社會 主義 や 慈善 を稱 へる 様になる。 夫れ は 如何 云 ふこと かと 云 ふ- レ、 

むの， つか 

十字架 上に 身 をまで 捨てられた、 耶穌の 行動に は、 自然ら 二つの 制限が あった。 即ち 豚に 眞珠 を與 

うる 勿れと 云 ふが 其の 一つで ある。 吳れ ろと 言 はるれば、 何でも 吳れる 如き は、 耶穌の 主 栽で な 

い。 ^太 人が 奋蹟を 行って 貰 ひ 度い と 謂った とき、 基督 は斷然 これ を 撥ね付けた。 又频 りに パン を 

給與され度ぃと云ふ注文に^^しても、 矢張り 之 を担絕 された ので ある。 蓋し 斯の 如き 要求に 應 する 

の は、 精神 上 宜しくない さで、 斯道の 爲 めに ならす、 當 人達の 害に もなる。 故に 斷然 拒絶され た。 

トルストイ 流 籠なら ば、 奋蹟を 幾らでも 行 はねば なるまい、 パン を 出来る 限 ひ給與 せねば なる ま 

い。 耶穌が 右の 頰を 打た るれば 左の 顿を もと 言 はれた の を トル スト ィ流懷 に解釋 する に 至って は、 

拘子 定規 も 極まる ではない か。 耶穌の 行動が、 其の 正しい 註解で ある。 

も 一 つ は 外で もない。 ある 時 財産に 就て、 兄弟 喧啤を 仕た ものが、 耶穌に 共の 分配 方の 裁判 を 5^ 


いだ。 成る 程、 n 儿， ij^.gt. はせ；； くない こと、 之 を 調停す る は、 ま： いこと である。 けれども 事なら ば 

M でも、 之を爲 さざる ベから すと 云 ふ 道理 はない。 人に は 各々 分際が ある。 與 へられた 使命が あ 

る。 之を餘 所に して：！： でも §1 事なら ぱ總て 之を爲 べしと 肯ふ答 はない。 耶穌は 財産の 分配 方 は、 縱 

ひ であるに もせよ、 之に は關 係せられ なかった。 以色列 人に 傅^す る爲に はされ たので ある 

から、 彼 は 異邦人に は 手 を 着けぬ 様に 注意され た。 其の 偶れ むべき 狀態を 兌て は、 心 も 動いた であ 

らうが、 主 は 之に 對 して 働ら きを _ 先し 控えられ たと 見える。 是は 大切な 规則 である。 今日の 敎. $：： が 

無 11" に： s,^:: 問 题に手 を 出したり、 傅 近 が？ ® 然慈 事業に 奔走したり、 ^だしき は W 中；. の 乎 先 

きと はって、 g: 々然 たる は 何たる 間遠で あるか。 人 は 各々 自分の 命ぜられた 使命の 範 園が- y まって 

W る。 ^心 I 意之に 忠義 を盡 さねば ならぬ。 

(一 九 〇 四^ 1 二  n) 


『^^カイ ザ リャ. ピリ ピの 方に 到りし とき、 其の 弟子に 問 ふて 曰 ひける は、 人々 は 人の子 を 誰と ぃュ や。』 

(15<傳 一六の 二 11) 

人の子と いふ は 如何なる 意味で あるか。 是は 耶穌が 好んで 用 ゐられ た名稱 で、 n;^ も 多く 使 はれて 一 

居る。 之に つ いて 色々 議論 も あるが 『人々 は 人の子 を 誰と いふ や』 と ある を！ 13- れば、 當時之 をメシ 

ャを 5^ す ものと 摊釋 しなかった だら うと 思 はれる。 又 耶穌も 然ぅ言 ふ 積り で 之 を 川 ゐられ なかった」 

さ  J 

ので あらう。 問 ふ もの も、 問 はれる もの も 一様に 之 を メシャ のこと と 極めて 居た ものなら ば ^は 一 

れた も 判らす ぺテ。 の 答 も、 メシャ は メシャ なりと いった 様な 意味に なって、 颠る變 な 工合に 一 

なる。 故に 雙方 とも メシャ のこと を 指す と は 理解して 居らなん だ。  一 

然 うかと 衬 つて、 輕ぃ 意味の 言と も 思へ ぬ。 非常に 嚴肅 なる 意味 を 含んで 居る。 蓋 耶穌は 共の 性 一 

H、 ；人職 及び 精神な どに ついて 甚だ 重大な 或る 點を 此の 名 稱で現 はされ たので ある。 

^1 に 耶^が 正 は、 正銘の 人類で あり、 何も彼も 全く 自ら を 人と 同一 に爲 された と肯ふ 意味が 此の 

名稱の 中に 示されて ある。 ピリ ピ 第二の 六、 及び 七に 『彼 は 神の 體 にて 居りし かど も 自ら 其の 神と 一 

.几| しく ある 所の こと を棄て 難き ことと 意 はす、 反て 己 を^う し、 僕の 貌を とりて 人の 如く なれり』 と 一 


ある。 さう して 其の 八 節に は 『旣に 人の 形狀 にて 現 はる』 として あるが、 此れ 即ち 人の子と いふ 意 

味に おる ので あらう。 耶穌 は完く 人と 北 ハの貌 を 问 うせられ たと 首 ふが、 如何なる 次 であるか。 

或 時 『狐 は 穴 あり、 天空の £i? は m 、あり、 然れど 人の子 は 竹 を 枕す る 所な し』 と はれた こと も，.；；： 

る。 价 かも 多くの 1^ 乏 人に 向って、 我 こそ 汝 等の 仲^で 有る。 兄お である、 贫の みは 我 も，：：：： から 

具 に 之 を； 一::t め て 居る と 言 は れた 次 tj^ で 、 耶穌は K に 貧 の 友達で.；；； る。 

又 人の子 心す 多くの 苦み を 受け * ぉ老、 祭司 長、 舉者 どもに 棄 てられ 且？ 权 さると ilrn はれた が、 北ハれ 

で n 儿 ると 人の子と 云 ふ 言に は 此の 棄られ 殺されと ある 意味が 深く 能って 居る に相途 ない。 一ば i を換へ 

さ 53  とも i5。 

て 之 を： W へば 世の中に 苦贿 をして 居る 人、 棄 てられて 寂寥し く  f る聚、 ^^？に艱んだり， 戰 に ft 

^^したりして^へて居る^、 或は 此の 廣、 い 人の 多く 群って 居る 都の 中で も 只 一 人で 覺朿 ない 生^ を 

して £ ^る もの 共に 取りて は、 耶穌が 全く 同じ 仲 問で ある。 彼 は 我も汝 等と IlE じ 經驗が ある、 ^^に 

於て も 寂黎 さに 於て も實 に 人類 の 兄 ^^-で 右 る と 肯は れた。 

ちょ 

『肯を 以て 人の子に 背く もの は赦 さる 可し』 と 云 ふ 御言 もお る。 之を微 つと 考へ ると 人の子に ^く 

は {^1::^ な ことで、 稍ゃ輕 さう に考 へらる るが、 實 は然ら す。 人に惡 口され て サタン、 ベ ルゼ ブルな 

どと iml られて も餘り 耶穌の 胸に は反應 へない かと 思 ふ 人 も 右る だら うが、 {^を以て人の^^に^くと 

右る を：： れば 決して 左様 は 行かぬ。 耶穌は 身體を 刺す 鉗 を 以ての みならす、 人の 一一 一一：： に. H つて：！？ 艰-傷 

を ft せられた。 人類の 無理 無情なる 首 は犇々 と 基督の 胸に 常った。 首 を以 つて 人の子に S== くもの は 


赦 さるべし と 首 はれた 中には 無量の 苦痛と 名狀 すべから ざる 嘆と が 能って 居る、 人生 誤解され る 

程 苦い こと は 無い。 有らぬ 浮 名 を 流され、 讒言 徘 謗の 衝に當 る は： S だ 辛い ことで おる。 衆 口金 を!^ 

かす。 人 首 恐る 可し だ。  * 

^故； 大滿宮 に 人が 歸 依す るかと 云 ふに、 外で は 無い。 道 眞が護 者の 舌頭に 揺って おんだと 云ふ歷 

史に 因み、 之と I:!: じ 様な 目に 逢され る 人々 が 同情 を 寄せる からでお る。 主 耶穌は 矢張り 人の 一一 n で IS 

めら れた 其の 經驗に 依りて、 多くの 人々 と 兄弟で ある。 彼 も識翻 誤解から 生す る 苦痛の 杯 を 飲み干 

された 中の 一人で 存る。 此の 意味 も 人の子と 云 ふ 中に 含まれて 居る。 まだいろ くお るが、 要する 

に 耶穌基 # は 人 の 辛酸 苦勞に 於て 露實 我々 の 兄弟と 言 はねば ならぬ。 主 は 人類と 極めて 近い 方で 

あ-る。 

次に 人の子と は 我 こそ 理想的の 人で 有る と 言った と 同然、 其の 自ら 任す るの 大な るに 驚く。 主耶 

穌 は 萬！^ の 標準で ある、 智惠 に奔る ギリシャ 人 も、 道德に 僻す る 希 伯來人 も、 ラテン 人種 や チウ ト 

ン 人秘、 詩的 趣味に 乏しい 支那の 人、 幾分 か 歌心 あるか も 知れぬ 曰 本人に 至る まで、 耶穌を 以て 共 

の现 想と せねば； $： 人類の 本領 を完 ふす る ことが 出来ぬ。 學ん で愈盡 きす、 之に 做 ふて 益 及び難い こ 

とを感 する 理想の 實現は 我々 の 主耶穌 基督で ある。 馬可傳 二の 廿七、 八に 『また 彼等に 曰け る は， 安 

ゆ-日 は 人の 爲に 設けられ たる 者に して 人 は 安息日の 爲に 設けられ たる 者に 非す。 然ば 人の子 は 安 c| 

日に も 主たる 也』 と 曰 はれて 居る。 文の 前後 を考 へて 見る と 蓋し 次の 如き 意味になる であらう。 安 


4 曰なる もの は 人の 品性 を 立派に する 爲 めに 設けられ たもので、 即ち 發達を 成就す るが その 目 

的で ある。 安な 日 は 此の 目的の 手段に 過ぎぬ。 安. El 日あって の 人で 無く、 人あって の 安息日と 云 は 

ねばならぬ。 ところが 玆に耶 as と 云 ふ 人が ある。 彼 は 明かに 人物の 完全した ものであるから 詮 する 

所 安 e 、-日 は 北ハの 方法であって、 彼が 即ち 共の 目 的に 當る。 安总 日の 存在す る 现出は 耶穌の 如き 地位 

に 達する 爲に 外ならぬ。 若し 目的が 手段 を 支配す る もの なれば 耶穌は 即ち 安息 曰の 主で 有る。 彼 は 

安 な 日の 議論 を藉 りて、 餘 所ながら 己れ が 现想的 人類で ある こと を 暗示せられ た。 馬 可 十萆の W 四 

及 四 五に 曰く 『また 汝 等のう ち 首た らんと 欲 ふ もの は 凡ての 人の 僕と ならん。 北ハは 人の子の 來るも 

人 を 役 ふために 非す、 反って 人に 役 はれ 且 多くの 人に 代り 其の 生命 を與 へて 喷 とならん S めな り』 

と。 此れ も 我 は 人類の 理想で あるから、 我が 爲す 如くせ よと 云 はれた ので 右る。 

又 路加 傳廿 一 章卅六 節に、 『是 故に 汝等 儆酲 みて 此の 臨まん とする 凡ての 事 を 避れ 亦た 人の子の 前 

に 立ち 得る やう 常に IS れ』 と あるが、 是も 矢張り 同じ， t で 有る。 人の子 は 人 ^ の校範 であるから、 

之に 較べて 逮 はぬ やう 模範に して 耻 かしから ぬ やうに、 之に 比較され る 場合に 臨みて 狼 犯して 

面目 を 失 はない やう 平生 心 懸けて 祈れと 云 ふ 意味で ある。 我々 は 常に 人の子の 前に 立 得る やうに 用 

心せねば ならぬ。 斯の 如く 耶穌は 人の子と して 我々 の 理想で ある。 代表的の 人物で ある。 此の 事實 

は 我々 の 助けに な ひ 慰めに なり 力になる。 何故ならば 若し 耶穌が 人で 無かった ならば、 人に K 現せ 

らる 可き 本當の 理想 を 示した もので 無かった ならば 反て 人^の 失望 を來す 道理になる。 支那の 經書 


を 兄る に舜も 人な り 我 も 人な りと 言って あるが、 即ち 克己 修身に 力 を 致す 儒者の 慰めで ある。 人 皆 

な §^ 舜 たるべし だから、 幾ら 失敗しても 成功 を 望んで 大奮發 する 氣 になれ るんだ。 其 所で 耶穌 は祌 

である、 及びも付かぬ 神で あると いふ 一 言の みで は、 何程 耶穌が 豪く ども 大きく とも 架く あると も、 

ま る 

我々 は 茫然 失望せ ざる を 得ぬ。 全然で 種類の 異っ たもので 全く 無、 關 係の ものに なって 了 ふ。 に耶 

穌は 人の子で ある。 人の子と して 缺 けの 無い 眞 正の 人^で ある U 然か のみなら す耶穌 ばかりが 本當 

の 人で ある。 現在 我々 御 様に 僅かに 人 問の 皮 を 被って 居る まで ビ、 薬 人形に 衣裳 を $S せた 様な も 

のか も 知れぬ。 故に 耶穌 はへ 。デ 見た やうな 王様 を捉 へて 彼の 狐に 吿げ よと 云 はれ、 ョ ハネ も蜋の 

裔 よと^ 篤した ので ある。 滔々 たる 天下 横目 縱 鼻の 人は眞 正の 人間で ない。 眞 正の 人 W は耶穌 一人 

のみで ある。 併し 耶穌は 人で ある。 故に 我々 も 神の 恩寵に 與 かるならば 耶穌の 如くに なれる。 必す 

然 うなれる。 耶穌の 如くなる 爲 めに 我々 は 救 はれた ので ある。 斯く考 へる と實に 愉快で ある。 我々 

の 精神 之が ために 振 ひ、 苦痛 も 慰められ、 失望 も 取 去られる ことが 出来る。 

人^の 手で 色 々失敗 をし 惡事 をして 墮落 をして 居る の は 全く 其の 心 がらで 苻る。 北ハの 破壊 s: だし 

くして 大變な ことにな つて 居る。 然し 神 は斯の 如く 耶穌に 於て 我々 に 近くな つて 居る からに は、 よ 

し 人の 爲し たこと は 如何 あっても 元の通りに 正せぬ こと は 無い。 神が 人 問に 近くな り、 即ち 耶穌 

は 人に なった ものであるから、 罪 も 惱みも 何も彼も 取 返しの つかぬ 氣遣 ひなし だ。 $1 之 を 元の 儘に 

取 直し 之 を 前よりも 最 つと 立派に する ことが 出来る。 


tl^ 三 人の子と 云 ふ 中には 耶穌が 非常なる 榮光を 以て 天地 を 統べ 萬 尺 を 支. 配す ると 云 ふ 味も^ 

つて：^ る。 人の子 は c ら世を 霧 判く ものである。 是は S から 祌で あると m 心って：^ ら ねば 到底 t; へま 

いと m 心 ふこと である。 例へば 『人の子 其の 使者 等 を 造 はさん』 、或は 『人の子 は 父の 榮光 のために 聖 

くら. Q  ちから 

き 使と サ： ハに來 らん』、 『人の子 榮 光の 御 位に^ せり』、 『人の子 能力の 右に ゆ： す を 兌ん』 など あるが、 

耶穌 の n 任 は 驚く ベ きも ので 有る。 

我々 は 神が 人と なられた てふィ ン カルネ ー ショ ンを：；^^る。 是は次 11； 神の 子と 一： ム ふこと に 就て 說 

く 時に 論す る 機 \ け を iS: るで あらう。 何に しても 人の子と 云 ふ 名 を 耶穌が 喜んで 川 ゐられ たので 考へ 

て兑 ると、 我々 人^の 將 來が顿 母し くなる。 但以现 害 七 S: 十に 四つの 王 岡の ことが 出て ゐる。 先づ獅 

子、 熊、 豹の 如き 恐ろしい ti が 出て 其の 野 な 腕力 を 揮 ふと 首って ある。 今 n でも if 洲の戰 を M 

くなら ば、 如何に 此 世の中に は-機 力が 跌 1::^ して 居る かが 判る。 決して 人類^ 界 CMm 然の^ 態で は 無 

い。 併し 但以现 を 護んで 行く と 人道が 終に 勝利 を 得て、 靈 的の 勢力が 捷ち をい：： める？ S になる と 卞：； ： い 

て ある。 の 王！： 亡びて 玆に 人の子の 王 固が 興起す る 時代と なる。 耶穌 に. E つて 人^らしい^ 界が 

^立され るので 有る。 若し 之 を 信じないならば 例 令 人道 呼 はり をして 叫^!^. 胞の 文明、 王 を n に 

へて 騷ぎ冋 つても、 世界 は 依然として 滿洲の 有様で ある •、 何 所に 人 迸が 勝利 を^べき 希望が ある。 

^だ 心細い。 然し 人の子と 云 ふ 名 を 欣んで 使 はれた ナザレの 耶 ii、 、王なる 祌の子 基督が 『g. げられ 

なば^：^ を 引き寄せん』 と 言 はれた のに 出て 心 强く感 する、 尙ー っ考 へねば ならぬ こと は 希 们來ま 口 


四 章の 十五 節に 『蓋 は 我等が 接 弱 を體恤 こと 能 はざる 祭司の 長 は 我 倚に あらす』 此は我 倚の 戴いて 

居る 祭司の 長 は 我 倚が i は 弱き を 思 ひ 遣 ことの 出来ない もので 無い と 云 ふ 化な 味で ある。 乏しき こと 

も、 弱き こと も、 世の 誤解 も、 哀別 離苦 も、 道德 上の 戰ハ f も、 人？ i の 苦痛 は 悉く 耶穌の 【赏驗 せられ 

た 所で ある。 其の 一 生 は 血の 出る やうな 經 驗で充 ちて 居る。 人の子なる 主 は 自己の 經驗に 出り て 我 

等 の 弱き を 思 ひ 遣る ことが 出来る。 我等 の 淚を拭 ひて 我等 を 救 ふこと の 出來る カ强き 慰め は ナザレ 

の耶穌 である。 
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^勝と 傳道 


. 『七の 後耶 f リラ ャの 湖、 卽ち テベ リャの 湖の 前山 ズ やしに、 許 多の 人々 之に 隨ふ。 ，彼が まし 

直しが 故な リ。 耶稣^ に f  、 草 あに 其 所に 坐せ リ。 2 ダ の i の 節に 近 

し。— 耶， I げて 多くの 人の 來れる i て ピリ。 ホに 曰け る は、 何 所よ リバ ンを 市て 彼等 S はしむ 

べき か、 ，H ら ハ S さんと する こと を 知れ ど、 彼 を 試みん が ほに 如此 口へ るな リ。 ピリ ポ 答へ ける は.. - 

二 百 ゥ。、 ンも人 ごとに 少しづつ 予 へて なほ 足ら、 び 2f し。 弟子の 一人、 卽ちシ モン *ぺ テロの 兄お ァ 

ンデ レ，， ， ^て ョ ける は、 此 所に. 一人の 童子 あり t ん麥の パン 五つと 小さき 魚 二つ をお てリ 然ォと W グ 

ャ 多の 人 こ 如^ C すべき ぞ 。耶轹 曰 ひける は 人々 を 坐、 しせよ。 其 所に 多くの 草 ぁリ、 約 そ 五畔人 ほど.. -I 

" 耶,, ；-ン をと り S り 謝て 弟子に 予へ 弟子 之 を 坐りし 人に 予ふ。 乂斯の 如く  H 化て 小さき f も"々 

の- f に隨ひ 5 等に 與 へたり。 みな 飽きた る 後ち 11^ 子に 曰け る は 少しも 廢 はざる や" に 其のす 

の f まめよ。 彼等が 寒し &の 五の 舊の。 ハンの 餘 造の 屑 を I めければ、 十二 S に f.u 

に々 s^v^ つ， 了. ししん. -跡を 見て 此は 誠に 世に 臨るべき 預言者な りと 曰 ふ。 ！^^-に於て耶斛：彼等カ來り 

て已を 王に 爲 さんと する を 知リ、 獨り にて 之 を 避け、 再び 山に 入りた リ。』 (約 翰 傅 六の 一 1 ー五ソ 

是れは ガリ ラャの 湖 近き 高地、 靑草 星る ばかり、 恰 かも 綠の墨 を 布い £1 に、 夕陽に f 

する ヨルダン 河の 流れ 最も 淸ら かな 景色 を 前に 控 へての 实會 である。 其の 爽快なる は靑 天の .--p  く. - 

きと 同じ ことで、 之 を 想像した ばかりで も 心が 翌 つかと 警れ る。 isil-f 
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>ご£ し  のどか f^.^ 

の！^驗に與ったのでぁる。 断 様な 实會が 世に 多く 有ったならば、 人生 は 如^ば かり 宽な狀 態になる 

であらう か。 

是 より 先き 耶 穌の爲 された こと 及び 共の 門 人 等が 諸方に 傳道を 試みた 結^と して、 ユダヤの 人心 

は 職 然として 耶 穌に倾 いた。 人望 は 巨濤の 如く 其の 一身に 寄せて 來た。 數日$ 多くして 身體 にも 

疲 勞を覺 えたれば、 "：：^-子を誘ひて人無き所に返き、 齊 く 休息 せんとの 思 召で あつたが、 世^の 人氣 

は 之 を 許さなかった。 人民 は 耶穌の 先き 回り をして 雲霞の如く 寂 塞い 野原まで も 詰 懸けた。 ffi^ 可 傅 

の 方 を 見る と 『耶穌 出で て 許 多の 人 を 見る に 彼等 は牧ふ もの 無き 羊の 如き ものなる に 因って 之 を 偶 

さな  か 

む』 と 出て 罟 る。 彼等 自身 は 左程に も E 心 はなんだ であらう が、 耶穌の 見られた 所では 宛然 がら 牧ふも 

香§  ：:  > 

の 無き 羊 同様で、 氣の 毒な 耿態 であった。 今ゃ旅順陷落して都大路は祝勝に醉った人で充ち^.-がっ 

て 居る。 お祭り 騷 ぎに 狂奔す る 國民は 然る 所に 氣も 付かぬ で冇 らうが、 深く 考へ て兒 ると！： 民は牧 

ふ もの 無き 羊の 狀態 である。 親を擊 たれた 孤兒 や、 良人に 先立 たれた 敦 等 は 如何なる 慰め を.；； -て 

111^ るか。 名譽 ゃ虛榮 ばかりで は 迚も 心の 遣る 瀨が あるまい。 先 m も 旅 順の 戰に夫 を 失った 51 人が 御 

良人 様に は 今回 名 譽の戰 死 を 遂げられて 云々 と 來る人 毎に 慰められ るので、 心の中 は 益 泣く ばかり 

であると 嘆息して 語られた。 此の 一事で も 推察が 出来る。 お 祭 見た やうに わい/ \ 寄り 染っ たュダ 

かちいくさ 

ャ 人が 耶穌の 目に は牧ふ もの 無き 羊であった 如く、 滿洲の 勝戰に 機嫌 一杯なる 日本 國民も 鐵 的の 

方面から 言 へ ば 見る も^れな 次第で は ある ま い か。 


近來 人心が 大いに 港 # 敎に倾 き、 信仰 を 求む る 人が 餘？ £|p 加して、 何 所 も敎 勢が 望み 多し とのこ 

とで ある。 或は ユダヤ人が 耶 穌を搜 して 人 無き 野原まで 出 懸けた お 様 を 現出す るか も 知れぬ。 

むまく 

傅 ゆ： a の 好機 #は£ 心 はざる 時に 熟して 來た。 ゆめ 之 を 逸して はならぬ。 耶穌許 多の 人を兑 て 共の 牧ふ 

もの 無き 羊た る を かれた 心が 我々 にも 必要で ある。 人の 眞相を 兑て之 を 嘆き^ む 心が 深くな けれ 

ば傅逬 は出來 ぬ。 敎舞は 今一 段 此の 精神 を 耕して 世の 靈的狀 態 に^みの 淚を 流し、 之が 爲め i:^ 者 は 

n:j!3j^ 祈り をせ ねばならぬ。 只 だ勝戰 さに 誇る の 外 他事な き 人民の 中に あって 耶穌の 如く  33 而 n: な 忍 

ひ を おす 人が 多く 起らねば 園が 危 ，4^ い。 衆人に 先立って 救 はれた 我々 の 責任 極めて 重い こと を 忘れ 

まじき である。  - 

何故に 井せ # は 此の 奇跡 を 行 はれた か。 馬 可 僻に 據れば 『人々 の 食 ふべき もの 無き が 故に 北ハ の. n か 

あたり む- ：! さと  かし 一一 

ら 周^の 鄕 村に 行きて パ ンを需 めんが 爲 めに 彼等 を 去らし め 給へ』 と" 子等 は 智げに 議 したと 言 

へば、 人 S: は 少しの 辛抱で 食事に 有 付く ことが 出來 たので あらう。 或は * 子等の^ 旋で銀 二 のパ 

ンを n ひ來る こと も 出來ぬ ことではなかった らう。 是 しきの 場合に 異 能を现 はされ る は 妙 だと 疑 ふ 

人が 無い とも^らぬ。 然し 此 所が 反って 面. G いので ある。 腹が減って 倒れる ばかりになる を俟 たな 

ければ 食を與 へぬ と 言 ふ 如き は耶穌 の流懷 でない。 彼 は 其れよりも 乇ッと 親切で 宽，， k かで、 北 ハの人 

を 救 ふや 天 S 爛 である。 窃 だしき を俟 たないで、 親切 を 施 こす 風が 世に 流行したならば、 人^ 

の 苦 S は 如何の 位輕 減され るで あらう か。 

戰 勝と 傅 道  九 一 


戰 勝と！ t 道  九 二 

加 ふるに 是は踰 越の 時節で 耶穌の 胸中に は 自らの 成 行に 就き 深く 思 合する 所が あつたに 遠ない。 

『五つの パ ンと 二つの 魚 を 取り 天 を 仰ぎ 謝して』 と ある は、 恰も 一 家の 主人が 踰 越の 夕べ 家族の 食 

卓に 於て 爲す所 丸出しで、 耶穌 其の 時の 胸中の 感慨無量であった. i う。 馬 可が 殊： も. に 食前の 感謝に 

當 りて 耶穌の 額 色 を 書き記し たの は、 其の 有様に 何 か 尋常なら ぬ 所が 見えた ものと H め はれる。 して 

見る と 此の 奇跡 は 耶穌の 心事 を 表示した 所作に 外ならぬ。 取り も 直さす 靈的事 實の表 式で 有った。 

且つ 此の 奇跡に は ユダヤ 人 を {# 判す る 底意 あ り と も 見え る。 性質の 判ら ぬ 液體に 藥を 注いで 之 を 

.  .  む ぼしめ し 

分拆 する 如く、 今 耶穌は 此の 奇跡に 由って ユダヤ人の 魂 を分拆 して 其の 有の 儘 を 暴露させる 御 E 心 召 

であった らう。 多くの 人民 は 耶穌を 慕 ふて 居った が、 彼等 は眞實 耶穌を 喜ぶ もので あるか。 共の 動 

機 は 何れに ある。 形から 見る と 全く 耶穌の 徒と 見える が、 共の 精神 は 飛んでも 無い 方 に 向って 居 

るまい もので もない。 案の 條 彼等の 魂 は 此の 奇跡に 由って 分拆 され、 其の 黑 白が 判然り した。 邪穌 

奇 ぎなる 力 を 以て 多くの 民に 食 ⑩を與 へられた ので、 彼等 は 非常に 悅に 入り、 丁度 甘露で も 降った 

かの 如く、 贪焚飽 くこと を 知らざる 愁心增 長して、 只 だ 物質的の 希望に 眼 闇む のみで 有った。 灭來 

の 祝福 は 適 ま 彼等の 野心 を 熾ん ならしむ る 燃料 を 供す るに 過ぎなん だ。 人民 は 耶穌を 擁し、 之を强 

いて 王位に 就かし め、 心の 儘に 己が 慾 望 を充 たさんと 犇 めいた。 如何に 彼等の 心事 や 品性の It 露し 

たるよ。 其の 野心 は 照 魔 鏡に かけられた 如く 醜 體を現 はした。 耶穌が 『共の 弟子 を强 いて 舟に 乘 

せ、 向 ふの 岸なる べッサ イダへ 先づ 渡らし めたり』 と 言って あるより 考 ふれば、 ぺ テロ、 ヨハネの， 


f でが 人民の 野心に 感染れ かかって、 事態 甚だ 不安心と なった。 內 外相 應 じて 唯 物的の 火の手が 

餘 f 根強く なって 來た。 只 だ 人民が 此の 奇跡に 由って 審 刺された ばかりで 無く、  ^^-子{::1身も冋じこと 

であった。 是は資 に 日本の 時事に 適 中す 可き 敎訓 である。 滿 洲の戰 勝、 旅順の^落は赏に目出度ぃ 

^^で、 な：： 悅 極まりない 慶事で ある。 旭日の 旗 も 描ぐべし。 萬 歳の 聲も Jfs くが 如く なれ。 然しながら 

此 所が 大事で ある。 日本 は戰 勝の 結 mlfi して 其の 理想が 高尙 になる か、 將た^ 落して 物 的の 倾向 

ハ份 .te しく， 上下 §p つて 鄙 野なる 倾 向に 驅ら れは爲 まい か。 我 國民は 勝って 兜の 絡を緊 め、 愈謙遍 

面 n になって、 天 を 畏れ 人 を 敬す るの 道に 進み、 益 改善 進歩す る こと を 11 るなら ば、 1： 運の？ 16 端へ" 

回の 戰 勝に 上越す もの も あるまい。 如何 か兹ぅ つて 吳れ \ は 善い が、 まごく すると ユダヤ人が 

耶穌を 王に して 野心に 耽らう と 試みた と 同じ 結 ra^ に陷 るか も 知れぬ. - 斯く考 へ ると 今日は 戰勝を 祝 

する ばかりで 無く、 此の 萬 歲聲裡 に 肅然祌 に 祈らねば ならぬ。 我々 祌を 信す る ものの 责任、 必す §1 

にある。 

日淸戰 役の 時 基督 敎 の 傳道者 若く は 日 頃 理想 高し と の 評判 を 取 つ た 先輩 等 の 中に、 或は 魔が さ し 

たと でも 言 ふ 可き もの か、 妙な 計畫を 立てたり、 怪しい 野心 を 起したり、 相 率ゐて 岐路に 迷 ひ 入 

り、 北 ハれが 病み付きで 到頭 傳道も I 能め て 了 ひ、 品性まで 墮 落して 實に 悲慘な 始末に なった 人 も隨分 

ある。 .Ji?- 子等の 精祌狀 態が 危機に 陷 つたと 同様、 斯る 時節に は 恐ろしい 誘惑が 來る ものである。 今 

度 も 其の 通り、 基督 敎 徒の 中まで 悪い 風が 吹き荒む かも 知れぬ。 雪の 泥に 塗れた 程 醜く いもの は少 
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ない 如く、 野心に 塗れ、 世俗的の 愁念に 驅られ て、 有る まじき 方に 迷 ひ 込んだ 宗敎家 ほど 厭 ふ 可き 

もの は 無い。 年頭 計 畫區々 にして 世の中 戰 勝に 狂す る 時節 は 格別 工夫 も 企圖も 多忙 を 極む る ことで 

あらう が、 願く は耶穌 と共に 山に 登り、 祈り 明かし、 氣も 澄み、 心淸ら かにして 各 G! の出處 進退 を 

正しく 決し、 萬 事 祌の聖 3:1 に 背く 所な き！^ にしたい 

五つの パ ンと 二つの 魚が 大人の 男子ば かりで も 五 千 人 を 飽かしむ るに 足りた と 云 ふは不 m 心 議千萬 

で 6 るが、 我々 は 目前に 之と 同様な 奇跡の 横 はって 居る の を 忘れて はならぬ。 誰か 十 年 以前 日本軍 

に 今日 断の 如き 勝利 あるべき を豫 想し 得た か。 開 國以來 僅かに 五十 年、 米 艦 一 發の砲 聲に膽 を 冷や 

し、 面來 久しく 西洋の 威勢に 壓 迫せられ、 十 年 前に は遼東 還付の 屈辱 を さへ 忍びし 日本 は 忽ちに し 

て =^ 、^を はって 押へ、 威武 世界 を 震動せ しむる に 至った。 山中に 在る もの 共の 居る 所の. ー„2 きを 感ぜ 

ざる 如く、 我々 も 今日の 戰勝實 に 夢の 如く 驚くべき もの ある を 忘れる の氣遣 ひが ある。 今より 二十 

有餘华 以前の ことであった らう。 余 は當時 海軍 大尉で ありし 世 良田 少將と 一 夜 激論の 結 mi ^五に 恥 か 

しい？ £ 騷ぎ立 つた ことがある。 世 良田 君 は 海軍の 擴張を 盛んに iP へられた ので あるが、 余 は 阈カ甚 

だ 不足で 迚も 西洋の 强國 と戰ふ 程の 軍備 を 整 へ る ことが 難 かしい から、 當分 無益な 竹 折 を^さす、 

寧ろ 他の 方面に 勢力 を專ら にし、 . 徐ろに 軍備の 整頓に 及ぶべし と 主張した。 今から 考 へて 見る と 門 

外 漢の差 出口、 世 良田 少將の 立腹 も 無理と は 思 はぬ。 然し 是の笑 草に 過ぎぬ 余が 昔の 恥 は、 日本の 國 

力が 如， 町 4 五つの パンニつ の 魚に 均しき もので あつたか を、 證 明す るに 足る であらう。 然るに 我國 


の 威力 は 何時の M にか 今日の 強大なる 位 ™ むにまで 逮 した。 旅 順の^ 落 は 五つの パ ンと 二つの 魚を以 

て 五 千 人 を 飽かしめ た 類 ひで は あるまい か。 政治 上 や 軍務に 於け る 我々 の 先 M が 五つの パ ン 二つの 

魚にも顿^&^す、 1^ 往 直前、 =iS 々計甞 ；を實 行した 爲め、 loK- 今日の 戰勝を 祝す る 様になった。 ^の 

> ^佻 は 光りの  供より しと 云 ふの は此 所ら の^で あらう。 故に 光りの：；^ 供た る 敎は共 の- i ぶ 的 

戰備を <ト6 ぎ、 ^の 子供の 成功に 劣らざる やう 裔發 せねば ならぬ。 旅順の陷^^^は靈的方而に於ても2 

is の 勝利 ある 可き を豫 g せしめる ものである。 祝勝 騒ぎの 萬歲は isa 上の 突乘を 促が す信號 と 聞い 

て もおから う。 或は 今日の 戰勝を 以て 武士道の 賜 だと 言 ふ 先生 も ある。 成 武士 近に は隨分 奈ぃ所 

が ある。 實に 日本の 花と 謳 はれる も 道理 だ。 然し 今日の 戰ひは 士族の 戰 ひで 無い。 舉國一 致の 戰ひ 

である。 十； な 姓、 素 町人 等の 武勳赫 々たる 戰ひ である。 昔 は 義勇 奉公の 心 懸も無 かりし^ 民が、 今 

は 兒宽. 11^ 卒に 至る まで 愛國の 何物た るか を 解す る 様になった。 是れは 封建時代に ffi つて 夢にも 兑る 

ことの 出來 ざる 所、 人心の 變化 だしと 謂 はざる を 得ない。 明治 卄 一年と si 憶す るが、 英^の：^1^^- 

大佐 マッグ レゴル 氏 口 ン ドンに 於け る 或る 集會の 席上 余に 戯れて n く、  n 木 人 は 溫^{ なる 人 rj^- であ 

る。 せて 尉 {z: として 一軍 艦に 勤務し、 下の 關砲 擊に與 かりし 時、 長 州 兵の m 亂 せし 後、 彼. の 地方の 

姓 町人 は：： 取 も 叮嚀に 余 等 を 待遇し、 僅かば かりの 賃銀に 滿 足して 砲台の 物品 を 艦に 運び 入る る 

など、 だ 柔順に 働き L 犬れ た 云々。 立憲政治の 感化 を 被り、 維新 以後の 敎^ に 養 はれし 人々 に は 信 

する こと の 難しい g 度にまで マッグ レゴ ル 大佐の は 封建時代に 於け る 我！： 姓 町人 の寫 le であ 
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る。 板 S 伯 は 戌 辰の 役會津 落城の 節、 百姓が 禁 細せられ たる 藩主に 隨摩 字の 初物 を獻 上す る こと を 

知った のみで、 社稷の 安危に は 全く 無頓着で あつたと 云 ふ事實 から 民權 主義の 必要に m 心 ひ 付た と 言 

はれる。 们の民 權說の 起源が 粱 して 自 から 得意 然として 說 かれる. S くで あるか 否や、 此は刖 题と 

して マッグ レゴル 大佐の 話と 相 j::: て 我々 を 同一 の 結論に 導く ものと 思 はれる。 如何にして 口 本の- 「口 

姓 町人まで が斯の 如く 豪くな つた か。 武士道が 人民 を 率 ゐた點 も あらう けれども、 亦た 大いに 两洋 

文明の 賜、 新敎 育の 結 某、 立憲政治の 恩澤 であると 認めざる を 得ない。 之 を 封建時代の 武士道に の 

み歸 する は開國 以後の 英雄、 志士、 擧者、 敎育 者の 賜 を 無にする 譯で 不都合 極まる 話で ある。 旅 順 

の 陷落は l^s 武士道よりも 新 武士道の 力で ある。 而 して 新 武士道に は 舶来の 分？.^ 亦少 からぬ を 忘れて 

はならぬ。 隨 つて 基督 敎の 力に 歸す 可き 所も少 くない。 鐡砲 玉も强 い。 下 瀨火藥 の 爆 發カは K に 怖 

ろし い。 然し 是等 勢力 を 活用して 驚く べき 功 を 奏せし めた 新 武士道 を 現出せ しめた 民 權論ゃ 英文 

舉、 さて は飜譯 書、 小學讀 本な どの 力 も 決して 之に 劣り はせ ぬ。 精祌的 勢力の 斯 くまで， に 効^ 著 

しき を 見れば、 世界 は 決して 武力の みに 閉口すべき 寄で 無い。 叉 日 木 人民 は 土百姓 素 町人に 至る ま 

で 僅々^ 年間に 性格 ゃ氣 風が 非常に 變 化した。 日本人 稷は頼 母し き 天性 を 具へ て It!^ る。 感化の 出來 

る 人民で ある。 敎 育の 効 栗 著しい 人民で ある。 故に 傳 道の 望み を 最も 多く 屬 すべき 人民で ある。 五 

つの パ ン 二つの 魚に IP" りす 可ら す。 旅 順の 陷落は 日本 國 民の 悔改 むる 前兆と も 見るべく、 北 ハの保 

として 安、.：： を與 へる 左 券と も 見るべき ものである。 實に今度の戰^^に因って我々は俾道の勇氣百 


^したやう に感 する。 

基 傅と 共の 十字架の 外賴 むべき 武器 をお せざる、 叉 有す 可らざる K ヒ^の 敎會が 武人の 滿洲に 於け 

ち- H  く 

る やうな 成功 を收め やうと 思 ふなら ば、 r 米 一 に は、 前に も 言へ る 如く 許 多の 民 を 見て 切に 之 を^れ 

まねば ならぬ。 人類の 靈的狀 態 を 嘆き、 基 Is- の 心 を 以て 之を悲 むが 傳 道の 發 動機で ある。 

ゾ S  二 耶穌は 五つの パンニつ の 魚を微 し、 之 を 用ゐて 多くの 民 を 養 はれた。 我みは現在有て：！^；る 

所の 勢力 を 悉く 獻げて 主の 川に 供す 可き である。 因循 姑总、 濫りに逸巡して^^慢なる存在を^^^ 

し、 漫然 將來の 幸運 を 夢想して 安眠 を 貪って はならぬ。 有る もの を 悉く 獻げ、 全く 己を盡 して 活動 

する が 耶穌の 望まれる 所で ある。 

^三 耶穌は 天 を 仰ぎ 謝して 五つの パンと 二つの 魚 を 分配 せられた。 感謝の 中に 絶大の 勢力が 發 

挪 せられた ものと 兒 える。 鬼 角 我々 は 感謝せ ぬ。 不足 を感 する ことが 强ぃ。 より 善き 機 會を穴 r: 憑み 

して 旣に與 へられて 居る 所の 機會 を輕ん する。 主の 事業 を 義務と して 负擔 する こと を 知って W れど 

も、 特權 として 之 を歡迎 する 餘裕を 魂に 所 布せ ぬ。 若し 感謝す る ことが 今より 多くなる ならば 必す 

勢力が 五つ のパ ン 二つの 魚で 五 千 人に 事足りた 様になる を 疑 はぬ。 

『汝等 彼等に 食を與 へよ』 と、 耶穌 の聲は 明治^ 八 年の 元旦より 愈鮮 かに 我々 の 耳に ii えて： H: る。 

願く は 相 共に 主の 御 聲に應 じ、 立ちて 此の 光榮 ある 事業に 力 を盡す こと を 得ん。 

(一 九 〇 五 年 一 5 
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『愛に 一 人の 愛子 ありけ るが、 此の 我が 子 は 敬 ふならん と 曰 ひて、 遂に 其の 子 を 遣 はしし に、 夫 等 互 

に 曰 ひける は、 此は 嗣子な り 率で 之 を 殺さん、 然 らば 産業 は 我 儕の ものと ならん』 (fl^.v 一) 

此の 一人の 愛子と 云 ふ 言に 由り て、 耶穌が 神と 自身との 關係を 何う 見て 居られた か、 又隨 つて 其 

れ から 生す る 人との 關係 をも考 へて 見たい と 思 ふ。 

爱に 一 人の 愛子 ありと 云 ふ 言 は、 恰も 耶穌の 心に 映 じた 畫の やうな もので、 之 を 通じて 其の 胸 巾 

に 何う 云 ふ 思想、 何う 云 ふ 心ば えが あつたか、 幾分 か 之 を 推し量る ことが 出來 る。 

耶穌の 事 を 知らう と 思 ふなら ば、 此方から 理屈 を附 けて 彼れ の是れ のと 議論 をす る は 殆んど 無益 一 

である。 唯 だ耶穌 をして 自ら 語らし め、 自ら 何ん と考 へて 居られた かと 云 ふこと を 知る がー 骄{ 几し 

い。 其の 外に 耶穌を 知る 途は. 5^。 我々 は 天に 在す 祌を 確かに 父と 稱んで 居る。 天の 祌は 其の 雨 を 

た s> し 5a もの た 5* しからざる もの  よき もの  あしき もの  しか： 

義者 にも 不義 者に も 降らせ、 其の 日 を 善 者に も惡 者に も 照らし 給 ふ。 實 に廣大 無量の 愛で ある。 然； 

も 我々 が 自ら 神の 子供で あると 考 へて 居る のと、 耶穌が 自ら 神の 子と 考 へて 居られた と は 大變違 ふ j 

た •> ひと リ 

所が ある。 子 耶穌は 神の 唯一 個の 子で ある。 我々 が 神の 子供で あると 耶穌が 神の 子で あると は， 無 


論 同じ 所 も あるが、 一 方に 於て は 非常に 違って 居る。 其れ は 其の 譬を 15- て も 分る。 萄葡 の 主人 ま 

か 2J り 

葡萄の 菜 を牧穫 らせんが ために 農夫 等の 許に 多くの 僕 を 交々 遣 はした。 僕と はモ ー ゼ、 ダビデ 等の 

如き 昔し の 预首者 を 指した ので ある。 而 して 耶穌の 自ら 考 へられた 所に 據れ ば、 彼等 は祌の 僕で あ 

るが、 自身 は 其の 唯 だ 一 人の子で ある。 非常に 大きい 自信で はない か。 何程 豪い 人が 交る，^ 出て 

人に 敎へ たにしても 彼等 は 神の 僕で あるに 過ぎぬ けれど、 我 は祌の 子で あると。 叉 福 昔 中 耶穌に 

就て 書いて ある 所 を 讀んで 見る に、 耶穌 は祈禱 をす るの が 常々 の習惯 であった にも 拘ら す、 未だ 曾 

てお 子と 一緒に 祈禱 した ことが 書いて ない。 共に 祈 禱會を 開いて 同じ やうに 祈った と 云 ふ 事 は 少し 

も 一?:^H に 見えない。 何う しても 耶穌と 祌の關 係に 就て は、 外の 罪 ある 人々 と共に 祈る ことの 出來ぬ 

部分が あつたに に 違 ひない。 到底 他の 人と は 共に 祈禱 する ことが 出來 なかった ものと W わ はれる。 此 

邊は耶 穌の傳 記 を 調べる ものに 對 して 非常に 興味 ある 事實 である。 祌 のこと を 語らる る 時で も、 自 

己と 天父との 關係は 凡て 外の 人のと 何だか til 別の ありさう に 見える。 例へば 我が 父汝 の 父、 我が 

祌汝 等の 祌と言 はれた。 耶穌が 自己 を祌の 子と 稱 ばれる の は、 外の 人が 神の 子供で あるに 比 ぶれ 

ば、 餘程 違った 所が あるに 相違ない。 我々 が 神の 子供で あるの は耶穌 から 之 を 受けた 結^で ある。 

我々 は 其の 末流で 耶穌は 神の 子た る 源で ある。 人 は 誰でも 耶穌に 依ら ざれば 祌の 子た る ことが 出來 

ぬ。 耶穌は 外より 力 を 借らす に 自ら 神の 子た る こと を備 へて 居る。 我々 が 神 を 信す るに 至った； S 末 

を考 へて 見る と、 決して 自分 一 人で 神の 子と なった 譯 でない。 我々 は 放蕩なる 不孝 子で ある。 到 
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底 自ら 進んで 神の 子供ら しい 性質に なれなかった。 唯 我々 の爲に 死にた まひし 耶穌が 神に 對 して 如 

何 こも 美 はし い 性質 を備 へて 居られた に 感服し 之に 同化され たので ある。 耶穌の 神の 子た る 力に 助 

けら 1 て、 我々 も 辛うじて 祌の 子供ら しい 心に なり、 又 斯る詞 が 罪 ある 我 々の！：^ より 出る やうに 成 

つたので ある。 

15^/考 へて兒れば耶穌が他の人と違った意味で祌の子供でぁると云ふことが判る。 一 人の 愛子と 

あるが、 此 愛子と 云 ふ. Si は 如何にも 親しい、 誠に 情の 厚い 語で ある。 靄 然として 抱すべき 鋭し みの 

お W が 溢， 1 て 居る。 此の 愛子と 云 ふ 語に は祌の 心と 耶穌の 心と 全く 調和して 少しも 逮は ぬと 云 ふ 意味 

が 第一 籠って 居る。 耶穌は 始終 祌と 調子が 合った。 神と 耶穌と E 《ひが 一 つで ある。 少しで も 神の 思 

召と 喰ひ逮 つた 所 は 耶穌の 胸中に ない。 故に 約 翰傳十 一章 ffl 十二 節に 主 は 天父に 向って 『我れ 汝が 

恒に 我れ に聽 くこと を 知る』 と 曰 はれた。 耶穌の 心に は 少しも 神に 離れた ことなくして 全く 一致し 

て 居る。 約 翰 傳八章 二十 九 節に 『我れ 恒に 彼れ の 心に 適 ふ 事 を 行 ふ』 と ある。 斯んな こと は 容易に 

n 外さ- e る もので ない。 耶穌は 恒に祌 の 心に 適 ふ 事 を 行って 居る と 云 ふ 確信が あった" 何う して 斯， 

う 云 ふこと がー 可へ やう か。 我が 爲す 所、 計る 所、 營む所 は、 決して ：！ の 心に 背いて 居らぬ、 惊に祌 

の 、い に 適 ふ 事 を 行 つて 居る と は、 驚く ベ き 言 ひ 分で あ る 。 

^is 十二 歳の 時 エルサレムに 居 淺られ たため、 親等に 叱責ら れた 時、 我れ 我が 父の を務 むべき 

を 知らざる かと 一一 一一：： はれた。 天の 父の 仕業 をす るの が 其の 天職で ある。 幼少の 時分から 耶穌の m 心 想 は 


斯 くの 如くで あ つた。 其の 俾、 ぉ將に 終らん とする 時、 『我 汝の榮 を 世に 顯 はし 汝の 我に 委ねし 所の 行 

は 我 これ を 成せり』 (ffIG と 首 はれた。 耶穌は 斯う 云 ふ 意識であった。 心中 少しも 祌の 命に 背か 

す、 全く 祌の 心と 一 致し、 祌と 完全なる 同情 を 持ち Jg けて 居られた ので ある。 K に不 m 心議 である。 

耶穌は 本 常に 祌の牵 子で ある。 

口 ボルト • ブラウ 二 ングの 詩に 人生の 悲 慘を寫 した 一 句が ある。 之を譯 して 話 にす ると 然 ほどに 

もない が、 如何にも カ强ぃ 文字で ある。 人間 は 一 體 何か缺 けて 居る。 何が 缺點 であるか。 S は 草木 

が綠 りに 茂って 盛んな 光景で ある。 叉 空の 靑色は 誠に 立派に 晴れ渡り、 玲瑜 として 輝いて 居る。 何 

所 かに 缺點が ある。 何 所に。 世界 は 光り 渡って 居る。 併しながら 其れに も 拘らす 何だか； 大地 は 漠然 

力た 飞  力く ムち 

として 形無しの やうに 感ぜられる。 宛ながら 額緣は 出來て 居ながら、 之に 嵌める 番 一が 無い。 枠が あ 

つても 之に 張り付ける 畫 がない。 是が實 に 人間の 狀態 である。 人間の 生活 は を 待つ 所の 額緣 であ 

る。 然るに 耶穌獨 り 神の 與 へた 现 想を實 現した。 自ら！！ I く、 我 は祌の 榮を顯 はした。 我 は に祌の 

心に 適 ふ を 行って 居る と。 實に 不思議と 云 はねば ならぬ。 確かに 基^ は 祌に對 して 世 H ^唯一 人. の 

愛子で ある。 外に 其、 の 類 を視る ことが 出来ぬ。 

耶穌此 世に 在す 時 色々 苦しい 經驗 もあった が、 以上 述べた 一 事が 其の 慰め 又 力であった。 我れ は 

神の 一 人の 愛子で ある、 祌と 親密なる 關 係が あると 云 ふ 意識 確信が 耶穌に 取って 唯一 の 慰と 力で あ 

つた。 醬 へば 城 は 雲 K の 如き 大兵に 圍 まれて、 剩へ 敵に 水の 手 を斷ち 切られた。 城 中 之が 爲 めに 水 


乏しく して 死 を 待つ 轍の 鲋 同様で あらう と 思 はれた。 豈圖 らん や 城兵 は 少しも 變ら ぬ。 1|-て川^1なし 

てあつた ものと 兑ぇ、 城 內に大 いなる 深い 井戸が あって、 清らかなる 泉が 逆り 流れて 何！ 一 外から 水 

の 手を切っても 少しも 痛苦 を與 へす、 城が 如何しても 落ちなかった。 斯る 事實は 支那 や 日本の 應史 

などで 讀んだ こと も ある。 耶穌の 歷史が 丁度 此 通りで ある。 人間の 方から 幾ら 水の 手を切っても、 

耶穌の 心に は 深い 井戶 があって 淸ら かなる 水が 速って 居った。 故に 耶穌の 言に、 

ども  とも 

『我れ 獨り あるに 非す、 我 を 遺 はしし 父と 同に 在れば なり。 我れ を 遣 はしし もの 我と 同に あり、 父 

は 我 を獨り 遣き 給 はす。』 (fg  ，ーュ 1)。 

と ある。 此 信仰と 意識と が あらゆる 境遇に 於て 大 いなる 耶穌の 力と なった ので ある。 我々 は 罪 ある 

者で あるが、 基督 を 信す るなら ば 之に 依りて 矢張り 之と 同じ やうな 意識 を 賜 はる。 自分で は 耶穌の 

様に 自ら 滿 足して 明かに 我れ は 神の 子で あると ーー目 ひ 得ない。 併し 罪人なる 此賤 しき 我々 が 耶穌の 救 

ひに 依りて 神の 子供と せられた の は、 實に 喜ばしい。 此の 意識 此 胸中に 欝勃 として 湧いて 居る 時 

が、 即ち 識 ざる 泉、 活ける 水の 溢れて 居る ので ある。  / 

耶穌の 神に 對 する 方面 は斯の 如くで あるが、 馬 可傳第 十一 一章 を 讀んで 見る と是に 由り て 人に 對す 

る 耶穌の 態度から、 叉從 つて 祌と 人間との 關 係が 顯 はれて 居る。 此方 面 を 暫く 考 へて 見たい。 爱に 

ぶ ど-つ ばた け  しょ ど 

葡萄園が ある。 其の 持主 萄葡 の果を 探りたい と 云 ふので 僕 等 を 遣 はした。 初 度 遺された の は 失敗 

力に る，^ 

し、 二度目の も 矢張り 遣り 損じた。 三度 も 四 度 も 交々 遣 はした けれども 全く 無益に 馬した。 遂に 耐 


へ ねて 已が獨 りの 愛子 を 送ったならば、 まさかに 然ぅ云 ふ 無禮は 働くまい と 思って 之 を 造 はした 

所が、 ：史 に^だしい 結 mi- で 云々。 是 れが譬 への 大意で ある。 丁度 此の 葡萄の 果を 探りたい と 云 ふの 

が、 阖 主の 希望であった 如く 祌も 人間の 靈 魂に 對 して 切なる 要求 を爲 される。 祌は 如何に 人 を敎へ 

られ たか。 或は 孔孟の 道 を 舉んだ 方 も、 或は 天然の 敎を 受けて 秋の 夕暮、 赛の 曙に 不 m 心 議な想 ひ を 

起して、 何だか 限りなき 祌に 引付られる やうに 感じた こと も あらう。 或 ひ は 人生の 辛苦 を 味って 祌 

から 敎 へられた かも 知れぬ。 基 # 敎に據 れば祌 が 人 を 望んで 居る。 神の 方から 人間 を 待って 居る。 

宗敎と 云 ふ もの は 苦しい 時の 祌 頼みで、 祌が 無くて は 人が 困る からと 云ふ譯 ではない。 人 は 仕 方が 

ないから 祌を拜 まねば ならぬ と 云 ふ。 夫 も 眞现の 一部分で、 事實の 半面で ある。 然し 之よりも 大切 

ほし 

な 愉快な 方面 は、 即ち 祌が人 を 要求せられ ると 云 ふさで ある。 我々 の靈魂 は祌が 欲が つて oi^ られ る。 

共 上 将敎は 即ち 此の 點を 明かに する 宗敎 である。 名のない 我々、 人より は 木の端の やうに 一一 一一：： はるる 我 

々も、 資は祌 から 求められて 居る。 祌は 繰返しく 人 を 遣 はして ra^ を 求めた まふ。 遂に K の 唯 だ 一 

人の 愛子 を も 遺 はされ た。 是れが 基督 敎 である。 

兄 n め 姉妹よ。 旣に基 ts,」 信仰な さる 方 も 未だ 信仰な さらぬ もの も、 確かに ra^ を 結ぶべき こと を祌か 

ら耍 求せられ 待 たれて 居る。 此は實 に 人間 世界 を 全く 變ら せる 倍 仰で ある。 之が 爲 めに 我々 の 生活 

か！ it? 

に 一新紀元が 開かれる。 祌は 我々 に 向って 大いに 待ち 遠で ある。 熱 切に 待って 居られる。 交々使^^： 

を 遣 はされ る。 s;^ 後に 一 人の 愛子 を 以て 我々 に 催促せられ たので ある。 何ぜ 此の 基； 督敎に 於て は 俗 仰 
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しない こと を 恐ろしい ことの 様に 首 ふか。 何故 信仰が 美 はしく して 不： 一;^ 仰が 非常に 悪く あるか。 其、 

れは祌 の 態度が 斯の 如く 熱 切で 慈悲 深いから である。 之に 對 して 冷淡で ある。 無作法で ある。 祌の 

愛に 對 して 無作法な は 非常に 悪い ことで ある。 世に は 不信仰 ぼ ど 悪い 罪 は 無い。 祌を 信ぜざる のが 

一 1^ 惡ぃ 事で ある。 

先日 も此講 W 一から お話し 申した 通り、 彼の 十 人の 處 女の 譬喩 や、 葡萄 11 のこと など は餘り 甚だし 

い 話で、 實 際に 斯んな 事 をす る 者 は あるまい と 思 はれる 程 不自然で ある。 常識 ある 小說 {\^ ならば 斯. 

んな 不自然な ありさう もない 事 を 書く 害がない。 小說 に寫實 派と 云 ふのと 现想 派と 云 ふの が ある。 

寫實 派の 方で は 出来る 丈け 有り さうな 事 を 書く。 社會の 事實を 其の まま 寫 すの が寫實 派で ある。 若 

し 人 から 割り出して 丁度 斯く あるべし、 然も あり. なんと 思 はれる 様に 之 を 自然 的に 喾 いたら、 耶 

穌 の^は 出來 なかった らう。 例へば 大切な 婚姻に 新郞を 待設け をして 居る 十 人の 處女 のうち、 五 人 

は 眠り こけて 了った と ある。 如何して 其ん な 事が ある。 婚姻 は 人の 大禮 である。 其ん な 無禮な は 

あるべき 苦がない。 又 葡萄園の 持主から 使 を 遣 はされ たる を、 撲き 殺した と 云 ふ" 化， ハんな 奴が 何虑 

にある。 探しても 無から う。 如何にも 不自然で ある。 若し 之が 小說 ならば 實 に出來 そこな ひで あ. 

る。 さう すると 如何にも 此 譬は噓 らし い。 併しながら 不 自然 は 有 りさう にも 兌 えぬ 所に 眞理が あ 

る。 何故 なれば 我々 人間 は 平生 祌に對 して 甚だ 不自然な こと をして 居る。 道理 や、 人情から は 出 米 

ない、 お」 像に も 及ばない 無理な こと をして 居る。 耶穌の 轉： 喩は 此の 事 M を 表 ほした ので あるから、 


断うな ければ たらぬ。 人 il^ 界に 断ん な 無， 作法が あらう かと 疑 はれる 所に、 此 喩の おも n 然 W 

で、 ：；^ も t; く i^H 茂と 一 致す る 所が 晤 示されて IS る。 化 〈所に 妙が ある C 我々 は 祌の耍 求に 對 して 似う 

云 ふ 態度 を 取って るか。 祌が 人に 爲 さるる 所 を 考. へ、 我々 が 神の 切なる 耍 求に 對 して 自ら 爲す所 

を 顧みれば、 爱にま 〔いて あると 少しも 異なる 所がない。 

此は不£^^^ばかりと£心ふべからす。 信者に も 此の 無作法が ある。 例へば 神が 何 か 働き を耍 求し、 

！ ini; の 心の 向け 方 を 命ぜられ、 矢張り 度々 使 を 遣 はし 殊に 耶穌を 以て 我々 を 論し 給 ふ。 けれども W の 

結 は 如何 だ〕 今の やうに 愚圆 ついて、 怠って、 忘れて、 IS つて、 茫然して 居るならば、 耶 穌の譬 

喩に S: いて ある 人物の 不自然に して、 然ぅ ありさう に 思 はれぬ と 餘り變 り. が 無い。 資に考 へねば な 
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らぬ ことで ある。 故に 以獎亜 書に は 『エホバ 曰た ま はく 率 我 € ^机に 論ら はん』 と ある。 人類 は； W に 

對 して 無理な 事 をして、 爲す まじき 事を爲 て、 甚だ 非道な 立場 を 守って 平氣で 居る。 左ても 奇怪な 

話で ある。 其處で 人に 對 して 我等 共に 論 はんと 言れ たので ある。 怠俊信^<;も^1分には逬现がぁるら 

しく へて 議論 を 試みる かも 知ぬ。 信仰な きもの も 天 晴现. H ありと. Inlft する であらう。 併し 人 や 

敎 會に對 して は 理屈 も 言へ る だら うが、 以獎亞 第 一 章の 今の 文 は、 祌 n くで ある。 祌と 議論 をす る 

の だ。 相手が 祌 である。 mj^ して 今 遣って 居る 事が 道理に 適って 居る か。 .M は =^1 だ 不自然で ある。 率 

我等 仉に 論ら はん。 何卒 本心に 立ち返って 戴きたい。 

(一 九 〇 五 ijf  一  3 

神の f4^  一  0 五 


我 は 生命の パンな り  10 六 

我 は 生命の パ ン なり 

(約 翰傳 六の 三 五) 

此の 時耶穌 多くの 人 を 僅かなる パン を 以て 養 はれた 事實 から、 世 ^ の 人が 大變 動き 出して、 どう 

か 共の 御隆を 蒙りたい と 云 ふやう になって 來 たので ある。 けれども 其の 心 は 極く 淺薄 である。 左 ほ 

ぁク 

ど 深い 信念がない。 物！ X 的の 恩 惠に與 からう、 身體 のために 救 ひ を 得たい と 云 ふので ある。 共れ で 

耶穌が 之 を 深い 所へ 導かれて、 天より 降る パン、 即ち 生命の パンの HJ を 話された ので あるが、 未だ 

判らぬ。 共の パン を どうか 與 へて 下されと 云 ひ 出した。 始末に 行かぬ 連中 だ。 其 所で 終に 問 题の屮 

心と も 云 ふべき 所、 其の 祌髓 とも 見るべき 點へ御 話 を 進められ、 お前 等の 斯く 求む る パンと 謂 ふ は 

實に 我で ある。 我が 即ち 生命の パンで あると 明言 せられた。 

是れは 彼等の 物質的の 考に對 して、 非常な 打擊 であった。 天よりの パンが 有る と 言 はれた ので 至 

極 結構と 喜んで 居った 所へ、 突然 我れ が 即ち 其の パ ン であると 来たから 彼等の 豫算が 全く 遠って 了 

つた。 實に 途方に 暮れて、 其れで は 詰らぬ、 然ぅ云 ふ 事であって は 面白くな いと、 徐々 身 仕度 をし 

て 逃 出さう とする 奴が 出来た。 物質 上の 利益、 肉體に 係る 救 ひで あれば せい 物に 蟥が 付く やうに^ 

ぐに 多く 寄って 來る。 靈 魂の 話 や 精神的の ことになると、 今でも 大變 11 な顏 をして 逃 出す 向が 多 j 


い。 共 11^ 敎が を 幸 ひに し、 社. t: を 益し、 日本の道德を進歩せしむ ると言へば^^ぐに耳を倾け 

たまし ひ  そろ.， （-  ほんと 5 

る。 魂の 事、 祌 のこと になる と徐々 逃げ出す。 極く 淺ぃ 所に 眼 を^け て、 n 典： .ir ビ.： 〔小敎 の 深い 所へ 

目が 途 かないの である。 で 今日は 晚 養の 折で も あるから 右の 言に 就て く考 へたい と 思 ふ。 

^  之に 就て：；：^ も 不思議に 思 はれる の は耶穌 自ら 任ぜられる 所の 大きい KJ である。 邪穌は 如： 1： 

なる もので あるか。 祌 であるか 人 であるか 杯と 難 かしい 議論 も ある けれども、 我 は 生命の。 ハ ン なり 

と は！： f に §51  くべき 言で ないか。 生命の パ ンとは 宛 かも 肉 體にパ ン が必耍 である 如く、 此の 逃げる 人 

に對 して 耶穌は 人 生命の パ ン で ある。 其の 敎 でもな く說敎 でもな く、 即ち 耶穌ほ 身が 共れ であ 

る。 誰れ にで も靈 魂の 生命 を 得る に は、 耶穌 が缺く 可らざる ものである。 是れ ほど 大きい ひ 分 は 

きちが ひ 

あるまい。 祌 ならぬ 身で 断ん な 事 を 言へば 神を濟 す狂氣 じみた 雷で ある。 此れ程の 事 を耶穌 が靜か 

に 落 付き 拂 つて 斷然言 ひ 切られた は 驚く より 外ない。 迚も 人 問に は 口外の 出來ぬ ことで ある。 之に 

-H つて 主が 自ら 如何なる 意識 を 持って 居られた かと 云 ふ 事が 知れる。 是 等の 言 を 极據 として 耶穌の 

心 を 鋭って 兑 ると、 中ら すと 雖も 遠から すで、 餘程 解って 來る。 

人 誰も 饑えて 居る e 我々 は 饑えて 居る。 諸君 は 心に 鍵え て 居る 所が ある。 或は 幸 幅が 欲しい、： 个和 

が 欲しい。 或は どうか Kfi=^ の 愛が 欲しい。 或は 名眷を 求める。 凡て 其 等の 心を敲 いて：：： ると、 -*^は 

祌 がなければ ならぬ。 祌を 得なければ 人^の 心が 落 付かない。 名譽、 幸福、 平和が 欲しい と 首 ふ は、 

詰り ；大 の祌を 得なければ 落 付けない と 云 ふこと になる。 或は 義し きこと を 織？ f くが 如くに 求める。 

我 は 生命の パ ン なり  1 〇 七 
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是らは 明かに 精神的で ある。 或は 詩篇に 書いて ある 如く 尙ほ 進んで、 鹿の 溪水 をした ひ i ぬぐが 如く 

ちか 

我 が 靈魂 は を 慕 ひ ~ ゆぐな り と 言 ふ 人 も あ る だら う。 斯く明 ら さまに の 心が；：：：： て來 LJ  、 祌を さ- " 

じた レ 祌に從 ひたい、 祌の愛 を 味うて 兑 たいと 云 ふ 様になる と 共れ は實に 立派で ある。 人の 心 は 

此 所まで 往 かなければ ならぬ。 

ラスキンの 書いた 本に、 昔ス クテャ では 王様が 死ぬ と 其の 死骸に 立派な 衣裳 を 着せ、 美 歷に裝 束 

を 飾って 重なる 家來が 附き從 ひ、 人民の 家々 を 巡回させる と 云 ふ 妙な §： 惯 があった。 家々 に 於て は 

此の 美々 しく 装束した 死骸 を 招待し、 丁寧に 挨拶して 馳走 を 出す。 是が 濟んで 葬式になる。 今や 人 

の 靈魂は 死に 懸 つて 居る。 然るに 身體 にば かり 心 を 川ゐて ig 々な 衣裳 を^せ たり、 御馳走したり 杯 

して 蹈 いで 居る。 困った ことで ある。 多くの 人 は 唯 だ身體 ばかり を 養 ひ、 身の^りの 都合 を 計る だ 

けで に ii 逮ひ 切って 居る。 何う しても 靈 魂の 糧、 鍵 魂の 生命が 無ければ ならぬ。 此の 靈 魂の 生命 

は耶穌 基督で ある。 耶穌 でなければ 我々 の 生活すべき 道がない。 身體は 生命が あっても 死んだ スク 

なきがら 

テャ 王の 様に 着物 を 飾った 遺骸に 過ぎぬ。 奴 隸の裝 ひに 過ぎない。 又 生命の パ ン であると 一 一  一一 ：！ はれた 

中には.！ かに 耶穌 が犧牲 として 自ら を棄 てられ、 少しも 身を惜 まれ ざり し 所が 顯 はれて ItJ^ る。 抑パ 

ンは 何の 爲 めに 存在して 居る か。 食べられる 爲め、 人 を 養 ふためで ある。 共の 目的 は 人 を 養 ひ、 人 

を 喜ばせ 其の 生命 を 保つ 爲め である。 食物 は 人に 食べられて 了 ふ。 耶穌の 生！^ は 全 

く 化 Q 通りで あ 

つた。 M に 生命の パン、 少しも 自分の 爲 めに 存在した のでなかった。 耶穌に は 素より 非常に 大 いな 


る 勢力が 有った けれども、 自ら 飢 ゑた 場合に、 此の 石を變 じて パ ン とせよ と 首 はれた 時、 斷然 北： れ 

を 担 絶され た〕 其の 大 いなる 勢力 は 少しも 自身の 爲 めに 用 ゐられ す、 全く 人の 爲め 計りに m ゐられ 

た。 共の 一生涯 は 人の 爲 めに 益 を 圖 るの みで. S に 十字架の 死 を 遂げら るるに 至った。 

我等 は 金 錢ゃ何 か を 以て 人 を 救 ふ。 己れ に 有り 餘る もの を 以て 一寸と 人の 心を滿 足させる。 けれ 

ども 本 常に 我 こそ 生命の パンな りと 言 ふこと が出來 やう か。 我等の 物が 人 を 救 ふ。 CI 身 は 人 を 救 は 

ぬリ 自ら を 以て、 自ら を 傷め、 身 を犧牲 にして 人 を 救 ふので はない。 神の愛と 我 の 愛、 祌の 救と 

我等の 救、 其の に は 大變な 相逮が ある。 我々 は 辛うじて 物を與 へる。 耶穌は 自ら を與 へられた。 

此 所が 我々 の舉 ぶべき 所で ある。 物 を 以て 人 を 救 ひ、 金 を 以て 人 を 救 ひ、 或は <：2{ 物 を 以てする も {且 

いが、 も 一 歩 進んで、 央れて 遣る ものの 中に 自身の 心が 人らねば ならぬ。 誠が 這 人って 居らねば なら 

ぬ" 尙 進んで 全き を 求めたい と 思 はば、 即ち 自ら を與 へねば ならぬ。 此 所まで 行かねば 耶穌の と 

給爲 まで 同伴した ので 無い。 何卒 此 所へ 達する ことがあり たいと 思 ふ。 

神の愛 は 二様に 現 はれる。 共の 一 つ は 攝理に 於て である。 祌は ($ きもの 惡 きものの lEi 刖 なく、 共 

の 上に 雨 を 降らせ 日 を 照し 給 ふ。 實に 造化の 無 盡藏を 開いて- ズ" みなく 與 へられる のを兑 ると、 神の 

めぐみ  みさかと うげ 

恩寵の 鴻 大無邊 なる に 感ぜざる を 得ない。 了 印 华の夏 信 州の 御坂 S. と 一： ム ふの を 越えた 時、 は 波す 限 

り 其 所ら 一 面に 唤き 亂れた 花の 景色に 驚いて、 思 はす も祌の 恩寵の 測る 可らざる を f? 美した ことが 

ある。 深山の奥まで透1?もなく飾り立てらるる祌の活けるカには深く感嘆せざるを5^なかった。 浙 
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我 は 生命の パ ン なり  ！ 一 〇 

の 如く 自然の 出来事 や 人生の 境遇に 就て 神の 恩寵 を感 する こと も出來 るが、 併し まだ 心に 滿 足し 難 

ぃ點が ある。 所謂る 神の 御 攝理に 依りて 其の 恩 籠を感 する ことがあっても、 其 は 造化の 有り 餘る中 

から 大海の 一滴 を 賜 はった 様な もので、 祌が 其の 獨子を 人の ために 與 へられた に較 ぶれば 迚も 同日 

の 論で はない。 即ち 是が祌 の 愛を感 する 第二の 方面で ある。 

基督 は 人の ために 自ら を 犧牲に 供せられ た。 神の愛 は 其れ程で ある。 耶穌は 直ちに 自ら を與 へて 

十字架の 上に 之 を 供せられ たので ある。 當敎會 員 某 君の 御子 息 は 此i§  (去 八月の ころ) 竹 山堡の 

戰爭に 勇ましい 戰死を 遂げられた。 余 は 昨朝 其の 報知に 接した が、 父なる 老人 は 如何なる 心地で あ 

らう か、 誠に 同情に 堪 へぬ。 斯る 悲慘な 運命 を 嘆く 家族 は 此の 戰 時に 當り何 所に も 多い。 子 を 失 ひ 

夫 を 失 ひ、 親 を 失 ふ もの は澤山 ある。 萬 歳 呼 はり や 祝 捷會は 血の 價を拂 つて 買 はれた もので、 一 方 か 

ら考 へる と 酸鼻 至極な 話で ある。 余 は 彼の 兄弟に ヨハネ 俥 第三 章 十六 節 を 電報 を 以て 送った。 斯る 

悲しむべき 場合に 臨めば 神の愛が 鮮 かに 感ぜら るる。 過日 巿ケ 谷の 祈 禱會に 於て 彼の 兄； は 或る人 

の說敎 から 十字架と 云 ふ ものに 不審 を 生じ、 頻りに 其の ことに 就て 思を惱 まして 居る と 自ら^り 出 

でられた ことで あるが、 愛する 長男の 戰死は 確かに 此の 問題 を 解決せ しむる であらう。 祌の愛 は 基 

督の 十字架に 由って 最も 鮮明に 現 はされ て 居る。 

彼ひ老 たる 兄弟の みならす、 凡て 今日の や うな 時 に 主 の 晩餐に 與るも の は 耶穌の 十字架 の 恩 龍 を 

深く 感 する やうに したい。 彼 は 身 を 以て 我々 を 養 ふ。 實に 生命の パンで ある。 


然し 其の 生命 は 何 所に あるか。 我々 が 今 斯うして 此 所に 在る は 肉體の 生命で ある。 戰に 行くなら 

うた 

或は 鐵 砲に 打た るる かも 知れぬ。 然し 耶穌が 身 を 拾て て 全うして 下さる 生命 は鐵 砲で 打れ て も 死ぬ 

る もので 無い。 假 令ひ彈 丸に 中っても 露の 生命 は 消えぬ。 此の 生命が あるならば 火花 を 散らす 銑劍 

の 中に も 動かざる 平和が 保 たれる。 如何に 富み 榮 えても、 今日の やうに 敎.^ の 禮拜に 列し、 何程 殊 

勝氣に聖晚^^など守っても、 若しも 耶穌 自らの 犠牲に ぬって 養 はれないならば、 詰り 彼の スク テャ 

の 首長と 何の 擇ぶ 所がな からう。  • 

如何 かして 各自のう ちに 鍵 魂の 生命 を完 うしたい。 是れ 即ち 耶穌 基督の 生命で ある。 我々 は耶穌 

を 信じて 此の 生命が 欲しい。 基督の 中に 住 ふなら ば 即ち 眞の 生命 を 得る。 今日の 晚 Si は a に 此の 大 

いなる 敎訓を 我々 に與 へる。 主の 恩寵 を 受けて 生活の 面目 を 一新し、 露に基l^::^<;らしき生活を这 

たい ものである。 

(一 九 〇 五 年 三 no 


我 は 生命の パ ンな. 


汝我も する や  一一 一 J 

汝我を 愛する や  ， 

『猪 彼等 食して 後ち 耶穌 シモ ンた ヘテロに 曰け る は、 ョナの 子シモ ン ょ汝是 等の ものに 勝りて 我 を 愛す 

る や。 彼れ 日け る は 主よ 然リ、 我が 汝を 愛する こと は汝 知れり。 耶棘 彼に 曰け る は 我が，！， パ ^ を牧へ 云々。』 

(約 翰傳ニ 一 の 一 五 以下) 

シ乇ン *ぺ テロ は 六 人の 友 を 誘って、 漁りに 出掛けた。 此の程よりの 心 遣 ひに 浮世 を s^ii く 

感じ、 江上の 魚 鰕 を 侶と する 氣 になった のか も 知れぬ 。或は 生活の 必要に 迫られた ので も あらう か。 

或は 餘 りに 高い 望 を 起した こと を 悔いて、 矢張り 往時の 營 業に 立ち 復 るに 若 かすと 悪く 悟り を ^ か 

ん とせぬ とも 限らぬ。 其れと も 何となく 露 情 晴らし をす る 結構り であった と 兌る こと も：：：：：. はる。 

に 角、 七 人の 朋友が ガリラヤ湖 上に 漁 舟を泛 ベて、 終夜ら 擢を 操り 網 を 打ちな どす る 口に、 衷 ffi- 

の 物語りな ど 如何なる 光景で あ つたら うかと 想像 すれば、 趣味 鼓と ど 深き 晝を 目前に 見る が 如き 心 

地せられ る。 

生 ^ く 其 夜 は 少しも 獲物が 無った。 氣樂 さう に 見えた 漁り も勞 して 功な く、 案外 千 ^な 結 e;^ とな 

つた。 彼等 は 湖 中の 魚 を 漁る に 成功す る を 得 ざり し爲 め、 反って 人 を 漁る ものに 成る こと を 5：：： たか 

も 知れぬ。 物質 上に 失 ふ 所が 有った は心靈 上に 得 をす る 機會を 簫 した 逬现 では あるまい か。 の 如 


き は攝现 の祌機 妙^ に 感謝すべき ことで おる。 諭が 身ヒ にも 斯様な 經 1  ぺか ある。 

丁度 H 、の 時從活 せられた 主 は 彼, の 前に 出現した ので 有る。 靈 性の 轉機、 1 髮と 一一 一一：： ふ Slf 八 n であつ 

た。 我々 も 過ぎ 來し方 を みれば 之に 額した 危機 を經 過した ことな ども 冇 つて、 ^んど 身の 毛の い 

よ 立つ を sl^ ゆる 次^ 無き にし も 非す。 誠に 祌の 恩寵に 感泣せ ざる を 55 ぬ。 

何故に 耶穌 は渐る 問を驟 けられた ので あるか。 蓋し ぺテ が耶穌 r がに 立てり と くや、 取る 物 も 

取り 敢 へす 水中に 飛込んで、 王の 許に 馳せ參 じたの を：：： ると 如何にも 熟 心なる^ 子ら しく： ：=- える が、 

や i 

、の *::"；^ が數 日 前 共い 叔 H を 知らす と； 一； たびまで 折 一一" つた 漢で 有る。 其の 行 ひ は 矛 t5 してお る。 孰れが 彼 

の 木 心 を 現 はす 方で あるか。 ^だ 暖昧で 有る。 耶穌が 之 を 問 はれた 现. E 此 所に：：^ する かも 知れぬ。 

決して ぺテ n のみで は あるまい。 我々 にも之と！：！：^！^な矛！^^がぁる。 汝我を する やと 1::: ふ は 我々 

にも 與 へらる るが 至 常で ある。 して ぺテ 。の 如く 答へ る ことが 出來 るか。 

前 口の 失肷 に. 211 らに 愛想 をつ かした ぺテ 。は、 中心 疚しき 所があって、 卞： の 御リゎ 刀：： し 如何が あら 

んと 案じ 烦ひ、 舟遊び も 針の 筵に 座す る 様に 感じた かも 知れぬ。 主 は 之に 現 はれ 使徒と して 之に 任 

する こと 厚き 御 思 召の 變ら ざる こと を 示し、 其の 失肷を 持ち出して 彼が W 悶を 取り除き、 之に，：：：：. E 

を させる 便利 を與 へられた ので ある。 耶穌 の^を 受けた ぺテ 口 は 之に. E つて 心の^ を 卸す こと 

を た。 

なん k5  B  よ 

時 は 暁に 垂ん とする 比 ほひ 自 から 祭司 長の 邸に 於け る 彼の 夜 さり を懷ひ 出さす 可く、 岸に 上りて 

汝我を 愛すろ や  1 1 三 
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今し も 〈= ^したる 朝餐は 主の 分け 與 へられた なる パ ンと 葡萄酒 を 聯想せ しめ、 三た びまで 繰 返され 一 

し E,=- は、 彼が 主 を 知らす と 三た び 言 ひしと 對 一すべく、 是 等に 優りて との 一句 は 彼が 嘗て^ 汝に就 一 

.  一 

て 凝く とも 我 は 遂に 礙 かじと 廣 一一 一一：： を 吐きし 記憶 を 呼 返す に 足りる。 詮 する 所 主の ii: はぺテ 。をして 

已 が！^ を徴悔 せしめた ので ある。 罪 惡を吿 白す る ことが シ モ ン • ぺ テ 使徒た る を 得る に缺く 可ら _ 

ざる 條件 であった。 我々 も 己が 怠慢 を 認め、 罪. 惡を吿 白す るに 非 ざれば、 大 なる 力が 與 へられ 世に 一 

於 て 审： き责任 を 食」 £ す こと が 出來な からう。 

な ひさめ  一 

然し 他の 一 方から：：：^ れば、 此の 問はぺ テ 口 の爲 めに 大 なる 慰藉 ともなった。 何故と 首 ふに、 行 ひ： 

に决阽 ありし にも 拘 はらす、 彼 は 精祌に 於て 主 を 愛して 居る を自覺 し、 又 之を吿 白 する の 機， を與； 

へられた ので ある。 行 ひから 言へば 彼に 何の 取り所 も 無い。 然し 心に 於て は 愛すべき 所が ある。 所 一 

たまし ひ  一 

る靈魂 願へ ども 肉體 弱き なり だ。 其の 不忠の 行 ひ を 非難 さるれば 面目 次第 も 無き ぺテ。 も、 其の 一 

志 を 語る に 至って 稍 や 心 强く感 する こと を 得た。 假令ひ 彼 は 一時の 脇 病 風に 誘 はれ、 思ひ懸 なき 敵 一 

の 襲维に 立つ 足 も 無く 汚な く 敗走して 甘： (の 罪 萬 死に 做す ると も、 北 (の 心底に は尙ほ 確かな 所が あつ 

た。 成程 大罪 を 犯しても 主 を 愛する 心が 無い と は 信ぜられぬ。 彼 は 今 叩頭 を 謝しつ \ 其の 偽りな 一 

き. 心 を 吐露す る こと を 得た。 故に、 干； 耶穌 問罪の 首は飜 つて シ 乇 ン • ぺテ 。が 慰藉と なった ので あ 一 

る。 我々 も 平生の 行 ひから 一一 一一 c へば 額 を 上げ 得ぬ 次第で あるが、 胸中に 主 を 愛する  一 £：: の. 心 ある こ 一 

と を？？ .1 めら れるは 些か 心遣りの 一 端と rj- 做さねば ならぬ。 


仰が』 おへたり、 懷 疑の 雲に 包まれたり、 だしき は 罪悪 を 行ったり する 合に は、 全く、 tfffi に 

のた 叫な く、  仰 全く 亡びて 靈魂只 だ嫁肷 のみと 感ぜられる。 斯くて 人 はお も 怖ろ しき" I-Mi 裡に 

迷 ひ 込む。 耶穌の 問 は 端な く ぺテ。 をして 己が 心に 懷き る  一：^ の 熟 1^ を ne- せしめた。 彼 は 未だ 

耶穌に 離れ 難き 心 を 持って IS つた。 之 を、 王が 知って 居られる と n 覺し た。 一  1= 巾の ぺテ は： m たの 閃 

く 如き 卞： の 問に. E つて 光り ある 方に！ 31^ き 出された。 憂ひの中の喜び^も？^したるものの淸き^：水を拘 

んだ やうな 感じ を爲 たで あらう。 多くの ±^ 督者は 自ら 主 を 愛する 心が 無い と m 心つ て W 悶し てお る。. en 

ら i;^ 仰 無しと 考へ て餘り 元氣が 出ぬ やうで ある。 無い 信仰 や 愛 心 を 有る と つて 危き 安心 を爲 るに 

も w るが、 折^ 與 へられた 恩寵 を 認め 得す、 有る もの を 無い と 心得て る も 亦た 好まし からぬ 现象 

である。 己が 與 へられた 恩寵 を 認める は 大いに 信仰に 進む ことの 出 來る端 絡で ある。 旣に與 へられ 

て る：： 仰を勵 されねば、 ょひ大 いなる 進境 を兑る さが 2： 來 なから うと ふ。 キ； を 愛する 心が 少し 

にても 已が靈 魂に 存 する HI を 認める は 鐘 的 大俊與 の^ 光で ある。 『此の 罪人 些か にても 耶 as を 愛す 

たと 

る ことが 出來 た。 此の 喜び 何に 比 へん』。 是れ 熱心なる 仰の 興る 導火線で ある。 汝 は耶穌 のこと を 

聞く を びと する か。 耶穌に 近づかん と 欲する か。 汝は 耶穌に 立；： ばれる を み、 ^=;、の^ぉまれるHJを 

すに 踪路 する か。 人の 耶穌を 譏る あれば 汝は之 を 嘆息す るか。 耶穌の 事業に 對 して 幾分の を 

寄せ、 少し にても 其の 進歩に 貢獻 する こと を 好む か。 汝は 耶穌と K の 經| おとに 對 して 好意 を 抱きつ 

つ あるか。 若し 是 等の 問に 對 して 然 りと 答 ふる Hi が出來 るなら ば、 淺く ともせ： ハれが 耶穌を 愛する 心 
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^ ぶ 

である。 此の 心 ある は旣に 神の 因い 寵と言 はざる を 得ぬ。 此の 因 5 寵を感 する が 即ち f: 简の 11 に 呼び水 

を 注ぎ入れた 様な 道理で、 其れから 生命の 水が 滚々 湧き上って 他， 人まで 潤 ほす ことが 出來 る。 

乂 S 将敎 に對 して は 全く 門外漢で、 少しも 信仰が 無い と 自ら 高 を 括って 居る 入が ^：：巾 ある。 然し 

、の 道 を 以て 問 ひ 詰 むれば 斯る 人に も旣に 幾分の 信仰が 有る を 認める ことの 出来る 勿 合：！.： きにし も 

レ ばらく 

非す だ。 道 は 須臾 も 離る 可き にあら すと 首 ふから、 若し 基督 敎が 3g の 道で あるならば 如何なる 人で 

も 全く 信仰 無しで は活 きて 居られぬ。 假令ひ 無意識に もせよ 祌を 認めて 居る らしく、 、水生 を S ェむら 

しく、  ：^」 だしき は 何 所 かで 接した 基督 を 忘れ 難く 感じて 居る かの 如く、 其 生活 や 行動 を判斷 されね 

ばならぬ人が^^だ多ぃ。 彼^ は 自ら 思って 居る よりも 善い 信者で ある。 彼, をして 其の 有りと も氣 

：计 かざる 信仰に 氣 付かし め、 之に 便り を 得て 祌の國 に 進ませる 樣に 致す が 傳逬の 近道で ある。 

耶 穌はぺ テ 。 に 向 ひ 意味 有り 氣に ョナ の子シ モ ンと 呼ばれた。 何故に シ モ ン • ぺ テ 。と は 呼ばれ 

なんだか。 ぺ テロ は 彼が 人 門の 時 其の 師 より 授けられし 彼が 誇りの 稱呼 である。 之 を 避けて 彼が 生 

9 ざ 

れ更ら ざり し 前の 舊の名 を 三度まで 故意と らしく 用 ゐられ し はべ テ 口 に 取っての 大 いなる 打攀 であ 

つたら う。 ョナ の子シ モン は ガリラヤ湖 上の 一 漁 失に 過ぎす。 昆 る&斐 もな き漢 であった 。主 を 知ら 

もと 

すと 三た び 主張した 彼 は あは ゃ舊の ョナの 子シモ ンに隨 落せん としたの である。 然し^ 穌 がョナ の 

,  ,  なか 

チシ モンと 一一 一 ：！ はれた の は 此の 意味ば かりで は 無ったら う。 他の 一方から 見る と 彼 をして S 稣に 見出 

された る以來 大いに 前日と 異 つた 所 ある を自覺 せしめ、 ョナ の子シ モ ンとぺ テ C1 との ii に 限り無き 


相異 ある こと を 感ぜ しめたと： 15- て も餘り 見常逮 ひで はなから う。 ぺテ 。のみなら す藏志 ：！^ 行なる 

我々 も 祌のほ 籠 に 依って 前日と 逮 つた 所 ある を 思へば、 感泣 祌を譜 美して 其の 祝福 を 謝せねば なら 

ぬ。 ョ ナ の>^シ モ ンも小さき信仰ながら今ゃ耶穌を愛するの人となった。 誠に 立： ばし いさで ある。 

へりく ビ 

主 はぺ テロ をして 麻 を^、 灰 を 被る 中に 謙遜りつつ G ら Iw:.: んじ、 肉ら 任す る こと を舉 ばし めた。 是 

れ 彼が 失. まの 泥 巾より 光明に 躍り 上る こと を 得た 動機で ある。 

耶穌が 汝我を 愛する やと 問 はれた 時^ ゐられ た 愛なる 語 は、 ギリシャ. ほ (ァガ パォ) 切に 愛し、 

深く！：^！ひ、 熱誠 以て 愛する の 意味で ある。 べテ。 が 其の 返答に 用ゐ たる 愛なる， 語 (フヰ レオ) は朋 

：:^ 相愛す るな どの 場 八：： に 用 ふる.^ ば 通の 意味で ある。 問 ひと 答と が 愛なる Si を 用 ふるに 此の ^異ぁ る 

は 味 ひが 颇る 深い。 ぺテ P は 耶穌の 問に 對 して 唯 だ ij 聪 返しに 同じ 首 を 造 ふこと を^. o、 耶穌の W 

•  語の意味 熟 切なる に 引換へ、 彼 は 僅かに 愛する とのみ 答へ た。 彼は其の愛の足らざるをほ^^ーし、宛1^ 

ら、 王よ 我が 愛！： より 言 ふに 足らす、 其の 淺く 小さき を 耻づ、 然し、 王 を 愛せざる に 非す、 n ひ： 愛し 雍る 

と而 なげに 言 ひ 出で たので ある。 是が 基督 者の 心事、 十：： 今と も 同 一 である。 我々 は 耶穌の 限りな 

き 愛と おの 切なる 要求と に對 し、 己が 之 を 愛する ことの 淺 蒲なる を慚愧 する の 外な き 次第で ある。 

我々 はぺテ n の 如く 一人々々 に 汝我を 愛する やと 港叔 I の 問 を 受けつつ ある。 矛 IS 多き 我々 は耶穌 

に對 する の愛露 に 之れ 有り や 否 やと 問 はねば ならぬ。 自ら 問 ふに 非す して 耶穌に 問 はれる を 記惊せ 

ねばならぬ。 我々 菜して 基督 を 愛する か。 明かに 此の 問に 答へ る は 大いに 鐘の © 化に 浴す るに 至 
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るべき 門口で ある 。ノ 央阔ゥ H ルスの エバ ン •  口 ベ ルツ は 化 パの维 含に 於て 厘々 此の 問を發 すると^ 

く。 我々 も 今日 兄お 姊妹 と共に 耶穌の 親しく 此の 問 を 懸けられる， を自覺 せねば ならぬ。 此の 心 偽り 

多し。 ，ほら 欺く ことが 多い。 シ モン *ぺ テロ は 前 曰 恐ろしく 礙 いたに も拘 はらす、 主 知らざる 所な 

し、 我が 汝を 愛する こと は汝 知れ ひと、 明かに 斷言 する こと を 得た。 ぺ テロの 礙 きを 笑 はんとす る 

我, 能く 彼が 如く 斷首 する ことが 出來る や。 是れ大 いなる 疑問で ある。 耶穌 我々 に 問 ふて in く 1 

我 を 愛する かと。 ^して、 然り、 我れ 汝を 愛する こと は汝 知れり と 答へ 得べき か。 是に 至って ぼ 〈面 

め  3 

EZI にならぬ もの は あるまい 

n く、 我が 羊を牧 へと。 今や 傅 迸の 急務 愈々 迫って 迷へ る 羊 S 赞 者の 佛逬を 促す こと^だ 热 切で 

ある。 然し 能く 此の 任に 堪 ふべき 敎會は 其の 會 員の 各自が 主耶穌 より 此の 儼 かなる 問 を 受けて、 多 

が汝を 愛する こと は汝 知れり と斷 首す る ことの 出来る ものでなくて は 行かぬ。 ああ、 我れ 4 如 ^ 基督 

を 愛する か。 此は 各自が 基督の 前に 立って 確かに 答へ ねばな， らぬ 所の 大問题 である。 

(一 九 〇 五 年 一 11 ao 


主 の 受難と 靑年 

はん は靑 年の 受難で ある。 之に 關係 ある ものに も靑 年が 多い。 靑 年の に 於て 主の 受難と 齊ハ 牛と 

一 百 ふ 题目を 取って 演說す る は 頗る 適 常と 思 は れ る 。 

先づ られ よ。 耶穌 は靑： ^なる 等の 足を冼 はれた。 彼等 は 野心が 强ょ 過ぎて 冗に 相 妬んだ。 

キ： の 敎育を 受けても 依然 共の 世俗心 は 熾んで あつ たと 見える。 彼お-は 日々 心して 共の 罪 を 祌に謝 

し、 過ち を悔 改めねば ならなかった。 ョ ハネ倚 第 十六 章 十二 節に 『我れ 尙ほ汝 等に 多く 語る 可き こ 

とおれ ども 今 汝ま曉 る こと を 得す』 と ある。 弟？.^等はまだ靈的造詣が淺ぃ故、 耶 穌 の 深い 敎^ を现 

する ことが 出来ぬ 。 靑年 信徒 受難週 に 際して 自ら を 顧みるならば 《：£ 時 の *  ?4J 等の 如く 只 だ^ 

まごつ 

の 入口に 徘徊 いて 居る 如く 感す る ことで あら う。 

靑 年なる マ コは 共の 時 如何して 居った か。 馬可倚第十四^：十五十 一 節以下に 『或る少き^<;北ハの身に 

只 だ 麻の 夜具 を 纏 ひて 耶穌に 隨 ひたりし が、 逮捕の もの 共 之を捉 へければ、 麻の 夜 其 を 拾て 裸^に 

て 逃れ 去れり』 と ある は、 蓋し 著者なる マ コ が 自分の こと を 徴悔錄 の やうに 書いた もの かも 知れ 

ぬ。 主の 成 行 心 もとな く 共の 先途 を兑屆 けに 出 懸けた は 善かった が、 す， >  と 言 ふ 場合に なると 麻の 
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夜 n ^〈を §y き 去りに し、 裸體で 逃げた と は 何と 狼狠た 話で はない か。 氣の 毒の 中に 稍 趣味 も ある。 

彼 は 後日に なっても 此の 癖が 脱け なかった と兑 え、 使徒 行傳第 十五 章卅六 以下に バ ルナ バがマ コを 

伴 ふと 言 ひ 出した 時、 バウ 口 は 彼が パ ン フリアに て 臆病風に 吹かれ 逃げて 行った さの ある を 1^.H と 

して、 斷然 其の 同行 を 担んだ と 書いて ある。 共の 頃 はま だ 麻の 夜具 を 着て 出 懸け、 之 を ほ」 き 去りに 

して 逃げた マ コは まだ 元の 儘と 見える。 是れ ぎりで 終ったら ば 甚だ 殘念 であるが、 提多後 S: 第 四 十 

十一 に 曰く、 『汝マ コを 伴て 共に 來れ。 蓋 は 彼の 勤め 我に 益 あれば なり』 と。 マ コは バウ 口に 歡迎さ 

れ べき冇 益な 同勞 者と なった。 是れ 靈的敎 育の 結 3^ である。 靑 年缺點 多し。 然し 如， 1： ぞマ コの 様に 

品性の 發 達が 望まし いこと である。 

路加 it 第 =i»l 一章 I 一、 卅 一 一に 『主 また 言 ひける は、 シ モ ンょ、 シ モ ンょ、 サタン 汝等を 求めて 麥の如 

く i はんとす 。然れ ども 汝の 信仰 絕 へざる やう 汝の爲 めに 祈れり。 汝歸 らん 時 汝の兄 を 堅く せよ、 

たまし ひ 

と 記された。 當 時の 靑 年は麥 の 如く 簸 はれた。 サタン 其の 靈魂を 付け狙って 之 を陷れ やうと 計って 

つま ヴ 

居る。 靑年は 殊に 誘惑の 多い 時代で ある。 謙遜に して 目 を覺し 祈る こと を爲 ねば 不思議な 轉^ きを 

取る の 危險が ある。 あ、 麥の 如く 簸 はる。 塞 心の 至りで ある。 左る にても 主が 汝の爲 めに 祈る と 仰 

せられた は 如何にも 心强 いこと である。 主の 同情 深き を 記憶す るが 誘惑に 勝つ 方法の 一 つで.；； -る。 

之に 依りて；^ 夫 も に 臆病者 も剛く なれる。 殊に 汝歸 らん 時と ある は 有難い 一一 一一：： である。 歸 ると は英 

つま プ 

語 コン ボルトで、 心 を飜/ し 信仰 を 正しくして 全く 祌に歸 順す るの 意で ある" シ モン 如何に 轉躜く 


こと あらう とも：^ し 正しき 信仰 だに 起ら ば、 其の兄^^を堅ぅするの大赍任を食ふさが出來た。 彼 は 

斯の 如き 述命 ある 祌の 器で あるの だ。 主 は 此の ニー 一一 口に 由って 之 を 信任す るの 意 を 現 はし、 .en ら 重 ん 

じて 發愤 興起す るの 動機 を與 へられた。 靑年 諸君 若し 歸 るなら ば、 即ち 祌に歸 るなら ば、 非常な 力 

を與 へられる。 戰々 兢々 少しも t: 戒を 怠らす、 主 耶穌の 同情に 感泣して 信仰に 進まば、 iiM 世に お m 

な材 とな つて 祌の榮 を 現 はすこ とが 出来る。 

ぺテ 口と ョ ハ ネは耶 穌 の 捕 へられし 時、 他の 逃げ足に 引立てられて 一 日； は 北ハの 主を兑 捨てた が、 

つ ひ 

共の 逃げ足が 段々 遲く なった。 兗に 立ち 止った。 又竞に 蹯を飜 へした。 彼等 は街發 して 力 ャパの 邸 

に 來た。 誠に 愛すべき 氣 象が 現 はれて 居る。 如何しても 逃げて 了 ふこと が 出来ぬ。 此の 心に 後ち に 

人と なる 村 料が 含まれて 居る。 然し ぺテ 0 は 祭司 長の 邸內に 於て 一時の 張 合に 三た びまで 耶穌を 知 

ゆ 力 

ら すと 言った。 主よ 我れ 獄 にまで も 死にまで も汝 と共に 往 んと廣 11 一一 II を 吐いた にも 似す、 如何にも 醜 

い 仕方で ある。 鶴 鳴いた。 耶 穌は憐 むが 如く、 貴む るが 如く、 獎勵 する が 如く、  id むる が 如く、 亦 

まな じリ 

た 慰む が 如き 眦を 之に 向けられた。 此の 意味の 深い 儆 かなる 愛の 一 顧、 シ乇ン • ぺ テ n の 肺腑に 徹 

し、 彼 は 外に 出て 泣いた。 シ モンの 新ら しき 生涯 は 此の 淚に 胚胎した ので ある。 

然し 他の I 方に イス カリオ テ のュダ のこと が 見える。 彼 は 十一 一 使徒の 中で も 一 桥健 であった か 

も 知れぬ。 順より 進まば 一大 使徒と して 芳しき 名 を 萬 世に 傳 へたで あらう。 然れ ども 過って 世に も 

つま ヷ 

比類の 無い 罪 を 犯す やうに なった。 耶 穌の敎 育に 接しながら 轉 躓いて 魔道に 沈淪 する に 至った" 限 
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り 無い 殘念 である。 彼 は 如何して 罪に 陷っ たか。 ケ リオ テ のュダ 其の 故鄕を 去って ガリ ラャ 人を以 

て墳 めら れた 耶穌の 門下に 身を投じた。 非常な 奮發と 克己と を 要した る を 疑 はぬ。 是れ の 精神 を 

以て 始めた ので あるが、 其の 野心 を 改めす、 耶穌に 就て 其の 思想 を 新に すべき 時が 來ても 前日の 儘 

で 一寸 も 變らぬ 。冬に なっても 夏衣 を脫 がぬ と 同じで、 靈 魂の 病氣に 付かざる を ない。 彼 は 失 S: 上し 

た。 其の 徒らに 克已獻 身した 腹癒せに 耶穌を 敵の 手に 寶渡 したので ある。 問 一 髮と言 ふ 所で 限りな 

き 遠 を 生じ、 遂に 斯の 如き 仕 合せと なった。 之 を 要するに ュダは S 督に 就て 其の 思想 を 深く し、 

新生面 を： n-il くこと を爲 ざり しため 失望 又 失望、 纏て 大罪 を 犯す に 至った ので ある。 好き 靑年感 魔 

の 奴と なり、 首 を 縦って 死んだ。 彼と シ モン、 何等の 違 ひ あり や。 一は 生き、 一は 亡ぶ。 是れ靑 年 

の 心して 研究すべき ことで ある。 

デドモ と 言へ る トマ スは又 一 種變 つた 人物で ある。 彼 は 沈み 勝な 性質で 兎角 物 を 側面より 兌る の 

. 船が あり、 容易に 悲觀 をな すの 倾 きを 有した と 見える。 理想が 餘り活 礎で なく、 想像力 も 稍 や ii? か 

つたら う。 故に 耶穌 之に 向って 『汝等 我が 往く方 を 知る』 と 言 はれし に、 トマス は 主よ 我等 未だ 汝が 

往く所 を 知らす 如何で 其の 途を 知らん やと 答へ た。 主の復活後..^->^等の相祝する時彼は我れぉし其 

.ぃ はれ 

の 乎に 釘の 迹を 見、 我が 指 を 釘の 迹に 挿し、 我が 手 を 其の 脅に 入る るに 非 ざれば 信ぜ じと 理. E なき 

强情を 張った。 然し トマス は 情 厚く 義理堅き 性質で、 漫 りに 其の 志を變 へる 人物でなかった。 義を 

兑て爲 ざれば 勇な きなりと は 彼が 平生 服膺す る 所の 格言であった らう。 義理と あらば 辛く とも 麼ゃ ■ 


なりと も^る べしと 言 ふ流義 らしく 兑 える。 彼 は 武士道 そっくりの 人で ある。 故に 耶穌が 危險を も 

顧みす 共の ^を 率 ゐて H ルサ レムに 上らん と 言 ひ 出し 時、 彼 は 『我等 叉往 きて 彼と 共に 死ぬ ベ 

J -Ms  ,  ノ  ゆった  わき め 

し』 cffti) と 主張した。 悲壯 は悲壯 だが、 共の 精 祌に寬 りした 所な く、 re だ 苦し 氣に兑 えて 側 n に 

いお  にしき ゑ 

も餘り 傷ら しく 感ぜられ、 何 所と なく 幾分の 傻 味を帶 びて 居る。 錦畫の 武者 を兑 たやう だ。 Kr:^ 意 

：： 湫を， ぶ。 トマスの な氣 風が 大切で ある。 然し 主耶穌 復活 後 之に 現 はれて、 彼が 『我が、 王よ、 我が 

神よ』 と S 叫した 時、 苦しい 武士道 は 平和の 基督 敎 となった。 日本の 靑年 共. 一 赞の 恩寵に. H つて 共の 

うる 

1:^ 他な 敎有 を受 くるなら ば、 誡に美 はしい 變 化を來 すで あらう。 我々 は 義理の 束賻 から 愛の に 

をき て  め ひ 

移り、 法 # から 恩寵に 進まねば ならぬ。 家の 僕と 家の f4J と は 非常な 懸隔 を 持って IS る。 『我等 も 亦た 

往 きて 彼と 共に 死ぬべし』 の 一句が 『我が 活ける は 基督、 死ぬ る も 亦 我が 益な り』 と 叫んだ 時の パ 

ゥ が 心事の 様になりた いもので. 1^ る。 此の 邊 武士道と 基 傅 敎の關 係 趣^ 深き 研究の 問题を 我々 に 

與 へ る。 

可 傅 第 十 {：： 十に 曰く 『ゼべ ダイの 子 ヤコ ブとョ ハネ、 耶 穌に來 りて 曰け る は、 師ょ 我等が 求む る. t 

を 願く は 我等に 成し 給へ。 彼等に 曰け るは汝 等に 我が 何を爲 さん こと を 欲 ふや。 彼等 曰け る は汝榮 

を 得ん とき 我等の 一 人 を 共の 右に 一 人 を 共の 左に 坐せ しめよ。 耶穌 彼等に 曰け る は 汝等は 願 ふ 所 を 

知らす 汝等 我が 飮む 所の 杯 を飮み 我が 受 くる 所の バ プ テス マ を 受け 得る や。 彼等 曰け る は 能くす ベ 

し。 耶穌 彼等に 曰け る は汝等 は實に 我が 飮む 所の 杯を飮 み、 また 我が 受 くる 所の バ プ テス マ を受く 
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べし。 然れど 我が 右左に 坐す る こと は 我が 予ふ 可き に 非す。 只だ備 へられた る もの は予へ らる可 

し』 と。 

馬 太 傅の 方 を 見る と 兄弟の 母が 共、 に來て 願った ので ある。 母子 相談の 上爱 に出づ ると 言 ふ は 所謂 

る 運動が 餘程 緻密で、 其 熱心 は 極度に 達して 居る。 然し 祌の國 に 於け る 昇進 は 運動で 行くべき 近现 

が 無い。 情實は 靈界に 通用せ ぬ。 只 だ 祌の國 のことの みならす 凡そ 愦 實に訴 へたり、 述動 など をし 

て 僥悻を 得ん と 煩悶す るが 如き は靑 年男 兒の耻 辱と すべきと である。 

けれども 彼等の 精祌 にも 亦た 美しい 點が ある。 耶穌の 御身 上 は旣に 世間の 雲行き 危く なって、 言 

5 ブま 

ふ 可らざる 難儀が 前途に 渦 卷き來 らんと して 居る。 之に 由って 漸く 人 も 疎遠に なり、 ュダの 如き は 

其の 主を寶 るの 決心 を强 めつつ あった。 斯る 事情の 下に 尙ほ 主の 事業 を賴 母し く 思 ひ、 如何なる 危 

險が あらう とも 其れ を 押し切って 遣り 拔 かんとした 志に 至って は 甚だ 健氣な 話で ある。 使 八 n- ひ^^ 

つて 1:^2 て も 此の 精神 を 正しき に 導かば、 祌の 國の發 達に 大 いなる 貢 獻を爲 す ことが 出來 るで あら 

う。 耶穌に 於ても 滿 足せられ たものと 思 はれる。 

兄^？-の考へ は何所が惡ぃかと言ふに、 其 傍輩 を 出し 拔 いて 自分 等 だけ 功名 を 遂げ やうと 試みた の 

であるから、 其の 利己的なる 點が 善くない。 次に 精神的の こと を 運動 沙汰に せんと 試みた のが 惡 

い。 殊に 耶穌の 言 はれた 通り、 彼等 は 其の 願 ふ 所 を 知らす で、 甚だ 道理に 暗い 所が ある。 精神 界の 

成功 は 十字架の 途を踐 み、 基督の 飮 まれた と 同じ 意味の 杯 を 受けす に 志の 遂げら る べき 次^でな 


い。 彼等の 願 ひは耍 ^を 川 5 ざる 愚かな 巾 分と 言 はざる を 得ぬ。 如何なる 十字架 を も 忍ぶ の 決心が 無 

くて は 精 祌界に 勢力 を發 する こと は 出 來ぬ害 である。 耶 は 漫然 成功 を 約束す ると を 爲られ ぬ。 

只 だ 之に 必要なる 條件を 示された だけで ある。 曰く、 汝等 我が 飮む 所の 杯を飮 み、 我が K 乂 くる 所の 

バ プ テ ス マ を 受け 得る やと。 

他： S なる 兄 n ぶ は 耶穌の 一一 目 を 悉く 了解す る こと を 得なかった が、 m 心 ひ 切って 能くす ベ しと 斷ー W し 

た。 彼等 は轉躜 いた こと もあった けれど、 ヤコ ブは 立派に 基督の 爲に設 死 を 遂げ、 ヨハネ も 共 全 生 

涯に まり 主の 杯 を 飲み 通した。 主 は 之 を大 一一 目な りと して 排斥せられ す、 汝ら に 我が 飲む 所の 杯 を 

砍み 我が 受 くる 所の バプテ スマ を受く 可し と 首肯れ た。 殊に 苦 癌の 杯 をば 宛ら 恩賜で も 施す かの 如 

く與 へられた。 一寸と 考へ ると 意外に 感ぜられ るが、 深く 思へば 耶； ^ の 杯 を 戴く と f-z ふは^に 精神 

上 の 大勝 利で、 祌の裕 かなる 恩寵に 出づ ると 一 百 はねば ならぬ。 

あ ： 

『然れ ど 我が 右左に 坐す る は 我が 予ふ 可き に 非す、 只だ備 へられた る もの は予 へらる 可し』 と ある 

が、 玆に 有る 『予 へらる 可し』 の 六 字 は 省く が當然 である。 決して 耶穌 が予へ べき もので 無い と 

實ふ 意味で は 無い。 只だ備 へられた る ものの 爲 のみと 譯す るが 正しい。 即ち 我が 右左に 坐す る こと 

は顿 まれたり とて 漫然 之 を予へ 得べき に 非す。 正當 なる 順序 を踐 み、 之に 必要なる 條件 を充す もの 

の爲 めに 設けられた ものであると 言 はれた ので ある。 

我々 は祌に 向って 種々 間違った こと を 新る。 十分 道理 ある りで 祈る ので あるが、 共の 願 ふ 所 
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を 知らぬ。 富 を 求めて 愈 貧しく、 健康 を 祈りて 病苦 益 甚だしく、 成功 を 企てて 失敗に 惱 むと 言 ふや 

うな 場合 も少 くな からう。 然し 之 を 精神的に 研究して 見れば、 其實 祈る 所 を 知らなかった ので、 祈 

りに 對 する 答 は 意外な 方面に 與 へられて 居り、 苦い 杯の 中に 眞 正の 祝福： a だ 優. 泥なる を發 兌す ると 

が出來 るで あらう。 ヤコ ブ、 ヨハネ は 必す之 を實驗 したに 相違ない。 

『耶穌 母と 愛する 所の 弟子と 傍に 立てる を 見て 母に 曰け る は、 婦 ょ是れ 汝の兒 なり。 又た 弟子に 曰 

ける は 是れ汝 の 母な り。 此時 其の 弟子 彼 を 己れ の 家に 連れ 行けり』 (§11、 一  ©。 耶穌 十字架の 上より 

三つの 賜を與 へられた。 先づ 己れ を f_ ^す ものの 爲 めに 赦罪を 祈られし が 典の 一 つ。 其の 傍に 同じく 

十字架に 懸けられた 一 人の 兇漢に 樂 園の 約束 を 賜 はりし が 其の 二つ。 第三に は 母 マリヤ をョ ハネに 

賜 はった。 即ち 母の 世話 を 托せられ たので ある。 彼 は 此の 時より マリヤ を 己れ の 家へ 連れ 行けり と 

ある。 靑年志 を 抱いて 世に立つ に當 り、 家に 累ひ ありて 思 ふま まに 活動す る を 許さざる は 悔恨の 至 

りで ある。 獨り 身なら ば 如何 やうに もなる 可き もの をと は 多くの 靑 年が 悵然天 を 仰いで 嘆息す る 所 

である。 ョ ハ ネが稍 や 老境に 達する まで はパ ゥ a の 如く 四方に 傳道 する こと を 得 ざり し理. H 、蓋し 家 

庭の 事情 已むを 得なかった からで は あるまい か。 然し 擧 者の 說に 曰く、 第 四 福音書が 最も 深く 耶穌 

のこと に 通じ、 其の 精神 を 現 はすに 於て 成功した る は、 著者 ヨハネの 天資と 品性に も 依る ことなら 

んが、 一 つに は マリヤと 同居して 日夕 其 物語に 耶穌 のこと を審 かにす る こと を 得た と 言 ふ 事情に 基 

いた ものと 兑做 なさねば ならぬ。 彼の 重荷 は 彼の 祝福であった。 使徒 ヨハネ は 十字架の 耶穌 より 4^ 


も^き もの を 賜 はった ので ある。 此の 點 多くの 靑ギが 感謝して 深く 味 ふ 可き である。 北ハの 生命 を^ 

んと 欲する もの は 生命 を 失 ふ。 獻身 人の 爲め にす る^に 眞 正の 生命 は發抓 せらる ゆ ことが 出來 る。 

(束 京 に 於け る^！円年會大會に て ) 
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人の 的狀態  一 二八 

人の 靈的狀 態 - 

畑に 藏れ し寶、 求めて 獲た る眞珠 

『天國 は 畑に 藏れ たる 寶の 如し、 人 見出さば 之を秘 し、 喜び 歸 りて 其の 所有 を 盡く賣 りて 其の 畑 を § ヌ ふな 

り。 天國は 好き 11M 珠を 求めん とする 商人の 如し。 一 つの 値た かき aM 珠を 見出さば 其の 所有 を 盡く賣 りて. M 

を 買 ふなり』 (馬 太 傳一 三の 四 四— 四 六) 

畑に 藏れ てあつた 寶を 見出す と 言 ふ は、 宛 かも 人が § 基督教に 接する ので ある。 或は 出来事の 

ために 刺激され、 浮世に 心 を 遣るべき 方なくて 圖らす も 基督 敎に目 を 着ける。 或は 朋友に 誘引れ る 

とか、 其の 他 是れと 言 ふ 理由 もな く、 偶 ま 福音の 道に 心 を 寄せる に 至った 人 も あらう。 孰れ も 農 戴 

とか、 郊外の 散策と か 言 ふ 外に は 目的 も 無かった ので あるが、 思 ひも 付かぬ 齊を拾 ふ 如くに S ぉ敎 

^VJil くので ある。 之が 爲 めに 驚きと 喜びと が 交 も 起って 興味が 甚だ 深い ことで あらう。 殊に. ：！： もな 

いと 思った 畑 同様の 基督 敎に已 の 貴重すべき 寶が 見出され たので あるから、 それ も無现 はない。 資 

に 雀躍して、 之 を 我が物と する 氣 になる 可き 害 だ。 多くの 人が 基督 敎に心 を 傾ける 工合 は斯 くの 如 

あさたら 

き 次， おで ある。 又 中には 商人が 豫て 所持して 居る 眞珠に 慊焉ぬ 所があって、 更によ き 物 を 獲たい と 

熱、 いに 心 懸け、 彼方此方 探し 行いて、 やっと 良き 品 を 見出した と 同じ様に、 人生の 問題 や 品性の 修 


養に 熱中したり、 或は 哲學の 研究に 身 を 入れる 所から、 頻りに 進んで 到頭 基督教の 眞理 に接觸 し、 

共の 笑 はし さに 感服す る 人 も ある。 多年の 宿望 成就して 雲間に 待ち設けた 月 を 仰ぐ やうな 心地に な 

り、 手の 舞 ひ 足の 踏む 所 を 知らす、 何 でも 彼で も 之 を 信す る氣 になる。 基赞 敎を聽 くもの \ 中に 斯 

の 如き 種類の 人 も あらう。 

何の 種類の 人に 取りて も 基督 敎は 齊 若く は眞珠 であ る。 之 を 買 ふ に 已が 財產を 悉く 費り て もと 言 

ふ 位の 志が 必要 だ。 宗教の 眞理は 北ハれ 程の 値 打 を 持って 居る。 神と 靈魂 とに 換 ゆべき a は 無い。 一 

, 切 を 之が 爲 めに 抛っても 祌を 獲、 靈 魂を完 うせねば ならぬ。 寶の 山に 入りながら 一切の 所有物 を投 

げ 出して 之 を 買 ひ 取る 程の 奩發の 無い 人に は大 いなる 富 人と なること が 出来ぬ。 宗敎も 共の 通りで 

ある。 之が 爲 めに 萬 事 を 差 出す 勇氣と 決心と を 要する。 

地に 埋められし 一 千圓 

『また 一 千の 銀 を 受けし もの 來 りて 曰け る は、 主よ 汝は 厳しき 人に て播 かざる 所より 稽り、 散 さ ざ 

る 所より 斂 むる こと を 我 は 知る。 故に 我れ 憤れて ゆき、 主の I 千の 銀 を 地に 藏し 置け り。 今汝、 汝 

の もの を 獲たり。 其の 主 曰け るは惡 しく ぼ 怠れる 僕 ぞ.： 、此の 故に 彼の 一千の 銀 を 取りて 十 千の 銀 

もて  もた 

ある 者に 與 へよ。 夫れ 有る もの は與 へられて 尙ほ餘 り あり。 有ぬ もの は 其の 有る もの を も il^. は る、 

くらき  はが？^ 

なり。 無益なる 僕 を 外の 暗に 逐ひ 遣れ。 其 所に て悲 み切齒 する こと あらん』 (？ー g ほ！ 一  1§ の)。：：. 化れ は 5;^ て 
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ブ シ ネルが 宗教心の 消長に 適用した 比喩で あるが、 人の 靈 性と 言 ふ もの は實に 此の上 もな き^で あ 

る。 神 を 受け 容れ、 無限 永久の 世界に 出 人し、 之に 活動す るの. であるから、 人の 心に 具 はって 居る 

中で 最も 貴重すべき 賜で ある。 之 を 蔑視して 活用す る こと を 知らす、 徒らに 寶の持 腐れと なし § ^く 

は 道理に 適 はぬ 話で ある。 

n を餘り 長く 使 はすに 匿けば 盲目 になって 了 ふ。 多年 坐 つ て ばかり 居れば 居 練み になって 了 ふ。 

昔の 牢獄に 長く 禁錮され た 人に は 間々 さう 言 ふ事實 もあった。 靈魂 のこと も 共の 通りで.^ 餘り 其の 

働き を 妨げて 打ち 遣り^く と、 竟に靈 的の 膝行 者が 出来る。 靈界に は 膝行 者が 夥しい。 

神の こと を聽 いても 感覺 なく、 宗敎は 何ん にも 解らぬ とて 之 を 當然の 如く 考へ、 已れの 眞而 nn 鼓 

に 有りと 言 ふ 風な 人 も 有る が、 飛んだ 間遠 ひで ある。 若し 生れつ いた 靈性を 活用して 居ったなら 

ば、 釋迦の 様に、 バウ a の 様に 靈 的の 感じが 鋭い 箸で ある。 然る を祌 にも 感じが 薄く、 天に も無顿 

着ながら 之を當 然と 心得て 居る の は、 膝行 者が 健脚の 人 を 笑 ふと 同じで、 妙な 話で ある" 一 千の 銀 

1^ とへ  かいむ 

に 比 喻られ た 宗敎心 を、 土中に 埋める と 同様にして 置けば、 遂に は 無形な しにな つて 了 ふ。 『共の 

一 千の 銀 を 取り上げて 十 千の 銀 ある ものに 與 へよ』 になる。 『有て る もの は與 へられて 尙 ほ 餘りぁ 

り、 有たぬ もの は 其の 有て る 物 を も 奪 ひ 去らる』。 靈界の 會計は 厳重で ある" 決算に 少しも 造. 漏が 無 

い。 餘り之 を 放擲して 置く と悔 改めた くも 出来す、 全く 度し難い 有様に なり、 祌を 離れ、 3.1 を 絶ち 

て 晤黑の 中に 沈淪 する 外な しになる。 『そこ にて 悲み 切齒 する こと 有らん。』 


傷める 葦、 煙れる 麻 

『審判 をして 勝ち 遂げし むる まで は 傷める 复 * を 折る ことなく、 煙れる 麻 を， S す こ となし』 Gt^T^i) 

是は 頗る 面白い 言で あるが、 前 来の 意味と 續 かせて 考 へても 好から う。 我々 の 靈性は 傷める ャ」 ゆの 如 

く危く 折れて 了 ひさう である。 我々 の 宗教心 は 煙れる 麻 だ" 燈 蓋に 油 將に盡 きなんと し.' 燈 心の 麻 

が爐 つて 殘燈 明滅、 風の 吹き 來るを も 待た すに 消え かかって 居る。 靈的 知覺宛 かも その 通りで、 折 

りに 觸れて は 心なき 身に も 哀れ を 催う し、 自ら 死に 瀬す ると か、 親しい 者と 永 き^れ を爲す とか、 

人生の 榮枯 得失に 動かされ、 或は 理想の 刺激に 目を覺 される こと も 有れ ども、 靈 光は稻 妻と I 般、 

問 めく かと 見れば 忽ち 消えて 迹 がない。 實に靈 魂は爐 ぶって 居る。 殘燈 明滅、 心 元な き ^ ではな 

いか。. 幸に して 耶穌 基督に 接する こと を 得た の は、 傷める 葺が 勢よ く 立ち、 煙れる 麻の 明かに 燃え 

るべき 機會 である。 浮世の 經驗に 靈魂を 擦り 枯らされた サ マリヤの 婦も、 ヤコ ブ の^に 耶穌の a!^ き 

；; す ほ  I 

を 受けて 精； t 的に 蘇生した。 金儲けに ばかり 屈託して 靈 性の 結れ はてた 稅 吏ザァ カイ は 桑の 5^ 力 

ら 降って 精神的の 資を 積む に 至った。 耶 ai 基督 は 傷める 葦 を 折らす、 煙れる 麻を媳 さす、 a に 我々 

の 救 者で ある。 

何故 終日 兹に 空しく 立つ や 
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『それ 天國は 朝早く 出で、 葡萄園に 働く 者 を 傭 ふ 主人の 如し。 働く ものに は 一 日に 銀 一 枚を與 へん 

と 約 朿を爲 し、 彼等 を 葡萄園に 遺 はせ り。 ^時： s^、 十二時、 三時 頃 巷に 空しく 立てる 者 を： 3-、 汝等 

,  ほか 

も 葡萄園に 柱け、 相當の 惯を與 へんと 曰ければ 即ち 往 けり。 五 時 頃 出で、 乂 他の 者に 逢 ひて 曰け る 

は 何故 終日 穴 £  く玆に 立つ や』 (f  f  5 た 〇)。 此 の 言で 見る と、 神の 經營せ られた 精神的 の 事業に 關係 の 

無い 人 は 如何に 多忙 を 極めて 居ても、 共の 實 終日 空しく 立って 居る ので ある。 昝 立ん 坊 である。 砲 

彈 附注の 中に 寢 食の 追な きもの も、 祌の 永久なる 經營、 人生の 大目 的から 言 ふと 立ん 坊 である。 大 

舉 の敎授 も、 蟲ゃ 燐火 を 研究す る 外に 活動が 無ければ 矢張り 立ん 坊 である。 天子に も、 商人に も、 

乞食に も、 耶 穌は汝 何故 此 所に 穴.^ しく 立つ やと 警吿 を與 へられる。 露と 置き、 露と 消えぬ る 我が身 

かな、 浪速の こと は 夢の 世の中と 嘆いた 英雄 は 確かに 其の 一 生が 立ん 坊 であった こと を覺 つたので 

ある。 人 の 事業 は 〇〇 の やうな もので、 共の 前に 靈 的の 數字を 加 ふれば 値 打が 出る けれど、 〇〇 

ばかりで は 幾ら 位取り をしても 無益で ある。 世 il〇〇 の 位倒れ ほど 馬鹿 氣 たもの は 有るまい。 ああ 

何ぞ 終日 空しく 立つ や。 靑 年の 終日 は 旣往廿 年で ある。 丈夫の 終日 は 旣往卅 年 四十 年で ある。 老人 

の 終日 は 白 頭までの 幾年 月で ある" 讣年、 卅年、 四十 年、 若く は 百年の 終日、 何 ぞ兹に {仝 しく 立 

つて 居る か。 

果を 結ばざる 無花果 樹 


『又 此の r: を 闩 へり。 或 人 その 葡萄園に 桢ぇ をき たる 無 花栗樹 ありし が、 來 りて 之に Ei^ を 求 むれ ど 

も 得 ざり ければ、 其の 鬨 丁に 曰け る は 我れ 三年 来りて 此の 無 1 樹に果 を 求 むれ ども 得す。 之を斫 

り 去れ。 何 ぞ 徒らに 地 を 塞ぐ や。 園丁 答へ ける は、、 王よ 我 その 周圍を 堀り て 之に 肥料 を：^ すまで、 

ゆる 

今^も { 杯せ、 若し ra^ を 結ば 善し。 若し 結ばす ば 後に 之を斫 るべ し』 (If ほた 一一)。 我々 は を 結ばざる 

一て 二ら 

無， 巾 mj- である。 無 花 raj^ 樹 は何氣 なく 樂天 的に 畑に 蔓り、 其邊ー 面に 生 ひ 塞がって 居る。 菜ば かりで 

一 向^；^を：：；！ばざるに拘らす、 無顿 *5 で 少しも 構 ふ 様子がない。 世上に 成功 を銜 ひつ &、 精祌 の方而 

が失收 のみで あるに 氣 付かざる 有様、 誡に 片腹痛き 次第で ある。 然し 傍らに 園、 王 と阐 丁と あって 频 

りに 心疝 して US る。 無 花 ra^ 樹の K 相 は その _g によって 判斷 が出來 ぬ。 傍らに 佇める 兩 人の 相談る 所 

に 其の 事態 容易なら ざる ことが 現 はれる。 我々 のこと も 恐らく 此の 通りで ある。 己が 痴鈍な 氣象か 

ら靈 的に 無感覺 で、 世上 表面の 活動に 滿 足し、 天晴れ 一 人前の 積り であるが、 ^：！分免許はぃかぬ。 

我々 のお 様 は 神の 心に 如何なる 響 を與 へた か、 之 を 祌に問 はぬ から 平氣で 居る が、 一 i 祌の心 如何 

んと、 深く 顧み、 祌の 園丁なる 耶穌の 心事と、 其の 言と に據 つて 之を檢 し來 らば、 に 恐るべき 有 

様で あろ ことが 解 K..。 曰く、 我れ 三年 来りて 此の 無 花 果樹に 果を求 むれ ども す、 之 を 1^ り 去れ』。 

曰 く、 『今 苹も容 せ、 而 して を 結ば すん ば 之 を 研るべし』 と。 之れ は 冥々 裡に 我々 の 上に 交換され 

る 所の 恐る ベ き 首 で あ る。 

人の ず： g 的狀態  一三 111 


人の 靈的狀 態  ニー  1EI 

迷へ る 羊 

『汝 等の 中 誰か I  の 羊 あらんに、 若し 其の 一 つ を 失 は V 九十 火 を 野に 置き、 往 きて 其の 失 ひし 羊 

を瘦る まで は 尋ね ざらん や。 尊ね 得ば 喜びて 之 を已の 肩に 懸け、 家に 歸 りて 其の 友と 北ハの 隣の 人々 

を 召び 集めて 曰 はん、 我と 共に 喜べ、 我が 失へ る 羊を權 たれば なり、 我汝 等に 告げん、 斯 くの 如く 

一 人の ある 人悔 改めな ば、 悔改 むる に 及ばざる 九十 九の 義人より は尙ほ 天に 於て 喜び あらん』 (議 

11^1) 耶穌 世の 人を兑 るに、 牧ふ もの 無き 羊の 如しと 首 はれた こと も ある。 頼り また 愛すべき 祌も 

めあて 

なく、 向上の 目的 を も 有た す、 常に 不安心に 偶 まされ、 其の 霞 魂 節え 勞れ て、 將に 倒れん とする ば 

かりで ある。 寶に 我々 の狀態 は牧ふ もの 無き 羊の 一 句に 善く 描寫 されて 居る。 爱には 人の 上 を 一 頭 

なぞら 

の 羊が 迷 ひ 出で たに 比へ て あるが、 其の 主 服と する 處は 人の 愚かに して 迷 ひ 易く、 一た び 岐路に 人 

れば 自ら 免 かる. -術を 知らす、 如何にも 暗昧 無能なる HJ を敎 ふるので ある。 羊が 野邊の 草を嗨 み、 

漫ろに 歩む ほどに 何時しか 嶮 しき 所に 迷 ひ で、 獅子、 狼に ふまで は 已が危 きに も 心 付かす、 行 

かりそめ  ^  うかく  , 

き 幾る るに 至ら ざれば nz も覺 めが たき 如く、 我々 も 苟且の 生活に 雜 されて 迂濶と 天より 彌 遠く、 利 

と 隔絶せ る 生活 を 營んで 居る。 行末 は 全く 暗夜と 言 はねば ならぬ。 已が 過ぎ 来し方 を 顧みな ば、 誰 

しま 

しも 暗愚で あ つたこと を發 見せす に は 居れまい。 叉 是れは 了ったり と氣が 付いても 如何と もす る こ 

とが 出來 す、 I おかに 己が 無能 を 歎息す るで あらう。 


： き 

おし Itii が これ 限りで 濟ん だら 失望 極まる 次 竹：？： である。 然し 此方に 迷って 仕方のない 羊が あれば、 

彼方に は 善き 牧羊者が 兑 える。 迷へ る 一 頭 を 憐れみ、 豫 て案內 知った る途を 野と なく 山と なく、 分 

け 入り、 分け 登って 瀕死の 牟を兑 出し、 殊の外 喜びて 之 を 家に 携へ it り、 近隣 を 集へ て 之が 爲 めに 祝 

实を 1^ つた。 暗黑 なる 羊と 憐れみ 深き 牧羊者。 是れが 人生の 眞 相であるなら ば、 資に 力強く 感 する 

ことが 出來 る。 基 将敎は 此の 牧羊？^ の 如き 祌の 在る こと を敎 へる。 我々 は 迷へ る 羊で あるが、 之 を 

尋ぬる牧羊^^もぁる。 暗愚 無力に して 迷 ふと 首 ふ は、 人の 靈的狀 態の 半面に 過ぎぬ。 他の 半面に は 

之を義 しきに 51 さんと 心 懸けら る >r 愛の神が ある。 

婦が失 へる 一枚 

きんす  ともし 55 と. 9 

『また： S のうち 維 か 金 錢十枚 を 持ち、 其の 一 枚 を 失 はんに、 燈火を點して{豕を^|除し、 之 を瘦ろ ま 

では 切ろ に 尋ね ざらん や。 尋ね 獲ば 其の 友と 其の 隣の 人々 を Rffl- めて n はん 我と 共に い ベ、 我が 失 

へる 金 錢を進 たれば なり。 我れ 汝 等に 吿ん、 此の 如く 一人の 揮 ある 人悔 改めな ば祌の 使の 前に 甚 び 

あるべし』 (fill 五の)。 一 枚の 銀 は 僅かば かりの 價値 であらう が、 天下 通 川の 货幣 で、 たと ひ 一 枚で 

も 場 八：； によって は 非 $9 な 關係を 生す る。 然し 在り 所の 判然ぬ 貨 m は 仕方がない。 率： の 中に 埋もれ * 

てて は 全く 無 川に 馬す る。 通 川すべき ものが 通 川せ す、 役に立つ 可き ものが 役に立たぬ。 if 念なる 

は： S の 失った 銀 一枚で ある。 祌を 離れた 人の 生 マ" も 共の 實 右の通りで あるまい か。 靈 魂 が^の 中に 
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葬られ、 向上心 も 死灰 同然、 生活の 最も 奥深く、 趣味 多い 部分が 廢物 になって：^ る。 水 を 離れた； 

はたらき 

魚、 雲 を 確ざる 龍の 如く、 祌 無き tf^ 魂 は 何にも 作 用 が 出来ぬ。 斯くて は埋 木で 畢ら ねばならぬ 始： 

末、 殘念 此の上な しで ある。 断く の 如く 此の 比喩 は 人類の 無用に 畢 らんと する を 慨く心 を 示す。 貧 

窮な婦 が 一 枚の 銀 を惜 みて 尋ね 廻 はる 如く、 神 は 人の 靈魂を 尋ねて 之 を 當然の 用に 復さ しめんと な； 

さる。 

蕩兒 父に 歸る 

や KJ3 と  .  しんだい 

『また 曰 ひける は， 或る人 子 二人 あり、 其の 季子 父に 曰 ひける は、 父よ、 我が 得べき 業 を 我に 分け 

しんだ. i  た， ひ 5i! ち 

與 へよ。 父 その 産 を 彼等に 分ち たれば、 幾日も 過ざる に 季子 その. 1^ を靈く 集めて、 遠國へ 旅行せ し： 

もま Q  そ こ  つ ひ 5. せ 

が、 放蕩に して 其の 分 资を呰 其 所に て耗 り。 盡く耗 せし 時大 いなる 饑^ 其の 地に ありて、 彼 乏しく 

あるた み  H  . 

爲り はじめければ、 往 きて 其の 地の 一 民に 身 を投 せたり。 其 人 豕を牧 ふために 彼 を 野に 遣 はせ り。 一 

まめ «ら  た 

彼れ 豕の 食す る 所の 一 ni. 莢 を もて 己が 腹 を ra^ さんと 思 ふ 程 なれ ども、 何 を も 彼に 與 ふる 人な し。 自ら 一 

お 悟み て 闩 ける は、 我 父の 所に は 食物 餘れる 傭人の 許 多 か あるに、 我は飢 へて 死なん とす。 起ちて 

我 父に 往 きて HI はん、 父よ、 我れ 天と 汝の 前に 罪 を 犯し たれば 汝の 子. V 稱 ふるに 足らざる ものな 一 

り。 汝の 傭人の 一 人の 如く 我を爲 した まへ。 即ち 起ちて 其の 父に 往 けり。 尙ほ 遠く ありし に、 北 ハ の- 

く ちブけ  i 

父 彼 を！ て^み、 趨り往 き、 其の 頸 を 抱きて 接吻し ぬ。 子 父に 曰け る は、 父よ、 我れ 天と 汝の 前に 一 


、、と ヽ 

罪 を 犯し たれば 汝の 子と 稱 ふるに 足らざる なり』 (ff ^一一  1^ の)。 此の 比喩の 季子 は 父 を 離れ、 共の 家 

さすら  かね  ともだち  ヴか 

を 遠 かって 今や 他鄕に 流離 ひ、 豫 ては顿 母し く 忍った 朋友に も 冗に 愛 相 (龜 しの 境遇 に^り、 杖 注の 

しんだい 

如く 忍 ひし 財産 を 失 ひ、 S も 愉快に 感じた 洒 色の 歡樂も 出來ぬ やうに なった。 我々 の 狀能ャ N と ！：！： じ 

ことで ある。 祌を 離れて 現世 的 牛： 活に溺 るるに 至ろ けれど、 遂に は 其れに 全く 失 t;;.^ せねば ならぬ。 

豕の贪 ふ 一 荧は 到底 人を滿 足せし むる に 足らぬ。 德て 鄕の念 禁じ 難き に 至る e  的の 生^が 戀し 

くな つて 向ヒ 心^りに 祌と 其の M を 指して 動き 出 だす。 せ ^ 兒が 窮境よ.^ 遙 かに 父と 其の 家の こと を 

想 する に 及びて 悔 改めに 向 ひし 如く、 我々 も 天に 在す 祌., vim ふやう になる， V 悔 改めが 始まる。 迷 

へろ もの を 尋ねる 祌、 罪 ある 蕩兒の 成 行 を 愛 ふろ 天の 父 ある こと を 小，' しにても 感. fK>Kj とが、 我々 

まこと 

露！：^ の 生命に Jt る 端 絡で ある。 懷 かしき 父と肯 ふ 一念が 戰的 革新の 動機 そなる。 

鼓に 至って 彼 は 天に 逆 ひ、 汝の 前に 罪 を 犯した. V 父に 懺悔す べしと 決心した、 彼 は 人？？ 同士の 關 

係から 觅に数 歩 を 進めて 祌と 己との 關 係に 考へ 付いた。 北： の 不孝 は 親の 前での 凍で あるよりも、 祌 

あ ひて 

に 逆った ことで あると 霄ふ 方が 非常に 怖ろ しくな つて 來た。 人ば かり 對手 にす K> から 行かぬ。 祌が 

對手 である。 左 なると 顯惡は だ 酔 明に 知覺 せられ、 悔 改めの 赤心が 镶 魂の 奥深き 邊 から？^ いて 

來る。 我々 は 天に 逆 ひ、 人の 前に 罪 を 犯した ので ある。 之 を 痛切に ま： 覺 すれば 即ち 祌に^ 參す るの 

足 を 踐み出 だすの だ。 

くち ヴげ  よき ふく 

父 は 之を兒 て 走り 往き、 其の 頸 を 抱きて 接吻す る。 叉 僕 どもに 一一 一一：： ける は， 最も 華 服 を持來 りて 之 

人の？ ー诚 的狀？ S3  一三 七 


人の g 瓜的狀 態-  ニー 一八 

に 着せ、 其の 指に 環を篏 め、 北ハ 足に 履 を 《牙 かせよ。 また 肥えた る 精 を 牽き來 りて 屠れ、 我等 食し 

ま  いへ f 

て樂 まん。 我が 子 死にて 復 たおき、 失 ひて 復た變 たれば なりと。 斯くて 舉家 和樂に 人り て興盡 くる 

を 知らなかった。 悔 改めて 父の 家に 歸參 し、 父が 家に 流浪の 昔と 異 りたる 喜びに 入り、 父子 一家の 

交情 春の 如くな りて、 聖 なる 祝福 身に 餘る。 是は 人の 鍵 的狀 態の 現象で はなき か。 

(一 九 〇 五 年 五 n?) 


紛失した る 己れ 

へり  いく „J/ 

『自ら^ 悟み て 日け る は、 我が 父の 所に は众物 あまれる 储 人の 許 多 か あるに 我は创 ゑて 死なん とす。』 

(路加 傳 一 五の 一 七) 

此 所に 自ら 省みて とおるが、 寧ろ 彼れ 己れ に 反りて 臼く 云々 と譯 する 方が 適當 である。 我々 は 「」 

が 許 を 逐電して、 靈魂を 犬 外に 飛ばし、 全く 我 を 忘れて 了った ので ある。 靈魂を 反す 藥の 話が 昔の 

小說 にも 見える。 何とかして 心 我に 反 へら ざれば 仕方がない。 宗敎は 神から 出た 人が 神に 歸 へる こ 

とで あるが、 祌に歸 らうと する に は、 先づ 己れ に 反 へらねば ならぬ。 正氣を 失って 居て は 何も 出來 

ない。 己れ を 紛失して 居ながら 宗敎の 解らぬ を 怪しむ は、 目 を 塞いで 物の 見えぬ を 眩く と M じこと 

である。 彼の 放蕩 兒も 其れ だ。 始めの 程 は、 何も 考 へす、 面. n ろ 可笑しく、 ぶら 付き 25 つて、 親 も H< 

も 無かった。 然し 身に 難 俄が 起って 來、 非常に 困窮した とき、 迚も 考へ すに は 2S られぬ 始末と な 

り、 遂に は 我に 反った ので ある。 基督 敎で悔 改めと 云 ふ 語 は 原文 メタ ノィァ と 言って、 深く m 心.^ し 

た： EsraT 精神 志望が 根柢から 一 變 する ことで ある。 是は 己に 反る ことから 始まって、 ^界 のこと が 

全く 新ら しい 意味で 考 へられる 様になり、 其から 志の 向 ふ 所が 逮 つて 來る ことで ある。 

失した る已れ  ニー 一九 


紛失し おる ヒ れ  - 

紛失した CI 分を發 見す る ことの 出 來るは 我々 が 神の 前に 出で 親しく 耶穌に 接する に る。 蔑 言に 

鐵は 鐵を硏 ぐ。 斯の 如く 其の 友の 顔を硏 なり。 …… 水に 照せば 顔と 額と 相似る 如く、 人の 心 は 人の 

心に 似たり と ある。 朋友 相 接すれば 冗に 北 ハの 心が 解る。 自分 一人で は 解る まじき 長所 短所が 判然と 

知れて 來る。 斯の 如き 際に. E 分が 一種の； 大才を 持って 居る こと を發 見して、 志 を 立て 遂に 豪くな つ 

た^し も ある。 叉 或 ひ は 同じ 様な 機 會に乘 じて 聖域に 進んだ。 宗敎 も是と 道现は 一 つで ある。 マ =5. 

と 云 ふ は 何時も 話す 通り、 神と 友垣 を 結ぶ ことで ある。 多くの 人 は 神に 近づく に 及んで 久しく 紛失 

して 居った 我に 立 反り、 愛に 新しき 生活 を 開く こと を 得た ので ある。 眞 の宗敎 にあら ざれば 已， L て— 

反る こと は 到底 駄目 だ。 高山に 登り、 或 ひ は 雲に 聲 ゆる 峻嶺 を 平地から 望む ことが 機# となって、 

道念 を 動かされた 人 も ある。 是れは 山の 御蔭で 己れ に 反った と 見て 宜しい。 穴 H の 鳥、 野の IG 合 花に 

驚かされて、 己が 思 ひ 類 ふこと 多き 生活の 果敢な さ を 悟り、 端な く 理想の 我に 反った 場合 も ある。 

ァゥ ダステ ヌスが 心機 一 轉 して 信仰に 志 を 傾く るに 至った の は、 シセ。 の 書 を讀ん で、 年來 紛失の 

我れ を發 E=- したから である。 彼れ 自ら 其の こと を 記して、 主よ 其のと き 我れ 歩み を汝の 方に 向けた 

りと 首って 居る。 佛蘭 西の 詩人 アル フ レツ ド *デ* モッ セ ェが ァゥ ダステ ヌ スの像 を：：： 几て、 己が 壞 \ 

はおら 

い 生活に ひ、 是れは 皆な 恩寵の 爲す 所で あると 嘆息した の も、 ちらと それ を 赞 見して 將に ili- に 

立ち 反らん としたので あるまい か。 ヤコ ブ はべ テル やべ 一 1 エルに 於て 紛失 中の 我 を 取 反した ものと 

GII^ える。 


^：：^武を撖るに常り 一 日； 眞 暗な 所へ ガラス 板 を 入れぬ と、 人物、 山水の 形が 明白に 寫ら ない。 靈魂 

のこと も 之と 同じで 暗 たる 經驗に 沈み 始めて 靈覺の 本色が 發 揮され る。 其のと き 程 苦しい こと は 

あるまい。 靈 魂の 出産 は胎兒 のと I:!: 様、 其の 産みの 苦み が 思 ひ 遣られる。 

佛蘭 西に サ トウ プリ アンと 云 ふ 人が あった。 政治家で 文學 にも 名 を 得、 恶督敎の信仰に"r^^:っても 

感心すべき 所 も 多い 人に なった けれど、 年少い 頃 は 品行 を紊 して 親の 心な ど を 痛めた ので ある。 彼 

の 母 は 靠：^ で 千 七 百 八十 九 年の 革命に 悲慘な 境遇に 陷り、 死ぬ とき も：^ しいお 様であった。 毋は放 

蕩 なる 兒の 行末 を 憂 ひて 娘の 一人 を 枕 逢に 招き、 共の 兄が 幼な き 頃から 庭に 於て 敎 へられた 信仰 

に 立ち 反る やう 盡カ する 様に と 懇ろに 遣 1 一一 II した。 サ トラ ブリア ン. GI ら 母の 遣 言 を 承知した ときの 事 

を 記して HI く、 我が 姉妹 は 母が 最後の 誓願 を 余に 傅へ て吳れ た。 余は竞 に 基 is! 者に なった。 余が 確 

信 は 愛情から 湧き出で たので ある。 余 は 泣いた。 余 は 信じた と。 此の 泣く と 言 ふのと： S するとの 

に 如何なる 關 係が あるか。 如何い ふ 論理の 聯 鎖が あるか。 一寸と 兑ては 解らない が、 の 動く は 

だ 妙 不思議で ある。 サ トウ ブリア ンは 母の 死と 其の 切なる 遣 言に， 感じて 一 躍大ぃ なる 確 le に 達 

し、 自ら 救 はれた のみ か、 其の 著述 を 以て 多くの 人 を 基督の 許に 導く こと を た。 彼と： Z 様なる 機 

會に乘 じて 己れ に 反り、 道に 入る もの は 十：！ 今と もに 多い ことで おる。 

右 名なる ジョン • スチュ アルト • ミルの 自叙 你を讀 む に、 其の 身の 上に 9? 的 危機の 起った ことが 害 

いて ある。 元來 功名 名 心の 熾ん な 人で、 所謂 靑 雲の 志に 驅られ て 雄心 勃々 であった が、 11 らすも 人 
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生が 凡て 詰らなく なり、 恰も 神經 衰弱 症に 確った 病人の 如く、 萬 事カ拔 けがして 何にも 手の 着かぬ 

始：^ こなつ， ヒ。 &は 世界に 輿を覺 したので ある。 然うして 居る うち 佛人マ アモン テルの 傅 を讀ん 

だ。 i^Q 主人公 は 其の 少年 時代に 親 を 失った。 母と 數 人の^ 妹と は 彼の 外 依頼すべき ものが 無い。 

おは 奮って 一家の 事 を 双肩に 擔 はねば ならぬ 始末と なった。 其の 時 彼 は 己れ の 修養 ゃ發逢 等の こと 

は^^く共の贸&に投げ棄てて、 全く 族の ために 献身す る ことに 決心した。 此の際 自ら 驚 く^の 自 

信 力が 出で、 精神が 昂進して 其 喜び 名狀し 難い 程で あつたと 自ら 語って 居る。 ミル 之 を 請んで 大ぃ 

に發 明した。 人生 主我 的で は 行かぬ。 己れ より 外に 目的 を 出 だし、 之に 献身 從事 せねば 祝福 も 

なく、 喜び も 得られぬ。 此の 道理が 今更の やうに 明かに なった ので、 彼は兹 に元氣 付いて 活 f 人 

物と なった。 

ミル ま， yi 督敎嫌 ひの 父に 敎 育され、 成る 可く 信仰的の 感化 を 受けない やうに 嚴 しく 養成され たの 

であるが、 主我 的の 生活に 飢を 感じ、 到底 其れに 滿 足して 居られす、 心 も 瘦せ身 も 細 る^に 苦しみ 

悶へ、 皮 ま， 我に 反った ので ある。 從 前の 生活に 安んじ 難く、 辛うじて 一道の 光明 を兒 出し 一 しれ を 本 

尊と した 旣往 を悔ん で、 己れ より 外の ものに 獄身 する こと を 思 ひ 立った。 彼れ 自身 は然か 悟らなん 

だで あらう が、 是ぞ祌 の 方に 一 歩を轉 じた ものに 相違ない。 彼 は 己れ ならぬ ものに 獻 身せ ねばなら 

ぬと 感じた。 更に 進んで 人類より 高い もの、 其れょ.^も限り無く責ぃものを本尊と仰がねばならぬ 

に氣 けいたならば、 彼 ほどの 人物で あるから、 如何な に 進歩した であらう か。 其の 奥氣も 喜び も 百倍 


千倍した であらう。 惜 いかな 在世中 共 所まで 到り 着く こと を 得なかった。 然し 其の 足 は しい 方針 

に 向って 歩み 始めた ので ある。 何時か 共の 歸 着すべき 點に 達せ ざり しに も 限らぬ と 思 はれる。 

己れ より 外の ものに. 獻身 せねば ならぬ と 云 ふに 心 付いた の は、 大いに 好かった。 他愛 獻 身の 生活 

は 祝福の 生活で あるから。 然し 唯 だ：：：： に兑 える 世界、 人^の 社會 ばかりで は、 何 ^t: 我佛 尊し でも 時 

として 不足 を 感じ、 其の 缺點に 失望す る ことが 起って 來る。 世界に は 其れ程の 德も慣 俯 も 無い。 柄 

に 無い 禮拜 をされ るのに 迷惑 を感 すべき 世界 は、 共の 信者 をお り 出して 了 ふから、 之に 向って^ 念 

it 依した 速 中 は竞に 狐に 捕捉 まれた やうに 浮世 を 夢と 觀じ、 馬鹿-/ \ しと 悟って * ネ瞻 りする こと も 

ある。 若し 此の際 尙ほ滿 足の 出来る 人が あらば、 其れ は自 から 其 所まで 氣 付かす とも、 旣に 何とな 

く祌の 光明に 接觸 して 居る からで ある。 神に 事へ、 基督に 獻身 する こと 無くて は、 思 ふ 存分に 己れ 

以外の 人 問 社 會に身 を 委ねる こと は 十分に 遣れる もので 無い。 今ゃ國民が未^！！：有の大戰に從事して 

居る 際で あるから、 愛國 心さ へ あれば 人生の 滿 足が られ ると 思 ふ 人 も 叉 然か說 き 立てる 人 も 有る 

やう だ。 然し 神 を 信じ、 永遠 を 思 ふこと が 無いならば、 圃 家と 雖も 遂に は 人 をして 落 りさせ ざる 

を 得ぬ。 人の 靈魂 は祌の ものである。 之 を國家 一 手に 握り潰されて 堪る もの か。 我々 は 人 W として 

永久の 世界に 活動せ ねばならぬ。 宛 かも 大海に 棲むべき 大免 である。 之 を 井の 中の 鲋：： E 様になし If 牡 

く 可き でない。 人類の 本尊 は 己れ でも 無く、 己れ より 外の 世界で もない。 實に 己れ より 以上の 祌で 

ある。 人の 心 は祌を 受け 容れて 之に 事へ る やうに 出來て 居る から、 祌を瘦 ざれば 宛 かもお：： S の 流通 
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惡 しき 室に 於け る 肺の 如く、 食 を 得ざる 胃の 如き ものである。 譬喩 中の 放蕩 兒の 如く、 我 は 飢えて 

死なん とすと 泣き叫ばざる を 得ぬ。 

ミ ル と 稍 や 種類 は 異なりても 矢張り 靈界の 蕩兒、 家 を 求む るの 心 明かに 現 はれた る はカァ ライル 

である。 サル トル • レザル タスに カァ ライルが 其の 精神 上の 危機 を經 過した 次第 を 述べた のに、 熟 

熟思へば 己れ は 全く 無能 無力 渺 たる 一 身 を 宇宙に 寄せて 何事 も出來 難き 天地の 傀儡た るに 過ぎざる 

やう 思 はれた。 天は大 いなる 怪物の 上 ig、 地 は 其の 下^にて 我 は 其の 間に 介 まれて 今にも 噬み碎 か 

れんと して 居る 如く 感ぜられた。 悪魔 は 之 を 冷笑して 汝父 なく a っ棄 てられし もの、 汝は 我が もの 

なりと 仕たり 顏に詈 つた。 煩悶、 憂愁の 末、 彼 は 奮然 大悟し、 兹に 己が 自由 を 認め、 人類の 尊貴な 

る を かに 感 する こと を 得た。 其の 折の 心 を 述べて 我れ 生きぬ とカァ ライル は 首って 居る。 彼 は 世 

界と 自己との 關係 に付きて 問に 悶へ、 答に 苦んだ 結 ET 漸く 己に 立ち 反って 物界の 勢力 我 を 如何ん 

との 大悟に 達し、 玆に 生命の 新紀元 を 開く こと を 得た ので ある。 彼 自身 は 未だ 其 所まで 到達す る こ 

と を 得なん だに も拘 はらす、 人類 は 天に 在す 父の 子で あると 云 ふ 意識に 向って 幾 歩か 進んだ ので あ 

る。 神 無く、 望み 無き 世界 はカァ ライルが 悟らざる 前の 悲慘 なる 天地、 如何にしても 安心が 出來 

ぬ。 北 ハ 所で 去 來 父の 家に 歸 らんと 云 ふ 心が 出で ねばならぬ。 英雄 傅の 著者 は 自ら 耶穌 譬喩 中の 蕩兒 

を 演じた ので ある。 我々 は 神の 子た る こと を自覺 せねば 物 界の壓 迫に 堆 へる ことが 難 かしい。 

かの サ マリヤの 婦人が 信仰に 導かれた 始末 を考 へて 見られよ。 彼 の 生活 は從來 失敗の みで あつ. 


た。 其の 身 宛 かも 波！ g に 難破した 一葉の 小舟 同様、 世間に 耻 を^した のみ か、 已れで 己れ を 蔑 す 

ると： ぶふ 淺 問し ぃ耿 態に 陷 つた。 不平で 充 ちた 輕 薄なる 生活 を 送り、 手れ ひ 猪の 如く 荒れ 问 つて 手 

の^けられぬ 世界の 持て 餘 しもの、 日 ごと 水汲みに 通って 居た 野中の 井戶に 其の 眞の我 を 埋めて 了 

うたので ある。 

幸 ひなる かな、 彼 は 思 ひも 懸けす 主耶 穌に邂 返うた。 初めの 程 は 瓢錄で を 押へ る 様な 風で あつ 

たが、 突然 耶 穌が汝 良人 を 呼び 來れと 一一 一 IC はれた ので、 共 罪深き ことが 心頭に 浮んで、 之に 不安の 念 

を與 へた。 一 旦 良心 覺 め來れ ば、 自 から 宗敎心 も 動き 出す。 頻りに靈魂の指^^|<?なる：£雷者を求む 

る氣 になって 來た。 輕簿 なる サマリ ャの 婦人 は眞 面目に、 主よ 我なん ぢを ：、= 言 者と 知れり、 我らの 

先祖 は 此の 山に て拜 せし に汝 らは拜 すべき 所 は H ルサレ ム なりと 云 ふ、 此を如 伺 心得て t おきかと 質 

する に 至った。 耶穌に 接すれば、 此の 如く 罪 を 知り、 忘れて 居た 己れ を 思 ひ 出して、 共の 志 を 道 

に 寄せる 様になる。 此れ は 今 も 同じ ことで ある。 

ピ リ ピ の 典獄が 基督に 導かれた 次第 はサ マリヤの 人と 趣き を 異にして 居る が、 矢 張祌 の攝现 に 

出 つて 3 呉の 已れ を兑 出した I っの實 例で ある。 其 時 バウ 口 は 傅 道の ため 官 吏から も 人民から も 迫害 

を 受け、 亂：： 茶な 取り扱 ひに 遭った 上、 同所の 獄に投 ぜられ た。 斯くて 夜半 バウ とシ ラスの 二人 は 

祈り をな し i っ祌を 讚美した。 不思議なる 囚徒 も あ つ たもの かな。 

他の 囚徒 之に 耳 を 傾け、 異様の 感に打 たれて 中には 何となく 尊く 思った 者 もあった に相逮 ない。 

Sg 失し. *i る！ C れ  一四 五 
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しず いましめ 

すると 俄然 大 いなる 地震が 起って、 獄の 基礎 震 ひ 動き 戶 悉く 開け、 囚徒の 械繁は $1 な 解けて 了った。 

典獄 此の 體を兑 て 囚徒 は 必定 變に乘 じて 逃れ 失せたら うと 考へ： 職责上 巾し 譯 なしと 旣に刀 を拔ぃ 

て，：：： 殺せん とした。 所が。 ハウ ロ大 に 呼 はりけ る は、 Q ら害 ふなかれ、 我ら $： な此 所に 在りと。 典 

燈火を 索め 躍り 人り 戰慄 きて バウ 口、 シ ラスの まへ に 俯伏し、 之 を 外に 誘き出して、 1；?; よ 我 救 は 

れんた めに 何を爲 すべき かと 問 ふた。 彼 はつひに バウ 口 の敎を 承け て { 哝挨  一 M: 基督の 徒と なった。 

典獄が 我 救 はれん ために 何を爲 すべき かと 言った 其の 意味 は 今日 基督 信者の 罪 を 感じて 神の ま へ に 

救 ひ を 求む ると 同日の 論で ない こと は 明白で ある。 先刻の 地震と 言 ひ、 バウ 口の 言語 動作と； K ひ、 

尋常 人で ない。 此の 人 を獄に 投じた の は 大變な こと だ。 如何なる 崇の あらう も 知れぬ。 後難 恐る ベ 

し。 ^ より 役目で 遣った ことで は あるが、 何だか 氣味悪 く、 怖氣 立ちて、 斯くは 中し 出た ものと 

える。 全く 迷信から 起ったら しい。 彼が 動機 は 災難 を 迴れる 一方であった らう。 始めは 此の 通りで 

あつたが、 バウ n を 出獄 させて、 段々 聽 いて 見る と  一！ » 深い 眞理 が理會 り 出し、 兗に本 常に 罪を纖 

悔して バプ千 ス マまで 受ける ことにな つた。 

今ョ でも ピリ ピの 典獄と 同じ 理. S から 本心に 立ち 反る 人が 多く ある。 或 ひ は 不慮の 危險に 揺り、 

或ひは戰ハ^-に往き、 或 ひ は 新たに 大 いなる 事業 を 企て、 或 ひ は 身に 何等かの 變が 起るな ど： K ふ 事情 

おお け 

から、 自然の 氣味 iel^ く、 何となく 怖 氣が附 いて、 知らす 識らす 宗敎に 心 を 引き寄せられる もの も あ 

る。 共れ は淺 薄に 相違ない が、 正直に 考 へる 人なら、 祌之を 導いても つと 深い 意味の 危險 に：：^ 付か 


せ、 竞に 信仰に 迎 り： iil^ く。 或 ひ は 過 ざ 來し方 を 顧みる と、 宿昔靑 雲の 志で， 前日に 於て は 是れく 

そ K>!i ん 

の 现想も 抱いて 居った し、 高 尙な夢 も 見た が、 今では 算盤 勘 {儿 の ほか 頭腦に 無一物、 親 も 兄弟 も、 

隨 つて 朋友な ど は 無論の こと、 總て之 を 器械の 様に 運轉 する 氣 になり、 ^外 冷酷な 人物と なった。 

已の靈 魂 は 地獄から 來た 風に でも 吹かれて 居る かの 如く 物凄い 狀態 である。 I 夜 燈前此 に；^ が 着い 

たと きの 驚き は 非常な もの だ。 此れ は堪ら ぬと 後へ引き 返す 心 持に なり、 もっと 精神的に、 今少し 

的 趣哝の ある、 现 想に 富んだ 生活に 移りたい と 思って 來る。 人格が」」 びんと しつつ あるのに 吃驚 

して 我 救 はれん ために 何を爲 すべき かと 絕叫 する。 最初 求めた もの は 神でなかった にもせ よ、 精神 

た so き 

斯 くの 如く 動き 出すならば、 神と 其の 正義と に 到着す のが 當然の 順序で ある。 其れで 赏際は ビリビ 

の 典獄と 同じ 意味の 結果 を 現 はすので ある。 

わるもの  つけ 

耶穌 十字架に 殺された とき、 惡 徒が 兩名其 左右に 架ら れた。 其 一人 は 主の 言 や 行 ひに 動かされ、 

共 精神に 感じて、 悔 改めの 念 を 起し、 吾等が 斯く なった は 固より 當然 である。 然れ ども 此の 人 は 全 

く 無罪なる にと 雷 ひ 出した。 縛られたり、 刑の 宣吿を 受けたり しても 悔い 改 むる こと 出來 す、 今や 

刑場に 恥 を 爆す に 至っても、 唯 だ 天 を 怨み 人を咎 むる のみであった ものが、 基督の 十字架に 接した の 

で 露の 我に 復る こと を 得た。 爾御國 に 至らん とき 我 を 記憶よ との 一 言 は、 彼が 已れに 反り、 祌に歸 

順す る 至誠の 聲 である。 一 且 紛失した 我に 立ち 戾り、 痛 悔して 耶穌に 求む る ものに は、 《：^に汝は今 

日 我と ともに パ ラ ダイ ス に 居る ベ しとの 聲懸 りが ある。 

紛失し 4i る：. しれ  1 四 七 


紛失し. *i る已れ  一 

初め パ ゥ は 基督 敎を 仇敵の 様に 考 へて、 敎會に 迫害 を 加 へ 、殆ん ど 至らざる ところ 無き 狀態 であ _ 

つたが ダ マスコへ 行く 途上 忽然 耶穌に 見えた とき、 彼は駭 いて 妆は 誰ぞ やと 問うた ところ、 我は汝 

iJ むお た 

が 迫害る ナザレの 耶穌 なりとの 答を與 へられた。 眞理に 抵抗し、 若く は 之に 無 i- 着で ある ものが、 

何時しか 耶穌に 要せられ、 祌に襲 はれ、 天来の 聲に 呼び 覺 まされ、 緩いて 汝 は誰ぞ やと 耶穌 を硏究 

し、 竞に從 1l 已れが 反抗って 居った の は、 救世 者 其の 人で あつたと 云 ふ 思ひ懸 ない 事實 に慚愧 恐縮 一 

して 信仰に 到着す る は、 往昔の バウ 口の みで は 無い、 然るに 或 ひ は 稍 や 信念が 萌し 基督の 愛の 權^ 一 

を 認めても、 斷然 たる！^ 心が 出來 兼ね、 前後左右 を 顧みて 禱路 する 向 も あるが、 此れ 實に危 い。 然ー 

かの みならす、 罪の 上に 更に 大 いなる 罪 を 重ぬ る 次第で 最も 恐ろしい 事で ある。 目の 覺 むる とき は 一 

起き 出づる 時刻で ある。 悔 改め は 已れの 都合で ない。 切迫した 責任で ある。 神 を 知った 其の 時が 直 

ちに 之に 歸 るべき ときで ある。 我 を 命令すべき 權利 基督に 存 する を 悟った 刹那が、 基督 者と なる ベー 

き 刹那で ある。 道念の 光 は電の 如くで ある。 其の 閃いた ときに 捉へ ざれば、 還 永遠に 之 を 失 ふ。 其 一 

の 恐るべき 實 例が 多い。 言 を 左右に 寄せて 無益の 思案 區々 なる 間に 疑惑の 雲が 起って、 道念 此に 鈍 一 

る、 救 ひの 好機 を 逸する ので ある。 故に バウ は 其の 對 手の 基督なる を認 むる や、 透 さす 主よ 汝は 

我 をして 何を爲 さし めんと する やと 問うた。 彼 は 行き 懸 りに 掛 念し なかった" 從來 同志であった 人 

人の 手前に 頓着し なかった。 前途に 横 はる 利害に 拘泥し なかった。 思 ひ 切って 服從の 志し を 立て、 

斷乎 として 信仰の 生涯に 進んだ。 斯の 如き 人 は 自ら を 救 ふの みならす、 多くの 人が 其のた めに 救 は 一 


ひとたち 

れる。 世界の 恩人 は 常に 此の 流義で 行く 人 等で ある。 

道に 志す 人 は 餘り考 へたり、 研究した りする 方に 偏して はならぬ。 元 來道は 志を尙 ぶ。 思想より 

も 精神 だ。 穴.^ 想よりも 行 ひで ある。 研究よりも 從順 である。 宗敎は 兒識 でない。 各自の 生活 を 支 

する キ： 義 である。 信仰 は 舉說を 取 拾す ると は 遠 ふ。 責任で ある。 北 ハの担 否 は^ « である。 大 いなる 

罪惡 である。 信仰 は資に 品性で ある。 之 を 閑 問題と する は 大變な 間遠 ひだ。 然る を § でも 無い 

に 宗敎の 車と 云 ふと ®* らしく 理窟 を 弄し、 Sn 擧者 でもない のに 祌の事 を 言 ふと、 いかにも 竹 P 

らしく 妙に 落ち着き 拂 つて 平 氣に之 を 怠る。 甚だ 善くない。 主よ 汝は我 をして 何を爲 さし めんと 欲 

する かと 肅んで 問 ふが 宗敎の 本色で あるから、 之に 人らん とする もの も 其 锁 りで 居らねば ならぬ。 

(一 九 〇 五 年 六 n!) 
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神 は 我 儕の 父な り  ♦ 

i 

人 は 此の 天地 間に 身 を 寄せて、 宛 かも 家に 住んで 居る 様な ものである。 路頭に 流離す る ものと は 一 

見えぬ。 正當 にさへ 遣って 行けば 衣食住に 差 支へ る 事 はない。 『天道 人 を 殺さす』 と 云 ふ 諺 も あ 

る。 皆 天地 を當 てに して 居る。 唯 違 ふ 所 は 幼稚に して 道理の 分らぬ 幼兒の 様に 暮 して 行く 者と、 漸 

く歲も 積って 世間の 事情に 通じ、 親の 事 や、 我が家の 身代 をす つかり 承知す る樣 になる ものとの 違 

ひが ある。 一方 は 何も 辨へ すに 食 ひ飮み をしたり、 遊んだり して 一 曰 を 送って しま ふ。 他の j 方 は； 

親の 心 を 知り、 禮も言 ひ、 責任 を も 感じて、 孝 を 盡す氣 になって 居る。 兩方 とも 家に 衣食す るので 

あるが、 非常な 違 ひで ある。 此の 點に 於て は 幼稚な、 無 邪氣な 時代 は餘り 有難く あるまい。 辨 への 

ある 大人の 方が 遙 かに 好い。 人の 世に 於け る も 此の 通り だ。 皆 此處に 住って 衣食 をして 居る が、 働 一 

いたり 遊んだり する 外に 考へ の 無い 連中と、 人生の 意味に 通じ、 已が 此の 如く 身 を 寄せて 居る 天地 

の 主なる 神 を 認めて、 之 を 有難く 思 ふ ものと 二種 ある。 幼兒の 様に も 分らす 漠然と 生活す る は 望 

ましい 事で ない が、 無分別ながら 親に 頼って 居る から 何と無く 安心の あると 同じで、 未だ 明かに 宗 

敎は 認めす とも、 何だか 頼もしい ものが 有る らしく 感じて 安堵して 居ら.^ る。 併し 種々 事愦が 分つ 一 


て來 ると 然 うは 行かぬ。 親 を 善人と 思 ひ 其の 思慮 も 能力 も S 分 優れて！ S ると：^ すれば、 如何なる 辛 

苦の 中で も 心 を 安ん する。 之に 反し、 若し 親 を 無慈悲な ものと 考へ 其の 思慮 一 w ふに 足らす と兑 つ 

て、 之 を 少しも 信ぜぬ 樣 ならば、 とても 家に は 居られぬ。 遂に { ま 出 をす るか、 CI 暴 自棄に なって 

だしい 結 を來 すで あらう。 人生 も 右の通り だ。 漠然たる は 如何に か 行く けれど、 ： 大地 は 無 な 

ものと 觀 念し、 無暗に 盲動し、 何の 分別 もな く 唯 恐ろしい 機械の 様な ものと 考へ 出したら ば 一 H も 

安心 は出來 ぬ。 それ こそ 身 を ra^ 敢 なみ、 世 を味氣 なく 感じて、 ：！： も かも 赖 もしから す、 曰 夜^々 と 

して 暮 すが、 だしき は 自殺 もし 翁ね まじき になる。 それ 故 如何なる！： 又 如何なる 宗敎 でも 祌 

てんら リゃ  バウ n 

を 認めて 之 を 親の 様に 思って 居る らしい。 支那 人が 天 老爺と 云 ふの もこ、 であらう。 保 羅もァ 千 ン 

ス で說敎 した 時、 希臘の 古詩に 我 倚 も 其の 裔 なりと 云って あるの を 引いて 自說 の證據 にした。 して 

見る と 希 臘人も 神 を 父と 思って 幾分の 安心 を 得た ので ある。 祌が 父で あると 云 ふ 俗 仰 は、 人の 流：：：^ 

持って 居る もので、 人生 安心の 基と 云 はねば ならぬ。 『親の 心 子 知らす』 と： -ム ふから、 ：！： 分 親の 心と 

云 ふ もの は 分り 難い ものである。 親と 云 ふ 語 は 一 つで ある けれど、 北ハ の？；： 味に は^だしく 懸隔が あ 

る。 石 川 五右衞 門 も 親で あれば、 櫻 井の 驛の正 成 も 親で ある。 ロマ 人 や ギリシャ 人の ジュ ピタ ー も 

父で あるし、 ユダヤ人の N ホバも 父で ある。 すっと 離れて 耶穌 の祌も 父で ある。 父の 容次 第で 人 

生 に 及ぼす 影響 は 非常な 違 ひ を 生す る 0 神が 父で あると 云 ふ 事 は 耶穌の ^^も好 く敎 へられた 事で 他 

に は 其の 類がない。 玲瓏 玉の 如き 耶穌の 心に 映 じ、 其の 一 生に 彰 はれた； 大父は 如何なる ものである 

神 は 我 倒の 父な り  1 五 一 
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かと 云 ふに、 略 次の 如くで ある。 

たよ 

1 天の 父 は 偏りな き 愛 を 有って 居られる。 『祌は 即ち 愛な り』、 『祌は 偏らざる もの』 にて， 『务 

人の 行に. S て 輪く』。 『天の 父 は 其 日 を 善き 者 にも 惡 しき 者に も li 一し、 其 雨 を 正しき 者に も 正しから 

ざる 者に も 降らせ 給 ふ』。 成程 人に は 貧しき も あり、 富める もの も ある。 北ハの 力に 大小が あり、 北 C. 

の si にも 深 きがある、 淺 きがある。 決して 平等に 行って は 居らぬ。 之で は祌の 愛に 偏りな しと 云 

ふ は 外れて 居り はせ ぬか。 然ぅ ではない。 神 は 其の 力の 多寡に 準じて 人を鞫 く。 多く 與 へられた も 

のから は 多く 徵收 し、 寡く 與 へられた ものから は 寡く 要求せられ るので ある。 ユダヤ人の 如き は 他 

の國 民よりも 多く 與 へられた もので、 神 を 知った 分量が 割合に 澤 山であった。 併し 聖番に は 『祌の 

諸の 族の 中に て 我 唯汝ら のみ を 知れり、 此の 故に 我 汝らの 諸の 罪の ために 汝 らを罸 せん』 とま = いて 

ある。 ：^』 て此 Qi りで ある。 祌の 賜物に は 責任が 附 いて 居る。 富 を 賜 はれば 貧しい ものに はない 資 

任 を 負 はされ る。 祌は 有たぬ もの を 要求され ぬ。 其の 有って 居る 物に 伴 ふ 责任を 問 はれ た^けで 濟 

む。 であるから 決して 祌に 偏頗 はない。 總 ての 人 を 救 ふ 思 召で ある。 

1 一 神の愛 は 個人的で ある。 個人的と は 神 は 如何なる 人で も 見落さる.^ ことがない と 云 ふ 意味で 

ある。 世界 は廣 し、 人 も 多い ことで あるから 祌が名 もな き 一人 を 其の 聖 意に 懸け 給 ふと 思 ひ 難い。 

それで 運々 心細くなる。 併し 聖書に 『二 羽の 雀 は 一 錢 にて 翁る に 非す や、 然るに 爾曹の 父の 許しな く 

ば 其の 一 1^ も 地に 落つ る こと あら じ。 爾曹の 頭の 髮亦數 へらる。 故に 恐る、 勿れ』 と 云って ゐる。 


神 は 一 人々々 我等 を 愛する。 我等 は 一 人々々 祌！ 知られて ゐる。 各自の 無くて ならぬ 物 は 祌疾に iN} 

を 御 承知で ある。 我等の 悲みも 喜び も、 長所 も 短所 も 悉く 祌に 知られて る。 實に子 を兑る 親に 若 

かすと 云 ふ 如し だ。 祌は 我が 父で あると 云 ふ 確： S は 全く 耶 の 賜物で、 人生 は 之が G に 北 ハの面 in: を 

1 變 する。 

三 神 は 父で あるから 共の 愛 は 嫉妬の 愛で ある。 嫉妬と 云 ふと 大變. B く M える けれど、 親が 子 を 

愛して、 子 之に 愛 を 以て 酬ゐ ねば、 深く 其の 心 を 痛む るで あらう。 親に 棒ぐべき 愛 を 他人に ぐる 

ならば、 親 は 如何に 淋しく 感 する であらう か。 夫が 妻 を 遣て \ 他に 心 を倾 けるならば、 ^は 泣き暮 

すで あらう。 是は 愛の 誠で、 素より 斯うなくて ならぬ。 耶 穌の敎 へられた 所に 依れば、 神の愛 も 之 

と 同じで、 其の 子等た る 人に 向って 愛 を 要求 せられる。 共の 侃 りなき P 人的の 愛に 對 して 人の 心 

て ごた  UI 

に手應 への ある を 待って 居られる。 父なる 祌は、 子た る 者の 心 も 無く 共の 道を盡 さ^る 人に 對し、 

決して 無頓着で あられ 樣 害がない。 神の愛に 酬 ひて 之 を 信じ、 之 を 愛し、 忠 H に 之に 率へ る ことの 

無い 人 は祌に 喜ばれぬ。 此處を 聖書に は祌の 怒と 名 づける。 祌が 父で あるから のこと である。 基 

督 敎の祌 は狎れ 侮る こと の 出来ぬ 厳かな 愛 を 有つ て 居られる 方で ある。 

四 父なる 祌は 其の 子等 を 懲戒， せられる。 # 伯來 書に 『主 その 愛する T ズを懲 しめ 又 凡て 其の 納くる 

= らしめ  おしら 

所の 子 を 鞭て り。 爾曹 若し 此の 懲治を 忍ば- -祌の 子の 如く 爾曹を 待 ひ 給 ふなり。 誰か 父の 懲 めざる 

かくしご  ま tJ との  一 J 

チ 在らん や。 衆の 人の 受 くる 懲治 若し 爾曹に 無くば そ は 私 子に して 實 子に 非す』 と 見える。 佌 に 

神 は 我 儕の 父な り  1 五 三 


神 は 我 儕の 父な り  1 五 四 

も 可愛い 子に は 旅 をさせる と 云 ふ 語が ある。 天父の 心 も それで あると 思へば、 如何なる 艱難の 巾に 

も、 望と 慰と が ある。 誠に 愉快な 話で ある。 

五 神 は 此の 罪を赦 す。 罪の 赦しは 基督 敎の 光明 最も 赫突 たる 所で、 愛の 美 愛に 至って 極まる の 

である。 神 は 次回に 說き 出す つもりで あるが、 其の 獨子を 世に 遣 はされ、 人 を 尋ね、 之 を 悔改に 導 

いて 赦 しの 道 を 立てられた。 罪 を 悔いて 天父に 歸參 すれば 必す赦 される。 併し 何處 まで も 心 を. 讀^ 

にして 歸順 せぬ もの は 如何になる であらう か。 狎れ 侮る 可らざる 神の愛 は 之に 對 して 如何なる 反應 

を與 へる であらう か。 是は考 へる と 甚だ 恐ろしい 問題になる。 神の愛 を等閣 にし、 之 を 無視す る 者 

は、 到底 安らかに 終る ことが 出来ぬ。 

以上 說 いた 如く 我等の 住 ふ 天地の 主 は 偏頗な く、 一人々々 に 我等 を 愛し、 我等の 之 を 愛する に 至 

る を 切に 期待し、 我等 を 改善す るの 目的 を 以て 苦み を與 へ、 罪を赦 すの 慈愛 を 以て 我等の 歸順 する 

を 待つ 處の 父の 神で ある。 此の 信仰 は 我等の 胸中に 無限の 慰と 大瞻 不敵なる 勇氣 とを與 ふるもので 

ある。  . 

(一 九 〇 五 年 一 二 巧) 


我等 は 其の 子な り 

人 は 自ら 明瞭に 之 を自覺 して 居らぬ が、 何處 となく 神の 子で あるら しく 感じて 115 る。 種々 なる 事 

情から 心が 拗房 り、 曲って 居るならば 兎も角、 正則に 發 達した もの は 大抵 世界 を 頼もしく m わ ひ、 其 

の 成り行きに 信 を 置いて、 『人間 到る 處靑山 あり』 と 云 ふ 風な 心 持で ある。 我等 は 此の世界 を 自分の 

家と 心得て 居る。 それ だから 自然と 安心 も 出来る。 唯 幼兒の 様に 其の 何故に 安心の 出來 るかと 云 ふ 

理由が 分らす、 漠然 心 置きな く 遣って 居る ところが、 宗教の 明白な 信仰と 違 ふの みで、 Iti の 信任 

を 天に S いて 居る 様に 思 はれる。 成長して 事情が 理解され た曉 は、 親の 恩 や 共の 性 K が 認められ 

て、 立派な 孝子と も 爲られ るの だ。 其處が 宗敎も 同じで、 人の 漠然 持って 居る 信念が 明. S に 意識せ 

られ、 其の 内容 燒 かに 深くな つたの を 信仰と 云 ふ。 天地の 間に 安んじて 生活し、 世の 成 ひ 行きに 信 

住 を S く 心が あるなら ば、 假令 宗敎を 奉す ると 云 ふ 名目が なくと も、 頒是 ない 幼兒の 様な 宗敎は あ 

る。 唯、 物心が 着いて 發逹 する を 待って 居る と 云 ふ 遠 ひが あるば かりだ。 旣に斯 の 如き 態度 を 以て 

世に立つ、 即ち 信任 を 置いて 居るならば、 自ら 神の 子と 心得て 居る の も 同様で ある。 

我等 時として は、 戀鄕 病に 罹る。 蕩子家 を 離れて 他鄕に 住み 惱んだ 時、 遙 かに 父 を 懐し く 感じた 

我が サは 其の 子な り  1 五 五 


我等 は 其の？ 1^ なり  1 五六 

(1i 傅) 如く、 人 は 誰し も 現在の 境遇から 考へ 出して、 何れ かに 己の 安ん すべき 故鄕 有るべく 覺ぇ、 

胡馬 北風に 嘶く 様に、 悵 然として 天の I 方に思ひを運ぶ。『此く1|^ふものは家鄉を尋ぬることを^す 

なり』 cfff，)。 詩人が 『水な き 燥き おとろ へたる 地に 在る 如く、 わが 靈魂 は褐 きて 汝 (即ち 祌) を 

のぞみ、 わが 肉 體は汝 を 戀ひ慕 ふ』 (f ぺー 一一) と 詠 じたの も 此の 心に 外ならぬ。 祌の 有る や 無し や、 判 

然 意識せ ざるに もせよ、 斯の 如き 戀鄕 病に 悶えて 居る もの は旣に 自ら 親 を 慕 ふ 小 供た るを證 明して 

居る。 又 パスカルの 言った 通.^ 『汝旣 に 神 を 見出さ ビ りしなら ば 之 を 尋ね ざり しもの を』 の、 近现 

で、 此の 苦悶 を 抱く もの は 或る 意味に 於て 神に 接して 居る と 言っても {且 しからう。 

世に 人類の こと を 研究す る舉 說も少 からぬ ことで あるが、 其れ 等 は 人類の 出来た 手續ゃ を 調 

茶す るに 過ぎない。 其の 本源に 溯って、 人類の 系圖を 明かに する 譯に 行かぬ。 自分の 氏、 素性が 分 

らす、 常々 心苦しく 思って 居る 孤 兒院の § 一し 子 見た 様に 人 も 其の 本来の 親が 知られなくて は 何分 

心細く 氣恥 かしく 感ぜざる を 得ない。 我等 は 如何しても 自已の 出 所 を 知りたい。 之が 爲に隨 分骨 を 

折って 研究 もす る。 是は 明かに 自分が 誰か の 子 だと 云 ふ 自覺を 持 つて 居る からで ある。 

子 だからと 云っても、 血統な どの 話に 限らぬ。 人 は 神から 出た ものであるから、 此の 點 よりして 

も 神の 子に 違 ひない。 併し 神から 出た と 云 ふば かりで は尙 足らぬ ところが ある。 山川 も、 牛馬 も、 

本 は 神から 出た。 之 を 理由と して 神の 子で あると は 言へ まい。 そこで 神の 子と 言 はれる に は、 共の 

心が 神に 類して 居らねば ならぬ。 故に 欺 書に 人類 は祌の 像に 肯 せて 造られた と 記して ある。 我等 は 


神と 同じ様に 心 を：：：；、 へて 居る。 中. 江 藤 樹の全 孝心 法に 『子の 母の 腹に 居る、 母 呼せば 亦 呼し、 母 吸 

すれば 亦 吸し、 ー氣 流通して 已に 間隔 無し" 何 ぞ况ん ゃ本靈 * 覺 的が 氣に乘 じて 出入す る、 站% な 

る界 限の 處 あらん や。 兌る 可し 此身 は但に 父母の！ 一 ぬ體 のみに 非ざる なり。 是れ； 大地 的遣體 なり。 人 は 

是 れ太虑 的遣體 なり。 遣體を する の 道 は 氣を敏 し 靈を攝 する I 窜に 過ぎす。 氣を敬 し^を 攝す 

る は 愛敬の 二字に 過ぎす。 愛の 極 を 敬と なし、 敬の 至れる を齋 となす。 齋戒 S 心、 ゅ然の ハ讽兩 I？ に 

塞り、 赫然の 光四 表 を iii すに 到り 5£ て、 方に 緩に 是れ 個の 全 孝な り』 と。 藤樹は 天地の 遗體 とのみ 

"一 破した が、 基督教に 於て は 此の 點 がー 2^ 明瞭で 我等 は 神の 心 を 受けた る 共の 子で ある。 神と 我等 

との に一氣 流通して 間隔が 無い。 我等 は祌の 正しき が 如く 正しく、 祌の 活動す るが 如く 活 s; する 

こと を 命ぜられ、 共の 責任の 下に 勵んで 居る。 斯の 如く なれば 確かに 祌の 子に 遠 ひ 無い。 神の 心に 

分け 人り、 共の 思 ひに 同情 を 抱かねば ならぬ 様に 感じて、 已 むこと を 得ない のが 何よりの， ゅほ據 であ 

る。 祌は 常に 我等 を 招きて 其の 秘密に 與り、 之と 祝 幅 を 共に する こと を勸 めら れる" 天の 父 は 共の 

深き 架 It を 人に 知らし めつ k ある。 

人^ すれば 本に 歸る。 疾痛慘 怛必す 之 を 天に 訴ふ。 是は祌 が必す 我が 祈に 應ふ べしと： じて おる 

からで ある。 我等の 祈 は 大 父に 聽 かれる。 『然 らば 汝ら 悪しき もの 乍ら 好き 賜物 を 共の 子に 與 ふる を 

知る。 まして 天に 在す 汝らの 父 は 求む る 者に 好き 物 を與へ ざらん や』 (f.ff.-)。 

子 は必す 養育の 惠を受 くる。 子と して 衣食住に 心配す る もの は 無い。 我等 は 父なる； t に 保護 せら 

我等 は 其の 子な り  1 五 七 


我等 は i4、 の 子な り  I 五八 

る k 子で あるから、 心 を 安ん する ことが 出来る。 『然れ ば 何 を 食 ひ、 何を飮 み、 何 を 衣ん とて 思 ひ 煩 

ふ 勿れ、 汝らの 父 は 凡て 此 等の 物の 無くて ならぬ こと を 知り 給/り。 此 故に 明日の こと を m 心 ひ 5^ ふ 

勿れ』 (f^^^ll)。 神の 子た るの 心 素より 然か ある 可き 箸で ある〕 之を當 然と 心得る もの は 自ら 神の 

子で あると 自任して 居る ので あらう。 

『憂き ことのな ほ此 上に 積れ かし、 限 ひ ある 身の 力た めさん』。 確かに 人生 は敎 育で ある。 敎育を 甘 

ん じて 受ける が 子た るの 道で ある。 世の中 は 決して 遊び場 所でない。 少しも 油斷 すべから ざる 舉校 

である。 眞 面目に 遣らねば ならぬ。 總 ての 境遇に 於て 祌の敎 育 を 受ける に滿 足し、 堪へ 難き ことに 

も 辛抱す る を已の 道と 覺 悟し、 品性の 銀 鍊を專 一 と務 むる は 神の 家に 庭訓 を 蒙りつ k ある もので な 

いか。 此の 信念 は 我等の 慰め 又勵 みで ある〕 

希望 は 人生の 光明 だ" 共れ ある を 力に 奮鬪 もす る。 我等 は現資 の事實 から 云 ふと、 何も 言 ふに 足 

ら ない。 指して 行く 理想に 惯 値が あるの みだ。 將夾に 成就 さるべき ところ を 持って 居る が、 我等の 

誇りと 爲 すに 足りる。 凡そ 子供心 は 希望に 胸 を 躍らす ものであるから 斯の 如き 事實 ある 以上、 我等 

は 天地 に 天晴れ 子供の つもりで 立って 居る ものと 思 はれる。 之 を 基督教の 詞に 移して 見れば、 我 

等は祌 の世嗣 である。 『我ら 若し 子たら ば 又世嗣 たらん。 即ち 神の 世嗣 にして、 基督と 偕に 世嗣 たれ 

ばな り。 我ら 若し 彼と 偕に 苦み を 受けな ば 彼と 偕に 榮を も受 くべ し。 われ 思 ふに 今の 時の 苦 は 我ら 

に顯 はれん 榮 光に 比ぶべき に 非す』 ( ^ 噃 f§)。 


子 遠く 去れば、 親 は に 共の 歸るを 待つ。 种は 人類に 共の 心 を 通じ、 道を敎 へ、 ffi- レ敬 W 戒を與 

へ、 其の 蒙 を 啓いて 之 を 己が もとに 歸 順せ しめんと 11 られ る。 然れば 我ら は 待 たれる 子で ある、 歡 

迎は祌 の { 次 に 我等 を 待って 居る，」 

斯く思 ひ くれば 我等 は 神の 子た る を 疑 ふこと が出來 ぬ" 覺 つて 愛に 至れば 天父の 惠みを m わ ひ、 

et に對 して 不孝な りし を 感じて、 慚愧の 念 禁じ 難く 起って 來る。 いざ 起ちて 父に 歸 らんと 一一 一 n ふべ 

き や 否や。 現在の 我等 は 神の 子で あり 乍ら、 それらし くも あらぬ 哀れなる 狀態 である。 

(一 九 〇 五 年 一 二  》 ；) 


^等 は 其の 子な り  1 五 力 


我等 は K. 宵の 子な り  一六 〇 

我等 は 不肖の 子な り  ♦ 

我等 は 神の 子で、 神が 我等に 期待され ると ころ は 多い ので ある。 然れ ども 悲 いかな、 不 竹 の 子、 

天の 父に 背いて 不幸の 罪 を 重ねて 居る。 

一 我ら は 神に 货て 居らぬ。 神の 全きが 如く 全 かる 可き が 人の 道で ある。 『平和 を 求む る 者 は 幸 

なり、 其の 人 は 神の 子と 稱 へらる 可ければ なり』。 凡そ 神の 子た る 者 は、 心 も 行 も 天父の 様になくて 

は、 其の 名ば かりで、 實が 少しもない。 實に 我等 は 不肯の 子、 慚愧の 至りで ある。 

二 家の 內 には子 も あり、 僕 も あり 獸も ある。 主人の 家に 雨露 を 凌ぎ、 食物 を與 へられる に 至つ 

て は、 此 等の 三つの もの 少しも 異 つた 所 は 無い。 併し 獸は貪 ふば かり、 僕 は 其の 給金と 交換に 役 

目 を 働く ばかりで あるが、 子 は 親の 心 を 知り、 之に 同情 を 寄せて、 其の 苦樂を 全部 與に する ことが 

出来る。 大變な 遠 ひで ある。 子と して 親に 同情が 無ければ、 子と なった 甲斐がない。 我等 は 世に 在 

りて 衣食住 を 得て 居る と 云 ふだけ で、 隨分 職業な どに 勵 むけれ ど、 其れ 以上の こと を考 へす、 神の 

すがた 

心に は さっぱり 無頓着で ある。 宛 も 家畜 や 僕 同様の 狀、 少しも 親の 子ら しく 無い。 常に 傭人の 如く 

日 を 送って 居る。 之で は 不肯の 子と 云 はれざる を 得ぬ 次第で ある。 


パ； 我ら は 祌 の 物を樂 しむぶ-を 知らぬ。 路加傳第十五^^放蕩-兄の兄は^？^！-の樣に亂；^なとはしなか 

つたが、 き 父の (¥ に 住み 乍ら、 叙の物を樂しむ19^1-を知らす、 <：5 に伙々 として 不平の 色 を 有って：：^ 

た。 父 は 彼が 心の 淋しく 低い の を 偶んで、 之 を 論して、 『子よ 汝は 〈：^ に 我と 共に 在り、 义 我が 所有 は 

5：： 汝の 物な り』 と：； ムひ問 かせた。 親と 一 所に 住ま はれる と 云 ふ は 非 0^ な 幸福で、 共の 所有 は W 以て 彼 

の 心 をぶ； I ばす に 足りて 居る のに、 何だか 不足 相にば かり 暮 すと は、 理由の 分らぬ 話で ある。 ^し 人 

の 世に 在る も 多く は 之と 问 じで、 神に 近づく こと も、 之と 共に 在る こと も餘り 嬉しく S31,5 ぬ。 -fs? 化 

もちもの  いつも  ねお 

極まった 話で ある。 世界 は 神の 所有の 無盡藏 であるに も拘ら す、 平生 淋しい 心の^へ： J{ ^や、 拗くれ 

た繼 子の 様に 始終 不機嫌で ある。 バウ。 の： W 葉に、 『萬 物は汝 等の ものな り』 とあって、 彼 は 死 を さ 

へ 我が ものと して 樂し むさが sh: 來 ると 云った。 基督 を 信す るなら ば 宵に 北 ハの迎 りに なられる。 我ら 

が祌の 家に 在りながら、 親の 物 を 腐に 我が物と して 樂 むことの 3? 來 ぬと 云 ふ は、 如何にしても 子 心 

を 失って、 奉公人 根性に 成り 下った 證據 では あるまい か。 犬 や 猫は货 人の { 愈に 飼 はれつ、、 共の 美 

術 口 § や 何 か を 少しも 樂し むこと がない。 所謂 猫に 小 f: だ。 天地 の^に 生れて 食 ひ 飲みの 外、 樂 しむ 

こと を 知らす とも、 gl^ らば それで-:^ 心して 居られる が 人 だから 然ぅ 行かぬ。 何となく 心苦しくて 

igsi に堆 えぬ。 我ら は 天の 父に 棘 遠な 不孝？ に 相 遠ない。 

四 我等 は 祌を疑 ふ。 天の 父に 委せる HJ が出來 難い。 全 體 人に 委せない と 云 ふ は 、共の 心 や 力 を 

5  おき 

疑 ふの 失禮な 話で ある。 祌は 我らの 父で あるのに、 又ー錢 にて 傅る 俊で も 之 を jiS はれ、 ig! に 切り 採 
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られ て枯匕 I* つる^ 合で も、 ソ n モ ンの榮 華 すら 及ばぬ 装 ひ をさせる のに、 其の 保護に^ 赖 する こ 

とが 屮ぃ來 す、 徒らに +ぉ智 S を述 らして 旦暮 心配ば かりして 居る。 * 天父 は 我等に とって、 兑す 知らす 

の 他人で ある。 钟 を 斯様に 待遇 ふから に は 決して 子ら しい 心の ある ものと は 云へ ない。 售に •  仏い 話 

だ。 自分が 幾ら 不言 仰で も 人 を 打ったり、 嘘 言 を 吐いたり する ほど惡 いと 感ぜぬ 様で あるが、 售は 

之 程 il^ い 仕方 はない。 子に 疑 はれる 親に なって 兑られ よ。 基督 敎に 於て 不信仰 を の隨ー に數へ 

るの は此 所の 逬现 である。 

丌、 安 等 は 祌に對 して 感謝の 心が 蒲い。 神の を餘り 喜んで 居らぬ 様に 見える。 子た るの 迸 は 父 

母の 恩に 感じて 之に 酬 ゆろ K- を 心掛ける にある。 孤兒院 などに 養 はれて ゐる 子供 は 何分 感謝の念 力 

乏しい と 云 ふこと であるが、 我等の 平生 を 見る と、 祌に對 して は 孤 兒院の 子供 位が 上出来で 或は 

其れに も 及ばない かも 知れぬ。 

六 祌は人 を 子と して 養 ひ、 之 をして 共の 世嗣 たらし めんと 云 ふ 聖旨で あるのに、 我 やの 眼界 

は 非 〈：^ に狹 い。 ひ；. J むと ころが 非常に 鄙吝 で、 现 想が だ 低い。 子が 卑しい とを受 るの を 苦にして 孟 

母 ま 一一 ー变 も： ^(の 《 ^を- 1 した。 、レ ある 親 は 子の 志が 小さくて 望の 低い のに 泣き暮す であらう。 併し 祌 

V  -  ど, ン 

は 人類に 望まる、 ところが 非常に 高い。 其の 要求 は た 大きい。 神の 子た る 我らが 之に 對 して.^ 化 

云う 志 を 有って 居る かと 云 ふに、 人生に 處す るの 規模が 極めて 狭く、 天に 翔る 可き を 有って な 

がら、 地 こ ii ひづる ことば かり 爲て 居る。 我等 は 祌の國 の 器で ある。 神を樂 しむ 様に 出来て 居る。 


天 に 朝す 可き ものである。 、水 在 無窮の 計畫 をせ ねばならぬ。 然るに 蠱 くひ 誘^る ところに^ を rs.^ 

の 外餘念 なく、 何 を s$、 何 を 食 はんとの み 思ひ烦 うてお る。 蝸牛 €： 上の 爭の 外、 競 ひ 走る 可き 人生 

の大 なる 馳場を 有たぬ。 坊墓が 動の 終 ：15 である。 『人の 敎育は 一 华 i 右く は 一 世が 分 時 く は 一 日に 

對 して 抗 すると ころ を 聞きて 之に 首： する にあろ なり』 とェ メル ソン は 云った。 我等 は 唯 秒 時分 

時 i 右く は 一日の 生活と 共の 計番 r ばか， りで ある。 链 かに 篥子 をへ ぬり、 玩弄物 を樂 しむ 子 俳と 敢て擇 ぶ 

ところが 無い。 之し きの if 想で、 どうして 祌の 子と 云 はれよう か。 我等 は不 の 子で ある。 

七 ：： 儿 * の 愛がなくて は の 子と 云 はれぬ。 我等 は 世に 在りて 人と 交る 王 如何。 蕃きサ マリヤ 人 

一て ね 

は 稀に して、 ft 傷者 を兑 過し にす る 祭司 や レビ 人が 多い。 怨 むこと、 嫉妬む こと ■  ffi むこと、 パ卡ふ 

こと、 主我 的なる さ 如何に 多き や。 我等は兄^^-らしからぬ兄^でぁる。 從 つて 子ら しからぬ 子で あ 

る。 人と 祌 との M に 於け る關係 如何 を兑れ ば、 我等は神の子として^だ不$::な^<;でぁるを疑はぬ。 

祌は我 ゆ.： をして 多き もの を 司らせ、 『汝の 主人の S: びに 入れ』 と 仰せられる。 我ら は不 小：：： なる 子、 

無能 無力に して iEj 物に 長た るの 器で なく、 唯 外物に g! せられて、. 五斗^にさ へ腰を：^める徒^^もぁ 

る。 我等 は祌の 心に 问 情し、 其の びに 入る ことが 出來 ぬ。 此 所が 即ち 人類の 罪と 云 ふ もので、 假 

令 人の 前で は り 前の 人物で あっても、 断の 如く 祌に對 する の關 係から 云 ふと、 世界に 誰 一人 罪人 

でない もの は 無い。 『我汝 の 前に S: を 犯し たれば 汝の 子と 稱 ふるに 足らざる ものな り。 汝の箭 人の 一 

人の 如くな し 給へ』 と纖悔 せねば ならぬ。  (一九 0 五 年 二 一 5 
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■ 耶穌の 死. 

耶穌 は、 天の 父に 愛せられた 唯一 り-子であるなら ば、 何故に 十字架の 死を遂 ぐるに 至られた か。 

苦痛と 恥辱との 最も 甚だしき 十字架が、 何故に 耶穌の 最後と なった ので あるか。 旣に 災害 や 苦惱の 

存在す る ことが 千古の 疑問で あるのに、 是れ は祌の 唯一 り. 子の 何とも 名狀 すべから ざる 苦雞を 受け 

られ たので ある。 

何故に 義人 は 苦痛 を甞 むる ので あるか。 罪 無くして 艱難 多き は、 如何なる 理由で あるか。 是れ實 

に 約 百 記の 悲劇で ある。 詩篇の 歌に も 義人の 艱難 を 題目と して、 宛 も 天道 是が非 かと 嘆 fi^ を 漏らし 

て 居る ものが ある。 以賽亞 書に 至って、 此の 問題が 餘程 解決 されん として 來た。 H ホバの 僕 罪 無く 

して、 言 ふべ からざる の 苦痛 を 忍び、 其の 傷瘦に 由り て、 我らの 病 癒さる べしと は、 彼が 預言の 一 

つで ある。 生物 進化の 歷史を 尊ね、 人類の 漸く 發展 して 來た 次第 を考 ふるに、 初めは 所謂 強"^.^ 弱 肉 

で、 弱き ものが 强 きものの 爲 めに 苦む のみで あつたが、 ー轉 して 强 きものが 弱き ものの 爲 めに 苦む 

と 云 ふ 時代にまで 漕ぎ着けた。 例へば 頒白の もの 道路に 負 戴す と 云 ふ 様な 場合に、 少壯な ものが 之 

を 扶 けて 行き、 或 ひ は 先覺は 後覺を 導き、 或 ひ は 母親が 小 兒を養 ひ 育てる 如きで ある。 誠に 美 はし 


き 有様に なった。 然し 再び 進んで 善き ものが 惡 しきもの のために 苦む 場合に 至って は、 進化の 結 51- 

が 更に 突し くな つて 來た。 慈母が 不良少年 を敎育 せんがた めに 、年来の 苦節に 甘ん する が 如き、 博愛 

の士 が、 囚徒の ために 盡 力して 斃 るるに 至る ジョン • ハ ワルドの 如き、 其の 一  10: 例で ある。 人生 は is. 様 

な IsHt: あるが ために、 進歩 も あり、 叉 其の 光榮 を增 すので ある。 

黼  IS とほり 

生きる にも、 死ぬ るに も 三 様の 行き方が ある。 動物 的に やる のが 其の 一 つお。 飮食 のために のみ 

働き、 疝 い，： S: しと 云 ふ 本能 的の 刺戟に 支配せられ たるの みで 止む ので ある。 是れ より 稍 や 進めば、 

人 に 歎んだり、 泣いた ひし、 或 ひ は 名 譽ゃ勳 功に 渴 えた ひ、 戀に あこがれたり、 S 上のと ころ 霜 

しに 

に 勇む と 云 ふ 風な ので ある。 是れが 人情に 於て 生き 死す るので、 其の 刺 戦 や 動力が 悉く 人 ra と 云 ふ 

範圍に 限られて Ii5 る。 第三 は 神に 於て 生き 死す るので、 神と 契合し、 天の 氣を 呼吸し、 靈 的の 力と 

光明と に充 され、 信仰と 希望と に 擁せられる。 例へば ス テパノ や、 其の 他 多くの 架 徒ら は、 即ち 此 

の 類に 屬 する。 就中 耶穌の 如き は、 其の 最も 大 いなる 實例 である。 彼れ の 生活が 如何に 祌々 しか 

つ たかは、 旣に說 いた 如くで あるが、 其の 死 も 實に祌 々しくて、 得も言 はれぬ 美 はし さ を 具 へ て 

居る。 

耶穌は 神の 道を宣 ベ、 其の 聖旨 を 成し遂げん と 志し、 人類 を 罪惡の 淵より 救 ひ 出さん がた めに、 

其の 全身 全力 を盡 された ので ある。 十字架 は 即ち 此の 高潔なる 志の 結果で、 彼れ が 人 を 愛して 倦ま 

ざり しょり 生じた さで ある。 死 を 期待しつつ、 世に 活動せられ たは 言 ふまで もな く、 ゲッセ マネ 圃 
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の M 輝、 祭司 長 及び ピラトが 法 庭に 於け る總 ての 言語 舉動、 カル バリが 丘 十字架 上の^ 様な ど、 ffi 

に 不思議なる 現象で、 人間 其の 類 ひ は、 またと 兑る ことが 出 來ぬ。 神々 しさ 言 ふ 様 もない と 感ぜら 

れる。 

十字架 上 耶穌の 心事 は、 其の 高さ 深さ 量り 知るべからざる ことで あるが、 共の 口から：^ れた 七つ 

の. 語に. E つて 北ハの 一 端を窥 ふこと が出來 る" 雲の 斷而 より.、 限りの なき、 深き 一介 穴，： を 仰ぐ な 心地 

がする。 H  く 『父よ 彼ら を 赦し 給へ、 北 ハの爲 すと ころ を 知らざる が 故な り』 (III 一 s。 銜る 際に も 彼 

れは 己れ を^す ものの 罪を輕 減し 得べき 事情 を 酌" 一， する に專ら 其の 心 を 用 ゐられ たと える。 何等 

の 雅懷宏 請； であるか。 十字架の 慘苦 も、 人情の 薄 も、 耶穌の 心に は此 一一との 苦が み をも帶 ばし むる 

ことが 出来なかった。 彼れ は 敵の ために 赦しを 求められ たので ある。 

闩く 『誠に 我 汝に吿 げん、 今日 汝は 我と ともに 樂阔に It "るべ し』 (If i 一一 一 0。 耶穌の 左右に 二人の^ 

漢が 十字架に 懸けられた。 然し もの 悪人 も耶 穌の舉 動と 其の 祈りに 感激した ものに や、 共れ がー 人 

は 仲 の する を 推し 禁め、 之 を； 1 めて 『汝 同じく 罪 を 受けながら 祌を 畏れざる か。 我ら は常然 

なり。 爲せ しことの 報を受 くる なれ ど、 此の 人 は 何も 善から ぬ 事 は爲さ ざり しなり』 と 首 ひ、 終に 

耶穌 に，：！ つて 『汝 己が 1： の來 らんと き、 我 を 記憶せ よ』 -と 求めた {|§5y 一一 一一の)。 即ち 『汝 今日 我と と 

もに 樂^ におるべし』 と は、 之に 答 へられた ので ある。 十字架の 上に あり. ながら、 願 ひ を 受け、 願 

ひを容 る。 悲慘 なる 死 を 服 前に 待ちつつ、 限りなき 力と 自信と を 以て 祝； i を豫 約す とは不 E 心議 なる 


出來|^^と，はざるを5:-ぬ。 

『さて 耶穌 の： e と 母の 姉妹 及び ク！ 1 パ の^?|-マ "ァ 、乂 マ グ ダラ の マ リア、 北ハの 十字架の 傍に 立てり。 

耶 is- と 愛する ところの n.^ 子 傍に 立てる を兑 て、 母に 首 ひける は、 51 よ、 是れ汝 の 子な り。 乂"： ^子 

に 一一 n ひける は、 "だれ 汝の $ なり』 (ffg? 一一 一 他の)。 彼れ は 苦痛 を 極めた る 際に も 己れ を 忘る る こと を 得 

たので ある。 母の行く末を安んすべき忍慮を！：らして^！はすところがなかった。 共の 孝心の S: き 以て 

見るべき である。 Ic の孝經 よりも、 此の 一 言の 方が 多くの み を 有って： w る。 斯くて 他人の ie^ をの 

み 出 心 ひ i4S けて 3 られ たが、 苦 g は 刻々 に^だしく、 其の 心を壓 迫す る 世の 罪の^ 荷 は 愈々^ 加して 

来た。 遂に 耶穌の 口から 驚くべき 一 言が 捧り 出された。 

『我が 神、 我が 神 、何ぞ 我を棄 てた まう や』 (^Mly) 。是れ 肉體の 苦痛に 辟易し、 死す る こと を 恐ろし 

く m 心 はれた ので あるまい。 i:m 初から 死は覺 悟せられ たこと、 今页 驚かるべき や：： はなし。 耶 は 共の 

わ け 

多くの * 子等の 如く. 苦痛 を^ぶ こと も、 死を见る^|るが如くでぁることも出來べき^|现でぁる。 

耶穌の 十字架の 周 闹 に罪惡 が：：；^ も 物 く、 恐ろしげ に 共の 爲 相 を 現出した。 潔き 心の 主にと りて は 

I  つら  さ き 

之 を 如^ば かり 辛く 感ぜられた であらう か。 殊に 前 刻に も 人の 罪悪、 祌に對 して 如何に 恐るべき こ 

ひど 

とで あるか を 己が 苦痛よりも 酷く 感ぜられて 『父よ 彼等の 罪 を赦し 給へ』 と 祈られた 程で ある。 今や 

人 額 の 罪惡を 感覺す る ことが 愈々 深くなる に從 ひ、 之が ため 神の 前に 恐縮す るの 念 も ハ 偸： 々切に なり 

かほ  さ； なが- n 

て、 自ら 天父の 聖顔を 仰ぐ こと も出來 ざるが 如くに 覺ぇ、 彼の 靈魂は 宛然 黑 JiS に 包まれて 日の 光 を 
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も 見ざる 様な 心地と なられた と 察せられる。 耶穌は 人の 罪悪に 就きて 欺の 如く 感ぜら るる 程に 11: 愦 

を 以て 之 を 愛せられた of- ある。 愛の 深き に 由り て、 罪な き 親 は 罪 ある 子の ために 苦しみ、 耻ぢ、 

签 恐し く 感じて、 身 を 切らる  > 如く覺 ゆるで はない か。 耶穌に 於て は 人の 罪に 對 して；. に 切なる 感 

覺を； g たれた に. 相違ない。 罪惡の 內容と 之に 對 する 神の 聖 意と を 完全に 知られて 居る だけに、 人の 

罪恶に 就きて お』 疝を覺 える こ-とも 限りなく 深い ものであった らう。 主 は 誠に 世人の 罪悪 を 身に ft 

ひ、 それに 餅す る 神の 思 召 を 恐縮す る こ-との tr た 切なり しために、 『我が 神、 我が 神、 何ぞ我 を棄て 

給 ふや』 と 叫ばれた ので ある。 浙く悲 まれた にも 拘ら す、 神 は耶穌 のために 矢張り 『我が 神』 であ 

る。 『何 ぞ てた まふ や』 と 叫ばれても 天 父 を怨む 様なる 意味で はない。 唯 だ 之 は 何故で あるかと、 

北ハの 现出を 求め 北ハの 秘義に 苦め られ たので ある。 加 ふるに 此の 一言 は 主が 苦痛の 餘り 神に 訴 へて、 

北 ハの助 を 求めた 所の 祈りと ねばならぬ。 暫くの 間、 神の 聖顔も 雲に 隱れた 如く 感ぜられ たので、 

其の 寂し さと 困苦と に堪へ 兼ね、 願 はく は、 聖 顔の 光 を 輝かせた まへ と 切に 請 ひ 求められ たので あ 

る。 神の愛に 顿 みて 其の 親しみ を 慕 はれる 心の 程 も 思 ひ 遣られる ではない か。 . 

耶 の 切なる 祈り は聽 かれた。 神の 慰めの 光 は 十字架 上 主の 寂しき 胸の 中に 漸く^い て來 た。 『斯 

くて、 耶穌總 て のこ-と旣に終らんとするを知り、我渴く』(^^^)。 總て のこと 終らん とする を 知る と 

7  -  なじ 

云 ふ 一句が 大切で ある。 要するに 賠 ひの 苦痛 斯く あらざる ベから ざる を覺 り、 這 は 何故と 詰る が 如 

くに^ はれた る 天父の 聖 3:: も 明かに され、 其の 獻 ぐる 祭り 神に 嘉納せ られつ，^ ある を 認め たれば、 


心 を ニ敝 へる？ _d に il け來 りて、 北ハの 事業の 大成に 近づきし を 知り、 胸屮爽 然として ー械 の名狀 すべ 

からざる 平和 を 感ぜられた であらう。 K に 驚くべき 精神 上の 大勝 利で ある。 十 曰 野に 試みられた 

時、 『後 飢えたり』 と 書いて あるが、 精神 上の 戰 激 Si にして 遂に 終局に 近づいた に、 肉礎の耍 

求が意識の炎而に現れて即ち飢を2^:^ぇられたものでぁらぅ。 十字架 上に 於ても じこと である。 前 

に は 人の h、 後に は已が 身に 世の 罪悪の しき を 感じて 之と 苦闘して 居られた が、 精神 上の 戰 

漸く：：^ を 給ばん とする に 及びて、 今まで は 忘れた やうであった 所の 肉體 の苦疝 と，； お 弱と が、 忽ち 怒 

fS の 如く 攻め せて 來た。 「我れ 渴く』 との 一 言 は、 此の 時の 意識 を 表明した もので、 北ハの § の 苦 

しみ 亦 m 心 ひ f3 られ るので ある。 斯る 際に 主が 遠慮なく 其の 感覺を 明 首し、 宛 かも 友人に 向って！；^ ふ 

るが 如く 助 を 敵に 求められた。 神々 しい 美 は 得 も 首 はれぬ 趣味 を 含んで eg る。 北ハ の： 大露 爛漫に して 

心^の 如く 疏く、 人の 誠に 依頼す る ことの 厚 かりし に は、 驚かざる を 得ない。 【ま^の 荒び 男 も 『我 

れ^§く 』 の 二百 に 何と 感じた であらう か。 彼等 は 『海綿に ffi を 泣し、 牛 膝 草に 附 けて 北ハの 口に 與へ 

たり』 (油 f  ji) と 出て 居る。 

『15?; 終りぬ』 (f 慮 總て のこと 終らん とする を 知り 云々 と 記された が、 今 は旣に is? 終れり と 叫ば 

るるに 至った。 戰-印 も 苦痛 も 之 を 以て 終局と なった。 祌耶穌 に 命ぜられた 事業 も 竣功に 逹 した。 彼 

は K ひの 苦き 杯 を 全く 飲み乾し たので ある。 人類の 救 は 成就した。 新： 人 新地の 共 i 礎此 所に g けた。 

『jsj 終れり』 は 耶穌の 凱歌で ある。 ^だ 不思議なる 戰勝 である。 


邯穌の 死  一七 〇 

『父よ 我が 鶴 魂 を汝の 手に 託づ く』 (^fly/ 是れ 主耶穌 臨終の 諧。 彼の 死 は 共の 靈魂を 犬に 在る 父 

の 手に 託する ことで ある。 耶穌に 於て 死 は 父の 家に： t るに 外ならぬ。 之 を 死と 言 ふ は 何 となく 不稳 

もっとも 

當に 感ぜられる。 驚くべき 死で ある。 ジ ヤン • ジャック *ル ゥソゥ が 神の 死なり と 絶叫した の も逬现 

千^と：； n はざる を 5^ ぬ。 

死 は耶穌 の豫て 期待せられ たこと である。 決して 思 はざる 時に 突然 起った 出來 車で ない。 此の 事 

は 耶穌の 十字架に fie 痛 を 加 ふる 一 つ の 猿で ある。 

十字架 は 避くべからざる 運命と して 期 せられた 譯 でない。 若し 死ぬ る を 避けん と 望まれたなら 

ば、 充分 出來 たで あらう。 主 は. GE ら 選び、 自ら 好んで 任意の 死 を 遂げられた。 『我より 之 を^ ふ もの 

なし。 我 a ら之 を^つ るな り。 我 之 を 招つ るの 權能 あり。 亦 能く 之 を 得る の權能 あり。 我が 父より 

むませ  しょ- ンし 

我れ 此の 命令 を 受けたり』 (gffi:) 。古來 道 の爲 に證 死せ しもの は 死なん と 欲して 死した のでない。 

彼等 は 察 止む を 得ざる が爲 め從容 として 死に 就いた。 然し 耶穌の は 之と 遠 ふ。 自ら 進み 自ら 選擇し 

て 死 を 取られた ので ある。 

然し 近 意 もな く 我意 を 張って 無謀の 死 を < おがれ たので もない。 『然れ ど 我 之 をな す は. - 我の 父 を S 

し n: つ 北ハの 命ぜし ことに 從 ひて 行 ふ』 (ff ぎ)。 『我が 父より 我 此の 命令 を 受けたり』 (§f.f や)。 十字 

架の 死 は 神の i^nl を 奉戴して 其の 事業 を さんため に 遂げられ たる 忠義の である。 寸 毫も 私意 

を 挾んで 居らぬ。 始 より 終まで 從順を 以て 贯 いて 居る。 共の 動機 は 神に 對 する 一片の 忠誠で ある" 


人は牛；きて北ハの^？^梁を！？^む。 然れ ども 耶穌に 於て は 死す るが 北ハの 生. 泥の 大 n 的で、 北ハ の， 業 は 死 

であった。 死が 祌の樂 3：： を ！：： 行す る ことであった。 『北 ハは 人の子の 來るも 人 を 役 ふために あらす、 反 

つて 人に 役 はれ、 n- つ 多くの 人に 代り、 北ハの 命を與 へて- 陋 ひとな らん ためなり』、 §gf:io。 

TO^ 惡は祌 の 愛 を ti ましむ る 東 傷で ある。 架齊に は 之 を 神の 怒と 名く る。 此のお も 恐るべき^ 係 か 

ら救 はれねば、 人の 魂 は 日影のお 木！：^、 1： み In- つ 枯れ^つ るに 至らざる を 得ない。 

卵 あるが ために 人 は 世の！^:?」 を 被り、 北ハ の奴隸 となりて 惡 しき ことに 驅り使 はれて n5 る。 世より 

救 ひ 出さる.^ にあら ざれば、 平和な く、  g 汀 W の 生命 を 全うする ことが 出來 ない。 『汝ら 己が 父なる 惡 

M より 出づ』 (filA) と。 悪魔との、 此の 肉れ 緣を斷 ち 切らなければ、 到 弦 人の K 面 n を發 抓され な 

い。 何時までも 罪惡の 奴で ある。 我等 は 動もすれば^に 恋 はれ 之に 追 ひ 散らさる & 羊に， へられて 

居る。 豺^ は^ 斷 なく 人の 靈魂を 付け狙 ふ。 靈魂は 常に 危險な 地位に n5 る。 總て之 等の 境： まから 人 

を 救 ひ 出す のが、 耶穌の tn 的で ある。 十字架の 死 は 此の E 的を遂 ぐるに 必要なる、 止む ベから ざ 

る、 無くて 能 はぬ 所の 手段で ある。 『父よ 彼等 を赦 した まへ』。 是れ 神と 人との 關係を 新に せんがた 

め、 北 ハの死 を 以て 祈られた る ものである。 R く 『我れ 世に 勝てり』 (fff; 一一  1)。 耶穌の 死に 出り て 『此 

の 世の、 王 { 称 判 を 受け』 たり (Iff  0 。善き 牧羊者 は 其の 『羊の 爲に 生命 を 招て たり』 (§f^)。 

斯の 如く 耶穌は 十字架の 死により て 世に も惡 魔に も、 豺狼 にも 打ち勝つ こと を 得た。 彼 は 我等の 

rj- る ことの 出來 ない 所まで 罪 を兑、 我らの 咸 ザる H 一の 出來 ない 程度にまで 罪 を 感じ、 我らの 歎き 悲 


しむ ことの 出來 ない 深さまで 罪 を 歎き 悲しみ、 罪 惡に對 する 神の 恐るべき 愛の 重さと、 其の 怒と を 

我らの 窺 ひ 知る ことの 出来ない 邊 まで 知 覺 せられた ので ある。 耶穌の 十字架 は靈 的の 光 鳏燥爛 とし 

て H< 地 を 照す ばかりで ある。 其の 死 は 愚かなる 人の 目に も 非常なる 惯値を 持って 居る e 殊に； &は之 

に. 限り無き 慣値を 置かれる。 一 人の 耶穌 死して 萬 民 救 はるる ことが 出來 る。 『多くの 人の ために 其 

の 生命 を與 ふ』 と ある を 以て 見れば、 己が 死 を耶穌 自身 も斯 く評慣 せられた と 見える。 十字架 上の 

兇賊が 耶^の 感化 に^り、 死の 一 刹那に 其の 救の 惠 みに 沐浴す る HJ を 得た の は、 雨來、 世に 編き 事 

K の 乎 始めに 過ぎぬ。 耶穌 の. 十字架 は 救と 平和と を與 ふ. ろ W 力 を 限りなく 具へ て、 古往今来 到る 所 

に 之を顯 はして 居る。 

(一 九 0 六^ 三 H:) 


個人 來 世論 

問 题は大 にして 込み入り.、 大 なる 議論の 必要 ある も 理窟に 耽らざる ベく、 却て 單 純に 語りて 信仰 

の 益た らんこと を勉 むべ し。 然 かも 多少の 理窟 は 亦 免れ 得ざる 所。 

ェ メル ソ ンの 文集 中に これ あり。 米國 の國會 議員 二人 來 世の 事 を 研究 せんた め 相談し、 日 を 期し 

て 相 八 I：： し、 ガ- に 其の 讀書研 S5f の 結 si- を ffl 戰 はせ しが、 議論 愈々 出で て 愈々 きす、 疑阁 (仗々 t;^ る。 

含々 一人 出 でて 海外に 赴任し 其の 會中 絡したり。 年 を經て ワシントンの 或る实 65:: に 於て 此の 二人の 

者相邂 返せし が、 猶ほ來 世 問題 は 依然として 元の 如く、 一 一人の 者^に 之 を 解明す る 能 はす、 如何に 其 

の 證據を 探求す る も ベから ざる 事を^ 歎せ りとの 事實 を擧げ て、 偖て H  メル ソ ンの n: く 『"： 儿れ即 

ち來世 あるの 證據 なり。 疑團 群がり 來るも 猶ほ之 を 措く 能 はす、 氣に懸 り.、 忘れ 兼ね、 希望に え 

す、 之が ため 何 か 煩悶せ ざる を 得ざる もの 是れ 即ち 來世^ 在の 證據 なり』 と。 H メル ソンの 來世觀 

は 我等の それと は異れ り。 彼が その 小兒を 失へ る 時の 言 藥を 見る も 基督 敎の 信仰と 異れ る處兑 ゆ。 

然 かも 彼 は 人^ 死後の にっき 確かなる 信仰 を 有したり き。 

若し 單に 議論より. 一 K へ ば、 來世は を摑 むが 如く、 直に 證據を 持ち 來れと 云 へば、 畢党 水掛 論に 終 

個人 來 W: 論  一 七三 


個人 來 世論  1 七 1: 

ら ざる を ざる も、 來 人^の m 心 想道德 の^に 來世は 如何な りし かを考 ふれば、 深き极據ぁる^^！な 

る こと 明白な り。 蓋し 一 方に は 唯物論 あり。 魂 は身體 の奴隸 なり、 頭腦を 深く 傷 けられな ば 魂 も 暗 

む、 身體 衰弱して 終に 死せば 魂獨り 無事息災なる 能 はすと、 身體の 魂に 及ぼす 影響の 大な るより 立 

； ii する 者 あれば、 叉 一方に は 魂の 身 體に與 ふる 力より. 立論し、 非常の 道 患 にても 意地 張りて：： 儿氣な 

るより 意外に 久しき に堪 ゆる あり、 义 催眠術 を 見る も 意志の 力が 身體に 及ぼす 影響の 大 なる を 知る 

べし。 況んゃ 深き 思想、 31的思念に考を及ぼせば身體ょり.も^1.でたる高尙なる働ぁるを兑ると云ふ 

者 あり。 要するに 心.：^ の關 係より 來 世の 有無 を 論ぜば 生 现學、 籍舉、 心理 舉等ー 切を參 酌して、 終 

に 『身體 と 91 魂 は必す 其の 生死 を 共に すべし』 と斷 おする 能 はす。 却て 身體 死す る も隨分 何もの か 

其の 活動 を 結 けて _i ^在す る 物 あり 得べき 害な りと 迄 行く を 得。 議論 は 此處に 止まり. て" 1^ れ 以上に 行 

力す 

更に 進んで 人^の 緒、 愛、 道德、 同情より 考 ふれば 次第に 分明な らん。 法事、 寺 詣り、 招魂 祭 

の 如き 其の 源 を 考察せば 人心の 自然な り。 人心に 刺激 を與 ふること 深き 死 を 如何に 觀 する か。 詩 

とも 歌と も 劇 ともなれ る 人 W の 愛、 同 is、 是 等の もの を 如何に 考 ふる 乎。 昔 プル タルク は クリス チ 

ャ ンなら ざる も 己の 小兒の 死せ し 時 『我が 小兒は 我等よりも ¥ く 良き 者の 仲^に 入り たれば 悲しむ 

勿れ』 とて 其の 妻 を 慰めたり と 云 ふ。 是れ 人心の 誠な り。 斯の 如き 時には かく 思 はざる を 得す。 夫 

$S は 二世の 契と 云 はす や。 愛 は 限りなき 關 にして 限りなき 含蓄 あり。 到底 此の 徙 限りと は m 心 はれ 


す。 道へ ふに 至り. て は 特に 然り。 正義の 念、 『良心、 逬 心 r 人の 倫现 性より 行けば 更に 明. なる 處ぁ 

り。 カント は 道念の 一方より 祌の^ 在と 鍵 魂の 不滅 を^む。 近世 竹舉の 泰斗 カントの 如き 人然 りと 

せば、 此の 問题 して. 輕忽に 却け 得る ものに 非ざる を 知れ。 逬念 より 議論 を 立つ るの 方§> ある 

も、 要するに 近 德はー まりなき 意味 を 持てる こと を 知る に 在り。 i 右し 入^り なき 希. ま、 志、 抱れ を 有 

し. 水 〔迷に^る n 的 を^ ひつ. -も、 限り ある^ 界に 制限せられ たりと せば、 人世 は 夢に して 人 ii は 愚 

！^；开されたるものなり。 何ん にても 向上の 一 路を迪 りて 裔 發 する 所以 は、 必す北 ハの志 遂げ 得らるべき 

機 \1: ある を認 むれば なり。 勉めて 怠らす、 品性 を 修め 迸德ト W 十 越の 位 S に 上らん とする^ あらば、 

共の 人 c ら 知らざる も旣に 暗タ裘 に 死後の； を 認識した るな り。 世 短く してお 常に：：：：^ し。 ：：：^し心 

を 持 ちて 短 かき 世に立ち、 しかも 無限に 一 H: る 事業に 從 事して 倦ます。 永遠の 將 來を豫 想して 行きつ 

つ あるに、 忽然として死と共に萬|5^-斷減すとせば自他共に愚^されたるなり。 故に 詳しく？. ：3 へめ、 若 

く は倫现 性を硏 允し、 义 十：： 來 大人 子 一刻 も 其の 修 を 怠らざる 人の 志 を觀れ ば、 一一 一一：： はす. 認ら すの 

裡、 死後の^ 在 を 承認し、 乂 其の 志 遂げ 得らる べしとの 信念 ありとの： S 論に 到る。 

然るに； ま 者 あり、 人 W の！ i 情、 愛、 迸德ヒ より の 議論 は 然 する 所な きも 俩人は 亡ぶ るに もせ 

よ、 人類と 社 八  1" は、 水 遠に：：^ 在す、 自分 は 亡ぶ る も 可な り、 必す iin 己が 共の 志 を 遂げざる ベから すと 

稱 する は 利己主義な り、 かの爛瑚蟲の如く世々相繼ぎて大なる^^^#3り得ば足れるに非すゃ、 之 を 

,1 胞の^ 现 に兑、 の發 展に兑 る も 然るに 非す やと i? 道す。 是れ M 陋 なる^ 人 主義 を 『か  1 倒す る も 
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のとして は 痛快なる べし。 然れ ども 人間の 品性 は 個人的 人格 的な り。 從 つて 人格 滅却 すれば 人間 道德 

上の 目的 は 達せられす。 叉 社會の 基礎 は 個人な り。 個人 悉く 減 却せば 其の 基礎 動搖 する ものと 云 ふ 

べし。 擧者は 人類 は 永存せ ざるべし と 云 ふ。 ro^ して 然 らば 個人な くんば 社會も 亦な きに 非す や。 個 

人な くんば 品性、 人格の 如き は 無意味の 言と なる。 而も 自我なる もの はしかく たわいな きものに 非 

す。 人 死して 木！ 貧の 落ちて 再び 土に 歸 るが 如く、 身體を 天地に 返す と 云 ひて 濟み 得る ものなら す。 

愛、 同 ie、 道念、 良心より 研究せば、 人 は 個人的に 死後に^ 在せ すん ば 勘定 合 はす。 此の世の 中 は 

不當 にして 首尾  一 ^13; せざる ものと なり 了る。 

以上の 議論の みに 止まれば、 個人 來 世論 も 左程 强 きものに あらざる べし。 然れ ども 更に 進んで I 示 

敎の 力に より、 信仰の 光に 照らされて 此の 論 據强大 無比の ものと なり 來る。 I の 世界の 根底に は 愛 

なる 正しき 神 あり。 合理的の 處置 をな さるる 信賴 すべき 神 あり。 熱 切に 云へば 天の 父 在す。 其の 信 

仰の 方面より. 世界、 自分 叉 世を觀 察せば、 前述の；^ W 非常に 强 きものと なり、 ；^5も暗中の文字を火に 

照して 見る が 如し。 祌、 宗敎 に付きて 知らす、 而 して 死後の 問題 を 議論す る は、 美人の， を ぎ來 

ひて 美を發 見す るに 苦しむ が 如く、 暗中に 手紙 を讀 むが 如し。 其の 愚に して 得る 處 なき 固より 當然 

のみ。 神 我 を 愛すとの 光に 照らされて 之を讀 めば、 微細の 點に 至る 迄 明瞭に して 又 深く 感動す。 倾 

人的 來世、 又 未 來の事 を 信仰な く 神な き 無 宗敎の 見地より 研究せば、 到底 解明し 得る ものに 非す。 

故に 個人的 來 世の 信念に 達せん とせば 先づ神 を識ら ざるべ からす。 神 を 信す る を 得、 耶穌の 品性の 


無 にな 一る こと を 識 り、 其の 道、 志、 安心、 其の 世界と 死に 打ち勝ちし 德を Si 礎と し、 共の 上に 立 

ちて 人^の 述命 及び 來世問 题を考 ふれば 高き に 上りて 眺^す るが 如く、 低き に 在 ひて 兑ぇ ざり しも 

の も 明かに 見る を 得べき なり。 断の 如く 個人的 來 世の 155- をし かと 腹に 入れん に は 先づ祌 のこと を考 

へ、 天父と 我との 關係を 明かに し、 特に 基督に 接する を 以て 肝要 缺 くべ からざる 察な りと す。 

特に < 水の 如き は キリスト • イエス を ：！^ じ、 又 其の 復活の 事實を 信じて 毫末 も 疑 ふこと なく、 イエ 

スの 復活 は 事 W にして、 死して 聽 りたる ものなる を 信じ、 して 共の { 仝 論に 非ざる を 知る が 故に、 

死後の^ 在 は <$ ^に 取りて は 裹莨 なり。 ィ H スの 復活 は 基^ 信 にと りて は 確 S なる 事 なり。 に 

議論と しても 旅 幟 明に して、 现に數 千 萬の 人 を 率 ゆるに 足る 程大 にして 確赏 なる £1 論な り。 然れ 

ども 今 は 之に 論及せ ざるべし。 人往々 にして 言 ふ、 地獄より 都 便 にても 來 らば 來世を ：：；^ せん もの を 

と。 然り、 余に 取りて は 地獄よりの 郵便と 同様に 確實 なり。 來世は<-に取りては^^れなり。 おふれ 

ば考 ふる 程 人 の 靈魂は # 在 する こと を 信じ、 特に個人的に存在することを？^^" この m 心 想 は 一！' 一一 

ソンの 『イン •  メモ，' リ アム』 屮 にも 明かな り。 個人的 來世 なかる ベから す。 

乂祌は 我 を 愛す。 我 は 神の 子供なる を 信す。 罪の 子な りしに 其の 唯一 子 を 降して i§ より 救 はれた 

り。 神と 我との 父子の 關係 あり。 キリスト • イエスに よりて， W はれ、 限りなき、 代 12 を拂 はれた 

り。 此處に 米れば 議論の 如き は 『いろは』 となり 來る。 現に 此の 如し。 祌の獨 子の 代 1^ によりて は 

始 はれた る もの 一 朝 夢の 如く 消え 失する と は 如何にす る も 思 はれざる なり。 祌は 決して 之 を r ぼし 給 
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はす。 かくて 死後の 存在 を 信す る 事 は確實 にして 最早 水掛 ならす。 犬 盤：，；； のト： に 立つ。 

サ右 しま 人的 來世 かくの 如く 確實 なりと せば 之より 種 々の 結 rai^.^* 來し、 我等の 覺 ゆべき 事 一 にして 

足らざる べき も、 一 っ赏驗 より 言へば 余が 小 を 失 ひし 時の 事な り。 .$;-は或る時{豕に在りて些^^.の 

爲 めに 立腹し 怒旷 切り散らしたり。 其の 時 小兒は 恐怖の 新 付きして 余 を睇； g し 居たり、 程！^ て. en 分 も 

之 を 耻ぢて 落 付かす、 讀 棄：： する も 解ら ざり しが、 其の 時 小兒は 近づき 來 りて 先に 怒りし 现， S を 聞き 

ぬ。 八ぶ は 共の 無邪氣 なる 一 曾に 答 ふる 能 はす、 恰 かも t 牡.、 n の鐵 棒に て 頭上より 撲 ぐらる るが 如く 

感じ、 小；！： 儿に In- ら るるが 腸の 底まで 昆透 さるが 如く 感じたり。 北 ハの後 小兒は 死したり。 余 は 時々 m わ 

ふ。 あの 時に ああで ありし が靈魂 無窮に 續く とすれば 彼 今や 我 を 如何に 》 ^るかと。 而 して 非常に 耻 

づ。 あの 問に 閉口した りしが， 死後 進歩 開發 して 止む 事な き 彼の 靈魂は 今 如何にな り^る にや。 ，^ 

もな ほ 北：： HE- ひしが 如くに 問 ひ、 我が 爲す所 も 遠くより は 物され つ k ある を 思 ひて は 非常に M 面目と 

ならざる を ざるな り。 斯の 如き は 余 一人の 經驗に 非す。 志 高く 情深き 人^ 然ら ざる はな けん。 千 一一 

ソンの ハ ラムに 對 する E 心 想 亦斯の 如し。 彼 は ハ ラム は 今や 進歩して 殆んど 朋友と 稱 ふる 能 はざる 迄 

一 3 ぼ  0 

にな. るに は 非す やと 愚痴 を-塔す。 而 かも 幽明 處を 異にして 小 W ほ 友な りと 思 ひて 慰め 跑 さるるな り 

ト マ スっボー ス ト ンと云 へ る 人已の 子に 非常なる 片， 鮎 を 持ちたり しが、 夫 ：1 の 愛 は 之が 爲め 

一； ハの 子に 注がれたり。 或る時 夫婦 俱に 旅行し ける が、 或る 旅 宿に 於て 夫 夢み て かの，： k 么に殘 せし 

で^、 天の 使と なり 美 はしく 氣 高き 様子に て已の 前に 現れた る を 見、 死せ しに は 非す やと 思 ひて 夫 


:g は 急 ざ りしに して 子 佻 は 死し 居たり と； て。 子 俳 は 死して 何時までも 片， 輪なら す、 進歩 あり、 

發： あり、 在りし 北 ：！ と は 打って 變 つて 天 の 使と なり 氣 高く 美麗なる 颜 にて 現れたり。 "ir^ れ K 夕に して 

K 夕なら す、 赏 に事赏 を 現せる 夢な り。 余の親しき*?にして惡^^を働き、 我が，：！^ に 耻！. を與 へたる 者 

あり、 余 は 非常に 之 を 悲しみし が、 又 かの トマス • ボ ー ス トンの 事 を へて 大いに 慰め をお え たり。 

かかれば 考 へよ。 世の 屮は 食ふ爲 め、 着る 爲め、 住ふ爲 めの みならす。 きはァ レキ. ヤン ドル 大帝 

の 父マセ ドン： +: フ. - リツ プ相拨 を 好み、 一夕 自分 も 相撲 ひて 投げられ しが 共 體 形の 士 砂に 印せられ 

たる を て 恻哭 せり。 居 合せた る 臣下 等 平生の 王に も 似 八：： はしから す、 勝ね は 時の 運なる にと 笑 ひ 

しに、 フキ リップ は 勝れに 妝を 取りし が爲 めなら す、 我 如何に 戚勢を 張る とも 死す る 時 は 唯 僅かに 

之れ 丈の 形 體を殘 す に 過 ざ ざ る かと 思へば こ そ 慟哭す る なれと 答 へけ ると ふ。 -€! 行 は I？ 岐な る崇 

德院 の奥维 城に 詣 でて 『かからん 後 は 何に か はせん』 と Ic ひぬ。 人 の 世の中 唯 だ 衣へ： i{ 住の 爲 めに 

經營 せられ、 之 を r 取 上の mi 的な りと すれば その 無.；；： ，5 義も 亦何ぞ しき や。 人 は 死後に^ 在し、 限 

りなき. 1 あり、 抱れ あり、 發展 あり、 斯の 如き 生： 涯を 前に 控 へて、 幾 坪の { 水に 精力 を： 汪ぎ、 狹き 

地球に 名 を 殘 さん 爲 めに 働く と は 情けなき 事なら す や。 

天賦の^ 土と 抱ね に S. じて 行動し、 之に 背馳せ ざる を 要す、 秒、 分、 時の生ぉの計？^ぉぁり。 十 

年、 一世紀の 生活の 計畫 あり。 又 限りなき 生活の 計畫 あり。 我等 は 深く 考 へて 自ら £^ る を 要す。 

(一 九 〇 六 年 三 0> 開 拓 
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彼の 飲まん として 時に 躊路 し、 驚くべき 從順を 以て 飲み干し たる 苦き 杯 は、 多くの 成分 を 含んで 

居る が、 失望が 確かに 其の 一 つで ある。 我々 は 耶穌が 人 を 知る の 明 ありし に 驚く。 『耶穌 自ら を 彼に 

あかし 

委せす、 そは總 ての 人 を 知り、 又 人の 心の中 を 知る が 故に 人に 就て 證を 立つ る もの を 求めす』 と あ 

る 如く、 人と 世と を 知る こと 明白なる 耶穌に 於て は、 漠然と 信じて 所謂 乘 せらる \ ことなき は 言 ふ 

を俟 たない。 然し 水淸 ければ 魚 棲ます。 之と ュダ との 園 係に も 後者が 其の 眞相 を： 《やぼした とき、 耶 

穌 をして 深く 失望せ しむる 程の 餘地 あつたれば こそ、 多くの 人 其の 膝下に 溫 かき 敎育を 受ける こと 

いしお  いば 

を 得た ので あらう。 種蒔きの 比喩に 磽 地の 如き 人情、 路傍に 落ちた 種の 如き 輕簿 なる 成り行き、 蘇 

茨の 中に 眞心 を抑壓 せらる \ の 遣 憾等を 描き、 道の 行 はる \ こと 容 3^ ならざる を當 初より 期待し 居 

られ たる 主耶穌 も、 時として 非常なる 失望に 陷れ られる こと もあった。 馬 可傳第 1 パ^ を兑 るに、 彼 は 

あやし 

故鄕 ナザレに 於て 『彼らの 信ぜざる を奇 む』 と 書いて ある。 彼らの 不信仰 は 耶穌に 於て 意想外の 珍 

事、 黧に 奇怪 千 萬の ことで、 殆んど 不可解で あるかの 如く 感ぜられた。 約め て 首へば、 彼 は ナザレ 人 

の 不信仰に 失望した。 富める 少年が 耶穌に 道 を 問うた 際 其の 意氣に 感じ、 其の 志を嘉 し、 其の 人物 


4^ 愛して、 あはれ 此の 者 をして 尺 竿頭 一歩 を 進めし めん ものと 思 召し、 『總 てのもの を 資.=- て 我に 

從へ』 と 彼の., 魂に 肉迫 せられた。 弓射る^<;が^=.:の發ちし箭の中れるゃ否ゃを瞬きもせす打ち注視 

る 如く、 少年の 心に 於け る反應 如何と 兑て ありし に、 思 ひき や、 彼 は 此の 要求に 辟 ：：^ して、 足 許し 

どろ. に、 巧な くも 收 走して 了った。 耶穌は 宛然 掌中の 璧を失 ひし かの 如く、  ^んど ii;! 然，： ：： 失の 有 g で 

あったら しい。 

殊に！： 尺の 滞 aM^ たる 祭司 や パリ サイ 人に 對 して は 失望 甚 しく、  々之 を 憤慨 せらる & までに 至 

つたこと も ある。 馬 太 傅 第二 十三 音  1 の 如き 其の 證據 である。 ffl 慨の餘 り 遂に 之 を 痛み 歎 かれた こと 

も ある。 『ま.？ 呼 H ルサ レムよ、 エルサレムよ 云々』 其の 心事 亦 悲しむべき もの あるで はない か。 

通 のん：^ や パリ サイ 人の みならす、 殊に 失望の 苦み を耶 穌に與 へた もの は 其のお 子た ちで あつ 

た。 ョ ハネは 此の 三年 親しく 耶穌の 敎育を 受け 乍ら、 『主よ 汝の 名に 山り て^を 追 ひ 出せる お を：； た 

りしが、 我， と共に 從 はざる 故 之を禁 めたり』 と 臆面もなく 言 ひ 出した。 サ マリヤの 村人 耶穌を {芥 

れざ りし 時 ヤコ ブ、 ヨハネ 大いに 激して 『主よ 我ら エリヤの 爲 せし 如く 天より 火 を 呼び 降して 彼ら 

を滅 さんと す、 可き か』 と 迫った、 『其の 時人々 耶穌の 手を按 けて 祈らん こと を 願 ひ、 幼兒を 彼に^ 

れ來 りければ. fii- 子 之 を 阻めたり』。 彼ら は、 王の 心 を 理解す る ことが 出來 なかった。 餘 りの ことに 『邪 

穌之を 見て 怒 を 含み 云々』 と 馬 可 は 記載した。 ゼべ ダイの 二子 母と 共に 一人 は 耶穌の 右、 他の 一人 

は 其の 左に 立つ こと を 得た しと 要求した。 其の 野心 も！ $1 しい。 マリヤ 耶穌の 足に 惯ー： 问き ナルダ のォけ 
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かほ。 

油 をお」 つたと き、 せ： ハの穆 香 窒に滿 ちて 耶穌の 心 を 慰めた にも 拘ら す、 弟子た ち は マリヤの 心に もナ 

ル ダの輕 にも 顿ャ W なく、 殊に 耶稣 の歡菩 にも 同情す る こと 能 はす、 香油の 惯^ を 見 積る の 計^に 餘 

念な く、 此の 美 はしき 行 爲に對 して、 はしたなき 非難の 勢が 四隅に 反 饗した。 廳癎 にして； 々火に 

水に 倒る k 子 を， > へ來り て^子に 救 を 求め たれ ど、 彼ら は 之 を 癒 やすこと 能 はす。 雞貌山 跪の 察 態 

^だ ：0- 苦しく あった。 『耶穌 答へ て霄 ひける は、 喧侰 なき 曲れ る 世なる かな、 我 何時まで 汝ら と共に 

居らん や、 我 M 時まで 汝らを 忍ばん や』。 舟が 湖上に 漂 ひて 難儀に^ りしと き、 耶穌 水を^んで 其の 

助けに 赴かれた。 ぺテ n 俄に 元氣附 きて 0 ら浪を 蹴って 耶穌の 立てる 所に 行かん と 煤 急った が、 忽 

よろめ 

ち 彼 は 跄踉き 出して 激浪に 岙 まれん とした。 龍 頭 蛇 尾、 耶穌 『汝 何故に 疑 ふや』 とて 之 を扶け 起さ 

れた。 『ピリ ボ 彼に 言 ひける は 我らに 父を彰 はした まへ、 然 らば 足れり。 耶穌 彼に 一一 一一：： ひける は 我斯く 

久しく 汝ら と共に ありし に 末 だ 我 を 知らざる か』。 是れ 失望の 聲 でない か。 『我 今、 我 を 遣 はせ しもの 

に往 かんとす。 然れど 汝らの 中 我に 何 所へ 往 くと 問 ふ ものな く、 却って 我が 此の 事を肯 ひしに 出つ 

て 憂 ひ 汝らの 心に 滿 てり』。 彼ら は^ 前の ことに 屈託して、 耶穌を 失はビ 身の上 如何に 成り 行く やら 

んと 心. 配す るの ほか 他事 無かった。 若し 耶穌の 死 は 結： li 如何なる 効 ra^ を 現出すべき か、 耶穌は 死し 

て 如何になる べき か、 祌と耶 穌の關 係 永 在 無 翁 なれば 其の 死 は 如何に 解釋 せらるべき かと 問 ひ、 其 

の 心 を 81 的の 大 いなる 事柄に 傾けて 眞 面目に 之 を 研究したならば、 慰めと なるべき 光明 を：： 出す こ 

とが 出來 たで あらう。 


人！！ぉ^^^斯の如き問を發するならば、 逆境にも心の1£^,^ことも冇り得べき：^!:でぁる。 弟子た ち は 

この ポ 敎ぉリ せられた にも 拘ら す、 此の 場合に 唯 だ淺簿 なる 考に 狼^へ て 1^ つた。 『汝ら の 中 我に 何 

所に 往 くと 問 ふ ものな し』 と。 青に せ： (の i 赏を 求めて 獎 のみ 茂って 居った のに 失？！ ぶされ たのと 1：!： じで 

ある。 、ゲッ セ マネ 网に 於て 彼らが n を覺 まして 祈る こと を 求められた にも 拘ら す、 眠って 了った と 

き 『耶， 成べ テ a に？ 一一：： ひける は斯く 一  時 も 我と 共に 目 を覺し 居る こと 能 はざる か』。 德て敵 は 火 I せて 來 


,1M0 


力 


耶^ は 捕 へ られ た。 『遂に 子た ちル H 耶穌を 離れて 去りぬ』。 一 句簡 にして ま、 の 巾に 無限の^ Si を 

含 稀す る。 『我 汝ら十 一 一人 を 選びし にあら す や。 然れど 其の 一 人は惡 魔な り』。 選ばれ しもの 十二 

人、 而 して I 人 は： 惡麼。 何らの 悲劇 ぞ。 斯の 如く 兌來れ ば、 王耶穌 督 は"：^々 失 S にせられ たので あ 

る。 之 を 研^して、 歩一歩 我ら は 生ける 耶穌 に接觸 する ことの 出來る 様に 感 する。 而 して 各，：：： の 現 

狀、 教^$:の形勢に微して、 之に 對 する 主 耶穌の 態度 如何 あらんと « みると き は、 慚悔の 念に 堪へ 

ぬ。 然し 常：.：：^ の耶 穌に少 からざる 失望 を與 へたべ テ 5- 、 ョハ ネ もせ： (の 感化の 下に 新しき 人と なるこ 

と を 得た。 聊か 我らの 慰めで ある。 ！？^；^を敛して耶穌の 期待せらるる所に 北：：かざるゃぅ努めた い 

と s ふ。 

(一 九 〇 六 年 四 GO 


耶穌の 失望  1 八 三 


耶 穌の歡 S;  1 八 

耶 穌の歡 喜  ♦ . 

十：： 來耶穌 の 御 額を靈 かんと 試みた ものが 多く ある。 其の園大柢何所となぐ^^^ー含んで居る。 甚し. 

レま 

き は 女々 しい 姿に して 了った。 是は耶 穌と言 へば、 十字架が 附き 物で あると 云 ふ 所から、 所 ii 彼 は 

悲しみの 人な りと 記された るに 拘；^ した 逮ひ である。 主が 自ら を 新郎に 比し、 北 ハの 巾に びの 充 

滿 して 2$ る を 示された にても 解る で あ ら う 。 希 们來害 の 記者が 『此の 故に 祌 即ち 汝の祌 は W 一： びの 油 

を 以て 汝の 友よりも 勝りて 汝に 注げり』 と 言った のも此 所で ある。 、王 は 他の 人よ" も裕 かに it びの 

汕を注 がれた ので ある。 其の 苦み と 憂と に 限りなき 深さが ある 如く、 其の 喜びに も不 m 心 If なる 奥が 

あ つ た。 ffi 叫 福 昔 書 は 耶穌の 祌性を 表さん こ と を努む る ものである が、 其 の 人類に 免れ 難き 苦赌ゃ 

弱 を译 おする に 至って は 他の 福音 よりも 無遠慮で ある。 第 四福 音 齊 は ャ コ ブの 井に 於て 耶穌： 

の疲 I:- せろ を說 き、 十字架の 上に 『我れ 渴く』 と 言 はれた と 書いた。 肉體の 苦】 船から 『我が 祌ょ、 

我が； t よ、 何ぞ 我を棄 つろ や』 と 絶叫す るに 至った！：；^ も 深き 戴 的の 苦悶に 至る まで、 iit 叔 H は 人生の 

苦痛 を^し く經驗 せられた ので ある。 其の 憂 は 我々 に 想像の 出来ぬ 程の 深さ を 持って 居る。 

憂の 大 いなる 心に は、 宵 を 容れ ，ろ 分景： も從 つ て 大き く あるべき 道 if と考 へられる。 十字架 を 00 


に控 へながら 主 は 共の 友に 平和 を頒 ち、 十字架 ヒに 死なん とする 罪人の 心 を 安から しむる の餘地 

々として 裕 かであった。 ホ： の 心に は. SK の 知れない 弃が满 へられた。 北 (の 傅 を 一敬んで 淮 にも！；， • 解 せら 

ろ、 は、 邪穌が，：：：：然3,^^1樂しまれたことでぁろ。 C 然界 に充滿 せろ 宵 は 耶穌の 胸に 其の 趣味：：：： ふべ 

さま 

からざる： を 呼び 起した。 漸く _c っ麥、 牧權 時の 出 野、 飛ぶ の 跡、 a: に 巡ぶ 衆の 能 わ、 野の 

百 合の 如き、 穌を 以て ft びの 同 ォ として 居る。 馬 太傳六 章に 『野の 百 八：： は 如何にして _c つか 

を m 《一 へ 』 と ある。 是は 深く 思 ひ を 潜めて 仔細に 研究す る こ とを勸 めら れ たの であると 云 ふこ レ； は、 

UAaf つ さ 

原文の • お 法から 察せられろ。 耶穌 平生の 心掛け も 推して 知られる。 C 然界 の^に 感ぜられ たのみな 

らす、 之 を：. § じて 其の 惠み 深き 御 額 を 示 され ろ 神 は耶穌 の M;^ も 深く 喜ばれた と ころ、 北 ハの isHS に 身 

を 委ね ろが 幼少 時代からの 樂み 、 天父 の g キ ：11：： を 成就す るが 共 の if で あ つた。^ の ；：： 八：： も H< に 在す 父 

の 愛 到ら ざ. ろ 所な きを 明す るに， H つて 一 入 喜ばしく m 心 はれた ので ある。 

古の 人 は を爲す &も樂 しと 言 つたが、 大 いなる 力 を 身に 有して 隨時隨 所祌の 意 を 受け て 多くの 

人の 疾苦 難 を 救 ひ、 傷める 藤 を扶け 起し、 消えなん とする 燈 火に 油 を 加へ て 共の 光 を^さし むろ 

こと を^る は 如何に 倫 快なる ことで あったら うか。 彼 は 善き こ と を爲 しつ 、 經 廻った と 記 された 

の は、 北への』 t の 一 端 を 推 湖せ しむべき 好材料で ある。 

天下の 人 村 を 5^ て 之 を蒸陶 する は、 志 ある ものの 一大 樂事 である。 、王 耶穌も 有 英の歡 弃を經 験せ 

られ た。 ガリ ラャ の靑年 を 集め、 化への 漸く 逬に 進む 様 を： ns3 りつ、 如何に 樂 しく 思 はれた であらう 

耶 稣の歡 葛.  一八 五 


耶穌 の歡葛  一 八 六 

か。 ぺテ a が カイ ザリャ • ピリ ピに 於て、 近来 大いに 熟しつ ありし 其の 信仰 を吿 白せ しとき の 如 

き、 耶穌 S さ ，が滿 面に 溢れた かの 如く える。 七十 人が 傅 道に 遣 はされ て 歸り來 りし 時の 如き、 彼 

等 は 凱旋 T ズの 如く、 キ：耶穌は北ハの歡迎^<?の如くでぁった。『其の時耶穌答へ て曾ひけるは、 天地の キ： 

さと  を さ. な ご 

なる 父よ、 此の こと を 賢き もの、 達き ものに 隱 して 赤子に 彰 はし 給 ふ を 謝す』 と。 主 は 赤子に 至る 

まで 此の 特典に 與 かる を 大 いなる 喜びと せられた ので ある。 

殊に 『祌 よ、 然り、 其れ 斯の 如き は聖 in に 適へ るな り。 祌は 我に 萬 物 を與へ 給へ り。 父の 外に 子 

を 知る ものな く、 又 子 及び 子の. はす 所の ものの 外に 父 を 知る ものな し』。 座禪 をして、 汎神^ 流と 

は 云へ、 祌の德 を 縦し 其の 一端で も^ひ 知る とき は 非常に 偸 快な ものと 兌え る。 多くの 佛^ は祌の 

もすそ 

成嚴に 咫尺して、 無限なる もの、 裳 ぐら ゐの所 を ちらと 赞 兑 する 枝な 次第で あらう が、 北ハ の？； 一: び I 一.： 

へん 方な く、 之に， E つて 冇ら ゆる 艱難 を 忍びて 一大 樂 地に 遊ぶ かの 如く 兑ぇ. ろ。 況んゃ 人格 的に 祌 

を 知" 其の 父なる こと を 認め、 共の 切なる 慈愛に 感激し、 其の 方針 を 示され、 進んで 其の 經 綸に與 

かりて、 I 嗣た 子の 慈父に 於け ろ 如き 圏 係 あるに 至って は 喜び 如何ば かりで あらう か。 無論 佛の 

類で ない。 1^ と 顔と を 合せて 天父に 接する 實驗 は、 古來 人の ns^ も大 いなる 喜と 感じた ところ、 之 を 

最も 完全に 經 ii せられた 耶穌に 於て は、 それから 生す ろ 歡喜も 特^であった にへ 迩 ひなから う。 

人生の 晤雲 漸く 密 维し來 り、 苦境に 淮 一む こと 愈， - 深くな. るに 從ひ、 耶穌 の戴覺 益々 明、 祌を知 

る こと ri^ も 熟して 來た。 之と 同時に 總て の 受造物 を 招き 寄せて 之 を 救 ふの 使命 をれ ひ、 之 を實 行す 


るの 力 己 に^する を感 十ろ こと 次第に 確實 とたった。 天父 を 知る ことが 熟し、 天^の が 明に 

重  ： ，、 

なり、 十- 4 が 限りなく 昂 まって、 カ^に：^2きを覺ぇたのは、 何物 も 奪 ひ 得なん だ 所の 宵耶穌 におした 

所以で あ. 71。 

『我が 神、 我が：！：、 何 ぞ我を て 給 ふや』 意中の： ^悶、 神秘の 境に 一 =: りて 我ん- の にし 難き 點將だ 

多い。 然し 德て 『|5|^了りぬ』 と 叫せられ たと き は ftn 十 疑問が 解決せられ、 神の 能 と 北ハの 意志の 

存すス 所 E- かにたり、 十字架と 耶穌の 生. 泥との に 離るべからざる 調 知 を 有して 妙味 一 K ふべ から ざ 

ズ> も， S あ K- を，：： 15^ し、 北 ハの 使命 此 所に 成就せられ たる を 認識して、 戰の此 所に： S 了せ. るを發 せら 

れ たので ある。 『_? 了り ぬ』 は^ 穌 S 凱歌で あろ。 共の 喜び 名狀- すべから 十， 確に 彼 は 悲しみの 人で 

あろ. v:!:^ に不 m お f なろ 歡 喜の 人であった。 

(1 九 〇 六 年 巧 ：：？) 


耶 稣の歡 3  1 八 七 


個性の K- 诚  一八 八 

個性の 不滅  ♦ 

一 

ピ ラ ミツ ド  としつき 

埃 及の 三 尖塔 は 十 萬の 人 十 年の 星霜 を 費して 石 を 切り出し、 同じ 人 數の人 又 十 年の 星霜 を费 して - 

積み上げた ものであると 言 ひ 傅へ て 居る" 何しろ 盛んな 土工と 言 はねば ならぬ。 そして. ：！： の爲 めに 

こんな 大 土工 を 起した もので あるかと 言 ふと、 これ は 帝王の 墳墓であって、 肉體を 不朽に 傅へ たい 

と 一一 n ふ 5{ 布-け ェ から 來 たもので ある" これ は 誠に 馬鹿らしい 事で あるが 而し 北ハ 中に また 萬 十：： 變らぬ 人間 

の眞 情が 現 はれて 居る。 それ は 即ち 不朽 を 求む る 心で ある。 

i^? に 人生の 大 なる 矛盾が ある。 人に は 百 歳の 齢 すら 無き に、 我 は 不朽 を 慕 ひ 永遠 を 求む る。 是は 

分 を 知らぬ 途方 も 無い 事で あらう か。  一 

近世 的 精神 は 現世 主義で あると 云 ふ。 未來 など、 そんな 遠い 事に 屈託して、 現世 を 忘れて はなら- 

ぬ。 人 は 死んで 後が どうなら うかと 言 ふよ ひ は、 どう 云 ふ 風に 生くべき かを考 へねば ならぬ と 云 一 

ごしゃ 5  _ 

ふ。 それ は 誠に 尤もな 道理で ある。 佛敎 などの 様に 人生 を 如露 如 電と觀 じて 唯 後生 をのみ 求む ると 一 

云 ふ 風に なりて は、 人間 世界の 活動 も 止まって しま ふ。 それで はならぬ〕 而 して 無常迅速 は 人生の ■ 

3 際で ある。 花の 散る、 木の下に 人相の 鏡の 音 を 聞いて は、 誰でも 坐ろ に 人生 無常の 感を 起して、 ； 


冷やかに して 物 い 死の 影 を 人の 身の上に、 又 我 身の上に 見す に は 居られぬ。 現世の 樂も望 も 一念 

死の 問題に 到れば 忽ち に破壞 されて しまう ので ある。 

そこで 死んでも 死なぬ 道理 を 何れ かに 見出さぬ では 到底 安ん ぜられ ぬので、 人は此 世に 足跡 を殘 

して 置きたい と 云 ふ考が 起って 來た。 身 は 死んでも 我 は 死なぬ) 此 世に は相續 人が ある。 我 は 我よ 

り も きの 人の 事業 を 受け 核ぐ もので、 先き の 世の 人 はまた 共 先き の 人よ ひ 受け 25 いで IH^ る。 此の 

如く 共 先々々 と 溯れば. 此 世に 初めて 生れ 出で たる 原人の 事業が 繼 がれ々々 て、 今 口の 我等に 及ん 

で 居る。 そして 我等の 事業 は繼 がれ々々 て てし なく 及ぶ。 玆に 不朽の 意味が ある。 

此說 には大 なる 眞理が ある。 世の中に 廢 ひもの は 無い。 ii! 或 役目 を 有って 生れて Gi^ る。 已が 役目 

は 何で あるか を 能く 辨 へて、 忠實に 已の方 を 全うしたならば、 此 世と 云 ふ 機 關は自 から 動いて 世 は 

立派に なって 行く。 出 來る丈 大きな 役 R を 務めて、 大きな 仕事 を 世の中に 殘 したい ものである。 世 

に殘す 所の 遗產の 大きい 丈、 己の 不朽の 生命 も 偉大なる 譯 である" 希伯來 書の 著者が 彼 死 ぬれ ども 

信仰に よ ひて 今尙言 へ り (一 t と言うた の は、 此 意味 合 を 表 はした ものである。 

而し人 M の 不朽の 希望 は それの みで 決して 滿 足せら る \ もので ない。 若し 世 は 次， おに 進歩す る も 

のであって、 最後に 理想の 世界が 來る、 其 最後の 理想の 世界 を來 らす爲 めに、 凡ての もの は 犠牲に 

供せられ たもので あると するならば、 是は萬 骨 を 枯らして I 將の功 を 成す ものと 首 はねば ならぬ U 

I 將功 成って 萬 Ic!: 枯 る.」 も、 人間 社會の 不完全より 來る ものと すれば 誠に 餘 儀ない 窜で 諫め もす る 

個性の 不诚  一 九 


個性の 不诚  一九 〇 

が、 ； 大地 は それ を 大仕懸 にやって 居る と 云 ふて は、 たしい 不條理 と 言 はねば ならぬ。 我等 は 唯 我 

等の 事業が 世に tr ると 云 ふ 計りで なく、 我 自身の 通 命が どうなる か を 知りたい ので ある。 

iffis に は 永遠の 生命の 敎が ある。 此敎は 漠然たる 不朽の ：！；^ 念で はない。 個人の 靈の 不朽 不滅 を敎 

うる ものである。 そして 此の 問題 は 理窟で {疋 むべき もので 無くして、 人 il の 深い 經驗と 神の 啓示に 

照して 之を考 ふるの 外 は 無から うと 思 ふ。 

まど 

ロング フ VI 口 ー の 詩に 人生 は半圓 形の 橋の やうな もので、 共 映る 影 を 合 はせ 初めて 圆 かなもので 

あると 云 ふ 意味 を 歌 ふたの が あるが、 此の世の 生活 は 後の世 を 合せて 初めて 全い ので ある。 予は 一 

人 子 を 失 へ る 老夫婦 を 知って 居る 予は 其の 子と は 生前 相 知る の 機 が 無かった が、 彼 を 知る もの は 

j 人と して 共 美 はしい 品性 を 褒めぬ もの は 無い。 又 共 後に 殘 せる 维 のす さび を兑 るに 北ハ 人品の 思 ひ 

遣らる \ ^が 多い。 彼 は 美 はしい 祌の 子供の 一 人であった。 されば 兩 親の 鍾愛も 一 入で あつたが、 

常な き 世の 事 は 誠に 是非 も 無き 次第で、 彼が 二十 幾 歳と 云う 是 からが 花と 云う 齢に、 假 初の 病 は 段 

々^311くなって遂に晃ぇざる世界の人となった。 老 ひて 掌中の玉 を 失 ふた 老人 夫：！ の 心 は 思 ひ 遣る に 

堪 へたる ものである。 そして i が 其 寂寞し い 生活に 於て 唯一 の 慰藉 は 此世を 去りた る 共 子に 逢 ふ 

の樂 である。 又 彼等の 唯一の f:!^ は 罪 を 犯さば 其 子の 往 ける 神の！： に往き ぬ 事で ある。 祌は 先づ彼 

を 神の 國に 取り 給 ふて、 之に 依って 老 ひたる 彼の 兩 親の 心 を 堅く 神の 國に繁 いだので ある。 彼 は 彼 

等に 離れて fi- に  一！ ii3 近くな つた。 彼 は 日夜 夢寐の にも： S を 離る .\ 事無くして、 $ を敎 へ、 


彼等 を^き、 之 を： ^の！： の：^ とせんと して .25 る〕 彼が 生きて 祌の國 にある 惠は、 に 取りて は ID 

が；^; ける と Hi: じ窜 a である。 § が 神の 1： に往 ひて 彼に 传 M すると 一 K ふ 事 は、 $;!-には^!^早望では 

fi くして 鮮やか に^に 映 じて 兑ぇて 居る ので ある。 人 の眞 ii^ は }K 地の 至现 ではない か。 此老 夫；^ 

の確：：：^^經驗を如何なる折：：印^-か、 如. M なる 科舉 か、 能く 破， S し 5：: る ものが あら、 つか。 

永遠の 生命 は isw に 於て^ .5ェ として 敎 へられた るに あらす して、 現在の 事.；^ とし て 一； 小 さ れてを 

る。 、水生と は 唯獨の B の； t と、 共 遣 はし k イニス， キリスト を 知る 是 なりと ある。 兹に 知る と 云 ふ は 

m わ^ 的 知識の 意で はなく して、 愛と 服從を 以て 得る 所の W 行 的 知識で ある。 恰も 朋友の 至れる もの 

を 知已と 呼ぶ が 如く、 北 〈心 の 契合 深く して 敬と 愛の 至誠 を 以て 之に 仕 ふるもの である。 一 ^にし 

て 一一 n は. - 即ち 神人 一 致の 深き 經驗に 達した る ものとの 意であって、 此經驗 をお たる もの は 神の 生命 

に 生く る もの であ る。 即、 水 遠 不朽 の 生命 に 生 く る も の であ る。 是れ知 る も の は 之 をお ベ しと 言 はす 

して、 知即 有の 敎ぁ. る 所以で ある。 我 神の 中に あり、 神 我の 中に あり。 神と 我と 和 融和して I とな 

ると は、 誠に 驚くべき 事柄で ある。 けれども 是は 想像で 無くして、 £g も 腐：， raE なる 經徐 である。 人 

M の 事 Inf である。 此經 驗と此 事寶、 何物 か 能く 之 を K::.:::^ する ものが あらう か。 是に つて S 人の！！ 《 

件不： t はお も 明かで ある。 

(一 〇 九 六 年 八 n) 
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基督の 死に 由り て 贖 はる  • 

『人の子 は 多くの ものに 代り、 腊 ひとして 其の 生命 を與 へんが ために 來れ るな り。』 (馬 太俾ニ 〇 の 二八) 

緒 言 

si^ 敎は救 ひの 逬 である。 人類 は 神の 前に 皆な 罪 を 負 ひ、 S ら 之に 縛られて、 如何にしても 從順 

に は 天父に 事 ふること は出來 ぬ。 上よりの 救 ひなく ば、 此の 哀れな 境界 を脫 すべき：：： 儿 込がない。 驚 

くべ し、 又 意味 深く して、 神に は悅 ばれ、 人に は 十字架の 上から 旣に 不思議なる 能力 を 表した 耶穌 

の 死 は、 K に 人類 を 救 ふための こ-とで ある。 

世に 棄 てられ、 自己が 罪悪に は 失望し、 今や 奈落の底に 身を投 する が 如き 狀の 死に 濒 したる 兇賊 

が， 十字架 上の 耶穌に 救 はれし を始 とし、 三た び 其の 主 を識ら すと 首った ぺ テ。、 S お I と 其の 敎會 

とに 少 からざる 迫害 を 加へ たパゥ 、 修道院の 房に 罪惡 と苦鬪 して 厘 次 失望の 淚に 咽んだ ル ウテ 

ル、 神の 前にて は 其の 身 を蜋蟇 にも 劣れり として 烦悶 せる 鑄 懸師の ジョン • バ ン ヤンな ど 一-ムラ もさ 

ら なり、 世の 罪人 耶穌と 其の 死に 由り て、 全き 救 ひ を 得た 人 は算へ 難き 多數 である。 之に 頼りて 誘 

惑 を 斥け、 惡き 癖に 克ち、 更生の カを與 へられた 人々 雲の 如くで ある。 


此の 救 ひは^^ 者の寶 驗 である。 苟 くも 基^ を 信す ると 云 ふ ものなら ば、 彼と 共の 5^ に 出り て 救 

こま か 

れ ると 言 はぬ もの は あるまい。 十 ：！ 代の 敎會に は 三位 一 體說 や、 基督の 神性な どの 様に 精細く 耶穌の 

K ひ を解釋 し、 其の 意味の 範圍を 綿密に，：： 儿 めた 例 を ：I!SH さぬ。 トマ シ ウスの)：； つた 如く、 此は 北ハの 

時代の 敎會 に、 此の 信仰が 無かった 现， H でない。 s:^ に. H りて 喷 はると； K ふが、 北ハの 生命の 屮 心で、 

S 丄^ 敎會 全體の 基礎、 總て 他の 敎现の 根柢と なって US つたので ある。 sr. 啦 ひに 就きて は 敎會の 兑 

解 一致して、 異端 も 起らなかった 故に、 基督 人格 論に 於け ると： 様、 之 を 事々 しく 論すべき 必耍を 

感ぜなん だものと 見える。 使徒 時代 は 共 土 督の喷 ひ を直觀 し、 專ら之 を 身に s 験 するとき で、 此の 事 

|3： を 思想の 鏡 型に 入れて、 細かに 其の 解 釋を與 ふる 暇が無かった ので ある。 『人の子 は 多くの ものに 

代り、 K ひとして 其の 生命 を與 へんが ために 來れ るな り』 (§Jjl 一一の)。 耶穌 一 生の 事 K を硏究 すれば、 

彼が 人類の 罪惡 のために 其の 身 を 祭 物と して 獻 げらる ると 云 ふ 意味で 充 されて る。 使徒の 敎訓に 

至りて は、 彼らが 喷 ひの 祝福 を實驗 したと ころから、 之 を 語る こと も愈繁 く、 且つ 進んで 之に 解釋 

を * さんと した こと も ある。 羅馬書 第五 章、 哥林多 後書 第五 一四、 一 五、 ニー、 加拉太.^:;:^三.？：^- 1 

1 二、 希 伯來書 第二 車 九、 彼 得 前書 第一 一章 二 四、 約 翰 一書 第三？： 十五な ど參 照したら い。 北 ハの死 をな 

だめの 祭 物と 云 ひ、 其の 赛業を 腹 ひと 呼び、 神と 和が しむと 說 くが 如き、 總て の 救 ひ を 解釋せ 

んと 試みた ものである。 

我々 は M ひに- S りて 救 はれる。 北ハ の解釋 に. H りて 救れ はしない。 然し 意味が 解ら す、 W 無 解釋の 
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付かぬ 機で は、 心に 徹底す る ことが 薄い。 耶穌の 死なれた 现 から、 其の 苦痛の. s: 容 なぞが 會 得さ 

れ、 神が 耶 aj の 死 を 要せられた 道理 や、 罪悪と 耶穌の 死との 園 係が 明かになる ならば、 K ひの i?^K 

が璺 富なる 意味と 熱烈な る 力と を 以て 靈魂 をお 領し 去る ので ある。 腹 ひの 意味 次！^ で 神の 御 心が 異 

様に 觀ら れて來 る。 喷 ひの 解釋は 神の 品性 を ii 一す 光で ある。 故に 決して 攀 者の 閣 gi: 题 ではない。 必 

要の 切迫せ る實際 問題で ある。 

へ エゲルの 言に 『罰 は 犯罪の 一 半な り』 と ある。 即ち 罪が あれば 罸が添 ふが 现 の常然 である。 然 

ら ざれば 罪悪が 無意味に なって 了 ふ。 ソクラテス は 『罪 ある もの、 罰を遁 がるる は その；；；^ 大 不幸な 

り。 罰に 遭 ひ、 IS を受 くる は 公義に 適 ふ。 公義 は 善な り。 故に 罸に 苦しむ 者 は に^しむ なり』 と 

言った。 是れ 千古の 至言で、 罸の 必要なる ことと、 其の 苟も 免るべき もので ない と 言 ふ 道理 を 適切 

に 示して 居る。 聖ァ ゥグス チンが 『罸 なき は大 いなる 罸 なり』 と 申された の も 问じ點 に： する。 

Si 督敎に 於て は赦を 重ん する。 然れ ども 苟も 群 を 免る、 様な 意味で はない。 £1- の 意味 を^ 徹し、 北ハ 

の 目的 を 成就した 結果で ある。 罪を赦 さるる 御惠 みに 感泣しながら、 斯 くの 如き 次 li^ と は 如何なる 

现. H であるか。 こ.^ が 基督 敎の大 いなる a; 理 である。 

影の 形に 添 ふ 如く、 罰 は 罪に 伴 はねば ならぬ。 共の 方法 は 種々 ある。 時として は 罪 を 犯した もの „ 


の § に 影 饗 を來 し、 物理 上の 害毒に 惱 まさるる こと も ある。 或は 其の 心に 禍を 及ぼして 精神 錯亂 

し、 m 心^ 感情と も 之に 襲擊 せられ、 ^だしき は 全く 其の 能力 を 失 ふ 場合 も少 くない。 或は 其の 口 i 性 

を 傷け て、 墮^ 又墮 落、 愈々 罪惡に 深入りして 後の 狀態 前よりも 悪しくなる 事 も ある。 ^れ たる 品 

性 は 罪の 酬 として 鼓 も 恐るべき ものの 一 つなる を 疑 はぬ。 乂 之が 爲 めに 一 家の 紊れを 力， ざ」 起し、 社 

會の 秩序 を 破る 事も屢 である。 就中 罪 は 神と 遠ざかる 事に て、 北ハの 恐るべき 怒に 觸れ ざる を 得ぬ。 

我々 が 罪 を 犯して 自己の 良心に 咎めら るるとい ふ も、 結局 は 神に 非難せられ、 共の 怒に 觸れ ると い 

ふこと である。 外國 語の 『良心』 と 云へ る 語 は、 共に 知る の義 である。 共に 知る と は 神と 共に 知る 

と解釋 せらるべく、 即ち 心に 疾 しいと か、 良心に 咎めら るると か 云う は祌の 前に その 厳かなる 非難 

を藥 ると 云う に 少しも 異る 所がない。 祌に逆 ひ、 隨 つて 我が 言行 思慮の 態度 を祌 に反對 せられ、 北ハ 

の 怒に 觸れる ことが IS の 極り で、 人生の 災害 之より 甚だしき もの はない。 

然し 神は實 際 罪人 を 怒らる るか。 祌に 左様な 事が あるべき や。 人 § ^に は 怒る こと あれ ど、 祌には 

ない と 論す る 人 も ある。 だが 聖書に^ 隨 かに 神の 怒と いう ことが #1 いて ある。 祌の 怒と は 罪 惡に對 

して 真 ばれざる、 之 を 忌み嫌 ふ 其の 御 心の 狀態 である。 神 は その 本質の 全部 を 以て 罪. Fs-^ に 反感し、 之 

を 嫌ひ惡 まれる。 義を 喜び、 善に 滿 足せら る k 祌は、 惡に 快から す 感ぜられ、 之に 對 しても 限りな 

き 不滿を 抱かる るので ある。 若し 罪 惡に對 して 怒らる ると 云う ことがないならば、 人の 從順を 直： 

ぴ、 深く 善人 を 愛せら るるとい うこと も 無い 道理になる。 此の 兩者は 相俟て 離れぬ。 叉罪ぁる^<;を 
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憐れみ、 之 を 忍びて 其の 救 を圖ら る、 祌の 慈悲 も、 此の 怒と 云 ふこと がなくて は、 その 意味が 甚だ 

弱くなる。 マル テ ンゼン 曰く、 『プラト ゥ及ぴ アリス トウ トル は 僅かに 祌を 以て 妬みの 祌 となした る 

に 過ぎす、 今日の 基督 敎を 信ぜざる 學者 も、 神の 冷靜 なる 愛を認 むる 以上 一歩 も 進む こと 能 はす、 

然るに 舊約 聖書 を 見る に、 詩篇 及び 箴言 等に 神の 怒 をば 燒き 滅ぼす 火に 臀 へたる を兑 る。 然れ ども 

之と 同時に H ホバ の 最も 柔 かなる 偶み と惠 みと を說 きて、 その 愛 を 母の愛に 比する に 至れり』 と。 

是 れは舊 約の 人々 は 神の 怒 を 認めて 居る ために 其の 偶れ みの 大 いなる 事が 甚だ 强く 感ぜられ たので 

ある。 蓋し 神の 怒 は 其の 聖 なる 愛の 所作で ある。 善に 満足し、 義に歡 真す る を 其の 本^と する 祌の 

愛 は恶と 不義と に對 して は大 いなる 反感と して 所作かねば ならぬ。 之が 爲め祌 と 罪 ある 世界との 間 

に は 恐るべき 隔絶が 生じた。 此の 隔 IS より 暗き と惱 み、 及び 總 ての 惡き事 が^り 生じ、 人類 を悲慘 

の 1  兄禺 一に 陷 らしめ た。 何の 苦痛よりも 總 ての 災 ひよりも 最も 恐るべき もの は、 神と 隔絶す る i^、  0 

ち 其の 怒に 觸 るる ことで ある。 是が 總て惡 しき ことの 根本で あるから、 之 を 除かねば 如何なる 工夫 

も 一時の 彌 縫に 過ぎす、 結局 は 何の 役に も 立たぬ。 然れ ども 罪人と 其の 罪と に對 する 祌の大 いなる 

反感、 恐るべき 隔絕を 意味す る 所の 其の 怒 は 如何にして 之 を 除き 去る を 得べき か。 祌は 不變を 以て 

性と せられ、 神が 祌 にして 在す 以上 は、 この 儘に て 神人 相 近づく 事 は 出来ぬ。 斯くて は 神の愛 を 

受け、 其の 光に 沐浴し、 之と 交通す るに よりて 發 達し、 叉 祝福 を享 くべき 人が 到底 共の 目的 を逹す 

る 事 は ひも 寄らぬ。 日 を 追 ふて 益々 閤に深 か 入りす るつ 外ない。 


如何にして 罪を赦 さるる や 

赦 罪と は 罪の 結 菜と して 苦んで 居る こと を 免る る 意味 を 主眼と する もので は 無い。 漫 りに 苦痛 を 

免れん とする にの み 汲々 たる は餘 り高尙 なる 精 祌と云 はれぬ。 己が 苦痛な どよりも 祌の 心に 背き 北ハ 

の 怒に 觸れ たる を 憂 ふるこ と 最も^だ しく、 祌と 自己との 交通が 傷 けられた る を 何より も 恐ろし 

く、 悲しく 感 すべき iJ: である。 設令ひ 罪の 結 GJ^ なる 艱難 は 依然として 從來に 異ならざる も、 祌と和 

ぎて、 交通 滞りな きに 至る を、 此上 なき 祝福と 考へ、 其の 恩寵に 感泣す るが、 典 正なる 悔改 を爲し 

たる ものの 操で ある。 中風の病^<?四人の友に界き擔はれて來たが、 耶 SJ は 其の 病 氣には 注意せられ 

ぬかの 如く、 唯 だ 『汝 の罪赦 されたり』 と吿 げられ た。 彼の 病氣は 從來の 如くであって も、 此の 一 

事 之に 大 いなる 喜 、びと 平和と を 得た であらう。 罪恶に 就て は 三つの 難事が ある。 其の 結 を 免る る 

^^が北ハの第ー、 性質 をー變 して 罪 を 犯さす、 正しき を 行 ひ 得る 樣 にな るが 其の 竹士 一で ある。 第三 は 

共の 罪を赦 さるる 事で ある。 設令ひ 第 一 が 成就 せられても 第二の 點が 以前の 通りなら ば 致し方の な 

い 次 竹山 である。 第一、 第二の 問題が 解決せられ たらば 第三 は 自然に 結了せられ たものと 見て {儿 しき 

や。 此の 三つの もの は 互に 如何なる 關係を 有して 居る か。 

順序から 言 ふと、 罪を赦 される 事が 一番 先き で 無ければ ならぬ。 神に 喜ばる る ものと なり、 之と 

交通す る ことが 自由にな り、 に 神と 親しむ 事が 出 來る樣 になる は 品性 を 修め、 精神 を淸ら かに 
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し、 F-義 の 人と なる に缺 くべ からざる 條件 である。 罪赦 されたり との 意識と 元氣 とに. H ら ざれば、 

能く 祌を 愛し、 人に 事へ る こと は 難 かしい。 『此の 婦人の 多くの 罪は赦 されたり。 之に ra: りて 其 愛 も 

亦 多き なり』 (fif セ)。 此の 51 人の 愛 は 其 罪を赦 された 結果で ある。 愛 多 きがため に赦 された のでな 

く、 赦 された のが 原因と なって 愛 は 深くな つた ものである。 神に 對 して 罪 を 得た る 我々 に は 心 を 正 

しくす るよりも、 罪を赦 さるる 方が 急務で ある。 罪惡の 結果の みを氣 にす る は 利己主義 である。 其 

の 目的 を 成就しても、 品性 は 從來の 儘、 罪 は 神の 前に 赦 されす と ありて は、 仕樣がない。 心 を 正し 

うして 祌に赦 されん と 試みる は パリ サイ 主義で、 世上の 道 德の範 圍を脫 する ことが 出来ぬ。 律法の 

奴隸、 愈々 急躁 つて 愈よ 煩悶せ ざる を 得ぬ。 赦罪を 先 きにする が 信仰の 順路で、 宗敎の 本意 此 所に 

ありと 云 ふ 事が 出來 る。 

さ  でき 

罪 を It さるる こと 然 やうに 必要で あると すれば、 如何にして 其れ を 護る ことが 出来べき や。 

ひと  われら 

『我らが 他人の 罪 を 赦す 如く』 と 出て あるから に は、 祌の赦 も 吾人 人間の 相赦す ことから 推して 考 

へ 得らるべき 害で ある。 唯 だ 事實の 上に 於て 處分 せぬ 位に 止まるならば、 之 を 放棄 おくのみ で 足り 

る 故、 此方に 對 して 悪しき こと を 行った もの を赦 すの は、 何でも無 いこと である。 然し 其で は 餘り淺 

も は 

薄で ある。 本 當に赦 すと 云 ふの は、 心の 解けて、 旣ゃ 少しも 介意す る處 無く、 全く 隔絶した 所が 消 

えて 了 ふので ある。 惡 しき AJ と を 行った 事の 様子に 何 か 見る ところあって、 之に 對 する 交情 を 舊に 

復 せしめ、 之に 滿 足し、 之に 信任 を 置く ことが 出來 ると 確かに 認めないならば 赦 すと 云 ふ 意味に は 


なって oi^ らぬ。 子が惡 しき Hi を爲 した 場合に も然 うで ある。 叱られぬ を 以て 足れり と は E や はぬ。 

、れば かりで は、 何だか It 氣味惡 く 感ぜざる を ない。 親の 心 して 解けた るか、 換へて へ 

ば、 本 ffl に赦 された ので あるか 如何にと 頻りに 烦悶 する 次第で ある。 

此の 意味に 於て 祌に赦 されん と 欲せば、 如何 致したら 溢 3 いので あるか。 罪 を赦 さるる に必耍 なる 

條件は 何で あるか。 之 を 約め て {ー 一：： へば、 罪 ある 身と して 踐ま ねばならぬ 道 を踐 み、 斯る 場合に SJ^ も 

ふ さ は 

相應 しき 態度. ♦v 4、 へて、 祌に f:;!:: ばれ、 滿足を 之に 與 へる 様になって 居らねば ならぬ。 之 を 分けて 云 

へば、 次の 如くで ある。 

一 罪惡 に對 する 感じが 正 墓 切で あらねば 行かぬ。 己れ 惡し きこと を爲し た り と感す るに も M 

々ある。 或 ひ は 純潔なる が あり、 .itf ひ は. CI 已 中心 主義より 割出した の も ある。 其の事の卵111^^^るを 

よか 

悲 むよりも、 むしろせ： (の 結 EJ^ の 良らぬ を 嘆き、 之 を 一つの 失敗と 兑る 方面に 專ら 力を入れて 悔 むこ 

とが 多い。 罪の ために 自ら 神 を 失 ひ、 神に 失 はれん とする を 憂 ひ 哀しむ に 至りて は、 せ、 の 感じが 疝 

切に あり 蒙い。 罪悪の 恐るべき 所以 を 解す る こと 極めて 淺く、 之 を 適切に 認識し、 感 兑 する こと 

が出來 ぬ。 此の 故に 本 當に之 を 悔い 改 むる ことが 無い。 祌の悅 び 受けた まふ 悔い改め を爲す は、 到 

よく  あせ 

底 人力の て 能すべき で 無い。 赦 されん と 欲して 立派に 悔い改め たと 焦慮り 立て、 a 々之が 工夫 を 

述ら せば、 谷：々 罪悪感の 純潔 を 失って、 自分ながら 愈 愛想の 盡 きる ほど、 實に淺 しき、 如何ん と 

もし 難き 罪人で あると 云 ふこと が 暴露 せられて 來る。 罪 を 犯す とき は、 其の 悪しき と 一一 一一：： ふこと を 木 

死に 出り て頌 はる  1 九九 
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當 に感覺 する 能力が 鈍って 來る。 罪人 は 己が 罪 を 適切に 感 する ことが 出來 ぬ。 或 人が 罪な き 者に 非 

もっとも 

ざれば、 罪 を 知る 能 はすと 說 いたの は 道理で ある。 然 のみなら す、 祌の 愛を咏 ひ、 其、 の 光りに 戴 魂 

ひど か？； んゎ か.' 

を 浸し、 親しく 其の 御前に 立って 居らねば、 罪の 酷 さ 加減 は 理會ら ぬ。 祌 とともに 歩む の 經驗濃 か 

なら ざ^ば、 罪 は 適切に 感じ 難い ものである。 然るに 罪 は 神と 遠ざかり、 神の愛 を 忘れ、 せ： ハの 光り 

と 相 離^て、 瞎 きょり 暗き にと 深く 迷 ひ 人る こと も あるから、 之 を 犯して、 祌に 背いたら 最後、 罪 

ほんと つ 

を 本當に 感じて、 眞 個の 悔 改め を爲す こと は出來 難くなる。 人類の^ 況^ せりと 謂 はざる を 得ぬ。 

二 罪惡 より 生す る 結 茶に 服す るの 態度 正しから ねばならぬ。 耶穌 と共に 十字架に 殺された 兇漢 

は、 祌の恩 慈に 由り 本心に 立ち 歸 つて、 『我らの こと は當然 のみ。 爲せ しことの 報酬 を受 くるな り』 

と 首った。 己の が 罪より 来れる 苦痛 を受 くるに 際し、 從順、 忍耐に して 漫 りに 之を遁 れんと はせ 

す、 祌を 信す るの 念い よく 深く、 天 を 怨みす、 世 を も 憤らす、 天の 父 愛慕す るの 情 益々 切なら 

ば、 所謂 罪 亡、 ぼしと なって、 赦 罪の 條件此 に 其の 一 っを充 された と 謂 ふこと が出來 る。 イス カリオ 

テの ュダの 如き は、 悔いて 死んだ。 何程 悔いても、 其の 心底に 信仰な く、 希望な く、 愛慕な く、 從 

も r 'すご 

顧な く、 唯 だ 懷怆き 死 を 遂げた ので あるから、 其の 死 は 犬死にして、 赦 さるる の 依がない。 『信仰 

の 光』 に 熊 野の 親 殺しと 云 ふ 話が 載って 居る が、 丁度 此 所の 道理 を說 明す るに 最も 適切で ある。 罰 

も 受け 方で は 救 ひになる。 然し 我ら は 本當に 正しく 罰に 服す る 能力が 無い。 罰の 眞现は 罪 も 同様 罪 

なきものに 非 ざれば、 己 を 適切に 理會し 難いので ある。 悲しい かな、 我ら は 罰 を さへ 本當に 受けら 


れぬ ほどに 惡 くな つたので ある。 

三 罪を赦 されん と E 心 はば、 全く 之と 絕緣 し、 ^^^^：の語で言へば、 罪に 死に、 護 に^くる 者と な 

ら ねばならぬ。 着々 義に 進みて、 行々 は §^ に 勝ち、 究 全なる 善き ものと 爲り 得べ しとの は 込みも^ 

かす、 品性 修養の 前途 覺朿 なく、 己れ すら 必らす 善く 成り 得る の 確信 を 有た す、 將 來に對 する：： -iy 

を受 くべき 资格を 具へ て 居らぬ 様で は 到底 駄 n である。 心の 更 まらざる 囚徒が 放免され たと て、 

伶に も 信 川が 無ければ、 廣ぃ 世界に. e?- の 置き所な く、 自身 も 亦 復び舊 悪 を 犯す に 至る 様で は柯の 役に 

も 立つまい。 祌に S= いて、 北 ハの惡 まるる 罪 ダ赦 されん と 欲する もの は、 先づ. n ら之を 悪む こと^ 

だしく、 全く 之と 絕緣 する こと を 得、 少なくとも 必定 絕緣 する ことが 出來 ると 一一 一一：： ふ ID- 込み だけ は 判 

然 立って 居らねば ならぬ。 此の 見込 着きて 將來の 信任が 恢復され ねば、 赦 すも赦 される も だ淺薄 

で、 唯 だ 形式に 止まる 話で、 實際 何の 効 も 無い。 其れ故 如何なる 人で も悔 改め を 罪の 赦 される 條件 

に i^, へぬ もの はない。 故に 耶穌も 『若し 兄弟 汝に罪 を 犯さば 之 を 諫めよ。 彼 右し 悔 なば 赦せ』 (If 

iJI の) と 仰せられ たので ある。  . 

然し 一 n;g^ を 犯した ものが 飜 つて 全く 善き 人と 爲る こと は 不可能で ある。 如何に 苦心しても、 门 i 

性 を 一 新す る こと は出來 ぬ。 『我が 行 ふ 所の もの は 我 も 之を是 とせす、 我が 願 ふ 所の もの 我 之 を爲さ 

す。 願 ふ 所の 善 は 之 を 行 はす、 願 はざる 所の 惡は之 を 行へ り。 我が 陕體に 他の 法 ありて、 我が 心の 

法と 戰 ひ、 我を廣 にして、 我が 岐體 のうちに US る 罪の 法に 從 はする を覺れ り。 噫我艱 める 人なる 

基督の 死に 由り て 蹟はる  二 〇一 
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^.^の-ほド"ま1 んものは誰ぞゃ』とパゥ。は叫んだが、 彼 は 着 I じたから、 ！ 

I つて f  ；：：："r:;i い。 sii む |<、  il 

グ！ ま. -禾 るの. ^舞 力 れ ない。 事 もき げこ ョを 八る つて リ。 た" ノ/、 、 

"所 譽 すれば する ほ 

ご、 ？  .  asw し ^れる 罪载抝 くも 良、. ：3 の覺醒 こ： ナんク 

て ^に陷らしめんとする。 ー^0:こも 『KJHS15if6  0f,- ：ビ、 ： e  '^^^sfpH;^ 

。，  <  ^:r^fL1.fは；^^めの機命に,^じて我を惑 し、 化、 の. « め を,. - 

殺せり』。 兹を 以て 見れば、 梅改 6、 善くき ク 導て . 1^^ し  ヌの 謎め.^ ムて我 を 

つと どこき、 ？  i  ff? 力ら 管 赦 されん 桌む とも、 大海の 涧 

\ とト しこと て つまり 出來 ない 相談で ある。  ザ 

f-  ニニつ の條 f が 罪を赦 される に 必要なる こと... 疑を容 も。 や  フ， に > 

こと i い。 是れも 亦明 まなった。 ii  t 一二つ とも、 人の 力で は 出 來る 

基督の 死 悉く 赦 罪の 條件を 具 ふ 

旣 に說 いた 如く、 十字架の 上に 於け る 耶穌の 死 は 意味 深く、 屬 極めて まく、 き 巾- ヒ. . 

むる に § 所の 祭で ある。 『彼 纏ら ill なおまで 罪 urMU;;; る P に レし 


深さまで を 歎き、 罪悪に 對 する 祌の畏 るべき 愛の m: 慯と其 の 怒と を 我らの^ ひ 知る ことの 出來な 

ぃ^&1まで知覺せられたのでぁる』。ィスラ ヱ ル 人の 祭典に は祌の 前に 羊を展 り、 植 上に 其の. m を 注い 

で獻 ぐると 云 ふ 儀式が あった。 利 未 記 第 十七の 十 一 に 『其 は 肉の 生命 は 血に あれば なり。 我汝 ゆ. T が 

これ を 以て 汝 の 鎮魂の ために 壇の ト： にて 喷罪 をな さんため に 之を汝 等に 與ふ。 血 は 其の 中に 生命 

の ある 故により て聩罪 をな す もの なれば なり』 と あるが、 血 を 注ぐ は 即ち 生命 を 神の 前に^へ ると 

云ふ^；仏味に常る。 耶穌 十字架の 死 は、 Eg も 高潔なる 生命の 顯彰 である。 祌 的の 限り無い 活力が 冲；大 

の 勢 ひ を 以て 昂逸 したので ある。 其の 9f 魂 は 罪に 就きて 最も 深く 活動し、 祌の なる 愛と 一致して 

作 ^ き、 人の 僴 むべき 狀態に 向 ひて 切なる 同情 を 寄せ、 以て 『世に 勝ち』、 此の世の、 王なる 悪魔 を 挫 

いて、 人類 を 同化し 得る の 力 を 十分に 發 抓せられ た。 愛、 從順、 及び 獻 身の 生命 は造憾 なく、 十 宇 

架の 上に 發 採せられ た。 耶穌の 死 は 祌に對 し、 人と 共の 罪と に對 して 最も 美 はしく Ji^ 動した 生命で 

ある。 此の 生命が 即ち 祌を 喜ばせ、 人 を 救 ふことの 出来る 祭で ある。 

罪の 赦 さるべ き倐 件と して^ へられた 罪 を 適切に 感 する こと も、 突 はしき 態度 を 以て 罪の 結 E;^ を 

身に 受け、 罰 を 深く 正しく 味 ふこと も、 又 悪の 勢力 を 破って 正義 從 順の 道を全 うする こと も、 耶穌 

と 共の 死に は 悉く 具備 せられて 居る。 

生者必滅。 草木 も 死に、 動物 も 死ぬ。 人類 も 之 を 免る る ことが 出來 ぬ。 死 は 生物界に 徧き事 *! で 

ある。 然し 聖書 を 見る と 『罪の 報 ひ は 死なり』 と ある。 これ は 多くの 點に 於て 難 かしい 問題で ある 

^^ぉの死に由りて歷はる  二 〇一ー1 
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から 機龠を 見て 精し く 論じたい と 思 ふ。 (此の頃 神 舉界に 評判の 稍 や 高い カル チ ス 氏の 著 『基^ 敎徒 

の HE 仰』 に 此の 問題が 興味深く 暗示 饒 かに 論ぜられて 居る。 英語 を 解す る ものの ために 紹介して S 

く)。 何に せよ、 罪 を 犯した がた め 死 は 特別の 意味 を 其 ふるもの となった に逮 ひない。 人の 牛 一命が 渾 

のために 其の 形 狀を變 へられた 如く、 其の 死 も 之が ために 非常なる 變化を 受けた ので ある。 ある 

人 を 寺つ 死 は 暗き と 怖れと に滿 たされて、 實に剌 を 含んだ 事實 である。 聖書に は 死 は 敵で あると 書 

いて ある。 生者必滅と 云 ふが、 人に は 死が 不自然と 思 はれざる を 得ない。 其の 生活が 的 道 德的及 

び 計-交 的の 方面に 於て 豐富に 且つ 深く なれば なるほど 愈 死が 不自然に 見えて 來る。 證 死者 や 夠圃者 

に 1":^ が 着く の も、 之 を 忍びて 死を敢 てす るからの ことで ある。 死 は 天地と 交通 を遮斷 され、 愛す 

る 人と 隔離し、 今まで 我が身 を 支へ たる 力の 取^去ら るる ことで、 加 ふるに 良心の 覺醒 した 場合に 

は 之を祌 のま 判の 臺 前に 曳き出 だす 召喚に 接する 左の 如くに 感ぜられる。 死 を輕ん する は 人類が 未 

だ 劣等 動物の 範 圍を脫 せぬ か、 或は 其れに 墮 落しつつ ある 證據と 云 はねば ならぬ。 斯 くの 如き は 鍵 

覺の茶 だ 微弱なる 結 茶に 相違ない。 神 を 意識せ る もの や、 深く 罪 を 知り 居る ものに は、 死 は 罪の 報 

ひと 感ぜられる。 決して 物理的の 事實 のみでない。 神の 怒と 靈 的の 滅亡と を 表現す る 恐るべき 精祌 

的事實 である。 リツ ヂ M ッ ト 曰く 『罰の 意味 死に 含まれた りて ふ事實 を理會 する は靈 的怠識 の充實 

する に. e る。 例せば 此 所に 神 を 見る こと 甚だ 鮮やかに して 靈的 生命に 富み、 人類に 對 する 同情 最も 

g 木く、 之と ー體 たるの 惑 にして、 其の 理想 を知覺 する こと 最も 高く、 其の 罪と 悲慘 なる 狀 態と を 


心識 する こと 至れり 盡 せりと 云 ふ を 得べき 人物 ありと 假{ えせよ。 此 人に 取りて は-化 ほど 恐ろしき 者 

なかるべし。 に^れて 北 ハ靈覺 の粗雜 なる ものの 想像し 難き ほど^だ しき 所 あらん』。 耶穌は 人の 罪 

を 身に &ひ、 不 5 心議に 深き 愛の M: 情に. E て 自ら 罪人の 地に 立ち 之に 對 する 祌の怒 を 味 ひ 、。ハウ & のさ 口 

つた 如く K に 『罪 を識ら すして 我らの 代りに 罪人と. sffifj なられた ので ある。 之が ために 主 は 

十字架 上に 於て 暫くの ilff 際 神に 棄 てられた りとまで 意識 せられた。 『我 神よ、 我祌 よ、 何ぞ 我を棄 

つる や』。 此の 一?_i は 種々 の 方法 を 以て 巧みに 其の 解釋を 試みられ たので あるが、 然し 正の 解 釋は其 

の Si に 表 はれて 居る 所の 自然の 意味に 外ならぬ。 確かに 父なる 祌は 齊 くの^ 耶穌の や より 遠くな 

さ， ひし 

つた ものと 兑 える。 永遠の 父 は 其の 子を棄 て、 之 をして 獨り 死の 寂寥き 途を 歩ま しめたの である。 

或は 此れ 祌の棄 てた るに 非ら す、 耶穌 の然か 感じた るの みと 言って、 之れ を 解き 去らう と 試みる 人 

も ある。 此は 耶穌に 迷信 若く は 誤解の 非難 を 食 はしむ るの 險を 免れない 說 では あるまい か。 然し 

孰れに しても 祌 が耶穌 をして 斯く感 する 境遇に 立た しめたに 逮ひ 無から う。 父なる 神耶 M を 楽 てら 

れ たりと 云 ふ も、 耶穌苦 疝の餘 り然く 感じた るな りと する も、 ！：！： じ祌 の^せる 所であって、 五十 歩 

百 歩の， おな： のみで ある。 父なる祌が其の唯 一 り子をして此の恐るべき經驗を味はしむる^^：^で、 旣に 

ゲッ セ マえ 阅に 於て 之 を 結局まで 實 行すべし と 主張せられ たと 兒て gii 支 は あるまい。 耶穌は 祌の喜 

ぶ 所で あるが、 十字架 上 彼 は 人類 を 身に 負 ひ、 人の 罪. 惡を 其の 意識に 包みて 神の 前に 立 たれて 居 

る。 祌の子 は 人類の 救 者と して、 唯 ださへ 寂 塞し さ^りな かるべき 死の 始めに、 罪に 對 する 神の 怒 

基督の 死に 由り て暖 はる  二 〇 五 
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の 全部 を 猛烈に 感覺 し、 恰 かも 罪人の 扱 はるる 如くに 扱 はれた ので ある。 カル ビン は 我らの 救 主 は 

其の 靈 魂に 罪人の 受 くべき 罰と 其の 苦痛と を經驗 したと 首った f 其 說に餘 り 極端な 所があって 人 か 

ら 排斥され 勝ちなる を 免れぬ けれど、 共の 宗敎は 確かに 基督 敎的 信仰の 中心に 深く 接觸 したる を 疑 

はぬ。 メソヂ ストの 神擧 者なる カル チ スも 其の 近著に 於て 此の 點 大いに カルビ ンの說 に 同情 を 寄せ 

て 次の 如く 言って 居る。 『余 は耶穌 基督 は 共の 死に 於て 實に 限りなき 苦悶 を 感じたり と倂 す。 余 は 力 

ルビンに. H つて 此の 確信に！^ かれたり。 無論 カル ビンの 刺激 を 受けし のみに は あらす。  < 水 は カルビ 

ンを 護まざる 前 久しき 近代の 祌藥 者が 基督の 死に 就いて へ つ つ ある 總て の 小さき 議論に 不滿を 

抱く  Hi 日に t^l だしき を覺 えたり。 基督の 死 は 神の 子の 死なり。 …… 或は 曰く 基督 は.！：： 「しの 罪 を^ 識 

せす、 罪人の 受 くべき 苦痛 を 味 ふこと 能 はざる べしと。 此の 說ー现 あるに 似 たれ ども <ん は 人生の 事 

實を 知る こと 熟する に從 ひて 斯る疑 ひ を 抱かざる に 至れり。 齊 通の 人類に 於て すら 布 罪なる もの 最 

も 多く 苦しむ に 非ら す。 彼 を 愛し、 之 を 救 はんと 欲する 無罪の 友人 最も 痛切なる 苦 赌を感 す。 其の 

友人 は 無論 自ら 有罪な りと 感 する 能 はざる ベ し。 然れ ども 彼 は 愛と 獻 身と 同情と に. 5 つて 罪 を 犯せ 

る もの 自身の 有する こと 能 はざる べき 或る もの を 有する を 得べ し。 罪と 其の 結 ra^ たる 限りなき 滅に 

と を 十分に 知覺 する こと 即ち 是れ なり。 況んゃ 基督の こと は 普通の 場合と 異なる に 於て を や。 彼 は 

祌の 唯一り 子なる に 因り、 總 ての 現 實と總 ての 將來と を 看破す るの 力 を 有したり。 彼 は 人となりた 

る祌 なる に， 5 り、 .nl ら絕體 的に 無罪なる と 同時に 又惡の 最も 微かなる 據れを も I 取 も if 切に 感覺 する 


を 得たり。 彼 は 人 額の 首領なる が 故に 共の 意識のう ちに 人 額 を 包容せ り。 人類 は •  ゆんど 北ハの I 部分 

なりと まふ も 可な り。 彼 は 救 主なるが 故に 限りなき 愛 を 抱き、 限りなき 代 12 を 厥 はす、 人 を 罪より 

救 ひ 出さん ために 世に 來れ り。 此らの 性 1^ 只と 關 係と を 一身に ijiij- めた る主耶 は 十字架 上！ ：！ くの W 廿バ 

の 父に 作 はれす して 獨り 罪惡の 意味と 北 ハの 罰と に 親しく 接觸 したるな り。 祌の子は1^^を胎ふ救^<;と 

して、 乂新しき人類の創立^^として、 人の 受け べき 苦痛の みならす、 人频の 制限に 於け る 限りな 

き 神の 獨り 受け 川：： べき 苦痛 を 味ひ盡 されし なり。 斯くて 主 は 十字架 上 共の 心、 共の S 及び 共の ^識 

も。 すご  よ S 

を 推し 11 きて、 懐恰 く悲慘 極まりた る 罪惡の 苦痛 を 漲らし めたり。 主我 的惡念 の 萌しより、 "1" 府の 

さ び 5  ものすご 

^に 達する まで、 罪 惡に伴 ふ 寂 家 一し さと 共の 懷恰 さと は 限りなき 大海の 如く、 一  波 g 波 悉く 北ハの 9 加 

魂に 打ち せて 之を壓 迫した るな り』 と。 

基^ を 信す る もの は 其の 躜に. S り、 祌の赦 し 確かな りと 自覺 して、 神と 相 和ぐ のせ」： 識^ かに、 兆丄 

^及び S 土督の 父に 伴 はれて、 死の 蔭の 谷 を 歩む が 故に、 安らかに 喜びの 死を遂 ぐる ことが 出來 る。 

世々 の i_ ほ 死者 を 始めと し、 總 ての i5 徒 は 死 を 見る ことが 歸 るが 如く、 、ゲ ッセマ 木^に 於け る 耶穌の 

如く、 又 十字架 上 『我祌 よ、 我 神よ、 何ぞ 我を棄 つる や』 と 叫んだ 彼の 如き こと 毛頭 之な きを：； 

る。 共 は 死の 刺なる 罪 旣に赦 されて、 希伯來 書 に 所謂 『死 を 怖れて 生 1^ 繁 がるる』 (一一 一^)、 と^ ふ悲 

しむべき 境涯より 救 はれた からで ある。 然し 此の 大 いなる 救 ひ を爲し 遂げられた 耶穌 共お $： は 人 額の 

罪惡を ft ひ、 眞實に 祌の怒 を經驗 して、 たと ひ 暫くの とはいへ、 父と ともに 在る の 意識 を 失 はれ 

基督の 死にお リて照 はる  二 0 七 
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たから、 其の 苦痛 名狀 すべから ざる ほどであった。 天父が 暫くの 間 愛護の 御手 を 耶穌の 上から 放ち 

去った と 一一 一一 n ふ ことがあ るので、 人の ために 其の 唯一り 子を與 へられた と 云 ふ 意味が、 始めて 活動し 

とが  らしめ 

來る 様に 覺 ゆる。 『彼 は 我らの 慰の ため 傷 けられ、 我らの 不義の ために 碎 かれ、 CI ら懲细 を 受けて 

我らに 平安 を與 ふ』 (^5 纏)。 

耶穌の 十字架 は 神 を 喜ばせ、 其の 聖旨 を滿 足せし むる のみで はない。 人 を 正しき に 導き、 之 を 

はたら 

潔き に率ゐ 行く 活力の 源泉で ある。 愛に.. S つて 作用く 所の 信仰 を 基督に 置く もの は、 必らす 鍵 的の 

發達を 全 ふ するとが 出来る。 基督に 屬 する もの は 生命の 新しき 起點に 立って 歩 I 歩、 北 ハの现 想なる 

耶穌に 向って 進行しつつ ある。 自らより 言へば 潔 めら るべき 望な きもの も、 『我に 非ら す 基督 我に 在 

りて 作 州く』 との 信念 あるが ために 其の 希望に 由って 救 はるる ことが 出来る。 是れ救 ひの 一大 要素 

で、 基督 者が 須臾 も 忘る まじき 所 だ。 世に 道德 感化 說と 云って、 基督の 十字架 は 神の愛 を彰 はし、 

耶穌獻 身の 力に. S つて 人 を 感化す るの 力が ある、 此 所が 即ち、 贈で あると 說く。 是は大 いなる 露理 

である。 然しながら 眞理の I 半で ある。 我ら は 感化せられ、 正しくな つてから 赦 される ので はな 

い。 耶穌が 我らの 罪 を 背負 はれ、 我らの ために 死に、 我らの ために 神の 怒 を經驗 せられた に 出って 

我々 は旣に 有らゆる 罪を赦 されて 居る。 基督 は 『我らの 罪の 挽回の 祭 物な り。 ただに 我らの ための 

み な らす 編く 世の ための 挽回の 祭な り』 (i^lftr 道德 感化 說は此 の 點 を 忘 る る から 謹り なる を 免れ 

ぬ。 然し 挽回の 祭 物なる 耶穌 に. S りて 罪を赦 された る ものが、 必らす 其の 十字架の 力に 由って 潔め 


ら るると 云 ふ は？！！ *i である。 耶^ は 新しき 人類 を 造り 出す 動力で ある。 

すぎこし かた  ゆる S. &  - .  . 

『祌は 忍びて 巳 往の罪 を 寛容に 爲給 ひし かど、 其の 義を彰 はさん とて 耶 Hi を 立 て 挽回の 祭 物と な 

せり。 即ち 其の 血 を 信す る ものの 挽回の 祭 物た る ものな り。 神 は 耶穌を 信す る もの を義 とすると も、 

ほ 自ら 義 たらん ために 今 其の 義を彰 はさんと す』 一一  ic*。 

『祌罪 を 知らざる もの を 我らの 代りに 罪人と なせり。 是れ 我ら をして 彼に 在りて 祌の義 となる こと 

を 得し めん ためなり』 (fl?5f«)。 之 を 要するに 罪 を 不問に 附 して、 之 を 寬容 にし、 之を兑 過ぐ す は、 

祌の罪 恶に對 する 樂 なる 態度 を彰 はすに 足りぬ。 • 罰して 永遠に 之を棄 てな ば、 神の 成德 を彰 はし 

し、 北ハの 装の 片 碎 を-彩 はすに 足るべし と雖 も、 失 はれた る もの を尋 ぬる 父の 德を彰 はすに は 足りな 

い。 祌の義 と は 即ち 其の 聖 なる 愛の 全部 を 味す る。 翁を彰 はすと 云 ふ は、 罪 ある 人類に 對 して祌 

の！^なる愛が遣憾なく顯彰せらるる^でぁる。 罪 を寬 かにす る のみでない。 之に 對 する 神の 反感 を 

-彭 はさねば ならぬ。 然か のみなら す 正しき 人類 を S! ら ねばならぬ。 基. 督の 十字架 は 即ち 此ら總 ての 

方面に 於て 祌の §r 即ち 聖 なる 愛 を 十分に 發 露して 遣す 所がない。 祌は盡 く 其れに 滿 足せられ たの 

である。 

(一九 〇 七 iji- 1 =0 
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聖 害に ダビデと ョナタ ンの 友情 を 叙して 曰く、 『ョ ナタ ンの心 ダビデの 心に 結び 着きて ョナタ ン已 

のい <f の 如く ダビデ を 愛せり』 (fl§fw)" 友交の 誠 宜しく 斯 くの 如くなる べし。 『多くの 友 を 得る 人 は 

遂に 共の 身 を 亡す。 但し 兄弟より 賴 もしき 知 已も亦 あり』 (ffu„-)。 『愛する もの の 傷つく る は露责 よ 

りし、 敵の 接吻す る は僞詐 よりす』 (f& じ。 『鐵 は鐵を 研ぐ、 斯 くの 如く 其の 友の 面 を 研ぐ』 (ffii^T 

交友 は 人生に 趣味 を與 へ、 品性の 修養に 大 いなる 勢力 を 供給す。 『アブ ラハ ム祌を 信す。 其の 信仰 を 

義 とせられたり。 彼 叉 神の 友と 稱れ たり』 (fls  一一  r 爱を 以て 見れば 宗敎も 亦 ー稷の 友情な り。 信仰 

は アブ ラハ ムの 如く 神の 友た るに あり。 祌交默 契、 天にまで 友垣 を設 くる、 之 を 宗敎の 道と す。 其 

の關係 最も S 水く、 其の 友 iiE 最も 高く して 切なり。 之が ために 感化 を受 くる こと 最も 大 いなる もの 有 

るな り。 

宗 敎は總 ての 點に 於て 交友の 道なる を 見るべし。 試みに 見よ、 信仰の 生命と 稱 せらる る 祈の 如き 

は、 朋友の 鬚ぎ にして、 其の 歡 喜なる 會 話の 一 つに あらす や。 愛 を 以て 其の 本質と せらる る 祌の前 

つ 、し 

に 至誠 を 披瀝し、 思 ひ を 述べ、 胸中の 秘事 を 開陳して 隱す 所な く、 神の 示さる る 所に 虔 みて 傾^す 


る、 是れ ち 基^ 敎 者の 祈りな り。 『今より 後ち 我 汝等を 僕と 言 はす、 其 は 僕 は 共の 主の 爲す こと を 

知ら ざれば なり。 我」 诞に汝 等 を 友と 呼べり。 我、 汝 等に 我 父より 聞きし 事 を 悉く 吿 げしに. a る』 (§ 

f  jg)。 眞實に 神に 歸 順して、 基督 を 愛する こと 切なら ば、 胸中 怖れ を懷 くこと なく、 アバ 父と 呼 

ぶの 心滿 ちて、 祌の聖 皆 を 知り、 基督の 意に 通じ、 朋友の 相 知る が 如き 經驗饒 かなるべし。 に祌 

に 知らる ると 感じ、 何事に 就けても 其の 意思 を^ ひ、 北 ハの敎 訓を味 ひて、 人生 を經營 する の 心强さ 

よ。 『人の 知らざる 糧』 絕 えす 心に 存 すべし。 

テ 一一 ソンの 『紀 念の 歌』 を讀む もの は、 交友の 道 五十 年 を 限りと して 斷 絶すべからざる を 悟ら 

あし をつ まお 

ん。 亡友 を兒 送.^、 翹足 てて 其の 影の 無限 境に 沒 する を 望みて、 霊的の 所感 湧く が 如く、 希 • ば. I の 光 

明に 死別の 暗 を 破らる。 情 想の 趣味 綿々 盡 きす、 坐ろ に 交友の 契 永遠に 達する を m 心 慕ば しむ。 テ 

一一 ソンの 詠 じたる 如くなら すん ば 交友 は 浮 雲の 如し。 祌を 信じ、 永遠の 世界 を §H むに 非 ざれば 之 を 

全 ふす る こと 能 はざる なり。 提摩太 後書に バウ 口が ォネ シボ 。に 於け る 友情の 切なる を 叙した る 

を 譲むべし。 テ -1 ソンの 詩と 同一なる 點に歸 着して、 友を懷 ふの 愛 濃 やかに、 之 を 叙す るの 詞天 

515： 〈燜 S ！、 些の 装飾 を用ゐ す、 靈 的の 確信 少しも 懐疑の 痕跡 を認 むべ からす、 相 共に 主 耶穌基 の 日 

を 待ち望む こと 切なる に 至りて は、 遙 かに 勝れる もの ありと 謂 はざる ベから す。 rn く 『願く は 、王！： は 

ォみ  くさ リ 

恤をォ ネシボ Q の 家に 賜へ。 蓋 は 彼 屬我を 慰め、 且つ 鏈を耻 とせす、 共の。 マに 在りし 時 急ぎ 尋ねて 

我に 遇 ひたり。 願く は 主 彼 をして 夫の 日に 至り 主の 矜恤を 得しめ よ。 彼 エペ ソに 在りて 如何ば かり 

交友と 信仰  ニニ 
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交友と 信仰 

窖に ダビデと ョナタ ンの 友情 を 叙して 曰く、 『ョ ナタ ンの心 ダビデの 心に 結び 着きて ョナタ ン已 

の" <f の 如く ダビデ を 愛せり』 (fl^f き)〕 友交の 誠 宜しく 斯 くの 如くなる べし。 『多くの 友 を 得る 人 は 

遂に 其の 身 を 亡す。 但し 兄弟より 賴 もしき 知 已も亦 あり』 (111 。『愛する もの の 傷つく る は 3鲇，|:- よ 

りし、 敵の 接吻す る は僞詐 よりす』 (fgs。 『鐵は 鐵を硏 ぐ、 斯 くの 如く 其の 友の 面 を 研ぐ』 

交友 は 人生に 趣味 を與 へ、 品性の 修養に 大 いなる 勢力 を 供給す。 『アブ ラハ ム祌を 信す。 其の 信仰 を 

義 とせられたり。 彼叉神の友と稱れたり』(|^^ー|ーー^ 爱を 以て 見れば 宗敎も 亦 一 IS の 友情な り。 Ci: 仰 

は アブ ラハ ムの 如く 神の 友た るに あり。 祌交默 契、 天にまで 友垣 を設 くる、 之 を 宗敎の 道と す。 其 

の關係 最も 深く、 其の 友情 最も 高く して 切なり。 之が ために 感化 を受 くる こと 最も 大 いなる もの 有 

るな り。 

宗 敎は總 ての 點に 於て 交友の 道なる を 見るべし。 試みに よ、 信仰の 生命と 稱 せらる る 祈の 如き 

は、 朋友の 繁ぎ にして、 其の 歡 喜なる 會 話の 一 つに あらす や。 愛 を 以て 其の 本 とせら るる 祌の前 

に 至誠 を披 1^ し、 E ぬひ を 述べ、 胸中の 秘事 を 開陳して 隱す 所な く、 神の 示さる る 所に 虔 みて 倾！ I す 


る、 是れ ち 基^ 敎 者の 祈りな り。 『今より 後ち 我 汝等を 僕と： 百 はす、 其 は 僕 は 共の 主の 爲す こと を 

知ら ざれば なり。 我. 诞に汝 等 を 友と 呼べり。 我、 汝 等に 我 父より 聞きし 事 を 悉く 吿 げしに 由る』 (§ 

f ー13)。 眞實に 神に 歸 順して、 基督 を 愛する こと 切なら ば、 胸中 怖れ を懷 くこと なく、 アバ 父と 呼 

ぶの 心滿 ちて、 祌の 聖旨 を 知り、 基督の 意に 通じ、 朋友の 相 知る が 如き 經驗燒 かなるべし。 常に 神 

に 知らる ると 感じ、 何事に 就けても 其の 意思 を舰 ひ、 北 ハの敎 訓を味 ひて、 人生 を經營 する の 心强さ 

よ。 『人の 知らざる 糧』 絕 えす 心に 存 すべし。 

テ 一一 ソンの 『紀 念の 歌』 を讀む もの は、 交友の 道 五十 年 を 限りと して 斷絕 すべから ざる を 悟ら 

あし をつ まだ 

ん。 亡友 を 見送り、 翹足 てて 其の 影の 無限 境に 沒 する を 望みて、 靈 的の 所感 湧く が 如く、 希望の 光 

明に 死別の 暗 を 破らる。 情 想の 趣味 綿々 盡 きす、 坐ろ に 交友の 契 永遠に 達する を 忍 慕ば しむ。 テ 

11 ソ ンの詠 じたる 如くなら すん ば 交友 は 浮 雲の 如し。 神 を 信じ、 永遠の 世界 を^むに 非 ざれば 之 を 

全 ふす る こと 能 はざる なり。 提摩太 後書に バウ 口が ォネ シボ 口に 於け る 友情の 切なる を 叙した る 

を 請むべし。 テ 一 1 ソ ンの 詩と 同一 なる 點に歸 着して、 友を懷 ふの 愛 濃 やかに、 之 を 叙す るの 詞天 

ぼ 〈爛 燈、 些の 装飾 を用ゐ す、 靈 的の 確信 少しも 懷 疑の 痕跡 を認 むべ からす、 相 共に 主耶穌 基督の 日 

を 待ち望む こと 切なる に 至りて は、 遙 かに 勝れる もの ありと 謂 はざる ベから す。 曰く 『願く は 、王!： は 

矛ろ  くさ D- 

恤をォ え. シボ n の 家に 賜へ。 蓋 は 彼 廑我を 慰め、 且つ 鏈を耻 とせす、 其の。 マに 在りし 時^ぎ 尋ねて 

我に 遇 ひたり。 願く は 主 彼 をして 夫の 日に 至り 主の 矜恤を 得しめ よ。 彼 エペ ソに 在りて 如何ば かり 

交友と 信仰  ニー 一 


交友と 信仰  ニニ 一 

我に 事へ しか 汝の 善く 知る 所な り』 ハ)。 宗敎は 人間の 友交 を 全 ふせし むる 所以の 道に 非す や。 

此れな くば 友の 交り 龍 頭 蛇 尾、 玉の 盃の 底な きが 如くな らんの み。 

交友の 道 展打擊 を 被る。 昨の 友 忽ちに して 今日の 仇と なる。 悲慘 限りなし。 宗敎 にも 亦 之と 對^ 

すべく して 更らに 恐るべき 事實 あり。 共の 所謂 罪と は何ぞ や。 或は 道に 背き 法 を 破る を 以て 其の 本 

質と し、 或は 其の 蒔きし もの を 刈り取りて 苦痛の 經驗堪 へ 難き もの ある を 指して 罪の 眞相 となす も 

の あり。 實に斯 くの 如き は 罪の 一端 を 認めた る ものに て、 道理に 適へ りと 雖、 基^ 敎が 交友の 本 

義を 基礎と し、 之 を 以て 友 道の 信義 を 無視し、 限りなき 愛 を 蹂躪せ る ものと 爲 すに 比すれば、 淺 §^ 

なりと 謂 はざる ベから す。 罪惡は 愛に 滿ち たる 人格と 之に 酬いざる 人格との 關係 なり。 祌は 常に 言 

を 人に 寄す。 心 ある もの は 空の 鳥、 野の 百合に も 之を聽 く、 況んゃ 道念 は 祌の聲 なる に 於て を や。 北 

風 吹き 至れば、 胡馬 も 之に 斬く めり。 靈 的の 刺激 厦 人の 心 を 動かして、 針 頭の 磁石に 感 する 如く、 

天来の 消息に 世 心の 夢 を 驚かされて、 時に 望鄕 の念禁 すべから ざる もの あるな り。 殊に 『神 世 を 愛 

し 賜 ふ は 其の 唯 一 り 子を與 ふる ほどな り』。 耶穌 に. S りて 祌の 限りなき 愛の 消息 を鮮 かに 人類に 傳へ 

られ しなり。 神の 友情に 酬 ゆる 人の 誡之を 信仰と 云 ふ。 其 を 無視す る 之 を 罪と は 云 ふなり。 罪の 意 

義兹に 至りて 極めて 深刻なる を感 すべし。 新年 祝賀の 葉書 雨の 如く、 五月 蠅 きまでに 達す。 然れど 

も 中には 年頭の I 片の辭 無限の 情 を 催 ふす ものな きに 非す。 何となく 待 たれし 所の 築 書 到着せ ざる 

ひて G 

がた めに、 傷の 斷 るるが 如く 感じて、 其の 愛の 重傷に 心の 遣るべき 方 を 見出し 難く 覺 えたる. も あ 


りしな らん。 之 を 推して 祌と 人との 關係を 思 ひ、 せ：： の 影響、 神の愛に 於て 如何ば かり ぞ やと 問 は 

ば、 罪惡 の 意義 頗る 明瞭 にして 疝 恨の 情 禁じ 難き に 至る ベ し。 

罪の 赦も 友逬の 一 つなり。 『若し 兄弟 汝に罪 を 犯さば、 之 を 諫めよ。 彼 若し 悔いな ば赦 せ』 (If ■J 

其の 祌に 於け ると 人に 於け ると を 問 はす、 罪の 赦 しの 逬 此の 一ー1 一：： に說き された るが 如し。 朋友の 近 

は 规し諫 むる を^ぶ。 友の 不義 を 見ても 之 を 念頭に 懸けざる は、 彼に 不親切なる のみなら す、 $ 

に無頓 IS なり。 愛 は 自ら を贵 ぶ。 輕々 しく 人に 自ら を與 へざる なり。 K 珠を 投じて 豕に m ハふ ベから 

す。 愛は祌 i でな り。 惡 しきに 滿 足し 難し。 之 を 厥惡 し、 之に 反抗し、 之 を 除か ざれば、 息む こと 能 

はざる なり。 故に 朋友の 罪 は 悲しむべく、 憫む べしと 雖も、 彼に して 罪 を £ ^ら す、 之を悔 ゆるの 

wt なくば、 交情 舊の 如くなる を容 さす、 其の 態度 秋 露の 凛烈なる が 如き もの 無 かるべ からす。 神 

の 罪惡に 於け る亦然 りと す。 祌は 人の 罪 惡に對 して 決して 無頓着に あらす。 罪 惡は祌 の 限りなき 懸 

念な り。 罪 を 悪み、 之に 反抗せ ざる を 得ざる 天父 善の 德を滿 足せし めんがた めに、 耶穌^1^"は十 

お U 

字 架上に 罪 惡の聴 ひを爲 せり。 之 を 祭と 云 ふ。 十字架に 巾り て 人 を 敎へ、 之に 悔改の 心を發 さしむ 

る 之 を 敎と云 ふ。 『我 若し 擧 げられ なば 萬 民 を 引き寄せん』 と ある、 即ち： ：！^ れ なり。 生 耶穌^ を银 

牲に 供して、 祭と 敎 との 一 一義 全きと ころの 酸 を 成就せられ たり。 『人せ；、 の 友の ために 己の 牛； 命 を 招つ 

る は 之より 大 いなる 愛 は 無し』 (Iff 11  一 1)。 基督の 死に 由り て 成就せられ たる 賠罪は 友^の 1.:;- 點に非 

す や。 恭叔 H を 降して 人類の 之に 歸 順すべき 道を 開ける 祌の 慈愛 は 限りなき 犮 SE に 非す や。 旣に祌 の 
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寵を 無視して 其の 心に 背叛 する が罪惡 なりと せば、 其の 限りなき 愛に 基け る赦 罪の 提案 を 担絕ー 

たと 

し、 敢て耶 穌を桀 つる は、 其の 無道 殘忍比 ふるに 物な しと 謂 はぎる ベから す。 基督 敎は 祌の大 いな 

る 犧牲的 慈愛の 提案に 由って 交友の 恢復 をへ 丄 つるの 道な り。 之に 應じ、 喜び 安んじて、 父に 歸 りて 

救 はるる を 信仰と 云 ふ。 人類 は 罪惡に 由り て 友 道の 根柢 を 破壞 せり。 切め て は 基督 を 信じて 一意 専一 

念、 之 を 恢復す べきに 非す や。 神の愛 は 人類の 悔改を 促す に 足るべき 絶大の 刺激なる を記惊 すべ 

し。 稅吏、 罪人の 友と 呼ばれし 耶穌 は、 今日 我等の 最も 善き 友な り。 何ぞ 其の 愛に 沐浴せ ざる や。 


基督に 於け る 生命 

基督 敎は 生命な り。 耶穌 基督に 於て 裕 かなる 新しき 生命な り。 『我が 來るは 羊 をして 生命 を 猿：：：；. 裕 

かなら しめんが ためなり』 (§1 ヒ。 基督な. SK 叩 は 寂 i 參 、單 調に して、 だ 貧しき ものな り。 或る人 

ものすご 

の 言へ る 如く 罪の 下に 在る 總 ての 靈魂 は、 情恰 く、 恐ろしき までに 熱烈なる 矮小の 狀態 に倾 きつつ 

あり。 之に 反して 多方面にして 趣味に 富み、 內容の 極めて 裕 かなる は s# 的 生命な り。 ：！：^赞 に 於け 

る 生命の 富 源 無盡藏 なり。 泉の 常に 湧き、 其の 流れ 愈々 新たなる が 如し。 基哲 敎は裕 かなる が 故に 

新たなる 生命な り。 『人 基督に 在る とき は 新たに 造られた る ものな り。 舊きは 去りて 新ら しくなる 

なり .(§f3 書)。 基督 敎の 曰に 新たなる 墓 を 知らん と 欲せば 其の 一 端は使徒約翰の語に：：^^んた"、 

曰く、『兄^^-ょ、 我汝 等に 新しき 誡めを 書き 贈る に 非す、 即ち 始めより 汝 等のお てる 葡き誡 めな り。 

此 の 舊き誡 め は 始めより 汝等が 聞きし 所の 一一 一一！： なり。 然れど 我が 汝 等に き 贈る は 又 新ら しき 誠 めな 

まこと 

り。 此の 事 は 彼に 於ても 汝 等に 於ても 眞理 なり。 そ は 今 暗き は 稍 や 過ぎて 眞の光 It けばな り』。 ； 「ま 

音 は 生 命 の 開展す るに 從 ひて 常に 新たな り。 其の 事業と 敎 調と を 知 る こ と 愈 熟す るに 從 ひて 共」^ は 

新たな り。 基督 旣に 新た なれば、 之に 基け る 愛の 意義 及び 其の 內容亦 新たなら ざる を 得 可ら す。 總 
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ての 道義、 M の 光に ちゃかされて、 其の 色神々 しく 鮮 かなら すん ば あらざる なり。 

基督 敎は 常に 開 展し 永久に 成長す る 生命な り。 之 を 信す る もの はスチ レオ 版の 傅說を 誦する の、 ふ 

耍絕 えて 有る ことなし。 自ら 基督 敎の 意義 を發 見し、 常に 新たに 之 を已が ものと 爲すは 北 ハの 忌避す 

ベから ざる 責任な り。 

此の 驚く 可き 生命 を 基督 敎 世界 實 際の 狀 態と 對 照..^ れば、 事理 想と 逮ふ ものの み 多、 、 五；： 人 は 

古へ イス ラエ ル 人の 王の 1 人と 共に、 『ギリ アデの ラ モテは 我等の ものなる を汝等 知らす や。 然るに 

我等 は スリャ 王の 乎より 之 を 取る こと をせ すして 默し 居るな り』 と {z 白すべく 感 するな り。 gfs: 生 

命 荒れ 廢れて 其の 富 を 本； うせられ、 其の 未だ 開發 せられざる もの だ 多し。 殊に^ 人的に 之 を考ふ 

れば、 事實 明白に して 遣憾 限りなき を覺 ゆ。 

『ス リャ 王の 手より 之 を 取る こと をせ すして 默し 居る』 の现 あらん や。 『M ホバ の ：i^$; 豫 一一 一一：： ォ となら 

ん こと、 又 エホバの 靈を 之に 降し 給 はんこと こそ 願 はしけれ』 とモ ー セが 叫べる 如く、  ^i^" に^ 誠 

ならん と 欲する もの は、 I 齊に 奮起して 此 の 生命の 開拓に 盡カ せざる ベ からざる なり。 

獨 逸の 或る 舉 者の 新 者に 耶穌は 一 個の レイ メンに 過ぎ ざり しと 一一 一一 口へ り。 基督は祌樂^<;にぁらざり 

き。 祭司に あら ざり き。 敎職を 奉じた る ことな かりき。 1 個の レイ メン として 傳迸 をせられ しな 

り。 レイ メンを 日本語に 移さん と 試みる とも、 適切なる 譯 語を發 見す る を 得す。 レイ メン こ對 5.::: す 

さ：！. は ひ 

る 語な きこ そ 僥倖 なれ、 敎 職に 在る ものと 然ら ざると を Ini: 別す るの ひ を •  醜す ことなく、 日 木の 基 


督敎徒は你道を以て各自のれ^5と覺悟し、 H ホバ の 民 $1 豫ー ls!<; たれと 乇， 'セの 祈りし 如くなら ざる 

可ら す。 

ゼべ ダイが 二子の 母 は il^ を携 へて 耶穌の もとに 至り、 北ハの 一人 を 主のお に、 他の 一人 を 北 ハの左 

に 座せ しめん KI を 願へ り。 事相 同じから ざれ ども、 傅逬事 i_ おの 現狀 之に 類す る ものな きに 非す。 企 

乘、的志^1.1^^燃ゅるが如く、 甚だしき は 傳道を 野心の 犠牲に 供す る もの さへ あるべく、 所 ii 述 動に 心 を 

専らに して、 的の 事 梨 を 唯 だ 機械的に ffi 行 せんと 試み、 拔 cz なき 懸 引きの みに よりて 祌の 1： を^ 

設 せんと 擬す るに は あらす や。 基督 は 之に 向 ひて 『汝等 も 此の * 盃を飮 み 5：: る や』 と 反 問 せらる るな 

るべ し。 是は 吾人の 深く 反省すべき 所な り。 

けな 

^げ なる 一 靑年 走り 來 りて 耶穌に 問 ひける は、 『善き 師ょ、 我 なき 生命 を 鋼ぐ ために 何を爲 すべ 

き や』 (^f お と。 基督^^の傳道事第此の靑年の志と共に^^た好し。 然れ ども りなき 生命 は嗣ざ 

て受く 可き ものに あらす。 {HI ら 何らの 勞 する 所な く、 祖先の 遗業を 其の儘に 相 3^ する が 如き は、 、水 

生 を 全 ふす るの 道に 非らざる なり。 基督 敎は 『總領 の 順祿』 たる を 以て 滿 足せす。 北ハの 徒にして- \ー 

に滿 足せば、 旣に £f 敗した るな り。 鹽旣に 其の 味 を 失へ り。 棄 てて 人の 踏む に 任 かする の 外な かる 

べし。 歐 米の 基督 敎も 深く 此所 に^みる 所な かるべ からす。 殊に 日本の 基督 敎は之 を 以て，：：： ら， 

め、 耶穌 の聖靈 の啓發 に. H りて 愈 新ら し靈 的の 開拓 を 行 ひ、 主の K 息 を 飲む の 15 祌を 以て 傅 近の 任務 

に從 事す る を 要するな り。 
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基督 敎はゼ ベ ダイ 母子の 如き 運動に より 成功せ す、 彼の 富める 靑 年の 如く 容易に 之 を相縯 する こ 

と を 許さす。 眞に 基督 を 代表す るに 非 すん ば、 此の大任に當^？べからざるなり。 『汝我 を 世に f;^ は 

せし 如く 我 も 彼等 を 世に 遣 はせ り。 我 彼等の ために 自ら を 潔む。 是 れ眞理 によりて 彼等の 潔め られ 

ん ためなり』 (f 鳩礪 1  一.^ の)。 吾人 は 耶穌の 世に 遣 はされ し 如く、 自ら 世に 遣 はさるべし。 茶 の 如き、 

彼の 如き 抱負、 彼の 如き 獻身、 彼の 如き 十字架 を 以て 世に立つ の覺 悟な かるべ からす。 彼の 如く 遣 

はさる る もの は 彼の 如く 成功すべし。 基督 は 人 を 救 はんがた めに 自ら を 聖別せ り、 彼等の 潔め られ 

ん ために 自ら を 潔む と 言 はれし にあら す や。 此 所に 遣 はさる と 言 はれし に 注せ， ^ せよ。 此は 高く 優れ 

たる 地位に 居る もの 特殊なる 任命 を びて、 彼の 己の 如くなら ざる 人 々 のために 爲 すべきの 事 $ ^ーぁ 

る を 示せり と解釋 せらるべき なり。 吾人 は 故に 皆 潔 めら るる を 要す。 各自 基督 的の 生命 を 耕す ベ 

し。 基督 的の 生命 は獻身 聖別に あり。 獻身 聖別 は 犧牲を 意味す。 未だ 耶穌の 如く， ほら を 忘れられし 

人 非ざる なり。 然れ ども 未だ 彼の 如く 自ら を宜傳 せし ものな し。 曰く 『我 は 心 柔和に して 謙る もの 

な 小ば 我が 軛を負 ひて 我に 擧ぶ べし』。 吾人 は 耶穌を 以て 模範と なさざる ベから す。 『汝 等の 召さ 

れ たる は 之が ためなり。 其 は 基督 汝等 のために 苦み を 受け、 汝等 をして 已れの 跡に 隨は しめんと 

て、!^ を汝 等に 遣し 給へば なり』 (Iflffy 『基督に 居る と 言 ふ もの は 彼の 歩みし 如く 歩むべき りなり』 

(jf」、 書)。 基督 的の 生命 は 電光の 如く 輝く。 其聲 雷の 如くなる べし。 基督 的の 生命 は 勢力 だ大ぃ 

.,^り。 靈 性の 奥深く 生命の 爆ん なる もの は 他の 靈 魂に 徹底す るの カを冇 す。 『淵々 相應 ふ』" 我が 心に 


基督の 生命 活躍す る もの あらば、 人 をして 覺醒 せしめ、 反省せ しめ、 理會 せし むる こと を べし。 

さすら  ；； ざ 

遊子 他鄕に 流離 ひて 今 は 夢に だ も 之 を 思 はす。 唯だ惡 しき 友と 交り、 罪 ある 行爲に れつつ あり。 

1 日 彼 は 忽然と して 懷鄕の 感に擊 たれ、 悵然 天の 一方 を 眺めて、 太く 嘆总 せり。 彼 は 岡ら す も、 

f は 

たに 共の 故 鄕の土 を 踏み、 共の 山河に 遊び、 其の 父母 兄妹と 眠 食 を 共に して、 ^！り來れる人に遇ひ 

たるな り。 親しく 天 の 家鄕に 往来し 其の 經驗 やかに 喜ばしき もの あらん は、 誰か 『我が 父の 家に 

は 食物 餘 まれる 储人 幾人 か あるに、 我が 娥 えて 死なん とする は 何事 ぞゃ、 いざ 起ち て^らん』 と飜 

然 開悟 決心せ ざる もの あらん や。 是れ傳 道の 秘訣な り。 

如何にせば 此の 基督 的 生命に 達する こと を 得べき か。 『基督の 愛 我等 を 励ませり。 我等 mi3 ふに 一人 

f ベて  レ ける..？ の 

衆の 人に 代りて 死にし は 生者 をして 此 後ち 已 がた めなら で已に 代り、 死にて りし 者の ために 世 を 

過 さし めんと てな り』 (fl  、多 fl" の)。 人に 代り 死にて 復活せ し 基督 を 認め ざれば、 已が ためにす るの 生 

命を擲 ちて、 獻身 犠牲、 彼の ためにす るの 新しき 生命に 達する Hi 能 はざる なり。 我め. ：- のために 十字 

架の 賤を なせる 耶穌 基督 を 知る は、 我等のう ちに 基督の 活 くる を 經驗 する 所以の 順序な り。 十卞架 

と 其の 救 ひの 意義 を 理會し 深く 之 を 味 ふに あら すん ば、 基督 我に 於て 活 くる Ki なし。 共」^^ は 代人 

的 犠牲の 宗敎 なり。 論、 靈魂 不滅 說、 山上 垂訓の 道德の 如きに 於て は 基督 敎は之 を 他の 宗敎 及び 

舉說と 共通せ り。 之 を 以て 其の 特徵 なりと 云 ふ を 得す。 基督 敎の 他と 異なりて 特殊の 宗敎 たる 點は 

十字架 の媳 罪な り。 『羅 馬帝國 治下の 敎會の 任務』 の 著者 博士 ビ ッグ 曰く、 『古代の ノ ス チック は 十字 

基督に 於け る 生命  ニー 九 


に 於け る 生命  ニニ ◦ 

架をホ a スと名 づけたり。 ホロ スは 境界線の 義 なり。 ノス チック は 奇なる 人お なり。 然比 ども ヒの 

點に 於て は 其の 見解 正しき を認 む。 十字架の此方なる歴史は其の彼方に於けると全く出^^ハなり、 又異 

ならざる ベから す。 十字架 を 荷へ る もの は 他の 場合に 於け る 人よりも 之 を 荷へ る 程度に 於て、 より 

善き 公民、 より 善き 哲舉 者、 より 善き 人な り』 と。 誠に 然り。 吾人 をして 使徒 パゥ 口が い i 誠 適 S こ 

解釋 したる 基督と 其の 十字架の 意味と を會 得し、 腹 ひの 恩寵と 慈愛と を 味 ひ、 之 を感覺 して、 之に 

歡 喜し、 之に 窗 起せし めよ。 吾人 をして 彼が ために 生き、 又 彼が ために 死なし めよ。 死す る も 生く 

る も 吾人 もし 彼の ものなら ば、 以て 盡く 足れり とすべ きなり。 

wllo  that  one  rnoment  has  the  least  descried  wim 

Disiy  and  faintly,  ； hi^ckn  and  afar. 

Doth  not  despise  all  excellence  reside  ； Kirn, 

^pleasures  and  powers  that  are  not  and  that  are. I 

Ay,  fumcl  tail  men  t>ear  tiimself  thereafter 

^3^.^  wltll a  sckmn  tlnd  a  sweet  surprise,  / 

匕 umb  to  their  sccrn  and  turnl.g  on  their  laughter 

only  the  dominance  of  earnest  eyes  ？—"   F.  Jr.  .H.  Myers 

(一 九 〇 七 年 21  GO 


改の實 例 

そのころ 

『？ぉ 時 集りた る 者の 屮にピ ラトが ガリ ラャ 人の 血 を 其の 供物に 雜ぜし 事を耶 穌に吿 ぐる 者 ぁリ。 耶 介へ 

て 彼^に 曰け る は、 爾曹 此の ガリ ラャ人 は是の 如く 害されし 故に、 凡ての ガリ ラャ 人よ リも 益リて St あ 

る 者 と^ふや。 我爾 曹に吿 げん、 然らず 爾曹悔 改めず ば i ^"な 同じく 亡 さるべし』 (路加 傳 一 三の 一— 三) 

悔改と は何ぞ や。 聖書の 書き振りに 微 すれば、 並 U 通の 意味と は 其の 趣き を 異にする 點 あるが 如 

し。 或る時 H ルサ レムの 逮 殿に 於て、 多くの ガリ ラャ 人の 殺害され し HJ あり。 元來ガ リラ ャ人は 愛 

國の 精神 熾ん にして、 反逆 を 企て 暴動 を 起せる HJ 少なから す。 然れば 吾邦 にても 社命-主 親の 徒と し 

云へば 視 廳の嚴 重に 注意す るが 如く、 ガリ ラャ人 は 時の 政府の 注意人物たり しなり。 彼等 一 nH 

ルサ レムに 上る。 ピラト n 十く も 之 を 見て 殿の 中に 彼等 を 殺害せ り。 此の 出來車 は 深き 好奇の 念と 

多少の 利害 心と を 以て ユダヤ人の に 持て 嚷 やさる る 話題と なりぬ。 彼^の 慘死、 何め かの 冈緣な 

かる 可ら す。 彼 や 如何なる 罪 を 犯せし か。 巷に 群がりし ユダヤ人の 取り沙汰 は、 ：s 々話に 花 をへ か 

せたり。 耶穌之 を 聞きて、 其の 思 ひ 誤れる を嘆ぜ られ、 彼等 は爾曹 よりも 罪深き にあら す、 雨 _ ^も 

悔 改めす は 亡ぼさる ベ しと 赞吿 されたり。 抑 も ユダヤ人 は 政治 上に 於け る國 民の 理想に 就きて ®i々 

の 誤解 を懷 きたり。 彼等 は メシャ の 事 を 思 ひ 誤りたり。 虎 榮に驅 られ、 物質的に 流れ、 氣も 落ち着 

悔改 の實例  ニニ 一 


悔改 の- l« 例  一三 二 

かす、 動もすれば 謀反 を 企てん とす。 其の 平常の 理想 素直なら す、 其の 人生 觀 i けたり。 彼等 は 其 

の 着服 點を 誤りぬ。 ガリ ラャ 人の 血は聖 殿の 祭壇 を 汚せり。 彼等 は 愛國の 精祌を 取り 逮へ、 メシャ 

の 王！： に 就きて 見解 を 誤り、 之が 爲に 徒らに 嫌疑 を 招き、 終に 悲慘 なる 最後 を 遂げたり。 ユダヤ人 

は 之に II みて 其の 理想の 誤 を 正し、 眞 正なる 愛國の 精神 を發 探すべき なり。 施 洗者ョ ハネは 之 を 絶 

叫せ るに あらす や。 ユダヤ人 にして 若し 此 所に 其の 心機 をー轉 する ことなくば、 ？ 5^ に 之よりも る 

べき 結果に 立ち至らん HJ 鏡に 物 を 見る が 如し。 否な 其の 端緒 は 巳に 顧れ たり。 ユダヤ人 は ¥ス- よ 謀反 

を 企てた るに あらす や。 彼等 は 我 こそ メシャ なれ、 君主 なれと 名乘り 出で たる 山師に 欺かれて： 山-な 

る 夢を見し こと 幾た ぴぞ。 彼等 は 遂に 忍び 難ね、 最後の 手段に 訴 ふるに 至れり。 羅 と 戰端は n か 

れ たり。 彼等 は 脆く も 荒び 猛れる 鷲の 如き 軍勢に 取圍 まれたり。 H ルサレ ムの 落城の 慘 ^實 に 目 も 

あてられぬ ばかりな りしに あらす や。 彼等 は斯の 如き 運命に 遭遇 せんと は 夢にも 思 はす、 空しき 聲 

に 驚かされ、 虛榮に 迷 ひ、 物質的の 事に 醉ひ、 心 柔和に して 謙 遞れる 恶督を 歡ぴ迎 ふべき を 知ら 

す、 徒らに ガリ ラャ 人が ピラトの 爲 めに 殺害され し を 喋々 する こと を 知りし のみ。 口 ごとの 新. M に 

精通し 其の 眞相を 看破し 居られし 耶穌 は、 此の 事實を 引きて 彼等の 心なき を 尊： 戒 せられたり。 

此は 耶穌が 人民に 向って 悔 改め を勸吿 せられた るな り。 此の 如く 悔 改めと は 思想の 根本的に ー變 

する を 意味す。 人生の 意義に 新しき 解決 を 下し、 神と 我との 關係を 改め、 生涯の 方針 を 一 變し、 其 

の靈 魂の 全く 生れ 更るを 謂 ふ。 只 だ 嘆 じて 泣き、 悔いて 淚を 流す のみに あらす。 物の 眞 ，„;;= を 着 波り 


て 之に 相當 せる 心の 態度 を 有する に 至るな り。 其の 心根 新たに なり、 志 正しき 方面に 立ち 向 ふに 在 

るな り。 

叉：^ 約^書に 川 ゐられ たる 希伯來 語の 悔改て ふ 語の 一 つに は、 嘆く の 意味 を 含む。 悔ゅる^<;の嘆 

くま 常然 なり。 然れ ども 北ハの 嘆く と は 只 困 じ 果てて 心配す るの みに あらす。 我爲せる或る^^^-に出り 

て 也 人に 报失を 加へ、 苦痛 を與 へたる を 知りて 之 を氣の 毒に 感 する を 意味す。 人 もし 祌の 仕向けの 

嚴 かなる に. H り、 痫く 苦み 惱む のみなら す。 之が 爲に 善き 心に 立ち返へ る こと あらん か。 祌も 深く 

之に 同 を 表せら るべ し。 人と 人との ^ 柄なら ば 此れ 卽ち氣 の 毒に 感 する 心なり。 聖ま C は 大膽に 之 

を 祌の悔 改めな りと 云 ふ。 凡そ 眞 正の 悔改に は 此の 意味な かる 可ら す。 に 過去の 行 S を iS みて、 

普から ぬ 事を爲 したりと 嘆息す るの みが、 基督 者の 悔改に は あらざる なり。 不信仰に して 祌を思 ふ 

こと 切なら す、 基督 を 愛する こと 足らす、 物質的に は 針 小の 事 を も 棒大に 心配 すれ ど、 祌の 事は芥 

f!; ほど も考 へす、 之が 爲 めに 如何ば かり 神の 御 心 を 痛む るな らん かと 思ひ當 るに 及び、 深く 且つ 切 

に 之 を耻ぢ 恐れ、 嘆き 悲み、 苦しみ 惱む心 を こそ 基督 敎の悔 改とは 謂 ふなれ。 ホセ ャま nr 屮 十四お に 

は 悔改の 意味 を 美 はしく 說 きたり。 卽ち 著者 は 己が 家庭の 欽 態の 苦しく 悲しき を m 心 ふに つけ、 祌の 

愛 を實驗 し、 遂に 之に 對 して 面目無き を 感じ、 心を飜 して 祌に復 へる を勸 めた る 了條の 物語 を 記せ 

り。 是れ美 はしき 悔 改めに あらす や。 以 上述ぶ る 諸點を 綜合して 考 ふれば、 悔 改めの 眞 正の 意味 を 

知り^べ けん。 

悔改 の實例  ニニ 三 


悔改 の實例  ニニ 四 

基督の 敎會の 歴史 は悔改 の歷史 なり" 其の 美 はしき 事 實擧げ て數ふ 可ら す。 

^ _ 先 づジョ ン • スチュ ワルト • ミルに つきて 語らん。 彼 は 基督 者に あら ざれ ども、 共の 生涯 

の 轉機を はれば、 悔改の 意義 を 明かに する もの あるべし。 彼 若年の 頃 人生 を觀 じていた く 憂 is に陷 

り、 世 を味氣 なく 厭 はしく 感す るに 至れり。 然るに 一朝 悟る 所 ありて、 忽ちに 男 氣を鈹 舞せられ、 

共の 心 奮 ひ 起ちたり。 彼. EI ら 之を稱 して 『我が 改心な り』 とい ふ。 世の中す ベて 漠然として 雲 を 捕 

ふるが 如き 心地しつつ 年月 を 面. m からす 經る ほどに、 彼 偶 ま怫蘭 西の マァモ ン テルの 著書 を讀 み、 著 

かよわ 

者が 年若き 頃の 敎 育の 様 を 叙し、 早く 父 を 失 ひて 自ら 微弱き 力 もて 母 を 養 ひ 一 家 を 支 へ ざる 可ら ざ 

るに 至り、 一時 は氣も 挫け 煩悶に も陷ら ざり しに あらね ど、 己が 目的 を 遂げ、 己が 心 を ばす 事 を 

爲す のみが 人の 世 か は、 我 は 己を棄 てて 家族の 爲 めに 盡す べしと 決心し、 兹に 其の 心 引き立ち、 世 

界の 光景 も 一 變 したらん が 如く 覺ぇ、 新しき カを與 へられて 氣も爽 かにな りしと ある 一 條に 至り、 ミ 

ルは案 を 叩いて 深く 悟る 所 あり、 巳が 事の み を 思 ひ、 幸福、 利 達、 名譽に 僮憬れ たれば こそ、 心の 

中に 平和 を 得す、 氣カも 出で ざり しなれ、 いで 吾が 身 を 献げて 何者に か 奉仕す べしと、 彼 始めて 世 

に 生れし 意味 を覺 り、 天職の 存 する 處を 認め、 憂欝の 雲に 閉 されし 胸頓に 開けて 限りなき 慰安と 力 

とを與 へられぬ。 此の 時より 彼 は 一種の 道德 狂、 慈愛 狂と なり、 人間に 仕へ、 之が 爲に 服役す る を 

無上の 幸福と 感す るに 至れり。 ミル をして 其 生涯の 方針 を 一 轉 せしめた る 動機 は K に此 所に ありし 

なり。 己が 全、.^ を 注ぎて 拜み仕 ふべき もの を發毘 したる 時、 M 正の 悔改 生す。 ミル は 神に 就きても 


基督に 就きても 明確なる 觀念を 有せ ざり しが、 其 臨終に 於て 基督に 仕へ たりと 云 ふ 人 あり。 彼の 如 

く 正直に して 義に 勇み 同情に 厚き 心 は、 やがて 大 いなる 神に 逹す べきな り。 基督の 言の 如く、 兄お 

の最微 者の 凯し 時に 食を與 へ、 渴 きし 時に 飮 ませ、 旅する を 宿し、 裸なる に 衣せ、 病める を SIJ- 舞 ひ、 

ひとや 

獄に 在る を 慰む る は、 自ら 知らす と雖是 れ實に 基督に 仕 ふる 所以な り。 ミル は 「しのみ を 考 ふる を 

止め、 他に 其の 生活の 本尊 を 認めぬ。 曾て 一人の 青年 あり、 耶穌 に來り 永生の 途を問 ふ。 耶 合へ 

て 曰く 『汝 一 切を棄 てて 我に 從へ』 と。 げに 基督 を 本尊と して 之に 奉仕 服役す るが 悔改の t ル 一 義に 

して、 やがて 限りなき 生命に 達する 所以な り。 

li^ 二 余 はまた 聖 フランシスの 昔 を^ばざる ベから す。 彼 若く して 犬なる 君主と なり、 全世界 を 

して 「しれに 仕へ しめんとの 大望 を 懐きたり。 華 かなる 靑 年の 夢、 何時まで か 醒めす や ありなん。 彼 

は 戰に從 ひ、 陣頭 劍に 倚りて 大望に 憧れぬ。 後ち 俘 腐の 身と なりし が、 幾程 もな く 放？； ほせられ たり。 

其の 野心 は 依然として 勃々 たり。 然れど 彼 重き 病に 罹りて 深く 人生 無常の 感に打 たれ、 其の後 は 友 

人と 共に 遊樂に 耽ける を 面白から す 思 ふに 至りぬ。 或る 夜 友に 勸 めら れて 盛なる 宴会：： を il き、 打ち 

ふさ 

伴れ て 屋外に 出で しも、 彼の 心 浮き立た す 氣欝げ る を 怪しみ、 友 は 『彼 近き 中に 美しき 妻を娶 らん 

とする が 故に 斯くは 思 ひに 沈むなら め』 と 戯れ言 ふ。 フランシス 嚴 かに 顧みて 曰く 『然 り、 我は汝 

等が 想像す るよりも 更に 美しく、 富みて 裕 かなる 妻を娶 らんと 思 ふ』 と。 彼 は 共の 心に 耶穌を 認めた 

り。 一日 彼會 堂に入り 聖像の 前に 跪きて E ハ想之 を 久しべ し、 一身 を 献げて 基督に 仕へ、 其の 苦疝に 
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同情 を 寄せ、 其の 十字架 を 嘆き、 之 を 世に 傳 ふる は 已が 使命な りと 心 を 決せり。 悔改と は ロハ だ惡し 

き 事を廢 め、 誤り を 取り除く が 如きに あらす、 積極的の 事に レて、 潔く己れを棄てて^„^^齊に從ふを 

意味す。 

第三 余 曾て 倫敦に 在りし とき、 郵便 脚 夫 傳道會 に 臨める こと あり。 同會 は^ 便 脚 夫が 日曜 日 を 

も 休む こと 能 はす、 激しき 勞 働に 從 事す る を 慰め、 且つ 之に 道 せんとす るの 目的 を 以て 設けられ 

たるな り。 余の 臨みた る 夜の 如き も 多 數の會 衆 翁々 と 詰め かけたり。 やがて 六十 歳ば かりと 覺、 ぼし 

き氣品 ある 丈 高き 人立ちて 說敎 し、 余 はいたく 心 を 動かされたり。 此の 老人 はサァ • ァ アサ ァ *ブ 

ラック ゥッ ド とて 倫敦 郵便局の 總長 なり。 彼 は 部下の 人々 を勞 はり、 誘惑に 陷り、 罪惡に 染ま ざら 

しめん こと を勉 め、 彼等 を 耶穌に 導く を 以て 樂 しみと す。 彼 嘗て 軍人たり。 其の 風釆の 立ち 優され 

る、 交際 社會に 持て 噺 され、 屡ば 夜會に 招かれて 華美なる 生涯 を 送りたり。 然るに 其の 姉妹に 熱心 

なる 基督 信者 あり。 常に 氏の 浮華なる を慨 き、 悔 改めて 眞 面目なる 生涯に 入らん こと を 祈り 居た 

り。 斯くて 彼 も 自ら 紛々 たる 俗界に 浮かる るに 飽き、 心 漸く 引き締れり。 され ど 其の 心 を！^ ませし 

は、 此の 弊 を 去り 彼の 害 を 除き、 悉く 從來の 習 ひ を棄て 風を更 めざる 可らざる に 困 じ 茶て たり。 或 

る 時 其の 友に 向 ひ 其の 苦心の 狀を吿 げしに、 友の 曰く 悔改の 要は 先づ 基督 を 己が 靈 魂に 入る るに あ 

り、 之れ に 仕へ 之 を 愛する の 情內に 熱せん か、 事物の 取捨 また 自在な らんの みと。 彼此の 語 を 聞き 

て 勿、 ^ ち會 得し、 家 に^り 志 を 決して 基督 を 信す るに 全り ぬ。  i 


ハぉ 叫 悔改は 過去 を 嘆き悲しむ のみに あらす。 ュダを はよ、 彼 は 過去の 罪 を 悲しみつつ 亡びし に 

あらす や。 飜 つてべ テ D を：：： よ、 彼は雞 鳴かざる 前に 我 を 知らす と 云 はんと めら れ たり。 * せる 

かな、 彼 は 心なら す も 事情に 足 を 絡まれて 躓き 倒れぬ。 彼 は 三た び： ^」督 を 知らす と 叫べり" され ど 

雞 の -聲 を 問き て 我に 復れ り。 基督 は 他の { まに 移さる る途 すがら 振 返りて 彼 cir- はた り。 彼- W  く 共 の 心 

..V 苦め ぬ。 ブラウ 一一 ング 夫人 『一 顧の 意咏』 と 題す る 詩に、 耶穌 がぺテ n+v. はられし.^ の 心 ケ歌ひ 

ぬ。 斯くて ぺテ は^きの 中に 活路 を 見たり。 憐 悔の淚 によりて 共の 靈魂は 著しき 發展 を爲 しぬ。 

^五 ジ ヨセフ • パ ァカァ の悔改 こそ 趣味 深く、 敎訓 多き もの なれ。 彼 は 英！： 人 なれ ど 後ち 米闽 

に 住 ひぬ。 新聞 者と して、 演說 者と して、 過激なる 社會、 王 義を皴 吹し、 極端な K> 行 励 少なから 

す。 彼 初めは 信仰 を 有し、 健全なる 思想 を懷 きたりし が、 稀々 雜 多の 書ケー 漁り、 亂讀の 結 終に 共 

の 心の 權衡を 失 ひたり。 『平衡 を缺 きたる 讀書』 の 人を禍 する、 また しい^。 途方 もな き m 心 想. VTm 

き、 高 S 自負の 念强く 、一種の 豪傑と 成り 澄まし、 遂に は宗敎 狂と たり 豫 狂と な ろに^る。 パァ 

力 ァ€£ 心 想の 變遷 せる 徑路 を檢 せんか。 先づ 彼はュ 一一 テリアンの 徒と なれり。 更に 一歩 を 進めて 户 I 

無 黨に加 はり、 激越なる 社會 主義 を唱 ふるに 至れり。 其の 亂調 は此 所に 止まらす、 遂に 無神論.^ と 

なりぬ。 余の 友人に 之と 同じき 徑路 を迎り 居る 者 あり。  < 水 は 之 心 ひ 出で て 感慨 漫ろに 動く。 断の 

如き 人 は 啻に 自ら 苦しむ のみなら す、 其の 妻 を 苦しめ、 叉 其の 友 を 苦 ましむ。 パァ カァは Si 端な 

る 思想に 驅られ て、 遂に 米 國に航 し、 ネブラスカの 深 林に 入り、 自然 を 共と して 何事 を か 爲す所 あ 
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らんと 企てたり。 自然の 寂寞 は 稍 や 其の 狂 熟せる 心 を 和げ ぬ。 特に 爆々 危險に 遭遇し、 或は 棄 蛇に 一 

嗨 まれ、 或は 猛獸に 襲 はれた るに 拘ら す、 之 を 免れ 得た る は、 N ハ々 の裡に 不思議なる： 大 佑の がする も 

の あ る ベ きケ- 感す るに 至れり。 之が 動機と なり て 其 の 亂れし 心の 調子 は舊 に復 する の 端緒 を 開きぬ。 

彼の 親友 は 志 未だ 成らざる に斃れ たり。 其の 愛兒も 苦- だしき 病に 犯されぬ。 泣き叫 喚き、 藻 後一 

き 苦しむ も、 如何と もす 可ら す。 宗敎 上の 慰安 を與 へんと 欲する も 己れ 其の 信念 を 失 ひたり。 祈ら 

ん とする も 祈る こと 能 はす。 自ら 起ちて 其の 奥 儀を營 み演說 する も 遺族 を 慰む るの 力なし。 彼の 心 

動かざる を 得す。 是は彼 をして 道に 復 らしめ たる 第二の 刺激と なりたり。 彼 は社會 主義、 平w^王義ー 

を 標榜して 亂：！ i なる 言論 を恣 にし、 疆々 地方に 招かれて 演說 せる こと あり。 かくて 寢食を 共に する _ 

間に、 同、 干： 義 者の 平常の 不品行 を目擊 して 一驚 を 喫せざる を 得 ざり き。 基督 を排禾 し、 神 を 知らす 

と廣霄 する 徒の 內 幕の 如何に 汚ら はしく 弊害 多き か を 見たり。 是れ 第三の 刺激な り。 彼 禅び 英國 に； 

歸り、 社會 主義の 新聞社に 入りて 筆 を 執りぬ。 然れど 意に 滿 たざる 所 ありて 之 を 返き、 新たに 自： 

ら新 IS 紙を發 行せ り。 而 して 彼 は 自ら 獨創 的の. 基督 敎を唱 へんと 欲し、 先づ 聖書 を 手に せり。 福 昔 一 

書に 於て ナザレの 耶穌の 人格に 心. V 靜め思 を 凝らして 熟讀 せり。 其の 品性の 美 はしく 祌々 しき、 考ー 

とど  ， 

ふれば 考 ふる ほど 益々 崇高 雄大に して、 途に淚 の 流る る を 禁め 得ざる に 至りぬ。 斯くて 彼 は 其の 心 

に 映れる 基督 を 力 を 籠め て 書き 現 はせ り。 此は饅 後に 其の 心ヒ 動かせる 刺激に して、 遂に 彼 は 自ら 

基督 者た るを吿 白す る ことと なれり。 千 八 百 七十 六 年 九月 其の 死なん とする や、 家族 を 始め、 後 


を 托す i<? 法俅 家な-枕頭 に^めて、 心靜 かに 基督の 福 昔を說 き、 如何にも 美 はしき： G 仰を谈 きて 此の 

^を 去りぬ。 此は露 正の 悔改 にあら す や。 

设 後に^ 大な 說 敎者ス ボル ジョ ンに 就きて： おらざる を^す。 彼 は 人格に 於ても：.^、 腦に於 

て も 尊敬すべく、 精力に { おみ、 信仰 篤く、 得 易から ざる 說敎 なりき。 彼如何にして：；；^打となりし 

か。 t 右き s^i 卯 を 感じ 之， V 惑み 之 を 恐れ、 其の 處 置に 困 じぬ。 彼は罪の烦悶に驅られて敎，^"に出入せ 

り。 共の 說敎は 罪を說 する こと 委し けれど、 如何にして ii: の赦 さるべき かを說 かす。 一 H 彼は獨 

り 心に m ゎひ亂 れつつ 敎會に 赴け り。 然れ ども 禮拜の 時刻 迫りし かば 途次の 或る 小さき 会〕 堂に 入 り 

ぬ。 牧帥 は以斐 亜蚩最 四十 五 草 二十 二 節 を 引きて 說敎 し、 恰かも ^悶 せる ス ボル ジョ ンに： おろが 如 

く、 彼 を 凝視しつつ 『耶穌 を 見よ、 見よ、 E, よ』 と 三た び 繰り返して 叫べり。 ス ボル ジョ ンは 此の 

聾に 深く 心 を 動し ぬ U  m 心 を 茶督に 凝らし 殊に 其の 十字架 を 見よ。 罪の 赦の 奥義 は 明かに ゆべ しと 

言へ る 語 を 熟思したり。 彼 は 耶穌を 見たり、 已が 目の？ S る、 程に 耶穌を 凝視せ り。 かくて の 救 

ひ を資驗 しぬ。 千 八 百 九十 五 年 十月 二十四日 其の 畲 堂に 於て 自ら 說敎 し、 かの 椅子に 座して 余 は：^ 

敎. V 聽 きたりな どと 懷舊の 物語りに 聽 衆の 感を 深から しめたる こと あり。 モ. I セ 野に 蛇 を cr げし 如 

く、 人の子 も舉 げらるべし。 乇 ー セの 野に 擧 げし 蛇 を 昆し者 は禍を 免れぬ。 ス ボル ジョンの 如く 十 

字 架上の 耶穌を 見る もの も 亦 永遠の 生命に 入る を 得たり。 罪に 悶 ゆる 人よ、 仰ぎて 世の 罪 を ft ふ： t 

の 子 を 見るべし。  (一九 0 七 年 一 一 ") 
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百 二十 人 は 誰々 なりし や  .  一 

『其の 時 かれら 橄欖と 名 付く る 山より エルサレムに 歸 へる。 此の 出 は H ルサ レム に 近く、 約 そ 安息 一 

曰に 行き 得る 程な り。 巳に 入りて 樓に 登れり。 此に留 れる者 はべ テロ、 ヤコ ブ、 ヨハネ、 アンデレ、 ピ i 

リボ、 ヤコ ブの 兄お な るュダ なり。 凡て 此の 人々 は録等 及び 耶穌 の 母 マ リ ャ 並 に 耶穌 の 兄.？^-と^ に 心 

を 八：： せて 恒に 祈禱を 務めたり。 …… (其の 集れる 者 約 そ kul 一十 人な り)』 (fttmfli の)。 彼等 は耶 復活 一 

の 後 『汝 等ェ ルサレ ムを 離れす して 我に 聞け る 所の 父の 約束し 給 ひし 事 を 待つべし。 蓋ョ ハ ネは水 を 一 

以て パプ テス マ を 施し たれ ども 汝等は 久しから すして 聖露 により バプ テス マを受 くべ ければ なり』 一 

と敎 へられし を 記憶し、 深く 期す る 所 ありて、 日 錄椠會 を 催した るな り。 皆な 心 を 合せて に禱 りす 一 

ると 共に、 北ハの 注意せ ざる 可らざる 事務に は忠實 にて ありき。 例せば イス カリオ テの ュ ダの喷 落せし 

より 生じた る 十一 1 使徒 中の {t^ 席を充 たさんが 爲 めに 選 擧會を 開きて マツ テ ャを擧 げたり。 彼等 は 車 一 

の 極めて 散文的なる を 厩 は ざり しなり。 斯の 如？ ぺ ンテ コ ステは 信仰と 常識と に滿 ちた る集會 より 一 

き 出で たり。 北ハの 有様 を 想像す るに 前日 來の 經驗に 胸中の 歡喜 漸く 溢れて、 感謝の 辭、. E から 共の 

口頭より 漏れ 出で たらん と 思 はる。 聖靈の カは寶 に 讚美と 感謝との 間より 發 St せられし ものな り。 丄 


保 羅の記 せし 所に よれば、 ガリ ラャに 於て， お活 後の 耶穌に えし もの 無慮 五 K:! 人と あり。 H ル丄 

レムなる 樓ヒの 彼の 一 室に 集會 せし 二十 人 は、 其れが 四 分の 一 弱に 過ぎす。 如何 なれば 他の 人々 

は此 1^ に 來會せ ざり しゃ。 中には 遠く エルサレムに 上る こと を 得 ざり し 事情の 人 も ありた らん。 春 

酣 にして 麥の牧 穫に伴 ふ 農事 未だ 了ら す、 之に 遮られし 向 もな きに あら ざり しならん。 此 等よりも 

遙 かに 劣りた る理 .3 によりて 來會せ ざり しもの 無 かりし ならば 幸な り。 遮莫 k: 一 一十 人 は 誰々 なりし 

や。 今や 日本 傅 道の 好 時期、 上より 力 を 待ち受けて 大いに 爲す所 あらんと 欲する に 常り、 共の 人物 

調べ を 試みる は、 有益の 事業なる べし。 

たかどの  かみ くら  ひか 

彼の 樓な る會場 を 見渡さば、 其の上 席と も覺 しき あたりに 候へ たる は 十一 一人の 使徒た ち にゃあら 

ん。 彼ら を 事新しく 論す るの 必要な かるべし。 主の 在世 三年の 敎育穴 しからす、 十字架と 復活との 

率實 によりて 年 來の宿 夢 を 破られ、 生命の 眞意義 を 見出して、 別 乾坤に 生れた るが 如き 心地せ る 彼 

等 は、 ： 五 M 黨： 1： れか大 なり やと 問 ふこと を 全く 打ち 忘れたり。 彼等の 心 は 一致したり。 只 だ 主の 約束 

せられし もの の與 へらる る を 待ちて、 大いに 爲す所 あらんと 志せし のみ。 

復 おの 事に 就きて 费 らくの 間 疑 ひの 雲に 隔てられし トマ スも、 我が 主よ 我が 祌 よと 絕 叫して 複 

の、 王を拜 せし より 以來、 宛 がら 別人 を 見る 如くな りて 熱心に 信仰の 團藥に 入りぬ。 三た びキ； を 知ら 

すと 、ム ひし シ モン は、 耶穌の 愛に 身 を 寄せ、 我がべ 千 口と 呼ばれし は、 たと ひ^ 前の si にあら す 

とも、 現在の 言 ひ 甲斐な きに 引き 換へ、 纏が て は 石の 如き 精祌の 使徒に もな りなん ものと、 ほつ 梅 

百 二十 人 は 誰. なりし や  一 ニー 二 
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み 且つ 信じつつ 緊と 責任 を 負 ひて 其 所に 極し 居たり。 數 十日 前に は 共」^ の 左右に 侍して 光 榮他を f 

せん ものと 第一 の 出頭 地 を 心 懸けし ゼべ ダイの 二子 は、 ぺテ P と 相 並びて 居りし が、 十 {.i, 架の 血に 

其の 熱情 を 清められ、 主と 共に 其の * 企 を 味 ふの 經驗 漸く 熟せん とす。 特に耶穌に愛せられし彼の：^^- 

子 は、 汝の母 を 見よ の 一語、 尙ほ 昨日の 如く 響きて、 今日し も此 所に マリヤ を 作ひ來 りし ものと 2- 

えたり。 

十二 人の 中 特に 目新しく 感ぜら るる は、 此 程の 會議に 選擧 せられた る マツ テャ なるべし。 彼と 共 

に 候補者の 一 人な りし バ ルサバ が 其の 落選に 氣を 挫かれて、 或 ひ は 此の 大切なる # 合に、  1! れ たらん 

と は 想像す 可ら す。 基督の 十字架 は 少なくとも 斯る 精神 を 一掃す るの 力 ありし ならん。 ：^::: しス パル 

タの 巿民パ ェ ダレ トス、 其の 共和 國を 代表して 重き 使命 を帶 ベる 者の 一人に 選ばれん と 心 懸けし 

が、 之に 擧 げられ し 三百 人の 中に 彼が 名 は 遂に 漏れたり。 即ち 家に 復 りて 毫も 怨 むる 色な く、 余 は 

ス パル タが 余に 優れる ほどの もの 三百 人 を 有する を 喜ぶ と 云 へ りと かや。 基督 を 知らざる 者に て 志 

ある！ 1： 士の氣 節斯の 如し。 況ん やべ ンテ コ ステの 恩賜 を 期待せ る ものに 於ても や。 パルサ バは必 {儿 

マッチ ャ と共に 相 集りて、 熱誠なる 祈り を爲 せし ならん。 斯の 如き 精祌 あり たれば こそ、 主の！： あ 

る を 知って 己の 利害 を 忘れた る 者の 上に 聖震は 降りし なれ。 耶穌の 葬りに 其の 新しき 慕 を 供給せ る 

アリマ タヤの ョ セフの 此の 席に 居 合せざる KJ は 能 も あら じ。 彼はサ ンヒ ドリ ン議 會に屬 したる もの 

にて、 富める 人な りしが、 身分 ある 者の 常と して 精神的に 活動す る こと 餘り重 やかに え、 共 進退 


輕 央を缺 きて、 良心の 赴く 所に 逸早く 身を投 する を s^sg し、 只だ兒 ぇ隱れ に^ 穌に從 へ る =1^ 子の 一 人 

にて ありき。 耶^に 死刑 を宜吿 せる 會議に 彼 は棄權 せし もの か、 一一 コデモと 一 致して多數黨と^^ひ 

たりと 兑 るべき 形跡 を 示さざる なり。 然れ ども 事の 成行き、 及び 耶穌の 十字架 は、 太く ヨセフの^ 

なる 心 を 刺激したり。 『彼の 肉の 日』 の 著者 デビ ド • ス ミス 曰く、 『遂に 彼 は 悔いて 復 へらざる 時 

に、 其の 所爲の 誤りし を發 見せり。 旣往は 如何と もし 難し。 せめて は 我 も邪穌 の黨與 なりと 公一 百 

して 幾分 にても 前の 罪 を 聰ふ所 あらんと 決心したり』。 大 節に 臨んで 身 を 誤る もの 多し。 然れ ども ョ 

セフの 如く 其の後 を 全うする もの 少な きこ そ 悲し けれ。 其の 席 或は 彼と 相^りて. li- せる は 誰な り 

や。 曾て 主に 聞きし 如く 意の 儘に 吹く 聖靈の 風 を 待ちつつ、 已が 胸の 響きに 其の 昔の： 迥 かに^れ る 

かと 感じた る 11 コ デモなる べし。 § は 理論に 拘泥し、 眼前 明白なる 『地の 事』 を すら：：：，" する を W 

かり、 漫然 『如： 1： で此率 あらん や』 と 問 ふ。 に 古今の 憾みに あらす や。 然れ ども 夜^ かに 耶穌 を訪 

間せ る 一一 コ デモ は、 『老い ぬれ』 ども 主耶穌 の；^:: 發 により 更生し 來 りぬ。 前日 も耶 穌を敉 さんと 決議 

せる 會議に 微；^ ^ ながら 抗議 を 提出す る ほどに なりたり。 ぺ ンチ コスチ を 待つ 祈りの 日に 彼の 仰 は 

益す 健全に なりて、 年壯き 丈夫の 如く 餘 人より 早く 來會 したる ならめ。 世 i おし 斯の 如き W 率の 老人 

に 富みた らんに は、 其の 革新 期して 待つべき なり。 今 曰の 敎會 に屬 する 老成の 兄 あにして、 一一 コ，、 テ 

モの 如き 精神の 人 多からば、 傳 道の 振起 せんこと 疑 ふ 可ら す。 只 だ 老成の 智者 多く は 進取の ハ湫概 に 

乏しき を 憂 ふべ し。 
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馬可俾 第三 章に 曰く、 『又龠 堂に 人り しに 手の 枯し人 ありけ り。 彼等 之を訴 へんと して 安. 日に 癒 

す や K« やと 窺 ひ 居たり。 耶穌 手の 枯し 人に 曰く、 眞 中に 立ち 出で よと。 斯くて 安息日に ハ. 妖を爲 すと 

富 を爲 すと、 义 生ける を 救 ふと 粒す と 孰れ か. K しきと 彼等に 云 ふ。 彼等 默 念た ひ。 耶穌怒 を もて 見 

廻 はし、 彼等が 心の 頌间 なる を 憂 ひ、 其の 人に 汝の手 を 仲べ よと 云 ふ。 彼 は 仲したり。 即ち 共の 手 

は^えたり』。 

なへ  _ 

是れ 耶穌が 曾て カペナ ゥ ンの會 堂に て 手の 枯し人 を 救 ひたる 物語な り。 ジ H  n ゥ ムのリ 川せ るへ 

ブル 人の 福音書て ふ ものに、 彼 は 石 ェを 業と せ しも の なり とて、 其の 耶穌 に吿げ し. ぱ i を 記して 曰く、 

『余は>_^のェを以て糊ロする石ェなり。 耶 よ 健 を 余に 役へ らしめ たまへ。 然ら すば 食 を 乞 ひ 歩 

くの 耻を見 もやせん』 と。 卅 歳まで は自 から も 木工と して ナザレに 住居せられ たる 耶穌 之を兑 て、 同 

情に 堪 へす、 パリ サイ 人の. 酷なる を 憤り.、 且つ 憂へ て、 遂に 其の 手 を 癒されし な.^。 彼が ぺ ンテ 

コ ステの 恩寵に 與 かりし 一 人なる べしと は、 皆な 事んで 想像す る 所な らん。 又 彼と 懷舊の 物語して 

餘念 なく、 主に 救 はれし こと を 感謝して、 座に 居 合せた る は エリコの バルテ マイに あらす や。 

七の 一 一人に 比 ぶれば 感 更に 深く、 實に 再生の 恩寵 忘れ 難く して、 其の 姉妹と 共に 來會 せし をべ タ 一一 

ャの ラザロと す。 ブラウ- 1 ングの カルシ シの 詩に、 彼 は 一た び 墓の？： を 出入せ しため、 世の 事物 を 

經^ する 觀察點 他人と 大いに 異.^ 居たり と 記せり。 然も ありし ならん。 彼 は 耶穌の 恩賜よりも 耶穌 

あ まね へ めケり て 

其の 人 自身 を S しく 慕 はしく 感じた るな らん。 然るにても 『周く 巡遊て 善き 事 を 行 ひ』 たる 主に 2^ 


はれし もの 共の 數を 知らす、 豈に ラザロ、 バルテ マイの 辈 のみに て 止まん や。 彼等の 外に も 必定 其 

所に 來り S りし もの ありし ならん。 然れ ども 癩病 者に して 『潔 めら れしは 十 人に あらす や、 共の 九 

人 は 何 所に か ある』。 特に 恩寵に 感じ 『耶穌 の 足下に 俯伏して；^ せる は 平生 異邦人 視 せられた るサ マ 

リャ 人な り』 と あるに 至りて は、 W に 安から ぬ ことに ぞ ある。 恩寵 を受 くる 者 は 多し。 之 を 記惊す 

る 者 は 稀な り。 t: 二十 人の 數に 漏れし 忘恩の 徒、 如何に 多 かり けん。 心すべき ie^ なり。 

身を卑 くして 席 末に 座せ る w< お 漢と覺 しき は、 ク レネの シ モンな り。 耶穌 十字架 を はせられ て 

都の 城 e: を 出づる 時、 疲勞 しく 歩行いた く 困難に 見えたり。 主 十字架 を擔 ひて 路 次に 倒れたり と 

とら 

俾說に は 云 ふ。 折し も來懸 りたる 者 を 引き 執へ、 耶 と共に 共の 十字架 を ft はしめ たるが、 此の シ 

モンに て ありき。 今朝し も 彼 は 祈りの 爲 めに 聖 殿に 詣 でんと て、 郊外の 宿りより 出で 來 りしな り。 

端な く 此の 辛き 目に 遭 はせられ し 氣の毒 さよ。 然れ ども 心なら す 負 はせられ たる 十字架が、 美 はし 

き緣 となりて 遂に 彼 も 救 はれ、 其の 家の 者 ども も 信仰の 恩寵に 與 りたらん と 思 はる。 馬 可が 北ハ の； 1 

昔 害 を ー古述 せる 維 馬の 基督 者 社會に は、 ク レネの シ モンの 二子 ァレキ サン デル、 及び ルフは 廣く共 

名 を 知られた る ものの 如し。 羅馬走 暴 十六 章に、 『ル ボスと 其の 母と に 安き を 問へ、 彼が 母 は 即ち 我 

が 母たり』 と ある は、 ク レネの シ モンの 妻と 子 を 指せる にあら す や。 此の 日 彼 は 奇遇に 感じ、 、下-と 

共に 十字架 を负 ひし 祝福に 身 も 心 も 高められて、 主 を 愛する ものの 歡 喜に 加 はりし なり。 

『耶姊 エリコに 人り て 過ぎ行け る 時ザァ カイと 云へ る 人 あり。 稅 吏の 頭に して- WE める ものな り。 耶 
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； t のた け  _ 

^は 如： T なる 人なる か 見ん と 思へ ども、 身長 低ければ 人 多き に 由り て 能 はす。 彼 を 見ん とて 走り 行ー 

き 桑の 木に 登れり 1。H リコの ザァ カイ は 好奇と 向上との 心強く、 生來天 眞爛熳 にして、 澄 幅 を 飾ら： 

す、 爲 さんと 欲する 所を爲 し、 往 かんと 欲する 所に 往き、 世の 毀譽を 意と せす 敢て稅 吏と なりし 人 一 

なり。 『ザァ カイよ、 急ぎ 下れ。 我 今日 汝の 家に 宿らん』 と 云へ る 主の 聲は彼 を 驚かし、 其の 心 を 動 一 

かし、 其の 意志 を 振 ひ 起さし めたり。 ザァ カイ は 其の 日 忽然 新しき 生命に 人り ぬ。 彼が 此の 集 會にー 

缺 席せ しこと はよ も ある まじ。  一 

第一 一 福音書の 著者 馬 可が 百 一 一 十 人に 集 會所を 供せ し マリ ャの 子なる べしと は、 信じ 易き 隠 測な 一 

り。 、王が 最後の 宴 を 設け、 萬 世に 至る まで 其の 敎會 に傳 はるべき 晩餐の 禮典を 立てし も 此の 〔水な； 

り。 ペンテ ゴステ の、 上よりの 力に 弟子 等が 燃え立ち しも 此所 なり。 彼が { 豕は斯 の 如く 贵き 用に 供 一 

せられ、 其の 子 は 出で て バウ 口、 ぺ テロ、 及び バルナ バ等 とともに 福音の 宣 傳に從 事せ り。 此の 母 

子が 會 場に 旋 して、 欽待 到らざる 所な かりし は、 想像し 難き ことに あらざる べし。 斯の 如き 家族： 

いにし 

は 十：： へ も 今 も 基督の 敎會の 勢力に て あるな り。 

ひら 

ヱ マオに 行く の 途上、 復活せ る 耶穌に 遭 ひ、 其の 舊約 聖書の 解 釋に胸 を 啓かれ、 心 も 燃 ゆる 如く 一 

に 感じた る 二人の 弟子 も必す 來會 せし ことならん。 一人 は 名 を タレ ォパと 云へ り。 他の 一人 は 路加！ 

なるべし と 儘す る もの 多し。 rai- して 然 らば、 第三 福音書の 著者に して、 パゥ a が 愛する 醫 者よ il 

ゆびし 人 も、 參會 者の I 人に て ありき。  一 


斯く 數へ來 ればバ ルナ バ の 如き、 ステ パノの 如き、 之に 漏れざる べし。 然れ ども 子は此 所に 

め、 次に 婦人 は 如何にと 見て あれば、 其の 數の 多き 思 ひの 外なる に 一 驚 を 喫 すべし。 人 は <=w 初 

より t^, 督敎の 多大なる 勢力に て ありき。 其の 容貌 擧止 ともに 異なりた る 光彩 を 放って、 眞 先に 人の 

目 を惹く はマグ ダラの マリヤな り。 彼 は 主により て 七つの ：C=j 鬼 を逐ひ 出されたり。 多く 赦 さるる も 

の は 多く 愛す。 彼 は 身 を も 心 を も 耶穌に 獻げて 之に 仕へ たり。 主の 十字架 上に 殺されし 時 も、 婦人 

にて 其の 先途 を 見 居け しもの は 彼な り。 日曜日の 朝 未明に 耶 Si の 墓に 詣で、 誰よりも：： ャく 主の i 缉活 

せし 昔 容に 接した る も 彼な り。 彼 は ルナ ンが 想像せ し 如き ヒ ス テリ 質の 柔弱なる 婦 にて は あら ざり 

き。 聖書の 記事 を踪 合すれば、 マグ ダラの マリヤ は心飽 まで 落ち着き、 事に 當 りて 進 31 の 敏活なる 

ぁプか 

性- 赏な りし を 知る。 彼 は 主 耶穌の 救 ひと 其の 敎 育と によりて、 敎 會の创 立に 與 るの 资格を M ふるに 

至りし なり。 

ラザ n の姊妹 マルタ は 事る に忠 かなり。 其の 妹 マリヤ は禮拜 の外餘 念な きものの 如し。 禮拜 およ 

び 活動 は 基督 敎 生活の 双 K なり。 ベター ーャの 姉妹 は 席上に 此の 理想 を實 現せし めたり。 彼 は 今し も 

他の 藤 長け たる 年う への 婦人に 會釋 しつつ あり。 其 は 耶穌の 母 マリヤ ならす や。 憶 ふ 昔 天使の 一一 一一 口の 

はしため 

如くん ば 彼 は 痛ましき 窮地に 陷ら ざる を 得す。 然れ ども 『我 は是れ 主の 使 女な り、 汝の 云へ る 如く 我 

にあれ かし』 と マリヤ は 答へ たり。 彼 は 『凡て 此 等の 事 を 心に 秘め 藏 めたり/其の 心 を 刺し^く ばか 

りなる 出來事 ありし より 未だ 二月に も滿 たす。 故 を 以て 來會 者の 同情 鮮 かにして 切なり。 基 赞の役 
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活 せる を 見たり とパゥ n の 首に よりて 我等の 知れる マ リャ の子ャ コ ブも母 を 助けて、 北ハの 所に あり 

しならん。 主なる 基督 を拜 し、 之に 由り て聖 靈の與 へらる る を 待つ を 其の 趣意と なせる 鎮會 に、 耶穌 

の母及び其兄><^^^の來會して他のものどもとともに 一 意專心 祈り を爲し B るとの 不思議 さよ。 此の 一 

事 にても 生前の 耶穌が 品性 缺 くる 所な く、 世 を 去りて (化え 其の 神々 しき を 思 はしめ たる を 兌る べし。 

ガリラヤ湖 畔の 漁夫の 妻なる サ n  メは、 曾て 之 をして 耶 の 左右に 座せ しめんと 焦 まりた るョ ハ 

ネ、 ヤコ ブの 二子 を たづ さへ て 已に靈 化せられつつ ある 希望 燃 ゆるば かりに、 、ゆ 子どもの. 認る 所、 

人々 の 祈る 所に 其の 耳 を倾け 居たり。 名を譯 すれば 百合 子て ふ スザン ナの顏 も 2- ゆ。 ことに 其の 身 

分 隱 さんと しても 隱れ 難く 氣品 高く 見 ゆる は へ n デの 冢令ク ー ザの 妻ョ ハ ンナ なるべし。 路加 傅^ 

四 章に 『耶穌 また ガリ ラャの カナに 至る。 王の 大臣 其の 子 病に 罹りて カペナ ゥン にあり。 …… 耶穌 

曰く、 往け汝 の 子は活 くべ し。 …… 己れ と 其の 家の もの 悉く な 信じたり』 と 記せる を、 ゴ ォデェ 

註して 曰く、 此の 大臣 は 蓋し ク ー ザなる べし。 子 を 救 はれし 恩寵に 感じて 彼が 妻ョ ハ ンナは 心を倾 

け、 カを盡 して 耶穌 に從 へるな りと。 漁夫の 妻 は 大臣 の^人と 相 並びて 祈る。 基督 敎の 精神 美 はし 

く發 禅せられ たるな り。 

古來： g 人に して 才 筆を揮 ひ、 力 ある 言 を 以て 主の 事に 獻 身せ しもの 少 からす。 然れ ども 其の 多數 

は マリヤの 如く  I 心不亂 基督 を拜 し、 マルタの 如く 饗應 に盡 力し、 他の 人 等の 如く 主 及び 其の.？^ 

子等に 給 事る を 以て 任務と はなせり。 初代の 敎會に 荷 力に して 高 尙 なる 多くの 婦人の ありし 如く、 


何れの 世に ありても、： g 人 は 特色 ある leu- 業 を 以て、 敎，^ " の 史を美 はしく せり。 然れ ども 其の 根本の 

動機 は 主 耶穌を 愛する の 熱誠に 外なら す。 竹ル 十九 世紀の 下半期に 當り英 瞬に シス トル *ド ゥラと 云 

へろ. 一： 问 の 婦人 ありき。 彼 は. 辆者を 11；；： 護す る を 以て 畢生の 事業と 爲 しぬ。 慈悲 仁^の 行爲 世の 校範 

と爲 すべき もの 多し。 シス トル • ドウ ラのゥ ェ ル セルの 病院に ある や、 夜 おに 就く とき、 上に 

鈴 を 懸け W はく を 05 とせり。 鈴の 絲は. お 室に も街衝 にも 聯絡せ り。 シス トル • ドウ ラの 助け を 要する 

者 は、 何人も、 何時 にても、 之 を 引き 鳴して、 招く こと を 5：： せし むべき^ 構な り。 更鬧 け^り 熟し 

たる を斯の 如く 呼び 起す もの あれば、 シス トル • ドウ ラ 直ちに 起き 上りて 曰く 『主の 来れるな， oZ 

我 を 招く』 と。 彼 は. 辆 者に 接する を 以て、 甚督に 接する 如く：： 做せり。 ^督敎^<^近德の秘訣、 共の 

慈善の 動機、 一に 此 所に ありと 云 はざる 可ら す。 ^呼 エルサレム 樓 上の 二十 人 は斯の 如く 異 稀 多 

様なる 中に、 主に 事 ふるの 精神に 相 一 致せる 男女の 集合に て ありき。 彼等 は 親しく、 H- 耶穌に 接し 

て、 共の 恩寵 を § したる 人々 にて ありき。 彼等 は 身 を 忘れて 基督 を 愛し、 全力 を维 注して、 北ハの 

約， おせし 聖靈の 降臨す る を 期待せ り。 彼等の 如き 準備 を 整へ、 彼 寸の 如き 精神 を 具 ふるもの あら 

ば、 ぺ ンテ コ ステは 今日 も 十 ：3 へと 異なる ものな からん。 

此の 篇 マツ キン タイル 氏の ゼ、 アツ パァ、 ル ゥム、 コム バニ ィょリ 想ひャ S きし ものな リ。 內， 移 

は 大いに (なり。  (一九 〇 七 1 1 Ho 

百 二十 人 は 誰. - なりし や  二三 九 


主耶 棘と 相 親しむ  二 四 〇 

主 耶穌と 相 親しむ  - 

1^ ^イス パ 一一 ァに テレサと 云へ る 婦人 あり。 信仰 極めて 厚く、 其の 生！^ は 祈りに 充 ちたり。 彼が 

自 傳を讀 むに、 全部 祈りの 日記と も 云 はるべき ものな. り。 此の 書な ど-によ ひ 彼の 祈りの 狀を 察する 

に、 耶穌 との 關係 如何にも 親密な り。 或る時 其の 友の 戴 性に つきて 邪穌に 祈れる こと あり 祈り 進み 

て 途にー 一目へ らく 『此の 人 は 我等が 供に 朋友と すべき 人物な り』 と。 邪穌に 向って 我等が 供に と 云 

ふ。 其の 殆ん ど狎- (-- しき 程の 有様 一見 驚く ばかり なれ ど、 テレサの 如き 信仰 厚き 人に 於て は 寧ろ 

當然 のこと にして、 實 に耶穌 とは刖 けて 親しく 懇ろなる 關係を 結び 居りし なり。 此は 我等が 神と 相 

交る に 於て 深く 舉 ぶべき ことに あらす や。 只 だ 付け 燒き 刃に て は 何の 効 もなかる ベ けれど、 我等の 

信仰 また 斯の 如き 種類の ものと なり、 基 # との 間柄い と刖懇 にして 親密なる 交り を 結びたら ば 如何 

に 幸 一 1 なるべき ぞ。 今日 我等の 信仰の 狀態 は、 基督に 對 して 斯る想 ひ 深から す、 古への 藤史に 見た 

る 人、 若く は 天上に 雲隱れ せる 人の 如くに 考へ、 時に 子規の 一 聲に { 仝 を 見 上ぐ る も、 聲の 耳底に 殘 

おもむき  まのあたり 

る 外 何 を も 見ざる が 如き 概 あり。 基督との 交情 甚だ 密切 にして、 目前に 何事 を も 打ち明けて 隈なく 

相 語ら ふの 經驗 少なし。 或は 全く 其の 記 億 だに なき 者 も ありなん。 敎義に 於て は 所謂 オル ソ ドック 


スを、 }f 張す る も、 其の K 際に 於て はュ 11 テリアンと 相 選ばざる 者 多し。 テレサの 如き：！； Z 仰 は、 今 n 

の 我等に 缺 けたる 所の 最も 犬なる もの に 非す や。 

路加傅第廿^：^！-：：中に H マオの 村- レ 赴く 途中、 ^りたる 耶穌に 逢 ひながら 之を兑 知ら ざり し 一 一人のお 

子の 記事 あり。 其の 有様 宛 がら 我等の 信仰の 戕態 を畫き 出した らんが 如く 思 はる。 曰く、 

此の：！！  二人の 弟子 ェ ルサレ よ リ約三 里隔リ たる M マ ォ の 村に 行く。 ぉリし 事共 を 互に 語リ 論ずる 耶穌， u 

、り 近づきて 共に 行け リ。 ： ： 耶穌ー K ひける は汝等 互に 悲しみ 語 リ合ふ 事 は何ぞ や。 其の 一人なる クレオ パ^ 

ふ、 ナザレの 耶穌の 事な リ。 此人は 神と 萬 はの 前に 於て 行 ほと 一一； ほに 大 いなる 力 ある 預言者な リ しが、 祭司；^ 

と 有司 等 之 を 十字架に 付けた リ。 今：：： t: 第三 日なる に 彼 は 甦れ リと云 ふ。 我等と 共に 在 リし者 も^に 行きた 

るに、 ^の 云へ る 如くに て 之を见 ざリ き。 耶穌首 ひける に預盲 者の 凡て-" ム ひたる 事 を 信ずる 心の 運き、 ^な 

かたむ 

る 者よ： . • 彼等 行く 所の 村に 近づきけ るに、 耶穌 行き過ぎん とす。 彼等 勸め云 ひける は、 日 E:^ きて 1* に& びぬ、 

我等と 共に 止まれ：： 共に 食に 就ける 時、 パン を取リ 謝して 彼等に m ハ へければ、 二人の =2 叨 かにな リ、 互に 

z: ける は、 途に 語リ、 =^っ聖齊を說き11ける時、 我等が 心 燃えし にあ、 りず や (路加 傳ニ 四の 一 コ： 以下) 

お 子の 一 人 は クレオ パと 呼ばる。 他の 子の 名 は 記されす。 或は 此の 記事 を 書きた る 路加 共の 人 

なりし ならん と 想像す る もの あり。 若し 然か あらんに は趣哝 多き ことと 云 ふべ し。 然るにても： 

は 今 何故 ありて H マオに 赴き けん。 『牧師の 牧師』 て ふ 書 を 著 はせ L 英 國のレ ヱ サム、 其の 死する 

前、 『復活せ る 主』 と题 する 害 を ものせ り。 . 其の 書の 中に 此の 二人の 弟子 を 面. E く i おし 出せし 所 あ 

り。 ニ人の^？-子は H マ ォ_レ家を持ち1£りしならん。 何と なれば 其の 村に 至り、 と ある 家に 人り て 〈i^ 

主 耶稣と 相 親しむ  二 Kl 
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is! せりと 云 ふ^ 様、 恰 かも 己が 家に 歸 りて 自由に 事を處 する の概き ある を：：： や は、 此の 想像の 無理 か 

らぬを 知るべし。 ガリ ラャ 人に て耶 穌に從 へる 者 は、 或は 家に 於て、 或は 旅路に 於て、 或は 湖上に 

於て、 、H- と 寢食を 共に し、 所謂 j つ 鍋の 飯 を 食べ、 其の 間柄 朋友 同志の 思 ひ あり。 共 死に 就きても 

個人的の 關係 深く、 親しき 友 を 失 ひし 哀惜の 情に 堪 へざる もの ありし ならん。 然るに ユダヤ人 にし 

て耶 M に從へ る 者、 例へば 二 コ デモ 及び ョ セ フの 如き (マルタ、 マ リャの 如き は 除外例と して) 

は、 基脊を 以て 一人の 政治 上の 首領と 心得た るに 過ぎす、 然れば 其の 死に際しても 殘 念の 情 はあり 

みちす^ら まの あ-た リ 

たるべき も 個人的 關係は だ 薄 かりし なるべし。 一 一人の 弟子が M マ ォに 赴く 途次^ 前 邪 を 兌れ ど 

も、 其と 氣付 かざりし にても 其 平生の 關係 察する に 難から す。 ぺテ a、 ヨハネの なりせば、 湖上 

逸に 一 聲を聞きたるのみにて是れ、王なりと知.りし如く、其のーー！ー1:語、其の身振にょりて^^に其と兑定め 

たるべき なり。 然れば 當時其 の 二人の 弟子の 心中、 未だ ガリ ラャの 弟子の 邪穌に 於け るが 如き 濃 か 

なる 友 を 懐く に ff- らす、 隨て 其の 死 を |E む も 只 だ 僅かに 政ユめ 上の 首領 を 失 ひたる を悔 むに 過ぎ ざ 

りしな. るべ し。 是れレ H サムの 想像な り。 され ど 頗る 趣味 深き を覺 ゆ。 實に 彼等 は 邪 穌 の 人格に 就 

き、 共の 使へ 叩に 就き 未だ 明確なる 信念 を 有せす、 復活の 事實 にも 自ら 疑惑 を 挿み、 また 烦悶 する 所 

ありて、 ：A に 之 を 議論した るなる べし。 彼等 は^ # を 以て 大 いなる 豫肯 者と は 思 ひたる も、 個人的 

あけく ぶ 

の關係 極めて 親密なら す。 ガリ ラャ人 は 日ー暮 に 其の 謦咳に 接し たれ ども、 ユダヤ人 は 基^と 旅行 を 

^にせし こと 少なく、 只逾 越の 節に 上京せられ たる 折々、 之と 接して 感服せ るに 過ぎす、 はおて 其の 


交 の 切なら ざり しもの ありし ならん。 

はっニ人の^^-子は共の性情を異にせり。 クレオ パは沈 にして 晤 Mi なる 方：. に： 湫 付き 3^ く、 他の 

；人は 快、 活 にして 極めて 樂大 的なる 性^な り t と覺 ぼし。 之に つき デビ ド • ス ミスが 『彼の 肉の 

日』 に喾き たる 節い と 面白し。 彼が 二人の 弟子の： 一一：： ひ 出で しと ころ を 分析せ る を f 改まば、 北ハの 性情 

の 相逮は かに 兑ゅ べし。 人 各々 共の 性 を 異にす、 或は 物窜を 直ちに 疑 ひ、 總て 好まし からぬ 方に 

解驛 す。 他 は 何事 も 3" き 方 をのみ 觀 察し、 愉快-に 之 を 解 せんとす る 傾き をお す。 此 所に.^:; する 我等 

の 意 屮を考 へ、 北ハ の相逮 せる 所を數 へ、 邪 穌に對 する 態度 をも觀 察せば、 稗 益 多き 教訓なる べし。 

基^ は 一 一三 人 鍋る 所に は 我 も に 在るべし と 云 はれたり。 一 一人 は 途次 邪 穌の事 を 語り合 ひぬ。 

おも 

に 心 知れる 友 なれば、 何等の 遠慮 もな く 意 ふ 儘 を 打ち 開けたり。 一 は賊 世、 他は樂 天、 此が 失望 

の |g を 發 すれば、 彼 は 望み 多き 口調な. り。 されば 議論に 花 も. 咲きつべく、 意見の 衝突 も ありし なら 

ん。 § はいと 無 邪 氣に聲 高に 相 語りぬ。 ナザレの 耶穌を 慕 ふ 心 だに あらば、 其の 心必す 口に 现る 

べし。 身 も 心に も 染みし ことの 口に 漏れす して 已む べきに あらす。 心 合 ひし 人の 相 集る や、 共の 平 

生 思 ふ 廳は必 す 語り 出 でら るるな り。 我等 も 亦 彼等の 如く 相 集る 所に、 C 吊に 甚條 を！^ i り 出す までに 

彼 を 慕 ふの 愦厚 からん こと を 欲す。 は 基督の 事、 心に 懸 りて 默 する 能 はす、 ^ふれば ふる ほ 

ど 話題 益々 多く、 議論 愈よ 沸騰せ しなるべし、 性 ffli (なり、 意見 また 同じから す、 され ど 正 吐に し 

て 親切に 冗に 禮讓を 正しくす る 心 懸け だに あらば、 議論 を戰 はす 何ぞ 妨げん。 是れ聰 て 基 银と相 親 
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しむの 第一歩な り。 二三 人 集る 處、 實に 邪穌は 供に 居た まふ。 

二人の 弟子 を 見よ。 8. は途に 出で 逢 ひし SI^ 不識の 旅人 を捉 へて、 心に^ 勃た る 不平、 疑惑、 

煩悶な ど を 打ち明けたり。 H ルサ レムの 願 末、 同志の 狀態、 半信半疑の 問題、 胸中の 秘事、 更に 包 

む 所な く 語り 出で ぬ。 我等 は 何故 基督に 懇意に なり、 之に 接近し、 胸中 を訴 ふること を爲 ざる か。 

我等 自ら、 む を 打ち 開け ざれば、 基督 は假 令^に 語る こと を 望み 俟 たるる とも、 いかで 能く 之- レ 近づ 

きた まふ を 得ん や。 

二十 六 七 年 前、 余 は 二人の 老 牧師の 爲 めに、 彼らが 講壞の 村 料と して ス ボル ジョンの 說敎 を遞々 

飜譯 したる こと あり。 當時余 は 其の 說敎 を麼 ひたり。 然 れど此 頃に 至 ひ 或る 英國 の舉 者の 紹介に 依 

れる點 も あれ ど、 ス ボル ジョンの 非凡なる を發 見し、 益々 其の 信仰に 於ても 舉 問に 於ても 精力に 於 

て も 感服の 外な きもの ある を覺 ゆ。 彼の 言 を 思 ひ 出で て、 余の 意味 を 明らかに すべし。 田く 『我等 

は 基督に 向 ひて 我等の 靈 魂の 鍵 を I 乂 i さざる ベから 2 と。 蔡 へば 他人の 家に 宿り、 定められ たる 

P  しばらく 

一 { 至に 人る や、 其の 四 圍の戶 は 悉く 鎖され、 しかも 主人 凡ての 鍵 を 腰に 結 ひ 着けて、 少時 も 乎 離さす 

んば、 之が 客た る ものの 不快 如何ば かり ぞゃ。 然るに • 其の 鍵を與 ふの みならす、 何 所 にても 遠慮な 

く 出 人せ よと 云 はれたら ば、 我等 は 其 待遇に 心 落ち 付て 快よ く 眠る を 得べ けん。 我等の 基督 を迎ふ 

る 主人 振り、 また 實に 客に 鍵を與 へざる 主人の 如き ことな からす や。 我等の 鍵 魂の 鍵 をす ベて 基督 

こ！^ ハ へよ。 胸中に 潘る 煩悶、 憂愁， 疑惑な ど 有 ゆる もの を 主の 前に 持ち出 づ べし。 此らの もの を 何 


處 にか 梓ち 行かん や。 耶，： の 愛の 胸のう ちに 之 を ^り 去る の 外な からん。 彼 は 決して 之 を 1^ ふこと 

なく、 喜びて 相談に 乘り、 其の 處^ すべき 方法 を 示した まふべ し。 二人の 弟子の 如く、 我等 をして 

$5 に 也む 處 なく、 凡て を に 打ち 明くる こと を it せしめよ。 然 らば 落ち 付きて 我等と 共に； a.i り、 

共に 食した まふべ し。 今日の 我等 は 基 # に 向 ひて 心中 を訴 へ、 a つ Isli. り、 a つ 問 ふこと 少なく、 ：：： 

職 日に 一 度储 かに 心の 一 室の み を 開放し、 平生は 堅く 之 を 閉 ぢ 能め 置く-に あらす や。 斯くて は 邪 S 

焉んぞ 能く 我等の 客と なりて 樂 L  く 親しく 相 交 はりた まふ を 5^ んゃ。 

邪 は 二人の 弟子 を 戒めて 『信す る 心の 遞 き，. 愚なる 者よ』 と 云 ひた まへ り。 其の 霄、 何ぞ 親切 

にして 同情に 充ち たる や。 假然 たる 此の 訓 へに 二人の 心 は 自ら 柔らかに なり、 やがて 察の 3 異相 を 兌 

て、 新しき 光 に 照らさる るを覺 えしなる べし- $ は. M に 鈍く、 愚なる 者に て ありき。 敎を受 く 

し. i ぢ 

るに 適當 なる 下地な かりし なり。 主の 警告に 逢 ひて、 謙 遞の念 を 生じ、 從 順に 自ら 顧み 謹んで 敎を 

待つ に 至れり。 只 だ 理屈に 走り、 思想の 屈曲 茶 だしき 者 は. 遂に 道に 人る 能 はす。 基 誓に 幾^ 出で 

逢 ふ も、 常に 行き 過 さしめ、 互に 堅く 握手し、 阜を 圍んで J^i り、 a つ 食す る 如き 宗敎 上の 偸 怏を味 

ふこと 難し。 二人の 第 子 は 耶穌と 相 語 ふ に、 共 心 燃 ゆるが 如く 感じたり と あり。 如何なるお 様に 

て あり けん。 我等の 靈魂は 火の 消えた る 灰に も 似たら やや。 我等の 祈り は 如何。 架 書 を 證む 時の 心 

持ち は 如何。 我等 は實に ：2- の 心 燃 ゆる 如くな りし を 羨 やましく 思 ふなり。 斯くて $ は^に 身の 

人り て、 知らぬ にいつ しか 共 家の 門 邊に 若き ぬ。 耶穌兹 に 於 て^れ を 告げて 過ぎ行 かんとす。 彼 

.  主 耶稣と 相 親しむ  二 ra 五 


主耶 稣と湘 親しむ  二  e: 六 

等 之 を 見て；^ - しく 押し止め、 『日 Inw きて 暮に 及びぬ、 我等と 偕に 止れ』 とい ふ。 t$ は  11^ の談， \！ ^の 興 

湧きて 識 くべ くも あらす、 自ら 發明 しぼ 確かめられし 所 あり。 尙ほ 飽き 足らす、 更に 夜と 共に 語り 

明 さま ほしく 思 ひて、 暫 らく 止まれ. たまへ かしと 押し止め たるな り。 是れ宛 かも ヤコ ブがャ ボタの 

渡りに て、 不思議なる 相手と €： 力 ひ、 夜明けて 去らん とする を控 へ、 我 を 祝した ま はすば、 如何で か 

此所を 離すべき と 呼びた るに 似たり。 基督 を迎 ふる 人の 心懸 また 斯く あるべき なり。 然ら ざれば 漸 

く 心 燃え 來 りし 刹那に 直ちに 其の 機會を 逸する に 至らん。 淚 とともに 感ぜし こと も- 之 を 徹底せ し 

めざる 爲め、 遂に ra^ を 結ばす して 消 ゆる こと 多し。 世に は 所感、 石 婦 となり 終る もの 多し。 覺 ffi 及び 

感動 は假 初の ものに あらす。 無限の 結果 此 所に 胚胎しつつ あり。 然るに 情なく も 之 を 隋胎し 去る、 

何ぞ 其の 罪の 恐るべき や。 一度び 基督に 遭 はんか、 之と. 語り 之と 接し、 其の 衆 を 結ぶ に 至る まで は 

之 を 離る 可らざる なり。 戰 場に 突進す る もの あるとき、 大將は 續け者 共、 彼 を 犬 死せ しむ 可ら すと 

八 叩す。 され ど 我等が 宗敎 上の 經驗に は、 棄て 殺しに せらる る 先鋒 多くして、 其の 屍、 共の 坡墓、 累 

々たる ぞ悲 しけれ。 基赞と 親しむ の 情 練き も 之が ためなり。 何時 基 脊に遭 ふ も 常に 一 i け 《^_5^\を した 

んが 如く、  EI 迷 ひて 其れと 知らぬ こと 少なから す。 二人の 弟子に して 若し 押 留めて、 基督 を 歡迎： y 

ざり しなら ば、 基督 は 行き過ぎた まひし ならん。 基督の 愛 は 親切 なれ どまた 假 かに 見切 ゆ をつ くる 

ものなる を 忘る 可ら す。 

耶， g は W き めら れて、 家に 人り. を 圍んで 食せられ たり。 其の光1^ハ"を考ふれば、 舉ぶ所 多 かる 


べし。 マイケル • フ ァラデ ィは物 にして：：；^ 仰 厚き 人な り。 曾て 非 拔，^ 敎、 }f や： 我なる チン ダル を 

招きて 食 を 共に せる こと あり。 、王 人の 棒げ たる 食前の 祈り は、 深く チン ダルの 心 を 感動せ しめた 

りと いふ。 我等の 食 is:- は 食物の 赏、 家政の 關係も あるべ けれど、 ^だ？ 权風ぉ にして S< はしき 所 少な 

し。 冀くは 基： §11 者の 食 をして 道德的 精神的 分子の 充： はせ る ものたら しめん こと を。 §\^ま：には基^ 

の 食雍を 記せる もの 多し。 病 者、 ン モ ン の 家の 宴會、 マ ル タ及び マ リャの 饗應、 稅吏 レビ の^^？ひ：^、 

H ルサ レムの 樓の， 湖遂、 靑 野の 宴、 何れ か 趣味、 深き 敎詞 ならざる ベ き。 

^督 は^子と 食 を 共に せ.^。 兹に 於て 彼等 は 始めて 其の、 王耶穌 なる を 知りぬ。 ヨハネ、 べテ U な 

りせば、 逸：： ャく 其れと 氣 付きた るべ けれど、 々の に 妨げられ たる 彼ら は， 組れ. S せながら 卞を 

知りたり。 遣 憾の點 なきに あらね ど、 彼等の 當 時の 心中い と 慕 はしく 羨ましき ものに あらす や。 我 

や；^ も斯の 如く^ 督を迎 へ て 賓客たら しめたき ものな り。 され ど 蓝督を 賓客と たす に 常り： びお すべき 

は、 意： V 湫 相投ぜ ざる 者 を 避けざる 可らざる ことなり。 我， が 心中の ゃヒは 狼^ を 極め" W らざ るか。 

之に 出 人す る 客 は^して 基督 を迎 ふるに 相 適しき ものな り や。 タ レオ パと 共の 友の 如く 性 異なれ 

ど 志 will. じきお なれば、 基督 を迎 ふるに 適すべし。 され ど 先客、 後 客、 我ゃの心に人りびたろ^<?ど 

もに 對 して、 客 撰み を嚴 透に せざる 可ら す。 妬み、 ^り、 i 等の^ 客、 所狹 きまでに^々 と^ 懸 

け、 基督 を容 るるの 餘地 なから しむる 失態 は あらざる か。 

1 一人 は 基督の 爲に 心ば かり. の 饗應を 設けたり。 耶 に 親まん と 欲する もの は 心谨- しの 獻上 をな さ 
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ざる 可ら す。 1^ 一 督は之 を 喜びた まふな り。 又强 いて 之に 暫 らく 止まらん こと を勸 め、 听 りて^に： ii< 

t る こと を 忘る：？ らす。 主 は 之 を 待ち設けら るるな り。 適 常な， る 心， をな して 瞥を迎 へ、 テレサ 

の 如く ガ- に： 認ひ合 ふまでに 交情の 親密なる に らんこと を勉 むべ し。 

.  (一 九 〇 七. Ji-  一  二  n:) 


Hi 曰 仰 生活に めけ る 朝と 夕 

わざ  わざ 

『叢の 間 は 我 必ず 我 を 遣し し 者の 行 をな すべきな リ。 夜來 らん、 其の 時 誰も 行 を なすこと 能 はず』 

(約 翰傳 九の ra:) 

おもむ 

人間の 一生 を 區 別 すれば、 宛 がら 朝と 夕との 概き あり。 生れて より、 .i^ 老いて 墓に 難ら るるまで 

の 有様 は資に 曙の 穴 r- より 曰かげ 登りて、 又倾 き、 終に 夜に 入る にも 似た るかな。 元 H 一より 大晦 H に 

至る まで、 一年の こと また 朝と 夕との 感 あり。 一日の 事 も 朝と 夕と は、 自ら 其の 趣き. V 一 異にせり。 

詩 第五 十五 篇 十七 節に 曰く 『夕に 旦に晝 に 我な げき 且つ 悲しみう めかん。 H ホバ 我が- S を 聞きた 

まふべ し』 と。 基督 を 信す る 者 は 朝より 夕まで、 斷 えす 祈りの 生活 を 送らざる 可ら す。 祈り は 夜 il 

寢に 就く 前、 或は 朝起き 出で たる 時に のみ 限るべき か は。 終日 信仰的の 生活 を營 むべき なり。 

少壯の 時代 は老大 のとき と 異なり、 年始 は 年末と 同じから す」 一年の 事 は 年頭に {ル まり、 I 日の 

事 は 朝に 定まる。 朝夕 は 信仰に も 異なる 影響を及ぼす ものの 如し。 先顷 或る：^ 人ら の 祈り を硏究 

し、 朝夕 其の 心持ち 相 同じから ざる を 語りし こと ありき。 

英國に ゥヰリ アム •  n ォ といへ る 人 ありけ り。 他人に 信仰 を勸 めんと て 美 はしき 書 を ものせ り。 

其のな かに 早朝、 九 時、 十二時、 午後、 夜と 云 ふやう に 別ちて、 其の 折々 に從 ひ適當 なる 心 を 以て 
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祈るべき こと を敎 へたり。 殊に 朝の 事 を 害き たる 所 は 之を讀 む 幾多 の 人の ために 善き 戒めと な り ぬ 

べし。 我等の 生；^ は だ 不規则 なり。 朝 n 十く 起き 出 づるは 共の 體 tr 上せし からぬ も あらん。 乂朝疲 

の 夢 を 貧る 怠惰 もの も あるべし。 基赞者 は 朝 n: 十く 起き、 心の 取り 亂れ ざるに 先 だち、 靜 かに 祈る の 

必. あり。 口 ォ は甚督 信者なる が 故に 朝：：；. く 起き 出で ざる 可ら すと 一. ム へり。 日 木の^ 督： £ 者 は 誰れ 

も 朝 口 十く 起き 出づ との 評判 を 取る に 至りた きものな り。 敎會 展史を はれば、 十：： への 信^ は Riff に 

朝 n 十く 禮拜の 壤會. V 催せり。 此は 彼等の 特色に て ありき。 日本の 基督 敎徒 もまた 斯の 如く 朝：： いく 起 

き 出で て 祌の事 を 思 ひ、 且つ 祈る の 美 はしき 習 惯を養 はざる ベから す。 

港 $： 者なる が 故に 朝 を 大切に し、 其の 取締り を嚴重 にして、 之を11:;^仰の方-,&-に>^^ 川せざK>.H^ら 

す。 if: 書 ケ繙 けば、 创世^^第十九章ニ十七、 二十 八に、 アブラハム 朝：：.：. く 起き h; で 彼が 昨 H 祈りせ 

し 所に 登りて はるかに ソ ドム、 ゴ モラの 诚亡 する 煙 を 望みた る こと を^せ り。 彼が 常時の 心 ie^, て 想 

像 すれば、 感慨い とど 深き を覺 ゆ。 ヤコ ブがャ ボタの 渡りに 夜 を 徹して 祈り、 曉に 及びて 其の 股の 

關 節の はづれ たるて ふ 物： 沉 i  も 意味 深き 敎訓 なり。 主資に醒れりと^^-子らの曾ひ出しも朝に 

あらす や。 曙の 穴」 とともに、 王 は 復活せ り。 朝 ごとの 思想 をして 永く 基督の 復活と 伴 ふ ものたら しめ 

よもすがら  えもの 

よ。 tci: ほ m 心 ひ 起す はシ モンの 徒が 終夜 漁りせ しも 獲な く、 黎！^卅を濟ぎ復さんとせし時、 逸 か 彼方 

の 岸邊に 立てる 人 ある を兒、 『此れ、 王な り』 とョ ハネの 云へ る を 問き、 ぺテ a が； だしく 赤裸なる ま 

まに 泳ぎ 行きし ことなり。 馬 可 i ^第一 車の 記事 を lEJ- よ。 耶穌は 終： n 極めて 多忙な りしが、 夕 暮靜か 


に 其の 疲 を 休む る^ さへ あらせす、 衆す ベての- is^ を 携へ來 り、 門前 市を爲 す。 ^太のお 惯 とし 

て 安. 日の 夕 は 共の 制限の 撒 せらろ る 時 なれば、 數 多の 人々 我 先き にと シ モ ン 及び ァ ンデレ の 家に 

押し 懸け 來 りしな り。 かくて 疲れし 身 を 心安く 熟眠 せられし、 H.: は、 昧爽 に疾く 起き 出で、 力べ ナウ 

ンの^？：：後なる山に上りて祈られたり。 此は 我等 を I)： 戒し、 ほつ 獎勵 する 審 .s: にあら す や。 ぉハ が五篇 

に 曰く 『我が 主よ 我が 祌ょ、 我が 號 呼の 樂を聽 きた まへ。 我汝に 祈れり。 H ホバょ 朝に なん ぢ 我が 

M^st きた ま はん。 我 朝に 汝 のために 備 へして 俟ち 望むべし』 (一一 一一 1)。 平生の 心 懸け は 断く こそ あら 

まほし けれ。 

我等 は 朝 心 を 落ち着け、 熟く^!^.^、 深く 祈る の 時と 爲 さざる 可ら す。 斯 くの 如く あらば 々の 方 

..g より 利 (分 > 一得る こと 多 かるべし。 一日の 事此 所に 定まりて、 精神に も， 肉體 にも、 職務に も、 大 

い なろ 影響 を與 へらる ベ し。 

朝は心氣^^も熾にして、 旭の 昇る が 如く、 霧 晴れて 天 地 明かなる が 如し。 此の 時に 常り 神 を は 上 

げ禮拜 し、 向上心 を充 資して、 己が 活動 せんとす る 前途の 世界 を： 渡し、 何 を 如何に 爲 さんかと 熟 

考し、 祌の樂 前に 己が 計賽を 披瀝して、 其の 批評 を 請 ひ、 裁可 を 受け、 心牧 まり 意 決して 而 して 後 

に is?- に從 ふ。 此は 我等の 生涯に 大關係 を 有する ことなり。 然るに 我等が 心 を 落ちせ ぬけて 朝の 時 を W 

ゆる Ri 少なく、 所謂 齊っ 張りの 朝寢坊 たる 智惯改 りが たく、 極めて 不规 雄の 生涯 を 送る は^ づ べき 

KI にあら す や。 余 は 朝寢坊 なりと は 思 はや、 然れ ど此邊 に. HI づ から IS 惯の改 むべき もの ありと m わ ひ 
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ながら、 今年 も 早 や 暮れなん とす。 願く は 今 語れる 所 言質 ともなり、 この 後 は 朝 を 最も 賣く用 ゆる 一 

に 至らん こと を。 此程 十一月 發 行の ェクス ボジト リイ • タイム， スを讀 むに、 近頃 出版せられ たる 詩 一 

第二 十三 篇を 論ぜし 書 を 批評せ し 一文 あり。 牧羊者が 朝早く 羊の群れ を 率ゐて 出で、 靑草 茂れる 野： 

邊、 淸き 水の 流 を 尋ね 歩き、 夜に 入り 疲れて 羊の 小屋に 歸り來 る 光景 を畫 き、 基督 者の 生涯 も 亦斯ー 

の 如しと 論じたり。 趣味 深き 思想に あらす や。 例へば 斯の 如き 聖書の 句を讀 み、 其の 意味 を考 へ、 

身に 泌み 一 且る ばかりに 祈りつつ、 執らん とする 仕事、 遭 ふべき 人の ことな ど を 思 ひ 巡らし、 神の 祝 一 

； 1 を 求めて 世に出で、 心を靜 かにし、 精神 を 籠め て 事に 當 らば 如何。 斯く する こと、 十日 または 二 一 

十日に 百 一らん か、 其の 結果 已に 多大なる を發 見すべし。 

斯の 如く 朝の 準備 成り、 其の 日の 腹案に 對 して 神の 裁可 を經、 此 所に 其の 實 行に 取り 懸かる。 朝； 

は 希望な り。 已に 其の 希望 を實行 せんとす るに 當り、 之 を 指導す る もの は 愛な り。 而 して 一意 專； 

心、 事に 從ふ。 『人 は 二人の 主に 仕 ふる 能 はす』。 眞宗の 老爺 老搵 が、 口 常に 南無 阿彌陀 怫を唱 ふるが 一 

如き は舉 ぶべき ことに 非す。 物事に は 時 あり。 錢 勘定に 時 あり。 祈りに 時 あり。 同時に 之 を 行 はん： 

とする は 誤れり。 何事に 對 しても 我等 は 一 心不亂 ならざる 可ら す。 勿論 我等の 第一 に考 ふべき は； ti 

の圃と 其の 義と にあり、 利益 若く は 稼ぐ を 主と すべきに あらす。 然れ ども 一た び 事に 當れ ば、 全力 一 

を 傾注すべし。 人 稍 も すれば 事業と 信仰の 伴 ひ 難き を說 く。 曰く 傳道 者なら ば 其の 理想 を實 現せん； 

こと 容易なる べき も、 寶業家 若く は 役人 等に 至りて は然ら す。 世の中 は奸 悪に して 濁り 居るな り。 一 


此の に 立ちて 冗し き 生活 を爲 し、 信仰 を 維持 せんと 欲すれば、 勢 ひ 其の 事業 を， 阢 害せら ろる もの あ 

りと。 『商赍 に 於け る 祌.』 て ふ 書 あり。 此の 害 を讀 まば、 事業と 信仰と 美 はしく； 刚 立して 決して 相 悖 

る ものに あら ざろ を昆 るに 足らん。 此は 多くの 人々 が祌 とともに 商寶 し、 其の 祝 幅 を 蒙りた る實驗 

あつ 

を 記した る 手紙 を 編めた る ものな り。 銀行家 も あり、 丁稚 も あり、 冇 ゆる 方面の 實業家 を 網 ri す。 

此の 外 諸君 もし マ ンチ ヱ ス トルに て瓦銜 機械 製造 を 業と せる ク 0 ス レイの の 如き を 請 まば、 資業 

と 某 赞敎と 決して 相 一 致せざる ものに あらざる を 知るべし。 

^て：：：^州^？村^に^^道せしとき辯護士其ょり聞たる 一 話ぁり。 其 人の 故鄕 なる 淡路 より は、 日ハ： S 

に 夥多の 生きた る 1； を 大阪に 輸出す。 而 して 之 を 船に 積み込む に當 り、 嚴 重に！； の 健康 を撿 め、 2:1^ 

も潑 溯た るの み を 撰む を 常と す。 若し 生き 居れば 如何に 狹き所 にても、 相互に 折 合 {=;• しき を て、 

更に 衝突す K> さなし。 然れど 一尾の 死せ る もの あらん か、 忽ちに 相 衝突して 折 合 悪しく、 爲 めに 多 

くの 手 ft ひ を 出し、 或 ひ は 全船の ，1 悉く 死す る こと ありと いふ。 信仰の 生涯 また 之に 似たり。 死せ 

る靈 魂は活 世界の 者と 衝突 すれ ど、 活ける もの は 決して 然る 憂 ひ あるべ からす。 

叢の は 一 心不亂 己が 職分に カを盡 すべし。 舉 校に 擧ぶ もの は、 傍目 も觸ら すして 勉强 すべきな 

り。 然 れど此 所に 注意すべき こと あり。 牛 込に 住へ る 友人 其の 娘 を * 町の 或る 擧 校に 入れし が、 運 

§ の 設備 整 はす、 隨て體 育を缺 くの 憂へ ある を 見て、 他に 轉 校せ しめたる こと ありき。 舉 問に 熟 

中す る 固より 好し、 然れど 時に 其の 精神 をー轉 する の 工夫 を 怠る 可ら す。 舉 校に 在る もの は 時々 體 
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を 仲ば して 深呼吸 を 行 ふの 必 *i 女 あり。 一文惜みの 百 損 を爲す 可ら す。 稼ぐ に： 1: の 悪しき あらん。 

舉 i^. す る も 金儲けす る も、 ：^；^^する所は同じ事なり。 唯 だ 其の 間に 精神 上の 工夫 を爲 し、 ：：；^仰上の深 

呼吸 を 試む る を 肝要と す。 日本人が 外！： に 誇るべき は 共の 生活の 質素なる にあり。 歐洲 人と 戰 ひて 

勝 を 制し iJ: る は、 生活の 簡易 其の. 原因の 一なる べしと いふ 者 あり。 蓋し 或は 然 らん。 简 ief.!: 朴は善 

き蔡な り。 文 と共に 生活の 益々 複雜 ならん とする 今日、 我等 は 此の 善き 風俗お 惯を 精神的に 維持 

せざる 可ら す。 され ど 職人の 辨常、 藥. 生の 午餐、 簡は 即ち 簡 なれ ど、 餘 りに 殺風景なら すと せん 

や。 一時の 戰 ひに は 敗く ると も、 心 を 落ち着けて 食事 を爲 し、 祈り もし、 新聞 も讀 み、 樂 しく 相^ 

ら ひて 氣カを 養 ふべ し。 其の 平素の 心 懸け、 長き 歳月の 間に は、 測る 可らざる のが 纖 I ある を 忘る 可 

らす。 仇 打ち を爲 すと きの 如き 心 持に て 業務に 從ふ i§ にも、 攸  1 談笑し、 肅然 祈る の餘裕 ある は 基 

^者の 特色なら す や。 商齊上 僅々 一日の 勘定に 於て は 或は 损 あらん、 され ど 断くて 一年 を 過ぎ、 十 

年 を 經 たらん 後に は 其の 勘定 5^ して 如何 あるべき。 我等の 事業 は 一日 二日の ことに あらす。 、水 遠に 

百 一れ る ものなる を！^ 憶せ ざる 可ら す。  , 

或る 不信仰な ろ 農夫 あり、 秋の 收穫の 極めて 豐 かなりし 時、 信仰 ある 一人の 農夫に 向 ひ 『今年 は 

互に 收 權 多くして いと 目出度し。 此は 信仰の 有無に は拘ら ざる ことに あらす や』 と 云 ふ。 他の 一 人 

答へ て 答く 『否な、 我等の 勘 {儿 は 九月 一日に て は 締切らぬ ぞ かし。 利害の 影響 は ：！：^ だ 遠く 遙か なる 

ものな り』 と。 此の 意味 深き 答 は 多くの場合に 活用 せらるべき 眞现 なり。 


使徒 行 第 十 十九， 節に、 べテ C1 は 不思議な ろ 幻 $ ^を： w-、 之に よりて 異邦人に 似 近せ ざる 可らざる 

の 迸现を -發 はしたり。 今日に て は 誰し も 知る 事柄 なれ ど、 常時に 於て は實 に大 いなる 發兑 にて あり 

しなり。 而 して^が 此の 露 理を發 はせ る は、 直 C 十二^ 祈りして 11£ たる 時なら す や。 漁 夬のシ モン • 

ぺテ 0 が M じ 名 C 皮ェの 家に おり、 餓えて 食 を 欲せし はの 祈り は、 彼の m 心 想に 大 いな ス-發 展を爲 さ 

しむろ の機ノ t を m (へたり。 邪^ サマリ ャを經 て、 ガリ ラャに 赴かろ、 途次、 ヤコ ブぃ 井の $3 にて サ 

マリヤの： に逬： ゲ說 かれし は、 直の 十二時、 弟子ら が 食 を 調ぶべく 町に 往 きしと きなら す や。 ド パ 

の 生活、 Si 一の 默 和つ 我等 は 此の に 大發兒 をな し大 進歩 を兑 るの みならす、 m 心 ひ 懸けな き,^ 大 なる 

事 衆 を も G しひら K> る を 忘ろ.^ らす。 喪 は 朝夕 ほどに 落ち着きて、 事物 を 考ふ >0 能 はすと も、 心此 

所に あれば、 基 によりて 精祌 h  、大 なる 賜物 を與 へられ、 又贵き 業 を も t5 し^べき なり。 

お， 叫 你節三 章に 耶穌 安息日に 手枯へ し 人 を 癒されし 記蔡 あり。 傳說 によれば 此の 人 は 石工 を S 、と 

する ものに て 耶穌に 向 ひ 『余 は 手の ェを 以て 糊口す る 石工な り。 耶_ きょ 健.：^ を 余に 役へ らしめ たま 

へ。 然ら すば 食 を 乞 ひ 歩く の 耻を見 もやせん』 と 云 ひしと あり。 而 して 耶 穌 は 大工な りし こと を 記 

惊 せよ。 職人な りし 彼 は 特に 此の 勞 働に 堪 へすな りたる 他の 職 入に 對 して、 1^ 深き 同 S を 動かさ 

れ たる ことならん。 およそ 努 役に 從ふ者 誰し も 此の 石工に 同情 深き 耶穌 に訴 ふるの 必要 は 之 な き 

や。 要するに 何！ 6.》 も 神と；^ りて、 其の 指 5t を 受け、 つ 其の 祝 幅の 下に ありて、 i^i:^ 雄心 己が 使命 

と；；；^ する 所に 從ふ、 れ 基督 者： 牛 生 の 心 懸け にあら やや。 
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天の 現 示に 背か や  二 五八 

天の 現 示に 背かず  - 

『此の 故に ァグ リッパ 王よ、 我 此の 天の 現 示に 背かず』。 (使徒 行傳 二 六の 一 九) 

バウ 口 は 主 を 信す る 徒 を 迫害 せんが 爲 めに ダマ ス コに 赴く 途次、 期せ すして 耶穌の 現 はるる を兑 

たり。 此は 今日 進歩せ る 研究の 結 茶、 主の 死後 十二 年を經 たる 頃の 出来事なる べしと 推測 せらる。 

其の 日 バウ 口 が兒 たりし もの は 何なりし や。 己が 心に 想像した るに 過ぎ ざり しか。 只 主觀的 意識の 

みなりし か。 或は 

基督 實に 彼に 現れたり しか 

今 之 を 詳說す る の 遑 なければ、 此 の 問題に 關す る 三 四の 重な る 論 點を述 ぶべ し。 

第一 若し 主 實に現 はれし にあら す、 バウ 口の 胸中に 浮びし 一 片の 想像に 止まりし とせば、 其の 

結 菜、 世界の 基 瞥敎傳 道に 犬なる 影響 を 有する バウ 0 の 信仰 は、 {41 想に 過ぎす、 而 して 其の 空想 は 

事實ょ りも大 いな る 功 を 奏し 、 驚く ベ き 歴史 を 書きた る ことと なるべし。 

第二 バウ 口の 正直な りし は 誰も 之 を 否む ものな からん。 彼 は 人 を 欺き、 事 を 設け、 ^構 を爲す 

が 如き 人物な りと は考 ふべ からす。 

第三 彼はダ マスコに 赴く 途中に 見し 事と、 他の 主觀 的に 深く 感じた る 心理的 現象の 類と を、 明 


白に せり。 例へば： H.? 林 多 後 辔 第 十二 章に 記載せ る 如き. 干： 觀 的の w 驗と は、 自ら 其の 間に 判然た 

る 差別 ある を 意識し て 之 を り たり.。 

第 四 fi- 直にして 識 あり、 m 心 想^め て 透明なる バウ では、 當 時の 經驗を ii^々. ほりたり。 之 をお 

八：： して 考 ふるに、 意識 明亮に して、 辨別を 誤らす、 其の 記憶 も S1 だ鮮 かなり。 ダ マス コと 彼の 件 

の 起り し 場所との 關係及 時間の 如き、 或は 太 Eg の 光と 彼が：；^ たる 光との iHil 別の 如き、 问 行：^ の耿態 

の 如き、 意識 も！ g 憶 もと もに 明かな り。 

第五 又 彼 は 常時 徹 頭徹堪 耶穌 に反對 して 之 を 迫害す る を 善き ことと 思へ り。 心の中. おかに 基 $： 

敎は 善き ものなる や も 知れす、 基督 は 信すべき ものに て は あらざる べき かな どの 疑 ひ 露 ほど も ある 

ことなし。 ダ マスコ 途上の 審を、 主觀 的な りと して 說 明し 去る 人々 は、 パゥ& は 基 $11 に對 して 疑惑 

を懷 けりと いふ。 然れ ども 彼が 半信半疑の 念 を 以て 耶穌の 徒 を 迫害したり. と考 ふること 能 はす。 迫 

{ネ：： する は 養き 事な り。 何處 まで も 遺り 遂げざる 可ら すとの 熱誠 ありし なり。 故に 彼が 常時の 心中 を 

察する に、 途中 甚督に 見えん と は 夢にも 思 は ざり しなるべし。 ステパ ノが 死なん とする に 臨み、 耶 

穌を； 13- たりと ある は、 正に 然か あらんと 待ち設けし ことなり。 然れ ども、 バウ 口 は 夢にも 耶穌を 兑 

ん との 豫 想な し。 全然 意外の 事實 にて ありき。 十字架に 懸けられ たる 耶穌の りて 己れ に 現 はるべ 

しな どと は、 彼の：. 5- に 思 ひ 及ば ざり し處 なり。 自ら 語れる 所 を 見る も 現 はれた る 主を兑 て 『爾は 誰 

なるや』 と 問へ り.。 當初彼 は 其の 誰な りし や を 知ら ざり しもの の 如し。 『我 は汝 が^むる 所の ナザ レ 
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の耶穌 なり』 との 聲に 接して 初めて 之 を覺れ りと 兒ゅ。 此等を 合して 考 ふれば、 此は只 だ バウ 口 

の 胸中に 起り し主觀 的の 事と 認む 可ら す。 ra^ して 然り とせば、 ， 

主 は 如何に 現 はれし や 

此は 議論 多き 問題な り。 然れ ども 基督が ダマ ス コ 街道に 於て 確かに バウ C1 に 現 はれた る 事 實は疑 

ふ 能 はす。 バウ 口 後年 之 を 語り、 我 は 基督に 捉 へられた りと 云へ り。 何の 氣も なく 或る 方面に 赴か 

ん とする もの を、 傍より 引き 捉 へて 他の 方面に 其の 歩み を轉ぜ しめたる に 異ならす。 バウ 口 は基赞 

の 力 あり 情け ある 手に 捕 へられたり。 今日 我等が 己れ の 信仰に 進みし 徑路を 思 ひ、 又 之に 進みつ- - 

ある 狀態 を考 ふるに、 獨り 自己の 力に 依る のみなら す、 或る 大 いなる ものに 導かれ 居る を覺ら すん 

ば あらす。 然 かも 之に 思 ひ 至る とともに、 氣カ滿 ち、 靈魂 生き 復 へれる 如き 心地す るな り.。 己が ェ 

夫に あらす、 己が 思慮に あらす、 祌の 導き、 天の 現 示に よりて 今日 ある を 得たり.。 寶 に 愉快なる 事 

にあら す や。 

信仰に 進まん とする 人よ。 過去の 經藤 を點檢 せよ。 耶穌を 信ぜん と 欲する の 念 生じ、 舍 堂に 来り、 

聖書 を購 ひて 之を讀 むに 至れる 筋路を 仔細に 考 ふれば、 是實に 祌の敎 育な り、 指導な り.、 古への バ 

ゥロ のみなら す、 我 も 亦 祌に捉 へられ 居るな り-と 覺ら ざる ものな からん。 之を覺 るが 信仰 上長 足の 

進歩な り.。 確かに 祌は 人を棄 てす、 其の 向上心 を 空しき に復 らしめ ざるな り。 

莉 ある 鞭 を^る こと 難し 


バウ 口 天より 光 ある を兑て 地 に 外れた ると き、 『サゥ 口 . サゥ 口、 なんち 莉 ある 鞭 を^る こと 難 

し』 との を聽 きたり、 彼が 常時の 狀態、 寶 に莉 ある 鞭を縱 るに も 似た るかな。 荷物 を IfK せる； iilt 

ポ などの 坂 を 上らん とする に當 り、 何物に か 恐れ けん、 中腹に はたと 立ち if み、 後退り し、 顿^！；は 

頻りに 之 を 鞭打ち 叱陀 すれ ども、 更に 動かざる こと あり。 ユダヤ人 など は斯る 場合に 莉 ある 鞭 を 使 

川して、 牛馬 を激勵 する を 《：c とす。 生前 多くの IT. 喩を ェの 事に 取りし 基 赞が莉 ある 鞭 を 蹴る 

こと 難しと 云 はれし は、 バウ 口の 情 態の 酷 だ 之に 似た る もの ある を 思 ひて Is:! へられし なるべし。 趣 

. ^深く 敎 訓に充 ちた る 譬喩な り。 

バウ 口 初めて ステパ ノ の說敎 を聽 くや 彼が 堂々 說き 出づる 所、 何と はなく 己が 心 を 聯- 倒す る もの 

ある を覺 えたり.。 然れ ども 其の 敎は 未だ 彼の 感服す る 所に あら ざり き。 然 かも ほ 彼 は GI ら ステパ 

ノを 殺す の 下手人た る を 避けし ものの 如し。 苟 くも 神の 子、 即ち 猶太！： 民の 待ち設け たる メシャ と 

も あらん ものが、 十字架に 襟 せらる るが 如き 忌々 しき こと あるべき か。 彼が 立ち 練み て 靈^ ゑた る 

は 此の 點 にて ありき。 ステパ ノの說 敎に暫 し は 感じ たれ ど、 十字架の 事に 至りて、 彼 は 躓きたり。 

十字架に 殺されし もの、 如何で か眞 の基赞 ならん や。 世 を 欺く ものに 外なら じ。 恶# に 十字架 は 

あり 得べ からざる Hi なり。 斯る 演說に 動かさる ると はさても 意氣 地な し。 基 赞は必 -：： ん人を 胡 魔 化す 

ものな り。 一 厣嚴 しく 其の 徒 を 迫害せ ざる 可ら す。 囊 きに は 自ら 手 を 下す 能 は ざり し 彼 も、 今 は. 

ら 進んで 正直に 熱心に 彼 si^ を 迫害 せんと はしたり。 實に莉 ある 鞭 を 蹴ん とする ものに あらす や。 
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天の 現 示に 背か や  ；• 六 二 

基督 は 靈魂生 死 の 分 水 嶺 なり 

彼はガ マリ H ル の 弟子に て、 愦溫 かき 親切なる 人な り。 到底 迫害な ど を 企て 得る 性質に あら ざり 

き。 然るに 彼 一朝 基督の 十字架に 躓く や、 其の 溫 和なる 精神 はー變 して 酷なる 行動 をも敢 てす る 一 

に 至れり。 其の 靈魂 はいたく 傷 けられたり。 是れ豈 に バウ 口の みならん や。 敎を 聞きて 感服す る听 i 

あれ ども、 仔細 ありて 躊躇し、 奮發 して 之に 從 ふこと 能 はす。 進むべき 時に 進 まざりし 爲め、 其の 一 

精神に 大 いなる 傷害 を 蒙む る もの 少なから す。 

甚 督は靈 魂の 生死 を 決する 分岐 點 なり。 一 たび 之を兑 ば、 必す 責任 を 負 はざる 可ら す。 之に 對す 

る 態度 を 定めざる 可ら す。 伸るか反るか、 何等かの 影響 を 受けざる はなし。 其.^ 督を 聞きた る爲 めに、 一 

！ にして 優し かりし バウ 口 は、 殘 酷なる 迫害 を爲す 人と はなり たり。 諸^ は 何. を 見て 霄 ぎえ、 何 

ともがら  一 

に 逢 ひて 尻込み せらる る や。 基督 敎の道 德を考 ふる も、 其の 徒の 品^ 修まり、 家庭の 和合せ る冇ー 

様、 ffi だ 慕 はしき もの あり。 然れ ども 此の 宗敎に は 人格 的の 神なる もの あり。 祈り を聽 き、 人 を 救 

ひ、 同情に 富む と、 餘りに親切に過ぐるの感なきを5^^。 孔子の 所謂 天、 哲舉 者の 所謂 絶對 者なら 一 

ば、 理會 し^ざる にあら す、 然れ ども 人格 的の 祌に 至りて は ffi だ 信じ 難し。 兹に 行き詰りて 立ち i|f 一 

む もの も ありなん。 或は 社交 上の 難題に 禱躇 する も あるべし。 或は 道德 上の 困難に 尻込みす る も あ 一 

らん。 バウ a は 毫も 臆病 鄙吝の 心なく、 只 だ 救 主の 十字架に 躓きし のみ。 然るに 今日 己が 十字架 を 一 

见て 立ち 辣む もの 多し。 或は 成功と 信仰との 兩 立し 難き を 憂 ふるもの あり。 或る人 近 、戰に 就きた 1 


り。  カを識 して 北ハ の^を 働み、 一生懸命に 成功 せんとす。 之が S めに 敎會 にも 出席せ す、 信仰の 

ことに も 棘 そかなる 他き あり。 或は 更に 思想 上の 方面に 於て 苦しむ 者 も あるべし。 鬼に 角 或る 點ま 

で 進み 來り、 今 一 歩を轉 すれば 新生面 を 開くべき 機 含に 際しながら、 或る もの を 兌て g し -ra え、 立ち 

姊み、 尻込みす る は SK ふなり。 此れ 確かに 其の 精神 を 寄し、 生命 を 傷 ふ。 。ハウ 0 の 如く 酷なる 

宵 を爲 すに 至ら 十ん ば 幸な り。 一 たび 某叔 の敎に 接すれば、 救 はるる か滅 ぶる か、 生く るか 死ぬ る 

か、 必す 共の- g 魂 に ま大な ろ 影響 を與 へ られ すん ば 巳ます。 

バウ a の 兑し慕 -督 

共の 時パゥ 0 は基叔 Z を 如何に しゃ。 基督の 様子、 其の 精神 は 如何に 現 はれた るか。 『我 は汝 が： S 

むる 所の ナザレの 耶穌 なり』 と。 バウ 。に 現 はれた る 主 は、 ナザレの 耶穌、 歷. &^. 的の 耶穌、 世に 在 

りし 耶穌 なり。 バウ a は N ルサ レム 若く はダ マスコに 於て 、共の 徒 を 迫 寄せり。 而 して 耶穌は 我が 

憎 徒 を 迫 寄す と 云 はやして、 我 を 迫害す となせ り。 彼 は 自己と. CT 己 を 信す る ものと を 同一 にせり。 

何たるお 切なる 同. 情ぞ や。 此の 同情 は バウ 口 の 心に 徹底せ り。 

然れ ども 藤 的の 耶穌 のみに て は 我等の 救 ひ を 全うする こと 能 はす。 天の 榮 光に 輝き、 神のお に 

座せ る獨 子、 復活して" 升 天せ る 其 H.^ を 見 すん ば、 我等の-慰 魂 は 彼に 於て 生く るに 至ら じ。 ナザレの 

耶穌 のみなら ば、 共の 宗敎は 折：： 學 的の 冷 かなる ものた るに 終るべし。 祌 たる 将を拜 する に. H りて 

こそ、 始めて 鍵 魂 を 救 ひ 得る 宗敎と はなる なれ。 バウ n 愛 心 深き ナザレ の 耶穌を 見る とともに、 
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天の 榮 光に 輝く 祌の獨 子 を 見た るな り。 

基督 を 見る 者 は 自我 を 知る 

某：^ はパゥ 。を 知れり。 曰く 『サゥ 口、 サゥ 0、 何ぞ我 を， 旁む る や、 なん ぢ莉 ある 鞭 を 蹴る こと 

難し』 と。 彼 はパゥ 。の 心の底まで も 洞察して、 其の 隱微 なる 所 を 知られたり。 共の ii を 知らる 

ると ともに、 其の 長 處をも 認められたり。 往く往 く は 其の 才能と 熱誠と に應 じて、 重大なる 責任 を 

負 はし めんと す。 パゥ n は 基督に 知られたり。 彼 は 基督に 對 して 知己の 感に堪 へざる もの ありし な 

り 彼 は 某暂に 於て 己が 心中に 潜みし！ §惡 を 知り、 また 貴き もの ある をも覺 りぬ。 玆に 始めて おく 

且つ 大 いなる 意味に 於て 我を兒 たり。 彼 は 惡意を 以て 其 +• 督を齊 めた るに あらざる も、 其.： 齊を 知る と 

ともに 其の 恐るべき 罪 を 犯せる を 感じたり。 罪と は何ぞ や。 基督 曰く 『樂 靈來 らんと き g 非に つき 義 

にっき 藩 1： にっき 世 をして 罪 ありと 隨ら しめん。 罪に 就きて と 云 へ る は 我 を せざる に ra: りて な 

り』 と。 基督 を 信ぜざる は 罪な り。 彼 を 愛する こと 難く、 之 を 遠ざかる Hi::^ く、 窗發 して 之に 事ゝ 

す、 金錢、 地位、 名譽と 基督 を 取り 替 へんと する もの 少なから す。 是れ 恐るべき 罪に あらす や。 ま 

し 人 を 殺し、 世の 法律に 觸 るる ことなく、 不道德 の 非難 を 蒙る ことなき も、 if 督の 獎勵、 敎訓、 品 

性、 十字架に 對 する 態度 は 如何。 斯く 考へ來 らば 世に 罪な きもの 幾人 か ある。 バウ a はダ マスコの 

途上 某- 督に逢 ひて、 始めて 己の 罪惡を 知れり。 罪と は 思 は ざり し行爲 も、 恐るべき 罪と なりに け 

り。 基督 は 古へ バウ B に 現 はれし のみなら す、 今 も 我 や ザに 現 はるるな り。 昔と今と其の方法は^^-ふ 


べし。 架， 害 を裕 くと き、 4 「堂に 詣づ 時、 友人と 交る^ にも、 某 赞は現 はろ るな り。 

极木的 改革 

パゥ n  £=^.赞の^?^を^くゃ、 _y ちに 答へ て！ I： く 『生よ 我に 何 を 行 さし めんと した まふ や』 と。 彼 は 

非 を 知りて、 之 を改 むろに 路 すろ が 如き 人物に て は あら ざり しなり。 彼は玆 に 板木 的の 改 卒を爲 

しぬ。 潔よ くも：： 湫味 よき ことかな。 其.^ # に 出逢 はんもの は、 維し も 斯る心 懸け こそ あらま ほしけ 

れ。 赏に バウ n は 天の 現 示に si! かざりき。 

人の 心 は 極めて 不思議な り。 祌に從 ふ も、 之に 北；：： くも、 共 意の 儘な り。 滅 ぶる も 救 はるる も 共の 

心懸 一 つなり。 根本的 改革 を爲 さんと 欲すれば、 即時に 之を爲 し^べし。 バウ a を兑 よ。 彼 は m 身 

して ダマ ス コ に 赴きし にあら す。 幾多の I:!: 伴 者 あり、 彼等. る 程度まで 某.^ の敎 を^き たり。 然 

かも 彼， は 依然として 靈 魂の 舊態 を改 むる こと 能 は ざり しに あらす や。 

彼 は 祈り 居るな り 

アナ 一一 ャは バウ 0 の悔 改めた る を 聞きし かど 之 を 疑 ひたり。 然れど 其の 疑 を 解きた る は、 彼が 祈 

り rg たる KJ にて ありき。 『兒 よ、 彼 は 祈り 居るな り』 と。 バウ n の如き經驗を爲せし^<?は、必す祈ろ。 

たや 將に暮 れんと す。 何人も 感慨 多き ことならん。 其.^ 督 また 斯る 時に 於て に 近く 現 は K^K^ なり。 此 

の I ^バウ 口 の 如く 『、王よ 我に 何を爲 さし めんと する や』 と 祈らん もの は 誰ぞ。 我等 は 祈りて 儿-. ^に 

近づき、 极本 的の 改革 を斷 行して、 救 ひ を 全うせざる ベから す。 2 九 0 七 年 1 lis 
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敎會 の覺醒  ， 

预 言 者 ェゼキ ヱ ル の 時代に 於け る ュ ダャ國 民 は、 ァ ッ スリャ 王 ネブカ デネザ ルの爲 めに 攻め 破ら 

れ、 其の 半 は 故 國に殘 り、 其の 半 は 異鄕に 移されたり。 國 亡びて 山河 在り。 亡！： の慘狀 實に哀 むべ 

きもの ありし なり。 

外國に 移された る 人民 は、 ユウ フラ 千の 支流 ケ バル 河に 沿 ふて 一部 落 を 作り 居たり。 而 うして 此 

や！； -の 人： のうちに は ェゼキ エル ありて 之を敎 へ、 故鄕 に^りた る 人民のう ちに はェ レ ミヤ ありて 之 

を t$ きたり。 彼等 互に 相呼應 して、 亡國の 恨みに 堪 へざる 國民を 慰撫し、 其の 指 f おに 勉 めたり。 或 

る 傅 說には 此の 一 一人の. S 言 者 は、 常に 其の 所見 を も 交換した りと いふ。 

ユダヤ人の エホバに 對 する 關係 は、 宛 がら 氏神と 氏子との？^ 柄に 似た る もの ありき。 然るに 今や 

彼等 は國 亡びて 異鄉に 流離す る 悲境に 陷 りたり。 此は 取り も 直さす 彼等が 信頼す る H ホバ の 取る に 

足らざる を證 明す る ものに あらす や。 阈 民の 失敗 は 氏神の 失敗に あらす や。 斯くて 以色列 民！^ の 仇 

は つて 曰く 『汝 の祌は いづく にあり や』 と。 ユダヤ 國 民の 悄慨 何もの か 之に 如かん。 ：s- は 此の 

侮蔑 を 蒙りて、 身 も 世 も あらす 覺 えしな り。 今日の 敎會が 其の 抱負 大 にして、 凡て 之 を 信す る もの 


を 救 ふべ しと ふれ ども、 共の 資際 は微々 として 甚だ 板 はす、 社會、 纖、 禺敎 などの 上に 及ぼす 

i^: 督ネの 勢力 も亦兑 るべき もの 少し。 此 所に 於て か、 恰かもュ ダャ人：！^が^-^^^を極めたる常時に於 

て 、共の 仇の 爲 めに 彼等が 信頼せ る M ホバを も 侮蔑せられ たるが 如く、 今日の 敎會は 其の 活ける 某^ 

み， ハゴ 

の 稜威を さへ！： んぜら る 、 こと あり。 然れ ども ヱ ゼキヱ ルは 浙る輕 薄なる 罵りに 耳 を倾 けす、 『：^ つ 

：::^ の 人々 は、 王の 道 正しから すと 言 ふ。 然 れど赏 は 彼等の 道の 正しから ざるな り。 義人 もし その 義を 

離れて § ^を 犯さば 是れ がた めに 死ぬべし。 惡人 もし 其の 悪 を 離れて 公 折-と 公義 を 行 ひなば 是 れが爲 

めに 生く ベ し』 (一？ と絕 叫せ り。 國 L び 流離せ る は H ホバの 正しから ざるに あらす、 ェ ホ 

バ 正しき が 故に 阔民は 其の 罪に 亡びた るな り。 是れ I 一はに ひとり 十 ：！ へ の イスラ ヱ ルに 取りて 適切なる 

；^^訓なりしのみならんゃ。 

特に 此の 時に 常り て ユダヤ 阔 民の 頭を惱 ませし は、 其の 人口問題 なり。 き續 きたる 戰 ひに 共の 

人口 は 著しく 減少したり。 少數の 民 を 以て 極めて 夥多し き 他！： 民に 敵せ ざる 可から す。 彼等 は 其、 

の對外 策の 困難なる に 思ひ惱 めり。 佛！： の 政府 も 人民 も 大いに 苦心せ る 問題 また 之と 相 同じ。 然れ 

あ 化 あと 

ども 第 世 二 章 一 一十 叫 節に 『イスラ ェ ルの 地の 彼の 墟址 に： g める 者 語りて 云 ふ。 ァ ブラ ハム は 一人に 

お ほ  もちもの 

して 此地を 有て り、 我等 は 衆多し、 此地は 我等の 所有に 授かる と』。 之に 出り て 見れば、 彼 やのう ち 

に は 先祖 アブ ラ ハ ムが m 身 故鄕を 出で て 力 ナンの 地 を已が 所有と なせし にあら す や、 我等 また：！： ん 

おはき 

ぞ 人口の 少なき を 憂 へん、 今日の 民旣に 衆多な りと 唱 へて 、樂天 的に 時勢 を觀 察した る 者 も ありし が 
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如し。 基督の 當 時に 於て、 我等の 先祖に アブラハム ありと 誇りし ユダヤ人 は 其の 亞 流と 云 ふべ し。 

a に は §k に 構へ て 事の 急なる を 思 はす、 反って 詰らぬ 所に 力^を入れ、 其の 緩急 本末 を现 解せ ざ 

る もの 多し。 悲しむべき かな。  * 

斯の 如く イスラ ェ ル國民 は 實に憐 むべき 狀 態に 陷 りたり。 加 ふるに 故國に 在る 人民のう ちに は漸 

く 時勢 を 看 誤り、 遂に 所謂 義兵 を 揚げ、 其の 力 を 量らす して 漫 りに 國 蓮を危 からし めんと する もの 

起り ぬ。 其の 情報に 接した る エゼキエルの 胸中 は 深刻なる 憂 ひに 閉ざされたり。 其の 愛する 妻 を 失 

へど も、 國 家の 危急存亡に 心 結ばれて、 泣く に 泣かれざる 悲慘の 境に 立ちたり。 曰く 『人の子よ 我 

れ 頭 死 を もて 汝の 目の 喜ぶ もの を 取り去らん、 汝哀 かす、 泣す、 淚を 流す 可ら す、 聲を 立てす して 

哀み、 死人の ために 一 をな すな かれ、 冠 物 を 戴き 足に 鞋 を？ 牙くべし。 鬚を掩 ふなかれ、 人の 贈 

れる 食物 を 食 ふべ からす』 と (一」、 K?i)。 彼 は 深く 悲しみ、 頻りに 憂へ、 如^にもして 國民を 冗し き 

方針に 立ち iB^ へらし めんと 焦慮り、 正則なる 傳 道に カを盡 したり。 然れ ども 哀 いかな 其の^ ひ は 

お ど  かなしみ  なか  ちと 

何等の 反響 もなかり しなり。 $H 吹け ども 舞踏ら す、 悲歌 を すれ ども 哭す。 些の張 合た にある ことな 

し。 七 所に 於て 彼は感 すると ころ ありて 遂に ロを絨 みぬ。 沈默ニ 年、 故 國は旣 に 修羅の巷 となり、 

エルサレム の 都 また 敵の 重 圍に陷 りたり。 

紀元前 五 八十 六 年、 エゼキエル 等が 外國に 過した る 第 十二 年、 ユダヤの 磨に て 十 巧- A 日、 今日 

の M こて 一月 某日 (其の 一月 其 曰な りし は 今 曰 此 所に 集りし ものに 取りて 何となく 感深 きを 覺 ゆ)。 


エルサレムより I 人の 脫逃 者來れ り。 H ルサ レム 落城の 報 を II らす。 故！： の 慘狀に 接して、 人心：^ 

々たり。 或は 袖 乎傍觀 して、 萬 事 休す となす もの あり。 稍 や：； 湫概 ある もの ども は 如かす H ホバを 

て異敎 徒に 同化 せんに はと i? へ 出せり。 事態 實に容 S ならす。 阔尺は 1=^ 機に！ t せり。 此 所に 於て ェ 

ゼキ エル 沈默を 破って 絶叫せ り。 彼 は 神の 正義 を 以て 阔民 を警. ^せり。 彼は默 する に 忍びす して、 

造を說 けり。 n- つ！： 情 は 其の 傳 道に た 便利なる もの ありき。 M 民 は 故國の 敗に を聽 きて 悶えた 

り。 共の 傲慢なる 心情 は 打ち破られたり。 彼 ルは 道に 入り =^ きものと なれり。 傅迅 ネの聲 を 歡迎せ 

00 此 所に 於て ェゼキ ェ ルは規 待 正しく 傳道 せり。 民 は 彼に 聽 きぬ。 然れ ども 共の 心 を 動かす こと 

たまし：^  ，< ^と  かど 

いと 淺く、 靈魂目 醒め たれ ど 未た 全く 明かなら す。 『汝の 尺の 人々、 坊の 下、 家の 門に て 汝の卞 を 論 

じ、 互に 語り あ ひ、 各々 その 兄弟に 云 ふ、 去來 われら 如何なる 言の エホバより 出づ るか を聽ん と。 

彼ら 民の 集 舞の 如くに、 汝に來 り、 吾が 民の 如くに 汝の 前に ゆ： して、 汝の 一一- n を 聞かん。 然れ ども 之 を 

行 はじ。 彼ら は 口に 悅ば しきと ころの 事 をな し、 其の 心 は 利に 從 ふなり。 彼 や に は汝悅 ばし き 歌、 ^ 

はしき 聲、 美く 奏る 者の 如し、 彼ら 汝 の 言 を 聞かん、 然れど 之 を 行 はじ』 (預 一？ 130 彼等 は！ 

の 浪說を SI  くこと、 宛 かも 美 はしき 音 樂に 於け るが 如く、 拍手^ 釆 して 之を迎 へ、 如^なる こと を 語 

るな らんと て 耳を倾 けぬ。 當 時の 社會 は集會 に 列す る を 立 ：！ び、 演說を il く を 好めり。 かるが 故に ェ 

ゼキ エルの 集 會には 人民 常に 夥多し く 群り 鍋 ひたり。 此 所に 『口に 悅ば しきと ころの S をな し』 と 

ある もの、 英譯の 聖祷に は 『口に 愛 を 現 はす』 と あり。 其の 心 は 利に 從 ひたり。 彼：^ ゆ は 世俗的な り、 
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富貴 榮 華に 戀々 たりし なり。 エゼキエル は 斯る輕 薄なる 民の 歡迎 に滿 足す る こと 能 はす。 人民 は 時 

勢談、 M の 演說、 神擧 論、 奥妙なる 物語な どに 與味を 有したり。 され ど 其の 宗敎心 は 燃え 居ら ざ 

りしな り。 エゼキエル は社會 の淺膚 なる 好 尙に對 して 飽き 足ら ナ 感じ、 其の 靈的 意義に おいて 預言 

者 を歡迎 する 時來 るべき を 待てり。 曰く 『視 よその 事 至る。 其の 事 至る 時には 彼らお のれの 中に 預言 

者 ある を 知るべし』 と。 此は 今日の 傳道界 に 於ても 深く 注意すべき ことに あらす や。 

『娘 言 者 ある を 知るべし』。 會 堂に は 多くの 會衆 雲集す。 彼等 は 感服して 說敎 者の 說に耳 を 傾く。 さ 

れど 其の 靈 魂の 奥にまで 徹底す る 所な し。 預言者と して、 神の 道を宣 ぶる ものな りと して 之に 聽か 

す。 彼等の 喜ぶ ところ は、 道德談 なり、 時勢 談 なり、 雄 辯豪談 なり。 其の 趣味 を 感じ、 面白し と 思 

ふ は、 巧妙なる 音 樂を聽 くの 心 持に 外なら す。 我等 は エゼキエルの 如く、 阔 民の 斯る 低き 好 尙に滿 

足す る ことなく、 眞に深 き 宗敎的 精神 を披 きて 預 言 者 に聽 くに 至る の 時 を 渴望 せざる 可ら す。 

第三 十四 章に 記戟 せる ェゼキ エルの 敎訓 は、 今日の 我等に 取りて 甚だ 適切なる 警吿 なり。 其の 『牧 

者』 と は 支那の 文舉に 於け る 如く、 政治家の 義 なり。 然れ ども 今日の 傳道 者を敎 ふる 所 亦 多し。 曰く、 

『エホバの 言、 われに 臨みて 言 ふ。 人の子よ、 汝 イスラエルの 牧者の 事 を 預言せ よ。 預言して 彼ら 

牧者に 言ぶべし。 主 エホバ かく 言 ふ、 已を牧 ふところの イスラエルの 牧者 は禍 なる かな。 牧者 は 

むれ  やしな 

群を牧 ふべき 者なら す や。 汝らは 脂 を 食 ひ、 毛を纒 ひ、 肥えた る 物 を 屠り、 その 群 をば 牧は ざるな， 

り。 汝ら 其の 弱き者 を强 くせす、 その 病る 者を醫 さす、 その 傷け る 者を裹 ます、 散され たる 者 を， 


き  c レ 

ひき か へ らす、 失せた る 者 を 尋ねす、 乎 荒に 嚴 刻く 之 を 治む。 是れは 牧者な きに SI り て 散り 失 

せ、 野の 諸の 獸の 餌と なりて 散り 失するな り。 之 を 索す ものな く、 尋 ぬる ものな し。 "； 故に 牧者 

よ。 汝ら エホバの 言 を 聞け、 主 エホバ 言 ひた まふ。 我は活 く、 我が 羊 掠められ、 我が 羊 野の 諸の 

の， 科と なる。 又牧 おあらす。 我が 牧者 己が 羊 を 尋ねす、 牧 KTlJ を牧 ふて わが 羊を牧 はす。 "：^ 故 

に 牧者よ、 汝 ェ ホバ の 言 を 聞け。 、王 ェ ホバ斯 く 言 ひた まふ。 視ょ我 牧者 等 を 群し、 吾 羊 を 彼らの 手 

に：？ 問め、 彼ら をして わが 群を牧 ふこと を 止めし めて. • 再び 已を牧 ふこと なから しめ、 又 我が 羊 

を かれらの 口より 救 ひとりて 彼らの 食と なら ざら しむべし』。 

當時 ユダヤ！： 民心 靈 上の 狀態 は、 僅かに 淺 薄なる 宗敎 心の 惹起され たるの みなりき、 而 うして 世 

の 木鐸た るべき もの ども は 實に斯 の 如き 有様な りしな り。 此は 日本の 基督 敎會、 殊に 傅 近に 從 isM- 

る 者 共 を、 痛く 警む べき 事實 にあら す や。 彼等 は 何を傳 道し つ- - あるか、 如何に 北ハ の^ 任を盡 し： S 

る ゃ猛ハ V すべきな り。 若し 此の儘に て 推移ら ば、 切齒 して 悲しみ 悔 ゆる も 遂に 及ばざる に 至らん。 

然れ ども 第卅六 章讣ニ 節に 臼く、 『主 エホバ かく 首 ひた まふ。 イスラエルの 家よ、 我汝ら のために 

之 をな すに あらす、 汝ら がその 至れる 國々 にて 汚せし、 己が 聖き 名の ためにな すなり』 と。 時の 

人民 は： # び 救 ひ 出さる、 に 適 はしき 何等の 價値 もな し。 然れ ども 祌は 即ち 祌 なり。 祌は 共上督 により 

て 明かに せられた る 如く、 其の 民の 滅 ぶる を 好ます、 一匹の 迷へ る 羊 を も 尋ね 求め、 放蕩^！：^子の父 

の 如き 愛に 滿 ちたり。 ェ ゼキ ェ ルが國 民の 運命 を 挽回す る 一 縷の 望 は、 此の 神の 性： はに 繁 がれた 
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り。 は已が 名を惜 み、 其の 淸き 名の 汚さる \ を 傷む。 人 を 救 ふ は 其の 眞 面目なり。 イスラエルの 

救 はる. -は 其の 民の 力に あらす、 唯 だ 神が 共の 目的 を 遂げす して 止む 能 はざる の盛德 に.^ るな り。 

今日の _t 道 また 之に 外なら す。 我等 何の 價値か ある。 然れ ども 基督 敎は 眞现 なり。 天に 愛の神 あり 

て^す。 耶穌 基督 今 尙ほ活 く。 基督の 聖名 は渝る ことなし。 是れ 吾等が 傳 道の 動力な り.。 生命な 

り 。『主 エホバ かく 首 ひた まふ。 我み づ から 我が 群 を 索して 之 を 守らん。 牧者が その 故り たる 羊のう 

ちに ある 日に その 群 を 守る 如く、 我 わが 群 を 守り、 之が その 雲 深き 暗き 日に 散りた る 諸の 所より 之 

を 救 ひとるべし』 (一一 一一、 四で 一)。 神 は 牧者な り。 自ら 人 を 尋ね 求めら る。 故に 祌は必 す イスラエル を 救 は 

るべ し。 エゼキエル は ほ 1。 に 其の 救 を 望めり。 イスラエルの 山々 枝 を 生じ、 樹々 資り、 民 繁殖して 

『荒れた る邑々 は聖き 群の ごとく、 エルサレム の 節 日の 群の 如くに 人の 群 滿ん』 (一一 一一 JP) と あるが 

如くなる べしと 確信せ り。 彼 は 未然に 之を兑 たり。 『此の 事 遠から す 成らん』 (一ち < ハ)。 何れの 世に 於て 

も 下-々 堂々、 神の! _ぺ 皆 を 奉じて 傳道 する もの また 此の 確信 あるべ き^^：なり。 

其の 民 正しき に!^ り、 if の眞 面目 を發 揮し、 信仰の 道に 進む に 至らん か、 人口 は 自ら 繁贿す 

<  v> エルサレムの 祭日に 群れ 第 ふ 人の 如くなる べし。 我等 も 亦 人口問題 を硏究 しつ \ あり。 日本 

基 赞敎會 は 近き 將來に 於て！ i 立敎會 百、 會員 總數三 萬に 達せん こと を 望み 居るな り。 然れ ども ルの 

人口  5sg の 解決 は、 傳道者 も 敎會も 凡て 正しき-謹 的狀 態に 立ち 復り、 共の 露 面目 を發 g する の 外 あ 

るべ からす。 然 らば：. i| しき 精神 狀 態と は 如何。 


竹 9：  一  g.- の赦を I ぼ驗 せざる 可ら す。 n く 『淸き 水を汝 等に 灑 ぎて 汝等を 淸 くなら しめ、 汝 やの 

の 汚檬と 諸の 偶像 を 除きて 汝 らを淸 むべ し』 (一 fj^ の) と。 過去 を问 顧して 有 ゆる 罪 g,^ を 悔い、 之が 淸 

めら れんこと を勉 むるな り。 罪 惡に對 する 他 忘 性 は 最も rj^ むべき ことなり。 股 を 明かに して 「しが 罪 

を：： ：=T 祌の赦 し を 願 はざる 可から す。 

たまし ひ  め" み 

^二 靈^ 新鮮に して 感覺 鋭く、 恩寵 深き 祌の！ 發 により！ ^順に、 つ 謙に 25 て ハ让を 得る 的の 感 

受性を 具 ふるに あり。 ェゼ キエ ル 曰く 『新しき 靈^ を汝の 裏に Sif け、 汝等は 肉より 石の 心 を 除きて 肉 

の 心を汝 らに與 ふ』 (廿 穴) と。 肉の 心と は感 する 心なり。 石の 心と 對 照す。 祌の恩 鹿に 對す る感ぉ 鋭 

敏 にして、 之 を 受け 之を悅 び、 心を曜 らして 其の 刺激； If" 發 に應酬 せんと 欲する の 心な.^。 

『我が 靈を汝 らの衷 に 置く』 (一石)。 架 靈に滿 ちた る 心なり。 感 する は- くる 方な り。 神の i^、 

^^のこと、 其の 十字架の こと を、 受け 容れ、 感激し、 深く 心に 之 を 味 ふ は 所 ii 肉の 心なり。 と 

は 活動な り、 受けて 働く を 意味す。 

の り  おきて 

叫 『我が 法度に 歩まし め、 .Fw か 律 を 守りて 之 を 行 はしむべし』 (一 1.-)。 嚴 正なる 近德 興らざる 可 

らす。 敎ノ  1: に 於て、 庭に 於て、 學 校に 於て、 友人の 交り、 夫 S の w、 敵 味ガ、 赍り乎 買 ひ 乎のう 

ちに 做 かなる 道德行 はる \ に 至ら すん ば、 大擧傳 道 も 遂に 北ハ の巾斐 なからん。 神の 各. c の 心に 活 

動して 儆 ：4=- なる 道 德を板 起せし むる が 急務な り。 大擧傳 道 は 風俗 改良な り。 人 をして 正 ならし 

め、 忠資 ならしめ、 商 K を淸 めしめ、 夫 を睦 じから しめ、 過失 を悔 改めし め、 借金 を：.^ へす を 忘 
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-れ ざるに 至らし むべ きなり。 

第五 自ら 罪 多く、 何等の 價 値な きを 覺り祌 の 恩寵に 感泣す る 心な かる 可ら す。 『汝ら は その 惡き 

途と 其の i らぬ 行爲を i えて、 其の 罪と 其の 憎むべき 事の ために 自ら 恨みん。 主 エホバ 首 ひた ま 

ふ。 ^5^が之を爲すは汝のためにぁらす。 汝ら これ を 知れよ。 イスラエルの 家よ、 汝ら の途を 愧ぢて 

.悔 むべ し』 C 一一 一一 一一)。 罪 を耻ぢ て、 神の愛に 感激す。 神 は 正しき ものな り。 故に 曲れ る^なる 阔 民と 相 

Mil す。 正しく 支配す るが 故に、 正しから ざる もの 亡ぶ。 阈 民の 零 t 洛は祌 の 正義 を證 す。 只 共の 罪 

を愧ぢ 悔みて、 神の 救 ひに 感泣すべき のみ。  、 

基督 敎微々 として 板 はす。 歐 米に 於ても 其の 信仰 は 時勢に 後れたり と 冷 『. ^する もの あり。 ^^敎 

の 力 Ei-  ノて 弱りた るか。 其の 福音 能く 人 を 救 ふに 足らざる か。 人口 繁殖の 勢力な きか。 して タルら 

t チ すると ころ 罪 は 今日の 敎會 にあり。 傳道 者に あり。 彼等に 基督 敎を 適當に 運用す るの 力な 

く、 北ハの 身に 基 将を現 はすの 資格 具 はらす。 凡ての 問題 は此 所に 歸 着すべし。 

一一 r: 仰な く、 精神な く、 道德 上の 價値 これに 堪 ふるの 素養な く、 只だ述 動、 周旋、 博舉、 維 辯 等に 

よりて、 大いに 成功すべき ものなら ば、 基督 敎は 神の 敎に あらす。 共の 成功 は 人類の 祝福に あら す。 

方便と 金力と により 成 大を 致すべき もの は、 天理 敎、 蓮 門敎の 類なる べし。 基督 敎は斯 の 如き もの 

1^ あらざる なり。 基督 敎は 精神的の 力に よら ざれ は、 少しも 成功す る こと 能 はす。 而 うして J のお 

きと ころ 此所こ あるな り。 所謂 列强は 兵と 富と を 以て 其の 勢力 を 張るべし。 基督 敎は 信仰の 力、 近 


德の 優越 榴を 以て 立ち、 っ报 ふの 外な し。 基督 敎は 或る 意味に 於て si^ も； S きものな り。 故に 共の 

勝利 は 精神的の 勝利、 神の 勝利に して、 人類に 祝福 を與 ふること を べし。 

エゼキエル 時代の イスラエル W 族と 今日の 敎會と は、 共の一?!=-^^^ょり3?^5;^れども、 3. すると ころ 

は 相 じ。 H ゼキ ヱルが 神の ij:: を 奉じて、 當 時の 人民に 說 きし 如く、 昔 も 今 も 人 共の 神 卜： ：.^- しき 

狀 態に (5? り來 らば、 ； S りたる 敎\^1 も 興り、 成 M なる は (i^ 々报 ひ、 或は 新たに 起.^ 來るも あるべく、 基 

の に^ 化する もの 自ら 其の 救 夥多し きに 至るべく、 隨て 人口 繁 ti^ の 11： 題 も 容= ^に 解；^ せらる 

べし。 『i;^ たる c3 々に は聖き 群の ごとく、 エルサレムの 節 日の 群の ごとくに、 人の 群滿 ちん。 人々 す 

な はち 我が エホバなる を 知るべし』。 

(東京 市内 日 本荼 督敎會 聯合 祈禱會 に て ：> 

(一 九 〇 八 年 一 月) 
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求道者に 寄す  ♦ 

此程 或る 必要より is て ふ 熟語 を、 辭 書に 就きて 調べたり。 然れ ども 遂に 之 を は 出す こと 能 は ざ 

りき。 或は 古書に^ ゐられ しもの あらん も 知る ベから ざれ ど、 恐らく は 甚督敎 が 支那 日 木 等に 弘ま 

りて より 多く W ゐられ 始めし ものな らん か。 又 近 ごろ 求道て ふ 熟語 盛んに 川ゐら る、 古へ に は 入道 

の 語 ありし かど、 求道の 語な し。 され ど傳道 あれば、 求道 も あるべき 苦な り。 此の 熟. ぱ i も 恐らく は 

督敎 つ- 專墦 とともに 新たに 作り出され しもの ならん。 入道て ふ？^ i の 本家なる 佛敎徒 も 近 ごろ は 

求道の. 語 を^ ゆる もの 多し。 

然らズ 求道と は何ぞ や。 其の 精神、 其の 方法、 其の 歸着 すると ころ を 研究す る は、 稗ハ 分-多き 事柄 

なるべし。 特に 宗敎 心の 內容、 其の 萠し、 其の 變遷等 を 精細に ふれば、 心理 學 上の 研究と しても 

共 だお ハ：^ ならん。 然れ ども 此 所に は 之 を擧問 的に 研究す るの 遑 なし。 ロハ だ 目下 信仰に 入らん と 志す 

所の 人の 爲 めに 之を說 かんと 欲す。 

求む る は 愉快なる ことなり。 ロハ だ靜 平にして、 爲す 所な き 生活 を 送る にあら す、 頻りに 求め、 向 

上の、. ：3 を發 揮して、 現在の 狀 態に 滿 足せす、 何 を か 期す る 所 ある は、 1  莨に 結構なる ことなり。 求む 


ると ころな き 人 は、 ^に. おる に 足らす。 茶- も に パリ サイの 徒 を 罵り、 殆んど 爪彈き せぬ ばかり 

に 蔑す まれたり。 彼等に は 感心なる 點 なきに あら ざれ ども、 かば かりの 道德、 ：ム ふに も 足らぬ 修 

養に 滿：： えして、 徒らに 批評 を 試み、 他人 を 吟味せ り、 熱心に 求む る ことなく、  して.： J まざる が 

如き ものな し。 即ち 彼等に は 求道の 精神な かりし なり" かるが 故に 耶穌は 彼等 を 嫌 はれたり。 北ハの 

门 i 性に 於て、 北ハの 學識に 於て、 彼等より は 12- 劣り せらる る もの にても、 おし 求道の 精神 だに あらば、 

豎 子敎ふ ベ きも の あ るべ し。 之な くば 已 に 精神 界 の 老 なり。 

求 近 そのもの 已に 祝福な り。 道 を 求む る もの は 未だ 之 を 得 ざれ ども、 旣に たらん が 如き 立：^ び北ハ 

の 心に 湧く。 求む る は、 得る の 半ばな り。 求め ざれば 得す。 然れ ども 或は 云 ふ。 到る ところ 土 ある 

が 如く、 何れの 處 にか 人の 踏むべき 道な からん や。 道 は 求む るに 及ばす、 15^ ぬるの 要な しと。 道^ 

して 斯の 如き ものな らんに は、 餘 りに 無味乾燥なら す や。 道 は 求むべき もの ありて こそ、 始めて 趣 

味 深き もの ある なれ。 

然れ ども 道 を 求む る もの、 自ら 其の 趣き を 異にす。 耶穌の 譬喩に：： く 『：人！：は灿に藏れたる^^の 

かく  もちもの 

如し。 人： 15^ 出さば 之を秘 し、 喜び 歸り、 其の 所有 を 盡く賣 りて、 その 畑 を 買 ふなり』 と。 是れ求 S 

なり。 迸 は 自3 に藏れ たる 寶の 如し。 之を發 見せば、 何事 を 差 置きても 之 を 得る に 熱 _ ^し、 他の もの 

は惜 むに 足らす とし、 资應を 悉く 寳り拂 ひても、 之 を 手に入れ すん ば已 ます。 非常なる 愤發 なり。 

餘り身 を 入れす、 骨 折る こと 少なく、 手を束ねて 好運 を 持つ が 如き 心 構へ にて は、 到底 道に 入る、」 
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と 難し。 道 を 信ぜん と 欲する もの は、 此の 譬喻 にある 如く、  て を 抛ちても 之 を 得ん との 志と 熱心 

と を 要す。 

彼 は 何 心なく 畠 を 耕し 居たり。 其の 打ち込みし 献の 先き 端な くも 或る 物に 當 りて、 始めて 藏れた 

る寶 ある を 知りた るな らん。 世に は 之と 同じき 經驗を 有する 人 少なから ざるべし。 當 初より Q ら進 

んで 基督 敎を 研究せ るに あらす。 趣味な き 憂き 世に 他み、 時として は疲勞 儲けに 過ぎざる 骨折に 不 

平 を 鳴らしつつ 生活す る に、 圖らす も 心に 感 すると ころ あり、 友人の 有様 を： 0^、 或は 己が 身に S 

れる幸 不幸、 共の 他 様々 の出來 事に よりて、 其の 宗敎心 を 刺激せられ、 恰 かも 耕 転に 餘念 なき 2； 取 中 

に寶 を：！： S3 したらん が 如く、 期せす して 基督 敎に耳 を 傾く るに 至れる もの あらん。 彼等 は mi3 ひ懸サ 

なく も、 宗敎 の眞现 に接觸 して、 其の 心 を 動かす に 至りし なり。 

あきんど 

耶穌の 譬喩に 又 曰く 『天國 は 好き 眞珠を 求めん とする 商人の 如し。 一 つの 値 高き 眞珠を r?- 出さ 

ば、 その 所有 を盡く #3； りて 之 を 買 ふなり』 と。 此の 人お り觸れ たる 品に 滿足 せす、 何 所に て か 優れ 

て 類な き露珠 を： 出さん と 欲し、 此の も、 彼の 家と 探し回 はりたり。 ；！^ 初より 人生 問題な どの 研究 

に 思 ひ を 凝らし， 朱 子學、 陽 明攀を 始め、 禪道、 哲學等 を も 窺 ひたり。 何とかして 人の 美 はしき M 

き 點を發 見せん と 焦慮り たり。 人生 は實用 主義の み を 以て 解決 せらるべき ものに あらす。 共の 以上 

に 美 はしき もの あるな り。 此 等の 人 は 其の 實 用 以上の 美なる 世界に 入り、 人の 美しき 眞 面目 を發揮 

し 得ん が爲 めに、 苦心して 研究 を 重ね 居るな り。 研究す る は 固より 善き ことなり。 硏究 倒れの 愚 は 


言 ふまで もな けれど、 何 人に も 正 S に 迸 を硏究 する 心 懸けな かるべ からす。 かくて 研究の 結^^ 赞 

の敎は 確かに 比類な き宗敎 なりと 認む るに 至り、 萬 事 を も 抛って 之 を 得ん と 欲す。 斯る人 は だ 多 

からざる べし。 され ど 誠に 感心な りと 云 はざる 可から す。 

北ハ の徑路 は：！： れ よりす るに せよ、 一 朝 求道の 志 起らん か、 之に 全心 を倾汴 し、 北ハの 止い^ 俯 を 

！ ^.1 めて、 何^？^をも何物をも惜まざるの執心：：奴も肝耍なり。 ^に は 共」^ 敎の W 现を 認めながら、 ほ 

之を：；^^るに至らざるものぁり。 そ は 研究の 足らざる によりて 然る も あらん。 北ハの 外の 现出も ある 

べし。 然れ ども 北ハ のお 所 を 云へば、 凡ての もの を寶 りて 之 を 買 ふの 熱心 あり や 否やの 問题 に^おす 

べし。 求 近す る も IS 仰に 入らざる は、 概ね 之が 爲め なり。 

然 らば 迸と は何ぞ や。 北ハの 解釋の 如何、 其の 見當の 付け どころ によりて、 北ハ の：：：：^ 仰に 大 いなる 影 

響 あり。 迸 は 近く 我らのう ちに 在り。 基督 は 『我 は 道な り』 と 云 はれたり。 之 を^へ す、 他所に^ 

ぶ にらみ 

を 着く る HJ あらば、 そ は 斜視な り、 的外れな り。 道に 入らん と 志す もの は、 先づ共 の： を；^ まら 

ざらん ことに 心すべき なり。 

^^は 迸な り。 逍を 求む ると は、 云ひ換 ふれば 茶督を 求む るな り。 求 近 者 は 取りも^ さす 共」^ を 

尋 ぬる 人な り。 して 然 らば 基督に 於て 現 はれた る 道 は、 如 なる も のぞ。 近 は 孝の 一 凄に 過ぎす 

と 思 ふ を 北ハの 常と なせる 曰 本人に は 最も 了解し 易し。 忠と 孝との 關係 にっきて は 十：： 來 議論 少なから 

す。 然れ ども 孝が 道の 本體 にして、 萬 事 之に g 涪 すと は、 人 も 首肯す る 所な らん。 此は他の！！：：^^ 
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に は 或 ひ は 现會し 難しと する こと ある や も 測られす。 然れど 日本人 は闲雞 なく 直ちに 之 を理會 する 

ならん。 甚督は 道な りと 云 ふ は、 基督に 孝道の 實 現し 且つ 活動し 居た る ことなり。 即ち 耶穌 基督 は 

祌に對 して 完全なる 孝子たり きと 云 ふこと なり。 

此 所に は 有神論 の 是非 を 論ぜざる ベ し 諸君に は 已 に宗敎 の 初歩 を談す る の 必要な しと 信す れば な 

り。 一歩 を 進めて 基督 を 見ん。 實 に 彼 は 天の 父に 對 する 孝道 を遣憾 なく 實 現したり。 彼 は 深く 神 を 

じたり。 子が 親の 心 を 知らざる は、 其の 深き 嘆きな り。 子に して 全く 親の 心 を 知らざる は、 子に 

あらす。 ^令 他人 は 信ぜす とも、 親 を 信すべき なり。 親子 の^に なくん ば眞. 止の 親子と 云 ふ 可ら 

す。 耶穌は 神 を： 一;^ じて、 毫も 疑ふ處 なし。 まことに 美 はしき 信仰 を 懐かれたり。 

且つ 耶穌は 神の 氣心 を^ 込み、 何事に つけても 祌の聖 心の^す る 所を會 得せられたり。 是れ また 

家庭の 美 はしき ところ ならす や。 同情 も此 所に 湧き、 赦す 心も此 所に 生じ、 慰め も此 所に 發す。 基 

降よ， 神の 心に 梁く 通じたり。 如何にせば 神の 意に 適 ふべき か を 敏捷に 感じたり。 親子の 間、 夫婦の 

中には、 相互の 意志 常に 疏 通して、 感覺 だ 鋭し。 然ら ざれば 他人 も 2^ 様な り。 汽車に 乘り 合せた 

る 人の 交りに 過ぎす。 其の 意志 通じ 難く、 感覺 極めて 鈍し。 然れ ども ナザレの 耶 は 神の 心に 對し 

て感覺 極めて 敏活なる 人に て ありき。 其の 好まる ると ころ、 望まる ると ころ、 命ぜら るると ころ を 

知悉して 之に 服從 し、 之を樂 み、 之に 感謝したり。 古人 曰く 三年 父母の 志 を 改めす と。 或 ひ は 感服 

しがた きものな きに あら ざれ ども、 其のう ちに 含める 一 片 の眞理 は、 如何にもして 叙の 心 を 現 は 


し、 之 を 徹底せ しめんと する にあり。 基 籽には 終始 神の 意 を 成就 せんとの 一 念滿 ちたり。 比 は 北ハ の 

一生 を 、きて、 彼 を 支. 配した る 動力と す。 曰く 『我 を 遣 はしし ものの ェを Q し 終る、 これ 我が な 

り』 と。 此の 志に 熱 炎す るの 餘り、 彼 は 餓ゑを も、 ^きを も 忘れたり。 彼 は 神の 3:: を 行 はんが 爲め 

に は 北ハの 生命 をも恍 まざりし なり。 如何ば かり 彼 は：. K の 父 を 愛した るか。 神と 港 との 關係 は、 實 

に 親子の 關係 なりし なり。 世界 はポ S に 於て 組成せ る 神の 家庭な り。 耶穌 の^に は 此の seij:;;^ も^ 

かに 兑 えたり。 彼 は 斯る心 持 を 以て、 天 に 在す 父 を li;^ じ、 之に 仕へ、 之に 委せ、 之 を 愛し、 其の 事 

衆 を 爲すを 無上の 光榮 となしたり。 假令 基督に 就きて は 如何に 難 かしき 議論 ありと も、 北ハの 心に 充 

資せる 米 迸 を U て、 献か 之に 反對し 得る も のぞ。 此の 逬こそ 我も^ まざる 可らざる もの なれとの 感 

なからん や。 耶穌の 道 は 我等の 道な り。 

天の 父の 人 額に 對 する 心持ち 如何。 特に 其の 罪悪に 對 して 如何に 感ぜら るべき か。 |£^^^我等は己 

れの 現在の 狀態、 く は 已往の 生 、泥 に對 する 神の 感覺 を考 ふること 鈍し。 に 進まん と 志す もの 

の、 深く 忍 ふべき は 此の 點 にあり。 英國の 小說に 『ナイト、 H ル ラント』 と-: ム へる あり。 Si 太 利に 

一人のお 志 i¥ あり、 戰場に 臨みて 打 死せ り。 北 ハの寡 に 男女 二人の 子 あり。 * は ナポリの 大學 を卒 

へて 將に 辯護士 たらん とし、 巳に 辯護士 某と 一 K へる 名刺まで も 作り、 靑： の 夢に 僮 がれ 居たり。 

斯くて 母 は i;^ に 極り て 死に 瀬す。 母 其の 子 を 重き 枕 遂に 呼びて m く、 『汝の 姉 は 心 .M りて、 廿？ といへ 

る 俳優の 妻と なれり。 然 かも 其の 夫； S の^ 相 和せ す、 隨て今 は 或る 者の 爲 めに 惑 はされ て、 浮きた 
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る 汚れた る 生活に 陷 らんと しつつ あり。 汝 心を盡 して 之 を 救へ』 と。 靑年は 母の 遣 言を聽 きて、 快 

よく 之 を 請したり。 もな く 母 は 逝きぬ。 靑年は 青雲の志 を 抛ち、 辯護士 たらん との 望を斷 ちて、 

北 ハの姉 を 救 はんと 決心せ り。 而 うして 彼 は 自ら 俳優の 端に 其の 名 を 列ね て、 姉に 接近し、 10 方 乎 を 

盡 して 危險 のうちに 之 を 保護し、 如何にもして 眞 面目なる 生涯に 引き返へ さんと 企てたり。 些の骨 

折に て は&斐 なかるべし。 名譽 をも棄 てて 卑しき 役者の 仲 となれ り。 同時に 彼 は 或る：；！ 人と 結婚 

せんとせ しか ど、 姉 を 救 はんが 爲 めに 之 を 思 ひ 止らざる ベから す。 彼 は 音 樂に 堪能なる 所より、 姉 

の 良人の 一座に 加 はるを 得たり。 斯くて 彼 は 言 ふ 可らざる の 苦痛 を 《せめ、 遂に 重き- を も 得たり。 

玆に 於て 姉 は 始めて 母の 苦勞と 弟の 切なる 同情と に、 其の 眠れる 良心 を覺醒 せられ、 遂に 善心に 立 

ち 返へ るに 至れり、 此は 小說の 梗概な り。 

ああ 我等の 世渡り、 また 斯の 如く 浮薄に して 愚なる もの あらざる か。 勳 功と いひ、 擧識 とい ふ。 

富^と 呼び、 榮 華と 叫ぶ。 然れ ども ロハ だ 現在の 社畲 のことの みならば、 これ 將た 乞食 役者の 仲 Si 入 

りせ ると 何ぞ 撰ばん。 中 村 敬 宇 先生、 死に 臨んで 奧野昌 綱 翁に 語って 曰く 『余の 生 ：泥 は 叫 文 八 文の 

小 遣 帳 を 付けた るに 過ぎ ざり き』 と。 彼 は 文 掌 家な りき、 擧者 なりき。 高尙 なる 生活 を營 みたる も 

のな りき。 而 かも 先生の 生涯 は、 是れ 遂に 四 文 八 文の 小 遣 帳 を 付けた るの みとの 嘆总 を禁 する こと 

を 得 ざり き。 王侯、 贵人、 富豪、 大臣、 歸 すると ころ 皆な 此の 如きの み。 彼等 は 神 を 知らす、 神に 

竹ざる なり。 親に ざる は 不孝の 子に あらす や。 斯の 如き 罪人に 對 する 神の 聖旨 は 如何な らん。 


せて 王：！：： 齢の 詩 を 請む。 * の 放逸なる を 憂 ひ、 其の 友季 浦が 京に 行く に 別る るの 時詠ぜ しと ろ 

なり。 

故 園 今 在 灞陵西 、江 畔逢君 醉不迷 

小お 郯莊 尙漁獵 一 封書 寄 數行啼 

彼が * の 身 を 案じ 烦 ふの 愛情 拘 すべきな り。 * は志飩 く、 现想 低く、  ロハ だ 山に 獵し、 ：n に 漁す る 

の 外、 何の 思.^ もな く、  RI 曰の らくら と 遊び暮らしつつ あり。 兄 は 窃かに 之 を 憂 ひて、 數 行の 淚を 

流しつつ あり。 此の 詩 を讀む もの は 兄 * の 愛情 を 刺激せられ、 互に 天の 一 方に らして 相 慕 ふの 情 

禁じ 難き を覺 ゆるな らん。 『^蛉 釣り 今日は 何 所まで 行った やら』。 加贺の 千代のと は、 稍 や 共の 意味 

を 異にせる 方面に 於て、 王 13 曰 齢の 詩 は實に 善き 親、 慈愛 深き 兄の 精神 を 現 はせ るな り。 試みに 思 

へ、 我等の 生活 は 宛 がら ^蛉 釣り、 蟬を追 ふの みに 日 を 暮らす 悪太郎の 如く 不牵 の舉 動ば かりに 

て、 父母の 心 を 痛む る 不良少年の 如くなら ざる を 得ん や。  - 

苺将は 親しく 神の 心 を 知れり。 神の 心は淸 し、 此の儘に ては滿 足せら るべ からす。 故に 艰-^ は 十 

字 架の ヒ にて、 人類の ために 神に 祈れり。 『父よ、 彼等 を赦 した まへ、 彼等 は 北 ハの爲 すと ころ を 知ら 

ざるが 故な り』 と。 自ら は 罪 を 知ら ざれ ど、 罪深き 人類の 爲 めに 彼 は斯の 如く 神に 謝したり。 おし 

夫れ 名 # を 抛ち、 .1^ を 一家の 爲 めに 獻げ て、 其の 姉 を 罪惡の * より 救 ひたる 太 利の 孝心 深き 靑年 

に 感服す る 心 あらば、 叉 耶穌の 苦衷 を も 推し Efs!. 一り て、 之に 同情 を 表せざる 可ら す。 彼 は 神の 心 を 知 
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り 人の 罪の 恐るべき を 思 ひ * 父よ 彼等 を赦 した まへ と 祈り、 且つ 血 を 流して 共の 目的 を 成， 就 

り。 おし 姉の 墮落を 背負 ひて 苦む を 人生の 趣味 深き ことなり とせば、 基督の 生活 は北ハ の：；^ も S な 刻な 

る ものに あらす や。 人類て ふ大 いなる 家庭、 不孝の 子 多き うちに、 獨り目 醒めて 父なる 神つ、. ：3 こ 4 

へる は、 耶穌 なり。 彼は實 に 神の 獨り 子な り。 耶穌に 於て 人の 神に 對 する 3 呉： 止なる 孝 近 は 明かに ま 

一 

られ たり。 斯の 如く 神の 心 を 其の 身に 體 して 敎へ論 さるる 基督の 同情と 慈愛と に接觸 せんか、 誰れ； 

か 心 を 打 たれ、 我を折られ、 願く は 我 を 救 ひた まへ と 絶叫せ ざらん や。 兹に 於て か 耶穌の 譬に兌 ゆ！ 

る 如く、 放蕩 兒が 前非 を 悔いて、 其の 父の 許に 歸り、 『父よ、 神に 逆ら ひ汝の 前に S§ を 犯したり、 id 

は汝の 子と へらる るに 足らす、 汝の奴 僕の 一 人に 加へ たまへ』 と 嘆願せ る 心地と なるべし。 人 は 一 

此 所に 始めて 本來の 我に 復 へる。 此 心の 經驗を 得る まで は 人 の眞 面目 は發 揮せられ ざるな り。 富； 

K も、 學識 も、 眞 正の 人 を 造らす。 歸 るべき 我が家に 歸ら す。 錦 を まと ひて 家に 在るべき 身り 荒野 

のぶせ 

に 野 伏り し 居るな り。  .  一 

迸を^；^^て孝道に歸す。 此の 眞義は 基督に 現 はれたり。 人の 罪に 對 する 神の 心 を 知り、 血り 汗 を： 

流して 之 を 憂 ひたる、 思慮 深き 活ける 孝道 を 見るべし。 之を覺 りて、 深く 感す るが、 道に 入る とな 一 

り。 即ち 恶督の 信者な り。 然るに 何等の 差 支 ありて か、 之 を爲す こと 能 はざる や。 斯の 如き 孝 g に 

入る に ：！： が 故に 躊路 する や。  ； 

忠孝の 道 は 道徳の 研究、 若く は 學理の 研究に よりて、 決して 人の. 心に 徹底す る ものに あらす。 然ー 


れ ども^ 将に現 はれた る极本 的の *s は、 必す 人の 至誠に 徹すべ し。 此の 意義の 了解せられ たる 曉 

を、 se 正の 救と いふ。 即ち 放蕩 兒が 父に 復 りたる ときの 心なり。 耶 穌に從 つて 孝迸 を！^ す、 北 ハの心 

の I ぶ-: 悅、 平和、 何 を 以て か 之を譬 へん。 路加 傅 第 十五 章 放蕩 兒の 譬喩に 兑 ゆる 如く、 父の 許に 役り 

たる 子 は、. 鄉き 一：：： 一る 美 はしき 衣服 もて 飾られたり。 其の 指に は 環 を はめ、 北ハの 足に は 旭 を^が ちた 

り。 概確を 纏 ひて 豕を牧 ひたる 昨日の 彼に 較 ぶれば、 其の 變化、 共の 幸福、 S に 驚く に哄 へたり。 

然 かも 此の 變化、 此の 幸福 は、 また ル M な 我等 を 待つ ものなる を記惊 せざる 可ら す。 諸^に して 心機 

比 所 こ 一 傅チ, ば、 S ちに 此の 境に 入る を 得べ し。 求道の 志此に 至りて 成就す るな 
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, 相 交りて 相識らず 

『耶穌 彼に 曰け る は ピリ ポ我 かく 久しく 汝ら と^に 在りし に 未だ 我 を識ら ざる か、 我 を 見し 者 は 父 を 見 

しなり。 何 ぞ父を 我に 示せと 云 ふや。 lif  ，一) 

耶 as 世 を 去らる & 前夜の ことなり。 弟子ら が 狼狠を 極め、 前後 不覺の 有様なる を 偶れ み、 之 を 慰 

めて H く 『汝ら 心に 憂 ふる 勿れ、 祌を 信じ また 我 を 信すべし。 我が 父の 家に は 第 宅 多し。 然ら すば 

かお 

我 1^ て 汝らに 之を吿 ぐべき なり。 我なん ぢ らの爲 めに 所を備 へに 往く。 もし 往 きて 我 汝ら の爲 めに 

所 を 倫へば、 又來 りて 汝らを 我に 納く べし。 我が 居る 所に 汝らを も 居らし めんと てな り。 汝ら 我が 

往く所 を 知り、 又 其の 途を 知る』。 

耶穌 共の 父の もとに 往 かる。 其の 途は 犧牲獻 身の 十字架 を經 るに あり。 トマス 例の 如く 疑 を揷み 

て 曰く 『主よ 我ら 汝の往 く 所 を 知らす、 如何にして 其の 途を 知らん や』。 耶穌 答へ て 曰く 『我 は途な 

り、 眞理 なり、 生命な り。 我に 依ら ざれば 父の もとに 往 くこと 能 はす』 と。 即ち 耶穌 其の 人 自身が 

祌に 達する の途 なり。 此は 彼が 神の 眞相を 現 はし、 其の 愛 を 受け、 愛を以 つて 之に 酬 ゆるの 牛； 命 を 

^し、 之に 凡ての 人 を 同化せ しむる の 能力 ある を 以てな り。 凡そ耶穌某督を信する^<;は、 彼の 充ち 


足れろう ちょり 受けて 恩寵に 恩 籠 を 加 へらるべし。 故に 耶穌 HI く 『もし 汝ら我 を 知らば 我が 父 を も 

知るべし。 八， より 汝ら彼 を 知るな り。 已 に汝ら 彼を兑 たり』。 

ピリ ボ 之を閱 きて、 彼が 今日の 境遇 人生の 暗夜 を迎 るが 如きな かに、 若し 父 を兑る HJ を 得な ば、 

あら 

假 令耶穌 去る とも、 心懸 りなし。 父を兑 ると は 耳よりの Hi た 聞く もの かな。 主よ 我らに 父 を 示 はし 

給へ、 然 らば 足れり と 云 ひ 出で たり。 なれ ども 氣の 利かざる 彼 は、 前後の 辨へ もな く、 調子 外 

れ なる を發 したるな り。 

三年 前 彼が 我れ メシャ に iif ね 逢 ひぬ とて^ 躍して 耶 穌に從 ひしょり、 ピリ ボは 祌の顯 現なる 耶穌 

とともに 出入し 起 Ite したるな り。 彼の 受けた る敎育 は、 之 をして 今顷は 天父の 愛 を 感じ、 共の 恩 { 舵 

に觸れ しむる に餘り ありし と 云 はざる 可から す。 耶穌に 接して 祌の冇 無 を 問 ふ は、 芙 嫌に 登りて 山 

を尋 ぬるに 異ならす。 然れ ども ピリ ボは 父た るの 本質 固より 愛の 品性なる を 忘れ、 モ ー セ、 H リャ 

などの ト：： 事に 做 ひて、 外的の 顯 現に 祌の 威力に 接する こと を 望めり。 彼 は祌の 顯现に 咫尺し つ、、 

茫然. ts 失、 漫然 只 だ 父 を 我らに 現 はした まへ と 云へ り。 

耶酥 H く 『ピリ ボ我 かく 久しく 汝ら とともに 在りし に 未だ 我 を 知らざる か』、 も 失 ^1: 土の 1 語^に 

としごろ 

似たり。 之と 同時に 嘆息の 聲を 聞く が 如き 心地す。 年 來の敎 育 は斯 くの 如き 1.5^*2^ を ハ へしの みなる 

か。 云 ひ W. 斐な きこと にあら す や。 汝 未だ 我 を 知らざる かと。 ピリ ボの答 は耶穌 をして Si 緩し く感 

ぜ しめたり。 弟子の 腑甲斐な きに 呆れた る もの- - 如し。 多くの 人はピ リボの 如く 的の 力 鈍 
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いたで  すで 

く、 耶穌に 接する こと だ淺 薄に して 主の 愛に 痛手 を與 ふる を 常と す。 ばぶ てす ませられ しょり 已 

あつ ばれ  じゅこん  ひ と 

に 多少の 年月 を 重ねたり。 天 晴耶穌 と 入魂な りと 自ら も 許し、 他人に も然 かと 思 はる。 然れ ども 北ハ 

の 問 ふところ 依然として ピリ ボの範 圍を超 ゆる 能 はす。 父と 相 離れざる 耶穌を 兌れ ども、 靈 的の 意 

味に 於て は 之 を 知らざる なり。 ピリ ボは父 を 見る とい ふ點に 就いて 此の 請求 をな し、 此の 訓誡 を與 

へられし ことなる が * 我等 は 之 を 神の ことのみ ならす、 他の ことに も應 川して、 共の 利益 多き を認 

むべ し。 

ま 二と 

無論 共の 第 一 の點 は、 ピリ ボが 耶穌を 知りながら、 眞に神 を 知る を 得 ざり しこと なり。 彼が 父 を 

我等に 示した まへ と 云へ るに 注意せ よ。 彼 は 神と 云 ふ 語に 滿 足し 難く、 頻りに 父と 呼び^べき 意味 

に 於て 信仰の 實驗を 得た く 思へ り。 世に は 神と 呼ぶ もの 少なから す。 然れ ども 只 だ 爾か云 ひしの み 

にて は滿 足す ベから す。 支那 人の 现想的 父と 欧米人の それと は 同一 にあら す。 祌は 如何なる 意味に 

於て 父なる か。 耶穌は 彼 自身の 父と して 神を敎 へたり。 父と 云 ふ 意義 は祌 と耶穌 との 關係を 解す る 

二 まや 

に 及び、 始めて 明かなる べし。 祌は 即ち 耶穌の 祈りて 聽 かれ * 慰められ カを與 へられ、 濃 かなる 愛 

を 以て 仕へ、 死に 至る まで 從 ひし 彼 自身の 父な り。 我等 多く は 漠然； t を 父と 呼びて、 北 ハの耶 穌某督 

たと ひ  . 

の 父なる を 思 はす、 彼 を 見す、 否 な 假令之 を 見る も 其の 精神に 觸 るる ことなくして、 漫 りに 父 を 我 

かゆき  あや 

等に 現せと 云 ふ。 其の 信仰 靴 を 隔てて 痒を搔 くの 趣き を 怪しむ 勿れ。 此は 全く 耶穌茶 督の父 を兑ざ 

ねっせつ  If- てろ 

る を 以てな り。 我等の 祈り 熱 切なら す、 何となく 物 足らぬ 心地せられ、 天父の^ 3:: を樂 しみ、 之に 


從 ふこと を 喜び、 忠實に 之に 仕 ふるの 心 乏しき は、 耶 穌に隨 行す る こと 久しき を經 たれ ども、 未だ 

深く 北ハの 心に 通じ、 共の 人格に 觸 るる こと 淺 きを 以てな り。 $c に 思 ひ 煩 ひて、 父と ともに 在る が 如 

く：：：：^ _ え ざ る は、 宵 際 耶穌を 知 らざ る に 由る と 云 は ざ る 可ら す。 

たまし ひ  い.^ ち 

一 一  多くの 人々 は靈 魂の 歸 趣に 迷 ひつ & あり。 彼等 は 永遠の 生命に 就きて 確信 をお せざる なり。 

假令グ リシ ャ、 ：！ マの 學 者ら の 唱道せ し來 世論の 程度 位に は 達する こと あらん も、 來世的 信念 

心の中に 活動せ す、 其の 生活 を 支配す る ことなし。 靈魂不 減の 信念 は 殆んど 影法師の 如く、 微弱な 

る 生存 を 維持す るの み。 甚 しき は 心理 舉 より 之 を 研究して、 其の 考へ 未だお， まらす、 お 無の 疑に 苦 

しめらる。 此 等の 人々 にして 汝耶穌 を 知る やと 問 はれな ば、 必す然 りと 答 ふるもの あるべし。 彼等 

は 耶穌の 傅 記 を 知り、 其の 言行 を 喜び、 其の 道德 的敎訓 に心醉 せり。 然れ ども 耶穌の 心 を 知る こと 

淺く、 相愛の 關係 未熟に して、 殊に 彼が 靈魂を 愛する 所以の 深意 を 味 ひ、 北ハの 十字架の 精神に 接觸 

せば、 自ら 靈 魂の 烏 有に 歸 すべから ざる 道理 を發 明すべし。 人格の £、 航明 かなら ざれば、 9、^ 魂 不：？ 

の E 心 想 確かなる 能 はす。 此の 思想 共お 督者 のうちに 勢力 を 有し、 其の 生命 を 支配す る は、 某. お を 知 

り、 北 ハの救 を 知り、 彼と 我等との 關係 深く 且つ 切なる もの ある を感 する が 故な り。 

蓋し 品性 は 個人的な り。 個人的 人格 減せば、 隨 つて 其の 品性 も滅 ぶべ し。 或は個人的人格：^！ぶる 

も、 人類 及び その 社 會繼繽 せば、 以て 滿 足すべし と 言 ふ 者 あり。 斯の 如く 滿足 する さ を E.^ る は、 人 

格の ffiig を赁 ばざる が 故な り。 基督教の 救 は 人格の 惯館を S からしむ。 而 うして 之に 由って £1? 魂の 
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不滅 自ら 證明 せらるべし。 耶 穌の喷 ひ、 敎へ、 薰陶 したる 靈魂 一 朝に して 消え 失すべし と は、 基督 

者の 想 <r あし P きと ころな ゥ。 然るに 尙 ほこの 問題に 惑 はば、 自ら 基督 者 流と 異なる ものな しと 思 ひ 

つ.. -、 幾年 月 を 重ね たれ ども、 眞 は耶穌 基督 を 知らざる ものな りと 知るべし。 耶穌は 此の 載に 向つ 

て ピリ ボに與 へたる と 同 一 なる 問 を 投げ 懸けら るるな らん。 

第三 罪悪に 對 する 感覺の 鈍き も 同 一 の 原因に 出づ。 我國人 古代の 罪 惡觀は 猶太 人と 一 般、 肉體 

の 汚れな どに 重き を 置け る 者に て、 祝詞の 如きに 現 はれた る 感想 幼 禅に して 低し。 然れ ども 大和 民 

埃. n 神の 前に 憚る ところ 多し との 意味に 於て、 罪悪の 觀念 を懷き 居たり。 若し 之 を § せば 深き 宗 

敎的 意識にまで 發 達する を 得べき 素質 を備 へたり。 然るに 佛敎 儒教の 感化に 妨げられ、 今 は 不道德 

ある を 知って 罪 を 知らす、 不義 を感 すれ ども 神の 前に 責任 を 負 ふべき 罪悪 ある を 忘る。 萬 有 神敎的 

$  すで 二う くわ v\ 

の 佛敎に 正しき 罪惡觀 なき は 怪しむ に 足らす。 此の 點 我が 國 民の 痛疾 なる を覺 ゆ。 其の 病已に 膂肓 

に 人れ り。 故に 基督教の 罪悪 觀は 容易に 我が 國 民に 理會 せられざる なり。 向上心 を 鼓吹し、 ff^ を 

語り、 安心立命 を談 じ、 倫理 問題に 多大の 趣味 を 寄す。 然れ ども 其の 態度. 11: 所 ともなく 基督 敎 化せ 

られ ざるが 如き 跡 あり。 此は 罪惡の 感覺遲 鈍なる が爲 めにあら す や。 推しな ベて 我が 國民 はパゥ 

£1、 ルゥ テル、 其の 他 聖徒ら の 意識せ る 如く 罪惡を 意識す る こと 能 はす。 

耻を 知り、 義 に 勇む の 精祌に 富める 武士道 動もすれば 高慢に 流れ、 利己主義に 陷る。 深く 基督 敎 

の， 係』 を 解 する こと 能 はす。 罪 を 知る こと は 心に 疾し きを 覺る のみなら す、 H< 父の 心 を 推し測って 


之 を 恐れ、 之 を 悲しむ の 謂な り。 基督教の 罪惡 意識 を 知らん と 欲せば、 十字架 上の 耶穌と 共の 經驗 

とに 深く 立 人り て、 卵に 對 する 神の 感覺に 同情 を 寄せざる 可から す。 只 だ 自己の 體面を 道ん じ、 共 

の 氣節を 中； 只ぶ ところよ ひ、 品性の 問題に 煩悶す るが 如き は、 詮 すると ころ 一方より 兑れ ば、 傲投心 

より 發し、 利 e の 念に 根ざす ところ 多き を認 むべ し。 阔 民の 宗敎 意識 大いに 共の. R 針み」 改め、 ： 止 S 

に 惡を 感じ 5^ る 如き 世界 觀を 奉す るに 至ら ざれ ぱ、 自. 權も 眞赏に は 興起せ ざるべし。 百の 改 

革 沙汰、 林 _ ^にして 冠 aa- する に 外なら す。 武士道の 如き 闽 民の 弱 點を現 はせ ひと 斷ー 一一.：： する もの あり 

とも、 また 一 现 なしと せざる なり。 

傅 道す る ものが 多く 社會、 家庭、 道 8- の 問 题を說 きて.， 基督教の 极 本義に 進まざる は. 1： ぞゃ。 

てが X 

後者に 就 い て は！： 民 の 心 に 其の 手 懸りを 見出す こと 能 はす。 11^ の 同 を 喚起し 易き を 以て 共の 好 

尙に投 ぜんと 欲する のみ。 然れ ども 基督 敎の 妙味 は 日本 國 民の 解し 難き ところ、 其の 緣 遠き ところ 

にあり て存 す。 只 だ 我が 國 民の 首肯し 得る 敎義 のみなら ば、 何ぞ 殊更に 基督 敎を傳 ふるの 必要 あら 

んゃ。 よし 社 會に容 れられ ざるに もせよ、 基督 敎の眞 意義 を發^ する が、 基督 敎傅 道の 本 なりと 

心 5：： べし。 耳 ありて 聽 ゆる もの は聽 くべ し、 耶穌は 其の 敎の 内容 を 削減して 世 を 引きお けんと は 試 

み ざり しなり。 彼 は 多くの 人の 見る とき 見ても 見す、 聽 くと き聽 きても 悟らす、 心 を 改めて 其の 卯 

を赦 しお ざらん が爲 めに、 多くの 說敎 をな したり。 此の 思 ひ 切りた る傳 道が 基^教の 特 色なる にあ 

らす や。 

相 交りて 相識らず  二 九 一 


相 交りて 相識らず  二 九 二 

今や 鬼 西 思想 融合の 潮流 滔々 として 世界に 蠆延 す" 而 うして 東洋の 思想 及び 好尙 と接觸 したる 歐 

米の 基督 敎は、 或る 方面に 於て 其の 固有せ る 深き 信念 を埋沒 せられん とする の 倾向を 現 はしつつ あ 

り。 • 古へ 土 耳 古の 勃興が 歐洲に 影響した ると 稍 や 似たり。 我等 東洋に 於て 從來の 病に 顧み、 大いに 

基督教の E 面目 を發揚 せんこと を 心 懸けざる ベから す。 斯の 如くして 東洋の 基督 敎 却って 世界の 基 

督敎阈 に 健全なる 異彩 を發 ち、 東西の 宗敎的 權衡、 或は 共の 地位 を更 ふるもの あらん も 知る 可ら 

す。 口 本 基督 敎の 責任 甚だ 重し • 

多くの 人の 罪 惡に關 する 意識 明かなら ざる は、 基督と 其の 罪に 對 する 心と を 知らざる が 故な り。 

願く は 彼 をして 『我 かく 久しく 汝ら とともに 在りし に、 尙ほ我 を 知らざる か』 と 嘆息せ しむる こと 

なから しめよ。 

或は 罪悪 を感 する こと 深く、 其の 痛恨 堪へ 難き を覺 え、 失望し、 落膽 し. - 煩悶して、 力なげ に 生 

活 する もの あり。 此等 もまた 前の ものと 異なりた る 意味に 於て 基督 を 知らざる に 座す。 基捋と 共の 

十字架と に接觸 し、 之に 由り て 罪の 赦し を感 する こと を 得な ば、 罪人の 胸中 も 光風： 奔 月の 如く、 幅 

た £ しひ  ， 

音 の 平 和靈魂 に 充滿す べきな り。 

らん かう げ 

や：？ 叫 耶穌を 知らば、 人生の 相場に 亂 高下 を 来すべし。 基督教の 妙味 は 人生 事物の 惯格を 狂 はし 

むる にあり。 貴き は 低く、 低き は 揚げられ、 智慧 は 愚と なり、 弱き もの 强く、 恐るべき もの 恐る ベ 

からざる に 至る。 從來の 標準に て は 我等 は 到底 頭を揚 ぐる 能 はす。 然れ ども 耶 穌 は 人生の 相場；^ を 


しん 

變更 したり。 货賤 §、 强 8- の眞 正の^ 格 化 まれり。 然るに 尙ほ •：！： をお、 何 を 食 はんと 思 

ひ烦 ひ、 戰 々競々 として：：：々 を 送る もの 少なから す。 是を 要するに 耶 を 知らざる が爲 めな り。 彼 

必 す 一： ム はん 『我 かく 久しく 汝ら とともに 在りし に 未だ 我 を 知らざる か』 と。 

然 らば 如 •：！： にして 耶穌を 知り、 之 を 愛し、 之と 一 つになる を^べき か。 ！ I：  く 『我が 誡を 有ち て 之 

を 守 者、 即ち 我 を 愛するな り。 我 を 愛する もの は 我が 父に 愛せら る。 我 も 又 之 を 愛して 彼に. n ら 

を 示すべし』 と。 彼 を 知る 方法 は、 频 りに 研究し、 ^跏跃 や；、 P (想して、 禪定に 人る が 如きに あら 

す。 共の 誡めを 守り、 雜を 有つ にあり。 右つ と は 之 を 心に 受け 之 を 肺腑に 徹せし め、 之 を 玩味し、 

^嚼 し、 消化し、 舎お する にあり。 守る と は客觀 的に 之を應 ffl する を 云 ふ。 かくて 神の愛 鮮 かに IT. 

ぢはひ 

.tn せられ、 深く 心に 徹底し、 共 云 ふ 可から ざる 味を覺 りて、 之を樂 しむに 至る。 此^1|!に於て耶8-の 

3M 面 n 自ら 明かに 示され、 基督 傅に 於て 彼 を 知る が 如きに あらす、 彼 自身 親しく 我等の 心に 現 はれ 

來る。 此の 實驗 に逹 せんか、 焉んぞ 我に 神 を 示した まへ と 云 ふの 必要 あらん や。 g^t^- 不：！ の 奥義 

ゆ 5 ベ 

も、 罪惡の 意義 も、 人生の 惯 格 も 明瞭に 了解せられ、 今朝の 贫 民、 夕 は 王侯の {:m をいた し、 物 iJM 

な 我が 所お なりとの 自信 を 5：： るに 至らん。 『我 かく 久しく 汝ら とともに IH^ りしに、 未だ 我 を 知らざる 

i  PC 

力』 

(1 九 〇 八 iii- 1 3 

相〕 父り て 相識ら す  二 九 三 


冉. び 求？ a 者に 吿ぐ  .  二 九 四 

再び 求道者に 吿ぐ  - 

あくるひ 

『明日 また ョ ハ 子 二人の 弟子と 偕に 立ち、 耶穌の 行く を 見て 神 の^を 觀 よと 曰 ふ。 かくい へ る を 弟子 聞きて 

耶稣 に從ひ 行けり。 耶統 彼等の 從 へる を 间 顧て 爾ら なに を 求る やと 彼等に 問 ふ。 答へ て ラビ 何 所に 船る や 

と 曰 ふ。 ラビ を譯 けば 師と 云ふ義 なり。 耶觝 彼等に 來り觀 よと 曰 ひた まひければ、 遂に 往 きて 其の 住り！^ 

？ J ところ を 見て、 是 E ともに 住れ り。 時 は晝の 四時 ごろな りき。 ョハ 子の 曰し 言 を 聞きて 耶觝 に從へ る 二 

人の 者の 一人 はシ モン、 ぺ テロの 兄 ァ ンデレ なり。 かれ 先づ その 兄弟 シ モンに 遇 ひて EI ける は 我..， メシ 

ァに遇 へり。 メシ ァを譯 けば キリ ス 卜な り。』 (約 翰 1^ 1 の 三 五丄ニ 九) 

今夜 は靑年 諸君の 催しに 係る 集會 なり。 されば 古へ ガリ ラャ の靑 年、 耶 穌に來 りて 敎を ai きしと 

きの 願 末 を 研究せば、 諸君の 参考なる べき もの 多 かるべし。 

耶穌の 弟子に ぺ テ a と 云へ る もの あり。 天主 敎 にて は 彼 を、 治 子 のうちの I 取も大 いなる ものと な 

す。 其の 兄弟 を アンデレと いふ。 此の 外 ヨハネ、 其 兄弟 ヤコ ブ など 云る 數 名の 靑年は 如何にして 耶 

穌に從 ふに 至りし や。 其頃バ プテ ス マ の ョ ハ ネとぃ へ るもの3^でたり。 彼 は 熾なる 精： f を 以て 倚 近 

したり。 元來 ユダヤ は國 小な りと 雖も、 现想 高く、 精神に 富みた る國 柄な り。 ゲ リシ ャ、 a マ は 文 

寧、 及び 政治に 於て 世界の 覇權を 握りたり。 而 うして ユダヤ は靈的 王阈の 覇權を 握らん こと を、. ：3gf- 


けたり。 寶にグ リシ ャ、 0 マ、 へ ブライの 三 阔 によりて 代^せられ たる 文明の、 三大耍 素 を 合し 

て、 之 を 大成す るに 及び、 始めて 完全なる！ >：！^ を 生す る を 得べ し。 ^人に 於ても また 然 かなり。 

ユダヤ！： 民 は 斯る现 想 を 以て 立ち たれ ど、 事 志と 逮ひ、 中道に して 氣 挫け、 ^^神"！；5- へ、 加 ふるに 

政ュ^^の勢カ振はす、 常時 途に羅 馬 帝 阈の屬 國 と はなり たり。 神 的 生命 を 道せ し！： は、 .：：H と權 

力と に^-倒せられ たるな り。 人民 は 憤慨せ り。 亡！： の 民、 怨を 呑んで、 何れの 日に か 北 ハの耻 を ャ.： 

ぎ、 其の 自. S を 恢復せ すして 已 むべき かと、 薪に 臥し、 瞻を c:^ むる の 思 ひを爲 せし なり。 

斯の 如く ユダヤ！： c„s 時の il^ 態 は、 外 は羅馬 帝阈の 侮り を 受け、 內 は！： 民の 生命と も 云 ふべき 信仰 

衰 へたり。 一方に は サド カイの 徒 あり。 彼等 は 自らの 門閥 を S. かすに 熱心して、 は. S に 國：： ^を 思 

ひ、 {ー： 小 敎に心 を 注ぐ ことなし。 他方に は パリ サイの 徒 あり。 彼等 は 宗敎に 熱心なら ざるに あらす と 

雖も、 形式に 走り、 儀 文に 拘泥し、 宛 がら 白く 塗りた る 慕の 如く、 外形の み 美 はしく して、 共の 內心 

の醜狀 見る も 忌 はしき 有様に て ありき。 內憂 外患 交 も 至り、 何處を 見る も 心 を 傷まし めざる ものな 

つ 5w とり 

し。 |§ 惡は 横行せ り。 社會 問題 は 切迫せ り。 貧富の 關係は 益々 面倒と なり、 稅史の 問 题も八 釜し 

く、 血 を 以て 血 を 洗 ふ 如き 兄弟の 爭ひ あり、 夫婦の 關 係亂れ て、 耶穌の 裁判 を 仰ぐ に 至れり。 .si に 

幾多 困難なる 問題 は、 社會の 各方 面に 湧き上れり。 此の儘に て は 致 方な し。 國を靡 はれ、 人 尺は斯 

の 如し。 如何にせば 可な らん か。 人心 淘 々として 一日 も 安き 思を爲 さす。 世 は 早 や 末にな りつる か 

と、 心 を 痛め 望 を 失へ る もの も 少なから す。 

再び 求道者に 告ぐ  1 九 五 


再び 求道 fl*: に告ぐ  二 九 六 

更に 恐るべき は^ 人の 心に 踫 ひたる 罪 惡 なり。 此は ユダヤ！： 民に 取りて、 ni^ も ^3.: 大なろ ii: 题 にて 

ありし な ひ。 彼等の 罪に 對 する 觀念 は、 他闽 民よりも 一 暦 深く rns つ 切なる もの ありき。 ；；^ 九十 一 

篇の 如き を讀 まば、 彼等が 如何に 腐 面目に 罪て ふ 問題に 注意し、 且つ 共の 感じの 疝 切なり しか を 察 

知す る を 得べ し。 罪と は 斯く斯 くの 惡事 を爲 せりと いふが 如き ものに あらす。 彼ゅ^-は云ふ 『視ょ 我 

よこしま 

邪曲の なかに 生れ、 罪に ありて わが 母 我 を 孕みたり き』 と。 靈魂已 に 腐敗し たれば、 神 を 愛し、 之 

に 事 ふること 難 かしく、 高尙 なること よりも、 小さなる ことに 苦心し、 极 底に 於て g: 惡に陷 りた 

り。 此の 悪しき 本性、 汚れた る靈 魂、 如何にせば 之 を淸め 得らるべき か。 此 等の 問 题に忍 を 凝らし 

たる は、 ユダヤ 阈 民が 天下に 傑出せ る 所以な り。 斯る 素養 ありし は、 やがて 彼等が 神 上 世界に 親 

權を 握り た る 所 以な る ベ し。 

とも 

彼等 は斯の 如く 個人の 罪を薆 ひたり。 之と 同に 一 方に 於て は 平和 を 求む るに も 汲々 たりし なり。 

此は我 闽民も 同情し 得らる ると ころな らん。 現在の 生活に 安堵せ す、 恰も 針の 筵に 座す るが 如き 思 

を爲 して、 少しも 平和な し。 斯くて 頻に眞 正の 安心 を 求め、 如何にして 新しき 局面 を 開くべき かて 

ふ 儼し き 問題に 頭を惱 まし 居た ひ。 彼等 は 重荷 を 負て 險 しき 山に 昇る が 如く、 精神上の休^::^を55ん 

と 欲する の 念 切なる もの ありき。 耶穌が 『凡て 疲れたる もの、 軍： きを 负 へる もの は 我に 來れ』 と 云 

はれし は、 當時 人心の 最も 痛切なる 耍 求に 應 ぜられ しものと 見るべし。 寳に 彼等 は 平和 を渴 して 

已 まざりし なり。 


此の 時に CHE りて バプ テス マの ョハ ネは 起てり。 彼 は 久しく 荒野に 引き りて、 深く 祌の 敎を尋 

ね、 熱心に 神に 事へ、 獨り行 ひ 澄まし、 遠く 盧 ゆて 銀 鍊 修行し、 1: 民の 罪悪 を 救 ひ、 之に-:^ 心を與 

へ すん ば已む 可ら すと 身 を 挺して 偉 道に 從 事したり。 共の 一た び 呼ば はる や、 阔ほは 南北より 

群り 椠 ひたり。 

彼 は 正 一な りき。 已れ獨 り 勢力 を 得ば 之 を 以て 足れり とする が 如き ものに あらす。 「しが名^^の輝 

くの み を 以て 滿 足せす。 深く 自ら 顿 みて、 其の 事業 如何にしても 足らざる ところ あ ひ。 旭 を 隔てて 

疼を播 くの m わ ひなき こと 能 はす。 其の 感化 人心の 奥に 徹底せ す、 朱だ眞 正の 平和 を與へ ざると こ 

ろ あ，^ き。 彼は嚴 格なる 人に して、 愛と 平和との 人に あらす。 彼は烈 太の 如く^り て、 贲め R5 っ戒 

めたり。 され ど眞 正の 安心 を與 ふること 能 は ざ. = ^き。 彼 は 水 を 以てば ぶてす まし、 或る Sti 度まで は 

れい んばふ 

感化 を與 ふれ ども 、要するに 對症 療法に 外なら す。 即ち 發 熱すれば 冷， あ 法を爲 さしむ るが 如きに 過ぎ 

ざろ なり。 其の^：^现を明かにして、 根本的 治療 を 施せる に は あらす。 彼 は 自ら 之 を 知れり。 世の 多 

くの 宗敎 殊に 自 稱；？ 一一 I： 者の 如き は、 自尊の 念 甚だ 强く 動もすれば S ちに 我に 從 へと 叫ぶ。 ウル 敎 

{ 秋 ほど 高慢に 陷り 易き もの は あらす。 彼等 は 神の 眞似 を爲 す。 故に 人眞 似す る ものよりも 更に 危險 

へ りく ど 

なり。 然るに ヨハネ は 自ら 足らざる を 知り、 謙！！ りて、 時勢 を考 へ、 罪悪の 极 底お，^ にも 深く し 

て、 到底 已がカ を 以て 之に 投 する こと 能 は ざろ を 感じたり。 我よりも 優れて 力 ある もの 現 はれて、 

此 難局 を 救へ よかし と 願へ り。 天道 は 人 を 殺さす。 救 主の 現 はれん こと は 目下の 必耍に 迫れり。 宗 

再び 求道者に 吿ぐ  二 九 七 


再び 求道者に 吿ぐ  二 九 八 

敎心 深き 彼 はー歷 切に 其の 必耍 を感 するとと もに、 救 主の 出づ べき を 信じて 待ちぬ。 否 な 救お は已 

に 来れり" 己れ は 其の 先驅に 過ぎす と 思へ り。 已を虛 うし、 識 遜りて、 神に 從 へる 彼の 心の 氣高 

さよ。 

やがて 耶 穌は來 りぬ。 ヨハネの 傳道 せし ところ は ヨルダン 河の ほとり、 風光 明 船の 地に して、 耶 

の 住まれし ナザレより は 十 里ば かり を 隔てたり。 耶穌も 彼の 説敎 を！！ かんとて 此 所に 來れ り。 彼 

も阈 民が篥 荷 を 負 ふて 苦しみ、 饑饉に 米 粟 を 求め、 早天に 雨 を 待つ が 如く、 救 を める もの ある を 

知り、 ョ ハ ネに： ：！； 情 を 寄せて 此 所に 來 りしな り。 

英雄 は 英雄 を 知る。 焖 服なる ョハぇ は 耶穌の 風釆を 見、 其 の^を 愛する こと 深く、 人心に ひそめ 

る 罪 を 洞察す る こと 明かなる に 驚き、 是れ 必定 世 を 救 ふ ものなる べしと 思 ひぬ。 世 を 救 ふ は 口先き 

のみに て出來 得る ことに あらす、 自ら 世の 罪 を 負 ふの 心 懸けな かるべ からす。 之 を 負 ひ、 之 を 取り 

除かん もの、 此の 人 を 措いて 誰ぞ や。 ョ ハネは 病 者が 寢苦 しさに 曉を 待ち 焦る、 如くな りしが、 此 

所に 渐く 東方の 白む を 見る の 喜に 接したり。 彼 は 切に 待ち 居た る もの を 耶穌に 於て 見たり しなり。 

我等が 耶穌を 見ざる は、 畢竟 彼の 如く 切なる 思 ひして 之 を 尋ねざる が 故に あらす や。 ヨハネ は 以心 

傳心 耶穌を 知れり。 已が 企て 及ばざる 所、 此 人に. 5 りて 成し遂げら るべき を 知れり。 彼は大 いなる 

害び に滿 ちたり。 さて こそ 世の 罪 を 負 ふ 神の 羔を 見よ と絕 叫した る なれ。 

斯く ヨハネの 立證 する を 耳に せし もの 多し。 然れ ども 之 を 聞きて 起ちた る もの は少 かりき。 招か 


K? 、もの は 多く、  ^ばる る は 少しと は、 十：： も 今 も 同一な り。 多くの 人の うちにて、 ョ ハネの^！总を了 

解せ る もの 僅かに 一 一人 ありし のみ。 

二人の 靑年は ヨハネの 意を諒 し、 跫 然として 其の後に 從ひ往 けり、 耶穌 i の足脊 を き：！？ けて 

问 顧り、 汝ら何 を 求む る やと 問へ り。 汝ら何 を 欲する か。 是れ實 に 大問题 なり。 諸お は 此の 堂に 來 

りて E:^ して 何 を 求む るか。 安心 か。 罪の 赦 しか。 品性の 問題 か。 國 家の 問 题か。 人世に 關 する 煩悶 

か。 世界 觀か。 諸君が 衷心 切に 求む る 所 は 何なり や。 此の 問に 對 する 答の 如何によ ひて、 人物の 高 

下 {： 儿る。 小さき 人物 は 小さき もの を 求め、 何 を 着、 何 を 食 はんかと 思 ひ 煩 ひ、 $^^滿たし、 富 H 

を み、 名 を^ かし、 横 威に 誇らん と 欲す。 此の 答に よ.^ て 其の 人の 價格定 る。 舉 校に 舉ぶは 抑 も 

何の 爲め ぞ。 試 驗を受 くる は 菜して 何の 目的に 由る か。 人生 を 如何に 送らん とする か。 『汝ら 何 を 求 

る や』 との 問 は、 人の 腸 を 鏡に 映して 之 を 眼前に 見せし むる が 如き 心地 ぞ する。 

二人の 弟子 之に 答へ て 曰く 『ラビ 何 所に 宿る や』 と。 我等 は閜 かんと 欲する 大 問題 を 有す、 此所 

は 途中な り、 先生の 宿處 だに 知る を 得ば、 又 後刻 改めて 先生 を訪 ひ、 心靜 かに 敎を受 くる 所 あらん 

と。 耶穌 答へ て 曰く 『来りて 見よ』 と。 後刻と 云 はす、 直ちに 来るべし。 彼 は 5a に 進まん とする 機 

會を 逸せし むる を 好ます。 人世の 大 問題 を 懷き、 靈 魂の 切に 求む ると ころ ある もの 直ちに 之 を 相 語 

る こと 能 はざる の理 なければ なり。 道 は 須臾 も 離る 可ら す。 片時 も祸豫 すべき ものに あらざる な 

り。 二人の 靑年は 喜びたり。 8, は 餘り推 參には 非す やと 恐る く 耶穌の 宿處を 尋ねた るな り。 然 

再び 求道者に 告  二 九九 
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るに 直ちに 來ひ 見よ と あり たれば、 雀躍して 其の 本懐の 達せら るる を 喜びたり。 は 『ラビ』 と 

叫びぬ。 此は當 時 初めて 流行り 出 だした る 語な り。 恰 かも 君 若く は 僕な ど 云 ふ 語の 鎌倉時代に 行 は 

れざ りしが 如し。 ラビと はへ a デ 王の 時代に 盛んに 使用 せられし 新 熟語に て ありき。 之を譯 すれば 

『我が 大人』 の義 なり。 先生、 若く は 夫子と 云 ふに 同じ。 贄を 執りて 其の 門に 舉 ばんと する を 意味 

す。 二人の 弟子 は ヨハネの 紹介に より、 a つ 直接 耶穌 の風釆 を目擊 して 思 ひ當る 節々 多く、 さて は 

ラビと 呼びかけ たるなる べし。 

はた ごや 

彼等 は 招きに 應 じて、 直ちに 之に 從 ひたり。 耶穌は 如何なる ところに 宿られし か。 旅舍 なりし 

か、 或は 家 を 借りて 住 はれし か。 主の 往 ひとあれば、 いと f なつかし &。 家 は 共の 主人の 趣. 味 を：： 取 

も 好く 現 はす ものな り。 大 なる 人格の 住居 は、 飾らざる も.； I： 所と なく 大 なると ころ あり。 例へば 佐 

野 源 左衞門 常世 (殊に 馬 琴の 描せ る) の^ 住居の 如き、 其の 盆栽、 其の 家、 其の 調度、 ^IIIら彼の人 

格 を 現 はすに あらす や。 

『來 ひて 見よ』 若し 能 ふべ く は 行か まほし き 心地す。 其の 夜 彼等の 間に は 如. 何なる 談話 や ありけ 

ん。 如 なる 問題 や 話頭に 上りた る。 聖書に 記す ると ころなければ 知る を 得す。 然れ ども 翌日 其が 

一人 アンデレ は 其の 兄弟に 逢 ひ、 語りて 曰く 『我- M メシアに 遭へ り』 と。 メシア は 基督の 義 なり。 

耶穌 は通稱 にして、 基督 は 職名の 如し。 神の 意 を 奉じて 道を傳 ふるの 天職 を 現 はす 名な り。 耶穌と 

いへば ナザレの 邑に 大工 を 業と せる 生涯 を 意味し、 基督と いへば 神の 子に して 精神 界の 君主、 人類- 


の 良心と して 之 を 指導す る もの を 意味す。 I 夜の 問答の 結 ra^ は、 二人の 弟子 をして 我等 メシアに^ 

へりとの 確信 を 起さし めたり。 ラビ 一 夕に して メシアと なる。 長足の進歩なら す や。 精神 問 题は時 

間に 限らる. k もの にあら す。 一 日 も 千秋たり。 千秋 も 一 日たり。 

『我ら メシアに 逢へ り』。 此 所に 逢へ りと ある 原語 は、 現出せ りとの 意な り。 彼等は耶^^とー夕の談 

話に より 忽ち 多年 待ち望み たる メ シァを 見出したり。 遂に 之 を 25^ 出し 得た る 嬉し さ を 包む こと 能 は 

ざり しなり。 1 莨に 雀躍して 喜びたり。 其の 兄弟 も 彼等の 喜びに 引き立てられて、 また 耶^に 聽き從 

ふに 至れり。 此れ 眞にカ ある 傅 道に あらす や。 

彼 ゃ始て 耶穌を 見る や ラビと 呼べり。 I 夕の 談話 は 彼等の 見解 を 進めて、 之 を メシアと 仰ぐ に 至 

れり。 後 更に 彼等の 信仰 は發展 して 我が 主よ 我が 神よ と 叫ばし むに 至れり。 此 所に 到菪 する は容： 

にあら す、 三年の 歲 月を經 たり。 耶穌と 起居 を 共に し、 其の 敎を聽 き、 其の 行 を 見、 其の 精神の 奥深 

き 所に 觸れ、 新 天地に 人れ る 心地して 、曾て ラビ 若く はメ シァと E わ ひし 耶 SJ は、 遂に 主と 仰ぎ 祌と崇 

まる、 に 至りし なり。 彼 を 見、 彼に 聽き しもの は 夥多 なれ ど、 其の 多く は 馬の 耳に <f.^, 佛の講 に fi れ 

す、 Si けど も聽ぇ ざり しなり、 中には 稍 や 心 を 動かして 之に 耳を倾 けたる も あれ ど 徹底せ す、 或は 

激しく 之に 反抗す る もの も ありたり。 耶穌に 接する こと は 人生 禍福の 定まる ところ、 精祌上 生死の 

分岐 點 なり。 

諸君の 中には 已に耶 穌に向 ひ、 我が 主よ 我が 神よ とて 倚りす がり 居らる、 も あらん。 或は 彼をメ 
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シァと 仰ぎ、 此の 外 我が 靈性 上の 敎師 なき を 確信す る もの あるべし。 或は 未だ 此 所に 達せす とも、 

ル^：な彼を大人と呼びて其の敎を聽かんと欲するの心はぁるべし。 國 民の 大 問題、 己が 一 身の 緊要 問 

題、 安心立命の 問題、 此 等の 問題に 解決 を 下し、 光を與 へて、， 靈魂を 啓 導すべき もの、 耶穌を 措き 

て.！ E> 所 こか ある。 公平に 考 ふれば 誰か 彼 を ラビと 呼ばざる もの あらん や。 諸君 は擧 りて 『ラビ 今日 

何 所に 宿る や』 と 問 ひ、 切迫せ る大 問題に 解決の 與 へられん こと を 望まるべし。 諸君 若し 今夜 彼と 

ともに 語り明かされん か。 必す 其の メシアた る を 悟り、 救の 事業 を 完成し、 眞 正の 平和 を與 ふる も 

の、 之 を 措いて 他に 求むべからざる を 信ぜら る- -に 至らん。 余 は 切に 諸君に 望む、 ラビ 何 所に 宿る 

やと 叫びつ、、 諸君が 胸中に 懷 ける すべての 大 問題 を 披瀝して、 彼と 親しく， ると ころ あらん こ 

と を。 

(一 九 〇 八 年 二  cr) 


主 耶穌の 恩賜 

『願く ば 我ら を 愛し、 其の 血 を 以て 我らの 罪 を 洗 ひ め、 我ら をして キ： となし、 祭. E となして、 その 父の 

つけ  さか 力 ちから  か きり 

神に 蹑 しむる 者に、 榮 光と 權カ 世々 窮 なく あらん こと を』 (1^ 示 一  の 五、 六) 

たま しひ 

此 は耶穌 のこと を 言へ る ものに て、 彼が 我等の 露 魂と 如何なる 關係を 有し、 我等の 生活に 對 して 

如何なる 地位 を. {： むる か を、 明かに 記したり。 然 かも 默示錄 著者 は 神を諧 美す るが 如くに、 耶 を 

諧 美し、 神に 事 ふるの 心 を 以て 之に 事へ たる を 見る。 基督 敎は 此の 讚美に 現 はれた る 信仰の 外な け 

れば なり。 

先づ 注意すべき は 基督の 我ら を 愛する ことなり。 『我ら を 愛し』 と ある は 現在の 事 〔霞な り。 從來の 

ことさら 

英譯に は 『愛せし』 と あれ ど、 改正 譯には 故に 之 を 『愛する』 と 改めたり。 基督の 愛 は 過去に あら 

その かみ  くる 

す、 現在な り。 往昔 弟子 を 愛せし のみなら す、 引き 續 きて 今日の 我等 を 愛す。 且つ 我等 を 引き 括め 

て、 所謂 博愛 を 施す のみなら す、 罪 ある もの を、 稷々 異 りたる 境遇に 於て、 個別に 其の 性質に 隨ひ 

て 愛せら る。 管に 我等が 基督 を 慕 ひ、 昔懷 しく 思 ひ、 その 遣され し 言、 又は 校範を 貴びまん する の 

みに あらす。 耶穌は 今 も尙ほ 我等 一 人々々 を 時々 刻々 愛し、 且つ 助けら る、 なり。 我 gi- は 常に 其の 
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愛に 浴し つ、 あるな り。 活ける 基督と 云 ふ は 即ち 此の 意味な ひ。 

然 らば 活ける 基督が 斯く 我^ を 愛する こと は、 如何にして 顯る」 や、 如何なる 事實 によりて $:„^據 

立てら る」 や。 第一 我等 を 罪， より 洗ひ淸 め、 第二 我^ を 主と し、 第三 我等 を 祭司と せらる、 により 

て、 之 を 知る を 得べ し。 

基督 敎は 罪より 我 を 洗ひ淸 むる 敎 なり。 人の 心 は 罪の 爲 めに 壞 たれたり。 拭 ふ 可らざる 汚點を 

受けたり。 罪の 爲 めに 瑕 物と なりたり。 貴重なる 陶器 にても、 據 入りて は惯 なし。 玉の 杯 も 底な く 

て は 用 を爲 さす。 罪 は 我等の 靈 魂に 非常なる 汚れ を與 へ、 極めて 醜から しめたり。 我等の 魂 は！： 

入りて、 永遠の 瑕 物と なり 了り ぬ。 

しかの？^ な-りず 

加 之、 罪 は 我等 を壓 迫し、 虐げ、 奴隸の 如くに 引き 廻す ところの 勢力な り。 何人も 此の 罪の 力 

す さ  から 

を 感ぜざる ものな し。 其の 壓 迫力 は 恐るべく 凄まじ。 罪の 絆に、 人 は 如何ば かりの 背き 目 を 兑るこ 

とぞ。 

やま 

罪 は 我等 をして 神に 對 する 責任 を 感ぜし む。 心に 坎 しと は、 獨り 自らく よ.，^ する のみに あら 

す、 神に 叛 きしこと を 感じて 苦み 惱 むこと なり。 罪 は 人 を 神に 衝突せ しむ。 肉體 にても 物に 衝.^ 火せ 

そ； 3 

ば 痛み を覺 ゆ。 靈魂 もまた 然 かなり。 神に 叛き、 之に 衝突して、 痛み 悶 ゆる を、 心に- K しと は 云 ふ 

なり。 


c 樂 天の 未だ 佛敎を 信ぜ ざり し 前、 c:r 案 f£ 帥に 向 ひ 佛敎の 大意 を 問 ふ。 _£師 答 ふらく、 諸惡癸 

さ  しょ ぜんぶぎ やう  f 

作、 諸^ 奉行の みと。 白 樂天此 は 三尺の 衆； 子 も 知る ところなら す やと 怪む。 n: く 三尺の^子 尙ほ能 

く 之を言 ふ。 八十の 老翁 も 之 を 行 ふこと 難しと。 白 樂天 之を聽 きて 悟る ところ あり やがて 佛 門 に 入 

りたり とい ふ。 何人も 罪の 1： 迫力の 强 きを 知らざる はなし。 され ど 只 だ 之 を 知りた る 位に て は、 未 

だ 共」 将敎の 罪悪 觀に逹 せざる ものな り。 即ち 祌に對 して 罪 を 犯せる を 心に 坎 しく 感 する に 至ら すん 

ば あるべ からす。 然 らば 如何にして 救 はるべき か。 此は只 だ 神の 心 を顯 はし、 特に 罪に 對 する 神の 

くぢ 

心 を 現 はし、 GI ら罪を 犯さ^れ ども 罪の 苦痛 を 深く 身に 經驗 し、 有 ゆるお の 勢力 を 挫き 得た る耶穌 

に顿 るの 外な し。 吾人 は 耶穌を 信じて 罪より 救 はる、 なり。 

此 所に.；；^ 人 あり。 一時 は 危殆に 臨み たれ ど、 辛うじて.；；^ の 分離 期に 速し、 未だ 恢復せ ざれ ども、 

共の 全癒の 時期 も 近く に兑 ゆる 如し。 共の 床上げの 遠から ざる を 知りた る .：}^ 族の 賓びは 如何ば か 

りぞ や。 人 は 罪の 爲 めに CI ら害 ひ、 また 祌の心 を も 痛めたり。 到； 如 滅亡に 至る の 外な かるべく  =5- 

ゆ。 され ど 基督 耶穌を 信す るに よりて、 其の， お 勢 は 分離せ り、 尙ほ様々 の^からぬ分子^_ぬらざるに 

たまし ひ  ， ] 

は あらね ど、 共の 靈魂は 最早 罪の ものに あらす。 旣に 神の ものと なりぬ。 今より 後 は 此の 1^ 仰を以 

て、 心に 潜伏す る 罪の 殘黨 を驅逐 して、 之 を 拂ひ盡 さんと 志す のみ。 然 らば， お^の 分離 期に 遠した 

ると き、 一 家舉 つて 共の 床上げの 近け る を 祝 ふ 心と なる に似て 共れ よりも 大 いなる 嬉び あるべし。 

斯る恩 籠の 事業 を 成就せ る 耶穌の 愛 は、 如何に 大 いなる かな。 此の 點に 於て 我等 は滿， おの 感謝 を 基 

主^  の E-^  三 〇 五 
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督に獻 げざる 可ら す。 

二 

の 洗ひ淸 めら る &は、 基督 者の 生活の 第一歩な り。 然れ ども 何となく 此は 消極的の 意味ら しく 

開 ゆ。 然れ ど.^ 耶穌の 救 ひ は、 更に 之よりも 大 いなる 積極的の 意味 を 有す。 即ち 我, を 王と なさん 

と 欲する にあり。 

近來 武士道 を說 くもの 多し" 余 も 之に つきて は 語り もし 書き もせし こと、 少なから す。 全く 門外 

漢には あらす。 され ど 要するに 武士道 は瘦 我慢 を 其の 本質と す。 傲慢に 流る- f は 共の 弊の 一つな 

り。 窮屈に 偏す る は 其の 病な り。 國の爲 め 君の 爲 めに 盡す誡 は 善し。 され ど瘦 我慢 は 精神 上の 最上 

なる ものと 謂 ふべ からす。 故に 餘 りに 之 を 誇らん は 好まし からす。 其れより 高き もの を 認めが たき 

は 國の耻 なり。 寧ろ 其の：^ 點を 知りて 更に 善き もの を擧 ぶの 優れる に 如かす。 基督 敎には 武士道 を 

も 含 一 サ；， "す。 然 かも 更に 一歩 を 進めて 王道 を 主張す、 即ち 長者の 心なり。 支配す る 道な り。 率土の 濱、 

何れ か 王土に あらざる。 何れの 人民 か 王の 臣 ならざる もの あらん や。 總て もの を 支配し、 之 を 統治 

す。 只 物に 屈せす、 切齒扼 腕して 裕 我慢 を 張る にあら す。 堂々 として 萬 物 を 支配す。 之 を王逬 とい 

ふ。 パゥ a も 云 はす や。 萬 物 は 我が ものな り。 生く る も 死ぬ る も 皆な 我 ものな りと。 大 いなろ 哉、， 

共の 抱ね や。 富贲 貧賤 は 云 ふ も 愚か、 生死まで が ijc な 我が ものな り。 基督 者 は 此の 王逬を 身に 體し 

て、 之 を 踏み 行 ふ を 其の 本 m 、とす。 最早 此の世界に 於て 孤兒の 如く、 奴隸の 如く、 "め 我^ >て なし、 j 


辛うじて 物 isi^i- を斷 念め、 止むを55ざる？^*命を覺1^するに過ぎざるものにぁらす。 

然れども王^^の位に即きながら、 バ吋ほ 身 を 忘れて 不：. gnz を 働く ものな きに あらす。 幼時 演義 三！： 

ふる まひ 

志 を _1 み、 II の 劉 fi 、敵に 降り、 其の 前に 王者の 身 を 以て 藝 者の 如き 舉動 をな せる を兑、 口惜しく 感 

じたろ £ あり。 基衧^<;また王者にてぁりながら、 敵の 前に 弄ば る、 KI なきに あらす。 共」：^ は然 らん 

とて、 我 や を 王と せし にあら す。 眞に 王た る 品位 を 保ち、 共の 本 、を 發 せしめん ことこ そ tiH まる 

ろ なれ。 共丄^ 者が 世に^す るに 當り、 餘 りに 抱 ft 小さく、 意志？ W 弱に して、 神 經-! ^に 流れ、 感情的 

に.^ り、 n 几す ぼらし き 有様なる は、 だ不 似合なる ことなり。 北ハの 本^ を 忘れたり と 曾 はざる 可 か 

らす。 我等 は赏に 王者と して 救 はれた ろな り、 -S 我慢なる 武士 迸よりも 更に 大 いなる 王逬に 於て、 

人 を 使 ふ も、 人に 使 はる \ も、 S 氣 にも、 失敗に も、 其の 本！？ を發 したき ものな り。 

11 一 

茶： 秤 古 は より 洗 ひ 清められ たるの みならす、 王と して 萬 物 を 我が ものと すべし。 され ど 更に 進 

んで 祭司と なされた る を 記憶すべし。 祭司 は 猶太 國に 於て 宗敎 上の 特權を 有せし ものな り。 神殿に 

た 5«  53 と 

於て 祌 を禮拜 する にも 制限 ありて、 尊 常人の 自ら 行 ふこと 能 はざる こと あり、 祭司 即ち 代りて 之 を 

取扱 ふ。 然れ ども 今日 Si 齊者 は^な 祭司と なれり。 我等の 敎會に は なし、 .4ぃ，1:$;な^^^なり、 

祭司な り。 

主 耶稣の 恩賜  三 0 七. 


主 耶穌の 恩賜  三 Q 八 

或る 敎派 にて は 俗の 一 R 刖を立 つれ ど、 我等の 敎會は 何れも 平等な り。 な 神に 近づき、 之と 懇 

ろ. に 交り、 直ちに 祈り、 求む る こと を 得。 且つ 祭司 は 他人の 爲に 中保の 祈り をな す。 基捋 者の 中； c: き 

所 玆に存 す。 齊に 自已の 苦痛、 若く は 蔑 荷 を 祌に訴 うるの みな \ ^す、 人の蔑荷を^^：ふて神の前に出 

づる こと を 得る が、 共の 最も 费 き 所に して、 且つ 其の 眞價 の存 すると ころに あらす や。 阈の篾 i 町、 

の ®w を. ini ら負 嬉して、 社會 のこと も、 家族の こと も 互に 其の 勞を 分ち、 其の 最も 深き ところに 

心 を m ゐて之 を 神に 祈る。 是れ 基督 者の 特色な り。 

3 ブ 

約 巧 記を讀 みて 先づ 愉快に 覺 ゆる は、 彼が 其の 子の 誕生日に 當り、 彼等の 爲 めに 神に 祭 を 11 げ. で 

る. ことなり。 親が 其の 子の 出， 世 を 祈り、 妻が 良人の 爲 めに 苦 勞す、 同より 善き ことなり。 され ど 基督 

者 は， おに 逸んで { 次 族の 靈 性に 心 を 用ゐ、 之が ために 神に 祭りす るの 覺悟 あろべき なり。 背に 人の 爲 

めに 罪 を 悲しむ に 止まらす、 神の 爲 めに 之 を 嘆かざる 可ら す。 耶穌が 十字架 上に 『神よ 彼等 を赦 レ 

たまへ、 彼等 は 共の 爲す ところ を 知ら ざれば なり』 と 祈られし は、 其の 德の 最も 美しく 輝く 所 こ あ 

らす や。 敎會に 於ても、 家族に 於ても、 阈 家に 於ても、 眞に 祭司た るの 職責 を盡す もの あらば 如何 

力し  ま i ク 

に 幸なる べき 力。 往 An4 人の 義人 だに ありし ならば ソ ドムの 市 は 滅亡 を 免 かれ 得たり とい ふ、 比つ 

義人 即ち 此の 祭司に 同じから す や。 

基 # ，の 恩典 は 罪より 救 はれた るの みならす、 王道 を體 して 其の 威 嚴を備 へ 得る のみなら す、 一 

深き 恩寵に 與る にあり。 即ち 他人の 爲 めに 盡 すに あり。 宗敎^ 舉を 研究す る獨 逸の 舉ぉ 中には、 


宗敎を 以て 僅かに 外物の^ 迫に 打ち勝つ 道な りと 考 ふるに 過ぎざる もの あり。 彼 や" -は王 近 を以. て滿 

足しつ.^ あるな り。 然れ ども 默示錄 の 此の 一節 は 神舉者 若く は宗敎 竹舉^ よりも 更に 深し。 王 近 は 

：大 上天 下 唯我獨 尊の 1^ に陷 るの 恐れ 或 ひ は 之 あらん。 g 學を 修めても 或は  一 gi の 王道に Si すろ こと 

を 得ん。 然れ ども 基督の 我等 を 救 はれし は、 一歩 を 進めて 祭司たら しめんが ためなり、 祌に ie:- へ、 

之 を 愛し、 之に 祈り、 他人の 爲 めに 神に 訴へ、 共の 重荷 をも负 ふて 祌の 前に^ づる は、 王 近よりも 

大 いなり。 

茶 将敎は 借す る もの、 喜びな り、 感謝な り。 基督な くば 此の 喜びに 入る こと 能 はす。 卵より 救 は 

れ、 ^我慢 を：： 取 も 善しと 考 ふる 社 舎に 在りて 王者た るの 道 を 示され、 二十世紀の 今日 王 S! を 以ての 

めひネ 

み 滿：： えせん とする 宗敎舉 者 ある 問に 祭司に 立てられたり。 如何なる 恩寵 ぞゃ、 ^^けろ：！：^^は今^！：ほ 

我等 を 愛す。 我等の 宗敎は 此の 基督 を 想 ひ、 之に 感謝し 、共の 方針に 從 ふこと なり。 キ；^ ^の 慈 

愛、 人の 心 を 支配して 其のう ちに 活動す、 是れ 基督 敎の 生命な り。 >5 ける 基^の 愛 は、 如上の！^^教 

に 於て 我等に 現 はれたり。 願く は 其の 愛 をして 我等の 靈 魂に 徹底せ しめよ。 . 

(一 九 〇 八 年 二  no 


主 耶穌の 恩賜  一一！ 〇 九 


求道者の 決心 も 促す  一一 二 〇 

求道者の 決心 を 促す  ， 

人の 靈魂は 元と 祌 より 出づ。 故に また 神に 復ら すば、 其の 目的 を 遂げ 得たり と 云 ふ 可ら す。 始め 

に復 るが、 人間の 眞 面目なり。  . 

耶穌 は祌を 父と 呼べり。 彼の 外に も祌を 父と 呼びた る もの 無き にあら ね ど、 其の 意味 彼の 如く 深 

く 且つ 祌の觀 念の 全部に 一旦れ る ものな し。 基督 敎 にて 神 を 父と 云 ふ は、 單に 形容の 詞を川 ひしに あ 

らす、 祌は實 に 父に て 在ます なり。 

神 は 造物主な ひ。 我等 之に 由て 造られたり。 此は 人類 を 指して 神の 子たり と 云 ふ 一つの li"^ 味な 

り。 祌 はまた 天 を も 地 を も 山 を も 川 を も 造れり。 然るに 獨ゅ 人の みの 父な りと いふ は 何故 ぞ。 山リ 

は祌と 其の 類 を 異にす。 然れ ども 人 は 神と 其 生 を 同じう し、 善 惡を辨 別し、 之 を撰擇 する の 力 あ 

ひ、 殊に 靈的 のこと を考へ 且つ 感 する こと を 得。 人の 人格 的なる 如く、 祌も亦 人格 的な り。 祌人實 

に 相似たり。 此の間に 親しき 關係 あり。 木と 竹と を 接ぎ 合せた る 如きに あらす。 人 は 神の 形に 型 ど 

ひ て^られた ひ。 故に 神 は 父に して、 人 は 其の 子た るな り。 人間 同志 にても 子 は 親の 血統 を 受け 

て， 其の 種類 相似た ると ころ あるが 如し。 木 匠の 造りし 家屋、 擧 者の 著 はせ し 書物、 之 を 彼らの 子 


とは稱 せざる なり。 此を 以て 自然の 關係 としての 親子と、 道德 上の 關係 としての 親子と は c ら異 

なり。  • 

親が 子 を 生み， 之 を 養 ふ は 自然の 關係 なり。 近德 上、 精神 上の 關係は 管に 生みの親に 對 する のみ 

ならす、 子が 親 を 認識して、 我 は 其の 子たり との 自覺を 以て、 之に 事 ふるに あり。 三才 の^や は n 

然の關 係に 於て 子 たれ ど、 未だ 道徳上 精祌 上の 關 係に 於て 子たり と は 云 ふ 可ら す。 

聖齊を 見る に、 神 は 常に 父 なれ ど、 人 は 悔い改めて 神の 子と なると あり。 言 ふ 意 は 自然の 闢 係よ 

り へば 人 は $1 な 祌の子 なれ ど、 道德 上より 云へば 新たに 神の 子と ならざる ベから すとの 義 なり。 

赤子の 生る る や、 始めは 飮み食 ひする の 外な し。 少しく 長 すれば 共 を 弄び て戯 むれ、 腕. E を 働 

く。 此等は 自然の 關係 のみに て、 未だ 子た るの 地位 を自覺 せす、 己が 眞面 EE を發 g: せす、 物 的 動 

物的の 生活に 過ぎす。 され ど 漸く 進んで 己れ と 親との 關係 を自覺 し、 物 心^く につれ 親子の 道 を 5； 几 

り、 愛情 を も 解す るに 至る。 玆に 於て 親子て ふ 美しき 道 生じ、 孝行 を盡 して；^ 滿 なる 〔ネ： g の樂 みに 

入り、 一 種の 氣 高き 精神 活動す るに 至るな り。 

神と 人との 關係 また 之に 同じ。 人 は 皆な 神の 子 なれ ど、 從來の 行きが かりにて 飲食の 爲 めに 苦心 

し、 名 譽を追 ひ、 競 爭に餘 念な き 生活 を 送る こと 幾年 ぞ。 彼等の 今日の 狀態は 如 化に も 子供ら しき 

ものに あらす や。 世に は 英雄 も あり 豪傑 も 少なから す。 擧 者と 無擧 者との 151! 別 も あるべし。 され ど 

高き 處 より 人類の 現狀を 見下しな ば、 彼 も 是れも 五十歩百歩の 差の み、 所謂 團 栗の 背兢 べに 外なら 

求道者の 決心 を 促す  三 一 一 


求 s 若の 決心 も 促す  11 ニニ 

ざるの 觀 あらん。 何れも 飮食 のこと を 思 ひ 煩 ひ、 名譽 にあ こがれ 競 & に 夢中に なり、 小さなる こと 

に烦悶 す。 或は 胸^に 燦め くもの を 飾りて 得意がる は 宛 がら 小兒が 玩具の 劍を帶 びて 成-張る にも 似 

たる かな。  ， 

今日の ままに 進み 行く は、 流れに 船 を 遣る 如く、 坂に 玉を轉 ばす 如く、 極めて 容 =^ にして 何等の 

困難 もなからん。 飮 食の 爲 めに 靈 魂の 占領せられ たる を も 意と せ ざれば、 泰平 無事なる べし。 察 11 

にても 生蕃 を驅逐 せんと 企つ る ことなくば、 今日の 如き il^s は 起ら ざり しならん。 彼等が 卜：：^ する 

所 を 取 ひ 房して 其の 利 源 を 堀 ひ、 福 W を 耕さん と 志 せば こそ 種 マの 困難と 紛 接と は 生じ 來れ るな 

れ。 物質 は 人の 靈魂を 占 鎖せ り。 此の儘に 抛 衆 し^かん は、 人の 世に出で し 目的 を 達する 所以に あ 

らす。 須 らく 新しき 生命 を 開拓せ ざる 可ら す。 何時までも 腕白 兒の 如く 遊び 戯れお るべき か は。 神 

は 思慮 深く、 順序 正しく、 人 を敎へ 導け ども、 其の 精神 上の 敎育を 承認せ す、 何等の 口 的 もな く、 

漠然 茫然と して 日 を 送る 者の 多き こそ 悲し けれ。 

神 は 人 を 愛し、 常に 之 を 求む ると ころ あり、 頻りに 其の 靈魂 を開發 せんとて 様々 の 手段 を ml され 

つつ あり。 花 を 作る 者が 花の 人 あき 出づる を俟ち 望む が 如く、 母親が 指折りて 其の 成 ：！：！^ する 日を數 

せ き 

へ、 咳嗽 一 つす る さへ 心配す るが 如く、 神 は 人間の 發達を 待ち望みて、 其の 經營 至らざる ところな 

し。 耶穌を 見よ、 彼 は 如何に 滿 腔の 同情 を 以て 人類の 爲 めに 心 を盡 せし ぞ。 此は 即ち 神の 深き 心 を 

現 はせ しものに あらす や。 神が 世 を 愛する は、 其の 獨子 を與 ふる ほどに 深く 且つ 切なり。 只 だ 抽象 


的のことにては靴を隔てて-s:きを播くが如き憾みなきをs^^。 此に 於て か 具 體 的に 現 はれて、 我等 

をして 親しく 之に 接し、 明かに 之を兑 て、 祌の 父た る を 知る を 5；! しめらる。 此は人類の發^：！に必耍 

なる^？^柄なり。 耶穌は 我を兑 し 者 は 父を兑 しなり と 云へ り。 我等 は 耶^に 於て 具體 的に 祌ゃ 兑、 共 

敬す ベ く 愛す ベ く 、 身を盡 して 事 ふ ベ き 父な る を 覺り得 るな り。 

我等 は： の 能 的、 將然 的に 神の 子た るより 一 歩 を 進めて 事 實 上 精祌に 於て 神の 子と ならざる 可ら 

おも ちゃ や 

す。 心機： 轉 近德 的に！；！ I 醒めて 神の 子た るの 自覺に 達すべき なり。 今まで は琉具 厘の 前に 立ちて 物 

欲しげ に兑 入る 小兒の 如く、 何 を *|5、 何 を 食 はんとの み考へ 居たり しが、 以後 は祌の 子と して 立ち 

親の 心 を 安ん ぜ しめ、 其の 3：： を體 する こと を 心 懸けざる 可ら すと 愤發 す。 之 を 基 醤敎の 悔い改めと 

は 云 ふなり。 

近顷米 闽 の 心 现舉者 中には 兒 意の 發 育の 情 態 を 研究し、 其の 丁年に 達する 顷の 心理 上の 變化 及び 

示敎 心 の 發作 等を詐 し く 調_4:^, し て 著述 せ るも の 少な か ら す 。 去年 來朝 せし 怫！； の ボア 博士 も 口 下宗 

敎心 if 舉の講 をな し、 义數 頁の 書物 を も 物せ りと いふ。 趣味 深き 研究と いふべ し。 

十^ 五歲 にして 擧に 志す と 云 ふが 如き は、 小さき 範圍 にての 悔い改め なり。 自己 を 知り、 緊り 

て 志 を 立つ。 之 を 健全に 發 達せし むれば、 立身出世す るに 相違な し。 悔い改め は 從來の 子供ら しき 

生活の 愚 を 悟り、 宗敎心 を 喚起して 天地^に 於け る 自己の 位置 を 知り、 此 所に 神の^ 在、 人生の： g 

趣 を 認識し、 更に 基督の 敎 により 顔と 顔と 相對 する 心地して、 祌の 慈愛に 觸れ、 c: 然の關 係より 一 

求猶 者の 块心も 促す  —  I  ,  ョ ニー  一 


求道者の 決心 も 促す  三 一四 

歩 を 進めて 道德 的に 祌の 子た るの 實を現 はすに あり。 我等 は 神の 子た る 本 IS 及び nz 的 を 我が ものに 一 

せざる ベから す。 之 を 信仰と 云 ふ。 而 うして 此の ことに 氣 づき、 心 を 向け、 志 を 決する を發 心、 道 

念 を 起す、 悔い改め、 神に 來る、 信者と なる、 生れ 更る などと 名づ く。 基督 敎 にて は 信仰に 入る の； 

發端を 悔い改め 若く は 生れ 更 ると 稱す。 只 だ 之 を 悔改と 云 ひて は 其の 意を盡 さざる 所 あ ひ。 得 林 多 一 

後書 七の 十に 悔いな きの 救に 至る 悔改て ふ 語 あ ひ。 最初 悔いなる 語 は 感じ 嘆げ きて 赌悔 する の 養な 一 

り。 後の 悔改は 立志 發 心の 意味に て、 必す しも 感情 を 含ます、 精神 上の 態度 一 變 して 志 を 立て 意 を 一 

決する をい ふ。 世に は 基督 敎を 理解しながら、 信仰の 起らざる を 悲しむ もの あり。 此は淚 を 流す ほ 

どに 感す るに 至ら ざれば、 信仰な しと 思考す るの 誤な り。 眞實に 神 を 知り、 基督の 恩 籠を覺 ると き 

は、 感 極る 心に もなる べし。 され ど發心 立志と 云 ふ は、 孰ら く考 ふれば 已往の 生活の 淺問 しく 罪 

悪に 滿ち たる を 思 ひ、 兹に意 を 決して 神に 行かん とする 向上心な り。 神の 子た るの 位 1}^ を 確かに 一 

し、 之 を！ 莨 現せん と 志すな り。 量見變 りて、 決心 定まるな り。 感す るよりも 志すな り。 嘆す るより 

も 決するな り。 泣く よりも 行 ふなり。 

... 感 する こと 固より 可な り。 され ど此は 自然の 結 茶な り。 之 を作爲 すべから す。 基督 敎の 信仰 若く 

なち ど- S 

は 悔い 改は 即時に！ 貧 行し 得る ものな り。 感 する も 泣く も、 此はー 號 令の 下に 爲し 得べき ものに あら 

- 一と. S り せ 

す。 道理 迫め て此 所に 至るべし。 され ど 悔い 改は 事業な り、 働きな り、 自由自在なる ものな り。 轡を 

取 ひて 馬 を 引き 廻 はすが 如きな り。 決心して 神に 從ふは 泣かす とも 出來 得べ し。 前非 を 悟りて 天父 


の 許へ 役る は、 誰 にても 即時に； 行し 得る ことならす や。 神 は 我等が 淚を 流さす とも 罰せざる ベ 

し。 然れ ども 自ら 神の 子た るを考 ふること なく、 呆然と して 決する ところな くば、 责任を 免れざる 

べし。 そ は. ni ら爲し 得る こと を爲さ ざれば なり。 

此^の^ 別 を 明かに する は、 道に 進む ものに 取りて t$l だ 大切な らん。 自ら 信仰の 起らざる を 

じ、 之 を烦悶 する は 愚な ひ。 求道者 は 待てば 海路の 日和 ありと なし、 順風に 帆 を 揚げん こと をのみ 

心懸く 可ら す。 悔い改め は 即時に 斷 行し 得べ し。 故に 神 は、 汝ら 悔い改めよ、 信仰せ よと 命す るな 

り。 やがて 基督が 十字架に 懸られ たる 意味 も 明かに 會 得せられ、 兹に 始めて 感極 りて 泣く に 至る こ 

とも ありなん。 然れ ども 生れ 更 ると は 深く 考 へたる 結 E;^ 意 を 決して 断く せで は あるべ からすと 资發 

する 勢 をい ふ。 諸君 願く は 神の 子た る を自覺 し、 志 を 決して 祌に復 り、 人た るの 本節と 目的と を 全 

うせられよ。 

(一 九 〇 八 年 三 H0 
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眞 理の爲 めに 舉 ぐべき 旗  三 一 六 

眞 理の爲 めに 擧 ぐべき 旗  ， 

詩の 第 六十 篇 四に 曰く、 『汝眞 理の爲 めに 擧げ しめんと て、 汝を 恐る る ものに 一 つの 旗を與 へた ま 

へり』。 只今 井深 君 はォ リム ピアの 競走に 擬ら へて、 基督 敎 者の 生活 を說 かれたり。 此の 外 萵難を 

物と もせす して、 雄々 しく も 遠く 旅立ちす るに 之 を 比した る 例 も あり。 今 此の 詩篇に は 軍旅の こと 

を 以て、 其の 比喩と なしたり。 何れも 武張りた る 話な り。 

日本 基督 敎會は 此の 國に 於け る 最初の、 叉 最大の 敎會 にして、 其の 抱負 頗る 大に、 其の資 任 甚だ 

重し。 主 は 之 をして 高く 舉 げしむ ベ き光榮 ある 旗を與 へられたり。 

たまた 

て #1 襖 兩國ボ へ ミヤの サド ヮ に相戰 ふや、 澳軍利 を 失 ひて 潰走せ し 時、 會ま戰 場に 襖の 少年 士 

{R: 重傷 を 負 ひて 斃れ 居たり。 普魯 西の 救護 隊之を 見出し、 檐 荷に 載せて 病院に 送らん とす。 然れど 

.S ち 

も 負傷 士官 は 勢 鋭く 之 を 担 絶して 曰く、 此の 重傷、 生命 も 須臾の 間の み。 乞 ふ 余 をして 靜 かに 死せ し 

めよ と。 救護 隊は已 むこと を 得す、 之 を いて 去りぬ。 數 時間 を經て 後、 救護 隊が W ぴ 彼の 所に 至 

りし 時、 彼 は 已に絕 命し 居た るに ぞ、 他に 移さん とて 其の 遺骸 を 接げ 起せし に、 彼 は 襖！： の 聯險旗 

を 下に 布き、 之を蔽 ふやう にして 臥し 居た るな り。 彼 は 死 を 以て 其の 聯隊 旗 を 擁護せ り。 並：：^？外西の 


將校 其の 勇に 感じ、 並 25 る 部下の 兵卒に 彼が 苦節 を 說き聽 かせ， 首 を 極めて 其の 志 を Ki? した 

り。 断くて 共の 屍 を かの 聯隊 旗に 包みて 之が 爲 めに 名 綠： ある 一 式 を 行へ りと いふ。 

凡そ 日 本 共」！^ 敎會に 場す る もの は、 、王が 之に 校 けられた る 敎會の 旗 を 擁護す るに 死 を 以てする を 

^せざる べし。 ？ S んゃ其 の 生命 を 以て 之 を 保全し、 少しも 共の 毀 担せられ ざる やう ：！；^^ と 力と を 川 

ゆべき は、 今更 云 ふまで もな きこと なり。 

日本茶 #敎<||： は简 易なる 信條を 有す。 共の 中には 三位 一 體の， 語な く、 カル ビン く は アルミ 一一 ュ 

ウスに 左 机す るの 條 を； せす、 原罪 を說 かす、 (此 等の 點 にっきて 敎舎 fl 各自の 主張す ると ころも 

蔑視す る ものに あらざる は 無論、 然か のみなら す 之 を 研究して 各自の 所見 を 有する の 利益 <iE- 大 なる 

を 信す るな り)。 書 無 躍說を 主張せ す、 晴罪 にっきて 一定の 解釋を 標榜せ す。 然れ ども 祌の 父た 

る こと、 共の 獨 耶穌 基督が 人と 其の 救 ひとの 爲 めに 降 生して 人類と なられし こと、 吾人 は、 干： 耶穌 

が 人類の 爲 めに 苦難 を 受けて 完全き 犧 牲を獻 げたる を 信じ、 罪を赦 されて 救 ひ を 得べき こと、 キ； が 

十字架に 死せ し 後 第三 日に 復活して 天に 昇り、 無上の 大權を 握り て 吾人の 救 ひ を 完全う すべき こ 

と、 ^^書のぅちにぁりて我等を啓導する聖靈を以て信仰及び行爲に關する唯 一 の {祢 利 者と なすこと 

，に 至りて は、 敎會の 立脚地 明. {!! にして、 其の 信仰 上の 主張 基督 敎の要 3= と 全く 相 一致せ りと 云 ふ 

べし。 此所を 以て 日本 基督 敎會 は、 神學 思想の 發展に 於て 自由と 穏健と を 兼ね、 進歩的に して 而か 

も 茶-^ びその 使徒の 傅へ し 基督 敎に 忠實 なる を 得る に 最も 好く 適した る ものなる を 見る。 

眞 规 の 爲 めに 親ぐべき 旗  三 一七 


眞 理の爲 めに 舉 ぐべき 旗  三  一.^ 

今や 進歩と 稱 して 輕薄躁 急なる 神 學說を 唱道し、 神の イン カルネ H ショ ンを 否定し、 基普の.t^-s 

を 低減して 甚 しき は 他の 人類と 同等なら しめ、 其 十字架 上 受難の 意義 を 無視し、 罪惡 を輕ん じて 救 

の 必要 を 嘲り、 S 督が 天父 を 愛し、 人 を 愛する の 大義 を唱 へ、. 祌に對 し 人に 對 して 道義 を寶 行せ り 

と 云ふ點 より 之 を 人類の 模範と 認む るに 過ぎざる 憐 むべき 福 昔を宣 傅して、 自ら 自由主義 なりと 誇 

稱 する もの 少なから す。 米 國の神 擧者シ H ラ* マ シ iL ウス 氏が、 新約聖書の 歷 史的 事實を 放棄し 此の 

方面に 於け る戰を 避けて 世に 福音 を傳 へんと 欲する もの を 篤 倒せる 比喻 は、 此 輩 に 移す に 好 ® なる 

べし。 n! く 『此は 露西亞 人が 其の 海軍 を 全滅せられ. たるの 後、 最早 海戰に 於け る 敗軍の 不幸 を 見 ざ 

るの 保證を 得たり と 相 祝した らんと 何ぞ 選ばん』 と。 彼等 は 奇跡 を 放棄し、 待に 處女險 抬說の 如き 

へ.^ げき  J  ：  ■ 

に 至りて は， 弊屐を 見る に 異ならす。 基督の 復活 を も靈魂 不滅 說と 異なる ものな からしめ、 之 をし 

て 全く 無意味なら しめんと す。 彼等 は 基督が 神の 永 在 無始の 獨子 にして、 人 を 救 はんが 爲 めに 降 生せ 

る を 否定し、 人類 全部に 通有せ る 低き 意味の 神性 を 之に 獻上 する だけの 信仰に 誇り、 其の 基 1^ の 贈； 罪 

を 無 m の 長物と して 中世 祌學の 暗 黑裡に 埋葬す べしと 絕叫 せり。 彼等 は 無限に 發 達する の； 精神と 向 

上 心さへ あれば、 形式 は佛敎 にても 神道 にても 基督 敎 にても 可な りと 喝破して、 祌宫 僧侶 をも隨 真. 

の淚に 咽ば しむる を 得意と せ^。 而 うして 大呼して 曰く、 斯の 如き 基督 敎に對 して 何人 か 不同意な 

ると。 基督 敎 ならざる 基督 敎、 基督 を 信ぜざる 何人 にても 首肯 せらるべき 基螫敎 は、 天下に 敵な き 

も 道理な り、 無人の境 は 何人に も攻 服し 易き は 道理な り、 彼 曰く 單 純なる 福 昔 を {In- 傅すべし と。 然れ 


ども 身 輕 なら ざれば 水練に 不便な りと 稱す。 其の 煩雜 なる 學說を 放棄し、 陳 なる 問题を 抛ちた る 

は： し。 然れ ども 輕裝 ならん を 要すと て 遂に 自己の 手足 を さへ 斷 ちて、 水に 入る はまた 危 からす 

や。 大氣 を吸收 すべき 肺 を 抉り 去りて 水中に 浮ばん と 欲する は 思 はざる の ffi だしきに あらす や。 傅 

道の 成功 を  ぎ、 不同意 を唱 ふるもの 殆んど 稀なる 福 昔を宣 傅し、 彼等の 主なる 耶 穌の遗 法に 逆行 

し、 窄き門 を閉ぢ て、 廣き門 を 開放し、 萬 民 を歡迎 すと 呼號 せり。 何所にも：！^*.」出づる水を盛り、 

天下の 人 を 招待して 大いに 饗さん と 欲する に 異ならす。 無 #3 作 も 亦 1.^ だしから す や。 日 木 傅敎^ 

は斯の 如き 傾向に は 手痛く 反對 する ものな り。 其の 信仰の 主張 を 高く 標揭 して、 十字架の 旗 举 か 

なる 下に 敵と 戰ひ、 臆病なる 所謂 味方なる もの を勵 まして、 驀地に 進軍せ ざる 可ら す。 日本 S "督敎 

命 t は 共の 標榜せ る 信仰 を 以て 戰 ふべき なり。 其の 勝利 も 之に 於て すべし。 其の 容 れられ ざる こと あ 

る も、 一に 此の 理由に 基づかば、 以て 滿足 する を 得べ し。 『基督と ともに 受 くべき 詬誶』 なれば な 

さと 

り。 日本 基督 敎會は 十字架 以上に、 智 からん と 欲する の 野心 を懷 くべ からす。 其の 保羅 とともに 最. 

も 恐る る は 『基督の 十字架の 空しく』 ならん ことなり。 余輩 は 此の 陣地に 立って 戰 ふの 大 いなる 使 

命 を 有す。 然れ ども 事と 言と 相 近くして 其の 實 千里 萬 里の 懸隔 ある を 免 かれす。 ！^;; 人 は 茶 及び W 

罪て ふ 言 を 耳に し、 其の 說 明に 慣 るる や、 已に 久し。 然れ ども 生命 は 言に あらす、 其の 事に あり。 

吾人 は 自ら 親しく 基督に 接觸 し、 基督の W ひ 其の もの を 實驗せ すん ば あるべ からす。 是れ敎 會の生 

命な り。 日本 基督 敎會 は此 等に つきて 親しく 實驗 せる 基督 者の 集合 體 たる こと を 要す。 

眞鋰の (おめに 舉 ぐべき 旗  II  kl 九、  "- 
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癧 

日本 基督 敎會は 其の 組織に 於て、 外 圏の 改革 派 諸 敎會と 趨勢 を 同じう し、 長老 政治 を 探 川したり 

と雖 も、 其の 現在の 倾向は 全然 彼の 長老 敎會と 同一に あらす、 少なくとも 其の 精神に 於て は 英國の 

獨立 敎會と 歩趨を 同じう する もの ありて、 個々 敎會の 獨立を 貴ぶ の 風 あり。 日本 基督 敎會は 長老 サ右 

く は 會衆等 政治 主義の 一 方に 偏せ す、 兩 者の 長所 を 合せて 特色 ある 一 侗の良 組織 を 形成 せんとし つ 

つ あるな り。 余 はこの 傾向 を 喜ぶ ものの 一人な り。 然れ ども I 侗敎 會の獨 立を贵 ぶの 風 は 誤って 利 

已 主義に 溺れ、 自己の 存立の み を 計って 他の 利害 を 忘却し、 一 地方の 傳道 經營、 甚 しき は I 個 小敎ー 

會の發 達の みに 苦心して、 天下の 傳道を 閑却し、 全 國の靈 的 活動に 疎遠なる の氣遣 ひなき を 得ん や。 

十字架の 精祌を 以て 其の 生命と せる 敎會 が、 非 十字架 主義の 手段に 由って 健全なる 敎 會の發 逹を遂 

げんと 欲する も、 自家 掠 着に て 遂に 不可能の ことなりと 云 はざる 可ら す。 余 は 大阪に 在る 日本 基督 一 

敎會の 四團體 が、 深く 此の 點に 注意して、 其のう ちょり 利己主義 を 排除し、 日本 基督 敎會全 體の活 一 

動に 向って 一 歷忠實 ならん こと を渴 望す。 

自給 獨立は 日本 基督 敎會 年來の 宿志な り。 外 國敎會 の 傳道资 金に 補助 を 仰ぐ は 健全なる 信仰の 發ー 

達 を 宵し、 敎會の 活力 を 減殺し、 其の 意 氣を銷 沈せ しむる の 虞 あり。 日本 基督 敎會は 苦 戰の結 一 

今や 共の 幹部 悉く 獨 立して、 補助 敎會 なる もの は 隻影 を も 認めざる に 至れり。 陰に陽に 外 闺の傳 道 一 

资 金と 多少の 關係を 有する 幾多の 傳道所 ありと 雖も、 此等も 久しから すして 獨 立の 敎會を 組織す る 一 

に 至らん こと 必然な り。 余 は 諸君と ともに 此の 進歩 を慶 す。 日本 基 #敎 會の發 達 は 日本の 傅 道 歷史ー 


に 於て 殆んど 現象 的なる もの ある を 失 はざる べし。 然れ ども 一 利 あれば、 一 害の 之に 伴 ひ來る は、 

又 已むを 得難き ところ なれば にや、 敎會 財政の 發達を 計り、 其の 獨立を 促す に 急なる とともに、 自 

から {S に 重き を き、 物質的 有力者に 依りて、 其の 目的 を 遂げん と 欲する の 罪惡を 犯す に 至らん と 

する の 倾向を 生す るの 氣遣 なきに あらざる なり。 視ょ、 我が 國の 有力なる 敎 派の 一 つなる 某 敎會の 

如きに 至りて は、 旣に 其の 害毒に 中り、 敎會. T 外の 物質的 勢力 を崇拜 する の 病膏育 を 犯せる に 似た 

り。 信仰に 伴 はざる 金力に 依りて 敎會 を經營 するとき は、 鍵 的 生，^ を 危うすべき は 自然の 結 ra^ にし 

て、 到底 之 を 免れ 雞 かるべし。 敎會獨 立して 其の 靈的 生命 日に 月に 衰ふ。 牧師の 報酬 を^ 額して、 

敎會に 於け る 信仰の 熱度 渐く 低下しつつ ある ことなき か。 此の 點 にっき 注意すべき 事柄 少なから ざ 

るべ し。 金を廢 して 凡て を 献金なら しめ、 信仰 を 以て 直：！ び獻 する もの を會 堂に 於て 領收 する の 

外、 敢て 請求す る ことなき の 習慣 を 働 行す るが 如き 其の 一 つならん。 

(日本 基督 敎會 信徒 大會に 於け る 說敎) 

(一 九 〇 八 年 三 no 
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ル ilH 敎は救 ひの 宗敎 である。 罪惡に 沈みて、 自身に は 之 を 免る るの 力 もな く、 希望 を も 有せざる 

ものが、 II らすも 神の 恩寵に. S り、 救 ひ 出されて、 新しい 生命に 人る の宗敎 である。 此の 救 ひが 耶 

穌と 共の 十字架と に， E る ものであると 信す るが、 甚将敎 の 根本主義で ある。 唯だ資 際 的に 此の 救 ひ 

を受 くろの みならす、 其の 近理を 明かに し、 如何にして 某叔 ほの 十字架が 斯る 祝福 を與 ふろ ものなる 

ゃを现 舎す. ると き は、 感覺も 一人に て、 靈魂を 動かす の 力 も 更に 大 いなる ものが ある。 世に は耶穌 

に 救 はるる こと を 贵 ぶこと を 知りて、 救 はれた る 手 繽 きゃ现 由に 至りて は 全く 不問に 附 して 顿みざ 

る ものが ある。 是れは 少なくとも 大 いなる 損失で ある。 デンー i ィ 博士の 『基督の 死』 に EI く 『设も 

iSf 純 に し て 有効な る 說敎ぉ は 常 に. 最も 舉說 的なる も ので あ る。 基赞 の 死 が 罪人 の爲 めの 死で あると 

云 ふさ は、 一 つの 舉說、 然 かも 勢 ひの n;^ も 猛烈なる 擧說 である』 と。 然り、 其 h 将敎は 救 ひの 宗敎で 

ある。 唯 だ然か 信す るの みに 之 を.^ めす、 更に 進んで 神が 限" なき 代 價を拂 はれた に. S つて 斯くは 

救 はるる ので あると、 十字架の 驚くべき 事寳 を解釋 するとき は、 其の 喜びが 無限に 增加 する 心地 も 

されて、 何ん とも 云 ふことの 出來 ない 感覺を 陵く やうになる。 救 ひを說 いて 之に 必要であった とこ 


ろの代似にEAひ*r^^-らなぃのは、 .1 はに 鶴 的に 物 足りぬ 心地の せらる る を 免れない。 おし 救 ひ を 經驗す 

るなら ば、 北 ハの代 1^ ぐるみ にす る 方が i::^ い。 之を拔 きにして は： い WW 的の 興味が 深い 所まで 途 しない や 

うで あ. る。 

『. ^ろ パリ サイの 人 邢穌を きて 共に 食 せんこ 七 を 願 ひければ^ 穌 パリ サイの 人の 家に 人り て.^::^ に 

-0 つ は 

就けり。 C 巴の 巾に io. お 仃を爲 せる 婦 ありけ るが、 邪穌が パリ サイの 人の 家に 坐せ る を 知りて 蜒"， ^の盒 

に. ひ il ぶら  5 しろ  * 

に！^ 一： お を携來 り、 耶穌の 後に たち、 足下に 哭き、 淚 にて 北ハ足 を. 说 ほし、 ^の髮 を もて 之 を 拭 ひ か 

つ 北 (の： ii- に 口 を 接け、 また 香膏を 之に 抹れ り。 耶穌を 請き たる パリ サイの 人、 之を兑 て 心の中に 謂 

さは =- 

ひける は此人 もし； S 言 者なら ば、 捫し者 は 誰なる か. 又 如何なる？ t なる 乎 を 知ん、 此の^ は 惡行を 

爲せ. るお なり。 ：：： 遂に 婦を 顧みて、 レモンに！！ I ける は、 此の 嫁 を：：^ るか、 我なん ぢの 家に. るに 爾 

あた  かしら  つけ  ，， 

は 水 を 給へ す、 此の^;^は淚にて我が足を^;1し、 首の 髮を もて 拭へ り。 爾は 我に 口 を 接す， 此の！ it は 

我が 此に 人り し 時よ b 我が 足に 口 を 接て 已す。 雨 は 我が 首に 音 を抹ら す、 此の 婦は 我が 足に^ # を 

妹れ り。 是の 故に 我なん ぢに言 ん、 此の 婦の 多の 罪は赦 されたり、 之に 因りて 其の 愛 も 亦 多き な 

とも 

り、 赦さ ろる こと 少なき 者 は 其の 愛 も 亦 少なし。 是に於て北ハの^^に曰けるは爾の卵赦さる。 zi: に 坐 

せろ^ ども 心の 屮に 謂け る は此人 は是れ 何人 なれば g ま を も赦す 乎。 耶穌婦 に n ける は顿の 信、 爾を 

救へ り、 安然に して 柱け』 (^^ ぼ^ §) 

此の 嫁 はマグ ダラの 市に 估み て、 惡 しき 事を營 業と した 遊女であった らしい。 彼. か髮を _5 ^ねて 居 
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ら なかった の は、 即ち ユダヤの 國風 によると、 其の 遊女で ある こと を認 むべき 記號 である。 

『あはれ いかに 賴 るべ 定めぬ 契 かな 身 を 浮 草の 波に ひかれて』 

げ に悲懷 なる 境遇と 云 はねば ならぬ。  • 

特に 其の 生活 を悲慘 ならしめ たもの は罪惡 である。 彼 は 世 問の 交り も 晴れて は出來 難き 身分で、 

社會 から 痛く 輕蔑 されて 居った。 他人から 輕 蔑され るの はま だし もで あるが、 彼 は 自身の、. ：3 にさへ 

さげ 

汚れ Hi^ てた ものと して 蔑す まれる 心地が 絕 えなかった であらう。 自ら 蔑す むと 云 ふが 輕 蔑の 最も 酷 

い 橄顯 である。 斯の 如き 境遇で は. nn 暴 自棄に 陷 つて、 とても. ini ら 浮ぶ 瀨 もな く、 生活 ヒの 革新 を B^s 

く  2 ぼ 

ひ 立つ 氣 にも 爲れ す、 よし  一 a 然ぅ思 ひ 立った ところが、 黑 奴が 其の 顏を 白く したいと 思 ふ も 同 

然、 到底 出來る ことで ない。 共れ で 罪惡の 床に 不敵 寢 でもして、 起き 上るべき 勇 氣もカ も 出ない の 

である。 

ところが 不圖 彼は耶 穌に邂 返した。 フ オル サ イスの 『近世の 美術に 於け る 宗敎』 に C1 セチの 手に 

成った 一 つの 趣味 深い 畫が 載って 居る。 マグ ダラの マリヤが 耶穌に 逢って、 何 かに 魅せられ たかの 

如く、 共の 罪に 狂 ふ 鍵 魂 を 取り 押 へられて、 新しい 生活に 移った ときの 阖 である。 之に 就いて フォ 

ルサ イス の 面白い 批評 も ある。 マ グ ダラ の マ リャは 他の 遊女と ともに 巿中を ざん ざめ きつつ 狂 ひ 廻 

つて 居た が、 耶穌の 切に 之 を憐む やうな 祌々 しい 頗を 見て、 深く 其の 心 を 打 たれ、 一 轉 して 美しい 

生活に 移った ので ある。 


先日 廿ぶ 氏の 說に 『耶穌 が稅吏 If 人と 交 はり、 娼妓な どと も 交 はる こと を 脈はなかった』 との 一 

句が あった さう だが、 せ、 れ には逮 ひない けれども、 j つ 注意すべき こと は^ 行が、 江 n の 遊女. V 懇意 

になって、 さも 與 ありさう に 歌な ど を i:? 答した のと、 耶穌 がマグ ダラの マリヤな どに：：：： を かけられ 

たのと 較べて：：： ル ると、 天地 雲泥の 相途が ある。 マグ ダラの マリヤ は 耶穌に 接して、 共の^ t 沐を感 

じ、 n ら 蔑視す ろ こと も 深くな つたと 同時に、 新しくなら ねばなら ぬと 云 ふ S ひも 勃然として 起 

り、 死せ るが 如き 道念 復活し 來 つて 兹に 新しい 生活., V 牛〉 む やうに なった ので ある。 此の 邊の ところ 

が^ 将敎の 精祌、 他の 宗敎 などと 非常に 逮 つて 居る こと を證 明し 得て、 與 味の 深い 蓽 W である。 

マグ ダラの マリヤ は 耶穌の 御蔭で、 其の 身に 新生面 を 開くべき 必要 を 感じ、 十分 乘 り：；^ になつ 

て、 之に 從 一?? する ことと なった。 是れ だけで も、 W に大 いなる 恩寵で ある。 然か のみなら す、 彼 は 

耶穌 に. E つて 新しい 氣カを 其の 靈 魂に 吹き 入れられ、 旣に 天に 在る が 如き 思 ひ をな して、 世 に^ま 

ろる 罪人で ありながら、 聖人の 如き 平和 を懷 くこと を たので ある。 ^4^=は彼にも他の總ての^^人 

にも、 新しき 志を與 ふるのみ ならす、 之 を 成就すべき カを與 へ、 居ながら にして 天に Mi:: りたらん が 

如き ひ 4VS さしめ、 新しき 生命 を 手に 握りた るの 確信 を 生ぜし め、 平^と it 悅、 胸に？ 鉍れ て、 乎 

の 舞 ひ 足の 路む ところ を 知ら ざら しむる ので ある。 

-C  なぞ 

我々 のこと をマグ ダラの 遊女に 比ら へる と は、 餘り 酷い と 思 ふ 人が あるか も 知れぬ。 併し 祌の前 

に 立って 靜 かに 考 へるならば、 五十 歩と 百 歩との 違 ひ 位に 過ぎまい。 て^ フランシスに 向 ひ、 共 
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の の^が 惡 ロを逞 うし、 此の 泥棒よ、 人殺しよ、 虛ー； H 家よ と 呼 はった。 -樂 フランシス IS かに 答 

へて 云 ふやう 『げに 云 はるる 通りで ある』。 惡 口した 方の 僧 は 答への 意外なる に いて、 如何 なれば 

然は云 はるる ぞと I ザね た。 其の 答へ に 『祌 若し 我 を 殊更に 護ら れざ りしなら ば、 御身が 列 した 罪 

は 我 悉く 犯して IJi^ つたで あらう。 僅かに 免れて 今日 ある は 神の 恩寵に よると 感謝す るの 外 はない』 

.V あつたと いふが、 新の 如き 高い 見地から 考 へたならば、 何人も 罪人で ない もの はない。 耶穌 の！： 

激キ 感化と に 由らぬ ならば、 決して 生れ 更ろ こと は出來 ぬ。 マグ ダラの 遊女が、 假令ひ 今の^^ 者 

の 如く 救 ひのこと を 明かに 理解し 5^ なんだ にも 拘ら す、 耶穌 に接觸 した 紡 m;r 浮ぶ 瀨も なき 身を以 

て 、 ^び 上 る ことの 出來 たと 同様 我等 も 何卒 裔っ て 新生 命に 進む こ ぶ-を は たい もので ぁス。 

rze そ 某. 将を 信す る もの は、 共の 恩寵に 沐浴す ると 同時に、 之が 爲 めに 耶穌の 柳 はれた. X！ い 代惯に 

感泣せ ざる を はない。 耶穌は 力と 恩寵との 無盡藏 で、 如何なる こと も 一 與^ 乎ー投 足の K 力の みで ある 

たち どころ 

かの 如く、 血 漏の 婦の 多年の 病 も 其の 衣の 端に 觸れ たばかりで、 立地に 應 えたな どが 共の 據で、 

宛 がら 常 豪の 手から 一 文 一 一文 を 乞食に 與へ ると j 般、 何の 苦 もな きことの やうに 感ぜられる かも 知 

れ ない。 併し 共れ は大 間違で ある。 耶穌は 『他人の 病 を 身に 氣ふ』 によって、 之 を 救 ふこと を はた 

ので ある。 其の 敕ひ は斯の 如く 大 いなる 犧牲の 結果と 見ねば ならぬ。 某.^ が 十字架に 懸けられ たの 

た 2:5- れば、 此は 無論 明白に 知られる ことで あ. るが、 其の 以前で も 心 ある ものに は 此の 邊の消 が CI 

から 一 |£ 示せられ て、 如何にも 勿體 なき ことに ぜられ たので ある。 主 は 不思議な .ろ 力 を 以て 何の 苦 


もな く 人 を 救 はるる やうに 兒 えても、 之が 6 めに 其の 身 を^ 地に 陷ゐれ るの 危 險., vn し、 设に12^^^ 

を 狭く する の 厄難 を 招かれた ではない か。 人の 富む を 5^ たる は 彼が 贫く なった からで ある。 我等の 

生く  K> は 彼の 死 を敢 てした 結 である。 マグ ダラの 遊女の 救 はれた 願 末に 就いて 考 へて：： て も、 矢 

張り 然 うだ。 彼 を 救った が爲 めに 誤解 をも惡 しみ を も 招き、 其れから 北 ハれと 種々 の禍を 生す るに 至 

つた。 彼の 婦は 共の 救 はれた のが、 耶穌に 於て 非常に 高い 代！^ を 拂 はれた： S 果 であると 云 ふ KI を 知 

つたから、 其の 恩寵に 感泣す ズ0 心が 愈よ 深くな り、 己れ が 多くの 罪を赦 された る は、 一. ムふ 可らざる 

苦 を耶 穌に與 へたに 相 遠ない と 思った ので、 之 を 愛する こと も 愈 IP さって 來た。 彼 はま だ冇 形の 

十字架 を ぬう ちに、 無形の 十字架 を 認めた とで も 云 ふべき であらう。 之 をして 感 恩の いと ど 切 

ならしめ たの は、 此の 事情で ある。 彼 は 知らす 識ら す、 代 f 的 驗罪を 認めた ものの 經驗に 少なく と 

も 似せった もの を、 心に 持って 居たら しく 思 はれる。 彼 は 耶穌の 救 を經驗 したば かりで なく、 之に 

要されし 犠牲的 代惯を 認めて、 淚に 咽ぶ ほど 感謝した - 

マグ ダラの マリヤと ベター 1 ャの マリヤと は、 同人で あるか。 或は 全く 異なった もので あるか。 之 

に は 古 來異說 紛々、 it かに 斷案も 下し 難い/ U とで あるが、 近頃 世に 行 はるる 甚将傳 を 著 はした スミ 

スは、 兩 マリヤ 同 人な りと 斷 一一 一一：： して 居る。 而 うして 共の 擧證 中. - 的確で、 まんざらお 想な りと して 

棄 てるに も 忍びない やうで ある。 クレ エル ポオの 聖べ ルナ アドの 意見が 同じと 聞いて は、 51: 史 之に 

引き 着けら るる 如き 思が 起る。 して マグ ダラの マリヤが、 ベ 夕 li ャの マリヤであった ならば、 北 ハ 
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の 問の 消な 妙味 云 ふ 可らざる ものが ある。 ス ミス 曰く 『ベタ 1 一 ャのマ リャは 何故に 耶穌の に 香； H 

を 注ぎて、 其の 首に は然 かせ ざり しゃ.^ 何故に 其の 毛髮を 以て 之 を 拭 ひしゃ。 北 ハは之 を 以て 耶穌に 

愛と 翁 敬との n:!: 物 を ，獻 げたる のみなら す、 # て パリ サイが 家に 淚堪き 合へ ぬ 懺悔^た りし 記念と し 

て 感謝の 情 今 も 尙ほ鮮 かに a つ 深き を 現 はせ し 者に あらす や』 と。 誠に 其の 行爲は 美的の 妙 を 極め 

て る。 然 のみなら す 耶穌が 之 を 我が 葬の 爲 なりと 解釋 された の は 暗示が； 史に 深い。 マリヤ は 外の 

^^子等に先だって主の犧牲的行爲を認め、 今や 世の 爲め 人の 爲 めに 其 獻身的 慈愛 極 點に逹 して、 無 

形の 十字架 s: 前に 立つ が 如くに 感じ、 其の 難 有さに 淚 雨の 如く 主の 足 を マ^した ので ある。 彼 は 救 を 

經驗 し、 之が 代 慣をも 貴く 感じて、 謝恩の 情 心に 溢れた ので ある。 

(一九 〇 八 年 111 H:)  ； 


耶穌と 其の 最初の 弟子 

(約 翰傳 第一章 三 四 —五一) 

『次の 曰 また ョ 、ノ え 其の 弟子の 一 一人と 共に 立ちて ありし が耶 きの 歩める とき 之 をう ち 目 守りて いま 

こひつじ 

く  ？.^ ょ祌の WW なる 力な (サ九 節？ W よ 世の 罪 を 取り去る 祌の羔 なる かな、 と改 むべ し)。 二人の 弟子 

其の 語る をき \ て、 耶穌に 附き往 けり。 耶穌 反り 向きて 彼らの 附き來 れるを 兌て 取り、 之に いはく 

何 を 求む る や。 彼ら はいへ り。 ラビよ (即ち 譯 すれば、 師ょ) 何處 におる や。 耶穌來 りて 兑 よと 之 

にい ひし 力ば 彼ら 來 りて 其 れる ところ を 見、 其の 日 之と ともに {i^ りたり (此は 第 十 時に て あり 

き) シ モン • ぺ チ P の 兄弟 ァ ンデレ は、 ョ ハ えより き-て 耶穌 に附き 柱き し 一 一人の 一 人な りしが、 

彼 は 3れ 先にお のが 兄弟 シ モン を して、 之に いはく、 我ら メシア (即ち 譯 すれば、 ^：^) を 兑出だ 

せりと、 アンデレ 之 を 耶穌の もとに 携 へたり。 耶穌之 をう ち 0 守りて いはく、 汝 はョハ 木ので シモ 

ン なり。 汝 はケパ (即ち 譯 すれば ペチ 口) と 呼ばるべし。 

次の 日 去りて ガリ ラャ に往 かんと 欲す。 斯くて ピリ ボを； ra^ 出す。 耶穌 之に いはく、 我に 附き來 

れ。 此 ピリ ボは アンデレ 及び シ モンの 鄕 里べ テサ イダより 來れ るな り。 ピリ ボ ナタナ エル を 
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して 之に いはく、 モ ウセが 法律に 於て 且つ 預言者ら が 書き 錄 せる もの を 我ら は兑 出したり。 即ち ョ 

セフの 子に て ナザレより 出で し耶穌 なり。 ナタナ エル 之に いへ り、 ナザレより 何の 善き もの、 出づ 

る HJ あるべき と。 來 りて 見よ と ピリ ボ 之に いふ。 耶穌 ナクナ エルの 之に 來る を：：： 彼が K1 をい ひける 

は、 兑ょ實 に 其のう ちに 僞 りなき イス ェ ラル 人なる かな。 ナタナ エル 之に いふ、 何に よりて 我 を.^ 

よび 

る や。 耶穌 へて 之に いへ り。 ピリ ボの汝 を 喚し まへ、 無 花 ra^ の樹の 下に 在りし 時 我汝を 兌たり。 

ナタナ エル 之に 答へ ける は、 ラビよ 汝は祌 の 子な り、 汝は イスラ ラエルの 王な り。 耶穌 答へ て 之に 

いへ"。 汝無花 樹 のした に 在りし とき 我汝を 見たり と 一一 一一 I： しにより て 1;^ する や。 此ら よりも 大 なる 

ま 二と 

もの を汝 見ん。 斯くて 之に いふ 實に實 に汝ら にい ふ。 汝ら天 開 け ありて 祌の 使： fj^ 人の子のう へに；：^ 

り R つ 降る を 兑ん』 

共の 次の 日に て ありき、 耶穌 ヨハネに 別れ を 告げて、 其の 宿りに 歸 らんと す。 明 曰 は 志す こと あ 

りて、 ガリ ラャの カナに 往 くべき 豫定 なり。 ョハぇ 耶穌の 歩み 去る を染々 と 兌 送り (本文のう ち 目 

守の 語 味 ふべ し)、 昨日に も 優りて 愈 深く 其の 心事に 接觸 し、 同 EE の感 禁じ 難く I 京 仰の 念うた k 切な 

り。 傍らに 在りし 二人の 弟子 を 顧みて 更に 曰く、 見よ 祌の羔 なる かなと。 彼が 耶穌 を， が 介す る もの 

至れり と 謂 ふべ し。 二人 此に 於て 志し を 決し、 耶 穌に從 ひて、 尙ほ 深く 舉ぶ ところ あらん を ffli?^ せ 

おど 

り。 彼らが 耶穌の あとに 從ひ 行く や、 向上心と 希望と に 其の 胸 は 如何に 躍る が 如く あり けん。 

後方に 人の 從ひ 來る氣 色に、 何者なる か 又 事情 如何にと、 耶穌は 回顧て 他の 肺脑 にも 徹すべき 其 


の 線 を 一 一人の 上に 注射したり (本文、 見て取る は 見 透して 事の や) を， 5:: 得する を 云、 ふ)。 而 うして 曰 

く、  ：！： を 求る やと。 此の 問に. E りて 彼等の もどかしく 感じた る 沈默は 破られた"。 之に 力 を 5；: て、 

二人 は ラビよ 何處に 宿らる k や と^ひぬ。 ラビと は 大人の 義 にて、 師に對 する の： 稱 なり。 ョハ木 

の 紹介に. E りて、 耶穌の 人格 偉大なる を 知り、 之に 舉ば^ を逮 する こと あらんとまで は W した 

れど、 北ハの ^巾に 映す る は 一 侗の 非常なる 先生に 過ぎ ざり しなり。 然し 始めは， 何 かに 之 を M と爲す 

に 4^ りし も、 彼ら はつひに 耶穌の 祌格を 認め、 之 を 尊んで が 主よ 五：： が祌 よと 5^ 叫す るまでに し 

たり。 .5 人に も 耶穌の 善き 師 たる こと は 認め 得らるべし。 誡 を 以てせば、 此 だけにても 大 いなる 

祝福な り。 北 ハ の透詣 漸く 深く やがて、 王 基督 を禮拜 する ことと もなる ベ し。 共の ii^ 所何處 と^へ る 

は、 時 を 約し、 更に 往 きて 其の 寓居 を訪 ひ、 靜 かに 其の 意中 を 傾倒 せんと 欲する にて や ありけ め、 

然れ どもお^ 外な り。 彼ら は 直ちに 其の 機# を與 へられたり。 來 りて 兒 よとの 招き は 彼 や ふ をし て^に 

共 の 希 を滿す こと を 得せし めたり。 

『來 りて 兑ょ』 と。 常に 新なる 嬉ば しき 招待に あらす や。 彼ら は 耶穌の 似り 什お を rj- て 如何なる 感 

を や 起し けん。 著^<;には六十年前の往事なれど、 其の 光景、 主 { 各の 談論、 北ハの 感懷、 北ハの 印象、 共 

まのあたり  さ 

の；^:: 發等 何れも 記憶に 鮮 かにして、 目前の 事實 なる が 如くに えたるな らん。 然て こそ 共の 時刻 を 

まで も 精確に 記憶して 『第 十 時』 と は 記せるな るべ けれ。 ユダヤ人の 第 十 時 は 今の 午後 叫 時に 相 ffi 

す。 主客の 對話 時の 移る を 知らす、 更闌 けたる か、 將た夜 を 徹した るか。 想像に 任 かすの ほか、 確 
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かに 之 を 知る に， 5 なし。 其の 談論の 題目 も 同じく 無 記 錄の晴 黑裡に 包まれぬ るぞ 是非 もな き。 然れ 

ども 三人 旅 中の. t: 合が ァ ンデレ 及び 本 害 著者 ョ 尸 本に 與 へたる 結 ml- に 至りて は、 蓋し 漫然.， 5 な薛 W 

のみに 委 する の 必要なし。 咋 tn は耶穌 を師と 呼ぶ のみな りし もの、 今日は 之 を 崇めて メシアと 3 

すに 至れり。 アンデレ は 其の 兄弟 シ モン を、 ヨハネ は 其の 兄弟 ヤコ ブを 片時 も 早く 尋ね 出して、 此 

の 新なる 奇 しき 發見を 報知し、 兄弟して 其の 慶び を與 にせん ものと、 たと ひ 一一 一 n ひへ "さ，. る も 心 は 一 

致した るな らん。 此等 兄弟 はバ プチ ス マの ョハ えの 聲に 促されて もろともに 志 を 立て、 ヨルダンに 

來り しもの なれば、 自ら、 斯く 有らざる を 得 ざり なり。 而 うして 露 先に 共の 兄^ を 尊， ュ出 すの：^ 快 

を 味 ひし もの はァ ンデレ なり。 彼はシ モンに 遇 ひ 突如と して 曰く 『我ら メシア を：,^ 屮： せり』 と 熱 切 

の 情 簡潔な る 語のう ちに 溢る。 

兄弟 相換ゾ へて、 耶穌の もとに 至る。 主 之 をう ち 目 守りて 曰く、 汝はョ ハ. K の 子な り。 然 1 ど// よ 

り ケパと 呼ばれよ と。 ぁ&彼 は娱. して 石の 如き 志 を 抱きし や。 現在の シ モン は i び 易き 石の ペチ 口 

なれ ど、 彼 は 主の 恩寵に 依り、 決して 動かざる 人物と なるべく 召されたり。 、王 は敎 宵の 目的 を 以て 

シ モン を も ペチ と 呼ぶ こと を 躊躇せ ざり き、 耶穌は 品性 卑 きもの.， 救 者に 非す や。 

ァ ンデ レカシ モン • べテ 口 を 尋ね 出した る 後、 間もなく ョ 尸 ネは 其の 兄 * ャ コ ブ に 遭 ひて 之 を^ 

^に隨 行せ しめたる ものな らん。 斯くて 次の 日 師弟 五 人、 相携 へて ガリ ラャに 行く。 途 すがら ^vil- 

ピリ ボに 尋ね 遭 ひて、 他の 同鄕 人と ともに 其の 門に 入らん こと を勸 めたり。 彼 もバプ テス マの ョハ 


ネの俾 道に 励 かされて、 ヨルダンに 來り しもの なりし かば、 一議 もな く耶 穌に從 遊す る こと. T なり 

ぬ。 此等五 人が ガリラヤ湖の 西北、 ヨルダン 河の 湖水に 注ぐ ところに 程近き べテサ イダの 人な りし 

は 興味 多き 事 K なるべし。 靈 的の 關係は 履々 聖 化せられた る 自然 的緣 故に 因み て 締結 せらる  な 

り。 友情 は 信仰の 階段と なる を 得べ し。 

ふる ご\3 

1 行 六 人 は 養て 荒 iSVH 後に 見て ヤコ ブの 故事と 聯想 密 にして 今 も鮮 かなる ベ 二  H ルの邊 か (シャ 

フ の說) とも 覺 しきと ころまで 進み 行きし ならん。 ピリ ボは圆 らすも 友人 ナタナ H ルが、 路邊 なる 

無 花 樹の 下に ある を 認め.；. り。 ナタナ H ルは 一行の 目的地なる カナの 人な り。 彼 も ピリ ボ 等と；： 1： 

じく イスラ H ル國 民の 希望に， 熱し、 バプ テス マの ヨハネの 聲に應 じて 起ちし 者の 一 人に て、 必定 耶 

穌 のこと を 問き しなるべし。 然れ ども 性 謹 厚に して、 誠實を 3:3 とせる ナタナ H ルは、 言 寄 を 案じ 

て メシアの 發祥地 はべ ッレ ヘムなる べしと 推測せ る を 以て、 容易に 其の 心 を 定め 難く、 疑阁 解き も 

造らす 煩悶に 堪えす、 無 花 ra^ 樹の 陰に 入りて、 靜 思と 祈禱 とに 餘念 なかり. しものと 兑ゅ。 故に ピ 

リボが 之に 向 ひて、 モ ウセが 法律に 於て、 且つ 預言者ら が 書き記せる もの を、 我等 は r ル出 し；' り、 

即ち ヨセフの 子に て ナザレより 出で し耶穌 なりと 云へ ると き、 彼 は 直に 其の 疑 を 述べて： n く、 ナザ 

レ より 何の 蕃 きもの 、出づ る K1 あるべき と。 預言者 は ガリ ラャ より 出です とは當 時の 諺な りしの み 

ならす、 ナザレ は カナ を 去る こと 遠から す 然る 偉人の 住 ひたりと も覺 えす、 ^るに 预 ねて 世間 

惡許を 受け 居た る 土地 なれば、 とても 斯る こと あるべし と は、 ナタナ H ルの 夢にも 信じ 難き ところ 
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こて ありき。 ピリ ボ尙 ほも屆 せす、 さりと て辨 論を戰 はす 心 もな く、 恐く は 其の 力 もなかり けん。 

唯だ來 りて； z:- よと 熱心に 勸め. r り。 百聞 ー兑に 如かす。 往 きて！^ しが、 ナタナ ヱ ルの救 ひとはなり 

ぬ。 耶穌 せ： ハの來 る を见、 忽ち 之 を 評して 曰く、 見よ 實に 其のう ちに 僞 りなき イスラ H ル 人なる かな 

と。 此ょ 彼が メシャ 問題に 熱中し、 國を思 ふこと 切に して、 其の 容 く 心 を 決せざる も大性 誠實を 

贵 ぶに 基づく ものなる を 認め、 溫 かなる 同情 を 以て、 其の 人と 爲り を稱讃 したるな り。 ナタナ エル 

驚いて：：： く、 何に よりて 我 を 知る や。 耶穌： ：！ く、 ピリ ボの汝 を 呼びし 前、 汝が 無花^ 樹 のした に 在 

りしと き、 我汝 をみ たりと。 彼 は 其の 無 花 果樹の したに 在りし を 知られた る を 驚きし にあら す、 其 

の 心事、 其の 素 f5、  ^^ハの希望と煩悶とが、 耶穌 に. 5 りて 明かに 認識せられ、 厚き 1:1:^ を 以て 迎 へら 

と；^ 

L たるに、 其の、， ひを碎 かれ、 疑 團も頓 に 氷解して、 ラビよ 汝 は；^ の it^ なり、 汝は イスラ H ルの 王な 

りと 絶叫す るに 至れり。 前者 は祌 と耶穌 との 關係 にっきて 其の 性格 を 表示した る 語な り。 素より 今 

よのつね 

日の：！；^仰ほどに深き意味のものにはぁらざるべし。 然れ ども 耶穌の 性格 尋常なら ざる を 認め、 其の 

絶倫の 權 威に 敬服せ るを兒 るべき なり。 後者 は 耶穌を メシアと 認めた る もの、 年來の 此の 人に 由 

り て 遂げら る ベ きを 、想して、 歡喜 措く 能 はざる を 意味す。 

かたくな 

は 穌は歷 世人の 不信仰に 驚き、 ナザレ 人の 一 W 固なる が 如き は 痛く 之 を 怪しまれ. r り。 八 r ナタ ナェ 

ル の^く 屯 かに 信す るに 至れる を 見て は、 驚嘆 禁 する 能 はざる もの ム 如く、 之 を嬉び 祝して in く 

：^. 怖" 花 樹 のした に 在りし とき、 我汝 を： たりと 云 ひしに よりて 信す る や、 此の 心 あらば 以て 鐘 的 


一 ぽ驗の 党に 葬り、 其の 奥に 達する を 得べ し。 汝 我に 接觸 する こと 久しければ、 德て灭 開 力れ て 鎖 さ 

る *MJ なく、 我に よりて 祌と 人との 交通 少しも 滯る ところな く、 繁く 且つ 密 なる を寶驗 する HJ を 得 

べし。 宛 も 昔 ヤコ ブが祌 の 近くに 在す を 感じた る 夢を實 現す る こと あらんと。 主 は ナタナ エルが 信 

仰に 入れる を歡迎 すると 同時に、 其の 向上心 を 促が し、：. に 進境 を 目 懸けて 勵 むべき を敎 へ、 的の 

經驗 おの 味 ひ.^ りな かるべき を豫齿 せられたり。 有つ ものに は與 へられ、 有たざる もの は已に 有て 

る もの を も 奪 はるべし。 界の法 細 少しも 怠慢 ある を容 さざる なり。 何故に 耶 a- は ナタナ エルが 汝 

は祌の 子な りと 4 一：： へる に對 して SI ら 人の子 一： ム々 と 一： ム はれし や。 蓋し 人の子と は 其の ュ ダ ャ人 おの 

通 州：？ i にて、 ：个 民と いふ 装 なり。 彼等が 期待せ る メシア は光榮 赫々、 四 邊を拂 ふば 力り の^ 主なる 

べしと 豫 想せられ.；^ り、 然るに バ プチ ス マの ヨハネの 紹介せ る ナザレの 耶穌 は、 それとも $ル しき 外 

觀 なく、 ー侗の 平民との み ：13- えたれば、 人民 は 失 は； A して 之に 心を倾 くる もの 少 かりき。 浙 くて 平民 

の 子よ と ill- すめる 號は 口 十く も耶穌 の； 斗に 入りたり。 彼 は ユダヤ人の 世俗的 觀念を 担 絶し、 北 〈の 野 

心 を 打破し、 ^の 賤民の 友た らんと 欲する 宿志 を 明かに し、 眞正 なる メシア 的 光 榮を發 ^せんが 爲 

rj- つぎと リ  , 

めに、 稅史 及び 罪人の 友と 呼ばる.^ を 喜べる と 同一 の 意味に 於て、 自ら 稱 して 人の >P と は 云 はれた 

るな り。 耶穌 自身の 外、 幅 昔 書 著者が 自ら 此の 名稱 を川ゐ たる 例 ある を兑 ざる は、 蓋し 其の 濫 船 斯 

くの 如くなる を 以て の 故な らん。 僞 りなき ィ スラ M ル人 なる かなと 稱讃 せら れ たる 此の ナタ ェ ル 

は、 使徒の 一 人なる バ ルト ロマ ィと 異名 同人なる べしと は 衆 說の槪 ね 一 致す ると ころな り.。 其の 證 
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據は 十一 一 使徒の 姓名 錄中バ ルト ロマ ィの 名が 常に ピリ ボと 連記 せらる- - こと、 バルト ロマ ィの名 約 

翰傳に 見えす、 ナタナ ヱ ルの名 共 觀福昔 書に 現れざる こと、 及び バルト & マイ は ト tl マイの 子と 云 

ふ義 にて、 彼が 此 外に 名 を 有せし 者なる を 知る 等の 事實 にあり。 

(一 九 〇 八 年 三 巧) 


耶穌の 十字架に 關 する 說敎 

I 神 は 人の 重荷 を 負 ふ 

『日々 に 我等の 荷を负 ひた まふ。 主我 笠の 救 ひの 神 は ほむべき かな』 111 ュ (ち 

祌は 曰； §に 我等の- wii 荷 を ft はる。 詩人の 思想の みに 止めす、 之 を Si ら すに 耶穌の 十字架 を 以てせ 

、 ば、 CI ら基^ 敎の救 ひ を も 了解す る を 得べ し。 

米 國にモ 。ス • ブ ゲン ソン • アルコット (ns^ssli^) と 云 へ る 敎育家 ありき。 彼が 靑年 を敎 

# する 或る 學校を 支配せ ると き、 校則 を 犯せる もの を處 分すべき 新しき 规則 を？ おけたり。 幾稷 もな 

く 反則の 行爲 によりて 虚^ せらる ベ き 一人の 生徒 を 出したり。 校長 は 多くの 生徒の iii::- りおた る 前 

に、 反則 者 を 呼び出し、 北 (の 過失の 罰と して 鞭打つべき こと を宣吿 せり。 而 うして 校：： ^肉ら 鞭 を 取 

り 上げて 之 を 彼に 與へ、 己が 手 を さし 出して 我れ 汝に 代りて 鞭打 たるべし、 いざ 我 を 打てと へ 

り。 彼 は 鞭を& べつ X、 身 を 震 はせ 淚を 流して、 如何にすべき か を 知ら ざり き。 並；： i る 多くの 舉生 

もまた $： な 泣けり。 反則せ る 生徒 は 校長の 促さる るに 否み 難く、 遂に 師の乎 を 鞭打てり。 斯くて 彼 

は^く 己が 非 を 悟り、 其の 心 を 改めて 善良なる 靑 年と なりたる こと ありと いふ。 此は t^,^ の-; g 卵 を 

耶穌の 十字架に 關 する 說敎  i  三 三 七 


^觫の 十 i,f 架に 關 する 說敎  三 三 八 

說 くに M ゥば引 川 せらる る 物： 語りな り。 然れ ども アル コ ットの行動は如何にも作(：5的にして不^11然な 

り。 一歩 を 誤れば 僞 善に 陷 るの 恐れ あり。 日本 にても 或る 基督 者た る 一 敎官家 は、 之に 似^りた る 

こと を 行 ひたりと iS く。 感心す べきが 如く なれ ど、 何となく 不，： 1： 然の嫌 ひなき を 川.：： す。 師 おの 關係 

は 之 を 親子、 S く は 夫婦の 關 係に 比すれば、 自ら 異なる 所 あり。 特に 今日の 敎_5:： の 如き は、 師ま 

益す 1:^ くして 疎な り。 夫婦 若く は 親子の ならば、 自然の 園 係 ありて、 苫 しみ を 共に し、 耻を分 

ち、 剖 を もと もに 味 ふべ し。 然れ ども 師.？ の にて は； ® だ 難づ かし。 

神の 人類に 對 する 關係は 如何なる ものな り や。 唯 だ師" の 如き 關 係に 過ぎざる か。 委任 狀を 作り 

て 裁判の 審件を 麟護士 に 托する が 如き ものなる か。 一 法律 的關 係に 過ぎざる か。 S) た 之よりも 

一！^.::: 然 なる 親子の 如き 關 係なる べき か。 此の 詩篇の を见れ ば、 祌は我 $ の n;lt の^^ をれ ふと 

あり。 ：n;t と 一 K ふお 味 ふべき なり。 -iai,; 荷の 中には 淚に滿 ちた る事資 も あらん、 〔霞に 世の中 は- iai! 荷に 

て滿 ちたり。 然 かもせ： (の 重荷 をば 祌は 自ら 食擔 せらる ベ しと 云 ふ。 

441^^敎の：^は：1ハだ大ぃなり、 力に 滿 てり、 恐るべし、 高し など 云 はるべき のみに あらす。 之と 同 

^ に 我 ゃ^- の 爲 め に i 荷 を 食 はるる 祌 なり。 是れ 基督 敎 的 11:^ 仰の 特色な り。 

人 は 如何にして 進歩す る や。 近世 文明の 進歩 は、 CI 然のカ を 益々 應 W する にお， れる もの 其の 一 つ 

ならん。 電叙 若、 は 蒸汽カ は自山 自在に 利^せら る。 而 うして 此は 取り も ぼ-さす 我 や.^ が.：：： ら (：m るべ 

きこと を、 他の ものに 遣らし むる を 意味す るに あらす や。 蓋し 是れ 人文 逃 歩の マ；^ 則な り。 某哀 I 敎者 


は 神の 内在 を： &K 我せ は 神に よりて 生き、 乂 動く。 此 はお. お 神敎の 眞现の 一而な り。 んの i 荷 を 

然 にれ は する こと は、 德て之 を 祌に负 は す る て ふ こ と に ：^^^5す。 

のこと 乂然 かなり。 德六 は 只 だ ールの 命令 害を發 して、 克.： J.i^ 禮 せしめん とする も 其の 甲斐 

なし。 斯る^ 德 いじり は 生 などの 工業と 一般 到-:^ 大 いなる こと を爲 し遂 ぐる こと 能 はす。 道德界 

の 進歩 は、 ルの^ 荷を祌 にね はしむ るに よりて^ す。 此は 物现舉 に 於ても、 社，^:; の 態に 徴 して 

も、 かなる s-l はなり。 神 を：： て 親しき, 係 を；： ¥ び、 篇の語 を 以て 貢へば いみ 忠の^ 荷 を も 之に 

れ はしむ るに よ， でて こそ、 人の 道德は 全うせら るる なれ。 通の 迸 德は野 入の エ^の 如く、 

敎の^ i0 は 文明 人の それの 如し。 

維： ii^^^ 八 や 二十 六に 曰く 『i- 靈も亦 我等の 荏 弱 を 助く。 我^ は 祈るべき 所 を 知ら ざれ ども、 si 

みづ から In ひ 難き の 慨歎 を 以て 我等の 爲 めに 祈.^ ぬ』 と。 § -键に 就きて は、 來難 かしき 議論 少 

なから す。 然れ ども 眞.：^ に 某 ま：： と 其の 救と を すれば、 祌 が 人の 心に 内在して 活動 せらる る を 認め 

4^ んば あるべ から チ。 i 右し 之 を すら 解す る 能 はすん ば、 未だ^ 4H 敎を 理解した りと 云 ふ"^ らす。 

•  む，， は ひ： i も W 人 -2： に し て 、 n- つ 道德 的お 贝任ぁ る ものな り。 然 る に 人 は，：：： ら適 <=5 に 祈り を ぐ る 能 

ます。 此 に 於て かゆの 龜は闷 人的に して 他人 に 任す 可ら すと W 心 はるる 一翁 _s を も^け、 我 やに 代り て 

祈る。 即ち 人， お 的 例. 忱 的なる もの を 神に 負 はしむ るな り。 祌 n,:^ 我 ゆの 內に 在りて、 云ひ雞 きの 慨 

欽 をな して ら るるな り。 

郎觫の 十 i-f 架に 關 する 說敎  一一 ニー 一九 


耶穌の 十 ネ 架に 關 する 說敎  三 四 0 

或は. 問 はん。 祈り を 聽 くもの は 神に あらす や。 然るに 神が 祌に 祈る と は 可 笑から す やと。 然れど 

も 我 が 神に 向 ひ、 己れ の 正し からん こと を 求め、 誘惑に 打ち勝ち 得ん こと を 祈る は、 ： 一一 一 II ひ換 ふれ 

ば祌 をして 此 事を爲 さしむ る を 意味す。 而 うして 我等； t の 力に よりて 之 を 爲し途 ぐれば、 祌 は善且 

つ 忠なる 僕よ と 賞す。 親 は 其の 子に 孝道 を敎 へ、 己れ に對 して 之を實 行せ しめ、 以て 自ら 喜ぶ が 常 

なり。 淺 薄に 考 ふれば 可笑しき やう なれ ど、 是れ 人情の 深き ところな り、 然 かも 此 は！： と 我等との 

1? に ffl 似た る ものなら す や。 

H、5 ふに 凡ての 事呰な 此の 如き 者 あり。 子 をして 孝行なら しむる に は、 親 自ら 其の：^ 2； 任 を負擔 する 

の事實 あり。 道德も 其の 深く 且大 いなる 意味に 於て、 精神 上の 重荷、 若く は 祈りまで も、 之 を 神に 

負 はせ て、 始めて 著しき 進歩 發展を 見る に 至る。 此は 愉快に して 大 いなる 事 寳 なり。 

神 もし. EI 然界の 勢力、 若く は哲學 者の 所謂 絕對 者た るに 止まらば、 いざ 知らす。 苟 くも 基督の 現 

はした る 如き 天の 父なら ば、 確かに 人の 罪惡を 以て 其の 重荷と 感ぜら るるに 相 遠な し。 彼が 人の 罪 

を. 見て、 之 を 悲しみ、 云 ひ 難き 慨歜 をな して、 自ら 此の 望 荷 を 負 ふ は 必定な り。 然 らば 更に 一歩 を 

進めて、 彼 は 人が 罪に よりて 受 くべき 罰 を も 受けら ると 思考す る こと 能 はざる か。 

S ひぶん  S 

祌が 人の 罰を负 ふと は 酷し き 言 分な り。 然 らば 神 自ら 罪人と なる の 意 かと 怪しむ 者 も あらん。 斬 

は 左様なる 法律 的の ことに あらす、 乂 芝居 を演 する にも あらす。 精神的に して 極めて. Jul 然 なる 關係 

なり。 恰 かも g ま i 云 ひ 難き の 慨歎 を 以て 我等の 爲 めに 祈る が 如く、 神 は 我等の 罪の m 荷 を 負 はるる 


を 意味す。 此の 邊に 基赞の 救の 意義 現 はる。 蘇闕 サイ モン 博士 は IS りの さに よりて 陋 卵の 3 吳现を 論 

じたり。 マク n ォド • カメル は耶 の 非 は 祈りな りと 說 けり。 祈り を 神に 負 はしむ るて ふ 事實に 

よりて、 救 ひの 道理 を も 明かなら しむる を 得べ し。 人 罪 を 犯せば、 其の 結^と して 必す祌 の 赦を求 

めざる 可らざる に 至る。 何と なれば 祌が罪 を 憎み 嫌 ひ、 之 を 排斥し、 ひ 怒らる る は常然 なれば な 

り。 罪を^^んでぉの人を憎ますとの讓は意味無き語なり。 罪 を 憎めば、 乂其の 人 を も 憎み 愤るこ 

そ、 寧ろ 至當 なれと 云ぶべし。 故に 人 は 罪の 結 ra^ として 祌の赦 を 受けざる 可ら す。 如何にせば 卵 を 

赦 さるる を 得る か。 此は實 に 重荷な.^。 人生の 靈荷、 豈に 之に 如く もの あらん や。 云 ひ 難き 慨歎 を 

なして 我 やの 爲 めに 祈る 神 は、 また 我等の 罪の 重荷 を も 負 は ざらん や。 Ei^ して 斯る事 Si ある を ら 

ば、 何人も 其の 眠れる 靈 魂覺刚 し、 大 いなる 憤 發心攪 起し 來 りて、 遂に 罪 惡をも 31 治す る を 川， S ざら 

んゃ。 祌資に 我等の 罪 を 負 はると 聞かば、 誰か 之 を 喜びて、 勇ま ざらん や。 勿體 なしと もお 恐し と 

も^^じっっ、 £1 ほ大 いなる X 布 望 を 起し、 自 由に して 快活なる 心 持と ならざる もの あらん や。 

然 らば 祌が 我め ふの 罪 を 負 ふと は事寳 なり や。 耶穌の 十字架に は 此の 意味 如何に 發 Si: せられたり 

や。 十字架 上の 耶穌 の經驗 は、 我等 を 救 ひ 得る の 効力 あり や。 若し 此^の 意味 を 明かに 了解す る を 

得ば、 如何に 偸 快なる ことならん。 また 我等の 信仰が 如何ば かり 活氣を 帶び來 る ことならん。  < 水 は 

順序 を 追 ふて 此 等の 問 题を說 かんと 欲す。 

耶 麻の 十字架に 關 する 説教  三 SM 


耶 

の 

苦 

痛 


『耶姊 カイ ザリ ャ、 ピリ ピの 方に 到りし とき、 其 € 弟子に IE ふて in ける は 人々 は 人の子 を， と 一； 一一" ふや。 彼 

小 いひけ る は 或 人 は バ プ テス マの ョハ ネ、 或 人 は ユリ ャ、 或 人 は ェ レ ミ ャ、 また 预首 者の 一 人な り， Vfi 一一" へ 

り。 彼^に 门 ける は汝 は 我 を 一一 一 n ひて とする 乎。 シ モン、 ぺテ。 答け る は汝は i„^l::、  ^^^；ける神の子な 

リ。 耶穌 $ ^へ て 彼に： ：！ ける はョナ の子シ モン 汝は 福な リ。 蓋 は 血肉なん ぢに 示め せる に #k ず、 H< に.；^ す 

が 父な リ.。 我 また 汝 にせ げん、 汝はぺ テ 口な り、 我が 敎八 I リを この I ィ， の 上に 建つ べし。 は 之に 勝つ 

ベ か、 しず。 乂 かれ； 人 鑰を 汝に予 へん、 汝が 地に 於て 磨ぐ こと は-太に 於ても ぎ、 なん ぢが 地に 於て 释 

くこと は灭に 於ても 群 くべ し，：。 Lfl) 

卅.^ にて は耶穌 を. 何と 兑 たりし や。 或 は^ふ バプ テス マの ヨハネな りと。 他 は 一. ムふ N リャ なり 

と。 要す. るに 十：： へ の宗敎 の 一 人に 過ぎす と 認められ たるな り。 而 うして 彼. m: 身 は斯の 如き 評 ffi に 

滿足す^?こと能はざりき。 實に 耶穌を 見る こと 斯の 如きに 過ぎ すん， は、 基督 敎の S 礎 立てり とい ふ 

可ら す。 故に 耶穌は に 弟子に ひ、 汝ら は. M とか 云 ふと 問 ひぬ。 常時 已 に耶穌 にっきて は の 

氣受 け.； = しからす。 孤城 落 rn の概き ありし なり。 されど^^^子たちに取りては斯ろ？？ム：：にも拘らす、 

せん  - 

之に す. る；^ 仰 漸を追 ふて 淸く： ル しく 進みつつ ありき" 未だ 明確 を缺 き、 徹底せ ざると ころ ありと 

雖、 順序：.^: しく 發展 せば、 必す 健全なる 善き^ 仰に 達し 得べき. なり。 耶穌の 問に 逢 ひて、 、レモン • 

べテ n が 口より 『汝は 、おける 神の 子！ 一:^: お：： なり』 と 答へ た. る を、 ？：闭時の^^に！！？して^^；-ふれば、 確に 


邯-穌 の 十 如 水に 關 すろ 說教 


三 二 


n.^ 子た ちの 心 次" がに 淸め られ、 世 心を脫 して、 精神的に 耶 を： る を 〔：： るに、 稍 や 近く 進歩した る 

なり。 

他の^^は耶穌を以て N リャに擬し、 N レ ミヤと 比べ、 バプ テス マの ヨハネと-. ムひ、 willn 者の 一人 

と 認めて 滿 足し、 以て 十分に 彼 を 譜 したりと e ^推せり。 され ど ぺテ。 は 之に て は 未だ 飽き 足ら ざ 

ろ 點 あろ を 感じ、 耶 に は 十：： への wnllt 者と 類 を 異にする ところ あり。 新しき もの あろ を：； 而 うし 

て 彼 は 遂に 『JS ける 神の 子 お：： なり， 一一 と 叫びぬ。 之 を 神 壞 的に 說明 すれば 如何なる^ 條を 合め る 

か。 ^も^^もぺ テ ロらが^ぉと神との關係の如.1:にも奧深く、 ハ， く、 ：：； 瓜ろ 可ら， ざる もの あろ を認 

め、 凡ての； 一 n 者が n を 極めて 說き、 代々 の以色 列 が： ち 望める 所 を 成就 せん もの、 之 を^い 

て 他に 求む 可ら すと なし、 非常な. る 任 を 注ぎて 彼 を： たる は 明かな り。 彼ら は 耶穌の 然 新なる 

逝 を へ、 はつ c: ら之を w 現せら るる ものなる を 感じたり。 共の 識 も；^ 仰 も 幼 稀 なれ ど、 やがて 

よ 3 たね 

雲に gi; ゆる 大木 ともなり 得べき 良種の せる^ にて ありき。 耶穌は 此の 答 を 聞きて、 ^く  s^. はれた 

0  0 枇^の 人 は紛々 として 下らぬ 批評 を 試む ると も. S に 介す. るに 足らす。 數 人の * 子のう ちに 斯の 

如き；：^仰の起れるに安心すべし。 神の！： の 茶 礎 は 据えられたり。 陰」.^ の E: も 勝つ こと 能 はざる 活力 

起り ぬ。 此： ：：^ 仰 だに あらば、 何もの を も 恐る るに 足ら じ。 假 令耶， 脉 此の世 を 去らん も 心 f;^ りな かる 

べし。 此は 時耶脉 の心抟 なりし ならん。 

然れ ども 之の みに て は 足らざる ところ あり。 ^を^れば" を 望む に 至る。 即 はち 次の 條に記 載せ 

邯穌 の十ネ 架に 關 すろ 說教  三 円； 二 


耶穌の 十字架に 關 する 說敎  三 四 S 

られ たる 如し。 曰く 『此 時よ ひ耶穌 その 弟子に 己の H ルサ レムに 往 きて 長老、 祭司の 長， 教者 等よ 

など 

り 多くの 苦み を 受け、 かつ 殺され、 第三 日に 睡る 等な すべき こと を 示し 始む』 と。 耶 S は 此の 時よ 

り 受難の 事 を 示し 始められたり。 今日の 普通 用語 を 以て 云へば、 十字架 を說 かれた るな り。 

活ける 神の 子 S 督は 我等の 罪の 爲 めに 非常なる 苦痛 を 嘗められたり。 之な くぱ、 たと ひ 基督 を剎 

の 子な りと 信す ると も、 諺に 所謂 怫 造って 靈魂を 入れざる が 如きの み。 基^ 敎は 基督 及び 其の 十 宇 

架 を 說く敎 なり。 彼 は 我等の 罪 を 救 はんが 爲 めに 死して れり。 此の 事 W と解釋 となく ば、 不完全. 

なる 宗敎 なり。 是れ 基哲敎 の耍點 にして： .KI へよ ひ 共の 一 つ だに 怠り 忘 るるとき は、 常に 信仰の 活 

力 を 失 ひ、 其の 特色 を 失 ひたり。 

馬 可 傳第八 草 三十 二 節に は 『明かに 之 を 示し 給 ふ』 と あり、 カイ ザリャ • ピリピ にて 耶穌が 之 を- 

i られし は 其の 生涯の 終りに 近き 時な り。 やがて 十字架に 懸けられん とする 間際な り。 されば 此は只 

だ 彼が 世の 成 ひ 行き を 察し、 其の 暗澹たる を 見て、 事兹に 窮まる、 もはや 死す るの 外な しと 覺 悟せ 

ら， L しに 過ぎす と 解すべき か。 然ら す。 明かに 示さる と ある を 見れ ぱ、 此は 久しき 以前よ ひ 共の 今》 

頭に 懸 りて 忘る る こと 能 は ざり し 題目に て ありき。 ベ ン ゲル は勢糾 聖書の 註解 を i ネ？ はした る 信仰 厚 

き 人なる が 耶穌の 一生 は 受難のう ちに 過され たりと 云 ひたり。 耶穌の 性質に は陽氣 にして、 不思議 

なるほど 喜 悅に滿 ちた ると ころ あれ ど、 之と 同時に 其の 心に は 常に 苦痛 ありき。 現在に 於ての みな. 

らす、 ir  く 行く 更に  一 甚 しき 苦痛 あるべき を 期待せ り。 此は 耶穌の 言に 於て 見ら る るの み なら 


す、 其の 生涯の 全部 を 通じて 何人も 認識せ ざる を 得ざる ところに あらす や。 彼の 心に は 不思議なる 

喜悅 と、 不 議 なる 苦痛と ありき。 其の 喜悅と 平和と は、 苦痛に 伴 ひたる がた めに、 一 ほ奧 床しく 

意味 深き ものと なり た り 。 

とめ 

耶穌 の 誕生 已 に 大 い な る 謙遞な り 。 『彼は 富 る者な り し が汝 ら の 爲 め に お し き^^と な れ り。 是れな 

んぢら が 彼の^ 乏に 出り て 富る 者と ならん 爲め なり』 (lfff)、 『彼 は 神の 體に ておりし かど も、 自 

ら共 ％ と 匹し く 在ろ ところの 事 を棄て 難き ことと 意 はす、 反て己を^！-ぅし、 僕の 貌を とりて 人の 如 

ぁリ さま  ひく、 

く なれり。 已に 人の 如き 形^に て 現 はれ、 已を aj- し、 死に 至る まで 順 ひ、 十字架の 死 を さへ 受 くる 

に 至れり』 (|^?£$)。彼の降生そのものが大ぃなる受難なり。 大 いなる 十字架な り。 ^し 耶穌 にして 

#： 通の 人たり しなら ば、 其の 犧牲獻 身 は 力と 深さと を 減す るに 至らん。 然れ ども 保 維の 言の 如く 解 

すれば、 共の 意味 限りなき もの ある を感 す。 

生れし とき もべ ッレ ヘムの 槽 なりし 如き、 或は 兩 親に 携 へられて 埃 及に 避難せ る 如き、 ナザレの 

村に 住へ ろ 如き、 何れ か 苦難なら ざ. る もの ある。 殊に 共の 家庭 は 如何な りけん。 十二 歲 のとき エル 

サ レムに 上れる 記事の 外、 其の 家庭に 於け. る 彼の 位置 及び 關係を 知る に. H なし。 然れ ども 母子の il 

に. 取り 交された る 問答に よけて 推測す る も、 彼 は 幼け なき 時より 天に 在す 神 を 愛する 心 深く、 今 n 

はや 母 マリヤと 尊 めら るる 高潔なる マリヤ すら、 其の 心事 耶穌と 同じから す、 相 冗の sl^m わの 疏迎 

せざる ところ ありし は 明かな. り。 マリヤの 驚き、 耶穌の 不{ さ、 母子の 問答 を 兑れば 確かに { 冬： S! に 於 

耶穌の 十字^に 關 する 說敎  三 e: 五 


E= 穌の 十ネ に關 する 說 g;.  三 s: 六 

ける 彼 は 驚き、 悲み、 苦み、 疑 ひ、 はつ 失-ませ しこと 如： r はかり 深く 切なり しぞ。 此は W より 像 

なり。 され ど 謹んで 考 ふるに、 然か ありし となす の 外 あるべ からす。 

耶 M の 洗禮は 他の それと 大いに 違へ ひ。 彼が 水より 上れる とき 欺靈は 51 の 如く 北ハの 上に 降れり。 

胸屮 限な き 感慨 湧き出で しものと ゆ。 彼 は 人と！： との 罪に 深き 嘆き を 懐き、 卵な きもの、 卯 あ K> も 

のの受 くべき バプ テス マ を 受けたり。 ョ ハネ は. 何故 之 を 見て 神の 羔と云 ひしゃ。 或は 是れ 彼の 口よ 

"出づ べしと も 忍 はれざる 思想な り、 後世の iiii 仰 を 書き 加へ しに 外なら すと て、 此の.； よみ！^ 叫 幅 

音 害 は餘. り を^く に 足らす と： 做す もの さ へ あ り。 され ど 之 を 精 fli すれば、 一 句^^ が- &. お 4^ の 校 

様 を 幻 にて：：： 儿 るが 如き 心地す。 耶穌 パプ テス マに 臨みて、 必す 其の 现. H をョ ハネに -ほ られ しなら 

ひ と 

ん。 ヨハネ も 狼が のこと， 他人の こと を m め ひ、 1§ なくして 尙ほ パプ テス マ を 受 くる は、 .{:: らお 

く 仔す ると ころ あるが 故なる を 認めた るな らん。 彼の 態度、 容貌、 祈り 及び 之に 現れた る 精神に よ 

"て、 是必 {ル 神の 主 〔なれと 思惟せ ざる を i:- ざり しならん。 自らは荒くれたる野に呼べ る人の^^,5;^れ 

ど、 彼は溫 和に して IS かなり。 隨て舊 約の 故事 もも ひ 起さざる を 5^ す。 此人 こそ 神の 羊 〔なれとの 

_ヒと、ぎ丁？^ 

1^: 轉た 切なり しもの の 如し。 時鳥 鳴きぬ と E わ ひて 頭 を 擧 ぐれば、 已に 其の 影 もな し。 ヨハネ $：£ 時の 

覺感 は. 水く 持 結せ ざり しならん。 宛が ら黑雲 の 問より ni: 影の 漏れ 出で たる も、 やがて また 隱れ ぬる 

如し。 然れど 鬼に 角 彼. は 耶穌を 祌の羔 なりと 感じて、 他人に も然か 紹介した るな り。 此は 我等 をし 

て 《お 時の 耶穌の 心中、， 身の上、 經驗 など を 推測せ しむる に は 大切な. ろ衬 Sp,!:? り。 


耶 M が 野に て？ ^みられし も、 苦痛の 一 つに て あ 0 き。 誘惑 そのものが 已に 苦. M なり。 彼の 心中に 

は 如. 1： なる 戰 ひの ありし か。 また 如. 化に して 之に 打ち勝 たれし か。 共の.： j 总味 如.！：〕 如何なる ™- お： ：を 

抛って、 如. 1： なろ もの を 拙 へられし か。 此は長き^^にして、 また 大な る問题 なり。 

其の 公け に チ-ら るる や、 人 を 救 はんが 爲 めに 力めら れ たる こと、 其の生^；^の；；：：^たど之を細 

說 する の^なし。 され ど 彼 は 人の 弱き を 身に ft ひたり。 北ハの 奇跡 を 行 はれた ると き •；！： の もな きが 

如くに して、 北ハ は 人の-:^、 病 を 身に ft ひしな り。 共の M に は 卵の 荒き 風に 吹き まくられて 心 もゅ體 

もと もに 病的と なり： ろ 我らの 5^ て 解し 能 はざる 經験も ありし ならん。 人の 巧 ^0.  S: に g^K ふに 

iS; して、 彼 は w に 深く 鋭く、  n つ 切なる 間 をお せられたり。 かの 癱疯 の^人 が^け を 求めし とき 

の 如き も、 づ汝の i 补赦 されたり と 「ム はれし を：： よ。 耶穌は 人の £ 卯 悪 を 深く 歎き、 n ら 其の 苦疝を 

身に ft ひしな り、 北 ハの赦 I 卯 は 自ら 限" なき ss: 荷 を經驗 せられた る丧 現な り。 彼 は 比 ふるに ものな き 

苦き|^^^を以て赦£:^を{-バせしたり。 夜靜 かに 山 深く 祈りて 曉に 徹せし ときの 如き、 其の 問题の 一 つ 

は 確に 世の 卵 を ft ひ、 廿： ハの赦 し を 求められし ことなるべし。 人の 爲 めに 彼等の を赦 した まへ と 神 

に 祈られし は、 啻 に 十字架の ト； のみに て は あら ざり しならん。 共の^；总味深き祈り、 1:::々祌の前に^： 

げられ しこと ならん。 

保 羅は羅 馬 逢：； 第 九 j  、  二、 三に 於て、 ユダヤ！：：^ の 救 はれん が爲に 切なる 心. 一 ^あろ を 述べて n 

く  ； 「我れ：^ 将に S ける 者な れぱ 我が 一一 ri: は 露に して 偽な し、 a つ わが 良心 架 aw に 感じて、 我に 大 なる 

耶穌の 十 i+s^ に關 する 說教  三 w 七 


耶穌の 十字架に 關 する 說教  三 £ 八 

憂 ある ji^ と 心に 耐 へざる の 痛 ある さを證 す。 若し わが 兄弟 わが 骨肉の 爲 にならん に は、 或は： 一:^; 督ょ 

り 離れ 沈淪に 至らん も 亦 わが 願な り』 と。 基督の 弟子た る 彼 は 深く 基^の 心 を 得たり C 基^の 敎育 

を 受け、 或る 程度まで 進歩せ る 彼 は、 國 の 事 を 憂 ひ、 其の 罪惡、 迷信、 剛 復の爲 めに 祈り、 现に於 

て 能 ふべ くんば 沈淪に 至らん も 亦 わが 願な りと い へ ひつ 基督 は 之よりも 一 展 深き 心 を 懐かれた る こ 

となし と！：： 儿て 巳むべき か。 彼 は W に 人の 罪 を 身に 負 はれ ざり しか。 平素 人の 知らざる とき、 义现會 

する 能 はざる 場合に、 r ムひ 難き の 嘆き を爲 したる ことな かるべき か。 彼 は 十字架な くも、 拙 まなく 

も、 に 人類の 罪の 苦痛 を 感じ、 之が 爲 めに 祈りし なり。 

罪 は 如何にして 救 はるべき か。 或は 云 ふ、 共 は 在世中 喷 罪を說 かれし ことなき にあら す やと。 

され ど^ 将は 人の 罪の 爲 めに 苦しみ、 つ 祈ら ざり しか。 彼が 行きが かり 上、 已 むに 已 まれぬ 關係 

ありて、 罪の 苦痛 多く 而 かも 之 を 感ぜざる 世の中に 立つ こと は、 非常の 苦痛に て ありし なるべし。 

然れ ども 彼 は 之 を 週 れんと せぱ、 必 すし も遁 るべき 工夫な きに あら ざり しが、 神の 命な り、 之を經 

驗 せざる 可ら すとの 自覺を 有したり。 人生の 關係 自然に 生す る 苦痛の みならす、 に I 展大 いなる 

出來^6は彼に向って押し寄せ來りっっぁり。 潮の 湧く が 如き 犬なる 苦痛 迫りつつ あり。 此は寢 耳に 

水の 如き 出來 事に あらす。 彼 は 明かに 之 を 知れり。 旣に 之を豫 期したり。 此の 驚くべき 自覺 は、 彼 

の 傳記 を讀む もの の 見 週す 可から ざる 點 なり。 

而 うして 此の 恐るべき 出来事 は 如何に 終局すべき か。 其の 意味 は 如. 何。 之に 對す る； t の 御 心 は 如 


何。 耶穌の 苦 は 神に 於て 如何なる 影響 あるべき か。 此の 出来事 は 世 を 救 ふと 何らの 關係 あり や。 

耶穌自身は如何に^^フへられしか。 喷罪は 後， 世の 思想なる か。 保 羅の說 明と 耶穌 の. M 識とは 木に 竹 を 

接ぎた る 如き ものに て ありし か。 

.  三 耶穌の 苦痛 

『明日 ョ ハ 子、 耶蘇の 已れに 來るを 見て 日け る は、 世の 罪 を 任 ふ 神の 生- J を 見よ』 (ffl^M 

『まことに 彼 は 我^の 忠を おひ、 我等の 悲 みを擔 ヘリ。 然る Jfe^E- わへ らく 彼 は せめられ 、神に うたれ、 

苦しめら るるな りと。 彼 は 我等の 您 のために 傷 けられ、 我等の 不義の ために 碎 かれ、 みづ か、 し懲！ IS をう けて 

我等に 平安 を與 ふ。 そのう たれし 1^ によりて 我等 は 癒された リ。 我等 はみ な 羊の ごとく 迷 ひて おのく 已 

が にむ かひ ゆけ り。 然るに H ホバは 我等 凡て の 者の 不義 を 彼の 上に きた ま へ リ』 ^^^3^ 

『我等 はみ な 羊の 如く 迷 ひて 各々 己が 道に 向 ひ 行けり。 然るに H ホ バ は 我等 凡ての ものの 不義 を 彼 

のうへ に m はきた まへ り r 蓋し著者は或る隱れたる！！？^子が、 其の名世に知られす、 侮られて 人に 壤 

てられ 非常なる 苦難 を も 受け たれ ど、 其の 間に 立派なる 心 を 保ち、 氣-.^?く奥^しきものぁりしを見 

て、 痛く 感動し、 先づ： u が 生 の 宛 がら 迷へ る 羊の 如く、 勝手なる ことのみ S し、 徙の (g^ しき 事 

に 心 を れ、 面白可笑しく 狂奔して、 實に淺 薄 極る ものなる を 悟り、 かの 名 も 知れす、 世に も 忘 

れられ たる 義人の 生：：^ に比べて 深く 自ら 耻ぢ、 大いに 奮發 すると ころ ありし なり。 一せ？ は 己が 生活 

の 無意味に して 極めて 低き を感 すると 同時に、 彼の 君子が 苦痛 を甞 めた る 意味 の^だ 深く：：； K きを 感 

耶稣の 十 tf 架に 關 する 說教  三四 九 
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じたり。 彼 は 義人な り、 然 かも 深く 大いに 期す ると ころ ありて、 戰ひ 且つ 苦しみ、 更に 怨 ます、 不 

平 を 鳴 さす.、 喜び 且つ 安んじたり。 世の中に は  一 t;- 特別なる 目的 あり、 趣味 あり、 方針 あり" 己が 

生.； も 八，：：： の at にて は滿 足すべき にあら す。 _ 有 者 はかの 義人に よりて 北 ハの 心の 方針 を： 變 したるな 

り。 我等 も 今や 耶穌の 受難 を紀 念す るに 當り、 少なくとも 0 巳が 義 とし、 •  滿：： ルし、 熱 巾す る 所の も 

の、 及び 日^ 終營 し、 周旋す る 事柄 を點檢 し、 北 ハの志 低く、  ^nlz にして、 淺藏 なる もの ある を覺 

り、 更に.： 歩 を 進めて 人 Ji^ 社. 〈1= の 深き ところに 逵 せざる 可ら す。 我等の 未だ 嘆かざる きを 知り、 

ま "ばざる 有び を 感じ、 负はざる^3!1荷を负ひ、 大 なりと 思 ふ ものよりも 更に 大 なる もの を 認め、 此に 

我が 胸に 浮び 來れる 新しき 生活の 影 を兑、 之 を 凝視る うちに 纏て 其の 薄暗き 影 は 曰の 如くに きな 一 

り、 人生の： n 中に 入る こと を經驗 せざる 可ら す。 _ 者 は 立派なる 人物が t 力】 加 を £4! めた る 所以 を考 

へ、 深く 之 を 味 ふに 隨ひ、 神の 事、 人生の 趣、 我が身、 他人の 有様、 殊に イスラ H ル SI 闽の大 n! 

的た るメ シ ャの逬 にっきて 告な 其の 意味 を 新たに せらる るに 至れり。 斯る ことの 我等の.^ にも 多 か 

ら ん こ と を^ まざる を 得す。  ， 

前の：！：^ 日に は 耶穌が 在世中 常に 苦難の 生活 をな し、 十字架 は 其の 生涯の 終りに 現 はれし のみに 

あらす、 徙の 罪悪、 愚昧、 頒ぱ、 冷淡 等に 對 して 苦痛 を 感じ、 人の 病 を .1 すと きの 如き、 彼等の 心 

に懷 くよりも； 深き 苦痛 を 自ら 人知れ す ft はれ、 汝 の罪赦 さると 云 はれた る こと を 述べたり。 而 

うして 彼 は 共の 生： まの 終りに 苦痛の  一 li" 大 なる もの あるべき を 期 V 位せり。 此は て耶 a^GI ら覺悟 


せられた る ことに 丁-. . お 耳に 水の 如きに あらす、 必す斯 く あるべし と 期し， 卜せられたり。 

然れ ども 耶^ は n ら此 の蔡を 多く-ば？ られ ざり き。 .11: 故に 彼 は 己 が^^と 其の 味と をび 細に、 明 

.c に ..=^1 られ ざり しゃ" 此に 於て か 或 人 は、 耶穌 生前に 於て-; 非、 i 右く は i% の. おめの t お^て ふ 意識 を 

懐かれた る ことなく、 共の 死 は バウ 。 の： おける 如き 意味 ありし にあら す、 雜 一へ 3^": 儿れ バウ n の 作りし 

にして、 甚将. ：！： 身 の 宗 敎 に あ ら す と ，.ム ふに. ム土 る。 成る ほ ど i^, W に は 之 に 關す る 耶^ の 我 ら 

の？ 一: 上む が 如く 多から す。 然れ ども 之 を 兌れば バウ n の 思想 も、 また 後世の m 心 想の 彼が 如くな りし も 

：.^ して 無 现 ならざる もの あ.； >。 ：."： ハの事 實 と 味と を 深き 所まで 徹底せ しむれば、 必す 1^ の-;^、 ひと 兑 

るに せらざる 可ら す。 此の m わ 想の 種子、 根底.、 ^礎 は、 耶穌の 首の 中に 含まれたり。 然 らば 共の 數 

少なく、 假八 言 雙 たらん とも、 何の 妨げ あらん や。 i おし：. 共の 屮 に斯. く し、 銜 く：；；^ する が當 

然 なる もの あれば、 以て 滿 足すべき にあら す や。 "だれより 以 h になき が 故に 之 を：，^.: 止し、 後の^ 督 

敎 の發违 を も おする は 不都合 ならす や。 

近 5^^$:: 敎ぉ 円^ 會同盟 本部より フ オル サ イスの 『聖 なる 父』 て ふ說教 を翻譯 出版せられ たり。 精 

しき 議ー 論に あら ざれ ども、 諸お 若し 丁寧に 之を讀 まれな ば 救 ひに つきて^ 示 を i:- る-と 多 かるべし。 

. ^は 未だ 日 木譯の もの を M まざれば、 如何に 書かれ ある や 知らす と雖、 1^ 文の 屮には 基^ は 入の 救 

を 成就す る 人に して 之を說 明す る 人に あらす、 只 だ 之 を 行 ひ た るの みに て、 北ハの 解釋の 如き は 之 を 

せる おが 仰の 分： 一星に 從 ひて 自ら 爲 すべき やう 仕 紐れ たり、 耶穌 の^ 疝は 我等の 救 はるる 爲め 

耶 K の 十 ii- 架に 關 すら 說教  三 五一 


耶穌 の十ネ 架に 關 する 說敎  三 五 二 

の 犠牲的 代 似な り、 此の 代 惯を拂 ひたる 人が 餘 ひに 之 を 喋々 しく； 品る は 面白から す、 之 を .si られ ざり 

しが 却って 奥床しき 所な りと 論じたり。 十分に 論を盡 したりと は 云 ふ 可らざる も 面白き， S 兑 なり。 

噴 罪の 事業 は 十字架 上に 於て 成就せられ たる ことなれば、 北への 未だ 成らざる に 先立ちて 之が 精細 

なる 解！； あるべき 苦な し。 事實 をして 自ら 語らし めよ。 百聞 一見に 如かす。 此の 犬なる is5 を兒て 

心に W 心ひ當 り、 北ハの 意義 を 了解せ しめんと する が 耶穌の 趣 ヒ：： にて ありし なり。 されば 彼が 生前、 十 

字 架の 意義 を說 明し、 S しく は 其の 死が 如何なる 順序に て 人 を 救 ひ、 共の I 非 を赦 すに 至る か を 解か 

れ ざり し は當然 にあら す や C 

然れ ども 基督の 先活は 苦難 多き 生活な りき。 故に 時々 其の 消息 を； i ら されたり。 固より 斯の 如く 

解すべき ものな り。 細かに は 注せられ しこと なけれ ど、 後 之を考 ふれば 共の 仵.』 味 を 了解し 得る 菜と 

なされた る もの あり。 fl 擅より は祌擧 校の 敎 場に 於け る 如く 此 等の こと を 精し く述 ぶる こと 難 けれ 

ば、 只 だ 其の 一 端 を 語るべし。 

はなむこ 

先づ耶 穌は俾 道の 得意な りし 時代に 於て、. 遠から す 死なざる 可らざる こと を 語れり。 曰く 『§ 

ともだち 

の 朋友 其の 新郎と 共に をる に斷 食す る こと を 得べき か、 彼等 新郞 と共に をる 問は斷 食す る こと を 

得 じ。 將來 かれら 新郞を とらる る 日き たらん、 其の 日に は斷 食すべき なり』 Cf 腐膽ニ §) と。 新郎が 取 

り 去らる る 如き 悲慘 なる 運命 來 らんと は、 弟子た ち は 全く 寢 耳に 水の 如き 思 ひ をな せし ことなる ベ 

>J た  p« 'つかめ 

し。 又 曰く 『人の子 は 人の 手に 付され、 彼等に 殺されて のち 第三 曰に 甦るべし』 (f と。 又 曰 


く 『人の子の 來るも 人 を 使ふ爲 めに 非す、 反て 人に 使 はれ、 a 多くの 人に 代り、 其の 命を與 へて 昭 

とならん 爲め なり』 (gil-lglflM)i。 腹 罪 を 定 せんとす る 人 は、 此の 語 を も 抹？： ^せんと 試む。 然 

れ ども 我等 は 之 を 基督の 言と 見る を當 然とす。 又 馬太傳 第二 十六 窣に！ ig 載せられ たる 如く、 主 は聖 

晩餐の 禮典 を^ けらる るに 當り、 葡萄酒 を 盛りた る 杯 を舉げ 『これ 新 5 の 我が 血に して 罪 を赦さ 

ん とて 多くの 人の 爲 めに 流す 所の ものな り』 (fgts) と 首 はれたり。 K 罪 を 打消さん とする 倾きぁ 

る 人 は、 此の 句に 對 しても 種々 の 理屈 を附 け、 之 を 弱め、 之に 怪事 をつ けんと 試む。 され ど此 は小ノ 

しも 然か考 ふるに 及ばす、 耶穌の 言と 認めて 何等の 差 支 へ あるべ からす。 

耶穌の 生涯 は 苦痛に 充ち、 其の 最後 は 悲慘の 死に 待 たれたり。 然れ ども 此は 決して 外の 出來^ 

にあら す、 突然 起り 來り しものに あらす。 一 敗 地に 塗れて 死す るの 外な かりし にあら す、 豫 ねて 其 

の 事 翁. の 計畫の 一 つに 加 へられた る ものに て ありし なり。 曰く 『今 我が 心薆へ 悼めり、 何 を 言 はん 

や、 父よ 此 時より 我 を 救 ひた まへ と 云 はんか、 否 之が 爲 めに 我 この 時に 至れるな り』 (^fli) と。 

我に 受 くべき バプ テス マ ありと は、 始めより 彼の 胸中に 往來 せし m わ 想に て ありき。 而 うして 斯く li 

むる にあら ざれば、 其の 意味 判然せ ざ，^ もの あり。 然 らば 其の 死 は 何の 意味な りし や。 此の 問題 如 

何で 耶穌の 心に 上らす して 止むべき か。 若し 耶穌 にして 其の 受 くべき 苦痛 及び 運命 等に つき 神の 意 

m 心何處 にある か を 少しも 考へ ざり しせば、 其 は實に 解すべからざる ことなり。 必す疾 くに 何等かの 

解釋を 下し、 心 を 安んじ 且つ 確信して 居らるべき ならす や。 

耶稣の 十字架に 關 する 說敎  111 五 ミ 


耶穌の 十字架に 關 する 説教  一一 一 五 四 

故に 耶穌は 我が 途 ぐべき 死が、 人の 罪の 贖と なるべき もの ある を 兑られ たり。 獨り斯 くの 如く 考 

へられし のみに あらす、 其の 思想 を 開き、 之に 多くの 暗示 を與 へし ものな りき。 即ち 以獎亞 第. A 

十三 章の 如き は 其の 一 つなり。 バ プ テス マの ョハ えが 耶穌の 有様 を 見て、 世の 罪 をね ふ 祌の主 w> あり 

と 叫びし も、 以赛亞 書に 思 ひ 比べての 所感に 外なら す。 ヨハネが 斯く考 へ 付きた る は、 前に も 云へ 

る 如く 耶穌の 抱負 を 聞きた るに 由る もの ありし ならん。 或は ョ ハネが 之 を 語れる は餘 りに 早き に 過 

ぐと 一 K ふ もの あれ ど、 其 は 想像 鈍き 人の 言の み。 此は 聖書に 記載せられ たる 如くに ヨハネの 語と =^ 

るが 自然な り。 ョハえ は 自ら 以赛. 亞書を 思 ひ 起し、 耶穌を 以て 世の 罪 を 負 ふ 祌の羔 となせ り。 然ら 

ばいかで 耶穌 自身に も 此の 思想な からん や、 彼 は已に ナザレの 會堂 にて、 以赛亞 書 を 引き 己が 使命 

及び 人格 等 を 宣言せられ たる こと あり。 ユダヤ人 は 之 を聽き 立腹し、 其の 無遠慮なる を り、 之 を 

殺さん と 計る に 至れり。 以て 耶穌が 如何に 以赛亞 宵に よりて 自己 を說 明せられ しか を = ^るべ し。 

以賽亞 書 第五 十三 章に 記された る 神の 艱難る 僕と は 誰 を 指して 語れる ものなる か。 此は _ 者 ^力 或 

る 奥床しき 君子に 同情 を 表する より、 遂に 進んで 世 を 救 ふべき 人格の ことに 考へ 及びた るな り。 此 

の 記事に つきて は 種々 の 議論 あれ ど、 或る 氣 高き 人格 やがて 世に 現 はれ、 人 を 救 ふの 犬-ま. を 成就せ 

, フこ :vf  -  ,3  ei=fn ミニ. r- 、ジ ョルジ • アダム *ス ミスの 以賓 Y 1G う ノて 祁乐は 4,:! 人が 表け る此 

ん こと を 待ちたり と 解す るを穩 《口  I とす 1, 亞書講 解 第二 卷 、三 七 六 頁 を 見よ」 ftz うし マ B. せ "i--.,-  ノチ 1t  ノ丄 

等の 希望 を 感得し、 之 を 己れ に 當て篏 め 其の 生活の 行きが かりの 結 ra_^、 是れ 神の 命な り、 身 を 以て 

人の 罪の 噴 ひとなら ざるべ からすと 理會 せりと 見ざる を 得す。 上に 述べた る 如く 耶穌が 己れ のみに 


つきて -si れる ところ は、 以^ 亞霄 第五 十三 章 を 口の 前に きて、 之 を已が 身に 適 川せられ たりと 33- 

る ベ し。 

以赛亞 害 は 基督 降 生前 五 百 五十 年頃 著 はされ たる ものな り。 其のう ちに ける 祌の 艱難る 佼は全 

く 他人と 逮ひ、 罪な き 義人 にて ありき。 ジ ョルヂ • ァ ダム • ス ミ ス の！ W を 引 川 すれば、 即ち 獨 一 と 

云 ふが、 共の 義人の 受 くる 苦痛の 欽 態に 於け る 明かなる 要素な り。 而 うして 共の 苦痛 は 人 を 救 ふの 

力 ありし なり。 之と 同じく 耶穌も 亦 無罪の. m 覺を おし、 祌 の獨 子に して、 北 ハの大 なる 使命 を帶 び、 

非 《s なる 苦痛 を (せむ るの みならす、 悲慘の 最後 を 遂げ、 北 ハの死 を 以て 人の 罪 を 救 はざる 可ら すと 

^せられたり。 彼 は 無謀に も 其の 苦痛 を 受けた るに あらす、 ：：！ 的 あり 先兑 ありし は^かな り。 

彼 は 意思 の 儘 如何に も爲し 得 た る なり。 然れど 彼れ は 苦しみて 死す る が祌 の を 成就す る 所以 

にして、 其の 義務な りと 思惟せ り。 曰く 『エホバ は 彼を碎 くこと を 喜びて 之を惱 ました まへ り』" 而 

むは リ 

うして 其の 死に 就て 曰く 『愆 の獻 物を爲 すに 至らば 彼 共の 末 を 兌る を i;:。 共の 日 は、 水 からん』。 此 や！； - 

の m 心 想が 耶蘇の 胸中に IS 勃し 居たり し は 明かなる 事赏 なり。 彼 は 豫て此 の 事 あるべき を Ms: し、 遂に 

進んで 之 を 取れり。 a つ 彼 は 此の 事實が 啻に 道德 上限り なき 感化 力 あるの みならす、 救 ひの 大 いな 

る 力なる を 認識せ り。 斯くて 彼 は 志 を 決して 從容 として 死に 就きたり。 北ハの igs^ 如： i:。 北ハは 何故に 

§ の 罪 を K ふに 足る か。 更に 次回に 於て 述 ぶる HJ ある ベ し。 

耶稣の 十字架に 關 する 說敎  三 五 五 


^穌の 十字架に 關 する 説教  三 五六 

四 耶穌の 苦痛 

『世の罪を^^か祌の羔を見ょ』 (約 翰- Ml の廿 九) 

さらぬ だに 死 は 最も 眞 面目なる 事實 なり。 野蠻人 どもの 死に 對 する を るに、 如何にも 無頓着な 

る もの あり。 死 を 恐れざる 態度 立派なる が. P しと 雖も、 其の 賨 彼等 は 死の 深き 意味 を 解せ ざるな 

り。 死 を 恐れざる 貴から す、 其の 如何なる 意味に 於て 然る や を 明かに すれば、 牛馬の 死と 大 いな 

る區 別な きを 見る tj も あらん。 カァ ライル の 友人なる ジ ヨン • ス トル リン グの 死す る や、 北ハの 終の 

時と 蜜鬧 せる 態度 勇敢に して 兑事 にて ありき。 カァ ライル 之 を 評して 曰く、 彼 は 如何に 死すべき や 

を 知れり と。 人間 誰か 死な からん。 然れ ども 如何に 死すべき や を 知る 者 少なし。 人の 死す る や、 共 

s§ か 

の 一 1 魂 は 赤裸に な ひて 神の 前に 出で ざる 可ら す。 是れ ブラ トウが 死の 愼 むべき を說 きし 所以な り。 

假令ひ 何等の 苦痛な きにせよ、 死と 云 ふ事實 II:- に 儼 かにして、 恐るべき 意味 を 含めり。 ル ゥソゥ 

ス テックス わたし もリ 

が 死に 臨みて、 今ぞ三 途の津 守が 厄介に もな ひなんな ど 戯れたり と 聞く は、 此の 智慧 ある 折：： 舉者 

が、 心の 最も贵 き 方面に 於て 遲鈍 なると ころ ありし を 表示せ り。 

んゃ 耶穌の 其れの 如き 死に 於て を や。 尋常一様の ものと に 大いに 異れ り。 神の^ けられた る 儘 

かど. i で  わかれ 

ならば、 死 は 宛 かも 人の 遠き に發途 する に 同じ からん。 送る も 送らる る も、 互に 別離 を惜 むこと な 

らん。 然れ ども 後日 を 期して 慰めら るるべき 節 も ありぬべし。 決して 狼 狼すべき ものに あらざる な 


り。 然れども死の^！！^味は罪悪に由りて丧だしく變化するに至れり。 罪悪の^：^識に伴はれたる死は、 

に 恐るべき ものと なりたり。 パゥ ロが死の刺はs§な.=^と：：ムへ る如く、 罪を负ひて死ぬるを^！！：ぉす 

る ほど 恐ろしき もの あるべ からす。  • 

耶穌^^：な き 身 を 以 て i§ 悪 の 滿ち れ る 世界と 相對 す、 人 の |g しき こと 如 柯 に 耶穌の 魂 に 映 じに 

けん。 基齊を 信す る もの は、 其の 敎育 によりて 精神 上 多少 進歩せ しと ころ あるが 爲め、 世人の 感じ 

難き § ^を 感じて、 恐れ も 優 ひも 淺 ながら、 其の 意味と 其の 深さと に 於て 大いに BJjo^ る こと を 得た 

まったく  よ 一 J しま  1 si 

り。 況んゃ 耶穌に 於て を や。 彼 は 全然 罪な きの 人な り。 己が 身に 少しも 邪な く、 心に 些の 炊し きと 

ころな し。 北ハの 世の 罪に 接した る 時の 經驗に は、 想像し 難き ほど 苦痛の 多 かりし ならん。 共の 十字 

ものす ご 

架に 懸けられし 時の 如き は、 世の 罪惡 最も 恐ろしげ に 懷く現 はれ、 其の^ 動 も 頂點に 達し たれば、 

其の 應迫を 感じた る耶 穌の靈 魂消え も 入るべき 心地 やし けん。 以賽亞 IS 六 章 五節に 『禍 なる かな 我 

減び なん。 我 は 汚れた る •fHn の 民の 中に 住みて、 機れ たる 唇の ものなる に、 我が 眼 は 萬 軍の エホバに 

在す 王を兑 まつれば なり』 と ある は、 預首 者が 祌に對 して 己が 罪深き を 筋 切に 感じ、 闽 の！ S 惡を 

顧みて 恐： £に堆 へざる を 述べし 首な り。 耶穌が 世の 罪悪 を悲 まれた る は、 ィザャ のと 稍 共の 趣 を 

うして、 之に 比 ぶれば 其の 深く 切なる こと 限りなく だしき もの ありし ならん。 

古 來性善 說を唱 ふる 儒者の 如き、 人 皆な 堯舜 たるべし とい ひ、 或は 王道 を說 き、 君子 を 以て D ら 

任じ、 精祌的 可能性に 憧 がれたり。 彼等の 夢見た る 理想に 比 ぶれば、 世界 現在の 人 は 如何に 低く Ei 

耶觫の 十 i+ 架に 開す る說敎  三 五 七 


^穌の 十字 ぱに關 する 説敎  ゴ 一 五八 

落した るかな。 然^ ども 耶穌は 自ら 祌の 愛子な り。 祌の 子た るべき を 以て 人の 本 となせ り。 之に 

か 5- ま 

比 ぶれば 其の 現狀の あはれ にも ffi だ 醜き ことよ。 『十八 年 鬼に 煩 はされ たる 婦 あり。 倔懊 りて 4 しも 

仲ぶ る こと 能 は ざり き』。 耶穌 其の^より 之 を釋き 放たん とて、 乎 を 北ハの 上に 按 くや、 E  く 『此の：^ 

アブラハムの 裔 な.^、 十八 年 サタンに！！ られ たる 其の 繫ぎ を釋 くべ から ざらん や』 と。 肉體 の， おに 

於て 已に斯 の 如し。 罪悪に 惱 める を 悲しめる こと 果して 如何。 其の 感慨無量、 憂愤 のさ ま名狀 すべ 

からざる もの あ ひしな らん。 人類の 落 だしく、 恐るべく、 驚くべき は， 十字架 上に 於て 耶穌の 

は！^ も赌切 に感 ぜられ しと こ ろな る ベ し。 

めん どリ  こども  いくた W  n  . 

『牝 鶴の 雛 を 共の K の 下 に^むる 如く、 我汝の 赤子 を 集めん とせし こと 幾 次ぞゃ され ど汝 ゆ. -は灯 

め ひみ 

まざりき』。 愛して 共の 心に 愛の 反響 を 聞かす。 彼 は 担 絶せられ たる 愛の 苦痛 を懷 けり。 天父の 恩 { 能 

忌み 惯る ところな く 蹂躪 せらる る を 見る の 苦し さ、 耶穌に 取 ひて 殆ん ど譬 ふるに 物な く、 已が 殺さ 

るるよりも 深く 之を悲 まれた る を 疑 はす。 途に 叫んで 曰く 『父よ 彼等 を赦 した まへ、 其の 爲す とこ 

ろ を 知ら ざれば な ひ』 と。  . 

斯の 如き 專 情に 伴 はれた る 死 は、 神の 設けられし ままの ものに あらす。 限りなき 慘 苦の 分子に て 

滿 たされたり。 然れ ども 耶穌の 死 をして 苦痛 を 極め しめたる もの、 之よりも 更に たしき もの あ 

ひ。 彼 は 十字架 上に 於て 人類の 罪に 對 する 神の 怒り を經驗 し、 其の 極めて 恐るべく 且つ 苦き を 味 ひ 

た.^^。 基督 信者と 稱 する 多くの 人々 のうちに は、 神の愛 を 誤解して、 罪に 對 する 共の 怒り を 忘れ、 


ほうふ リ 

或は 北： の， 語の み を：^ 憶に 存 して、 戰|11すべき^1:=^義を^却し、 駢駝を 1^ 過し、 .V.V のみ を認 むる を以 

て、 §§ に對 する 祌の 態度 も與し =v ぶし、 共の 杯 は 容= ^に 飲むべきな ひと 想像す る もの あるが 如し。 

彼等 は樂 愈： を 知らす、 神の愛の 何もの たる を 解せ ざろ なり。 『子 を：；：！ する もの は^りな き 生命 を^、 

子に 從 はざる もの は 生命 を る こと を 5；； じ。 =^ つ 祌の怒 その上に 留まらん』 (f^f 一一)。 『汝 や— 人の * 

言に 欺かる る こと 勿れ、 祌の怒 これらの 事に 因りて 背 逆^に 至るな り 』(§fl)。 『山と 巖 とに：：： ひける 

は 願く は 我- M の 上に 隨ち、 我等 を掩 ふて 資. Hi- に 坐す る 者の 面と おの 怒と を 避し めよ。 この 主 の 怒の 

大な ろ日 すでに 至れるな り。 誰か 之に 抵る こと を 得ん や』 (fl ，一 ハれ )。 

然か のみなら す 祌に赦 さるる と 云 ふこと 無意味の 語に あら すん ば、 罪に 對 する 神の 態度 儆 かにし 

て、^ だ 恐るべき もの ある や 論す るを俟 たざる べし。 基督の 我等に 敎 へたる 祈りに 於ても、 n ら搾 

げし ものに 於ても、 罪 ある 我に 對 する 神の 態度 此の ままに て 過ぐ すべから す、 赦 されす んば大 いな 

る禍 なるべき を 感じ、 罪の 報よりも 之に 因りて 神の 意志と 愛と に 背く ことの 如何に 恐ろしき か を m 心 

ひ、 赦 を 求む る こと 切なる は 即ち 基督 者の 經驗 にあら す や。 多く 赦 さるる は 多く 愛す。 卵を感 

する こと 滞く、 その 赦 しの 容易なら す、 之が 爲 めに 天父 如何ば かりの 苦痛と 招 害と を 自ら ft はる、 

や を 思 ふ ものに あら すん ば、 祌の 愛に 感泣す る こと も 切に、 之 を 愛する こと 深き を ij! ざろ べし。 

祌の齋 潔き 怒り を 認めざる もの は、 共の 愛 を 深く 感覺 する こと 能 はざる なり。 マルテン ゼン： ：： く 

『吾人が 祌の 慈悲 を說き 得る は、 祌の怒 を 認識す る 場合に 於け るの みなり。 S?s 敎的 古代が 祌の 愛に 

耶穌の 十 tfs- に關 する 說敎  三 五 九 


耶穌の 十字架に 關 する 說敎  三 六 0 

就きての 觀念を 有せ ざり し は、 世界 實に 神の 怒りの 下に ありと いふ 熱 切なる 確信 を懷 かざりし に 出 

れり。 舊 約^書 は 神の 怒 を 論じて、 汝の祌 H ホバは 徴き盡 す 火、 嫉妬む 神な りと 云へ り。 之と 同時.. 

に 其の 神の愛 を說 きて、 母の 心に 譬 ふに 至れり』 と。 前者 は § の 背景な り。 罪を愤 り、 1^ れを 

むこと 切なる を覺 えしが 爲に、 之を赦 すの 慈愛 益々 大 なる を 感じた る ものなる べし。 

凡そ 神 を 愛し、 善 を 行 ふに 忠實 なる ものに 對 して は 神 之に 滿 足し、 歡 喜して、 善 且つ 忠なる 僕よ 

と 云 はるべき こと 眞實 ならば、 之 を 愛せす して 只 悪を爲 すに 力 を 用ゐる ものに 對 して は 不滿 足を懷 

ま よ 

き、 之を悲 み、 北ハの 汚れ を 忌む の 態度な くして 已 むべ けんや。 神の 齋 潔き 愛 は 善に 對 して 積極的に 

活動し、 之 を 是認し、 之に 滿 足し、 之を悅 ぶこと 切なるべし。 悪に 對 して は 非難し、 反抗し、 排斥 

し、 慨嘆し、 否な 愤 怒して、 其の 熱情 烈火の 如くに 載え、 罪人 は 面 を 向け 難く 感ぜ すん ば あらざる 

にく 

なり。 善 を 愛し、 惡 しきもの を 偶む を 知りて、 惡を悪 み， 不義 を 排斥し、 汚れ を 厥 ひ、 否な 之を愤 

るの 心なき は、 架 害の 神、 基督の 父に あらす。 寧ろ 阿 彌陀如 來の頮 にゃあるべき。 斯 る意兑 の 人々 

u とはリ 

が媳 罪の 眞现 に通ぜ ざる も 道理 ぞ かし。 善人と 惡 人と を 愛のう ちに 同一視す る は 不公平な り。 科の 

愛 は 此等兩 者 を 1^ 別す る ものな り。 善惡を 混淆す るは眞 正の 愛に あらす。 神の愛 は 別 的な り。 

を容れ て、 惡を 排斥す るの 愛な り。 然ら ざる もの は 悪魔の 愛なる べし。 惡 魔の 愛 を 以て 基 将敎の 神 

に擬 せんとす。 彼らが 益 福音の 本 3 曰と 隔離す る や、 怪しむ に 足らざる なり。 

共に^ は 吾人に 敵 を 愛すべし と敎 へたり。 然れ ども 直ちに 之 を 朋友と すべし と は敎へ ざり き。 人と 


人との 關 係に 於ても 卑 あなる もの、 不義なる もの、 惡意を 挿む ものに 對 して は、 之 を 嘆き 其の 不 

^^を快からす感じ、 其の 心 ie^ を 瓜. 彈 きしつつ、 彼が 悔い 改 むる を 希望し、 之が t:^ めに 祈り、 =S っ^ 

力す る を^べく、 換 一；； -M すれば 之を憐 み、 之 を 救 はんと 欲する こと 切なる を 得べき も漫 りに 心 を 許し 

て 之 を Ilil^w し、. 凡ての秘密を^„?1り、 愛を倾 けて 快く 之 を 待遇す る こと あるべ からす。 离ー斯 の 如く 

のろ 

なす もの あらば、 北 ハは狂 a:^ にあら ざれば、 ^德に 無頓着なる 人なる べし。 敵 を 愛し、 M ふお の爲め 

に 祈る てふ敎 は、 善惡を 同 一 視して凡てのものを汝の朋犮たらしめょとぃふ^^味にぁらざるなり。 

耶穌 口く 『若し 兄弟 汝に罪 を 犯さば 之 を 諫めよ、 彼 もし 悔いなら ば 免せ』 と。 罪 惡に對 する 共の 態 

度懺 *4：： にして 療然 犯すべからざる もの あるに あらす や。 祌の愛 は 1h£ 別し 叉 {番 判す。 決して 狎れ る 

ベから ざるな り。 

神人 を憐 み、 之 を 救 はんと 欲する の 愛 は 無限な り。 祌の世 を 愛する は、 其の 獨子 を與 ふる ほど なれ 

ばな り。 然れ ども 其の 愛の 最も 切なる を 見る は、 天父 罪 惡を惡 み、 汚れた る もの を 厭 ふこと だし 

きに も拘ら す、 之と 同時に 其の 墮 落して 滅びん とする を憐 むこと、 驚くべき ほどに 深く、 之が 爲め 

に 己 を棄 て、 罪より 之 を 救 はんとす る を 以てに あらす や。 

i§ 悪の ままに て は神自 から を 以て 人に 許し 難く、 之に 對 して 拒絶す ると ころ、 排斥す ると ころな 

きこと 能 はす。 世に は 祌に悅 ばれざる より 大 いなる 禍有 るべ からす。 耶穌の 如き 天父の 孝子に 取り 

きず 

て は、 世人が 罪悪 を 以て 神の 心 を 痛め、 其の 愛に 無限の 瘦を負 はせ て、 之が 爲め 最も 深き 關 係に 於 

耶稣の 十 1+ 架に 關 する 說敎  一二 六 一 


耶穌 の十ネ 架に 關 する 說敎  三 六 二 

て冲 より； 絶せられ ざる を 得難き 悲慘 なる 狀況に 陷れる を目擊 する ほど 苦痛の だしき もの あるべ 

からす。 彼 は 十字架 上に 於て 實に 此の 恐るべき 實驗を 《せめし なり。 

『我が 祌ょ、 我が 神よ、 何ぞ 我を棄 つる や』。 耶穌 十字架に 懸 りし 時 は、 罪 惡の黑 雲 漲りて 天 を蔽ふ 

ばかりな り。 之と 同時に 罪 を 嘆き 憤り、 之 を 排斥して、 條然 之に 背かる る 神の 態度 最も 熱烈に、 

切に、 P ま，， 1 たり。 北 ハの本 來の關 係と、 其の 愛の 同情と によりて、 耶穌は 罪 ある 人類に 對 する 神の 

鹏迫 と齋 潔き 拒絶と を 0 ら經驗 し、 辰 も 恐るべき 寂赛 の暗黑 裡に投 ぜられ たり。 然れ ども 前の c= 曜 

R にも：；^ きし 如く、 北ハの 哀聲は 苦痛の 發 露なる のみなら す、 全き 信仰の 發露 なり。 孝子 父 を 慕 ふの 

I 资 なり。 靈 的の 偉大 及び 美は餘 遣な く 十字架 上に 發 揮せられ たり。 彼は暫 しが 問 平生の 如く 我が 父 

よと 呼 はり 難き ほどの 感を懷 けりと 雖も、 至孝の 情 此の 離隔に 堪へ 難く、 身 を 以て 父の 懐に 投 ぜん 

と 欲する の 念 愈 切なり。 十字架と 其の 限りなき 暗 黑とは 基督 をして 絶望せ しむる こ-と 能 はす、 天父 

と 離れし むる こと 能 は ざり き。 霜に 打た るる 梅の 愈馨 ばし きが 如く、 耶穌の 信仰 及び 愛 は 十字架 上 

に 於て、 愈 美 はしく 輝き 出で たり。  、 

『神の i めた まふ 1 へ 物は碎 けたる 藤 魂な り。 神よ 汝は碎 けたる 悔いし 心を藐 しめた まふ まじ』 (1§ 

i) 。漢字の 祭の 字 は 人 神 相 接する の義と あり 。日本語 『まつり』 は 奉る の 意味に て、 祌に物 を 供 ふる を 

、ふ。 祭り 若く は^ 物 は 地と 時代と に 由り て 異なり。 文明の 幼穉 なる 民 は、 神と いふ 觀念 低く 之 

に 事 ふるの 现 £5 も i く、 共の 物 を 供 ふる も 屢ば笑 ふべ く、 驚くべく、 時として は 怒るべき こと も あ 


りしな り。 然れ ども 此は ロハ 祭りに 於ての み 然るに あらす、 忠孝の 近に 於ても， 地と 時代と に 出り 

其の 方法 を 異にし、 屮には か 千 |€ なる 習惯も 少なから す。 さりと て 忠^て ふこと を 排斥す る は 無 

现 なり。 凡そ^?^物には起-£§ぁり沿革ぁり、 共の 本領と^ 他と は 北 ハの發 展 して 熟 逢した る s;! 皮に 就き 

て 之 を， 評，： 儿 すべし。 起原の 卑しき と、 沿革に 於け る 誤謬 少 からざる を 指摘して、 ー槪に 之を棑 斥す 

る は 非な り。 斯る^ 法に て 論 するとき は、 人類 も 昔 は 猿 お^のあり しとて 之 を 畜類 すべく、  一二 

^相 の 占 の あり し を 口 S として 今日 の 天文 學をも 排斥す べし。 .：：. 小 敎擧者 の 中に も 野 1 么 時代 の 風俗 を 

Mi^. し、 之に. H りて 宗教の 本質 を發 1:^ せんと 試む る もの も あり。 知らす 宗敎は 其の：！ 取も發 遠した る 

ものに 就きて こそ 其の 本領 を 明かに する を 得べ けれ。 祭り もまた 之に 異ならす。 十：： へより 地と 時代 

い さ 

とに より 共の 形式に は 種々 の 變遷も あり、 厘々 身の 毛の 彌竪っ こと も あり たれ ど、 諸方 面 及び 諸^ 

代に  一： n 一れ る 材料 を 給 合し、 之 を 基督の 敎 へたる 信仰に 照らして 解釋 すれば、 稍 や 其の K 和 を捉ら 

なかだち 

へ、 共の 歸趣を 明かに する を 得べ し。 祭り は 第一 に 神人 の 交通 を媒 し、 其の 密接 を 表示して、 士 

び 安ん する 所以の 禮典 なり。 第二、 祌の 德を譜 へ、 其の 恩寵 を 感謝す る 所以な り。 ^三、 神の 志 

£ だ 

に投 八：： し、 其の 喜 悅を迎 へ、 共の 心 を 和む るの 目的に 供 せらる る ものな り。 此等 三者 は i:z 時に 現 は 

れ、 或は 其の 一 つ 若く は 二つに 偏す る こと も ありき。 甲 先き に 行 はれて、 乙 丙 之に 次ぎし と 思 はる 

る 資例も 或は これ あらん。 此等 のこと は 人類 擧者 若く は 宗敎史 専攻の 士が、 多大の 艇ハ味 を 以て 硏究 

すると ころ、 宗敎の 智識 を擴充 する に 補 益 少なから ざるべし。 然れ ども 余 は此に 無罪なる ものの 爲 

.  耶稣の 十 i.f 架に 關 する 說敎  三 六  一 U 
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すべき 祭りと 罪 ある ものの 爲 すべき 其れと を說 き、 また 無罪なる ものが 罪 ある ものの 爲 めに 供 ふる！ 

の 祭り あるに 論及し、 以て 基督の 十字架に 包まれた る眞理 を發揮 せんこと を 試みん と 欲す。 

天地 萬 物 は 神の 榮 光に て充滿 す。 花の 唤 ける、 月の 淸き、 鳥の 囀づ る、 凡て 造化の妙 用を顯 はさ 一 

ざる ものな し。 然れ ども 彼等 は 其の 誰が 俤を 反映せ る ものなる や を覺ら す。 彼等 は 己が 上に 顯 はれ 一 

たる 意義 を自識 する こ-と 能 はざる なり。 宇宙の 大な るに 對 すれば、 『人 は 宛 がら 破れた る葺に 異なら- 

す』。 彼 は 天地の ために 壓 倒せら ると 雖も、 其の 意識に 於て 旣に 天地よりも 大 なり。 蓋し 天地 萬 物 は： 

自ら を 知らす、 また 己が 心と 容貌と に 反映れ る 神の 榮光 を讃 嘆す る こと 能 はざる なり。 ソ n モンの 一 

榮華 に 勝れる 野の 百合 も 雲井に 歌 ふ 鳥 も耶穌 あり て 其の 意味 を發 揮し 、 人の 之に 感じて 天父の 限り 一 

なき 慈愛 を 慕 ふに あら ざれば、 其の 光榮を 神に 歸 する を 知らざる なり。 人類の 出 づるを 待ちて、 世： 

界は 始めて 己が 意義 を解釋 せられ 之に 充滿 せる 神の 光榮を 表明す る を 得たり。 此の 故に 人 は 天地の 一 

祭司たり。 天地の 顯彰 すると ころ を 察し、 其の 蕴蓄 すると ころに 感じ、 自己の 方寸に 顧みて 天父の 

背 像 を 見、 仰いで 神の 德に 接し、 讚嘆 歸依 措く 能 はす、 己が 身 は元來 一個の 私冇 物に あらす して 天 

地と ともに 神の ものなる を 認識し、 身 を も 靈魂を も 凡ての もの を獻 げて歡 喜す る、 是れ 神の 心に 適 一 

さ よ 

ふ齋 潔き 活ける 祭りに あらす や。 宗敎の 本領 此に存 す。  一 

然れ ども 人類 は 此の 幸なる 地位 を 保てる ものに あらす。 自 から 賢し として 神に 背き- 主我 的に：^ 

れて 罪惡の 身と はなり ぬ。 靈的 調和 此に 破れたり。 最早 汚れた る 身 を 以て 神の 前に 祭り を 供 ふる <^ 


と 能 はす。 野の kll 合 も 心の 潔白 を 代表せ す。 天空の^！；：^^^其の無邪氣なる歡立-！！を歌はざるなり。 罪惡 

の^！^れる身、 何 を 以て か 神に 供 ふること を 得ん や。 

然れ ども 若し 心 あり、 力 だに あらば、 罪人と 雖も已 が 身 を齋 潔き 祭 物と して 神に 獻 ぐる こと を 得 

べし。 彼 は 神の 前に 其の 罪惡の 如何に 恐ろしき や を 顧み、 痛 悔し 憂愤 し、 饿 ff して、 共の 叛逆より 

生す る 結 ra^ を 身に 染 むまで 甘んじて め、 祌を 怨みす、 世 を愤ら す、 神に背きしことを^^^こと，：^;- 

の 苦痛よりも 甚 しく、  ロハ 謙遜り て 神よ 汝の 愛に 北：：： ける 罪人 を憐 みたまへ、 罪惡の si^ 斯の 如し、 是 

れが ために 碎 けたる 心、 悔いし^ 魂此 にあり、 神よ 我 は 無罪なる ものに 相應 しき 祭 を なすこと 能 は 

す、 せめて は 罪 ある ものの 當然供 ふべき もの を獻 げんと 欲すと、 哀 聲を發 つて 呼 はる、 是れ冲 の 

ぶと ころに あらす や。 蓋し 善 を 行 ふは義 なり。 罪 を 犯して 之 を 痛切に 感じ、 - 止しき 精祌を 以て 之が 

爲 めに 苦しみ、 愈 神 を 慕 ふの 赤誠 を發 揮す る は、 罪人の 道な り。 祌は 其の 資行を 五 X に {!: つて fi 求 

せらるべし。 然れ ども 罪惡の 結果と して 此の 當然供 ふべき の 祭り を 自ら 爲す こと 能 はす、 愈^ 慮し 

て 愈 其の 無力なる を 暴露す る は 人生の 悲劇に あらす や。 

五 耶穌の 苦痛 

我等の 罪に 由り て 能くし 難き ところ をば、 基督 は 其の 無罪に して 淸く 明かなる 靈 魂に 於て、 些と 

の 遺憾な く實驗 する こと を 得たり。 自ら 罪な しと 雖も、 人類の 罪 を感覺 し、 其の 祌の 聖旨に 背 くこ 

耶蘇の 十字架に 關 する 說敎  三 六 五 


耶穌の 十字架に 關 する 說敎  三ブ ._/ 

との 甚だしき を 悔み 嘆く こと 切なり。 人類の 事 も なげに 輕ん じ棄 てた る 天の 父の 愛 は、 限りなき ま 

荷と なりて、 其の 孝子た る 耶穌の 心を壓 迫したり。 霜に 惱め 梅花の 驚番比 ひなき が 如く、  ^人の 

罪 惡と齋 潔き 愛の 反應 たる 神の 怒りとの 間に 苦しめる 耶穌 の靈魂 は、 天父 を歡 喜せ しむる の 美 はし 

き 祭りに て ありき。 罪惡に 惑溺せ る 人間の 沙漠に 花の ゆ、 き 出で たらん が 如き 觀 ある は、 實に 耶穌の 

生 里と 其の 死と にあら す や。 其の バプ テス マ せらる るに 當り、 天より 聲 ありて 此は我 力 心に 適.. I 

我が 愛子な りと 云へ る 其のみ 聲は、 十字架 上 一入 澄み わたりて ぞ聞 えたる ならめ。 罪 を 天に 獲た る 

もの 彼等 自身が、 祌に獻 ぐる こと を 得 ざり し 齋 潔き 祭 物 は、 見事 耶穌に 由り て獻 げられ たり。 天父 

の 之 を 喜び 受けられし を 疑 ふこ と 能 はす。 

ソ ドムに 義人 十 人 あらば、 天火に 焚かれざる を 得 たるべし。 耶穌の 生きて 义 死なれた る 世界 は、 

其の 事の 絶えて なきものと は 限りなき 差違 あるな り。 耶穌を 有する 人類 は、 之 を 有せざる と、 ュの 

4^-り行きこ於て同じカるべき道理ぁるべからす。 隱れ たる 寶の 埋められし m 野 は、 t" 藤 ある 農夫に 

うお  *  、 

よりて 高き K を拂 はれし にあら す や。 やん ごとな き 貴人に 嫁げる 婦人 は、 姓氏な くして 玉. V- 舆の榮 

を 輝かす を 得るな り。 人類 は 個人主義 を根據 として 組織せられ たるに あらす。 柩 耍の關 係と 地位と 

こ 立てる 一人の 善悪 及び 其榮辱 ほ、 社 會全體 に 非常なる 影響を及ぼすべし。 胎兒は 母の 代理 的營養 

しくば く 

と 苦痛と に 由り， て發 達する こと を 得るな り。 其の 生れ 出づる や、 自ら は 東西 を も 識らづ -r:?^ 麥 をす 

ら辨ぜ すと 雖、 父 E15 の 良、 レ の 代理 的 作用に 由り、 勞 せす、 思慮せ す、 明白に は 志 を も 立て 得すし 


て、 ^に與 みする こと を 習 ひ、 雜に 赴く こと を舉 び、 渐 くにして 其の 品性 を 訓練せられ、 獨 立の^ 

性的 人格 を 形成す るに 至る。 接がれた る 良き 枝 は、 惡 しき 樹の^ 依 をして 驚かる る ほどに 贵 からし 

むべ し。 自然界 は 代理 的 苦痛と、 他に 代る の獻 身と に 山り て、 其の 成立と 發 |1リ と を 遂げつつ あり。 

天地 は 愛と 犠牲との 根柢 を 有すと ジョ ン • フヰス クが說 きたる 如し。 況ん ゃ耶穌 基^ は 自餘の 一 侗 

人と 同じから ざるに 於て を や。 彼 は 人類の 根抵 なり。 神の 總領の 子な り。 彼 は 肉體に 於て 顯 現れた 

る祌の ロゴスな り。 夫れ 人類 は 彼に 於て 生き、 また 動き、 また 在るな り" 彼等 は 本 來耶穌 恶将に 於 

て 存立す。 人間の 關係 或は 方式 的なる もの あり。 其れにても 關 係の 成立す る 限り は、 C 他 利， ポ：： を M 

うし、 だしき は 責任 を 共通し、 榮辱 を分擔 する を 得べ し。 更に 進んで 其の 關係 自然 的なる に 至ら 

ば、 其の 相 影響す る こと、 其れよりも 密接に して 益々 苗 だしき もの あるべし。 親子 兄笫の 如き 後ぶ 

の 好適 例と す。 然れ ども 如何に 親子 なれば とて、 又 骨肉 同胞の 關係 あり とても、 人間 #： 通の 約束 を 

基督と 人類との 關 係に 比すれば、 其の 親疎 は 同日の 論に あらす。 而 うして 人 問 #： 通の 關 係に 適 川せ 

られ 難き こと も、 基督と 人類との 關 係に は 難なく 當て彼 めら るる を 得べ し。 如何なる 人 も、 否な 假 

令 icn 肉の 間な りと も、 然か云 ふこと を 得ざる ことながら、 基督に つきて は 『我 生ける にあら す、 基 

银 我に 在りて 生けるな り』 と斷 言して 少しも 差 支へ なし。 耶穌 自ら も 『我 は 葡萄の 樹、 汝等 はれ、 の 

枝な り』 と 云 はれき。 第 四 福 昔 書の 卷 首に 『彼 己が ものに 來 りしに、 己が もの 之 を 受け ざり き』 と 

ある は、 好く 基督と 人類との 關 係を發 揮し 得たり と 云 はざる 可ら す。 主 は 『汝ら 我 を 撰ばす、 我汝 

m おの 十 in. 架に 翻す る說敎  三 六 七 „ 


耶蘇の 十字架に 關 する 說敎 三 六、 

等 を 撰べり』 と 云 はれし こと あり。 此を 以て 知る、 基督と 我等との 關係 は、 人間 #: 通の 關 係と 同じ 

からす。 彼 は實に 人間の 本體 なり。 正しく 其の 源泉に て ある.^ り。 バウ 口の 說 きし 如く 根淸 からば 

枝 も亦淸 かるべし。 野の 橄欖 良き 樹に 接がれて、 共に 其の 根に 由り、 共に 其の 濕 ひを受 くるなら 

ば、 只 だ 己れ 一個の 分際の みに て は 受け 難き 榮を も擔 ふこと を 得べき にあら す や。 ュ 二 テリ ヤン 

者 流の 如き、 若く は 其れ ほどに 極端なる 意見 を懷 かざる もの にても、 凡そ 其の 基督 觀低 くして、 之 

を 人間の 一 人と し、 彼の 我等に 於け る は 一 個の 他人た る 間柄に 過ぎす と 見做し、 若く は 論理 上然か 

考へ 居る ものと 解す るの 外な き 立場に 居る ものが、 暖 罪の 意義に 就きて 多くの 誤解 を 生じ、 左 顧 右 

0. 暖味 糢稜、 罪と 其の 赦とを 無意味に し、 十字架 を會 堂の 裝飾物 同様の 地位に 0 しで、 忌み^る 

ところな きは怪 むに 足らざる なり。 腹 罪の 正解 は 基督 論と 相俟 ちて 須臾 も 離るべき ものに あらす。 

基督 若し 神の 獨り 子に あら すん ば、 其の 死 能く 人類の 罪 を 救 ふこと を 得べ しとす る は、 道理 上首赏 

し 難き 議論なる べし。 

神 は 愛な り。 齋 潔き 愛な り。 彼 は 人類 を罪惡 のま まに 放棄す る こと 能 はす。 其の 滅びん とする を 

自己の 損失と して、 切に 悲しむ ところの 父な り。 彼 は 其の 限りなき 齋 潔き 愛より 人 を 救 ふの 道 を 

き、 自ら 人類の 罪の 重荷 を 背負 ひ、 己が 獨り子 を 以て、 其の 十字架の 死に. S りて、 之 を 救 は- 1 た 

り。 斯 くの 如くん ば 基督の 噴 罪 は、 宛 がら 神 自身の 獨り. 芝居の 如しと 非難す る聲も 或る 方面より 聞 

ゆ。 然れ ども 此は 人生の 秘義を 顧みざる の 見解な り。 天地 正氣 あり. - 人の 方寸に 其の 活動す る や、 


忠^^^義烈の行爲となる。 而 うして 天 近 はぶ： に 福 ひし、 淫に禍 すれ ども 何人も 之 を自賓 自賛、 獨り芝 

居の 狂 一一 In なりと 云 ふ ものな し。 祈り は祌の 呼吸の 人の 心に、 焰 となりて 燃え立つ なり。 ど. ムひ難 

き t< きを 以て、 我らの 爲 めに 祈る と バウ 口の 云へ る 即ち" > ！れ なり。 然れ ども 汎祌說 に 眼 眩め る 人の 

外、 謙 か 祈り を 以て 祌の獨 語な りと 云 ふ もの あらん や。 彼 は びて 人の 祈りに 其の 耳 を 倾く。 之 を 要 

する に 近 の 進歩 は祌 をして 親しく 我等の 中に 活動せ しむる に^^す。 罪 を 悔い、 之が 爲 めに 罪 滅 

しの ネ：： を 潔く 《竹め、 罪 ある ものの 常に 獻 ぐべき 祭り をな さんと 欲する もの も、 祌自ら をして 其の 

銜に 常ら しむる の 外 あるべ からす。 是れ 道義の 極致、 宗教の 奥義に あらす や。 F-1f を 愛する 人間の 

父が 其の 子の 不義 を 憤り、 現在の ままに て は 之に 許し 難き 愛の 一 g 蓄と、 多くの 賜と ある を^き、 愛 

の烦悶 遣る 瀨 なく、 挺身 犠牲の 行爲に 出で て、 之 を 悔改に 導く が 如く、， 天の 父の 齋 潔き 愛と 其の 反 

應 なる 怒りと 已み 難き もの ありて 祌の ロゴス 自ら 人間に 現 はれ、 其のう ちに 活動して、 親しく 罪人 

の 道義 を寶 行し、 彼らの 受 くべき 罪の 結 茶と 其の 苦痛と に與 りて、 喷 罪の 道 を 立てられ たるな り。 

耶穌甚 人類に 代りぬ。 人類 は 己が 罪の 爲 めに 神に 獻 ぐべき 祭り を、 耶穌に 於て 獻 げたり。 罪 あ 

る 人類の 特殊なる 道義 は、 耶穌と 其の 十字架と に 於て 餘 遣な く完ぅ せられたり。 人 額 は 其の 本體な 

る耶穌 基^に 於て 罪滅 しの 一 大事 を 結了し 畢ん ぬ。 彼等が 悔い改めす して、 否な 信仰 もな くして、 

旣に 其の 赦罪は 成就せられ たり.。 斯の 如く 結了 せられて、 旣に疑 ひもな き S. 資 となり. ぬる 赦罪 ある 

を發见 し、 之 を 認識し、 之に 感泣 すれば、 我れ 救 はれたり てふ歡 喜に 靈魂も 浮き立つ が 如く、 悔い 

耶鯀の 十字架に 關 する 說教  三 六 九 


耶穌の 十字架に 關 する 說敎  三 七 ◦ 

改めの 淚湧 くが 如く、 起って 祌に復 らんと 欲する の 志 興奮して、 遂に 金剛の 如く 堅固なる を 得、 基 

誓の 愛 我を勵 せりと 絶叫し つ \、 邁往 直前、 基督に 依りて 新なる を 期す。 是れ 基督 敎の 救な り。 『此 

の：^ に 救 ある ことなし。 蓋 は 天下の 人の 中に 我等の 依り 賴 みて 救 はるべき 1 の 名 を 賜ら ざ.. ば 

なり』。 

(一 九 〇 八 年 三 I 五 0:) 


テベ リャ 湖上 很活 の耶穌 

『かれら 众 して 後、 耶穌シ モン • ぺ テロ に；： ム ひける はョ ナの 子シモ ンょ、 .树 これ、 しの 者に 過り て 我 を 愛す 

る や。 彼い ひける は 主よ 然リ。 わが 爾を 愛する こと は^ 知れ リ。 耶穌 彼に-ヘム ひける は 我が ャ： へ。 また 

二次 かれに 云 ひける は ョナの 子シモ ンょ我 を 愛する か。 かれ 云 ひける は、 然リ、 わが. M を 愛する こと は附 

知れり。 耶穌 彼に 云 ひける は 我が 羊を牧 へ。 三次 かれに 云 ひける は ョナの 子シモ ンょ我 を 愛する か。 ぺテ 

口 三次 我 を 愛する かと 云 はれし に 因りて 憂 ふ。 斯くて 答へ ける は 主 知らざる 所な し、 我が 爾を 愛する こと 

は爾 知れり。 耶妹 彼に 云 ひける は 我が 羊を牧 へ』 (約 翰 1^ 二  一 の 一 五 II 七) 

復活 後 幾日ば かり 經 たる ことにて あり けん、 定かに は 知る 可ら す。 其の後 十日の あ ひだ は 確 こべ 

テロ、 ヤコ ブ、 ヨハネ を 始め、 弟子 等 はすべ て エルサレムに 留 りて、 日々 祈り 居たり。 今や 其の タ 

くはガ リラ ャに歸 り來れ り。 馬太傳 第二 十八 章 及び |e!? 林 多 前書 第 十五 章の 記事に 據れ ば、 耶 穌はガ 

リラ ャの 或る 地點 にて 五 百 人に 現 はれ、 天下に 福音 を 宣べ傳 ふること を 命ぜられたり。 而 うして： j4、 

は實に 弟 HJ たちに 取りて 傳 道の 出陣の 式と も 見ら るべき ものに て ありし なり。 然れ ぽ兹に 記されし 

出 $ は、 未だ 其の 事 起ら ざり し 以前と 覺 ぼしく、 弟子た ちの 心の 狀態を 察する に、 其の 方針 定ま 

uvto もと 

らす、 共の 前途 濃霧に i はれし 如くに ていと 心許なき 有様に て ありき。 彼等 は 悉く 一 つ 處に维 ひ 

テベ リャ 湖上 復活の 耶稣  三 七 1 


ベ テリ ャ 湖上 復活の 耶穌  三 七 二 

て、 一 致の 運動 を爲 さんと も 試みす、 散りく に已が 家に 引き籠り 居たり と 見 ゆ。 

ほつ い  す， など リ 

かくてべ テロの 發 意に、 他の もの ども も 之に 同意して 一夜 七 人の n ぶ 1.^ ら 漁に 出で たり。 或は 之 を 

以て 彼等 は 傅 道の こと 思 ふに 任せざる にぞ、 志 挫け 氣沮 みて、 其の 葡 業に 復 したるな りと 推測す る 

もの あり。 斯か思 はるる 點 なきに あらす。 然れ ども 强 ちに 今までの 事 を 抛ちて、 主に 招かれ ざり し 

以前に 復 へりたり と 見る 程に も 有らざる べし。 無聊に 苦しみ、 物 思 ひに 堪 へぬ 折 柄、 且つ は 生活の 

必要 も ありし なるべく、 胸のう ち 晴れ 遣らす、 世の中と かく 面白から す、 夫れ：： 疋れの 勁 機より 心 合 

ひしお ども 打ち 寄りて、 さて は 漁りに 出で たるな らん。 斯る 精神 上の 境遇に 居る ものの 漁り を 思 ひ 

立つ は 珍ら しき ことに あらす。  . 

ガリ ラャの 湖上、 夜靜 なり。 耶 穌の屢 々往来せられ しと ころ なれば、 四 圍の野 も 山 も、 $1 な 昔の 

懷 しき 記憶の 伴 はざる はなし。 今 も 尙ほ鮮 かに 其の 昔 容に 接する が 如き 心地せられ たるな らん。 過 

ゆく  H!!j 

去 三年の 日毎に 經驗 せし こと、 叉た 數日 前の 出来事、 或は 今の 身の上、 且つ は 共の 將 末の ことな 

ど S に 相 語り、 叉 想像に も 思 ひ 浮べて、 感慨 轉た 切なる もの ありし ならん。 

彼等 は 終夜 漁りし かど、 如何し けん 少しの 獲物 だに なかり き。 昔し 慣れたる 業 なれ ど、 網 打つ こ 

ifl ん さく 

とも. を 遣る こと も 思 ふ 如くなら ざり し爲 めな らん か。 其 は 問 ふ を 要せざる 穿^なる べし。 瘦 物の 

：$1 無なる に、 彼等 は 一  力 を 落し、 事 ごとに 意の 如くなら ぬ を 嘆き、 いと ど 疲れ ra^ てて i5 ぎ 返さん 

とせり。 柬 雲して、 白く 夜の まさに 明けなん とする ころ、 岸邊に 人の 影兑 ゆ。 波に 搖ら るる 人、 岸 


二と さ-り 

に 立つ 人。 故に^！：^味を含めて記したりとも思はれざれど、 自ら 此に 一種の 意味 深き 光 の 描き出 だ 

された る を ゆ" 

おさなご 

かくて 岸に 立てる 人、 舟の ものに 云 ひける は 『小チ どもよ、 食物 ある や』 と。 此に 食物と ある は 

副食物の 意な り。 舟の もの 『無し』 と^ふ。 『然 らば 網 を 舟の 右に 撤 てよ、 所 確 あらん』。 彼 や.. 共の 言 

に從 ひて 網 をうて り。 某せ るかな、 夥多し き瘦物 ありて、 き 上る こと 能 はざる ほどな り。 彼 や は 

已が蔡 に餘 念な かりし かば、 iS: の 人の 耶穌 なる に 心 付 かざりし なり。 察 業に 靈魂 を^ はれて、 其の 

そのよ 

傍に 立てる 耶穌 を覺ら ざる もの、 5:1:- に 獨り當 夜の 弟 f^lj たちのみ ならん や。 然れど 彼 や、 漸く-: K: に 立 

てる 人の 命令、 m 心 ひがけな き 獲物な どより、 昔の 經驗を 思 ひ 起さざる を ざるに 至れり。 やがて 邪 

穌の 愛せし 所の 弟子 先づ 之に 氣 づきたり。 耶穌の 愛せし 弟 チとは 誰なる や。 ヨハネ GI らを斯 く 云へ 

る ものな らん。 ウェス トコ ット は是れ 彼の 感謝の 言な りと 言へ り。 主に 愛せられし 恩寵 を^び、 感 

謝の に堪 へざる もの ありし と 見なば、 其の 心 もい と 奥」 しく 思 はるる にあら す や。 彼 は 他のお？.^ 

の：： S 付かざる ことに 氣 付きたり。 彼 は 主の 復活 せられし 日 も、 ぺ テロと ともに 墓に 行き、 先 づ北ハ の 

大 なる 出來事 を覺 りたり。 彼の 心 づきた ると ころ を聽 きて、 ぺテ 。は 裸 同様の 姿な りし かば、 ^ち 

に 衣 を 着け、 水に 飛び入りて 岸の 方に： 冰ぎ 行きたり。 一人 は 心に 思 ひ 浮べて 北ハ の耶穌 なる を り、 

他 は 之 を聽き 一 議 にも 及ばす 忽ち 水に 躍り. 入りぬ。 - 

彼め ォ 岸に 達する や、 耶穌火 を 起し、 其の上に 魚と パ ンとを 載せて 待ち 居られたり。 彼等 は 終夜； g 
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合な き 仕事に、 身 も 心 も 疲れ果てたり。 耶穌之 を 思 ひ 遣り、 食 を 調へ て 待 たれたり。 肉體の 疲勞の 

如き S き 意味の 艱み にも、 彼 は 厚き 同情 を 寄せし なり。 其の 行き 屆 きたる 濃 かなる 心 は 昔 も 復活の 

後 も變ら す。 皮 は 啻に 弟子ら の 靈性を 思 はれし のみに あらす。 肉體 のこと にも 深き 同情 を 表 はされ 

たり。 更に 注意すべき は、 彼が 自ら 食 を 供へ たるの みならす、 弟 f4J ら にも 魚 を 携へ來 らしめ たり。 

かくて 主從睦 しく 朝饗を 取られし なり。 淺く考 ふれば 何等の 趣味 もな く、 甚だ 些細なる ことの 如く 

な- ど、 此の 邊に味 ひ 極り なきもの ある を 感ぜ すん ば あらす。 日毎の 食事に 於て、 耶穌が 朝早く 弟 

チを迎 へて 食 を^ へら，^ たる こと を 記 慮し、 彼と ともに 之 を 謝し、 之 を 祝して 食 ふと 考 ふれば 如 

つとめ 

何。 耶穌の 我等と 供に 在す は、 說敎 のとき、 若く は 葬式のと きのみに は あら じ。 日々 の勞 役に 疲れ 

てて 家に 歸 りたる とき も、 骨折り 甲斐な き 事業に 氣も 挫けながら 食卓に つくと きも、 實に 活ける 

邪 妹 ま 我等と 具に 在して、 深き 同情と 濃 かなる 慰藉と を與 へらる るな り。 斯く考 へ 来れば 我等の 生 

意味 も 自ら 深く 高き ものと なるべき にあら やや。 折に 觸れて 此れら のこと を 思ひ來 らば、 辛き 

憂世 も 住み 心 也よ く 感ぜられ、 快活に、 カ强 く、 何となく 精神的なる を 得べ し。 

まさ 

食し 了り て耶穌 はぺテ 口に 向 ひ、 『爾 これらの ものに 過り て 我 を 愛する や』 と 云 はれたり。 之に つ 

きて は考 ふべき こと、 擧 ぶべき こと 多 けれど、 今 は 次の 二つ を述 ぶべ し。 

第 一 耶穌 はぺテ 口 を 始め、 其の 他の 弟 たちに 向 ひ、 後事に つきて 精細なる 命令 を與 へ、 或は 

綿密なる 方針 を 示め され ざり しが 如し。 四十 日間 もと もに 居られし ことなれば、 多くの こと を 語ら 


れ しならん。 然れ ども 如何なる 敎 訓を與 へられし や 北 ハは詳 かに 知る 可ら す。 カぺ ナゥムの^？：：；後なる 

山なりしと$3^.Jき方に一 一人の，. ii- 子 を携へ 行かれし は 何の 爲め なりし か。 記錄 なければ 知る に. S な 

し。 或は 五 百 人に 逢 はるる ことに 關 しての 物語な りしな らんと 想像す る もの あり。 然れど 见に角 組 

n 立ちた る 憲法 ゃ規则 やうの もの を 事 細に 制定し、 筒條を 別ちて 綿密なる 命令 を 造され たりと は 見 

る 可ら す。 彼 曰く 『汝我 を 愛する か』 と。 全心 全力 を 注き て 耶穌を 愛する の 心、 足 だに あらば 他 は 

云 ふに 及ばざる ことなり。 基督の 敎は 種々 の箇條 にあら す、 明細なる 記錄 にあら す、 只 I；：：： ら 耶穌^ 

^を 愛する にあるな り。 將來の 方針 も、 事業の 經營 も、 之に. H りて CI ら 定まり、 滯 りなく 運ぴ 行か 

るべ し。 而 うして 此 はまた 今日 も 我等に 向 ひて、 活ける 耶穌が 一人々々 に與 へらる る假 かなる 問 ひ 

なる を 忘る 可ら す。 - 

第二 我らと ともに 『我が 羔を牧 へ』。 此は 耶穌が 常に 現在 せらる る HJ を 知るべき 方法 を 示され 

しもの なり。 基督 敎の 本領 は 耶穌と 我等と 常に 供に 居る こと を 鮮 かに 深く 意識す るに あり。 如何に 

せば 之 を爲し 得べき か。 如何なる 方法に 依らば 耶穌の 現在 を 常に 鮮 かに 意識す る こと を 得べき か。 

>J ども 

曰く 我が 羔を牧 へと。 例へば 親、 妻、 良人、 愛兒、 朋友な ど 近親の ものと 相刖 るる こと ありと せ 

よ。 去る もの 日々 に 疎くな り ゆく は、 人情 已むを 得すと も 見る ベ けれど、 相 離れた る爲 め、 却って 

其の 情愛 を 厚く し、 從來 にも. 增 りて 慕 はしく、 貴く 思 はれ、 其の 志 を 嬉しく 感す るに 至る ことなき 

にあら す。 去りた る爲め 互の 間柄 益々 密着す。 されば 去る もの 時として は 日々 に 親しと も 云 ひ 得ら- 
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るるな り。 親しき もの 去る に 臨み、 其の 常に 心 を かけて 愛でたり し 家畜 若く は 盆栽の 如き もの を托 一 

したりと 假定 せよ。 日々 之に 食物 を與へ 若く は 水 液ぎ などして、 其の 生長に 心 を 川 ゆると き は、 遠 1 

おもかげ さな  , 

きに 赴きし 人の 俤宛 がら 眼前に 立ち 現 はるる 如く 覺 えて、 淚を 流し、 深き 思 ひに 沈み、 或は 嬉し さ； 

クさ  - 

に 已が憂 を も 忘る るに 至る ベ し。 然 らば 去りし 人の 心の 懸り しもの を 自ら 代りて 其の 養育に 骨折る 一 

こと は、 遠く 隔 りたる ものと 近くなる を 得べき 最も 好き 方法に あらす や。 耶穌と 我等の 關係も 亦然ー 

かなり。 神秘的に 瞑想して 耶穌と 常に 供に 居る を 意識す る は、 あり 得べき ことなる のみなら す、 ま- 

た 無 かる 可らざる ことなるべし。  然れ ども 最も 健全に して 大切なる は、 耶穌の 心に 驟 けられし 事 一 

業、 其の 失 ふま じと 力を入れられし 人類の 靈 魂に 對し、 彼が 愛せられし 如く 之 を 愛し、 彼が 執られし 

方針に 從 ひて 之が ために 盡カ する にあり。 然か爲 さば 我等と 耶穌 の關係 疎くな り ゆく：； 浙造 ひなく、  一 

まの あた リ  一 

近く 目前に 之 を 見て.， 其の 精 祌に勵 まされ、 共の 同情に 感激し、 相互の 交情い と 濃 やかなる を 得べ； 

し。 耶穌は 深く 其の 心 を かけし 事業 を 我等に 遣され たり。 其の 事棠の 方面 は 人に よりて 同じから ざ 一 

るべ し。 され ど 何れに もせよ 主の 遣され たりと 信す る ことに 精力 を まめて 從事 せんか、 邪穌と lift 

近く 親しくな りし 如く 感じ、 之 を 愛する 心 切なる に 至るべし。 此は 今日 も尙ほ 活ける 耶 の 我等に 

求めら るると ころな り。 曰く 『我が 羔を牧 へ』 叉 曰く 『人の おのれの 榮光を もて 諸々 の i?. 徒 を 率 一 

かふ もの 

ゐ來る 時 は その 榮 光の 位に 座し、 萬 國の民 を その 前に 集め、 羊 を 牧者の 綿羊と 山羊と を 別つ が 如く 

彼， を^ち、 綿羊 を その 右に、 山羊 を その 左に 置くべし。 斯くて 王 その 右に をる 者に 云 はん。 我が！ 


よ。 はじめ -ー。 かた  そ 

父に_^まるる^<?ょ、 來 りて 創世より 以來汝 や > の爲 めに 備 へられた る國を 銅げ、 蓋 はなん ぢら 我が 飢 

し^われに 食せ、 ； S きしと き 我に 飲ませ、 旅せし 時 われ を 宿らせ、 裸な りし 時 われに 衣せ、 病し と 

き 我を兑 舞 ひ、 獄に 在りし とき 我に 就れば なり。 是に 於て 義*? 彼に 答へ て 云 はん、 主よ 何時なん ぢ 

の 飢えた るを兒 て 食 はせ、 また 渴 きたる に飮 ししゃ。 何時 主の 旅した る を兑て {$ら せ、 叉 裸なる に 

s ぜ  いは 

衣し や。 何時 主の 病み、 また 獄に 在る を 見て- 爾に 至りし や。 王 こたへ て 彼等に 云ん、 我 まことに 雨 

Saj ち さきもの 

背に 吿 げん、 旣に： 爾曹 我が 兄弟の 最微 者の 一人に 行へ る は 即ち 我に 行 ひしな り』 と。 耶穌に 接觸す 

る 方法 は 甚だ 簡便な り。 彼 は 我等 を 去る こと 遠から す。 我 ふの 兄 のい と微； S なる ものに 親切と 愛 

と を？^ I す は、 取り も 直さす 耶穌に 接する 所以な り。 

我 や は 5：： な 疲れ 居れり。 骨折り 甲斐な き 生活 を かこちつつ あり。 朝 n 十く 食 を 供へ て 疲れ てた る 

ぉチ たち を 待 たれた る 耶穌を 思 ふ は、 如何にも 深き 慰めに あらす や。 『ョナ の 1,^、 シ モンよ、 汝 これ 

らの ものに 過り て 我 を 愛する や』。 『我が 羔を牧 へ』。 復活の 耶穌の 聲は今 も^かに 我等の 环 に g:: く 

を S 几 ゆ。 實 に 己が 身に 當て 嵌めて 考 ふべき 意味 深き 敎訓 にあら す や。 

(一 九 〇 八 年 五 CO 
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信仰の 危機  ♦ 

『此の 後 その 弟子 多く 返り 往 きて、 耶録と 偕に 行 かざりき、 之に 因りて 耶穌 十二の 弟子に 云 ひける は汝等 

も 亦 去らん と 意 ふや。 シ モン • ぺ テ 答へ ける は、 王よ、 我等 は 誰に 往 かんや、 永生の 言 を もてる もの は汝 

なり。 乂 我ら 信じて 知る、 なん ぢは 活ける 神の 子 基督な り』 (約 翰 六の 六 六— 六 九) 

之より 先き ガリ ラャに 於け る 耶穌の 人望 は 非常なる 高潮に 達したり。 食廣漿 して 之を迎 ふるの 

概き あり。 今にも 耶穌を 擁して、 旗揚げ を せんとす る 勢 ひに て ありし なり。 然れ ども 耶穌の 言動す 

ベて 世人の 意外に 出で、 彼等の 望む 所と 違へ り。 此に 於て か 漸く 不平 を懷 き、 其の^^^子のぅちに數 

へられた る もの すら 何時と はなく 變 心して、 一人 去り 二人 去り、 次第に 耶穌 のま はり 淋しくな り 行 

けり。 世人の 耶 穌に歸 依せ ると ころ 淺く、 只 己が 好む ところに 從ひ、 其の 低き 思想 を もて 彼 を 見た 

るに 過ぎす。 然れば 彼等 は耶 穌に從 ひたりと 云 はんよりも、 寧ろ 己に 從 ひたりと 云 ふべ かりし な 

り。 故に 耶穌の 主張 や、 計畫 が、 己れ の 好む ところと 違 ひ、 其れ 以上の こと を敎 へ、 且つ 要求 せら 

れ たるに 逢 ひ、 醜く も 其の 心 動搖し 初め、 遂に 之 を棄て 去る に 至りし なり。 

世に 悲しむべき こと 多し と雖 も、 信仰 衰へ、 神 を 愛し、 基督に 從 ふの 熱心 薄らぎ、 渐く 之に 遠 かり 


て 遂に 離れ 去る に 至る を るより 悲しき もの あるべ からす。 當時 耶穌を 離れ 去りし ユダヤ人に は： 「■ 

際 は近现 めきた る大 議論 ありし に 非るべし。 一時の 行きが かりにて 此に 至り、 從來の 低き 敎 へと 異 

なる もの ある を 化て、 北 ハの志 忽ち 挫折して 何時しか 之に 遠ざかり たる ものなる べし。 

彼等 は 遂に 如何にな りけん。 『返り 往き』 ど ある を 見れば、 彼等 耶穌を 去りて 共の 昔の 生 ー€、 未だ 

彼 を 知らす、 之に 從は ざり し 以前の 生活 情 態に 返へ りたるな らん。 宛 かも WS 灣 の生蠻 など を 折角 導 

3 とかに 

き敎 ふれ ども、 また 忽ちに、 昔の 山中に 逃げ 返りて、 受けし敎^1=^は其の痕跡だに無く、 更に 其の 用 

を爲 さざる が 如く、 ユダヤ人 も 再び 昔の 生活 情 態に 返りて、 耶穌の 敎訓も 更に 其の 屮斐 なきに 至れ 

るな り。 

耶穌 此の 有様 を 見て、 いたく 失望せ り。 聖書に は 彼の 屢々 失望せ る こと を 記せり。 付て 一人の 靑 

年 あり、 非常なる 意氣 込に て 耶穌の もとに 來り、 限りなき 生命 を繼 ぐた めに 何 を爲 すべき かと へ 

あし をと 

り。 共の 平素の 心 懸け もい と感 すべき ものに て ありき。 耶穌 {< 六合に s^ls 曰 を 聞け る 思 ひして、 此の" n 

年 こそ 物になる べしと 望を囑 せられた ひ。 耶穌の 方より 非常に 張り込みて 彼を敎 へ、 汝ー 切 を棄て 

我に 從 へと 云へ り。 之 を 聞く とともに 彼の 青年 は氣 挫けて、 頭 を 垂れ、 這々 の體 にて 去り 行きた 

り。 耶穌 之を兑 ていたく 失望せ り。 其のと き 彼 は 殘れる もの を 見廻 はせ りと あり。 如何ば かり 悲し 

き 思 ひの せられし ならん、 察する に餘り あるに あらす や。 

耶 が斯る 苦き 經驗 を甞 めら れしは 一 再に あら ざり き。 此のと きの 事 も 其の 一 つに て ありき。 多 
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くの 人々 は 耶穌に 背きて 昔の 生活に 返りたり。 ああ 彼らが 高尙 なる 道 德に胸 を 躍らし、 祈り を 共に 

し、 心 ゆく ばかり 讚美し、 事に 臨みて 忍耐す る も、 奮發 する も、 泣く にも、 笑 ふに も、 な 耶穌の 一 

心 を 心と せし は 昔の 夢と な ひぬ。 彼等 は 再び 往昔の 情 態に 立ち 戾 ひたり。 遺憾 限りなく、 失望 極り 一 

なし。 此に 於て か耶穌 其の 最も 頼みに 思 はれし 十二 人の 弟子に 向 ひ、 『汝等 もまた 去らん とする や』 ： 

と 問 はれたり。 原文の 意 を 精密に 現 はせば、 『汝等 はよ も 我 を棄て 去らん と は 思 ふま じ、 然れど 如何 一 

にせん とする か。 汝等 もまた 去らん とする や』 との 意味な り。 耶穌は 弟子の 心 懸に頼 母し きと ころ 一 

ある を 知り、 共の 精神に 信用 を 置かれたり。 され ど尙ほ 心が かりの 點 なきに あらす、 かるが 故に 汝ー 

らも また 去らん とする かと 云 はれた るな り。 註解 者に は 異見な きに あらね ど、 斯く 解す るが 當なー 

るべ し。 

耶穌は^^^子が己を慕ふの念厚く、 苟 くも 心 を 動す さなかる べしと 信じ たれ ど、 彼等が 更に： H ハの复 

すると ころ、 思 ふところ を 明白に 言 ひ 現 はさん こと を 望まれたり。 基督 敎は只 だ 己が 心に 陰 かに 

ふるのみ にあら す、 之 を 言 ひ 現 はすこと を 貴ぶ ものな り。 獨り 自ら 高く 止る ことなく、  ？ t| に 手 を 取： 

りて 進み、 ともに 所信 を吿 白して 志 を 相勵 まさざる 可ら す。 基督 敎に 洗禮 あり、 晚餐 あり、 1^ 仰の； 

吿白 あり、 祈り 會 ある は 之が 爲 めな ひ。 耶穌は 弟子が 己 を 離れ 去る と は 思 は ざり しも、 . ^ほ 彼らの： 

明確なる 吿白を 聞か まほし く 思 はれたり。 此は 彼の 昔 も 今 も 望まる ると ころなる べし。  一 

かくて ぺテ 口 は：^ の 問に 應じ 『主よ 我等 誰に 往ん や。 限りなき 生命の 言 を もてる もの は汝 なり』 一 


と 化： へぬ。 彼 は 他 の^子の 意 兑をも 代表して 斯くは 云 ひたるな らん。 然れ ども 此に 彼が 思 ひ 切りて 

大 に H; つ G 己の 立場 を 立派に 述べた るに より、 他の もの ども も 4、 體 的に 共の：：：；^ 仰 を^め、 腰强く 

なり、 一 生 懸命と な^たる なるべし。 危<^6 の 場合 一 人が 銜發 して m わ ひ 切りて 、断く 俗す と發 ，すると 

き は、 他の もの も 其の 言に 勵 まされ、 強められ、 北 ハの志 を 決する に 至る は 珍しき ことに あらす。 當 

時 の^子 も 兹にー 1^ 其の 志 定まり、 其の 思想 明確と なりて、 耶 穌に從 ふに 至りた るな らん。 阁體 

のこと (：5 に斯の 如き もの あり。 、王の 復活の 朝に 於ても ぺ テロ 先づ 墓に 人り しが、 ヨハネ 遂に 之に 從 

ひたり。 或る人 之 を 無意識の 感化な りと いへ り。 此の 時 もまた 然 りしな らん。 べテ n 先 づロを 切り 

て、 信す ると ころ を斷言 す。 之が 爲 めに 衆 皆な 板 ふ。 其の 光景 努 として：： T の あたりに 兑 るが 如 

し 0 

『主よ、 我等 誰に 往 かんや』 耶穌の 周圍は 次第に 淋しく なれり。 一人 去り、 二人 去り、 いと り少 

なにな りたり。 ぺテ n 等 は 何故 逃げ去ら ざり しか。 何の 目的 ありて か 我 i^- を 張りし や。 共の 现出 

何 所に ありし や。 其の 第一 の 理由 は、 彼等 は 他に 往 くべき 方な かりし が 故な り。 人 は な 信仰 を 要 

す。 { 一： 小 敎は須 S< も 離る 可らざる ものな り。 然れ ども 基督 を 措いて 何 所に 眞正 の宗敎 あり や。 * 子等 

は 竹て ユダヤ 敎を 信じたり。 然れ ども 之に 滿足 する 能 はす。 より 大 いなる 者將來 必す來 りて 之 を 全 

うすべし と俟ち 望めり。 即ち メシャ を 待ち 居たり。 故に 野に 呼べる 人の 聲、 ヨハネの 傅 道に. H りて、 

逸！： ャく 起てり。 而 して 其 紹介に よりて 耶 脉に從 ひたるな り。 從來の 信仰に は 飽き 足ざる 節 多く、 彼 
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# を 手引きせ る ヨハネ は 殺されたり。 此の際 彼等 また 誰に 賴 らん や。 若し 耶穌 を棄 てな ば、 =^=1 ハの生 

塞 は 信仰な かりし 以前の 情 態に 屍る の 外 有る ベから す。 其 は 如何にしても 堪えが たきと ころな り。 

耶穌 にぬ ひて 彼等の 精神 は 高き に 引き上げられたり。 今更 再び 古への 誤りに 復る こと 能 はす。 彼ら 

の 精神 上の 氣品は 高くな り、 其の 見識 は廣く なれり。 基督 を 措いて は、 其の 靈 魂の 行くべき 場所な 

きに 至れり。 幸か不幸か、 如何にしても 他に 心 を 向く る こと 能 はす。 日本なら ば、 今更 佛も拜 めす、 

念 佛も唱 へられす、 宫詣も 出来ざる 有様な ゥ。 隨 つて 耶稣を 離 るれば、 其の 精神  一 淋しき 境涯に 

f、 動もすれば 恐るべき 生活 情 態に 墮 落せざる を 得す。 故に ぺテ 11 曰く 『主よ 我等 誰に 往ん や』 

と。 耶穌の 外に 顿る ところな きなり。 宗敎 のこと、 靈 性の 問題 は、 彼 を 離れて 滿 足すべき ところな 

し。 弟子 等 は 途方に 暮れたり。 故に 耶穌を 去り 得 ざり しなり。 

然か のみなら す 彼等 は 耶穌に 由り て 多少 信仰 上の 經驗を 得たり。 其の 靈魂は 限りなき 生命 を感覺 

し 得る ほどに 敎 育せられ たり。 精神 上の 妙趣 を 味 ひたり。 向上心 覺醒 し來れ り。 若し 晤黑 なれば 何 

事 もなかり しなるべし。 され ど 一 たび 升り て、 其の 影 をう つせ る 一し ほ の美しき景^^！を眺めた 

り。 幽谷 を 出で て 喬木に 移れる 心地した るな り。 宛 かも 寒國の 草木が 熱帶 地方に 移されて、 其の 

ぶり も 枝ぶ り も 全く 別物の 如くな りたる の 趣き ありし なり。 彼等 は 未だ 其 所まで 十分に は 建せ ざり 

しに もせよ、 すでに 祌に 祈り、 罪 を 懺悔し、 向上の 志 を 起し、 曾て 味 ひ 知ら ざり し大 なる 举柄を 暫 

らく にても 朝夕に 靜 かに 考へ、 心に 泌 み-^ と 感じて、 忘る 可らざる もの ありき。 穴.^ 晴れ やらぬ 暗 


5, ぶ rv 此界は 晴れたり。 煤爛 として：：；：： は 輝き 出で たり。 前の 世界と 後の 世界と は < ^く異 なりたる 光景 

となりぬ。 -が橫 m にて 港^の 敎を 知.^、 祈りの 樂 しさ を 味 ひ 初めた ると ころ、 或る 外！ X の 宅に 

て 始めて オルガンの 一. ュ：： を聽 きたる こと あり。 其の^ はしき 調子に 八" せて、 『樂 しき 祈りの 時よ』 て ふ 

英語の fif, 歌 は 歌 はれたり。 余 は 今 も 常時 を 思 ひ 出で て淚 のこ ぼる る 心地す。 "：：^ 迄 は 物-な 界 に齦齪 

して、 人と 人との 交りの 外 知ら ざり し 者が 1 朝 新たに 祌を兑 て 之に 祈り、 之と 交る に 至る。 何もの 

の i4< か 之に 如かん や。 胡馬 北風に 依り、 越， ひ！ 南 枝に # 、く ふ。 外 岡 人の ぎ語 のみ M き！^ れ たる もの 

.^r  |# こて 故鄕 のな まりある 人に 逢 ひ、 或は 阔 旅の 飜 へる を は. たると きの 愉快 も 稍 之に 似た る も 

の ありなん。 ペチ 口 曰く 『限りなき 生命 を もてる もの は汝 なり』 と。 耶穌の 一 K は、 お 子等の 胸 巾に 

限りなき 生命 を 新しく 經驗 せしめたり。 共の 經驗曰 尙ほ淺 く、 十分な りと は 云 ふ 可ら ざれ ども 彼 や 

は 聊か にても 限りなき 生命 を 味 ひ、 共の 趣味 を 解したり。 s:.l んぞ 此の 耶穌を いて 他に 往くを i;- ん 

や。 不 m 心議 にも 新しく 共の 心に 與 へられた る經驗 が、 彼等 を 耶穌の もとに 引き 5m めたり。 ^^！^？^また 

必す之 と M 様なる 懷 しき赏 驗を 有せら るるな らん。 形式 は 異なりと も、 何 ごと か 心に 徹する 如く 感 

じたる：^:: を m わ ひ 出で て 今 も 慕し く 想 はるる もの あるべし- 或は 獨り 祈りし、 或は 微： g し、 或は 洗禮 

を 受けた ると きの 喜び、 或は 病中の 慰め、 或は 友人と 相會 して 祈りし ことな ど、 懐かしき _ ^惊を 迎 

れば、 ペチ E1 と M じく 限りなき 生命 を 有て る もの は汝 なりと 叫びて、 耶穌 に^ 依す るの 念 を 一 切 

ならしむ る ものな くんば あらざる なり。 彼 は 我等の 鶴攻に 新しき 生命 を與 ふるの 力 を 右す。 焉んぞ 
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之 を 去る に 忍びん や。 『主よ、 我等 誰に 往ん や』。 

ぺテ 口 また n く 『我等 信じて 知る、 汝は 活ける 祌の 子基赞 なり』 と。 彼 を 竹め 衆べ ての^ 子 は 

寶に^ 穌 自身の 人格の 如何にも 美しく 贵 くして、 愛に 滿ち、 人 を 惹き辛 S くるの t0 を a; へたる を 知れ 

きぶ  I  ^ 

り。 此の. 語 或る 古本に は 『汝は 神の 齋潔 きもの 基督な り』 と あり。 耶穌は 罪な く 汚點 なく 奴な 

く、 全身 を 聖別して 神に 事へ、 全力 を盡 して 其の 事業に 從 ひたり。 彼 は 靈界の 王者、 祌の齋 潔き も 

のな り。 彼等 は 稍 此の 點を覺 り 得たり。 未だ 十分なら ざれ ど、 耶穌を 兌 上げて 、己れ を 支配し、 命 も 

し、 率 ゆる 精神 上の 威力 を 有し、 遗憾 なく 神に 事へ て 聖別せられ たる ものなる を 信す る を^たり し 

なり。 

『信じて 知る』 と は、 之に 歸 依し、 漸を追 ふて 益 其の 救 ひ、 其の 感化、 北ハの 慰め、 其の 力、 共の 義 

を實驗 し、 玩味し 行く を 意味す。 世に は 一た び 道に 入れば 其の ままに 留まりて Js{ に進步 せす、.^,^ 禮 

を 受けた るの みに て、 益々 深く 進みて、 修行し、 工夫し、 咀嚼し、 敎 育せられ、 靈 魂に 染み 一 "一る ほ 

どの 宗敎 的資驗 を 積まん とも 勉 めざる もの あり。 弟子 等の は斯る 生命な き 信仰に て は あら ざり しな 

り。 三年の あ ひだ 漸を 以て 導かれ、 日夜 主と ともに 起き 臥したり。 遣り 放し、 這 入り 放し は 堕小洛 

の宗敎 なり。 眞 E の 宗敎は 其の 經驗 常に 進歩し、 日々 に 新たなる ものなら ざるべ からす。 tNH 督敎は 

,5. せに 新ら しき 敎 なり。 宛 がら 日毎に 朝の 新しく ii かなる が 如し。 愈よ 深く 基督 を 味へば 其の ®* 

(ま 木く、 曰々 に 新なる を 感じ、 其の 無盡藏 なる に 驚か すん ば あらす。 基督 は 曰々 之 を 见るも 更に 叫. M 


なりと して 飽き si^ つろ 點 なく、 翠 滴る 卷の山 を 見る が 如く、 見る ごとに、 忍 ひも 晴れ、 心も暢 ぶる を 

覺 ゆるな り、 一た び 入門して、 之に 從 ひたる にの み滿 足すべき にあら す。 耶 を兑て 常に 新しく 感 

ぜ ざる は 我が 眼惡 しきな り。 彼 は 常に 新ら しく 感ぜら るるな り、 我等 は 何故に て 始めて 仰 を 促 

がされた ると きの 如く 感 する ことなき か。 我等の 借 仰 は^子が £^ じて 知る と： K ひし 如く、 愈 深く、 

新しく 日々 に 進歩せ ざる 可ら す。 宛 かも 高き 山に 登る が 如し。 登り 登 ひて 足 も 疲れ 5^ て たれば、 ：： 取 

nl. 絶 _ ^も 問 近から んと思 ひっつ 見 上 ぐれば 尙ほ、 遠くして 目 も はるかな り。 更に 進みても はや す 

るかと 兑れ ば、 未だし。 基督 は大 なり。 其の恩惠の富みは無盡藏な.：^。 門に 入りた るの みに て、 未 

だ 堂に 進まざる は、 寶の 山に 入りて 手 を 空しく して 歸る にも 似た らん か。 吾等の 耶 穌に從 へる は 進 

步 せんが 爲め なり。 * 子等の 當 初の へ は 外れたり。 され どまた 更に 新しき もの を發兑 し、 共れ 以 

上の 贵 きもの を捉 へんと 試みた ひ。 彼等 は s;^ み 進みて 、遂に ぺテ！ 1、 ヨハネの 如く 突 はしき：：：；^ 仰に 

遣す る こと を 得たり。 

然れ ども 弟子 等のう ちに は 一人の 難物 こそ あり たれ。 彼 は三ハ 牛？^ 耶穌と 起お を 共に し、 共の 敎， 

を 耳に せし かど、 少 しも 北ハ の 心 に 進歩な く、 物質的 にして 野心 滿々 た り。 耶穌 の ぽ〈 面目 を 解す る こと 

能 はすして、 失望し、 自暴自棄、 遂に 大逆 を 行 ふに 至れり。 幼 稗なる 信仰 昔の ままに て、 少しも 成 

長す る ことなくば、 遂に 墮 落して 亡びに 至る こと あらん。 イス カリオ テの ュダは 共の 適例な り。 彼 

の 如く 舊 態に 滿 足して 更に 新しき 天地 を 開拓す る 所な きもの は、 耶穌 を^ら すん ば已 まざるな り。 
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斯くて 多くの 弟子 は 逃げ去れり。 然れ ども 年 寒う して 松柏の 凋む に 後る る を 知る。 居 殘れる * 子 

の 立派なる 吿白を 聞かれて、 耶稣は 其の 賴母 しき 心がけに 滿 足せられ たり。 彼 は 一方に 失 して、 

他方に 滿 足と 感謝と を 獲たり。 耶穌當 時の 心中 想像すべき なり。 路加 傳第 十九 韋 十二 節 以下に 口く 

, た ふとき もの 

『ある 貴 者み づ から 領地 を 受けて 歸 らんと て 遠 國へ往 v^、 十 人の 僕 を 召び て 彼等に 金 十 斤 を予へ 

あきな ひ  くに びと 

て 云 ひける は、 我が 來 るまで 商 賫 せよ。 その 國民 かれ を 憾みて 後より 使 を 遺し 云 ひける は 我等 この 人 

を 王と する こと を 欲ます。 領地 を 受けて 歸 りしと きおの/ f-- 商 買して 幾何の 利 を 得た る を 知らん と 

て、 金 を與へ 置きた る 僕 等 を 召べ と 命じぬ。 初の 一 人來 りて 云 ひける は、 主よ 汝の 一 斤 は 十 斤の 利 を 

1 ヴか  つかさ 

得たり。 主人い ひける は 善き 僕よ、 汝は少 の ものに 忠 なれば 十の 邑を宰 どるべし。 又 次の 一人 来りて 

つかさ 

云 ひける は 主よ 汝の 一 斤 は 五 斤の 利 を 得たり。 主人 云 ひける は 五の 邑を宰 どるべし。 また 一 人き た 

ふくさ つ、  き， ひしき ひと 

ひて 云 ひける は 主、 ょ汝の 一 斤 は此に 在り、 われ 手 巾に 裹 みて 藏め 置きたり、 蓋 はなん ぢ嚴 人なる が 

故に 我お それた ひ。 汝 置かざる もの をと り、 播 かざる もの を かる 人 なれば なり。 主人い ひける は惡し 

き 僕よ、 我汝の 口に 因りて 汝を賴 くべ し。 汝 われ は嚴し きものに て 置かざる もの を 取り、 まかざる 

か  か は if- ざ 

もの を 獲る を 知る。 然るに 何ぞ 我が 來る とき 元と 利と を 得ん が爲 めに 我が 金 を 兌錢辦 に^け ざり し 

や。 途に 傍に 立てる 者に 云 ひける は此 人の 一斤 を 取りて 十 斤 もてる 者に 予 へよ。 衆人 主人に 曰け る 

は、 其の 人す でに 十 斤 を 有て り。 主人い ひける は 我 汝に吿 げん、 夫れ 有て る もの は與 へられ、 有たぬ 

もの は 其の 听 有る ものまで も 取らるべし』。  (一 九 0 八 年 五 Ho 


近德 上の 活力と しての 罪の 赦し - 

『然れ ば 兄弟よ、 我れ 神の 諸の 慈悲 を もて 汝 等に 勸む。 その 身 を 神の 心に 適 ふ it- き沾 ける 祭^と なして 神 

に献げ よ。 =^ れ？ ぉ然の 祭な り J1 (羅 15:" ニーの 一) 

此に 『然れ ば』 と ある は 注意すべき. Si なり。 前數& 十に 於て バウ a は、 祌が大 なる 愛 を 以て 佌の あ 

る もの を 救 はんとし、 之が 爲 めに は 其の 獨子 をす ら惜 まれ ざり しと を說 きたり。 『人 其の 友の 爲 めに 

生命 を 招つ る、 之より 大 なる 愛 はなし』。 神 は 此の 大 なる 愛を釤 されたり。 其の 故に 一： ム々 とパゥ a は 

說き 起せるな り。 基督 敎 倫理の 他と 異なる 所以 も此に ^す。 此の 『然れ ば』 の 意味 を 十分に 现.^ ：： せ ざ 

るが 故に、 信仰 進ます、 德 達せざる なり。 一 たび 之に 感激して 起ちな ば、 如何なる 罪惡の 身に 附き 

纏へば とて、 何ぞ 之に 打ち勝ち 得 ざらん や。 我等 は 皆な 罪 を 神の 前に 獲た る ものな り。 然るに 祌の 

獨子 によりて 赦 さるる こと を 得たり。 罪の 赦 して ふ 語 は 極めて 短 かけれ ど、 北 ハの 意味 を 解す るの 如 

何に よりて、 たわいな きもの ともなり、 また 淚に 咽ぶ ばかりに 贵 きものと もなる なれ。 

人 を 善き に 導かん 爲 めに は、 或は 其の 罪 を 罰し、 責め 懲 しむる こと あり。 是れー つの 方法な り。 

然れど 又 慈悲 深き 處置を 執りて 其の 罪 を赦す こと も、. 力 ある 方法なる べし。 一は 罰して 人 を 救 ひ、 

道德 上の 活力と しての 罪の 赦し  三 八 七 


道德 上の 活力と しての の赦し  ：- 二八 八 

他は赦 して 人 を 救 ふ。 怫蘭 西に ベ H  a ンザ 法と 稱 する 者 あり。 千 九び 一 ハ+上 院議 n;::; ベ H  n ン ザの^ 

出 により、 遂に 議會を 通過して 法律と なりたる なり。 之に 據れ ば、 二 年 以下の 刑に 處 せられた る 犯 

罪 者 ま、 五ケ 年間 其の 刑の 執行 を猶豫 し、 其の 期 問に 身を愼 み、 前非 を 悔悟せ る實績 明かなら ば、 

五 年 目に 之 を赦す ものと す。 該 法律の 制定 以來、 十 年^の 成績 を 見る に、 之に 據 りて 取扱 ひし 件數 

二十 三 萬に 上り、 其の 以前に 於て は、 二 年 以下の 刑に 虑 せられた る ものの、 ra: 割 六 分 は 1$ 犯の 訴へ 

を 受けて 入獄す るが 常な りしに、 ベ H  n ン ザ法實 施の 後 は^ 犯 者 五分 以下の 割合に 減じたり。 t4 だ 

しき 差 塞に あらす や。 此は 苛き 目に 逢 はせ、 責め 懲らしむ るよりも、 事 を 便に して 之を赦 すが、 

人 をして 己が 罪 を 悔いて 善に 復 へらしむ るた め、 より 犬なる 力 ある を 示す ものに あらす や。 

か 昔 は S 問に 逢へ る もの、 屢， V 御 慈悲 願 ひ をな したり。 法律 を 以て 罪人 を赦す は、 概ね 慈悲に 滿 

てる 心より する にあら す。 只 だ 便利と 手段と に 過ぎす。 法律 を 制定せ る もの は 慈悲心より 出で たり 

とも、 法律 を實 行す る もの は 之 を 現 はすこと 稀な り。 罪の 宜吿 をな すに も、 惡に對 する 愤り を發す 

る こと 能 はす。 斯る 宜吿は 蓄音機 にても 爲し 得べ し。 罪 を赦す もまた 然り。 北ハ のうちに 慈悲、 情 

け、 公義、 正義な どが、 力 ある 活 きたる 意味に て 現 はれざる を 常と す。 人を赦 すに は 血の 淚を 流す 

べき ものな くんば あらす。 罪に 對 して 腸の 煮え返へ るが 如き 心地 すれ ども、 慈悲 を 以て 忍耐す るな 

り。 故に 赦 しに は 深き 苦痛 あり。 之が 爲 めに 或は 社會の 誤解 を 招き、 或は 重荷 を 負 ひ、 自ら 犧牲鎮 

身の 苦き 經驗 を甞 めざる 可ら す。 斯る 意味の こもれる 赦し は、 人 を 感化す るの カ大 なり。 只 だ 便利， 


として、 假 初の Hi^ 段と して、 法 雜 的に 赦す こと さへ、 赦 さるる 身に 1^ りて は、 北 ハの燒 倖 を 立：： び、 都 

合よ きを 祝し、 虎口 を 逃れた る 思 ひを爲 し、 之に 懲 ひて 搏 び斯 る行爲 に出づ ベから すと 觀 念し、 惡を 

ぶりて 菩に遷 るに 至る もの も あるな り。 ベ H  n ン ザの 法律 即 はち 其の 適例な り。 然れ ども：： だれの み 

にて は 祌上 未だ 鉋き 足らざる 點 あり。 人の 能力に て は 之よりも 大 なること を はし i:- ざる や も 知る 

可ら す。 され ど赦す 方に は 非常なる 苦痛と 犧牲と ある を 認め、 己が 赦 さるる ために 断く ばかりの 苦 

雞を與 へたる か を 思 ひ、 北 ハ^の 消 泉 具 さに 現 はれ 來 らば、 赦しは赦さるるものに取りて非*^の活カ 

たら すん ば ある 可ら す。 此-桎 <iii は 罪 を 赦す爲 めに、 或る 校お が 其 生徒に 己が 手 を 打た しめたる と を. 語 

れり、 其 は 芝お がかり にて 作爲的 なれば、 可笑しく m 心 はるる 所な きに あらね ど、 其 始め 數问は 確に 

効力 ありし なるべし、 之 を 以て 直に 正しき 方法な.^ と は 云 ふ 可ら す。 然れども„_^:だ深くは大なる意 

^北ハ のうち に^れる を 見遁す 可ら す。 實に 中ら すと 雖も 遠から ざる 者 也。 

人を赦 すに 犧牲の 意味な くば、 害 ありて ハ处 なく、 害な くも 効力な し、 祌 無暗に 人の 罪を赦 さん 

か、 共の 精神 上に 及ぼす 利害 は 難 かしく 考 ふる 迄 もなからん。 時として 神の 吾等 を 遇する こと、 餘 

りに？^ 酷に して、 無理なる 處分 にても 受けた らん 如くに 感じ、 或は 天道 是乎非 乎と 叫ぶ こと さへ あ 

り。 然れ ども 靜 かに 思へば 我ら は 罪人な り、 祌を 忘れ、 之に 背きて 道ならぬ 事 をのみ 行 ひ、 だ輕 

鄉 なる 生活 を 送る を 常態と す。 然るに 尙 ほ安穩 無事なる は 寧ろ 犬なる 不思議に あらす や。 或る人 以 

^ 草 を 評して、 此は 神の 法廷に 於て 人類に 向って 發 せられた る 起訴 求刑の 論 * なりと ヘムへ 

道！ II 上の 活力と しての 罪の 赦し  三 八 九 


道德 上の 活力と しての 罪の 赦し  三 九 〇 

り C 『ュ ホバ 語りた まふ 言 あり、 曰く 我れ 子 を 養 ひ 育てし に、 彼等 は 我れ に 背けり、 牛 は その 主 を 知 

り、 驢馬 は その 主の S を 知る。 然れど イスラエル は識 らチ、 我が 民 はさ とらす。 ああ 肆を 犯せる & 

よ こしま  す ズみ  か ら 

人。 邪 を赏ふ 民、 惡を爲 す 者の 裔、 壞り そこな ふ 種族、 かれら は エホバ をす て、 イスラエルの 聖者 

を 侮り、 之 をう とみて 退きたり。 なん ぢら 何ぞ かさね/^ 悖りて なほ 撻 れんと する か。 その 頭 はや 

まざる 所な く、 其の 心 は 疲れ はてたり。 足の うらより 頭に いたる まで 全きと ころな く、 ただ 創 痰と- 

打傷と 腿 物との みなり。 而 して 之 を 合 はす ものな く、 包む ものな く" また 膏 にて 軟ら ぐる 者 もな 

-  まちく  あ し びと- 

し、 なん ぢら の國は あれす たれ、 なん ぢらの 諸邑は 火に やかれ、 なん ぢらの W 畑 は その 前にて 外人 

うりだに け かリ 

に^まれ 旣に 外人に くつが へされて 荒れ 廢れ たり" シ オンの 女 は 葡萄園の 嵐の 如く、  ^^の 假个！ I の. 

如く、 また 圍 をう けたる 城の 如く、 唯 ひとり 遣れり。 萬 軍の エホバ 我等に 少しの 遣り を^め 給 ふ C 

となく ば 我等 はソ ドムの 如く、 また ゴ モラに 同じ かりし ならん /此は 悲慘の 極に 陷り し哎 すべき W 

狀を兒 るに つけ、 天罰て ふ感 起り、 神に 背き 罪に 滿ち、 足の うらより 頭に いたる まで 全きと ころな 

く、  と臌 物と にて 蔽 はれた る を 悲しみた るな り、 斯くて も尙ほ 人類が 生存し る は Si だしき 不 m め 

議 にあら す や。 神は義 しきもの にも、 義 しからざる ものに も、 日 を 照らし、 雨 を 降らさる る は、 奇. 

跡 中の 奇跡な り。 我等 は 之 を 見て 無意義な るかの 如くに 思へ ども、 耶穌は 之 を 極めて 不思議 なるこ 

とと 感ぜられ しに あらす や。 

ゆる 9. か 

神 は 人類に 對 して 寛大に 取り扱 はる。 其の 義 しき 者に も義 しからざる 者に も、 日 を 照らし. 刚を 降.， 


らす は、 先 づ五ハ や^ 刑の 執行 を^ 豫す るに 似たら す. や。 斯くて 其の 成 行 を兑、 北 ハの敎 育の 効 那 $3 

まで 現 はる &か を窥 はるる 趣き あらす や。 天の 宽大 なることの 不 E 心議 さよ。 假かに！^^！；てふ！？！；-實を考 

へ來れ ば、 祌の 恩. 龍 身に 餘り。 斯る 便宜 を與 へらる るに 堪 へす、 疾に！ T びた るべき ものなる を W 心 は 

すん ば あるべ からす、 然るに 尙ほ神 は 我等 を ゆるやかに t ゆかる。 バウ n は 神の 忍耐 は 悔改に t おくと 

云へ り。 然るに 世人 は 却って 之に 油斷 し、 現在の 有様に 〈女 眠 をへ. 2； り、 或は^：：：^して？^^に進み行かん 

とす。  ， 

神の 赦 しと は何ぞ や、 其の 意味 如何、 其う ちに は 何等の 權牲 あり や。 如何にして 卵 人を赦 されし 

や。 {に^ が淚を 流す ことなくして 刑の 宜吿を なし、 燃 ゆるが 如き 心なく して^ を赦 せし に 過ぎざる 

か。 然ら す。 大 いなる 愛 心の 燃 ゆるば かりなる 祌の赦 し は、 驚くべき ほどに 大 なる 犧牲を 含めり。 

バウ 口 曰く 『汝 神の 豐 厚なる 仁慈と 、寛容なる と寬 忍び 給 ふこと を貌視 する 乎。 其の 仁慈 は汝 を：；^ び乂 

かた くな 

に^くなる を 知らす。 剛復 にして 悔 なきの 心に 循ひ、 己が 爲に 神の 怒 を みて、 其の 義 しき 鞫の 

はれん 霜 怒の 日に 及ぶな り』 と。 神 は 寛大に 我等 を 取り扱 ふ。 ゆるやかと は ゆるす と：！ じ 意味 を 含 

める ものなる べし。 ゆるやかに 取り 极 はるる は 便利 至極に して、 甚だ 安樂なる ものなる が 如く なれ 

ど、 耶穌の 十字架 を 見れば、 其の 中に 限りなく 深き 意義 ある を 認めざる を す、 罪 ある 我, が 今日 

は ひく 

尙 無事 平穏に して、 雨露の 恩寵に 浴し、 神に 孚 まれ 居る は、 ベ ヱ n ンザ 法の： y 施せられ たらん 如き 

觀 あるな り。 然るにても 尙ほ 嬉し さ 身に 餘る を覺 ゆ、 更に 耶穌の 十字架 を 兌れば 非常なる 忍耐と 苦 

道德 上の 活力と しての 罪の 赦し  三 九 1 


^德 上の 活力と しての 罪の 赦し  三 九 二 

痛と によりて 此の 赦 しの 與 へられし を 知り 得べ し。 平靜は 非常なる 力の 活動 を 意味す、 此は物 it: 學 

上の 事實 なるべし。 精神 界に 於ても また 然り。 神 は 寛大に 人の 罪を赦 さる。 げに大 なる 赦 しなる か 

な。 され ど 其のう ちに は 名 狀し雞 き 苦痛と 勞 力との ありし は 疑 ふ 可ら す。 パゥ n は 神の ゆるやかに 

取.^ 扱 はるる を 見て、 耶穌の 十字架の 深き 意義 を會 得したり。 兹に 於て 其の 頌 同なる 心 を 打ち 碎か 

れ、 愛の 感化、 罪の 赦 しの 限 ひなき 力、 其の 心に 徹底す る を 感じた ひ。 

ホ セ ァ 書を讀 めば、 預首者 は ュ ダャ 人が 輕々 しく 罪を悔 ゆるの 甲斐な きを 攻擊 せる を！^ るべ し。 

諸君 は 今まで 幾度 も 悔い改められ しなら ん。 而 うして 徴悔と 神の 赦 しと を 交換 せんと 試みし 經驗も 

あるな らん。 然れ ども 其の 悔い改め は 神の 赦しを 獲る に 適 はしき まで 切實 なる ものに て ありし か。 

我等の 悔い改め は、 あさましく 淺 薄なる もの 多し。 ホセ ァは 不義 を 働きた る 妻を渐 くにして 救 ひ 出 

し、 悉く 其の 心 を 改めん と 試みたり。 彼 は 根性の 腐りた る 妻を赦 したり。 然れ ども 未だ 全く 之に 共 

の 心 を 許す こと 能 はす、 夫婦の 間に 隔ての 籬 ありた.^。 テ 一一 ソンの 詩 アル サル 王の 篇を讃 む も、 彼 

が 討死と 決心して 出陣す るに 當 り.、 不義に 汚れし 妃の 其の 隱れ 家を訪 ひて 之と 物語れる 一 節 あり。 

罪惡 に對 する 儼 かなる 態度よ く 描き出された ひ。 妃は己 は 到底 赦 さるべき も のに あらやと 覺 悟せ 

.^^。 之 を赦す アル サル王 また 深き 苦痛に 其の 胸 も 裂けなん とす" 夫婦 なれ ど 握手し、 接吻す る こと 

能 はす。 } ^れを 厭 ひ、 悪 を 憎み、 手 を 之に 觸 るる さへ 忍び 難く 感じたり。 然れ ども 王 は 妃を赦 し、 

此世 にて は 夫^の 契 を 結ぶ こと 能 は ざれ ど、 來世 にて は 夫；^ と 呼ぶ を 得ん こと を むと 云へ り。 神 


の赦 しに は 之よりも  一 ：！^ 切なる もの あるな り。 其のう ちに は tf 牲 あり、 ：^,:^ あり、 苦痛 あり 限り 

なき-^ ゆ あり。 ふて 鼓に 至れば 北 ハの大 なる 恩 { 船に 感泣せ ざらん とする も 能 はざる もの あらん。 か 

くて こそ 赦しは 人の 渾を淸 め、 之 を 救 ふの 力と はなる なれ。 怫蘭 西に 於け る 新しき 法雜、 ほ 人 を 

^^"に^*くのカぁり。 況 んゃ祌 の赦、 耶穌の 救の ける 力 を や。 

祌 の赦 しに は 北ハの 公義と、 罪 を. 惡 むの 念 限りなく 現 はれたり。 祌は我 S ルの 父なる が 故に、 北ハ の^ 

りなき 愛に よりて、 我せ の 荷 をね ひ、 驚くべき 犠牲の 處 m むに 出 でられたり。 祌我 i^.^ の 罪 を ft はれ 

しにより て、 我 や. T は赦 されたり。 我等が 爲し能 はざる ところ を、 祌 自ら S せるな り。 此は前 Hu に 

說 ける ところの 如し。 

我^の 罪が 神の 重荷と なれる は事實 なり。 然れ ども 其の 事實は 如何にして 現れた る や。 此は宛 も 

樂 譜 の 如し。 北ハれ のみ にても 面白く、 趣味 深し。 され ど 共の 樂 IS 更に 事 に 現 はれ、 妙 乎に.^ りて 

奏でら るるに 至らば、 一 1^ 深き 快感 を與 へ、 限りなき 與味を 催 ほすべし。 祌は 常に：：！： 情と 愛と を以 

て 世 を m 心 ひ、 人の i 非を负 はる。 然 かも 其の 大 なる 事 寶の 人の 心に 徹せざる は、 未だ 樂 器の 詞 につれ 

て 我らが 心の 一:^ 架に 響かざる を以 つてな り。 而 うして 能く 之 を 實- 現せし むる もの は、 S に 耶穌の 十 

ふ.^ 架に あらす や。 此は祌 の隱れ たる 祕密 にして、 世の 创 めより 人の 爲 めに^され し 主い-の 奥義な り。 

妙な る 響 を 以て 我等の 靈 魂の 鼓膜に 觸れ 、 心の底に 響く 祌 の 脊 樂な り。 

W ひとは 罪の 爲 めに 神の 心 冷 かにな り、 血 性の 人の 已れに 仇す る もの を 恨み 愤 りたらん 如くなる 

透 上の 活力と しての 罪の 赦し  三 九 三 
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を、 耶 穌の强 いて 之 を 和らげ、 其の 愛情 を 動かし、 辛うじて 赦 しの 途を 開きた る を 云 ふに あらす。 

き 潔き 愛の神、 人の 罪を忽 諸にし 難く、 彼等が 義を棄 て、 愛に 背きて、 限りなき 禍害に 陷 いれる を 

嘆き、 之に 倾け 注がるべき 愛と 其の 喜びとの^ 害せら るる を 悲しみ、 已れと 彼等との 關係を 冗し き 

情 態に 復 へらしめ、 父子の 親しみ を義に 於て 全うせす んば已 むこと 能 はす、 自 から 進んで 之 を 救 ふ 

の 手段と は なられたり。 喷ひは 天父の 限りなき 愛の 作用な り。 噴 ひ は 人 をして 天父に 復 へらしむ る 

を 以て 其の 目的と す。 神 巳に 噴 ひの 目的た るな り。 之と 同時に 祌は 愛に 出り て ftl ら 此の e: 的 を遂ぐ 

るの^^&となられたり。 凡て 是れ神 自らの 愛より 出づ。 若し 他の 事情に 促されて、 愛 を 催 ほす に 至 

れ りと， する もの あらば、 其 は 腹 ひ を 曲解せ る ものな りと 云 はざる 可ら す。 『神の 世 を 愛しみ たま ふ 

は、 其の 獨 子を與 ふる ほどな り。 之 を 信 やる もの は 滅びす して 限りなき 牛； 命 を 猿ん が爲 めな り』 と 

あるが 如し。 

，町 故に 祌は 直に 人の 罪を赦 さざる や。 何が 爲 めに 其の 獨り子 を 世に 降し、 然 のみなら す 之 をして 

十字架 上に 恐るべき 苦痛 を 受け しめたる や。 蓋し 神の 赦しは 罪悪 を忽 諸にし、 去る もの は 追 はす、 

來る もの は 担ます て ふ 如き ものの 所爲 にあら す。 人の 罪惡 に 頓着す る こと 恐 ろしき ほど 痛切に し 

て、 其の 齋 潔き 愛の^ 害せら るる を 嘆き悲しみ、 否な 之が 爲 めに 煩悶 せらる るとまで 现會 せらる ベ 

き は 一大 父の 心なり。 故に 祌の赦 し は 容易なる ことに あらす、 罪に 對 する 祌の 不快 及び 悲嘆の 結 2;-、 

其の 齋 潔き 愛 を 人に 傾注す る を 得べき 正しき 道 を 求む るに 切なる 犠牲の 賜な り。 我等が 罪赦 さるる 


は 新の 如く. お 味 深く、 權牲的 一 舰 3;富 なる 驚く ベ き出來 事なる を 認め、 共-：: 问 大無邊 なる 慈愛に 感泣 

たち  3 ヴ： ん 

する 時 は、 ^改の 心 自ら 溢れ 來り、 起て 祌に復 り、 罪の 紗を斷 て、 專ら義 に 進まん と 欲する の 念 熾 

なる を 5r へし。 祌先 づ斯の 如く 吾等 を 愛す。 故に 我等 また 之 を 愛すべし と は、 茈丄^^^近^の論现的. 

順序な り。 此に 至りて パゥ& が 『然れ ば』 の 一語に、 軍，さ限りなき^<;ぁるを感すべし。 

の 十字架 は、 人の 良心 を i: 激して 其の 翳 的 生命 を 活躍せ しめ、 地に 倒れ伏せる もの をして； 人. 

ちから 

に：：^ らしむ るの 能力な り。 是れ耶 穌の驗 ひに 就きて、 近 的 感化 說 なる もの を 唱 ふる 人々 の 主張に 

：:^? る大 なる 35 现 なり。 十字架 は 人の 心に 向って 運 川 せらる る 道 ffi の 活力なる さ、 赏に疑 ふべ くも. 

あらす。 精神 上の 印象 深く して 大 なる は、 耶穌の 十字架の 惯 i^i: ある を認 むべき 一 つなり。 然れ ども 

余 W は 此の 道德 上の 印象 は、 祌の 前に 罪の 赦さ るると 關聯 せる 儆 かに 中：：：； き s:,^ 義 ある を 现.^ ： せ ざれ 

ば、 nj^ も 深き 點 にまで 之 を 徹底せ しむべからざる なり。 『此の は 多く 赦 された るが 故に 多く 愛す』 

と耶 の 語られし 如く、 吾人の 愛は赦 罪に 感泣す るより 生す。 然して 赦 罪に 感泣す る は 共の 事 も 無 ■ 

げに赦 さる、 と 思 ふ 時に 輕く、 容易に 與 へらる る ものと 認 むる 場合に 於て く、 祌の獨 子の 權牲を _ 

^：^味すと會得せらるるに於て最も熱切なるを得べし。 所謂 道德的 感化 說の 极據 は、 基督の 十 架が 

能く 人類 の爲 めに 神の 赦罪を 做 ひしたり と 信す るに あるな り。 十 字 架 の 道 igg 感化 の 効力：^ も顯著 

なる は、 此の 驚くべき 犧牲 に. E りて 罪赦 されたり と 確信 するとき にあり。 眾に 十字架の 道德的 印象 

のみ を 赏 して、 祌 自身の 犠牲に 基せ る赦 罪の 福音 を 忘却す る は、 根 を i$ ^てて 花と M との 久しく 全 

道德 上の 活力と しての 罪の 赦し  三 九 五 
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In  ziftitt 此の 故に 翁 は 

からん こと I する が 如し。 10^^  化 ハ|と義と 養す る を|ん ば 

^nx  § きとし 5 れ よりも 先き に 祌を 

？ S 一 ザの^ 乙 、- - T フ匸 ，\FtIrI  くと ともに ？ Kf#1  、 ク vr^ 

II  $iin,f.Jillt 赦 されて， 改む I 

4a.  h、  0  try  I ル川曰 忙レ己 y つ )  k  p-h-  J  x^^s 

仰いで！； k くもの ならざる 可ら す ^rl^  ii そのき/? f 

なりと 說し 所以な-。 『然れ ば I よ ^^H^  . 

にノ： 中 こ默げ よ。 H?^ れ當タ "の务 な  、&,  -.1 や M りと 難ず る もの 

ふ f  S る 祭物 となし dq^u となり、 また 其の 究竟の 目的な りと は不 a? f ナ 

(或 は賠 ひに 於て は祌 ま£ と.' If. 略 I きたらん と 信ず。) 

^  ^  v°  t0t0afi  r  (一， 九 〇 八 sn) 


罪を赦 さ れ ざ ればロ を 開く  ， 」 と 能 はず 

み，： ひ  もすそ 

『ウジ ャ 王の 死た る 年、 我 高く あがれる 御. m に ェ ホバ の 座し 給 ふ を しに、： R の 衣枢は 殿に みちたり。 セ 

ラビ ム 其の上に 立つ、 各 六の 翼 ぁリ、 其の 二 を もて 面 をお ほひ、 其の 二 を 以て 足 をお ほひ、 4=i; の 二 を も 

て 飛翔り、 互に 呼 はリ言 ひける は、 架なる かな、 ^なる かな、 ^なる かな、 萬 軍の エホバ、 其の 榮光 は-^ 

しきみ 

地に みつ、 所く 呼 はる ものの 聲 によ リて闕 の もと ゐ搖り 動き 家のう ちに 煙み ちたり。 このと き 我い へ 

リ、 禍な るかな、 我 亡びなん、 我 は據れ たる：^ の 民の 中に すみ て^れた る-:^ の ものなる に、 我 眼お ：4 の 

エホバ に まします、 王 を 見 まつれば なりと。 t ぶに 彼の セラ ピムの ひとり 鉗 を もて 境の 上より 取りた る 熱-: 灰 

を 手に 携へ て 我に とび 來り、 我が 口に 觸れて 首 ひける は、 視ょ 此の 火汝の K に觸れ たれば 旣に汝 の Si 心 は 

除かれ、 汝の罪 は 潔 めら れたリ と。 我 また エホバ の聲を 聞く、 我 誰を逍 はさん、 誰か 我^の ために；^  く 

べき かと、 其の 時 我 言け る は我此 にあり、 我 を 遣 はし 給へ。』 (以赛 亜 書 六の 1|八) 

イデ ャは预 一一 =2 者の 最も 傑れた る ものの 一 人な り。 而 して 预首 者と は 未来の 出來 is!:^ を 前以て Si る 人 

を 指す に 非す。 彼 は 將來の 事 を 語る HJ も あるべし。 然れ ども 其の 特微は 永遠 無^の 露现 により、 ^ 

の 光に 照して、 過去 現在 及び 將來 を解釋 する にあり。 然れ ども 其の^も m, する 所 は 現在な り。 彼が 

過去と 將來 とに 意 を 用 ゆる は 現在の 問題に 就きて 暗示と 光明と を與 ふべき を 以てな り。 预 一一； n おは 來 

たらん とする 世代の 人に 向って 漫 りに 夢 を談 ぜんとす るに 非す。 彼 は^! i 史 中の 活 人物と して 現代 

罪も赦 され ざれば 口 も 開く こと 能 はず  三 九 七 
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の 罪 惡を慨 き、 其の 悲哀に 同情し、 躬 自ら 其の 煩 問 苦闘に 與れる ものな り。 

ィ. ザャ 書を讀 めば、 預言者の 如何に 當 時の 社會に 活動した るか を 見るべし。 咋 日は聖 殿に 立って 時 

の 所謂 宗教家 を攻擊 し、 其の 虚僞を 暴露して 少しも 假借 する 所な し。 今日は ュルサ レム の 華美なる 

街に 立 現 はれて 細かに 生活 狀態 を觀 察し、 塗炭の 苦み を爲 しつつ ある 下層 社會の 膏血 を 搾りて、 自ら 

は 驕奢 を揸 にせる 贵顯 富豪の 無情なる を 憤り、 口 を 極めて 時事の 非なる を 痛論したり。 時として は 

廟堂の 大臣と 政論 を鬪 はせ、 時として は國 王に 謁して 外交の 非 を 擧げて 政策の 改善 を 促したり。 彼 

の聲は 廟堂に 聞え、 市街に 鳴り、 聖 殿に 反響して 偽善者の 膽を 取り拉ぎたり。 .H 來社會 の 木乃伊 採 

り 動もすれば 自ら 木乃伊と なる。 宗教家なる もの 社會の 生活と 密接す るに 當り、 何時しか 其の 渦中 

こ- 卷き 込ま- 1 て、 自ら 世と 推移る ことの 甚だしき を覺ら ざるな り。 然れ ども ィ. ザャ は然ら す、 彼 は 

終始、 祌の预 一一 一一 II 者た るの 操を改 むる ことな かり. き。 何れに 在りても 彼 は祌を 代表したり。 我意 を 張 

り、 自己の 主張 を 貫き 身の 利益 を 貧らん と 欲する が 如き は、 其の 深く 誡め叉 自ら 耻づる 所に て あり 

くらま 

しなり。 彼 は權略 を用ゐ す、 利害に 拘泥せ す、 朋 黨に與 せす、 功名に 眩され す， 輿論に 妮 びす、 1 

代の 風潮に 阿附 せす、 只管に 神の 指！ „ おに 隨 ふこと を 其の 渝ら ざる 主義と はなせり。 彼 は 同情 を 全然 

神の 聖旨に 傾注し、 其の 地上に 成就 せんこと を 熱 切に 希望せ り。 實に 彼は國 民の 预ー 一一 n 者に て あり 

き。 凡そ 傳 道に 志す もの は 皆ィザ ャ の 如くな らんこと を 期せざる 可ら す。 

斯 るが 故に 預言者の 生活 は だしく 困難なら ざる を 得 ざり しなり。 其の 財產、 人望、 家庭 は ！々 


危. に？ f りたり。 其の 生命 は に 安全なる さ を 得 ざり き。 理非に 晤き 民衆と 狂 n 茶なる 君主と を 相手 

にす る もの は 何れの 時代に ありても 斯 くの 如き 境遇に 立つ こと を 免れ 難し。 ィザャ の 如き 预 霄？^ に 

取りて 殊に 困難な りし は 信仰 上の 孤立な り。 自ら 確信す る 所 を 叫べ ども 人 之に 應ぜ す、 淺簿 なる 忍 

想と 虚偽なる 政策 は 容易く 實行 せら るれ ども 预霄 者の 主張 は 糞土の 如く 棄 てられて 之 を 顧る ものな 

し。 志士 寂{莫 を感 する の狀惻 むべき なり。 彼が 時として 世界 は惡 魔に 支配 せらる るに あらす やと 疑 

ふに 至る も、 全く 理. H なき ことに 非ざる なり。 世 悉く F£ りて 我獨 り^めた りとの 歎な は常然 wnin 者 

の 口より：^ れ出づ べき ものに 非す や。 預言者た る こと 豈に 容易な らん や。 祌の實 在 を 認識す る こと 

鮮やかに して、 確信 巖の 如き ものに 非 ざれば 预 宵 者た る を 得難し。 少く とも 一 回 は現實 に祌 と接觸 

したる こと を覺 ゆるの 經驗を 有せ すん ば あらす。 

ィザャ は预言 者と して 身 を 起す に當り 親しく 祌の實 在に 接する を經驗 したるな り。 其の 事 はィザ 

ャ書 第六攀 に 記載 せらる。 國 民の 杖柱と 賴 みし ウジ ャ王は 死たり。 諒 間の 歎きに 氣も 挫け、 力 1- おへ 

て 前途す ベて 签漠 たる を 感じ、 身 も 世界 も閽 中に 葬られた ると き、 頻りに 活ける 祌を慕 ひ 求めたり 

しが、 忽ちに して 彼 は 眼前 神に 接觸 する を覺 えたり。 祌は 高く 擧れる 御座に 座せ り。 其の 衣祸 は、 

殿に みちたり。 萬 物 を動搖 ぎな く 統御して 總 ての 變 化に 超越し、 國亡 ぶれ ども 亡びす、 人 倒 るれ ど 

し は 

も 倒れす、 永 固不變 にして 其の 威厳 及び 權カ らく も墮 つるさな し。 萬 物 神の 手のう ちに 統一 せら 

る。 人生 一 つと して 其の 勢力 範圍 に屬 せざる ことなし。 

』非 も赦 され ざれば 口 も 開く こと 能 は f-  三 九九 
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然 ども 斯の 如くに 天地 萬 物を統 一 せる 祌は抑 も 如何なる も のぞ。 其の 品性 こ そ 知ら ま 欲しけ 

れ。 彼 は 善なる か 愛なる か、 將た天 無情なる か。 是れ 千古の 疑 題な り。 思慮 ある 人の 心を愤 ます も 

の 此の 問の 如く 深刻なる もの あるべ からす。 祌は 如何なる ものなる か。 预ー 一一 n 者の 必定 提起した らん 

と覺 ぼしき 此の 問に セラ ピム は 答へ たり。 各 六つの |sf あり、 其の 二つ を 以て 額を蔽 ひ、 共の 二つ を 

以て 足を蔽 ひ、 其の 二つ を 以て 飛び翔り、 互に 呼び 首け る は、 聖な るかな、 聖な るかな、 is なる か 

な 萬 軍の ユホバ の榮光 全地に 滿 つと。 ユホバ は本來 純潔な り。 其の 性義 にして 一 點微藤も穢れを^^ 

せざる なり。 祌は 光な り。 暗き こと 少しもな し。 神 は 悉く 公義な り。 彼 は 全く 善な り。 齋潔 きか 

きょ  さよ  さよ  1 J 

な、 齋潔 きかな、 齋潔 きかな 神 や。 萬 軍の 主は齋 潔し。 天地 主宰の 品性 斯 くの 如くなる を H:^ 出せる 

は 喜ばしき ことなれ ど、 然るにしても 祌 rai^ して 此の Mi 丸 子の 地 を 顧ら るる や、 祌は 天の 高 御座に 

在して、 人類の 藤史 をば、 其の 罪 を 犯し 過 を 重ねつつ 行く がま まに 放任 せらる るに は 非す や。 預言 

者 は 此の 點に 於て 幾分 か 狐疑して 決し 難く、 煩悶す る 所 ありし ものの 如し。 然れ ども セラ ピム また 

歌 ふて 口く 其の 榮光は 全地に 滿 つと。 鳴 呼 神 は 人類に 對 して 冷淡 少しも 關 する 所な きものに 非ざる 

なり。 人類の 歷史は 其の 總 ての 局部に 於て、 其の 斷章 隻句に 至る まで、 祌の眞 と 愛との 籠らざる 所 

なし。 其の 運命 は 神の 犬なる 御 心に 鼓動 を與へ つつ あるな り。 靈 的に 達觀し 來れ ば、 世 道 人事 一 つ 

として 神の 御手の 觸れし 痕の榮 光 を 以て 1. かすん ば あらざる なり。 實に神 は 洪大 無邊 にして 全^ 全 

能なる のみなら す、 又 愛と 恩と に滿 てり。 ィザャ は 此の 喜ばしく も 亦 驚くべき 事實 を發兒 したる が 


ために 一 大预 uln 者と はなり ぬ。 今日の 傳道者 若し ィザャ の 如き 预ー 一一 n 者た らんこと を 欲せば、 叉 彼の 

如く il やかに 且つ 深く 神の 實 在と 其の 慈愛に 滿 てる 品性と を 認識し、 感覺 して 其の 性の 枳 底に ま 

で 染み K るを覺 ゆる こと 必耍 なるべし。 

然れども此の大ぃなる精祌上の發見をなせるィザャは预ーーーー：：^^となるに先立て、 更らに 一 つの 關門 

を 通過せ ざる 可ら す。 彼 は 自己の 罪惡を 知り、 其の 赦 された る こと を感覺 する に 非 ざれば、 1^肯^<； 

として 充分に 活動す る HJ 能 はざる なり。 彼 は H ホバ の榮 光に 尺し、 セラ ピムと 伍す る を 得た る 

により、 自然 其の 罪の 檢に 染みし を覺 え、 其 所に 身を容 るべき 餘地 なきが 如く 感じ、 恐： e の 念 林ポす 

る こと 能 はす、 禍 なる 哉、 我 滅びなん、 我 は穢れ たる 兽 の 民の 中に 住みて、 檢れ たる IS の ものなる 

に、 我が 眼 萬 軍の エホバに まします 王 を 見 奉れり. と 叫びたり。 イデ ャは 世の常の 人に さりて 罪 多 

き 人に 非す。 彼 は 人に 優れたる 善良なる 品性 を 有せり。 其の 罪 惡を感 す る tj 深き も、 人となり 氣ロ i 

丄咼く 精神 美し かりし を 以てな り。 之 をして パリ サイなら しめば 彼 は 神に 尺した るの 光榮を 誇りて 

揚々、 唯 だ 感謝の 辭を陳 ベて 止みし ならん。 彼 をして 擧 者の 如き ものなら しめば 文 @. 的に 兒 

祌の 妙を談 じ、 絶對者 無限 者の 解說を 下す に忙が はしく、 罪 惡を感 する の遑 なかり しなるべし。 然 

れ ども 彼 は 善人に して 靈的 趣味に 富みし ものな りしが 故に、 神の 前に 立ちし とき、 自己の 罪悪 を感 

する こと 斯の 如く 痛切なる を 得たり しなり。 神に 尺し、 天上の セラ ピムと 伍す るの 榮を撙 ひ、 人 

格の 惯愤 甚だ 大 いなる を 自覺 する もの は、 勢 ひ 罪 惡を感 する の 念 深き に 至る を 常例と す。 人生の 尊 

罪も赦 され ざれば 口 も 開く こと 能 はや  .  四 01 


罪 も赦 されされ ば 口 も 開く こと 能 はず  四〇 二 

$3； を覺 ゆると、 其の 罪 惡を感 すると は 相 待って 離る 可らざる 關係 あり。 人格の 贵 きを 知り、 理想の 

ffi だ 高遠なる を感 する もの は、 之と 共に 自己の 罪に 煩 SI する こと 切なるべし。 罪惡 を輕ん じ、 平生 

之に 對 して 無頓着なる もの は 遂に 现想を 低く し、 人格の 抱 食を輕 減し、 自己の 惯愤を 卑しめて、 無 

窮の 永生 何の 必耍 あらん やと 叫ぶ ほどの 自暴自棄に 陷る なり。 此の 故に 聖書 を熟讀 する もの は 人類 

の惯 似と 罪惡 の感覺 とが、 其の 經緯 となりて、 最も 深き 靈的 實驗 の文舉 となりし を兑 出すべし。 

何故に ィ， ザャは 特に 其の 替 の檢れ たる を 感じた る や、 E く 禍 なる かな、 我 滅びなん。 我 は 猿れ た 

る 唇の 民の なかに ありて 猿れ たる 唇の ものな りと。 罪 惡を感 する は 人と 其の 場合によりて 異り。 或 

は 意外なる； 大 幸に 感泣して 恩寵 身に 餘る を覺 ゆるより、 ぺテ n と共に 我 を 離れ 給へ、 主よ 我 ii; 人な 

るな りと 叫ぶ もの あり。 或は 非常なる 失敗に 遭遇して IKES を 思 ひ 知る こと を 得た るが ために 其の 罪 

を徴： g する に 至る。 或は 其の 行動に 於て、 或は 人の 知らざる 其の 思慮に 於て 竊を發 ^す。 ィザャ は 

北ハの iHi: に 罪の 充滿 せる に心附 きたり。 何故に然かぁりしかを硏究すれば其の順序の.^^然にして、 斯 

く 感じた る 人の 誠實 なる を 歎賞せ ざる を 5£ ざるべし。 預首者 は 今し も、 天 上の セラ ピムが 異ロ HTPIH 

キ J ビ 

に i,? 潔き かなと 呼ば はるを 聞き、 己 も祌を 愛する もの なれば、 彼等と 聲を 合せて f? 美 せん ものと はえ 

ひ、 渐くロ を 開かん とせし に、 我 罪人な り、 此の 唇旣 に穢れ たり、 此 所に 呼吸す る も 畏れ 多し と 感じ 

たれば、 忽ち ロを蔽 ひて 沈默 したり。 實に彼 は 神の 前と セラ ピムの なかに 閉口した るな り。 彼は此 

の氣 高き 美 はしき 席に 列す るの 價愤 なき を覺 えたり。 罪 ある 地上の 作お、 如何で 天上の 一  11 潔き 國居 


に 加 はる こと を 5^ んゃ。 ィザャ は. C 雪 々たるな かに 二 塊の 石炭 を 投じた らんが 如く、 啞 おの 一.？ IHf- 

會に 行きた らんが 如く、 其の 席に も堪へ 難く 感じたり。 祌の 光榮、 セラ ピムの 美 はしき：？： r 總て H< 

上の 有様 は^を も .2 け 難き 恐る 可き 光力 を 一 點に ig- めて、 然らぬ だに EK 縮 せんする， mJT -ォに 浴せ 掛 

けたり。 宛 かも 忍び寄らん とする^,::^ なる^ 卒が ffiEi 一 を； り {!: け、 しれた るに wji (たらす。 彼 は-： 

し ひ 

の：. iCS! なりと 感じて 心なら す も 沈 IS せざる を 得 ざり しなり。 §非惡に對する祌の怒は如：|:たる^1-:^.^を 

含める ものな り や〕 少なくとも 其の 一端 は 碗 かに ィザ ャの經 驗に顯 はれたり と m 心 はる。 

斯 くの 如くに 感じた る ィザャ は 遂に 心地 死ぬべく え、 罪 を 抱きつ k 神の jl^ 潔き に接觸 する の：^ 

は：^ 亡の 外な きを 悟りて、 我れ 滅びなん と 悲し 氣に 叫びたり。 恐怖 はせ、 の 對象を 避けん とする の 

一 念 を 含めり。 長 敬 は然ら す、 長る る と共にせ： ハの對 象 を 慕 ひ、 之と 親しむ と を^す んば已 み 難き H 心 ひ 

をな す。 ィザャ の 如き 的 趣味 に 富み i つ 齋潔 きを 慕 ふ 心^き も の は 祌に對 し て 恐怖した る にあら 

す。 彼が 我が 唇稳れ たり、 禍 なる ii^ と 叫びた る は 道 is- 的に 高尙 なる 畏敬の as なり。 彼 は 何とかして 祌 

に 近づき^ん HJ を 求め、 叉^とかして天上の群衆と共に！？美の列に！；^せんことを願ふの念林：^^るこ 

と 能 は ざり しなり。 彼が 我 減び なんと 云 ひし 時 ほど 未だ て 牛：^ の 祝福 を 渴&, ^せし こと ある まじ。 

然れ ども 彼 は 天の 威 嚴に打 たれ、 .tH: 己の 罪 惡に壓 せられて 唯 だ n を閉づ るの 外な かりし なり。 然れ 

ども 無 1 一一：： の 間に 滿ち 溢れた る 其の 誠 ある 渴 は 神に 歡迎 せられたり。 蕩兒 立って 父に らんと すれ 

ば、 旣に 半途に して 彼に 歡迎 せらる るの 意外なる 喜び を 得たり。 『1:.;^ に 彼の セラ ピ ム の ひとり 鉗 を も 

f も赦 され ざれば 口 も 開く こと 能 は チ    Rolll 


罪も赦 され ざれば 口 も 開く こと 能 はや 

で 壇の 上より 取りた る ii を 手に 携 へて 我に 飛び 來り、 我 口に 觸れ たれば 旣に汝 の惡は 除かれ、 汝 

の 罪 は 潔め られ たり』。 汝の罪 潔め られ たりと ある は、 汝の 罪は蔽 はれたり、 或は 汝の罪 は K はれた 

りと 譯 すべき 語な り。 而 して ill 預言者の 口に 當 てられた りと ある は、 祌の齋 潔き 愛に よりて 彼の 

罪 惡の赦 された る なり。 神の iii き 愛 自ら i みて 罪 ある 靈 魂に 接 觸し、 其のう ちに. 活動して、 

± と共に 戰 ふに 非 ざれば、 人類の 穢れを 除き、 其の 罪 を 潔む る こと 斷 えて 望む J 能 はざる なり。 祭 

境に 燃えし 熱 炭 を 以て、 即ち 賠 ひの 愛は赦 しの 恩寵 を 以て 人の 靈 魂に 觸 るる 祌 なくば、 人類の 救 は 

るべき 道 ある ことなし。 此の 事實、 耶穌 基督と 其の 十字架と によりて 最も 確かに 且つ 明白と なれ 

り。 ^床 基督 は 我等のう ちに 生き、 叉 死に、 叉 復活して 天に 昇り、 人類の ために 救を完 ふせり。 = > 

の 聖靈は 我等のう ちに 活動す。 人類の 救 ひ 之に よりて 完 うせられたり。 

ィザャ が 祌の實 在と 其の ぎ きき 愛. と を 認識し、 且つ 罪の 赦 された る を 感じて、 セラ ピムと 異ロ同 

昔に 諧美 する こと を 得る に 至りし とき、 彼 は 狼 言 者た るの 使命 を 授けられたり。 曰く 『我 また エホ 

バの聲 を 聞く、 曰く われ 誰 を 遣 はさん、 誰か 我^の ために 往 くべき かと、 其のとき我言ひけるは^ 

此所 にあり、 我 を 遣 はし 給へ』 と。 

( 一 九 〇 八 年 六月) 


救 はれし 生活 

む *1  つか ひび こ 

『w 起て 立てよ、 我がなん ぢに現 はるる は爾を 立てて 役者と し、 乂 なん ぢが旣 に しこと と 我が^に 示め 

さん 其の ことの 證 人と 爲 さんが^め なり。』 (使徒 行搏ニ 六の 一 六) 

『頸く は 我等 を 愛し、 其の 血 を 以て 我等の 罪 を 洗 ひ 潔め、 我等 をして 王と たし、 祭司と はして、 その 父の 

つ  さか. y~  ちかし 

神に けしむ る もの に榮 光と 權カ 世々 窮 りなく あらん こと を、 ァ メ ン。』 (默 示^  _ の 五、 六) 

救 はれし 生活 を說 かんとす るに は、 先づ默 示錄第 I 章 五節 を考 へる が 良い。 其の 起る ところ は 神 

の 愛で ある。 祌の 愛に よ ひ 耶穌は 血 を 流して 我等の 罪 を 洗 ひ 清められた。 是れが 救 ひで ある" 罪と 

たまし ひ  ちび  おすく 

は靈 魂の 汚れ、 祌に 背いた 責任の 週れ られ ぬを感 する ことで ある。 千曳 きの 石で 靈魂 を壓し 練め る 

やうな 苦痛で ある。 何う して 其の 罪が 洗 ひ 清められる であらう か。 此の 耶穌の 血に 由る の 外 はな 

い。 耶穌の 血と は 耶穌の 生命 を 意味す る、 血 を 流す と 云 ふの は、 其の 心に 盛んに 活動して 居た もの 

の 現 はれる ことで ある。 血に 由り て淸 めら るると は、 耶穌の 生命に 由り て淸 めら るる 譯 である。 然 

らば 耶穌の 生命と は 何んで あるか、 是れに は 色々 考 ふべき 點が ある。 其の 一 つ は 神の 心-に は 我々 の 

ひつじ かひ 

罪の 爲 めに 云 ふ 可らざる 嘆きと 重荷と あり、 失 はれし 羊を尋 ぬる 牧者の 如く、 迷 ひ 出で し 子 を 慕 ふ 

親の 心の 如く、 其の 罪 を 悪.. tfe ふさが 切で あるから、 斯の 罪の 中に 之 を 長く 置く こと を 好ます、 救 

救 はれし 生活  四 〇 五 


救 はれし 生活  四〇 六 

ひ 出さん と 熱心 せられる。 罪に 對 する 神の 心は實 に 深い、 我々 から 考 ふれば 穴 1" 恐ろしく. M とも 一 K へ 一 

ぬ ものである。 而 うして 此の 神の 心と 調子 を 合 はせ て 活動す るの が 耶穌の 生命で ある。  一 

生命 は 身體の 内部と 外界の ものと が 調子 好く 相順應 する ことで ある。 肺と. 眼と 光線、 此等ー 

C かに 一 

か Sii 子 好く 合へば 即ち 生きて 居る ので ある。 如何に 美 はしい 色が あっても、 之が 眼に 映らす、 如 何ー 

風が 吹いて 居ても 肺が 動かない とき は 死んだ ので ある。 耶穌の 生命 は 祌の聖 皆、 殊に 人の I ^に 對すー 

る共條 かなる 態度に 向って、 響の 昔に 應 する 如く、 塞暖 計が 大氣 の溫 度に 應 じて 昇降す る 如く、 相 一 

呼應 して 動せられ た〕 而 して 其の 生命 は 十字架の 死に 於て 完全に 現 はれて 居る。 耶 M の 死 は 悲慘ー 

な W 取 後であった けれど、 共のう ちに 耶穌の 心に、 活動した 限 ひなき 生命が 流露して 居る。 殊に 彼が 「し： 

れを 殺せる ものの 爲 めに 祈り、 神よ を赦 した まへ、 は 共の 爲す ところ を 知ら ざれば なりと 

云 はれた 如き は、 耶穌の 鍵 魂が 神の 聖旨、 其の 儆 かなる 態度に 應 じて 活動して ると ころで、 共の 一 

細かな、 敏捷な、 また 微妙な 有様 は. 何とも 形容す る ことが 出来ない。 耶穌の 十字架 は 共の 生命の^; 

キ J 

も 活動した ときであった。 耶穌の 生命 は 罪に 對 する 神の 思 召、 其の 愛の 態度、 齋 潔い 心と 全く  I 致： 

して Eg る。 人の 心 は 之に 對 して 眠れる 如く、 死せ る 如き 情 熊で あるが、 耶穌 は獨り 醒めて、 敏、 活にー 

神の 心に 應じ、 實に 恐れ多く 罪 萬 死に 當 ると 云 ふ 如くに、 深い 苦痛 を 具 さに #r め盡 された。 W に 笑； 

はしい 精神 上の 活動で ある。 十字架の 死に 於て 限りなく 深い 生命が 現 はれて 居る"  一 

我々 に は斯る 生命がない。 耶 M は 代表的の 入 間と して、 新しい 生命 を^ら す 灭 來の主 として、 北 ハー 


の 生命 を 死に 於いて 全うせられた。 共の 死に 於いて 全うせられた 生命に よ ひて 我々 の 罪は赦 され、 

共の 感化に よ ひて 淸 めら れ るので ある。 种 なく 51; おみな く 暮らして 居た ものが、 祌の 子と なり。 祌に 

は SJ  ，リ 

屈し、 ； t に聯る ものと なる ので ある" 神に 遠ざかった ものが 之に 近づき、 親しく交るに！^^：る。 放 iFl! 

门 几が 父に 歸 つて 歡迎 せられ、 驚く ばかりの 愛の 饗應を 受け、 平和の 情 態とな つた やうな もので あ 

さまよ 

る- 遙かに彷^ぅて居た.i^;活が玆に激變した。 之が 救 はれた 情 態で ある。 是れ 神の 驚くべき 愛で 

ある。 

救 はれた 曉には 何うな るか。 即ち 王と なり、 祭司と なると ある。 世には自分勝手なことを£ャぷ^：^ 

分に 造り、 祌をも 人 を も 恐れない 人が ある。 斯る 生活 は實に 愉快な 盛んな ものである やう だ U 然か 

し 共のう ちに は 苦痛が ある。 窮屈な 思 ひや， 失望の 念 は 遣々 往來 する。 また 煩悶 も 絶えない。 假令 

然ぅ 感じな いまでも、 此は人 問と して 淺 ましい 生活で ある こと を 思 はざる を 得ない。 之に 反して 人 

ひろ  ゆた 

が 耶穌に 救 はれる とき は、 王者の 如く 此の世 を 送る ことが 出来る。 精神が 自. H で、 心 寬く體 ^か 

に、 愛の 力、 1;;^ 仰の 力に 滿 つるに 至る" 靈魂を 以て 外形の もの を 支配す る。 快樂 も、 苦痛 も 支配す 

ひん 

る。 生活 狀 態が 裕 かで、 品が ある。 成儆、 自由、 勢力 は 王者の 特徴で ある。 

然 かの みならす 耶穌に 由り て 救 はれた もの は、 祭司と なる ので ある。 祭司と は 神に 祭り をす る 祝 

である。 耶穌を 信す る もの は 祭司と なる ので ある。 管に 神を拜 むの みならす、 他人の：；；：^ 仰 を し、 

他人の 幸： i を 計る ものである。 それで 祭司 は 多くの ものに 代りて 神に 事へ、 祈り、 常に 人の 罪の 就 
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ひ淸 めら れる爲 めに 活動す る 役目が ある。 耶穌を 信す る ものが 祭司に なると 云 ふの は、 舯に 事へ、 

人に 事 ふる 生活 を營 み、 人の 爲め、 世の 爲め、 罪の 爲 めに 耶穌の 旨 を 承け て、 已が心 を 痛め、 神 0 

前に t 毎し、 之を淸 め る爲 め に 力 を 致す こ と を 意味す る の であ る。 

々 は 耶穌 の 血 に 由り て 斯の 如き 幸福 なる 生活に 入る を 得て 居る。 此の 生 活は 際限な く 開發レ 

て、 永遠の 生命に 至る。 溢れに 溢れ、 いや 榮 えに 榮ぇ、 末 廣に廣 ごる 生命で ある。 之 を 救 はれし 生" 

^と 云 ふ。 

。へ クロが ァグ リツ パ 王の 前に 立ち、 己が. グ マスコに 行く 途中 耶穌に 逢 ふたと きの 有様 を 語った う 

ち こ、 耶沐が 『汝 1 て 立てよ、 我なん ぢに現 はるる は汝を 立てて 役者と し、 又 汝が旣 に 見し 事と 我. 

が 汝に現 はれて 示さん 其の 事の 證 人と 爲 さんが 爲め なり』 と 云 はれた と 述べて 居る。 即ち 旣に 見た 

事と、 將來に 示さるべき 事の 證人 となる のが、 基督 者の 任務で ある。 我々 は 限りなき 生命 を與 へら- 

； 5^VJ 居る。 信よ ひ 信に 進むべき 害で ある。 主の 恩寵 は 日々 に 新ら しい。 今日まで 經驗 しなかった こ 

とが 新ら しく 示される。 基督 者が 一 たび 耶穌を 信じた 楡 快な 實驗を 得た のみで はま だ 其の 目的 を遂. - 

げな いのた リ 

パゥ a は ダマ ス コの 途上で、 驚くべき 示し を 受けた。 其の 時 感じた の は、 耶穌が ダマ ス コ 及び 共 

の 他の 所で 迫害 を 蒙って 居る 信者の 苦痛 を 自分の ものと して 居られた ことであった。 , を 迫害す 

る は 取り も 直さす^ 穌を 迫害す るので あった。 此の 如く 我々 の 苦痛 若く は 重荷 を 負 ふ 神が 天に あ 


る" は 遠く離れて 居る ものに あらす、 我々 の 苦痛 や 重荷 を 分 たれる ので ある。 バウ a は 此の 驚く 

べき蔡-锭を！：^驗した、 隨て 神と 云 ふ 意味 も變 つて 來る。 耶穌の 事、 祌の窜 が 解る とともに、 人生の 意 

義が 新ら しくなる。 此は實 に大 いなる 發明 である。 然 かし バウ 口 は 之 を 以て 滿 足せす、 ^ほ fs- に大 

い に 現 はるる もの の あるべき を 望んで た。 崇高 莊 儼なる 風光に 接する とき 例 へ ば 富士山 を 見れば 

限りなく 高く、 海 を 見れば 限りなく 深いと 云 ふ 感じが する。 眼 も はるかに 際：：^ が 解らぬ。 兑れば 兑 

る ほど 深く 遠く 新しくなる。 笑 はしく 高大なる 感に打 たれ、 H に 入った ものの みならす、 fs- に將來 

に. n: か あるで あらう と ffl 待せ られる ものが ある。 太 利に チン ト レットと 云へ る 名高 い 畫ェが あつ 

た。 其の 壁畫は 今もヴ H 一一  スに殘 つて 居て、 壯大な ものである。 彼 は 『海 は彌ょ 大きくなる』 と 云 

つたが、 資は 此の 邊の 消息 を 穿ち 得た 言で ある。 我々 を 救 はれた 神の 恩寵 も亦實 に斯の 如き 感がぁ 

る。 其の 愛 は 限 ひない。 益す 大きくなる。 故に パゥロ は旣に 見た こと だけで は 飽き 足らす 思 ひ、 更 

あかしび と 

に 將來に 於て 我々 に 示さるべき 事に 對 しても 證人 とならね ばなら ぬとの 責任 を 感じた ので ある。 パ 

ゥ 口の 胸 屮には 高尙な 希望が 滿 ちて 居た。 未来 ある 信仰が 輝いて 居た U 

祌は 日々 に 新ら しい 敎訓 を與 へられる。 我々 は t おおに 來て、 叫 日の Si  、朝夕に 桀會 して 居る。 共 

の 校 様 を 見る に 神の 恩寵 は實に 新ら しい。 I 段 一 段と 其の 新ら しいと ころ を感 する。 米國の 詩人 ホ 

ヰット マン は 我 は 二十 g: 時のう ち、 一 時間 毎に 何か祌 にっきて 新しい こと を晃 出す、 否な 一瞬 1?® 

ちまた 

に 之 を 見出す。 祌の 書翰 は 巷に 於て 我々 の 手に入る。 之に は I 々神の 名が 署 されて ある。 何 所へ 行 
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つても、 時々 刻々、 其の 場合に 應 する やうに ちゃんと 書かれて 居る。 それで 我々 は 其の 書翰 を 讚め 

ば 良い ので あると 云った ことがある。 英圃の 神 巢者マ シ ユウ • へ ン リイ は、 使徒 行 偉 廿.. ；ハ章 十六 

節 を； tat して バウ 口 は ダマ ス コの 途上で 神から 手紙の 遣り 取 ゆ をす ると 云 ふ 御 約束 を 賜った の だと 

云った) 手紙の 達する ごとに 此度は 之で 棚攀 する が、 不日 また 書き送る であらう と 書いて ある やう 

な 次第で、 丁度 遠方に 行った 人が 其の 家族 や 友人に 乎 紙 を 書く とき、 云ひ盡 せぬ 思 ひが あるが、 今日 

は怙 しい 所で 攀を 止め、 更に 後日 書き送る と 云 ふのと 同じ やうで ある。 かくて 其の 文通 は 長く 繼續 

せられる。 マシュウ • へ ン リイ は 昔の 藥者 であるが、 此の I 句は實 に 意味が 深い、 耶穌を：：^じ、 救 

はれし 牛； 活を營 むこと は、 神から 我々 に 手紙 を 寄せられ、 共のう ちに 情け深く、 恩寵に-ー；^んだ|5^-柄 

が！ いて あるの を 知人に 吹聽 し、 此の先き 尙 ほく 新ら しい こと や、 多くの 愉快な 經驗が 乎 紙で 知 

られ るの を 心に 期して、 之 を も吹聽 せんこと を 心 懸ける ので ある。 一 通の 手紙 を吹聽 する のみなら 

す、 千 束の 手紙 を讀 み、 其の 折々 に 之 を 友人に 吹聽 する こと を 以て 任す るので ある。 此の 如き 手紙 

が大 いなる 力で ある。 之な くば 世 を 渡る も 淋しい。 一 行のう ちに も 血 あり 淚 ある 文 一一 ni が讀 まれる、 

其 經驗を ると ともに 愈よ 興味が 湧き 意味が 深くなる" 之 を 讀み味 ふて、 心に 秘め 收め、 之 を 力に 

して 祈り、 決心し、 活動し、 此の 手紙の 上に 起き 臥しす る。 かくて 耶穌の 心の 美し さや、 恩寵の 深 

いこと を 思 ひ 詰 むれば、 其の 意味が 益す 新ら しくなる。 芳野山 霞の 奥 は 知らね ども、 見 ゆる かぎり 

は なりけ り。 耶穌を 信す る もの は、 日々 に發 育す る。 信から 信に 移る U 昔の リバイバル や、 n 十 H< 


祈 碡<|:： などの 愉快な 懐かしい 經驗を m ぬひ 出す ばかりで ない。 バウ ロは兑 た 察の みならす、 觅に兑 る 

べき こと を 期して 居た。 それで 彼の 書翰 を 時代に よ ひて 研究 すれば、 時代と ともに 新しい 進境が 兑 

える。 神の 通：：：；^ の 新ら しい 意味が 益す 現 はれて 05 る。 此は 羨し く E な はれ、 又 C ら耻 かしく 感ぜられ 

る點 である。 

ひろ 

バウ 口 HI く 『諸ての 架 徒と ともに 測るべからざる S 督の愛 を 知り、 共の 濶さ、 -45 さ、 さ、 .：： 问さ 

を識 らしめ、 云々』 と。 我々 は 如何に が あり、 力が あっても、 到底 ひとりで の 愛の 濶さ、 

1:^ さ、 深さ、 高さ を 知り 壶す こと は出來 ない。 すべての i^, 徒と ともに 共の 恩寵 を經驗 し、 之 を 味 ふ 

たなら ば、 稍 や 本 常に 解る かも 知れぬ と 云 ふので ある。 此は實 に 面. s ぃ考 へで ある。 

我々 は バウ 口の 如く 旣に兑 たことの みならす、 更に 示め さるべき こと を豫 期して、 宏大な 無數な 

神の 恩寵 を 味 ひたい。 花 を 作る ものが、 日に 曰に 其の^き 出づ るの を 待つ 如く、 祌の 不思議なる 恩 

寵の現 はるる を 待たねば ならぬ。 我々 は ti 沼に 來て 少し は 之 を IS 驗 した。 前途 W に 面. n: い。 心 も 浮 

き 立つ ばかり、 嬉しい 心地が する。 バウ ロはダ マスコの 途中で、 人と苦痫を共にする耶a^^兑出し 

て、 其の 信仰が 變 つた) 然 かし 此は 信仰の 途中で ある。 門 を 入り、 並木の 問 を 通り 行け ぱ、 流れる 

水 を 兑、 共の 庭 內の光 Elneh^ 第に 變ひ 行く。 神の 庭 は 大きい。 花 も 5^ も 限 ひない。 共のう ちに 逍逸 

し、 又勞 役く 基督 者の 精 祌的與 味は盡 くると ころ を 知らぬ。 

(富士 見 町敎會 家族 夏期 學校 鱧拜 說敎)  (一九 OA 年 1  一 3 
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彼來 らんと き  四 一二  一 

】 

圍 一 

彼來 らんと き  .  . 

『我 Si; に；^ らに 吿ん。 我が 往くは 汝らの 益な り。 若し 往 かずは 訓慰 師汝ら に來ら じ。 若し 往 かば 彼 を汝ら 一 

^  i  ,  -  た =0 き  さばき  さと  ： .； - 

に 遣らし。 彼來 らんと き、 罪に つき、 義 にっき、 薪 判に つき、 世 をして 罪 ありと 嘵ら しめん、 に 就きて 一 

たビ しさ  一 

と 云 へ る は 我 を 信ぜざる に 因りて なり。 義に 就て と 云 へ る は 我 わが 父へ 往 くにより て汝 らまた 我 を 見 ざ 

さ f き  ぬし さばき 

れば なり。 紙 判に 就て と 云 へ る は斯の 世の、 王 霧 判を受 くれば なり。』 (約 翰傳 一 六の 五 I 一  一)  " 

此 所に は聖靈 のこと が 書いて ある。 其れで 此の 聖靈 は、 信仰せ ぬ もの k 爲 にも、 信仰した もの 

爲 こも 活動く と 書いて ある。 比の 文章の 後の方へ 行く と 信じた ものに 聖靈が 何う 云 ふこと をす るか： 

はたら 

が 書いて ある。 初めの 方に はまた 信仰せ ぬ 人に 對 する 聖靈の 活動き 方が 書いて ある。. 今朝 は 共の 初 一 

めの 方 を 話さう と 思 ふ。  一 

た 5. しき  さばき  さと  .1 

第 十六 章 八 節に 『彼來 らんと き 罪に つき、 義 にっき、 審判に つき、 世 をして 罪 ありと 曉 らしめ 

た JO き  さばき 

ん』 と ある。 ちょっと 注意して 置く が、 此は 『彼來 らんと き、 世 をして 罪に つき、 義 にっき 審判に 

つきて 覺ら しめん』 と 改める 方が 穩當 である。 

一 體璧靈 と は 如何ん な もので あるか。 ちょっと 詞が異 ふから 解り難い。 然 かし 人の 心が 他の 人の. 

心に 活動く。 朋友が 朋友の 心 を 感化す る。 義 しい 人の 家に は自 から 一 種の 氣風 があって、 其のう ち 一 


に 居れば 引き立ら れ、 言 も 行 も 改められる。 血に 交 はれば 赤くなる。 人？ i 同士 m 々之 を經驗 して 居 

る。 昔の 人 も 學問は 理屈 を學ふ のみで は 足らない。 其の 人に 近づく に 若 かすと 首った。 

深山幽谷に 行く と 一 種の 感じが ある。 富士山に 登っても、 其の 夜の 景色、 曉の觀 は 云 ふに 云 はれ 

ぬ 立派な ものである。 窓 を 閉れば 暑苦しい。 然 かし 之 を 開ければ 凉ぃ心 持の 好い 風が 吹いて 來る。 

. 深山幽 合に 於ても 何とも 云へ ぬ 好い 心 持を感 する。 之を詮 じ 詰めて 行けば、 生ける 人格、 氣高ぃ 品 

すが く  たまし ひ 

性、 立派な 人柄の ものに 出逢って、 心も淸 しく、 氣も爽 かにな り、 ： めれ た 露が 洗 ひ 清められる 如き 

感じと なる。 或 ひ はた^ 審美的の 感じの みで、 宗敎の 部に は 入らぬ かも 知れない。 然し 人の 心に 

仰が 起る とき は、 見上げて 拜 まねば ならぬ やうになる。 目に は 見えぬ が、 之を拜 むので ある。 靑に 

自然界の みならす、 人と 人との 問で も然 うで ある。 正直に 交際し、 其の 話 を 聞く と、 己が 心が 顧み 

られ て、 耻ぢ 入り、 意氣 地な く、 罪深い ことが 感ぜられて 來る。 然 うなれば 人と 人と が 接する のみ 

でな く、 第三者 即ち 人より 上に 品格の 優れた 活ける もの、 儆 かなものに、 我々 の靈魂 を：： ？_拔 かれて 

凝視 せらる \ やうに 感 する ことが 隨分 ある。 人の 心 は 人の 心 を 動す と 同時に、 人より 上の 心が 我々 

の 心 を 動かす。 此の間の 消息が 解って 來 ると、 愉快に も あり、 恐ろしく も ある。 .s 分が 大ぃ なる も 

JJX ろヴく 

のになる。 己が 汚ない ものた るに 心 付と 同時に、 大 いなる もの ム 仲？^ に 入った 如き 心 持に もなる。 

... 至尊の 前に 出た ときには、 己 か 價値も 解って、 小さくな ると 同時に 希望 も 志 も 大きくな ると 同じ や 

うな ことで ある。 
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彼來 らんと き  四1 四 

is-a は、 水の 不自， W なと ころ や、 船の 中な どて 買 ひ 水 をす る やうな もので ない。 ？议々 として 庭に 1^ 

き 出で、 居る 淸 水の 如く、 汲め ども 盡 きないの である。 折々 窓 を け 放して 風 を 入れる のでな くし 

て、 北 ハの窓 は^に 11 かれて 居る。 人の事でもーぉ眞で^^^り、 人 露て に 聞いたり して 慕し く m わ ひ、 未 

だ相：：^^^とも、 親しく」 4 女せ すと も、 感化 をも與 へらる.^ ことで ある。 傍に 行く と 人 は 缺點の 多い も 

ので あるから、 却って 遠くから 交った 方が よいと 考 へる 人 も ある。 然かし是は隐-：：^な^^でぁる。 北ハ 

の 人が 玉の 如き 品性で あれば * 其ん な 氣遣ひ はない。 遠い 所からで なく、 近く 接した 方が よい。 is:! 

も  >- とせ 

3弭ゃ雷^_;|では夫錨になる氣になれぬ。 靴 を 隔て-" 痒き を 接く の感が ある。 百.： 牛の 身 を 托する と： K ふ 

場 八：： に は 親しく 逢って ねば 承知が 出來 ない。 神の 事 は 色々 の 方面から 推測 も出來 る。 それだけで 

は： 電話 や 露で： ：5-<:1 ひする やうな もの だ。 誤解 を 生じ =^ い。 偶像 を拜む にもな つて 來る。 

天 來の 感化 力 は 今日の やうに 暑い！ ：！ に凉ぃ 風に 當る やうな 心地が する。 殊に 耶穌に 於て 然 う：. ムふ 

ひと リご 

感が强 い。 彼 は 神の 獨子 である。 人の 罪 を 救 はる、 爲 めに 自ら 十字架に 懸かられた。 々まで 一お 3 典で 

か 一は 力 ほ 

兑 たり、 電話で 話したり して 居た やうな 心地で あつたが， 此に 面と 面と を 合せて 神と 相. ぱ i るお 秘と 

なる。 役所の 勤め かたが 好い と 云 ふ 評判 を 聞いて 居た 人が、 或る 機 舎で 己 を 救って くれたと か、 乂 

は^ 氣を 救って くれたと 云 ふこと になれば、 ロハに 其の 仕事 をして 居る お 様に 感心す るのと は異 つて 

來る。 此の 異 ふところに 聖靈の 妙が 解る。 

神の 獨子は 世に 降って 人の 爲に 死んで、 且つ 復活した。 然 やうな 可笑しい， \ ^は信 じられ ぬと：. ムふー 


人が ある。 然 かしお し 之が 事實 であると すれば 大變な ことにな つて 來る。 今までの 考へは 誤り だ。 

I：：： に不 m 心 謹な：. K 地と なる。 耍は之 を：：；^ する か iir せぬ かと 云 ふに ある。 先 rn 沼 から： S るへ；^】 屮、 汽ポ 

に乘り 八：： はせ た 一 人が 王 陽 明 を 読んで 良知 能の 說に频 に 感服して 35 た。 若し 耶穌 のこと が！：；^ ぜら 

たと ひ 

れた ならば、 北 ハんな こと どころではない。 根底から 引く り 返へ す 力が ある。 假令耶 穌の事 を する 

ことが 出來 ぬに しても、 t おし 然ぅ云 ふ 事 實 があった ならば 世界が ー變 する であらう と：. ム ふだけ は 明 

ま ，， レ め 

かで ある、 唯れ も 是れは 疑 はれまい。 共れ だけで もよ い。 世界 を ぼ； 面 口 に考 へる やうになる。 

神の愛 は耶穌 によりて； ：！^ も 好く 現 はれた。 實に 神ら しくな つた。 神 は 愛で ある。 愛なる が 故に 獨 

子 を權 性と して 人 を 救 はれた。 世に は 斯の 如く 神の愛の 滿ち 溢れて 居る ところが 無いで あらう か 

^  くつ 

『神 をして 神ら しからし める』 ことがない とすれば、 人生 有り 甲斐 も 無い。 ^の 中 は然ぅ 輕 蔑った 

もので はない。 其れで 『神 をして 神ら しからし める 』 こと は 取り も S さす 人 をして 人ら しからし め 

る ことで ある。 

耶穌 世に^って 人の 爲 めに 死なれた によりて、 神の 心が 好く 解る。 遠くから 推测 する やうな もの 

ではない。 其の 感化が 非常に 強い。 其の 程度の 餘 りに 高い ところから 稱 類まで も逮 ふやう に 感ぜら 

れる。 高山に 於て 淸く 新しく 凉 しい 氣を 吸へば、 又 行って：^ たい 氣 がする。 我々 は 此の 聖 の 力 を 

經驗 し、 身に 泌 みる やうに 其れ を 受けねば ならぬ。 然 うすれば 神の 我々 に對 する 態度が、 耶穌の 心 

に 於て 最も 好く 現 はれて 居る こと を 知る ことが 出来る U 人 は 善い 人から 赛ぃ 感化 を 受け、 惡ぃ人 か 
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ら惡ぃ 感化 を 受ける。 人に 逢うて 其の 額 を兑、 其の 聲を 聞く と、 自然に 氣が減 入った やうに なるこ 

と が あり、 また 實に 引き 緊っ たやうな 心 持になる こと も ある。 基督に 接する とき 我々 は 此の 人格 的 

の 感化 を 受け、 已れ 以上の 點に 引き揚げられ るので ある。 此 所が 卽 ち聖靈 である。 聖靈の 感化 は 何 

う 云 ふ 風に 現 はれる ので あらう か。 

第一に は 罪が 解る。 罪 は 道德上 善くない ことで ある、 と 知る のみなら ば、 耶穌を 待た すと も 好 

い。 然 かし 基 螫敎で 云 ふ 罪と は 耶穌を 信ぜぬ ことで ある。 其の 滿ち 溢る. -愛を 無にし 之 を 板り 禁 

だ さ 

て、 唾棄す る ことで ある。 基督 者が 罪を感 する の は、 自分が 蒂 くない こと、 道ならぬ こと を 云った 

り、 行ったり したの を 恐ろしく 思 ふば かりで はない。 神の こと を 無頓着に 附し、 其の 案內を 受けて 

きょ  む 

も應ぜ す、 自己 を 中心として、 神の 齋 潔い 大 いなる 愛 を 無にして 居る。 耶穌 のこと が 解り かけ そ も 

中々 素直に は 動かぬ。 更に 一 旦耶穌 を 信じながら 墮落 する こと さへ ある。 限りない 祌の愛 を 踏躪っ 

て 居る。 人 は 之 を 彈くカ を 振り 舞して 居る。 我々 の 靈魂は 頑固で、 神の愛 を 喜ばない、 基^_"敎で罪 

を 知る と 云 ふ は、 不身持 や 不行跡 を 云 ふの みで はない。 前に 述 ぶる やうな こと を 意味す る。 是れが 

罪の 眞に 恐ろしい 意味で ある。 殺人 ゃ强盜 よりも、 耶穌を 信ぜぬ ことが 一 層大 いなる 罪で ある。 假 

令耶穌 のこと を 聞かな くと も、 祌を 嫌って、 我儘に 擧動 ひ、 不信仰に 流れて 居るならば、 其の 相違 

は 五十 歩 歩の 間の みで、 矢張り 同じ 意味の 罪で ある。 

た 5« しき 

第一 一に は義が 解る 『義に 就て と 云 へる は 我 わが 父に 往 くに より 汝ら 我 を 見 ざれば なり』。 耶穌を 


見れば、 神に 喜ばる ュ 人格 は 如何なる ものであるか^ 知れる。 耶穌は 人の 標準で ある。 

此間獨 逸 のブゥ セットの 書いた 『 宗教と は 何ぞゃ 』 と 云 ふ 書 を讀ん だ。 其 の 中に 今日 獨 逸人 の 理 

想と なって 居る もの は、 第一に ゲ H テ である。 彼の 人格 は稚致 ある 修養 を 理想と した ものである。 

又 1 方に 於て 現今の 獨 逸人 は ビ ス マ ル クの氣 風に 感心して 居る。 其の 豪傑 肌 や 精力 旺盛の 氣 風を尙 

ぶ 風が ある。 ビス マ ルクは 無遠慮に 生存 競爭 を飽 まで も 力めた。 獨 逸人 はビ ス マル ク 風に 感化 せら 

れて、 頻りに 獨立 自尊の 精神 を鈹 吹し、 自己の.；：^ 在 を 保ち、 また 世界に M 仃す るの 道 を iP 道して 居 

る。 生活の 新なる 愁望、 新なる 向上心、 新なる 組織が 興り、 其 他 凡ての 方面に 於て 生存 競爭 が會釋 

もな く 盛に なった。 獨 逸人 は 一 方に はゲ H テに 代表 せられた 美的 修養 を 理想と する 氣 風と、 他方 

に は ビスマルクに 代表 せらる. 1 精力 主義、 即ち 國際 間に 於け る帝國 主義、 人と 人との 關 係に 於て 猛 

烈 なる 個人主義、 換言すれば 二 イチ H の 如き 主義 を尙 ぶの 氣風 となった とい ふ 一 節が ある。 其れで 

獨 逸の 靑 年間に 鬼 角 基督 敎に 遠ざかる 傾きの あるの も、 此の 理由で あらう。 耶穌ゃ 其の 十字架な ど 

は緣 起が 惡ぃ。 結婚の 御 伴 はする も、 葬式の 御 伴 は 御免 を 蒙りたい。 道 德 など を やか ま 敷 云 はすに 

どんく 遣つ ける がよ い。 精力 主義で 思 ふ 存分に 遣り まくる。 耶穌の やうな 風で は 世に立てぬ。 敎育 

家で も實業 家で も宫 吏で も耶穌 の流義 では 成功せ ぬと 云 ふ 風で ある。 日本人に も 斯ふ云 ふ 風が あ 

る。 耶穌を 以て 人の 模範 だな ど. 1 云へば 迂濶と 笑 ふ。 ビスマルク ゃゲ H テの 方が 豪い やうに 思 はれ 

て 居る。 
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バウ ロは羅 馬に 傳道 せんとした とき、 帝國 主義が 盛んな 有様 を 見、 其 所で 愛を說 き、 十字架 を諧 

り、 廣吿 ばらぬ 基礎の 上に 生活 を經營 し、 人 を 役 ふより 寧ろ 人に 役 はる 、こと を贵ぶ 敎を宣 ぶる は、 

あやにしき 

何う も氣の 引ける 樣 であ つたら う。 綾錦 なれば 買 はう と 云 ふ 宮殿に 木綿 もの を 持って行 くやうな 心 

持が したで あらう。 然 かし 彼 は 『我れ 福音 を耻 とせす』 と 云った。 何だか 裕我 投り 大ぃ氣 持が する。 

慨然 愤 りて、 然し 我 は 之で 遣って 見せる と 云 はぬ ばかりの 氣が 見える。 今日の 社會の 風潮に 對 して 

我々 もまた パ ゥ D の 心 を 掬まねば ならぬ と 思 ふ。 

耶穌 は祌に 受け 入られた。 其の 人格 は 完全なる 理想で ある。 我れ 父に 行く と は、 父に 受け入れら 

れ、 其の 光榮に 入らん とする を 述べた ので ある。 是れが 人の 模範で ある。 曰く 『汝 らまた 我を兑 ざ 

れば なり』 と あるが、 我々 は 耶穌を 見る ことが 出来ぬ けれど、 靈 なる 耶穌を 愛する こと を 得る。 見 

すして 愛する。 其の 方が 反って 好く 其の 品格 を會 得せられる。 富士の 山中で は 其の 雄大なる 山の 姿 

を 見る ことが 出来ぬ。 却って 御殿場 ゃ須走 あたりからの 方が 好く 見える。 燈 台下 暗し。 弟子 も 耶^ 

つくり 

の 死後に 於て、 始めて 彼の 人格 を 明かに して 吃驚した ので ある。 我々 は 耶穌の 傍に 居り、 ガリ ラャ 

の 湖畔に 彼に 從ひ、 之と ともに 語り、 之と ともに 活動く ことの 出来ぬ のを殘 念に 思 ふ。 然 かして 見 

すして 愛する 方が 一 層 能く 耶穌を 知る に 便利で ある。 親 や 朋友の ことで も 死んで から 却って 能く 解 

つて 來る ではない か。 今 は 見えぬ けれど、 耶穌が 神に 受け入れられた 氣 高い 人格であった こと は 反 

つて 好く 解る。 其の 十字架 は 道德の 勝利であった" 惡を 取り拉ぐ 力であった。 悪の 勢力 も 耶穌に 向 


て は齒が 立たなかった。 之に 較 ぶれば ビスマルク 主義 や、 ゲ H テ 主義 や、 すべての 善くない 自己 中 

、ク 主義 は、 實に 下賤 極まる ものである。 バウ 口 は 我れ 福 昔を耻 とせす と 云った。 みすぼらしい 十字 

架 は 愛の 勝利で ある。 『此の世 は 森 判れたり』。 之より 以上 上告すべき 餘 地の 殘らぬ 裁判が 宜吿 せら 

れ> で。 時間が ないから 此の 一段 は 略す る ことにする。 耍す るに 此等 三つの ことが 明白に 確 力に * 

り、 肺腑に 徹する。 之が 本當の 信者で ある。 基督 敎は 耶穌 とその 十字架と によりて、 罪に つき 義 

さば ま  さと  ： ： 、 ， 

にっき、 {祢 判に つきて 悟る ので ある。 之が 聖 藤の 力で ある， 
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『汝 等惡 しきものながら 善き 賜物 を 其の 子に 與 ふる を 知る。 まして 夭に 在す 汝馨 の 父 は 求む る ものに 善き- 

もの を 賜 は ざらん や』 (馬 太傳 七の 一 一) 

先日の プリ チッ シ • ゥヰク リイに 米國の 詩人 ホヰッ チヤに 關 する 面白い 逸事が 出て 居った。 彼が， 

まだ 七 歳の 童であった とき、 母に 伴れ られて 一人の 婦を 訪問した ことがある。 此の が惡く 

て、 世 ii から 爪彈 きをされ、 唯 も 相手に する ものがなかった。 其 だから 今 大病に 褂 つて 甚だ 危ぃ有 

様に 陷 つた けれど、 履歴が 惡 いと 云 ふので 誰 一人 顧みる もの も 無い。 ホヰッ チヤの 母 は 之 を憐ん で： 

人の 跳る を も 厥 はす、 其の 子を携 へて 之 を 訪問し、 我が 愛する 娘よ とて 實に 親切な 詞を かけ、 食物 i 

を與へ たりな どして 種々 之 を勞り 慰めた。 暫くして 後 童は戶 外に 出て 靑 {4! を 仰いで 思へ らく、 『.K: 

所に 住ませら る& 神様 は 母上の 如き 慈悲 深い 方で あるに 違 ひない。 母が 惡 しき 人達に あれ 程まで M 

切で ある 以上、 祌 様の 御 親切 も 其れに 劣る 箸 はない』 と。 ホヰッ チヤ は 『此の 時から 余 は 祌の結 iRi 

慈悲 深く あられる ことと、 世界 は 其の 愛しみ 深き 目的 を 以て 經營 せられて 居る ものであると 云 ふこ 一 

と を 少しも 疑 ふこと が出來 なかった』 と 常に 云った そうだ。 親の ことから 天父が 知られ、 人の 慈愛 一 

によって 神の愛 を 信す る ことが 容易に 出来た ので ある。 若し 親切なる 行爲と 慈悲 深い 志と が 人 を祌： 


に 導き、 其の 疑 ひ を 氷解して、 如何に 苦しみ 多き 世界に 住みても 天父の 愛の 御 額 を拜 する こと を 得 

ふるま ゾ 

せし むるならば、 其の 反 對の殘 忍 冷酷に して 偽り 多き 擧動 は、 人 をして 祌を惡 し ざまに 感ぜし むる 

に 相違ない。 人の 無慈悲 は mi 雲の 月 を 遮ぎ ると 同じ様に 祌の御 額の 光 を 暗まし、 其の 影 を 摇き亂 し 

て眞 相を兑 る こと を 得 ざら しむる であらう。 

人 親子の 關係 は、 神の こと を 推し測り、 其の 父と して 愛に 富ませら る、 こと を 信ぜし むる g"!- 

、  めじるし 

である。 神も斯 くや あらんと 思案 を 着く る 標準で ある。 然 かし 耶穌の 言に 『汝 等惡 しきものながら 

善き もの を 其の 子に 與 ふる を 知る 云々』 と ある 如く、 人 問 親子の 情 は 淚の溢 零る i ほど 厚く ぼつ 5- 

なる もので は あるが、 如何せん 惡 きものな がらと 云ふ條 件が 附 いて 居る。 如何に 愛しても 其の 愛に 

は 何れに か拔け 目が ある。 親 は 其の 子女 を 折 樫 するとき に當 り、 然 かし 我 も 幼かった ときには 彼と 

同じ やうな 惡し きこと を 遣った がと 自ら 恥づ かしく 思 ふこと 厘ば である。 兹に 居ら， e る， たち も 、め 

す 其の 覺 えが あるで あらう。 其れに 假令ひ 親子で も 心の底に は 互に 解し 難ね ると ころが ある。 十分 

に 同情 を 寄せる 積り でも 時として は殘 念と も 悔しい とも 思 ふこと がない と 云 ふ譯に 行かぬ。 また 如 

何に 思っても、 徹く 事の 出來 難い 爲 めに、 手の 着け やう もな く 茫然 見て 居る 外、 施す に 術の ない 場 

合 も 多く ある。 例へば 妙齢の 少女が 重き 枕に 就いて 將に 死に 垂ん として 居る と 相 《像せられ よ。 面白 

き 天地 も 刻 一 刻 遠ざかり、 懷 かしき 父母の 顔 も 漸く 微かになる。 彼 は 只 一 人で 淋しく 、架 谷に 下る. 

うな 感が あり はすまい かと 氣遣 はれる。 父 も 母 も 之と 伴 ひて、 何 所まで も 行きた く 思へ ども、 然ぅ 
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は 能らぬ、 如何に 溫く緊 かりと 手 を 握っても 無益で ある。 耳許に ロを當 て、 叫んでも 聞えない。 見 

すく 只 一人 突き放して 遣る やうな 心地が して、 其の 時 こそ 實に斷 腸の 思 ひで ある。 人 ii の 愛は屢 

ば 此の 通りで、 親子で も 最も 大切な 場合に は 徹き雞 ねる ところが ある。 

何の 點 から 見ても 人の 親子の 關係は 不十分で ある。 悪しき 者ながら の 親子 を 以て、 天の 父 を 推し 

め。 ノる -  うつ  0 

測る 標準と なす 時 は 虎 を 描いて 狗に 類す る 如き Hi もない と は 云へ まい。 明月 も 泥水に は 好 映らぬ 人 

間の 親子の 問 柄ば かり を當 にして、 神の 御 姿を拜 まう とする は危 ふい。 基督 敎 以外の 信仰に よって 

祌 のさが 其の 3 異相 を 誤らぬ やうに 會 得って 居らぬ は 所詮 此の 事情から 起る ものと 解して 可から う。 

其 處で 我々 に は 神が 使徒 パゥ 口 などの 之 を 呼んだ 如く、 特に 主耶穌 基督の 父で あると 云 ふ 一事が 

もちづき  ゝ UI  0 

如， 可に も 嬉しく 貴く 感ぜら^て、 恰 かも 暗夜に 望月 を 俄かに 見た ときと 同じ やうな、 屯 持ちになる 

耶穌が 神に 事へ、 神が 耶穌を 愛せられた 其の 問の 關係を 見る に、 神 は實に 共の 完全な 父で、 耶穌は 

其の 完全な 子で ある。 父の 道 も 之に 缺 損なく 彰 はれ、 子と しての 孝道 も此 所に 遺憾な く责 現されて 

居る。 とても 理論 や 他の 事實 から 訟 索した とて 斯くは 明らかに 舎 得る もので ない。 ホヰッ チヤが 慈 

愛に 富める、 肉 身の 母の こと を 以て、 天に 在ます 父 を 信す る こと を 得たならば、 我々 は耶穌 基督 を 

！ て もっと 良く 之を認 むる ことが 出来る 箸 だ。 野の 百合の 花や 空 の 鳥の 御物 語から、 迷 羊を尋 ぬる 

牧ぉ、 紛失した 金 を 探ぬ る婦、 放蕩な 兒の歸 る を 待つ 父の 譬喻に 至る まで、 耶穌の 言と、 其の 信仰 

及び 愛に 富める 志しと によって、 天に 在す 神が 父と して 示さる る 潔 齋き慈 恩の 御 額の 尊く も 懐かし 


きこと よ。 之 を 一 々說き 出す は 時 問の 許さ ると ころで あるから， 只 其の 側面の 一 つ を？ 3- ふの みで 

滿 足せねば ならぬ。 耶 穌の斯 くも 親しく 事 へられた 天の 父 は、 人の 罪悪に 對 して 儆 かなる 態度 を 執 

らる& ので ある。 我々 が 何事 を も祌に 委せ、 宛 がら 赤子の 母に 於け る 如く 安心すべき を 敎 へられた 

のみなら す、 主の祈りと 云 ふを兑 よ 『我等が 人の 罪 を赦す 如く 我等の 罪 をも赦 した まへ』 とて、 切な 

る 求め を 天父に 聞え 上ぐ るが 人の 道で ある。 罪惡は 耶穌に 取りて は祌の 前に 於け る 絞 も 大きい 問題 

であった。 自 から は 何の 犯せる ところ も 無った が、 神の 御前に 世の 人の 罪 を 其の 俊に て m3 き 難く 

m 心？^:: された ので ある。 我等の 忘れて 居る ところの 問題が、 耶穌に は 最も 緊急な 事柄であった。 親の 

なほ さ n-  •  は 

心、 子 知らす。 罪 を 等閑に して 居る 人の 態度が 天に 在す 父の 心 を 最も 適切に 現 はして 居る か。 將た 

之 を 一 大事と して 我等の 爲 めに 罪の 赦免 を 求む るの 必要 を 感ぜられた 耶穌の 心が w に 神の 心で ある 

か。 nl^ れは 智者 を 待た すして 明かな 事柄で ある。 

キ： 耶穌 十字架に つけられた とき、 此の 最も S1 だしき 罪 惡を犯 かしつ & あった 人た ち は、 何とも リ 0 

あっぱれ 

はなんだ。 只 だ 巧く 行った 氣味 好い こと X 思 ひ、 だしき は天晴 國の爲 めに 盡し 居る ものと 考へ 

て、 滿 足し たかとも 見える が、 耶穌は 彼らが 神の 御前に 斯る 罪惡を 犯す と は 情けない。 5K れ 多き 次 

第と 思ひ績 けらる-^ に 及び、 己が 苦痛 や 悲しみな ど は 顧る に 追な く、 其の 無念 を 人に 向って 漏す 隙 

間もなく、 唯 天に 向って @ ^なる 恐懼 悔恨 及び 慈愛の 一念 を 吐露 せられた。 曰く 『父よ 彼等 を赦 した 

まへ、 其の 爲す ところ を 知ら ざれば なり』 と。 人の 悪事が 耶穌に 辛き よりも、 祌に^^も辛き仕向け 

人め 網と 天め 父  wnllll 
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なる を 悲しまれ たので ある。 一 念此 所に 及ぶ とき は 斯くて は祌の 御前 恐れ多し と 云 ふ 感じの み滿ち 

來 つて、 十字架の 苦痛 も 何にも 云 ふに 足らす、 祌の 前に 於け る 罪と 其の 赦 とが 只 一 つの 大 週と は 

なった ので ある。 耶穌の 事へ 奉った 神 は 罪 を 1^ 過し にせざる 父で ある。 

斯の 如く 十字架の 上に 於け る 耶穌の 心事 を 本と して 之を考 ふるに、 罪を赦 されたい と 願 ふこと は 

之 を 犯した 己が 身に 苦痛の 及ぶ を 恐れて、 其れ を 免れん と 焦慮る よりも、 神の 御 心の ほど 思 ひ 遣ら 

れて 恐ろしと 感じて 身 も 世 も あらす、 現在の 如き 關係を 根底から 改め、 何とかして 神の 御 心の 東 荷 

とならぬ やうに したしと 切に 求む るので ある。 

只 だ 罪の 報 ひが 身に 及んで、 色々 辛ら いことの 現在 も 多く、  っ將 來の禍 ひも 恐ろしく、 何とか 

して 之 を遞れ たいと 思 ふの みで は、 利己 一遍の 心で、 ：® だ 卑しむべき である。 肉體は 如何なる 憂き 

目に 遮 ふと も拘 はぬ、 良心の 呵責が 堪へ 難い。 胸のう ち さへ 平和なら ば、 其れで 滿 足が出 來 ると 云 

ふやうな 心 持に なれたら、 前のと は此 一一 か 優って 居る らしく も 見 ゆる 態度で は あるが、 矢 張 己が 幸福 

を 中心とした 考へ である。 之 を 精神的に 判斷 すれば、 ュダが 罪 を 悔んで 自殺 をした と 何ん の 變りも 

ない。 即ち 死に 至らし むる 世の 憂へ で、 悔いな きの 救 ひ を 得る の 悔い改め、 所謂 祌に 從ふ褒 ひとい 

ふ 事 は 出来ぬ (战 ff§ ま)。 己が 心の 重荷と なって 宛 かも 千 引の 石 を 負せられ た 如く 感 する 罪の 苦痛 を 

救 はれたい と 思 ふ は 二の次で， 罪が 祌の御 心を惱 ます 重荷と なって 居る の を 悲しみ、 且つ 恥ぢ 且つ 

恐れて、 何と ぞ之を 取り除 かんと 欲する が 即ち 罪の 赦を 求む る眞 正の 志で ある。 


天の 父 は 我 St の 罪に よって 御 心 を 悩ませられ、 其の 限りなき 慈愛 は 人の 惡 しきた めに 宛 がら fi5 き 

流れの 堰き止められ たる 如く 遮られて、 其の 光と 祝福と を 人の 上に 滞りな く 及ぼす ことが 出來 ぬ。 

抑 へられた る 愛 ほど 苦しき もの はない。 理を 曲げ、 道に 反き、 情に 逆って、 排斥 けられた る 愛の 

重荷 ほど； ® しきもの はまた と あるまい。 心の 淸ぃ ほど、 愛の 高潔に 切なる ほど、 反 かれた 悶は益 

す 1=^ だし かるべき 苦で ある。 眞 正の 愛 は 自重す る ものであるから、 濫りに 罪 ある ものに 向って 之 を 

與 ふる Hi は出來 ない。 如何に 與 へんと 欲しても 與 ふべき 道がない。 是れが 祌の御 心の 重荷で ある。 

失 ひし 子 を t< く 親の 心、 若く は 菜 てられた 良人 や、 妻の燃ゅるゃぅな苦^^などの^^る？！なき^^態か 

ら、 天に 在ます 父なる 神の 罪 ある 人類に 於け る 御 心 を 推し測って 見られよ。 m 書に は 之 を 切言して 

し めん, P  く 

神の 怒りと 云って 有る。 此 所が 天の 父の 眞 面目で ある。 耶蘇の 心に は 天父が 斯の 如くに In- 上げられ 

た。 暗い 谷の 底から 大空 を 仰ぐ ときの 如く、 耶穌は 十字架 上世の 顔 悪の 雲 深い 下から、 齋 潔き 父の！： 

額を拜 し、 消え も 入りた き 思 ひに 滿 たされて、 父よ 彼等の 罪を赦 した まへ と 祈られた。 若し 祌の^ 

心の 重荷と なって 居る 方面 だに 整理け る ことが m 來 たなら ば、 假令ひ犯せることの結m5^^して如何 

なる 苦しみが あらう とも、 また 假令ひ 其れが 長く 脫け すに あらう とも、 挑へ 難き ことで はない。 基 

督の救 ひに より 其の ぞー 信じて 罪の 赦 された HJ が 明白に 意識 せられて 其の 歡ぴ 胸に 溢る k やうに 

t-s- み  ふるき, つ 

なった 曉は、 假令ひ 罪の 結果が 依然 身に 遣り 止まって 苦 惱を與 へ、 十い 疵诗に 痛み 出して 堪へ 難く 感 

じ、 前日の 非 を 記憶して は、 慚死 もすべく 覺 ゆる ほどの ことが 魔あって も、 ij:: これ 修練の ュ段 とな 

人の 親と 天の 父  ほニ 五 
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り、 死せ る 已往の 我 を 階梯と して 昇る 新生 命の 益す 振 ひ 起る を 見るべく、 決して 之が 爲 めに 鑌 魂の 

根底 g 水く き へられて 居る 其の 平和 を 打ち消される こと も、 奪 > 去らる &こ ともないの である。 耶穌 

が 我等に 拜む K1 を敎 へられた 父は斯 くの 如く、 叉 之に 對 する 我等の 持たねば ならぬ 操 は 新の 如き も 

ので ある。 罪に 就いて 耶穌の 深く 感じた 苦痛の 意味と、 之に よって 明かに せられた る 天の 父の 愛の 

眞 相 とを會 得し、 之に 感泣して 其の 救 ひに 賴り鎚 るなら ば、 如何に 大 いなる 罪 にても 如何に 濃く 染 

よろこび  く  ！  V 

まりた る 其の 穢れ にても、 身 は 神の 前に 赦 されて、 不思議なる 平和と 喜悦と に滿 さる \ こと 力 H 床 

る。 ホヰッ チアが タウ レル を賛 した 詩の 中に、 『焰の 壁に.^ まれた る 陰」 ぬのう ちに 祌 とともに ある 

は、；^ と 離れて 黄金の 鬥を 構へ たる 樂 園に 居る にも 優れり』 といった の は、 即ち 此 所の 意味で あ 

J  や は 

る。 罪 を：^ さる.^ と は 只 だ 苦痛 を 免る.^ と 云 ふ 意味で はない。 赦 さる.^ と は祌と i しく 相 あらぎて 

ともに 居る ことの 出來る やうになる を 意味す る。 若し それが 出來 るなら ば、 如何なる 苦痛が あら 

うと も 何ん の もの か は、 靈魂は 人の 識に 過ぎ 越 ゆる 神の 平和に 守られて、 少しも 動す る ことなしで 

ある。 isi^ の 孝子 は 過失の 結 栗と して 如何なる 貧困に 惱む とも、 親が 其の 悔い 嘆く 心 を 哀れみて 赦 

ンて くれるならば、 其れで 安 、いして 居る。 苦痛 を 免 かれる よりも 親と ともに 居られる のが 第一 の 喜 

、  ： や  くるしみ 

びで ある。 如何に fjl^ れても 親の 機嫌 さへ 復舊 り、 思 ふ 良人の 愛に 變 りの なくば、 子 も 妻 も 苦の 中 

に范 足が H 來る。 ^る 場合に も滿 足す る ことの 出來る 如き 操 を 持って 居られる が 品性の 救 ひ 祌と 

人との 關 係で 云へば、 靈 魂の 救 ひで ある。  n 九 0 八 年 1 〇•  二  S 


耶穌は 其 の 門弟 を 如何に 敎 育せ し や 

『断る H ひまた ヨハネ 二人の 弟子と ともに 立ち、 ^穌の 行く を i て 神の 羔を 見よ とい ふ。 所く いへ る を 弟子 M 

きて 耶穌に 從ひ往 けり。 耶穌 彼等の 從 へる を ま 顧みて 汝等何 を 求む る やと 彼等に 問 ふ。 こたへ て ラビ 何 所 

に 住る やとい ふ。 ラビ を譯け は師と 云ふ義 なり。 耶蘇 彼等に 來り觀 よと 云 ひた まひければ、 遂に 往き てま 

の 給 ふところ を 見て、 lip ともに 住れ り。 時 は晝の 四時 ごろな りき』 (§1^1 一 II) 

一  き ^ 

.V ，ま 耶^に 依りて 『1;?^ の 人た る 道を舉 び、 人生の 眞 面目 を發揮 せんこと を 奴-やす 

ぺテ n、 ヨハネ 等を敎 育して、 其の 以前と は 雲泥の 相違 ある 人物と せられたり。 我, もま^ 其の 敎 

育に よりて 彼等の 如くな り、 殊に 耶穌を 解す る こと 益々 深く、 全力 を倾 けて 之 を 愛し、 之に^ ふる 

こと ヨハネの 如くな らんこと を 希 ふ。 而 うして 此の 希望 を 成就すべき 最も 雜き 方法 は、 耶穌の 1 丫 

たちが 如何にして 斯の 如く 進歩せ しか、 また 如何にして 彼 所に 達せし か、 共の 順序 をお ふろに 如く 

はな からん。 

耶穌 リ&に 出ら る、 少し 以前に 當り、 バ プ テス マの ョハ ネは大 いなる 勢力 を 以て 道を宜 ベたり 

4： 义は輕 薄なる 世に立ち、 露 面目に して 確信 あり、 語る ところ 實行 に俾ひ --胪 を 畏れ リの道 を^ 

耶 琉 は 其の 門弟 も 如何に 教育せ しゃ  四 二，" 
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び、 また 他人の 憂 ひ を 己が 憂 ひとし、 當 時の 社 會の墮 落せる 情 態 を 深く 慨嘆したり。 然れば 其の 救 

ひの 必要なる を說 くや、 宛が ら囊 中の 物 を 探ぐ るが 如く、 言々 句々 皆な 人民の 肺腑に 徹せり。 兹に 

於て か 民衆 雲霞の如く、 其の 周圍に 群り 來れ. る もまた 怪 むに 足らす。 斯 くの 如き 形勢な りければ、 

彼 一 たび 事を圖 らん か、 必. f 爲す能 はざる ことな かりし なるべし。 然れ ども 彼敢て 此の 攀に 出で 

す。 我 は 水 を 以て バプ テス マ すれ ども、 後に 來 らん もの は聖靈 と 火と を 以て バプ テス マ せん。 我が 

敎へは 靴 を 隔てて 瘅を搔 くの 嘆 多し、 上よりの 力 を 有する 人の 敎へを 待つ こと 切なり。 斯の 如き 人 

必す來 らん、 我 は單に 共の 先驅 者た るに 過ぎす と 謙 適せり。 以て 其の 人物の 偉大なる を兒 るべ し。 

新くて 耶穌 ナザレの 村より 出で 來り、 ヨルダン 河に て 彼より バプ テス マ を 受けたり。 此は 彼が 人 

の f み を 自ら 進んで 負 ふの 意思 を 表 はせ る ものな り。 ョ ハネ之 を て 『世の 5 非 を 負 ふ 祌の羔 なり』 と感 

ぜ ざる を 得 ざり き。 其の 溫和、 高潔に して、 慈悲 深き 昔容、 げに此 人 こそ 世の 罪 を 負 ふ 祌の羔 なれと 

忍 はれたり。 我等 もまた 耶穌 にっき 深く 考へ 来れば、 其の 意味 如何に 深長な りと も、 彼が 常に ft: ら 

ま； 荷 を 负 はる、 有様 を觀、 げに彼 は 世の 罪 を 負 ふ 神の^な りて ふ 信念に 達せ， f んば あらざる なり。 

其の 傍に 在りし 一 一人の 靑年 は、 バ プ テス マの ョハ ネが斯 く 一一  i 一：： へ る を 聞きて 耶穌の 後に 從ひ 行けり" 

彼等 は. GI 己 を 人に 現 はさす、 靜 かにして 何もの を も 求む ると ころな く、 過ぎ行かん とする 耶穌の 後に 

從 ひたり。 暫時 ありて 耶穌 二人 を 回顧み ぬ。 聖書 を讀 むに あたりて 耶穌の 人 を： ni- る や、 其の 眼 は 常 

に 同情と 愛と にて 充ち たるが 如し。 彼 は斯の 如き^ を 以て 二人 を 見、 la 問 ふて m く 『汝等 何 を 求む 


る や』 と。 彼等 答へ て 曰く 『ラビ 何 所に，：；^ らる や』 耶穌 曰く 『來 りて 見よ』。 バプ テス マの ョ ハネ 

の證： 一；  一！： を 聞きて 5^ ちし 志 ある 一 一人の 靑 年と 耶穌 との 問答 こそ、 また 今日の 吾等と 耶穌 との 問答に て 

あらま ほし けれ。 眞 の 道 を 喜び、 にも 角に も 此の 人に 從ひ、 親炙して ば、 ヒ必. f はべし との 確 

信 を 得、 大 なる 安心と 喜悅 胸に？ #sr 自 から 之 を獨り ト；： むる に 忍びす、 ぃづれも之を北ハの兄^^^に：g 

てり。 彼等の 一 人はシ モン • ぺ テロ の兄^^にてァ ンデレ と！； ムひ、 他の 一 人はャ コ ブ の 兄 =i めに て ョ ハ 

ネと 呼ばれたり。 其の兄^^-等も豫て志ぁるものなりしかば、 彼等 は 一刻も早く 己が 胸中の 平和と 喜 

悅とを 其の 兄弟に 分たん とせり。 かくて アンデレ はぺテ a を 探し出しぬ。 耶穌彼 を て 『汝は 石の 

如き 男な り』 と 云 はる。 彼 は生來 物に 動じ 易き 性赏 にて ありき。 然れ ども 耶穌が 彼 を 以て 動かざる 

こと の 如き 男な りと 云 はれし は、 汝は斯 くな り 得べき 性 あり、 我汝を 厳と なさん との 意味 を！： i さ 

れ たるな り。 耶穌は 寶に人 を斯の 如く 爲し 得る 力 を 有す。 經歷^ だ賤 しく、 世に 菜 てられた る 婦人 

に對 しても、 金錢 にの み 屈託せ るザァ カイの 如き ものに 對 しても、 或は 只 几帳面なる 無能の 役人と 

のみ 見られた る マ タイの 如きに 對 しても、 耶穌は 皆な 斯の 如く 取り扱 はれたり。 彼 は 人の 贲 ぶべき 

： 所 を 知りて、 其の 慣値を 熟知せ ちれたり。 彼の 許に 來れる もの は、 未だ 曾て 己の 思 ひ 設け ざり し自 

rj の大 いなる 慣値を 知る。  ー 

耶穌 また ピリ. ホを 尋ねら る。 彼が 自ら 進みて 人 を 探し 求めら るる こと、 已に 不思議なら す や。 彼 

は 我等の 靈魂 にも 人り 來 りて 探し 求めら る、 なり。 ピリ. ホは斯 くの 如く 求められて、 .ml ら 大いに 發 
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明す る 所 ありたり。 而 うして 遂に ョ ハネ、 ぺテ n の 如く 耶穌に 感服し、 其の 友 ナタナ ェ ルをも 作 ひ 

来れり。 げに墓 将敎は 友情の 宗敎 なり。 

二 

耶穌は 此等數 名の 弟子 を從 へて、 ガリ ラャの カナに 往 きぬ。 其 所に 婚筵 あり。 彼 は 共の^ 七不思 

議 なること を 行 ひて、 人生の 細事に 至る まで 深き 同情 を 寄せられたり。 約翰傳 第二 章 カナの 婚 筵の 

くだ リ 

條 を熟讀 すれば、 貴く つ 趣味 深き 敎訓 を舉び 得べ し。 

余は耶 床の 生涯に 奇蹟 ありし と 信す。 奇蹟な き 耶穌は 香な き 薔薇の 如し。 ^^-子等は此に_ィ思詩 な 

る 事 I 莨、. 神と もに 在 さ ざれば 爲し 得ざる 事赏 を經驗 せり。 彼等 は 驚きぬ.^ 斯る 驚くべき 事實 は耶穌 

の 生涯に 屢 ありき。 今 之に 就きて 辨明 せす。 然れ ども 諸君が 益々 深く 研究し、 愈よ 多く：；^ 仰 上の u 

験 を 積む に. 從ひ、 其の 確信 を增 すに 至るべき を 明言す。 

かくて 耶穌は M ルサ レムに 上り、 天父の 神殿 は 盗賊の 住家と なり、 暴利 を 貪り、 惡事を 行 ふ 所 

と 化せる を 見、 繩を议 て 鞭 を 造り、 此等を 追 出して 廓淸 せられたり lsflf)。 人 或は 云 はん、 此は 

餘 りに 粗暴なる 行爲 にあら す やと。 然れ ども 是れ 其の 場合 を 知らざる ものの 首の み。 論より 證據 

共 听には 之に 抵抗せ る もの 一 人 もなかり しに あらす や。 耶穌に は當然 之を爲 すの 權威具 はり 居た 

り。 弟子 等 は 『なん ぢの窒 の爲 めに 熱心 我 を： はん』 との 舊約 書の 句 を 想起す る を 禁じ 能 は ざり き 

此 等の 行爲を a て、 耶穌を 信す る もの 日に 益々 加 はり、 軍食裔 禁 して 之を迎 ふるに 至れり。 然れど 


も 耶穌は 彼等 を 信ぜ ざり き。 此を 以て： 子た ち も 奇異の 念 を 懐きし かば、 種々 の攻 を 加 ふるもの 

> 一 ほ 

起り ぬ。 耶麻 之に 答へ て 『汝ら 此の 廟を 毀. て、 我 三 曰に て 之 を 建てん』 と 云 はれたり。 耶穌は 常時 

に 於て は 十分 解し 能 はざる も、 將來に 於て 解し 得べき こと を 語らる、 こと 爆ば なり。 此所も 共の 一 

つに して、 人 を 上に 向 ひて 引き 上ぐ る を 意味す。 

{ め ひ  M 

共の 後 耶穌は 諸 所 を 巡 廻りて 敎を說 けり。 人民 彼の 爲 せし KJ を： 『此は に 世に 臨るべき 豫 ia<; 

なり』 (ffi ュハ) とて 彼 を 執りて 王と なし、 以て 各自の 野心 を 滿. U さんと せり。 お 子た ちまた 時來れ 

りと なして 痛く 喜びたり。 然るに 斯く 人望 熾ん にして、 正に 乘 すべき 風雲の 到れる に £ ^し、 耶穌は 

突然 獨り 避けて 人 無き ところに 退かれぬ。 民み な 1 たり。 一 大鐵槌 は 彼^の E (愚なる 頭上に 加 

つま プ 

へられたり。 耶穌は 之に よりて 人望 人氣の 離るべき を豫 期せられ たり。 遂にお 子た ち すら 之に 礙 

つぶや  さと 

き、 此は餘 りの 事に あらす やと 咳く。 耶穌 即ち 彼等 を訓 して 曰く 『此の 一一； 一 " によりて 礙く か" もし 人 

もと 

の 子 故のと ころに 祥 るを昆 ば 如何。 生命 を與 ふるもの は靈 なり 肉 は 益な し、 我が 汝 等に 云 ひし 一 「"は 

醫り、 生命な り』 (ff ほ ー^ き。 

かくて 一 人 去り、 二人 逃げぬ。 殘れる もの も 心細く 感じたり。 こ は 我等 信徒の 生 に 於ても 終驗 

ある ことなり。 余 も 明治 五 年 以來斯 る 苦き 經驗に 遭へ る さ 多し。 耶穌北ハのとき^^-子等に^ぅて：：：く 

『汝等 もまた 去らん と 意 ふや』 と。 疑 ひ 惑 ひ 居た る 彼等 は、 此の；：；^ 後の 決 答 を 促が されて 今更-の 如 

く 心動搖 めきぬ。 掌中の 寶 玉を棄 つると は 何事 ぞ。 多くの もの は 逃げ去れり。 尙ほ儘 かに 问 情 を^ 

抓穌は 其の 門弟 も 如何に 教育せ しゃ  四 三 1 


耶穌は 其の 門弟 も 如何に * 的 育せ しゃ  三 一 

する もの あり。 然れ ども 弟子た ち は 此所を 離れて、 耶穌 を棄て 去る には餘 りに 多く、 彼の 善き 事と 

力 ある 事と を 感じたり。 a つ 其の 靈 魂が 耶穌に 捕 へられ、 其の 慈悲 深き 心と、 其の 行き ける 敎育 

と を 想 ひ、 疑惑 多し と雖 も、 尙ほ 彼を棄 て、 他に 行くべき ところな きを 覺れ り。 ぺテ 0 逸み 出で て 

かぎ リな きいの ち  ，  , 

曰く 『主よ 我等 誰に 往 かんや。 永生の 曾 を 有て る もの は汝 なり 叉 我等 信じて 知る 汝 はおけ る；^ 

の 子甚督 なり』 (ff5 一：： お と。  • 

耶穌は 限りなき 生命の 言 を 有す。 其の 人格 を 離れて 我等 何 所に か 行くべき。 彼に 就きて は 不分明 

の點も あらん、 疑問 を懷 くべき ところ も あらん。 然れ ども 彼 を 措いて 他に 己れ の 尊敬すべき 敎何所 

にあり や。 如何で 彼 を棄て 去る に 忍びん や。 諸君 もまた 此の 誇 き 指導者、 他人の罪を^^：-ふ救主、 我 

等 を 引き 着く るの 力 あり、 限りなき 平^ を 有する 耶穌某 督を棄 てんとす るか。 此の 點の みは 疑 ひな 

からん。 假令 幾多の 疑問 ありと も、 之が 爲 めに 逃げ去りて 何時に か 行かん。 『汝を 去りて 我 何 所に か 

行かん。 永生の 1  一一；！： を 有て る もの は汝 なり。 叉 我 信じて 知る、 汝は活ける祌の子^*督なり』。彼は眞.r^- 

に 神の 子な り。 比類な き 孝子、 愛 を 以て 天父に 事 ふるの 念 溢れ、 美 はしく 尊き 心滿 てり。 彼 は K に 

神の 孝子な り。 余 は 諸君に 向 ひ 手 詰の 談判 を爲 さんと 欲す。 諸君のう ち 基督 敎 にっきて 種々 の 疑問 

あらん、 然れ ども 此の 耶穌 を棄 つる を 得る や。 諸君 若し 全心 を 注ぎて 之に 信賴 せば、 途に救 はる、 

こと 疑 ひなし。 

ベ テ 口 は 4«1 一人の 弟子 を 代表して 耶穌の 問 ひに 答へ たりと 思へ しか ど、 遺憾に も 彼等の 一 人は惡 


魔の 子に て ありき。 即ち イス カリオ テ のュダ なり。 彼 は 遂に 耶穌 に礙 けり。 約 翰 傅 第 十六 章 を n:^ る 

に 『汝に 問 ふ は 川な きを 知る。 之に 因りて 我等 汝の 神より 出で 來り しこと を 信す』 と？ 子等 云へ 

り。 耶穌 之に 答へ て HI く 『今汝 等 信す るか。 時 まさに 至らん。 今 到りぬ。 汝， 散りて 各人 その：： 

ると ころに 往き、 た^>-我一人殘らん。 然れど 我獨り 居る にあら す、 父 我と ともに おるな り。 我此事 

を汝 等に 語りし は汝 ゆ！；. をして 我に 在りて 平安 を 得させん が爲 めな り。 汝ゃ. - 世に 在りて は 忠難を 受け 

ん。 然れ ど懼る 勿れ。 我す でに 世に 勝てり』。 

s(  ゆす 

耶 は 各自の 心 を試驗 す。 彼 は 人の 靈 魂の 奥底まで も觀 察し、 之を搖 ぶり 試し、 而 うして 之 を 捕 

へらる。 第 子等 は 今 之 を經驗 せり。 耶 は 如何ば かり 天父 を 愛せられ しゃ。 如何ば かり 祌と 人と に 

さま 

事 へられし や。 また 如何に 祈られし や。 „H ハの濃 かにして、 親しみ 深く、 眞 にして 威纖 ある 祈りの 樣 

を 兌て、 彼等 は 『願く は 我等に も 祈る こと を敎 へた まへ』 と 切に 願へ り。 幼兒が 父よ と 呼ぶ. 錄の愛 

らし さよ。 耶穌が 天の 父よ と 云 はる \ 一  言 を 聞け る もの、 誰か 無神論 を唱へ 得ん や。 3^に，"^:く朗か 

なる 天の 極みにまで も 響き 一旦 るが 如き 聲 もて 耶穌は 『父よ』 と 呼べり。 

* 子等 はかくて 祈 禱を舉 びぬ。 我等 も 古への 弟子の 如く 切に 穩 かに 天父に 祈る こと を學 ばざる 可 

らす。 且つ 之 を 自ら 試みざる 可ら す。 『天の 父よ』 と 祈る とき、 人の 靈魂は 最も 高く 向上し、 天に も 

力り-一  ま 

昇らん する 勢力 ある 情 態と はなるな り。 斯る 祈り を爲す ことなくして、 自ら 豪し と 思 ふ もの あれ 

ど、 實際は 甚だ 低き ものな ひ。 之を疑は^^耶穌が父ょと呼ばる-^心と、 諸君 各自の 心と を 比較せ 
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よ。 其の 懸隔 雲泥の差 ある を 見るべきな ひ。 

三 

.  やり  あばら 

更に 進んで 約 翰傳第 十九 章に つきて 擧ぶ べし。 三十 四 節に 『一人の 兵卒 戈に て 其の 脅 を 刺し けれ 

ば _y ちに 血と 水と 流れ出で たり』 と あり。 此は 不分明の 點 なきに あらす。 然れ ども 記者 は 『之 を 見 

て證を 立つ。 その 證は眞 なり。 彼 また 自ら 云 ふところの 眞 なる を 知る。 汝等 をして 信ぜし めんが 爲 

めな り』 と 云へ り。 記者 は 耶穌の 死す る 狀態を 凝視し 居た ひ。 同じく 傍に 十字架に 礎せられ し 罪人の 

一 人 は、 耶穌が 『父よ 彼等 を赦 した まへ、 彼等 は 其の 爲す ところ を 知ら ざれば なり』 と 新ら れ たる 

を 聞き、 深く 心に 顧み、 其の 罪 を 悟り、 また 彼の 自ら 貴ぶべき を も 知りぬ。 此は眞 に 美 はしき こと 

にあら す や。 人の 死す る や 其の 言 や 善しと は斯の 如き をい ふ。 耶穌 答へ て 曰く 『汝は 今日 我と 偕に 

I- 園に あるべし』。 大 いなる 言に あらす や。 確かに 耶穌は 十字架 上に ありても 其 所より 人に 分ち 與ふ 

べき 平和 を 有せり。 如何なる 時に も 確乎 不拔の 平和 ありし なり。 耶穌眼 を 擧げて 見、 母 及び ヨハネ 

の 居る を 知らる。 やがて 悲嘆の 聲 高く 『我が 祌、 我が 神、 何ぞ 我を棄 つる や』 とい ふ。 斯る 時に も 

邪. f こ は、 は 我が；^ にて ありし なり。 其の 心 少しも 動せ す、 然れ ども 心中 云 ふ 可らざる 苦痛 あり 

き。 (此 點は此 所に 述 ぶる 遑 なし)。 かくて 『我渴 く』、 『事 了り ぬ』、 『父よ 我が 靈魂 を汝に 托す』 と 叫 

びて 此の世 を 去れり。  ゎキま 

十字架 上の 耶^の 首、 其の 態度、 其の 意味 等を考 ふれば 益々 不思議な り。 ョ ハネは 其の 脅より 流 


れ出 でし 水と 血と を詳 かに 見て 悟れり。 諸君 願く は 心を^めて 詳 かに 耶穌の 十字架の 死を撿 せよ。 

約 翰 傅， お 二十 章に は 耶穌の 復活の 記事 あり。 ヨハネ は 墓の 入口に 逸 巡せ るに、 ベ テロ は 其う ちに 

進み 入れり。 內 部の 光景、 屍 を 包める 布、 首 を.： i みし 手 巾、 此等を 見る に 決して 唯 事に あらす。 彼 

等 は 耶穌の 復活 を 信じたり。 若し 此の 復活て ふこと なくば、 基督 敎を 信す ベ けれど、 之 あるが 爲 めに 

反って 信じ 難し。 有らす もがな の 話と 思 ふ もの あらん。 然れ ども 斯く思 ふ は 基督 敎を 知らざる が 故 

なり。 耶穌は 昔 も 今 も 同じく 活 きて 我等 を 愛し、 我等 を 救 はる k なり。 復活な き 基督 敎の 信仰 は、 

穴丄 中の 樓閣. 一片の 夢想に 過ぎす と 云 ふ も 差 支へ なからん。 

斯の 如く 弟子 等 は 彼に 導かれ、 或は 慰められ、 或は 其の 腹の 中 を 抉らる、 思 ひし、 或は 戒めら 

れ、 或は 審判 かれた ひ。 而 うして 終に 耶穌は 死せ り。 其の 死の 情 態、 其の 埋葬 後の 始末な ど を 見 

て、 彼等 は 其の 光榮を 仰ぎ、 實に彼は神の獨子な.^との信仰に達したり。 

諸君のう ちに は 耶穌に 誘引せられ、 其の後に 隨ひ 行かん とする もの あらん。 『汝何 を 求む る や』、 

『來 りて 見よ』。 此 等の 言 は 今 も尙ほ 我等の 耳朶に 響く にあら す や。 

エルサレムに 於て、 將た ガリ ラャに 於て、 時に 應じ變 に 臨みて、 耶穌が 語り 且つ 行 はれし ところ 

を、 委細に 同情 を 以て 觀 察し、 殊に 其の 十字架と 其の 意味、 罪 及び 神と 人との 關係、 更に 耶穌 の復 

活等を 熟慮せば、 其の 人の 生涯 必す變 化する ことなき 能 はす。 或は 復活の 問題 を 避けて 語らざる 方 

宜しから んと考 ふるもの あらん • 然れ ども 余に は 復活な き 基督 を說く 必要なし。 此 等の 點 まで も 熟 
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慮して こそ 始めて 我が 主よ、 我が 神よ と絕 叫す るに 至る なれ。 而 うして 耶穌を 愛し、 何事 を も 何物 

を も 皆な 之に 獻げ て、 其の 弟子と なり、 之に 事へ て 其の 生涯 を 送る こと は眞に 人生の 幸福、 喜悅、 

及び 勢力 にして 我等 の 生涯の 目的 を 立 つ ベ き 所な る を 知る に 至 るゃ必 せひ。 

最後に 諸君に 切に 勸吿 せんと 欲す。 希く ば 今夜 我に 從 へとの 耶穌の 言 を 聞き、 己 を 献げて 彼に 從 

ひ、 彼に 事 ふること を 決心 せられよ。 

(1 九 0 八 年 1  一 《o  _ 
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『耶 稣ゲネ サレの 湖の 濱に 立つ。 た 見る 機に 二 艘の船 あり。 漁夫 は 船 を 離れて 辋を洗 ひ 居る〕 其が 一 

艘 はシモ ン の 船な りしが、 耶穌 之に 乘り 岸より 少しく 離れ、 船の 中より 衆を敎 ふ。 敎へ 終りて シモ ンに 

よ すがら 36 たら  え も 

云 ふ。 沖に 出で 網 を 下して 漁れ。 シ モン は、 師ょ 我等 終夜 勞 きし かど 所 獲な かリ き。 然れ ど汝の 首に 從 

ひて 網 を 下さん と 答 ふ。』 (路加 傳 五の 一 —五. > 

えさ 

かくて シ モ ン は 沖に 出で て 水深き ところに 網 を 下した。 所 獲 多くして 一 一艘の 船に み 切れぬ ほど 

であった。 人生み な 斯うで ある。 沖へ 出で よとの 御 聲の聞 ゆると き、 我を折り 之に 從ひ、 今までの 

淺瀨を 底 深き 沖に 乘り換 へる が 最も 必要で ある。 之 無き が S めに 勞 して 功がない。 取り分け 近 を 求 

むる 人が 靈 的の 深き 淵に 乘り 出さないで、 淺き ところに ばかり 屈託す るので、 提摩太 後書 (三の 七) 

に 所謂 『常に 舉べ ども 眞理を 知る に 至る こと 能 はす』、 藻搔 きく 益 溺れん とする ものと 相 遠がない。 

浪 風の さがしき 世に は 住む とても  . 

さわがぬ 淵 を 心と もがな 

げに浪 風の さがしき 世で は ある。 淺き 溯に 仇 波立ち 騷ぎ、 砂に 濁った 水、 見る も 厭になる， 其の 邊 
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に 泳がん とすれば、 危險 ffi だしく、 動 もす 卜ば 溺死 を 免 かるる こと を 得ぬ。 其れ だから 騒がぬ 淵 を 

心と して 居たい ものである。 

*  かしま  こびり つ 

神の 道を學 ぶのに は 目に 見 ゆる 出来事に ばかり 目 を くれす、 浪の音 囂しき 人生の 淺瀨に 粘着 か 

す、 生命の 海の 沖の 方 を 目が けて 進むべき である。 沖の 方と 云っても 强 ちに 遠い ところ を 指す ので 

はない。 近く 各自が 方寸の 間、 鍵 魂の 底. 深く 潜り 入らば、 神に 接觸 する こと も、 人類の 救 者なる 耶 

穌に見 ゆる こと も 出来る。 沖 を 外に 見る よりも 內に 深く 省みる 方が よい。 所が ォゥ ガス チンの 云 ふ 

通り、 『人 は 自己の 中に 下り 行く こと を 好まざる なり』。 之が 爲 めに 鬼 角 宗敎が 解らぬ ので ある。 近き 

にある もの を 遠き に 求め、 倦み疲れ、 怨み 憤りて、 焦燥るな どと 云 ふ は、 愚かで ある。 

マシュウ • アル ノォ ルドの 詩集に 『埋められ たる 生活』 と 題した 一 篇が ある。 彼の 常套 として 靈 

的に 氣 晴れの せぬ 調子で あるが、 淺瀨の 生活に 厭きて、 靈 魂の 沖に 船 を 出す こと を勸吿 する 點に於 

て、 ffi だ 有力で ある。 『戯れ 詈る 言語の 戰は、 事 も なげに、 輕ぃ 調子で 流る る やうに 遣って 行く。 け 

れど 見よ、 我が 眼 は淚に 濡れて 居る。 我 は 名付け やうの ない 憂 ひが、 我が 上に 轉回 する やうに 感す 

る。 げ にく 我等 は 戯れ言 を 吐く こと も 出来る。 げに 笑顏を 造る こと も出來 る。 然 かし 此の 胸の 中 

に 11： か 一 つの ものが ある。 其れ は 汝の輕 い 言に よって 休息が 與 へられない。 汝の 面白げ なる 笑 ひ は 

ゆるな  ふだん  、 

其の 苦痛 を 緩和る 力がない』。 かくて 彼 は 表面の 生活の 底 深く 埋められ、 平生は 人に 忘れられて 居 

ちまな 

ると ころの 生命 ある こと を 高調して また 云 ふ、 『さも あらば あれ、 世界の 最も 群 築せ る 巷に 於て、 生 


存兢爭 の：： 取も騷 がしき 中に 於て、 ば 我等の 埋められ たる 生活 を 知りたい と 思 ふ 云 ふべ からざる 一 

つの 願が 起って 來る。 斯 くも 荒立ち、 斯 くも 深く 我らの 胸中に 鼓動す る 此の 心の 秘密 を 尋ね、 我等 

の 生命 何 所より 來ゎ、 また 何 所 を 指して 行く ので あるか を 知りたい と渴 望す る 一 念^して 抑へ る こ 

とが 出來 ない』 。『鍵 魂の 地下の 淵から 湧き上る 糢糊 として 何だか わびしげ な 感じが 時々 製ひ來 るの 

である。 宛 がら 限りなく 遠い 土地から 風が 吹いて 來、 其の 持て 來る 反響 微かに 耳に 應 へて、 一 極の 

ンれひ  た 5- なか 

愁を 我等が 生活の 眞 中に 持ち込む』。 斯 くの 如く 埋められ たる 生活 を 嘆き、 共の發^^せられんことを 

頻りに 獎 働した マシ ユウ • アル ノォ ルドの 歌の 末の 句 は 下の 如くで ある T 人 若し 其の 底 深き 生命の 

流れに 心 付く さとなる ならば …… 一陣の 凉 しき 風、 彼の 顏を 撫で、 平生に なき 沈着なる 思 ひが 彼の 

TJ  レ S つし よ  ゆ くて 

胸 を 占領す る。 生命の 出 所なる 山、 その 行 手た る 海 は、 此の 時 知れて 來た 如くに、 彼は感 する であ 

らう』。 

此の 歌の 如く 我等の 胸の 中には 貴い 犬なる 生命が 埋められて 居る。 曾て 或縣 下に 住みし とき、 北ハ 

地方に 子 を 育つ るの 勞 苦と 失費と を 避けん が爲 め、 生れ 落ちた ばかりの 嬰兒を 殺す 風習の ある こと 

を 目掣 した ことがある。 其の 方法 は 家の 內の 土間に 穴 を 穿ち、 炭 俊 を 布き、 嬰兒を 生きながら 共の 

中に 置き土 を かけ、 大臼を 其の上に 轉ば すと 云 ふ 恐し き習惯 であった。 是れは その 地方 押し並べて 

のこと であるから 何人も 苦に はしない。 出產 ありと 聞え た 家の 主人に 隣家の 人 は 平 氣で問 ふて 云 ふ、 

おな た 

『尊下の 御內 では 今度 御 育てになります か』 と。 『否 清し ました』 と 云 ふ 答の 與 へらる こと は：^ し 
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て 珍ら しくなかった。 是は 今で ない 維新 前後の 殆んど 昔話で あるが、 我等 各. ini の 胸 巾に は 之よりも 

甚だしい 生き埋めの 生命が ある。 是れは 眼前に ある。 生き埋め にして 置きながら、 其れ ほどの こ， V 

とも 田 5 はない 世の 有様 は 如何に 嘆くべき ことで あるか。 

メ ま 

然し 其の まだ 死に 果てて 了 はぬ うちに 呼び 起して、 明るい ところに 出す ことが 出來 るなら ば 幸 

である。 呼吸の 少しで も あるう ちに 遣らねば ならぬ。 我々 が斯く 集會を 開いて 道 を 求め、 敎を說 く 

と 云 ふ は、 結局 この 埋められ たる 生命 を 堀り 出して、 共に 青天白日の 下に 眞の 生命、 即ち 耶穌 の說 

か れた ところの 限りなき 生命 を 全うした いと 望む からの ことで ある。 若しも この 生命 を 失 ふなら 

ば、 令 ひ 全世界 を 得る とも 何の 益 あらん や。 其 故に 我等の 先づ 求むべき は、 祌の國 とその 義と 

である。 

ブラウ 一一 ングの 詩に 『ジ ョォコ セ リア』 と 云 ふが ある。 人生 愛がなければ 空虚と しか 思 はれな 

い。 ソ n モンの 智慧が あっても、 聖 化された る 靈魂を 有せ ざれば、 周 公の 才之 美と 同じく、 また 以 

て 見る に „3^>ら すで ある。 罪の 赦 さるる とい ふこと が缺 けて 居るならば、 愛 も 片輪で 宛 がら 服 睛を點 

じない 畫の 虎の 如きで ある。 ブラウ 一一 ング は斯の 如く 次第に 說き 進んで、 遂に 天 を 要し、 罪の 賠ひ 

を 要する HJ 甚だ 急なる を 述べた。 結局 此の 歌 は 如何に 多くの 財寶を 積み 蓄 へても 天に 無 一 物なら ば 

仕方がない、 靈 的の 設備 片時 も忽 にす ベから す、 神と 其の 天と を 己の ものと する が 最大 急務で ある 

と ハふ眞 理を味 深く 詠 じたので ある。 此 歌の 序 辭 とも 見るべき 一章 は 『缺 けたり、 そ は 何 か』 と 題 


して、 K く 世に 知られた 詩で あるが、 共 所に 云って あるが 如く、 『缺 けたり、 何が？ 木立 茂く、 萬 物 

成り立って ふ S の 卿 かに 滿ち たる 様よ、 {〈.一 晴れて、 乾坤 一 碧、^ 璃の やうで ある。 汚 點 何 所に あるか、 

世界 は 光り を 浴びて 居る。 然れ ども 依然として 空虚なる は、 そ も 何故で ある 5^。 懸 額の 仕組 は出來 

上った が、 其 所に 摘ぐべき 畫が まだ 出來て 居らぬ。 频 りに 其れ を 待って 居る 様子で ある。 ^凝 は 葉 

ぁヴ まや 

も淸ら かに 美く しき 花 を 多くつ けて 居っても、 之 を 以て 飾るべき 四阿の なくば 役に立たぬ。 あ \來 

る 者よ、 來 りて 此の 不十分 を 十分に せよ。 g ふ 空に 嘯いて 夏 景色 を 全うせよ。 …… 然 らば 今まで 死で 

おひな ち 

あった ものが 活き 出で て、 愛の 生 立 健やかになる であらう』 と。 

此 所に 來る 者と ある は、 馬 太傳第 十一 章 三 節に 『來 たるべき もの は汝 なる か』 と ヨハネが 耶穌に 

問 はせ た 其の 来る 者と 云 ふ 意味で、 猶太 人が 天の 一 方 を 望んで 待ち 焦れて 居った 救 主 を 指した ので、 

默示錄 第 四 章 八 節に 『昔 在し、 今 在し、 後い ます 主たる 全能の 神』 と ある 其 所の 『後 在す もの』 が 

『來 たらん とする もの』 即ち 『來る 者』 で、 基督の こと を 指した ものである。 人生 在來の ものば か 

りで は 無味い。 來 るべき ものが 切に 待た るる。 より 大 いなる もの、 より 全き ものが 來 なくて は靈魂 

の {iJi 虛を塡 補め る こ とが 出來難 い 。 

宗敎は 片時 も 無くて 行く もので ない。 己れ の 心に は 神 を 求む る 一 念 も、 すべて 靈 的の 耍求も 無い、 

また 起り さう にも 見えぬ と 云 ふ もの も あるが、 其れ は 皮相の見 解で、 靈 魂の 底 深く 潜り 入る と、 岩 

下に 淸 泉の 湧いて 居る 如く、 信仰心が 滿 ちて 居る。 自己の 靈魂 ほど 自己に 理會 されない もの はな 
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い。 自己の 靈 魂が 全く 見す 知らす の 外國人 同然、 碌々 挨拶 もせす に、 何時も 遣り過して 了 ふと ームふ 

は 不思議な 現象で ある。 心 耳を澄まして 聽 かば、 心の奥 深いと ころから 神 を 呼ぶ 聲が 常に 聽 えて 

る。 

『あ \H ホパ よ、 我れ 深き 淵より 汝を 呼べり』 (f  ii〇)。 此の 如り だ。 深き 淵と 云った のは靈 魂の こ 

とと 玴會 しても 差 支へ あるまい。 人 は 其の 心の底 流に 於て 宗敎 的で ある。 然 かし 心の 深き 淵と は 何 

を 指した ので あらう か。 憂へ か 喜び か、 安心で あるか、 煩悶で あるか。 或は 宗敎を 以て 病人 やな ど 

の 如く 煩悶に 堪 へぬ 人の 求む る ものの やうに 考 へる けれど、 必 すし も然 うで はない。 非常なる 成功 

をした 場合の 如く、 嬉し さ 身に 餘り恭 けなさに 淚溢 散る- -こ とも ある。 大國の 與亡を 双肩に 擔 ふた 

將 軍が、 一 戰 不思議なる 勝利 を 得た ると き、 已れ 以上の 大 能力 を 赞 見して 其の 平生 日來に 似合 はぬ 

天佑 を 絶叫す る ことの ある は、 我々 の 記憶に 鮮 かな 事 實 である。 シ モン • ぺテ a が 意外なる 漁獲に 

I 驚 を 喫して、 主よ 我 を 離れた まへ、 我れ 罪人な りと 叫ぶ に 至った の も 同じ ことで ある。 人 は 煩悶 

のとき ばかり 宗敎 的の もので はない。 深い 喜びの 爲 めに 眞 面目になる 場合に は、 必す天 を 仰いで 畏 

へりくだ 

敬の 念に 打 たれ、 謙遜り て 何もの か を 上に 獻ぜ ねばなら ぬと 感す るので ある。 

ぎ 

又 古へ より 多くの 實例 にも 見 ゆる 如く、 精神 上の 大奮 發を敢 てして、 慨然 義に 赴く とい ふ 如き 場 

合に は、 何時も 心の底 流に 潜める 宗敎、 泉の 如く 迸り 出で &、 此の 心 天 と 通じ、 正大の 氣神 人相 交 

感 する を 覺ぇ、 妙味 名狀し 難き 喜びに 滿 され、 死生の 間に 立ちて、 不思議なる 安心 を 懐く ことが 出 


來る。 

時として は 自然の 美に 感じて、 譬 へば 樂翁 公の 歌に も ある 如く、 つくぐ 月 を 仰く ほどに 此身が 

いつしか 月と 一 つに なった やうに 感じ、 月の 額 Ik に 漏れ 出づる 限りなき 思 ひに 同情 を 寄せて、 已に 

1 個の 禮拜 者と なって 了 ふ。 コ ルリ ッヂが アルプス 山の 高嶺なる モ ン ブラ ンの朝 景色 を 詠 じた やう 

に、 此の 靈的 消息が 美 はしく 盡 かれて 居る。 

然 かし 霜に 惱む 菊の 氣 高さが 彌ゃ增 さる 如く、 雪中の 梅の 芳薰懷 しき 如く、 人の 9^ 魂 も 愛 ひの た 

めに 眞 面目になる 時、 其の 深い 方面 を 露出し、 其の 本領 を發 揮せられ て 恰度 かの 風神の 彈 すると か 

云 ふ H オリ アン 琴の 如き 音樂を 奏づる ものである。 『あ.. 神よ、 鹿の 溪水を 慕 ひ 喘ぐ が 如く、 我が 

靈魂 もなん ぢを慕 ひ 喘ぐな り』 とい ふ は 此の 時で あらう。 人生の 嘆き を 解せ ざる 者に は、 宗敎の 入り 

難い こと も ある だら う。 余が 靈的師 傅の 一 人と して 年來 尊敬す る瑞 西の ヴヰネ ェの傳 (§© を 請む 

に、 彼が 千 百 二十 三年 七月、 重き 病に 棍り しとき、 其の 胸中に 最も 高尙 にして 淸ら かなる 思想の 

起った ことが 記されて ある。 彼 は 其の 友 某に 與 へし 書に 『余 は 君に 逢 ひたくて ならぬ。 M に パス 力 

ルの 云った 如く 頭腦の 背後に 深い 思 ひが 潜んで 居る。 是れは遠慮なく何人にでも^^1すことの出來る 

種類の もので ない。 近來 殊に 病 氣以來 余 は 益々 眞 面目に なった 云々』 と 云った。 又 他の 書 >M に in く 

『蓋し 苦痛 を 嘗める こと は 深く 生活す る ことで あるで あらう。 愛と 憂と は 深き 生活の 條件 である 』 

と。 露 面目なる 心より 出 づる淚 に は、 精神 界の 虹霓が 現 はれる。 
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では あるが、 是 よりも 更に 深き は 罪の 感覺 である。 精神が 道德 的に 活動して、 自己の 靈的 醜狀に 

呆れ 惑 ひ、 北 ハの胸 を 刺さる る 如く 感 するとき が、 人の 最も 宗敎 的に して 神に 近づく 機.^ である。 罪 

悪の 煩悶 を 含まぬ 所謂 求 安の 念 は 人 を耶穌 基督の 神に 導い て l£ かぬ。 有漏路 より 無 漏 路に迪 り 出て 

眞 如の 月を眺 むる 位が 其の 最も 好い 結果で、 とても パゥ。 などの 歡 喜した 如き 神と 和らぐ と 云 ふ 平 

和の 境に 達する こと は 出来ない。 罪の 底 深く 道念 を 潜めなければ、 天の 父の 慈愛 深き 御顔の 拜 まる 

る こと は出來 ぬ。 我々 が 自己の 罪 を 深く 感 する こと を必耍 とする は 無論で あるが ^し 世に は罪惡 

が滿 ちて 居る から 他人の 罪 惡をも 悲しむべき である。 社會 主義の 連中 見た やうに、 空腹と か 紫 一い と 

か 云 ふば かりの 苦痛 を 感じたり、 或は 精神病 的 情 態に な つ た 青年が 氣 休め の 方法 を講す る 如き こと 

ばかりで はいかぬ。 役人 ゃ擧 者の 頻りに 二宮 尊 德翁を 檐ぎ廻 はる 社會 は心舉 道話 的で、 未だ 生 を 知 

らす、 焉んぞ 死 を 知らん 位の 程度に まごつく 孔子 敎會の 設立 を 報れ 立つ る 世は餘 りに 現世 的で、 泣 

いても 悶えても 神に 接觸 する ことが 出来 難いと 思 はれる。 亞米利 加 人が 基督の 福音 を餘 所に して、 

ロハ だ 活版屋の 親方から 國 家の 元老とまで 昇った ベ ンジャ ミン • フランクリン ばかり を擔ぎ 上げ、 其 

の 自叙 傳を バイブルと 引換へ にしたら、 如何なる 結果になる だら うと 想像す るか。 其れ こそ 甚だし 

(現金 主義の 國民 となって 了ったら う。 夜業に 草 靴 を 造る さから、 大名の 元老に なった 二宮 金 次 良 

先生 を崇拜 して、 其の 傳記ゃ 書物が 今の やうに 流行す る こと は必 すし も惡 しき さで はない 力 此淺 

瀨で. H とても 大 もの は 魚蒦れ ない。 もっと 深いと ころに 船 を 漕ぎ出す 必耍が ある。 質素 勤儉 其の 


日/\-の：1^-活を露面目にすることを切に望む位の程度から精神敎育に心懸くる位のところに止まら 

す、 すっと 進んで へ ブライ 思想の 流 を 汲み、 基督の 熏陶を 被り、 あ \ 我れ 困苦め る 人なる かなと 罪 

に 嘆いた 使徒 パ ゥ C に 同情 を 寄す る 心が 無くて は 深い 生活に 達する こと は 難し. い。 英國の マウ リス 

は 『我 は 我が 國と、 我が 時代との 罪 を、 己が ものと して 吿白 せんと 欲す』 と 云った が、 是れ ほどの 

考 へが 起ったならば.， 宗敎 は必す 各自の 經驗 となる ことが 出來 る。 如何 か 此の 精神的の 深き 淵に 心 

を^め て、 祌の 驚くべき 恩寵の 光り を拜 したい ものである。 

『我が 靈魂は 衞士が 明旦を 待つ に まさり、 まことに 衞士が 明旦を 待つ に まさりて 主 を 待てり』 {me 

御 垣 守る 衞士の Sf 火殘り 少なに、 更闌 け、 夜風 身に 刺 滲み a りて 天地 寂寞た る 時、 频 りに 明日 を 待 

ぃゲ たな  もの 5 

つ こと 切なる 有様の 憐れ さよ。 病人が 寢 苦しく、 獨 り目覺 めて、 看護 者の 白 河 夜 舟 寢穢き 様 を 憂げ 

と き 

に兒 やりながら、 漏刻 を數 へつ. H 仅の 明くる を遲 しと 待ち 佗ぶ る 心の 憐れ さ 如何に、 然れ ども tw-w 魂 

の 底 深く 分け入りて、 其の 切なる、 高遠なる 思 ひに 沈める ものが、 世の中、 己が 事、 ^：な昔と異な 

る を 感じ、 彼の 來者を 待ち 焦る. 1 に 比すれば、 殆んど 云 ふに 足りない。 實に 我々 の 靈魂は 衞士の 明 

曰 一 を 待つ に まさって、 神の 光り を 望みつつ ある。 

人 動もすれば 輕々 しく 自己の 信仰 を吹聽 し、 宗敎は 不可解で あると 唱へ、 とても 神を拜 する に 至 

る こと は出來 ない とい ふ。 然 かし 是れは 容易に 云 ふべき ことで ない。 未だ 己のう ちに 深く 心 を 滞め 

す、 靈 魂の 底 を 叩いても 見す に、 漫 りに 其 やうな こと を 云 ふべき 義理で ない。 何事に ついても 能 は 
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すと 斷言 する 權利を 有つ ものが 少ない と 同じく、 自己の 不信仰 を 堂々 と 宣言す る 特權を 有する もの 

は、 蓋し 稀 有の 人 だら うと 思 はれる。 己れ のうちに 神にまで 達する 水深 を 抱きながら、 浪風 のさが 

しき 世に 淺く のみ 生活し、 名利の 塵埃に 埋めら るると は、 さで も 嘆か はしき ことで ある。 沖へ 出で 

網 を 下して 漁れとの 御聲 は、 ガリ ラャの 湖上なら ね ど、 各自の 胸中に さやかに 聞え つ、 ある。 


復活と 活ける 基督 

主耶穌 死して 難ら れ、 第三 日に 復活せ り a 然れ ども 其の 復活 はべ ター 一 ャのラ ザ。 の 共れ と は 限り 

なき 相逮 ある を晃 る。 ラザ n の 墓より 出で 來る や、 s:び自然界の人とな.=^ぬ。 基^ は 甦りて 超自然 

界に 入り 新なる 活動 期に 進まれたり。 ラザ。 の 友 は 彼と 日常 平凡の 生活 をと もに したる のみ。 然れ 

ども 復活せ る 基督の 情 態 は 其の 生前と 大いに 異 りたり。 彼 は 已れの 活動の 祌 的なる を 明かに 認 むる 

こと を 5：: せしめたり。 共の 生前に 於け る 人 ii の 制限 は 撤回せられ た.^。 共の 至る や 神 的な り。 共の 

する も 神 的な り。 弟子 等 は 復活せ る 基督 を 見て、 是れ 主な.^ と 云 ふこと を 得 たれ ども、 之と 同 時に 

もと 

其の 情 態に 前日と だ 異なれる もの ある を も 認識したり。 基督 は舊 のま- -に 復活した るに あらす。 

さま 

より 高く、 より 大 いなる、 より 深き、 新なる 様に 復活せられ しなり。 ラザ H の 復活と 5^ なれる とこ 

5 ン しょ 

ろ、 即ち 耶穌 死して 葬られ、 第三 日に 現世の 様に あらざる 神々 しき 狀 態に 入られた るを認 むる に 至 

と？ 6 

りしょ，=^、  nij- 子等の 精神 狀態頓 に ー變 し、 忽ち 新 天地に 移れる が 如き 心地して、 くべき： e 仰に 進 

み、 共の勇氣滿ち溢れて如何なる場合にも動くことなかるべき平和を、胸中に港ふることを得た.=^。 

彼等 は耶穌 の斯の 如き 意味に 於て 復活せ る 事資に 親しく 接觸 して、 其の 確信 を 得た るが 爲 めに、 が 

{^5 活と 活ける 督  ，  七 
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『天のう ち 地の 上の 凡ての 權を 我に 賜 はれり。 夫れ 我 は 世の 終 ひまで 汝 等と 偕に あるな り』 と 云 は 

れしを 少しも 訏 しく 感 する HJ なく、 無論 然か あるべき 害な りと 信じ、 天下に 普く 福音 を 欺へ、 萬國 

の 民に バプ テス マ を 施し、 之 を 父と 子と 聖靈の 名に 入て 弟子と し、 且つ 凡て 基督の 名に より 命ぜら 

, ^しこと を 守れと 彼等に 敎へ んと 欲する の 志 燃 ゆるが 如く、 意氣 天を衝 くの 敞を 示せり。 

バウ a 曰く 『今より 後 われら 肉體に 依りて 人 を識る まじ。 我等 肉體に 依りて 基督 を識 りし かど 

も、 今より 後 は 此の 如く 之 を識る まじ』 (gfff 書) と。 バウ 口が 肉體に 依りて 人 を識る まじと 云へ る 

は、 彼が 永久 世 の兒 地より 凡ての 人を觀 察し、 高尙 なる 鍵 的の 標準 を 以て、 人生 凡ての 方面に 虎す 

るの 逬を舉 び 得た る こと を 示せる ものな り。 如何にして 彼 は 此の 進境に 途 する こと を： = ォ たり や。 他 

なし 基督の 復活 を 信じ、 現界 以上の 光榮に 進みた る 主 耶穌を 認めし によりて 天地の 眞相を I：！；： 破し、 

新なる 態度 を 以て 萬 物に 處 する こと を 得 たれば なり。 王公の 富み、 賤民の 贫 しき、 智者 逮 者の 高遠 

5 もス 

なる 識見. 英雄 豪傑の 偉業 も、 パゥ a の眼中には餘：s^多くの重置を有せざるなり。 泣く も變 ふる も 

前日と は 異なりぬ。 喜ぶ も樂 しむ も 往時の 如くなら す。 基督の 復活に 於て 彼 は 新しき 世界 を發兑 し 

たるな り。 復活せ る 主と 相 親しき 彼に は 匹夫 も 尊く、 王公 も »r は 醜く 卑しげ に 感ぜら にたり。 デェ 

ル 曰く 『我等の 人 を 見る、 また バウ a の 見地に 立つ を耍 す。 見よ、 此の 人 H 大の富 を 有す。 然丄ど 

も 菜して 彼 は 基督と 共に 復活して 永久の 嗣 業に 與 るの 希望 確實 なり や。 然ら すん ば 彼 は 富めり と雖 

も、 極めて 貧な りと 言 はざる ベから す。 彼の 人 は 貧しく して I® ば 凍餓の 苦しみ あり。 然れ ども し 


て 彼 は^^に あり や。 然 らば 其の 富ゃ大 なりと 云 はざる 可ら す。 彼 は 神の、 水久 なる と 光 榮とを 承 

くべき 嗣子た るな り。 此の 人 は 王公の 位に 座す。 然れ ども 果して 彼 は祌の 王！： に 一席 をい：： めた る 

か。 然ら すん ば祌が 匹夫 下郎にまで 與 へんと 期せら る、 光榮は 朱 だ 其の 有に 歸 せざる なり。 金 ：过を 

戴きつ、 乞兒 にも 劣れり。 彼の 人 は奴隸 なり。 然れ ども して 彼 は 基督と 一な ひや。 然 らば 無窃の 

光 榮已に 共の 眉 に^く。 彼 は 天國の 有機 者のう ちに 伍す る こと を 5：： べし。 此の 人 は博舉 にして 識 

見 超凡、 天才の 名 # 長く 後の世 代に 輝く が 如し。 然れ ども 彼 は、 水 在ォを 知れ ひや。 然ら すば 未だ：；^ 

も大 いなる § ？識を 有する に 至らす。 彼 は 其の 々s に 知らざる 可らざる こと を 知らざる なり。 彼の 人 は 

i^::: 鈍に して 擧 ばす。 科擧の 初歩に も通ぜ す。 ^大 なる 詩人の 歌 も 共の 想像 を 刺激す るに 山な し。 然 

れ ども 彼 は S 土督を 識れり や。 然 らば 彼 は 實に祌 より 敎 へられ、 聖鍵に li 一ら されて、 竹 人に 投れ る智 

慧を與 へられた るな り。 此の 人 は名释 ある 家に 生れ、 性 正直 溫厚 にして 世に 常： んぜら る。 彼 は 風采 

好く、 品行 非, を受 くると ころな き 天晴れ 紳士に して、 世の 信任 も 重し。 然れ ども 彼 は 人類に 關係 

を 有する のみに あらす。 また 神の 子な り。 天！： の 民な り。 彼 は 51^ して 天父に 孝な り や。 祌に忠 なり 

や 。共の 91 的 生命 他 在な り や。 然ら ざれば 共の 道德は 地より 出で て 地に 鳩す るの み。 無^なる 正義の 

嗣子た らんこと H わ ひも 寄らす。 之に 反して、 彼の 人を兑 よ。 共の 動脉に は-惡 しき：. 1 親の 血液 流れた 

り。 彼 は 汚れた る 社 含に 人となり、 其の 惡習惯 に 染みて、 行 卑しく、 品性 少しも 兑 るに 足らす。 北ハ 

かた 

の兩 親の 敎養淺 薄に して、 自重の 念 甚だ 微弱な り。 惡に 勝つ こと は 其の：： 取 も 難ん すると ころなる ベ 
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し。 然れ ども 今や 彼 は 主 耶穌の 慈愛に 心 を 動かされ、 祌の國 と 其の 義 きとに 從事 する の^を 陵く に 

至れり。 彼 は 未だ 其の 道德 上の 宿 病 を 全滅す る こと 能 はす。 * の 所 |g 紳士^に ま H 通なる 行 ひ を修む 

るに も だ 難み 居るな ひ。 然れ ども 其の 霞 魂の 中心に 至りて は已に 神の 權 威に 對 して 誠賨に 忠義な 

り 彼 は 永久なる 德の 根本 を 其の 震 魂の 底 深く 梳 ゑら れ たり。 此の 欠點 多き 賤民 は北ハ 信仰に より 

て 彼の 風采 揚れ る禮譲 厚き 立派なる 紳士に 優れる h; 数等なる に 非す や』 と。 『我 肉體に 依りて 基 

督を 知りし かど 今より 後 は 此の 如く 之 を識る まじ』 と 云 ふ を 得た るより、 最早 肉體に 依りて 人 を S 

ら ざるの 域に 進める ものに あら ざれば 斯の 如き 判斷を 下す こと 能 はざる べし。 余楚は 此の 復活お に 

於て ノウ 口 の 如く 人 を 知り、 人生 を觀 察する HJ を舉 ばんと 欲す。 

(一 九 〇 九 年 四 パ) 
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『或る パリ サイの 人耶穌 と共に 食 せんこと を 願 ひければ、 耶穌 パリ サイの 人の 家に 入 リて众 に 就け リ。 

まち  あし なせ  はこ に ほひ あぶら 

邑の屮に惡行を爲る^！ぁリけるが、 耶穌が パリ サイの 人の 家に 坐せ る を知リ て， 蠟 石の 盒に香 资を携 ち 

5 るば かしら け 

來 れリ。 耶穌の 後に 立ち 足下に 哭き、 にて 其の 足 を： 滞し、 首の 髮を もて 之 を 15： ひ、 n- つ 其の：；，^ に 口 を 

接け、 又 香 # を 之に 抹れ リ。』 (^f^ll5§) 

かしら け  くち ゴぴ 

或る 罪 ある $1 が耶穌 のと ころに 來て 其の 足 を淚を 以て 濡 ほし、 首の 髮を 以て 之 を 拭 ひ、 之に 接吻 

し、 又！^ 油を抹 つたと ある。 此の ことの 起った の は、 或る パリ サイの 人の {\^ であった。 パリ サイ は 

はちす 

耶穌を 嫌 ふ 中で あつたが、 其のう ちに も 泥中の 蓮の 如く、 此の 人 は耶穌 の德に 感じ 淺 しと 雖 

め ひみ  かしぬし 

も 其の 恩寵 を 幾分 か經驗 して 居た。 路加 傳七章 四十 二 節を兑 ると 耶穌 彼に 向 ひ， ffi 主が 二人の 負 ffi 

を ゆ 免した I 一？ i を 語られた。 其の 文意 を考 ふれば 此の パリ サイ も耶穌 から 神 上の 負债を 免され て 居 

る ことが 解る。 叉 四十 七 節に 『此の 婦の 多くの 罪 は 免され たり、 之に 因りて 其の 愛 もまた 多き な 

り。 汝 さる- r こと 少なき もの は 其の 愛 もまた 少し』 と ある。 パリ サイの 罪 は 大きい が、 自ら 之 を 知 

ら なかった。 故に 之を赦 された こと を 難 有く 思 ふこと も 少なかった ので ある。 然 かし 彼 は耶穌 力ら 

恩寵 を 受け、 何 か 感じて 得る ところがあった。 耶穌を 難 有く 思 ふところ 有り たれば こそ、 此の 宴 會 
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を il いたので あらう が、 其の 耶穌 を欽 待す に 叮嚀 を 欠き、 禮 を盡さ ぬと ころがあった。 共の 恩寵 を 

感 する こと 淺く、 難 有 味 を 知る こと も 蒲かった ので ある。 

耶穌の 恩寵 を 受けた 經驗 があった けれど、^ だ淺 蒲であった。 今日 耶穌の 恩寵 を^く るに 就ても、 

矢張り 此の パリ サイの 如き ものが ある。 救 はれた と 云 ひ、 恩寵 を 受けた と 云 ひ、 幸福 だと 一. ムふ も、 

何の 邊の 經驗 であるの であらう。 

先頃 此の世 を 去った ある 姉妹が 始めて 敎を聽 いた 當座 『^は 神經 過敏で、 夜 眠む る こと も 出來難 

くかった ほどで あつたが、 敎を聽 いてから お 陰 さまで， W 眠す る ことが 出來る やうに なりました』 と 

禮を いった ことがある。 敎を聽 きに 來て 眠れる やうに なった から 難 有い とい ふ 風な ことで は、 つい 

に 何うな る 事 かと 心配して 居た。 然 かし 共の 人 はすん く 進歩す る！ X であった から、 後に は 多分 前 

に 云った こと を耻 かしく 思った であらう と考 へる。 基督教が 眠り 藥 となる 位で は W る。 共の やうな 

情 態から 次第に 進んで 靈 魂の 救 はれた こと を 最も 有り難く 感じ、 家 も 救 はれる やうに なった。 後に 

は 共の 恩寵 を 深く 味 ひ、 最初の 有様と は 雲泥の 相 遠に なった ので ある。 パリ サイ は 耶穌を 招いて 御 

馳走した 位の 程度に 於いて、 耶穌の 恩寵 を 感じ、 まだ 深い 所に 達する さが 出來 なかった ので ある。 

5 しろ 

馬 太 傳第九 葷 二十 節 以下 を 見る と、 耶穌 が途を 行かれる 時、 十二 年 血 漏を忠 へる： g が 後から 尾い 

て來て 耶穌の 衣の 裾に だに 們 らば 癒える だら うと 意 ひ、 其の 衣の， 祸に捫 つたと ある。 此は パリ サイ 

に 比すれば 經驗が 深い。 耶穌の 恩寵 を 味 ふこと が 進んで 居る。 され ど 此の 人の 救 はれた こと を考へ 


て 見る と 迷信 的な、 偶像 信者 的な ところが 見える。 不動 や、 穴守稻 荷な どの 御 利 S を 祈ったり、 貧 

頭盧を 撫でたり、 慕の 水 を 塗って 石 皰がサ めち ると 思った.^ する やうに、 恩寵 を 物 1^ 的に 受け、 之に 

觸 つて 小门か らんと する 風が ある。 耶穌を 信じても 迷信が すっかり 除れ す、 古い 癖が 起って 日柄 や 方 

を 心配し、 御幣 を擔 ぎ、 ^しき は資ト 者に 見ても らふ もの も ある。 此は惡 いこと である。 また 

其の 利 〔化 を 受けて 知らぬ _關 をしょう とい ふす るいと ころも ある やう だ。 ほ の 救 はる \ こと を 願 ふ 

心 も 或 ひ はあった かも 知れぬ が、 此の 記事に は 尊ら 肉 體の救 ひ を 求めた ことが いて ある。 彼女 

は 十二 年 も 久しい 病 ひに 金錢を 費ひ盡 し、 世間の 交際 も 好く 出來ぬ 身と なり、 隨分 可哀相な 境遇で 

ある。 然 かし 何う も 其の 必要 を 感じた 所が 低くて 根本的でなかった。 或 ひ は基脊 敎を聽 くに も {哝 族 

が 良くなる やうに とい ふ 低い 淺ぃ 動機で 遣って 來る。 それ 切りで は 困る。 次第に 深くなる から 良い 

ゐ すく  ゐ すく 

けれど 中には 其 所に 居 縮み になる^^？もぁる。 此の 婦人 は 共 所に 居 縮みに なれば 困る やうな 有様で 來 

ふさ 

た。 共の 上お の 裾に 捫 つた。 上衣と 云 ふ は廣ぃ 肩掛の やうな もので 共れ に總が 着いて 居る。 彼女 は 

其の 總に觸 つたので ある。 直ちに.；^ に 觸るも 憚 ありと 遠慮しながら、 上に 羽織られた.；^ の 總に觸 つ 

た。 S に 問 接で ある。 遠くから 恍々 觸 つたので ある。 今日 耶穌を 信す るに も斯の 如き ものが ある。 

彼女の 病に 就て は 色々 の說も あるが、 不淨を 憚って 人交り を 遠慮す る點 もあった らう。 又 長忠ひ 

しりごみ 

をして 居た ので 氣カも 無くなり、 躊路 して 人の 前に 出る ことが 出 來ぬ邊 があった かも 知れぬ。 叉婦 

人は內 輪の もの だから 妙な 遠慮 をした かも 解らぬ。 鬼に 角 何らから はても 活 被な、 盛んな、 ゆる 

恩 龍の 經驗の 佳境  四 五三 


恩寵の 經驗の 佳境  EI 五 四 

ひる 

やうな 氣 でなかった。 私 かに 衣の 裾に 觸 つた。 耶穌に 直接に 觸り、 其の 額 を 兑、 言語 を 交へ、 游ぉ 

懷に 入る とい ふ 諺の 如く、 弱い 靈魂を 以て 耶穌 の懷に 飛び 入.^ ねばならぬ。 遠くから 耶穌の 道 を 慕 

ひ、 其の 衣の 裾に 捫り、 靴 を 隔て- - 痒を擾 くやうな もので は 行かぬ。 然 かし 世の中に 隨分 此の やう 

な 風で 耶穌を 信す る もの も 少なくない。 

曾て 仲の 好い 夫婦が あった。 或る 朝 良人が 何處へ 行く とも 云 はないで 外出した。 妻 は內に 居て 何 

かして 居た。 相思の 情の 深い 間抦 であった。 然るに 俄かに 鼻の 下 を 何ものに か 打ち付けて 切れた や 

はんけ ち 

うに 非常に 痛み 出した。 血が 出て 居る やうに 思へ るから 手 巾で 拭って 見た けれど、 其の 模様 は 見え 

ぬ。 問 もな く 良人が 歸 つて 来た。 見る と 其の 鼻の 下に 疵が 着いて 居る。 彼 は 近所の 湖水に 短艇 を 浮 

はゴ 

ベて 居る うち、 ふとした 機み に舷に 鼻の 下 を 打ち 當て たので ある。 そして 其の 疵の 場所と、 北 ハの打 

はんけ ち 

ち當 てた 時と は、 丁度 其の 妻が 痛み を覺 えて 手 巾を當 てた 時と 所と であった。 近來 西洋に は 斯のゃ 

うな 事 I 莨 を 調べて、 多くの 材料 を 集めた 書物が 續.々 出版 せられる。 實に 同情 は 驚くべき もので あ 

る。 叉 蘇 格 蘭の トマ ス* オル スキンと 云 ふ 人が 瑞 西に 旅行して、 某の 旅館に 宿った。 或る日 其の 談話 

室で 同宿の もの 數 名が 話し合って 居た。 圖らす も 話 は 同宿の 一 人 其 所に 居 合 はさぬ 某の ことに 及ん 

だ。 何う も 何 か 深い 心配が あるら しいと 一 人が 云へば、 其の 人 を 熟く 知って 居る 他の ； 人は詳 かに 

其の 人の 事情 を 物語り 何れも 頻りに 同情 を 表して 居た。 噂 さ を すれば 影と やらで、 忽ち 其の 人が 歸 

つて 來た。 オル スキン は 切なる 同情 を 催 ほして 其の 人 を 見上げる と、 這 入って 來た客 また 之 を 見て 


いきなり 彼の 許に 來り、 抱き付いて 泣いた とい ふ さが、 彼の 傅に 書いて ある。 兑す 知らす の 他人で 

あるが、 共の 同 が 相 通じて 此に 至った。 寳に 世界に は 不思議な ことが 多く ある。 断の 如き こと を 

色々 m わ ひ 合 はすと 耶穌 のこと も 好く 解る。 JI は 背後から 遣って 來て御 利 〔：^ を 盗んで 歸 らうと した。 

此んな こと は だ 多い。 救 はう と E わ ふ 意識の ない うちに 人 を 救 ふこと も あり、 感化 を 及ぼす ことが 

ある。 然 かし 耶穌は 其れ 位で は 心が 濟 まぬ。 回顧って 其の 様子 を 兌、 すぐ 此の だと 解った。 そこ 

で 我に 觸り しもの は 誰 ぞと問 はれた。 Jl は 恐る く 名乘り 出た。 此に 於て 人格 的の Id: ぃ關 係が： じ 

た。 此の 時に 耶穌 が默 つて 去られたならば、 何時 また 逢 はれた か 解らぬ。 之 を 執へ て、 其の 恩寵 深 

い 感化の 下に 寄り 近づく ことの 出來る やうに せられた。 實に 愉快な ことで ある。 

次に 前に 述べた パリ サイの 家の 宴 會で、 耶穌に 香油 を 注いだ 婦 のこと を考 へたい。 彼女 は 札附き 

の婦 で、 廣く 醜名の 知れた 惡ぃ 商寶の 人であった。 斯る婦 が 如何にして 耶穌 に近附 いたか。 直接に 

彼の 許に 來 たので あらう か。 或は 何 所 かで 說敎 を聽 いたので あらう か。 叉 何時か 耶穌の 簡を兒 て 非 

$5 に 感激した ので あらう か。 其の こと を 骨折って 描いた 畫家も ある。 聖甞に は 何にも 1=!: いてない。 

然 かし 右に 左く 此の 婦は罪 ある もので あつたが、 耶稣の 御 一 陰で 救 はれた。 前に 述べた 人た ちょり 一 

段 進んで 居る。 パリ サイ は 立派な 紳士であった。 血 漏の 婦も不 身 持の もので はない。 然 かし 此の 罪 

ある 婦は 彼等よりも 一 暦 深いと ころに 於て 耶穌の 恩寵 を 感受して、 新しい 生涯に 入った。 一日 パリ 

サ ィの 家に 耶穌 が來て 居らる- f とき 此の 身分の 导 しい 婦も 遣って 參 つた。 此は 泥棒が t: 察？. に 行 
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き、 n の 悪い 人が 旭に 向って 目 を 開ける やうな もので、 餘 ほどの 裔發 がなければ 出来ぬ ことで あ 

る。 彼女 は 耶穌の 足に 贵ぃ 香油 を 塗る 積り であった が、 其れ どころ でな く、 淚を 注ぎ 髮の 毛で 之 を 

拭った。 此に 『拭 ひ』 と ある は 『拭 ひ綺 ける』 の 意で ある。 豫定の 仕事 を考 込んで、 見積り をした 

り、 乎顺を 定めた.^ して 造って 來た。 然 かし 此 所へ 來 ると 感激の 餘り 臨時に 餘 計な 仕 察が 加 はつ 

た。 世の中に は 見積り をして か.^ る 仕事と 臨時に 感じて 遣る 仕事との 二色 ある。 活版 刷りの 目錄に 

照らして 確かと 像定 された 通 ひ 遣る のみなら す、 俳句 や 詩の 即吟の やうな 仕事 を 遣る さも 大切で あ 

る。 ：S は 常 意 即妙、 {是 に 思 ひ 切った、 美しい、 目の 醒る やうな さ を 遣って 除け た。 只 だ これ"： *i の 

こと をせ ねばなら ぬと 像め おめた さばか ゆでな く 感激の あまり 其の 席で 思 ひ 付いた 仕事 を I 一つまで 

もした。 1  貧に 彼女の 『多くの 罪 は 免され た。 之に よりて 其の 愛 も 亦 多い』 ので ある。 斯 くの 如き 實 

驗 あるが 故に、 其の 喜び も 大きく、 隨 つて m ぬひ 設けぬ まで も出來 たので ある。 パリ サイ は 耶穌の 

恩寵の 幾分 かに 觸れ、 之 を 招いて 御馳走 をした。 皿 漏の 婦は 始めは 迷信 的なる さも ありし が 後に は 

信仰 進みて、 家の 前に 耶穌が 己れ を 救 ふ 所 を 表した 像 を 建た とい ふ 俾說が ある。 彼女が 段々 と耶穌 

の 恩 {船 の 深い 所に 進み、 其の 前後の 生活 狀 態の 大いに 變 つた さは 我等の 擧 ぶべき 所で ある。 罪 ある 

婦は 彼等よりも 深い 意味に 於て 耶穌に 觸れ、 其の 爲 めに 當意 即妙の 事業 を 遣った ので ある。 

彼女 は 如何なる 考 へで 耶穌 に斯る こと をした ので あらう か。 耶穌は 或ると き此は 我が 葬りの 爲め 

であると 云 はれた。 其の 意味 は 即ち の 弟子た ちを捉 へて、 汝等は 我が身の 上 を 深く も考 へない。 


献身 權牲の 意味が 解らないで 只だ錢 勘定な ど 許して 居る。 此の は然ら す、 假令明 .H に は 解ら すと 

も、 我が 生！^ に 一 大變 動の 起る^ を 悟り、 我 は 他人の 苦痛 を (廿 め、 叉 献身 镇牲 を爲 しつ- - あると 云 

ふ 點に心 付く と 云 ふ 深いと ころに 進みつ \ ある。 故に 深く 感激す ると ころ ありて 我が 葬式の 準備 を 

なした ので あると いはれ た。 Ef- の 弟子の 感付かぬ ことに、 女の^^^子は早くも感付ぃた。 共の 现. 5 は 

耶穌が 人 を 救 ふ は 決して 容易な ことで ない。 一 つの 奇跡 を 行 はれる にしても、 I 人の. お 者 を 癒さる 

るに しても、 ^いて 祈り、 自ら 深い 苦痛 を 感ぜられた。 共れ のみなら す 他人 を 救 ふこと は 自身 を 害 

ふこと になり、 非 CV:: な 迷惑 を 蒙る のであった。 安息日に 病人 を 癒した 爲 めに 彼 は 4^ 息 日 を 破る もの 

とせられ、 また 汚れた 婦と 交際す るが 爲 めに 少なからぬ 疑惑 を 蒙られた。 一 つと して 献身 犠牲なら 

ざる はない。 婦は 自身の 經驗 からして 耶穌が 人 を 救 はれる に は 非常な 苦 if を 負 はれ、 大 いなる 條牲 

を 桃 はれねば ならぬ こと を 知った。 共 所で 彼女 は耶 穌に對 して 幾分 にても 御 恩 報じ をせ ねばならぬ 

と考 へて 居る ときに、 ふと 思 ひ 付いて 葬りの 爲 めに 準備す る やうに なった ので ある。 

今 rn の 演說の 題 は 恩寵の 經驗の 佳境と 云 ふので あるが、 以上 三人の 實 例に 微 して 考 ふると 共の 意 

味が 解る。 淺 いところ から、 次 に 進んで 遂に 耶穌が 自ら 様々 の 苦痛 を 負 はれ、 人 を 救 はれる こと 

を责驗 した。 チン ト レット は 骨 を 折って 海の 雄大なる 景色 を 描いて 見た。 何程 カを罩 めて 戴いて 

も、 海 は 益す 大きくな つて 到底 己が 綾畫の 及ばぬ こと を 感じた とい ふ。 耶穌の 恩寵 も斯の 如く 味へ 

ば 味 ふ ほど (；^ 々大きくなる。  (一 九 0 九 年 
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信仰生活の 老熟と 少壯  ， 

一 

.  一 

を さな ご  んみ  ち > 

『小 子よ 我 此の 書 を 爾らに 書きお くる は爾ら 主の 名に 緣 りて 赦 された るに 因る。 父老よ 我此 の 書 を爾ら 

はじめ  . 

に 書き 贈る は爾ら 元始よりの もの を識れ るに 緣 る。 壯 きものよ 我 此の 書 を 爾らに 書き 贈る は 爾ら惡 きも； 

わかき こ  一 

のに 勝てる に緣 る。 孺 子よ 我 此の 書 を 爾らに 書き 贈りし は 爾ら父 を識れ るに 緣る。 父老よ 我 此の 書を齊 一 

はじめ 

き 贈りし は爾ら 元始よりの もの を識れ るに 線り てな リ。 壯 きものよ 我 爾らに 此の 書 を 書き 贈りし は爾ら 

健く 且つ 神の 言 爾らの 心に 住り て惡 しきものに 勝ちた るに 緣て なり Jsff^ijs)  一 

約 翰の 書翰 は 基 # を 信す る もの- - 生活の 標準、 處 世の 方針と 爲 すべき 倫理の 敎科 書な り。 老 使徒 

彼らの 歡真 を充 しめんと 欲する の念禁 する こと 能 はす、 今將に SI 督 者が 斷 じて 世 を 迎合して 之に 愛 

一 

着すべからざる を 說き勸 めんと する にあたり、 先づ 彼らの 本領 を 明かに し、 其の 眞而 目を發 抓した 

るな り。 所謂る 身分 は 責任 を 生， f と ある 如く、 基督 を 信す る もの 深く 己れ の 地位 を 顧みな ば、 其の- 

志に 男み、 其の 行に 勵 みて、 意氣 壯烈、 慕 地に 靈 的の 高所に 達する こと を 得べき なり。 

わかき こ 

十二 節の 小 子 及び 十三 節 末の 句の 孺 子 は 共に 基督 者を總 ベて 然か 名け しもの なり。 ゥ H スト コッ 

ト之を iEi: 別して、 前者 は 基督 者が 天父と 性 相 近く、 精神 一致して 意向 同き もの ある を 意味し、 後者 

は 基督 を 信す る 者が 力足ら す、 神の 佑助 を 要する こと 甚だ 切なる を 示す と解釋 したり。 之と 同時に 一 


だ 幼弱な る を 意識す るが： に， 祌の きと 其 の 救援と に 身 を 寄す る の 外な きを 片時 も 忘 る さ 能 

はす。 九十 歲の 老翁 ヨハネ 宛ら 兒 孫に 論す 如く、 熱誠なる基督^^に吿げて门く、 小 子よ 雨ら 主の 名 

に. E りて 罪を赦 されたり。 又 n: く 雨ら 父 を識れ りと。 夫れ 罪 を知覺 し、 其の 恐るべき 意味 を 理會し 

て、 切に 之 を 嘆き、 主の 名に 於て 其の 罪を赦 された る を 確信し、 アバ 父よ と 呼 はるの 歡真內 に滿溢 

る \ は t^I^ 者の 特忖 なり。 此の 經驗 なきもの は、 基 # 者 として 不具な りと 謂 はざる 可ら す。 如何に 

して 罪は赦 さる \ を へき か。 IT く 主の 名に. E りて なり。 主の 名と は、 其の 人類に 顯 示せられ たる 

^格と 事 紫と を湊 合した る 者な り。 之 を 耶穌の 一 に微 し、 基督に 接觸 せる 自己の 經驗に 照して、 

救^者の 人格、 其 事業、 殊に 其の 十字架に 感激し、 志 を 立て 辩然身 を 起して、 之に 歸 服し、 己の 全 

部 を 寄せて、 總 ての 運命 を 之に 任せ、 而 うして 邢穌 身中の 人と なる、 即ち 之 を 主の 名 を 信す ると は 

云 ふなり。  ， 

斯 くの 如く 主の 名に 緣 りて 其の 罪を赦 された るに 感泣す る 基督 者 は、 世の 知り 得ざる 意味と 其の 

ずに も 及び難き 程度に 於て 父 を識る を 得るな り。 目 未だ 見す、 耳 未だ 聞かす、 gE 舉の 未だ 少しも 

通達し 得ざる 神の こと は 主 耶穌と 其の 救 ひとに. H りて 顕彰せられ たり。 未だ 父 を 見し ものな し。 吾 

らの 父なる 祌は、 自然界 及び 人類の 歷史は 云 ふ も 更なり、 其の 良心に 於て すら、 其の 相 を 明かに 

示さす。 天の 父の 聖容は 唯 だ 耶穌と 其 の 十字架と に 輝け る を 見るな り。 

罪を赦 さる &は 基督 者 生活の 終局に あらす。 赦 されて 神に 歸り、 親しく 之に 事へ て、 其の 限りな 

f  信仰 生 治の 老熟と 少壯  ， —  I,  R 五 九  . 
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き 愛 を 味 ふこと を學 び、 カを盡 して 神人 の ..£3 を 身に 實 現せん と誡實 に心懸 くる こそ ts- 好 者の 本 

領 なれ。 父た るの 祌と 主の 名に 於て 親む こと を 得、 神の 思 ふえ ころ を 解し、 其の 感す ると ころに 同 

情す るに 至りて、 趣味 愈 深く、 靈的經 驗の妙 日々 新たなる を覺 ゆる は、 基督 者の 特權 なり。 故に 爾 

ら父 を識れ りと 記せ るな り。 

生の 名に 於て 其の 罪を赦 され、 之に 緣 りて 神の 父た る を 味 ひ識る は、 凡そ 基督 者の 具有すべき 通 

性なる が、 共のう ちに も自 から 先進 後逸の IH^ 別 あるな り。 十三 節 及び 十四 節 の 父 は、 敎會の 先進に 

て、 ：：：；^ 仰の 經驗 老熟の 境に 達した る もの を 指す。 而 うして 信仰に 入りて より 曰 を經る こと 淺く、 前 

？ ほ遙 かにして、 新進の 鋭氣 勃々 たる もの を壯 者と 名け たり。 蓋し基#敎の新進^^に尙ぶところ 

の もの は 剛健なる 力に 非， f や。 任 重く して 道 遠し。 豈に勇 を 鈹しカ を 奮って 戰 はざる ベ けんや。 靈 

界 新進 者の 多く は自 から 年齢に 於ても 後輩た るべき 道理な り。 靑年血 氣の士 敵 多く、 誘惑 繁く、 危 

險：^ 々並び 到る。 就中 舉を 好み、 思想 を 修めて、 東西の 智慧 を渉獵 する もの は、 時として 輙く 其の 信 

念 を i! 亂 され、 懷 疑の 雲に 鎖れ て 五里霧中に 彷徨 ふの 感覺に 煩悶す る こと も あるな らん。 バウ 口 言 

はす や、 知識 は 人を驕 らしむ と。 世の 小 擧に酖 り 漫然 靈界 の. g 道 を 踏み外して、 有らぬ 方に 迷 ひ 入 

る、 また 危 からす や。 肉 慾の 誘 ひ は 敵 味方の 識別 比較的に 容易な り。 然れ ども 理性の 罪惡は 研究の 

誠實、 眞 理に對 する の 忠義、 男 兒の氣 象、 俗流に 超脫 する 其の 品格なん どと 似通 ひて、 屡 紫の ために 

朱 を _s はれ、 其の 結果 B むはざる 問に 神と 基督と に 遠 かり 往く。 少壯 新進の 基督 者戰ひ 容易なら す、 


Hii^ 戰收れ を 取る もの 多し。 彼ら は氣 力に 富む。 然れ ども 自ら 恃 むと きは危 し。 ！^！！：人のカは弱きに於 

て 全うせら る& なり。 故に 祌の 1 百 吾人のう ちに 往ら ざるべ からす。 

新逃基^^<;の戰ひ斯の如くに事急なり。 然るに 曰く、 雨ら惡 きものに 勝てり と。 此れ 如何なる こ 

とぞ。 誘惑の 風 如何に 吹き荒む とも、 敵の 攻联 如何に 猛烈 を 極む とも、 自{ 永の 勢力 顿少 きこと あり 

とも、 叉精祌 上の 失敗 少 から ざり し經驗 に！ S 々魔る X とも、 若し 自らに 失 &r.l して^: t に 身 を 寄せ、 

我に 非す、 基^ 我に 在りて 生く るな りて ふ 信仰 を 抱きて だに あらば、 已に惡 の 勢力 を 足下に 蹈へ、 

勝ちに 誇る の意氣 m 然として、 四 $3 を拂 ふの 趣き ある は 共 上# 者 特徴の 一 つなり。 吾人 は， を ft ひな 

がら 井 A 督の 名に 於て 之を赦 されたり。 未だ 義人た るに 至らす して 已に義 とせられたり。 祌の 子た る 

の 意識 旣に 基螫に 依りて かなり。 敵の勢 甚だ 猖獗 なり。 互^の 戰 ひすら 維持し 難く、 敗 ii^ を餘儀 

なく せられし 場合 も少， からざる なり。 然れ ども、 王 耶穌旣 に 世に 勝てり。 吾人 も旣に s-^ に 於て 悪し 

き； 1<? に 勝ちた るな り。 自ら は簿 弱な りと も、 打 敗け たるに もせよ、 勝 食 勝々、 否な 疾 くに 戰ひ 勝ち 

たるに 異ならす、 恶督 者より 見れば、 精神 界の戰 鬪ひは 追雞戰 なり。 勝に 乘 じて 北ぐ る を 追 ふが 

如し。 

凡て 戰ひは 氣を尙 ぶ。 ョ ハネの 所謂 爾ら惡 きものに 勝てり て ふ 意識 破竹の 勢 をな して JfS き 出づる 

とき は 惡魔も 外道 も 皆 退散すべく、 道 德ヒの 勝利 疑 ひなかるべし。 魔鬼を！^:^遇するに敗^<;を以てせ 

ば、 彼 は 鼠の 如く 逃れ 去るべし。 彼に 敬 禮を行 ふこと を 休めよ。 蜘蛛の 子 を ^ら すが 如くな らんの 
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み。 活ける 基督の 治世と はなり ぬ。 惡鬼 はも はや 世界の 王に あらざる なり。 精 祌界の 勝利 柳して 待 

つ ベ し。 此意氣 あ らば 以 て 靈 魂の 敵 を 粉碎す る こと を 得 ベ き， り。 

經驗斯 の 如 し。 基 督敎 の 先進 者 たる 所謂る 其の 父老と 稱 せらる X 輩 は 何 を 以て 自己の 特徵 

はじめ 

となす や。 曰く 彼等 は 元始よりの もの を識れ り。 元始よりの ものと は、 著者が 第一章 第一 節に 於 

ねん 5J ろ  さは  は じめ 

て、 それ 我らが 聞き 、- 又 目に 見、 懇切に 觀、 我手們 りしと ころの もの、 即ち 元始より ありし 生命の 

道と いひし もの 是れ なり。 吾人の 基督 敎に 入る や、 始めは 基督の 美しき 品性と 其の 妙味 極り なき 言 

とに 感服し、 祌を 信じて 其の 限りなき 祝福のう ちに 身 を 浸せる 如く 覺 ゆるの 歡喜 名狀 すべ からざる 

もの ありき。 やがて 罪の 赦し を經驗 し、 父 を識る こと 愈 熟し、 耶穌の 救の カ益靈 魂の 上に 加 はるに 

及びて、 基督 を 誰と かなす とい へる 問題 を 解決す るの 必要 を 生じ、 恩寵 を經驗 する 問に 思想 も 漸く 

深くな りて、 約 翰傳第 I 章の 如き 見地に 達し、 ピリ ピ書 第一 一章に 於て 宣て 曰く 『日常 基督の 意 を 以て 

からだ  ： 

心と すべし。 彼 は 祌の體 にて 居りし かど も、 自ら 其 神と 等しく 在る ところの こと を 棄て雞 きこと、 

かたち  か ft,- ち 

思 はす。 反て 已を虛 うし、 僕の 貌を とりて 人の 如く なれり。 旣に 人の 如き 形狀 にて 現 はれ、 己を卑 

くし、 死に 至る まで 順 ひ、 十字架の 死 を さへ 受 くるに 至れ.^。 是 故に 神は甚 しく 彼 を 崇めて 諸々 の 

まさ 

名に 超る 名 を 之に 賜へ り。 此は 天に 在る もの、 地に 在る もの、 及び 地の 下に ある もの をして 悉く 耶 

穌の 名に 由って 膝 を 屈しめ、 且つ もろく の 古 をして 悉く 耶穌 基督 は 主な りと 稱揚 して 父なる 神に 

榮を歸 せしめん 爲 なり』 (114) と。 大 いなる 哉 基督 觀。 斯くて 基督の 人格に 關 する 見解 奥妙の 境 


こ 仰ぎて 祌の獨 り 子の 光榮を 見る こと 愈々 ii やかな り。 ュ 一一 テリアン 者 流の 兆」 督觀は 門 i 

の解釋 にして、 基督 敎の 經驗に 富みた る 先進 者の 心と 一 致せす。 決して 『元始よりの もの を 識れる 

ひ、 老』 う 言 にあらざる なり。 ョ ハネが 父老の 信仰 を 叙す る や、 十三 節と 十四 is と 全く zi: 1 にして 

些の麼 11 ある を 見す。 一句 も 減せ ざるな り。 是れ盖 し 元始よりの もの を 識るは s」 ^敎 意識の 絶頂 

て 達し. る ものに て、 其れより 以上に 展開す るの 餘地 を存 せざる によるな らん。 吾人 をして 基^ 者 

信仰の 經驗を 糖み、 展ー曆 進歩して 此の 老熟の 境に 達し、 其の 限りなき 露理の 光明、 勢力、 及び 安 

慰に 止まる さ を 得しめ よ。 

(1 九 〇 九 年 四 n:) 
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我 救 はれん 爲 めに 何を爲 すべき か. 

つ ズ％^ 

『彼ら を 外に 携 出して 曰け る は、 君よ 我れ 救 はれん 爲に 何を爲 すべき 乎。 彼ら 曰け る は、 耶穌 基督 を 信ぜ 

よ、 然 らば 爾及爾 の 家族 も 救 はるべし。 遂に彼及其の家の凡てのものに主の道を！？^？れり。 此の 夜卽 時に 彼 

うち き ヴ 

ニ人を誘ひ、其の杖傷を濯ひて^^に其の家族と惜にバプテス マ を 受け、 且 彼ら を 己が 家に 引 來り众 物 を 其の 

前に 俯へ、 凡ての 家族と 惜に祌 を 信じて 喜べり』 (fi§5n 一一 I) 

ふなで 

バウ 口 は 近 を 傅へ ト C1 ァスを 航海して、 始めて 歐洲に 人り、 ピリ ピと云 ふところ に^いた。 此處 

はマケ ドー ーャ の名邑 で、 1 の 殖民 地で あ る 。 文物 制度 風俗 等^ ど 小 羅. it の觀 があった。 その 怖道大 

いに 效を 奏して、 ルデャ と名づ くる： t 人が、 先づ 祌の惠 みに 北 ハの心 を 開かれて、 遂に 信仰に 人った の 

て t* じめ 

を 着 乎と して、 S 土^ 敎が 大いに 振 ふやう になった。 すると 思 ひがけない 迫害が 起って、 バウ P とシ 

ラスの】 一人 は 官吏の 爲に衣 を 剝れ、 杖 たれて 獄に投 ぜられ た。 典獄 は 上官の 命に依りて 之 を 奥の に 

あしかせ 

人れ、 拉を かけて 嚴 重に 拘禁した。 夜半 ハウ 口と シ ラス は 祈禱を 捧げ、 且つ 祌を 讚美した。 夜靜 

かに、 氣も落 付き、 精神の 澄み わたった 時に、 祌を讃 め、 其の み を 感謝す る 杯 は、 分 難 かしい 

よわき はプ かしめ とぼしき せ め なやみ 

ことで ある。 併し パゥロ は 曾て 『之に 因り 我れ 基督の 爲に、 懦 弱と 凌辱と 空 乏と迫 寄と 忠 難に 適 ふ 

を樂 みとせ り、 蓋 は 我れ 弱き 時强 ければ なり』 (^11^^§) と 男し く 言った 通り、 信仰の 力に 依り 


て 四 园の壓 迫に 能く 耐 ふること が 出 來^。 例へば 空氣が 人體の 中に 充滿 して、 活力が 充 ちて 居る 

と、 大氣 の壓迫 も 何の 苦になら ぬと 同じで ある。 囚徒ら はパ ゥ&、 シ ラスの 歌に 耳を倾 けて、 頗る 

感動した であらう。 奇妙なる 禮拜 堂、 奇妙なる 聽衆、 又 奇妙なる 傳道 ぶりで ある。 

俄かに 地が 大いに 濃って、 の 基礎が 搖ぎ 出し、 戶締り は 悉く 外れ、 囚徒の 桂 も 解けて 了った。 典 

獄は E を醒 し、 驚いて 獄の 戸締り 悉く 外れた の を 兌て、 此は必 { 几 囚徒が 逃走した もので あらう と 思 

つたから、 今は是 までと 刀を拔 いて 自殺 せんとした。 此の 一刹那 、バウ n 北ハの 奧の獄 から 大 を 放つ 

て、 n ら戕な ふ 勿れ、 我 倚 此に 在りと 呼 はった。 典獄 は 喫驚し て^に 火 を點ぜ しめ、 躍 入りて バウ 

口の 前に 戰慄き 伏した。 使徒 行 傅の 原本に 『ビザ ン、 テク スト』 と 云 ふの が ある。 其れに 據 ると、 

い まし 

第 十六 章の 三十 節の 始に、 『先 づ自餘 の もの を 拘禁め きし 後』 の 一句が 加 へらる \ が 本當の やうに 

考 へられる。 右の ごとく 改訂す ると、 次の やうな 文になる 。『先 づ自餘 の もの を 拘禁め m い-きし 後、 彼 

らを 外に 伴 ひ 出で k 曰く、  たちよ 我れ 救 はれん 爲に 何を爲 べき 乎』、 と 有名なる バウ n 舉 ネラム 

ゼィ は、 其の バウ 口の 研究に 於て、 斯く 改訂す るの が本當 だと 頻りに 主張して 25 る。 

是らの 事 を 前後 綜合して 見る と、 典獄 は 蓋し 羅 馬の 武士であった らう。 彼 はよ く 北ハの 責任 を 重ん 

じた。 破獄 逃走と 見た 時、 生きて 耻を 晒す よりも、 寧ろ 此の際 一死 あるの みと 觀 念して、 屮々 潔よ 

ぃ氣 象を顯 はした。 さう して バウ 口の 聲を 聞いて、 大いに 驚き 走り 人って、 これ を迎へ 出さん とし 

たと きも、 其の 態度 は 極めて 落ちつき、 少しも 狼 狼した 様子がない。 先づ 他の 囚徒 を. 確と 拘禁し 

^救 はれん 爲 めに 何も 爲 すべき.^  g 六 1^ 


^救 はれん 爲 めに 何も 爲 すべき か  四 六 六 

て？ い-くな ど、 川 や』 少しも 拔 目がなかった。 斯る きわどい 急遽の 場合に 思慮の 亂れ ない とい ふ は、 如 

何にも 兒 上げた、 立 歡な擧 動で ある。 此の 人と バウ 口の 品格と を對 照し 來 ると、 {HI 然 1!^  士逬 と^ 督 

敎主 装の" i 性と が、 明かに 比較され て、 兩^^の長短得失が判然する。 典獄 は 宿 Ai を根據 とし、 身 

の 不幸 を 觀 念して、 今 は是れ までと 潔よ く 死ぬ る覺悟 をした。 パゥ& は 獄中に 夜間 信仰と 希望と 賓 

びとの 讚美歌 を 謳った。 兩 者の 人生 觀 明白 に 異な つて 居る。 

典 と バウ Q と は 今 全く 地位 を 倒す る ことにな つた。 彼 は 却て 囚徒 バウ n の 前に，： in ら執 へられ 

たかの 如く 我れ 救 はれん 爲に 何を爲 すべき かと 曾 ひ 出で た。 北 哀 3： 者 を 男女の別 なく、 拘禁 せんが 

爲に、 ダ マスコに 赴く 途中 耶穌に 執 へられた バウ 口 は、 今 ピリ ピの 典獄と 相對 して、 彼が 共の 靈的 

の擴 威に 執 へられた る を 見て、 今昔の 感 轉た禁 する ことが 出來 なかった であらう。 

典獄が 斯く ひ 出た 心事 は、 如何な ものであった らう か。 共の 身分の 險は旣 に 通り 過 ざた。 眼 

前の 災難 は 免る、 こと を 得た ので ある。 然も 彼 は 新たに 救 ひの 必要 を感 する やうに なった。 肉體の 

無事 は 凡ての 點に 於て 無事で ある こと. V 意味し ない。 或 ひ は 最も 恐るべき 不安の 問題が 未だ 解決 さ 

かりそめ 

れ すに 残って 居る かも 知れぬ。 苟 a の 感冒 位 はよ し 癒えた とて、 尙 肺結核の 依然 元の 如くあった なら 

ば 詮方ない。 五：々 の 場合 も艇々 之と 同じで あるまい か。 典獄 は 八 r かた 永久 世界の 岸に 足 を 踏み か 

け、 あは や 少しの 差で 他界の 人と なる 所で あつたが、 不思議に 一 命 も 取 止める こと を 得た ので あ 

る。 彼 は 何う しても 今迄の やうな 心 持で 居れない。 肉 分の こと を 露 面目に 考 へざる を 得なかった。 


人. e.: の 問题が 北ハの 心に： S つて 來た であらう。 彼 は 何となく、 まだ. n: 分に は 何とも 解ら すに、 或る 止む 

ベから ざる 必要と 問題と に、 壓迫 せられる やうに 覺ぇ たものと 兌え る。 或 ひ は 迷信 も 共の 中に 雜っ 

て 居たら うが、 甘： ハ心は 鬼に 角宗敎 的に なった ので ある。 また惡 鬼に つかれた^ 者の；^ 人が、 バウ 口 

5 る さ  .siK か 

らの 後に， 乂：； 蠅く附 靨って、 『此の 人々 は 至高き 祌の 僕に て 救 ひの 近 を 我 倚に {目； る ものな り』 と 叫ん た 

と云ふ囊も彼は^^聞して^^ったに逮ひなぃ。 さらぬ だに バウ 口の 傅 道 は、 旣に ピリ ビの 市中に 隠 

れ なく、 至る所 北ハ の， \ti しで 持ち切る とい ふ 歌 態であった から、 新 福 昔の 話しく らゐは 確かに 典； S の 

耳に 道 入った であらう。 n: つ 彼 は 多くの 闪 徒に 接して、 北ハ の悲慘 な、 氣の 毒な、 據れ た、 い 難 か 

しい 卞{ ほ を、 多く兑 して るから、 ^も 宗敎 問題 を 眼前に 指 付けられ たやうな 心地が したで あら 

う。 彼 は 宗敎の 必要 を 深く 感じて 居ったら しい。 所で をり しも 大地 處が 起った。 迅雷 風 烈必す 共の 

色を變 すと、 孔子 も 言った 如く、 斯う 云 ふ 天災 地變の に は、 人の 心も爲 面目に なって、 小^ 题 

ふるま ひ 

を 考 へ 出す のが、 n 然の 順序な り。 加 之 バウ 口の 人格と 北 ハの擧 動と は、 獄中に 燦爛 として^いた。 

を，？ な 

闪 徒が 之れ に 感動した ばかりでなく、 典獄 も 大いに 刺激され たで あらう。 彼の 占^の： g 人が、 此の 

,  あんが 

人々 は：： 取，；： き；^ の 僕であって、 救 ひの 道 を宣る ものな りと 首った の は、 强 ちに 虚偽で も あるまい と 

いふ 感じ を 起した かも 知れぬ。 さう 言 ふ 感じで も 心に 起ったならば、 ：：；^ れ こそ 救 ひの 道を傳 ふる 人 

さ 

たちで あらう。 然 ても赖 もし。 然るにても 役 EI と は 一 百 ひながら、 之 を 拘禁した ことの 勿體 なさよ、 

天 罰 も 恐ろし、 如何 はせんと、 憂 ひて 居た かも 知れぬ。 先づ 斯う 云 ふやうな 工合に、 彼れ は！ ti 々の 
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激を 受けて、 愛に バウ 口の 前に 我れ 救 はれん 爲に 何を爲 べき かと、 問 ひ 出た ので あらう。 

或 ひ は 好奇心から、 何 か 後 舉の爲 にもと 云って、 此の 問を發 する もの も ある。 道樂 半分、 少しも 

眞 面目に 問 はない。 或 ひ は 深く 其の 必要 を 感じて、 最も 眞面 に 此の 問を發 する ものである。 典獄 一 

は 確かに 後者の 種類に 屬 する 求道者で あらう か。 其れ 次第で は 結果が 大いに 遠 ふこと にならざる を： 

得ぬ。 

典獄 は 我れ 救 はれん 爲に 何を爲 すべきと 問うた が、 此の 救 ひ は、 彼れ が 思って 居た よりも 大きい 

ものである。 諸君の 現に 考 へて 居る よりも、 深く 且つ 大きい ものである。 其れ は 鬼 も あれ 角 あれ、 一 

ど  一 

救 ひとい ふ は 抑 も 何ん な 事で あるか。 

はか 

罪の 報い 怖ろ しく、 之 を 免 かれんと 思 ひ、 已が 品性の 修養 を圃 るに 何 gf, 心で あっても、 来た 正 

しい 意味で、 救 ひ を 求めて 居る と は 言へ ない。 罪の 罰よりも 罪 を 怖ろ しがり、 之が 爲に 自ら 苦しみ- 

に 陷 るよりも、  神に 背き、 其の 聖旨 を 痛める こと を氣 にして、 どうか さう いふ ことで なくした いと 

熱中す るの がギ當 だ。 ク レエ ル バウの 聖べ ルナ ルトの 言に 『基督 者の 德には 種々 の 段階が ある。 人 若! 

し 神の 爲に 自己の 事 を心勞 する さ が 出来る やうに なったならば、 旣に 最も 高い 地位に 進む さ を 得た 

と 言って 宜しい』 と ある。 或 人 は 惡を行 はぬ やうになる ならば、 其れで 宜 いと 考 へる やう だが、 救 

ひ は惡行 はない くら ゐで濟 む もので ない。 吾々 は惡を 行った 爲に、 罰せられる にあら すして、 寧ろ 

善 を 爲さビ るが 爲 めに、 罰せられ るので ある。 救 はれる とい ふの は、 吾々 が 積極的に 祌の 道を寶 -Ml 


賤 行して、 其の 聖意に 適 ふこと を爲す ことで ある。 

I  ロに霄 ふと、 第 一 、 救 ひ は 人 が 天に 在る 已 が 父の 手に 冋復 され、 其の 手許に 立歸る ことで 

ある。 

第一 一 救 ひ は 人が 飜然已 に 立层る ことで ある。 

. 第三 同胞 人類の 手に 回復され る ことで ある。 

吾々 は 神 を 離れて 之と 疎くな り、 其の 喜び を 喜び、 其の 憂 ひ を 憂 ふること が出來 ないやう になつ 

て 了った。 彼の 路加 傳十五 章の 放蕩 兒が、 其 心の 我儘から、 親の 家 を 飛び出し たのと 同じ だ。 夫 故 

神に 立歸ら ねばなら ぬので ある。 

吾々 は 罪 を 犯して 、己の 本領 を 失 ひ、 道理 ト： 當然爲 さねば ならぬ 事を爲 さす、 已を失 ひ、 靈魂を 失 

かた 

ひ、 全く 玉な し 形な しにな つて 了った。 故に 此の儘で は濟 まされぬ。 昔 封建時代の 浪人が、 本領 安 

堵を 希望した 如く、 何とかして、 已が靈 魂の 眞 面目に 立歸 り、 其の 本^ を 全うする やうに せねば な 

らぬ。 之が 即ち 已を取 房す ことで ある。 若し 神に 復歸し 、己に 立 房って 居るならば、 如何に 意氣 地の 

ない 人 問で あっても、 幾分 か 世の 爲 にもな り、 社會の 足しに も なれる はす だ。 祌の 子と して 孝を盡 

す 精神の あると 無い とで、 世に 處 する 遣り方が 非常に 違って 來る。 基督に 屬 ける 人 は 世の 光、 地の 

臨 ■ である。 斯く爲 し 得べき ものが、 神な く 望みな く、 また 已が靈 魂 を 紛失して 了 ふ。 益になる べき 

ものが 無益に なって、 空しく 埋れて 了 ふ。 だから 一 っ悔 改めて、 神の 恩 患に より、 En 胞 人類の 手 
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へ、 立派に 立歸ら ねばならぬ。 新の 如く 三 段の 意味に 於て、 人類 本来の 面目に 立歸 り、 共の 相當な 

地位 を 全うする やうになる のが、 即ち 救 はる \と いふ ことで ある。 是れ ほど 大きな 問題 はな か 

らう。  . 

然 らば 此の 救 ひ は 如何に すれば 得られる ので あるか。 バウ 口答て 曰く、 主耶穌 基督 を 信ぜよ、 然 

らば 爾及爾 の 家：^ も 救 はるべし と。 基督 敎は 家族 的なる を尙 ぶ。 其の 祝福が I 家 全 體に 及ばねば 滿 

足せぬ。 信仰 はー倘 人の 幸で あるの みならす、 一家の 平和 安寧の 基で ある。 そこで 此の 信仰と いふ 

は 何う いふ もので あるか。 護摩 を 焚いて 不動 を 祈り、 聖天 にお 西 度參り をす る もの も、 珠數 をつ ま 

ぐって、 南無 阿 彌陀佛 を^ ふるものが、 一向 專念 信心 肝に 銘 すと いふの も、 又 バウ a の やうに 基督 

を 信す るの も、 一 寸兒 ると 一 つ 事で、 iHil 別 も出來 兼る やう だが、 深く 其の 內容を 探り、 北 ハの 35 相 を 

察する と、 天地 雲泥の 相違が ある。 基督 敎の 信仰 は、 余程 道德 的で、 霞なる 力が 其の 中に 充滿 し、 

世に 克 つの 氣魄が 巾に 漲って る。 基督 敎で云 ふ 信仰と は、 吾々 が ナザレの 耶稣の 人物に 感じ、 北ハ 

の 十字架の 下に 平伏して 世の 罪 ある ものに 對 する 神の 恩寵 を覺 り、 已が 罪の 旣に 免され た る を 喜 

び、 進んで 祌の 子た る を 得る の 光榮に 勇み立ち、 基督 を 愛し 慕う の 念 湧き起り、 今より 後 は已が 十字 

架 を 取りて 之に 從ひ、 忠誡 以て 之に 仕へ、 奮って 基督の 國の 公民た らんこと を 志す、 是れ が：：；： 仰で 

ある。 神 は 主 耶穌に 於て、 吾々 に 其の 惠み 深き 意志 を發 表された。 之に 感泣して 喜んで 應 する のが 

信仰 だ。 耶穌の 心 を 知り、 自ら 勇みが 付いて、 其の 救 ひに 乘氣 になり、 飛 立つ ばかり の 思 ひ をな し！ 


て、 すっと 身 を 人れ る やうになる のが 信仰で ある。 玆に 於て 死灰 禅 燃、 枯木に 花の ゆ、 く 如く、 新ら 

し *t>.iH 命に 移る のが：： 仰な り。 歐洲道德史の_^1^^<?レ ッキー、 $!： て ジョル ジ* エリオットに つて、 

御身 は 世人の 立： んで讀 むべき 小說を 作り 得る の 技倆 を 有せる もの をと、 一一 一一 "つた さう である。 ジョル 

ジ. H リ オット は、 已に 共れ 程の 力が あると 思 はす、 北ハんな^^.は迚も出來るものでなぃとロ心って：1$ 

たが、 遂に を 取って 寄いて 見る と、 さあ 不思議、 洛 おの 紙 m 、之が に 中：：：； しと 云つ たやうな ェ八 U 

で、 彼 は 英！； 文舉に 於て、 小說 家の 女王と なること を 得た。 信仰 も 其の 通りで、 巾に は：： 仰 心が 迚 

も 迚も 起らない。 幾何 聞いても 共の 氣に はなれな いと 言って、 何だか 側 がら：：：！ 仰 を そっくり^ けて 

でも もら ふかの 如く考 へて 居る らしい 人 も ある。 其れ は §§逮 ひだ。 仰 は 意 旧 ：3 の 問題で、 ：^!^ の m ひ 

召を聽 き、 祌の救 ひの 提案に 同意し、 應諾 し、 裔發 し、 服從 し、 決行す る ことで ある。 ジョル ジ* 

エリオットが、 遂に 豪い 小說 家に なった 如く、 誰でも 祌に 依って、 豪い 信仰に 逃む ことが 出來 るの 

である。 

(一 九 〇 九 年 五 n) 
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『神と 惜に勞 く 所の 我ら 爾ら に勸 む、 爾ら 神の 惠みを 徒らに 受る こと 勿れ。』 (哥林 多後赛 六の 一 ) 

此の 文の 前後から 考 へ て 見る と バウ a は 神と 一緒に 働く とい ふ 意識が 强 くあった。 總て 自分 一 < 

で 行 ふので 無く、 神 偕に 働き 給 ふと 考 へた。 祌が 其の 同勞 者で あると いふ さは パ ゥ n に 男 氣を與 へ た 

ので ある。 之が 爲に感 する，. U も 深く、 氣分も 新ら しく、 何を爲 すに も餘程 力が 這 人る やうに な つた。 

1 體人は 宇 {.H 間に 如何い ふ 位置 を 有って 居る か。 人 は 萬 物の 靈長 である。 創世記の 一章 を 請んで 

見る と、 祌は 次第 を 追うて 萬 物 をお 造りに 成り、 遂に 人が 出來 たので ある。 人 は 他の 造られた もの 

と 異なって、 祌の 像を備 へて 居る。 然界を 支配す る 所の 能力 を 賜 はった。 唯 だ祌の 造れる 儘の 世 

界に滿 足せす、 之 を 耕して 一 曆美 はしく せんと 試みる。 何故 なれば 人生 は 實用を K ぶ のみでな く、 

美 を 以て 之 を 修飾す る こと も 大切で ある。 神は世界を^:£となせるのみならす、 同時に 之 を 庭園たら 

しめたと 見るべき であらう。 今朝 如讀 した 詩の 第 百四篇 を、 精く 味って 御覽 なさる と、 寳 に壯大 

5 ろく ゴ 

な、 優美な、 11^ 高い 歌で ある。 天地 萬 象の 景色 を 詠 じて、 地 も 出 も 鳥 も i!- も 海の 鱗 も 遂に 人 を も 


歌うて 居る。 實に 盛んな 大きい 歌 だ。 然うして 其の 順序 は c: ら 創世記 第一章の 天地 创 造の 次第で 造 

化の 工事が 進んで 人 問に 達する までの 狀態を 美 はしく  Si き 出した ので ある。 

此の 歌に は先づ 天地の 間に 祌の 傲き が滿 ちて、 其のた 榮の 輝け る を 述べ、 遂に 第二 十三 節に 至つ 

わざ  はたらき  M 

て、 人の こと を說 き、 『人 は 出で てェ をと り 其の 勤務 は 夕べにまで 至る』 と 言った。 IC 力 傲 や 勤務 

など は 唯 だ 人に 於て 其の 意味が 最も 深く、 最も 贵 くなる。 なるほど 獅子が 其 を^ 獵る爲 に 野 山に 

出沒 して、 他の 獸類を 驚かす のも勞 働の 類に 相違ない が、 人 Si に 至り 始めて 勤勞 努力と いふ 意味が 

明瞭して 來る。 曾て 話した こと も ある 如く、 西洋の 天使に は |異 が 生へ て 居る が、 日本の 天女 は. cz ら 

織ったり 縫ったり した 衣 を 着て 居る。 此の 點は 西洋の よりも、 曰 本の 方が宜 いやう に 思 ふ。 作り 付 

けの S を廣げ るのと、 自 ら考へ を 凝らして、 装飾の 方法 を 取る のと 何方ら が. S いか。 人 は 即ち 己が 

努力に 依りて 進まねば ならぬ。 此所 決して 西洋の 天使と 同じで 無い。 日本 畫の 天人の 意匠に iEi^ も 美 

はしく 顯 はれて 居る。 此の方が 面白い やう だ。 人 は 祌の命 を 奉じ、 其の： ilH を 承け て、 此の世界に 活 

動し、 勤勞 をと り、 任務 を 負 ひ、 努力して 止まない。 夕べに 休息す るまで、 死ぬ るまで、 其の 仕事 

を 勤める。 此は人 問の 光榮、 萬 物の 靈長 たる 所で ある。 唯 人ば かりが 自ら 働き、 n ら 治める。 天 は 

自ら 助く る もの を 助く とい ふ 言 は、 慌 かに 一面の 眞理を 含んで 居る に逮ひ 無い。 

約 翰傳を 見る と 第五 章 耶穌の 語に 『我が 父 は 今に 至る まで 働き 給 ふ 我 もまた 働くな り』 と ある。 

又 第 十五 章の 十四 十五に は、 『凡て 我が 雨ら に 命す る 所の 事 を 行 はば^ち 我が 友な り。 今より 後 我れ 
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雨ら を 僕と 稱す、 蓋 は 僕 は 其の 主の 行す こと を 知ら ざれば なり』 と いて ある。 

人 は祌の 友で ある。 僕と いふ もの は 其の 言 ひ 付けられた 事 を 義務的に 機械の 如く やれば 濟 むので 

ある。 友と あれば 然 うで 無い。 眞實に 同情 を 寄せ、 考へ がー：. g し 何もかも 心得て 遣る。 $:3に11!1£^. 

を 有って 居る と、 人 は 神の 事が 解りみ なが 神の 朋友と なる ので ある。 然うして 人生の， 徑路、 ！ J4、 の大 

なる 目的、 其れに 逹す るの 順序 方法な ど 何れの 點に 就ても 感謝し、 信じて、 喜んで 身 を 人れ る。 M 

情 を 以て 之に 從事 する。 斯の 如くなる のが 信仰の 生 5^ 〔である。 信仰 は 即ち 祌の 友になる Hi である。 

佛蘭 西の コ ムトは S 赞敎 に反對 した 人で あるが、 贫て 基督 敎 徒に 向って 論じて 曰く 『我らの 方で 

事 ふる 祌は、 我らの 手 傳ひを 要する。 また 之 を手傳 ふこと が出來 る。 此所少 くと も 君 等の 神に 優つ 

て 居る』 と。 コム トの所 ii 祌は 何で あるか。 彼 は 人道 敎の 首唱者で あるから 人類 を 祌と言 つたので 

ある。 人に は 色々 の 難儀 も あり、 進歩す る 餘地も ある。 我々 は 微力ながら 之が ために fi. す ことが 出 

來る。 人類 を 本尊に 立 つれば、 之に 力を入れて 手俾寸 ひも 出來 る。 結お 人類 は 手 傅 ひ を 要する 所の 祌 

である。 けれども S 督 敎の祌 はちよ つと 淺く考 へる と然 うは 柱かぬ。 全智 全能で、 せ：： 物 を 北 (の 意の 

儘に 支配す る。 側から は 手の 着け やう も 無い。 大きな 機械 を運轉 して 居る 時に、 何とも 手の 造け や 

うがな く、 唯 茫然 兑て 居る より 外 無い のと 同じ こと だ。 然し 其れで は 物に ならぬ。 宗敎と 云 ふ もの 

は、 唯祌を 信じ、 祌に從 ひ、 祌を 愛する ばかりで 無い。 祌に對 して 何 か貢獻 する ことが 出來、 祌に 

事へ て 我が 一 分 を il, す ことの 出來 べき 餘 地が 無ければ ならぬ。 


で 基 敎の神 は Ei- して コム トのー 百った やうな もので あらう か、 寧ろ 其の 反對 である。 齊 敎の祌 

は 天の 父で ある。 祌 アダムと 干、 ハを 造らる- -ゃ 庭園 を 設けて 之 を^ 理ら せた と あるで はない か。 其 

の 品性 を 起 頭から 造り つけに して 與 へ られ たもの でな か つた。 闽巾& へ i の樹の は汝 のま に 採 

つて 食ぶべし。 唯 だ虚： 惡を 知る の樹の rai- は 食 ふ 勿れと 假 かに： g てられて、 精祌 上の 修練 を爲 すの 機 

舍を 設けられた。 精神的 進歩の 機 命を與 へられた。 意を領 して 之 を 味ひ考 へて、 次第に 練磨 を 積ん 

で 深い 所へ 進んで 往 くやう になって 居た。 丁度 詩の 第 fEm 篇の 二十 三 節に 書いて ある 如き ことで あ 

る。 即ち 人 をして おのが 力を入れて 働き を爲 さしむ る 御 趣 であった。 此の 您は I を 解せ す、 i グ 中に 

勞働ぃて115るなかに之を理，^:し、 よく 心得て、 神のと 朋.. 友た るの 心 を 以て、 同情 を 以て 努力す るの が 

こ I* ろ^へ 

宗敎 である。 K の 操 を 信仰と 云 ふので ある。 アバ 父と 呼ばる 祌の 子た るの 精祌も 之に 外.,^. -ら ぬ。 

今や 日本の 社 會には 聞き苦しい 不快な ことが 滿て 居る。 何々 事件で 誰々 が 拘引され たとい ふやう 

な こと を 見る と、 かに 此の 國に は、 恐ろしい 疾病が ある。 社 舎に 病氣が ある。 是らを 始めと し 

て、 吾々 が カを盡 して 救 はねば ならぬ ことが 澤山 ある。 如何に かして 之を淸 めねば ならぬ。 今 曰 政 

治の 事、 敎 育の 事、 種々 の 方面に 於て、 確かに 此處は 斯う 云う やうに し、 何處は 如，.^ 云 ふやう に坤； a 

ら ねばなら ぬと、 或 ひ は 明かに、 或 ひ は 幽かに、 吾々 の 心の中に 響いて 居り、 晤に?^^か亇て115 

るが 祌は Si かに 其の s£:n を 我らに 告げて 居られる。 神 は同勞 者、 神の 友と して、 働くべき 人 を 待つ 

て 居られる。 吾々 が 基督 者と して、 叉 公民と して、 天下の ために 神と ともに 働くべき 仕事が 夥しく 
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ある。 同じ 社龠 事業で も、 政治的 運動で も... 若し 神と 共に 働く と 云 ふ、 バウ 口と 同じ やうな 意識 を 

以てするならば、 如何に 立派で あるか。  ， 

殊に 人の 靈魂を 救 ふと 云 ふ 一段に 至りて は、 祌 と共に 働く とい ふこと が 最も 大切で ある。 唯だ祌 

住せに して、 風は氣 儘に 吹く、 馬耳東風と いふ やうな ことで、 見物ば かりして 居る ので は 人 は 救へ 

ぬ。 神の 思 召に 同情 を 寄せ、 其の 朋友と して 其の 惠み 深い ®^ 旨に 贊 同し、 身 も 心 も 之に 注ぎ入れて 

1 生驟 命取り 驟ら ねばならぬ。 

馬可傳 第二 章 三 節 以下に 『此に擁疯を病みたるものを四人に界かせ耶穌に來れる^^ぁりしが、 群 

,  .  や ね  つりお ろ 

集に よりて 近づき 難 かりければ 彼の 居る 所の 屋蓋を 取 除き 癱疯の 人 を 床の ま&鎚 下せり。 耶穌 其の 

信仰 を 見て 癱疯の 人に 曰 ひける は 子よ 爾の 罪赦 されたり。 數 人の 學者こ \ に 坐し 居りし が 心中に 謂 

ひける は、 斯人は 何故 斯く惡 口 を 言 ふか、 神に あらす して 誰か 罪 を 赦すを 得ん。 耶穌 直に 彼らが 心 

中に 斯の 如き 事 を 論す る を 自ら 其の 心に 知りて 彼らに 曰 ひける は爾 ら何ぞ 心中に 斯 かる 事 を 論す る 

か。 癱疯の 人に 雨の 罪は赦 されたり と 言 ふと、 起て 雨の 床 を 取りて 行けと 一一 一一：： ふと 孰れ か 易き や。 そ 

れ 人の子 地に て 罪を赦 すの 權威 ある HJ を 爾らに 知 せんとて、 遂に 擁疯の 人に 我れ 爾に吿 ぐ 起きて 床 

を 取り 雨の 家に 歸れと 曰 ひければ、 其の 人 直に 起て 床 を 取り 衆人の 前に sr つ。 衆人 $： 驚き 祌を 崇め 

て 曰 ひける は 我ら 未だ 斯の 如き 事 を 見し Hi 無し』 と あるが 即ち 此所 だつ 此の 四 人の 人々 は 熟 心なる 

信仰 を 以て 遺った。 其の 信仰 を 見て と ある は 四 人の 信仰 を 指した ものである。 四 人 は 信仰 を 以て 同 


情 を 以て 其 病める 友 を笄 いて 來た。 此は 吾等の 舉 ぶべき 所で ある。 ぬ ^ 魂 を 亡びより 救 はん と^する 

もの も 斯うなくて はかな は ぬ^だ。 若し 敎會の 兄^ 姉妹ら が、 傳 近の 爲め、 3g 實に 人の 靈魂 を薆 

へ、 此の 如き 信仰 を 以て 遣らる \ ならば、 即ち 露 實祌と 偕に 働くならば、 日本 は 直に 基 囈敎に 化せ 

ら. d るで あらう。 

»4>0- かこ 

『耶稣 弟子た ちの 所に 來リ、 多くの 人々 の 彼ら を 環 園め ると 學 者た ちの 彼らと 論じ る を たリ。 人々 

^^に彼を見て駭き趨リょリて綠を爲せリ。 耶穌舉 者に 問 ひける は 弟子と 何事 を 論ずる 乎、 衆人のう ち 一 人 

答へ ける は、 11 よ、 我れ 言 はぬ惡 鬼に つかれたる 我が 子を爾 に携來 れリ。 惡 鬼の 憑く 時 は 彼倾跌 され 沐を 

ふき 齒を かみて 疲 I- れ はつるな リ。 之を逐 出さん CJ を 我れ 爾の 弟子に ひし かど 彼ら 能 は ざ リき。 耶穌彼 

あ V 

らに 答へ て 曰 ひける は 1=- 信 無き 世なる かな、 いつまで 我爾ら と共に 在らん や、 何時まで 我れ 爾らを 忍ばん 

ひきつ は  C け まろび 

や、 彼 を 我に 携來れ 。彼ら 其の 子 を 携來リ しに 惡鬼 耶穌を 見て 忽ち 彼 を拘攀 けしむ、 彼 地に 仆れ輾 轉て沐 を 

い 0 ご ろ  か，、  を さなき とき 

ふきぬ。 耶穌 其の 父に 問 ひける は 幾何 時よ リ此 なりし や。 父い ひける は 少時よ リ也、 惡鬼屢 之 を 火の 屮或 

ひ は 水の 中に 投入れ て 殺さん とせり。 爾 若し おす tj を 特ば我 倚 を 偶み て 助けよ。 耶妹 彼に 曰 ひける は^ 

若 し 信ず る事を得ば信ずるものに於て爲し能はざる事無し。其の子の父^^に聲をぁげ《^を流して曰ひける 

は 主よ 我れ 信ず 我が 信 無き を 助けた まへ』 (馬 可傳 九の 一 四 11 二 五) 

之 を 請んで 御覽 なさい。 子供 は 今朴れ て、 前後 不覺。 自分で は 何事 も出來 ぬ。 けれども 父親が 附 

いて 居る。 之 を 一度 耶穌の 弟子に 頼んだ が、 癒す ことが 出來 なかった。 折角 來 たが 徒 勞 になった。 
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耶 に^んでも 徒勞だ らう。 到底 何の 甲斐 もなから うと 思ったら しい。 此の 歉態 では 爲 ようがな 

い。 患 *f は 夢中、 親 は 此の 通り 氣も 挫けて 信仰が 無い。 耶穌が m つて 遣りたい と 云 ふ 思 召であって 

も、 仕方が無い。 其れ故 先づ 父親 をして、 病める 兒 のこと を考へ 出して、 一生懸命に ならしむ る 乎 

段 を 御 取りに なった。 第二 十一 節の 問が 其れであった らう。 然うして 途に爾 もし 信す る こと を 得 

?H、 信す る ものに 於て 爲 しあた はざる ことなし。 雨 ra^ して 俗す る や 如何にと 首 はれた。 彼は-8^を揚 

げ淚を 流し rn ひける は、 主よ 我 は 信す、 我が 信 無き を 偶み 給へ と 請 ひ 求む るに 至った。 病る 兒は前 

後 不覺で 何も 出來 ない けれど、 親が 一生懸命であった。 氣が 暫く 挫けて 居た けれど、 乂之を 取り^ 

し、 斯様な ことで は 不可ぬ と、 聲を あげ 我が 信 無き を 偶み 給へ と 言った。 其れで 其の 愛する が 救 

は丄 たので ある。 此が 人を敎 ふこと に 就て、 神と 偕に 働く と 云 ふ もの だ。 我が家 族の 一 人 を 救 ひた 

いと か、 朋友 を^きたい とかい ふ 場合に も、 始めは 隨分當 てが 外れて 落膽 する こと も ある。 これに 

は 自分の 遣り方の 惡 かった こと も あらう、 また 傅 道 者の 仕方 も 拙劣かった であらう。 今日はと むひ 

込んで 往 つて 兑ても 成功せ す、 敎會に 同伴しても 折惡 しく 適 當な說 敎も聽 かされす、 宛 かも 此の 親 

のきう に 落瞻し て 了 ふ 人 も ある であらう。 

下 

人 を 救 ましと 思 ふとき は先づ 十分に 心 を 入れて、 如何にもして 之 を 救 はなければ ならぬ との S 誠 


が 必要で ある。 救 ひ を 要する 人の 心の 態に 心 をと めて、 K 々之 を 刺激し 遂に 共 人が 氣を 取い a し、 

淚を 流し I 降 を 放って、 我 信す 我が 信 無き を^み 給へ とい ふに 至って 始めて 救 はれる。 北 ハ人ほ 身で は 

出 米ぬ、 信仰の ある 人が 働き、 之に代って：！：；^じ、 願 ひ 丑つ 祈禱 つて くれる に. E ひて 救 はれる ので あ 

る。 併し 之 は 人 を 救 ふば かりで 無い、 己が tIS 魂が 救 はれ 信仰の 篤くなる の も： 同じと である， 心 

ふ。 昨夜 も 或る 靑年 たちと、 靈魂 のこと、 信仰の ことに 就て- 認り、 良き 信仰に 進む 方法 は 努力す る 

にある と 一 1 一一：； つた。 然 かし 唯. n 分 一 人で 努力す るば かりで は 不可ぬ、 如何しても 神と 偕に 働く こと、 

CI 分に f! い 力 を 出さう とする よりも 寧ろ 神に 身 を 捧げて、 其^^^みを心に 一 杯滿 たす やうに する 方が 

大切で あると いふ もの も あり、 いや 努力 も 必要で あると いひ、 々の^が 出た。 其靑年 はこ、 にも 

居られる けれど、 何しろ 自分の 信仰 耿 態に 滿 足して 居らす、 如何 かしても つと 良く 成り、 もっと 力 

ある 信仰に 進みたい、 何う ぞ此靄 魂の 救 ひの！： 貧驗を の醒る やうに 鮮 かにしたい、 生々 として おる 

やうな 狀態 にしたい とい ふ は 皆 切に 望んで 居る ところに 違 ひ 無い。 其れ は 無論 先 づ上を 仰いで、 基 

# が 何 を 以て 救 はれる か、 神が 如何に 吾々 を 愛せられ るか、 十字架 上の 恩寵 や 耶穌の 心 を 十分に 深 

く 肺 赃に受 入れ、 北 ハの惠 み を 讃美し、 之を拜 み、 其 處 に審ら 注意して、 助け を 仰がねば ならぬ こと 

あ 一 If リま へ 

は當然 で、 解り 切って 居る。 けれども 兹に 矢張り 吾々 の 方から も 神と 偕に 働き、 神の 同勞 者で ある 

ことが 必要で ある。 即ち 努力す る ことが 必要で ある。 

『然れ ば 我が 愛する 所の ものよ、 爾ら 常に 服. V る 如く  懼戰慄 きて 己が 救 ひ を 仝う せよ。 我^に！！ W りし 
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よきむ ね 

時の みならず 我が 居らざる 今 は 特に 然 すべきな り。 そ は 神 其の 善 旨 を 行 はんとて 爾ら の衷に 働き 爾らを 

して 志 を 立て 事 を 行 はし むれば なり。』 (排立 比 書 二の  一 二、 一  三) 

之 を, く考 へて 請んで 御覽 なさい。 『畏れ 慄 いて 救 ひ を 全うせよ』 と ある。 之 を 見る とはらく す 

る。 萬 一 之 を 仕損じて は大變 だと 云 ふ 所から 氣も靈 魂 も { なになる。 懼れ戰 いて 之 を 全うする のが 努 

力で ある。 けれども パゥ。 其の 他 昔から 善き 基督 者の 信仰に は 一 方に 斯うい ふやう に 懼れ戰 いて g 

ると 同時に、 洵に立 1^ な、 平和な、 心 を 安ん する 所があった ので ある。 其れ は 今日 說く隙 もない が 

併し 何故 努力す るかと いふと、 神が 先づ 其の 善き 皆 を 行 はんとて 我々 の 中に 働かれる ので、 遂に 此 

の やうな 信仰が 起り、 耶穌に 事へ ると いふ 氣 になった ので ある。 其の 顚末、 其の 起り、 其の 經過、 

其の 順序な どを考 へる と、 實に 神が 吾々 を 愛し、 信仰に 至るべき 道を敎 へ、 我が 讓魂を 刺激し、 之 

を， かし 導きて 救 ひ 出し、 すっと 上の 方に 揚げたい とい ふ 思 召で、 吾々 の 心の中に 神が 自ら 手 を 下 

さ".^ た。 其の 神 Q 御手 は 常に 働いて 居る。 其の 惠みを 徒然し くして はならぬ。 其の 働きに 抵抗して 

はならぬ。 其の 恩寵 を沒 却して はならぬ。 心の中に 今 働いて 居られる ところの 神の 深き 思 召に より 

て、 愚かなる 罪人 は 救 はれる ので ある。 如何して 其れに 抵抗して 濟 むだら うか。 如何して 此の 神の 

御 志 や 其の 思 召に 背きて 宜しから うか。 神が 其の やうに 目 を かけて、 之 を 救 ひ 出す とい ふ 思 召で あ 

るの ならば、 如何して 其れ を 妨げる ことが 出來 やう か。 又 救 はれる こと を 疑 ふこと は 何分に も 出来 

ぬ。 若し 救 はれる とい ふこと が、 自分の 考 へなら ば 危ない。 果して 救 はれる か 何う だか 解らない 


之 は：^ の ひ 立ちで ある。 神の m 力 II であるから みたつ ので ある。 心に 深く 感じて si^ 氣が S つて 來 

るので ある。 さう して 一 方に 於て は 之 を徙 然うして 濟む もの かとい ふ 感じ も 起る。 切に 咸 る^ 志 

が 出て 米て、 北ハ れで潘 れ戰慄 いて 救 ひ を 全うする とい ふこと になる。 共れ に對 してや 和と， め： 湫とを 

懷く。 何しろ 玆に $S いて ある 如く、 祌は ffi" 々の 心に 働き 給 ふ。 此の 神の 働きに 對 して 乘り氣 にな 

り、 其れに 與 みし、 力 il^ を 入れて、 恰も 風雲の きに 乘 じて 英雄が 働き をお す 如く 神の 働きに 乘じ、 

濯れ If いて 救 ひ を 全うする。 矢張り 玆 に，： ：！ 身の 靈^の 救 ひに 就て 神と 偕に 働く とい ふ ことがあ るの 

である。 

此の 敎會の 方 は 折々 イス パ 一一 ャの^^テ レサの話を御聞きになった-とがぁらぅ。 彼は歐 【ま 巴 巾 ^ の 

きら 

信仰の 篤い 婦人で あつたが、 人の 靈魂を 花園に 擬 へた。 创世 記の 首め に 、神が M ダンの！ 1 を け 北ハの 

阔中 を. 3 遙， うたと 書いて ある。 祌は園 中を靜 かに 逍遙す る。 祌は 人に 近く 來られ る。 夕お 一， お. 涼 

しい I 卵 かな 所に 人類 は 神の 御聲を 聞いた とい ふ。 霄に麗 はしい 話で ある。 人^の M 魂 は、 神が？ ¥ ソ 

し：； せらる. - 所の 庭で ある。 共の 園に は 如何して 樹を 植付ける か 如何して 花 を、 か、 かせ w を 結ばせ 

るか。 水 を 以て 潤さなければ ならぬ。 水 を 以て 潤す に は 如何す るか。 之に は 四つの 方法が ある。 第 

一 は 水 を 汲んで かける の だ。 第二 は 水車 を 以て 水 を 注ぎ込む ので 稍 簡便で ある。 併しせ が 折れる- 

第三 は 園 中に 水の 流れ を 注ぎ入れ、 隨 意に 自然に 流れ込ませる。 第 四 は 更に 簡便なる 方法で、 天 か 

ら 雨が 降って 來 るので ある" 一番 大きい 方法で ある。 此四 通りの 方法が ある。 テレサ n: く 我が 魂 
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の 庭園 は 天より 流る、 水 を 以て 潤さねば ならぬ。 其の 水利の 便 は 祈に 依らねば ならぬ。 そして 此の 

祈禱 とい ふ もの は 時として は f で 汲む 様な こと も ある。 中 I が 折れる。 置して 居る ときな ど 

に はざる 邪魔が 起る。 何う したら まから うか。 實に 釣瓶で 水 汲む 如くで ある。 けれども 人 ^ とい 

ふ もの は、 籠な 面白い 事ば かりで ない。 i ん.^ でも 百姓で も 骨が折れる。 面白く 無い とも 多い。 四 

S に 霧 を f ねばならぬ。 .Kf  ill む？ ある。 sfe^A 仰 i むと 水が 湧いて 

來る やうになる。 水が 庭園に 澤山 湧て 來た ひ、 河から 注ぎ込む だり、 雨が 降って 來 たりす るので あ 

る。 典 所まで 進んで 往 くと、 眞に靄 魂が 潤うて 善くなる。 其れが テレサの 信仰であった。 其^ 力 0- 

ち f れ n 慄 いて 救 ひ を 全 うし、 神 の同勞 者と して 其 命令 を爲し 遂げ る ことで ある。 

斯の 如く 銘々 の 靈魂を 修養し、 勇んで 末賴 もしく、 心强ぃ 態度 を 以て 遣らねば ならぬ。 しまの 

中には まだ 信仰せ ぬ 人 も ある。 まだ 心 を 決して 靈魂を 神に 捧げぬ 人 も ある。 信仰す る こと、 即ち 靈 

魂 を祌に 捧げる こと は先づ 神が 我々 を 引き 給 ふので ある。 其れ故に 我々 は 身を輕 くして 往 けば 好い 

ので ある。 

此の P る 所で 何故 信仰が 起らぬ かとの 問に 對 して 次の 如く 答へ た。 車夫 は 客が 居眠り をして & 

ると 挽き 難い。 斯の 如く 眠って 居て は 救 はれ 難い。 矢張り 救 はれ やうと する に は 働かねば ならぬ。 

^ち、、 II を 改めて 神と 偕に 働く こ AT が 必要で ある。 

II ユダヤ人の Mi ぁリ ければ 耶 S ルサ レム に 上れ リ。 ：サ レム の 羊 門の f に へ ブ レノ の 方言に 


てべ テス ダと云 ふ 池 ぁリ、 此の 池に 五の 廊 あり。 其 巾に" お 者、 1$: 者、 跛 者 また 衰へ たる 者な ど 多く 臥し 居 

て 水の 動く を 待て リ。 そ は- 大の使 時々 池に 下 リて水 を 動かす tj ぁリ。 水の 動け る 後先ち て 池に 入 リし者 

は 何のお によらず 癒た リ。 三十 八 年 一お みたる もの 一人 かしこに 在リ。 耶穌彼が臥し居るを=^て其"衲の久 

しき を 知リ、 之に 曰け る は^ん こと を 欲 ふや。 る も の 答 へ ける は 主よ 水の 動け ると き 我 を 抉け て 池に 

入る る 人 無し、 我 入らん とする 時 は 他の 人 下リて 我より 先に 人る〕 耶穌 彼に 曰 ひける は、 起よ、 床 を取收 

あゆ  たち どころ 

げて 行め。 其の 人 立地に 愈え、 卽ち床 を 取 收げて 行め リ』 (約 翰傳 五の 一 —— 九) 

御 さい. M 人 はもう 厭 倦で 了った。 他人に 先 を 越されて 何う にも 仕様が無い。 そこで 遂に は自 

分が 進んで、 サだ m 込で、 何う しても 新う しても 癒えたい とい ふ 心が 無くなり、 唯もう 機械的に、 例 

の！ f りに 遣って 來た。 此の 例の 通.^、 今日 も 日曜、 今日 も 求道者 會、 今日 も御勸 め、 今日 も 信仰 問 

題で はならぬ。 

併し 耶 は 5§ かに この 人に 同情が あった。 それで 癒えん Hi を 欲 ふやと 問 はれた。 此問 はれてから 

段々： S が乘 つて 來た。 力が 這 入って 米た。 遂に 耶穌の 心に 觸れ た。 耶穌は 限りなき：！： 情 を 以て 之 を 

癒したい とい ふ 思 召に 充 ちて 居る。 始まり は 希 見な 顔 をして 居った が、 此 所で 北ハの 様子が 變 つて 來 

た。 耶 as と 偕に 心が 働いた。 起って 歩めと いはれ、 何う しても 耶穌の 思 召に 對し 眠り を鹏 さすに 居 

られ なくなった。 癒えん こと を 願 ふか 何う か。 斯く問 はれた 時に 力が 這 入り、 氣が乘 つて 來て 起ち 

上り、 立 どころ に 癒えた ので ある。 
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『耶 穌ッ 口と シド ン の 地 を 去りて デカ ポリス の 地 を 過ぎ ガリ ラャ の 海に 至れ リ。 人々 錄の訥 る もの を耶 

穌に携 來リて 手 を 按け給 はん 事 を 1# ひければ、 耶穌 人々 を 離れ 之 を 外へ 携れ ゆき、 指 を 其の 耳に さしいれ 

-  ひら 

又 唾して 其の キ：： に 們リ、 且つ 夭 を 仰ぎ て^じ、 其の 人に 對 ひて ェ ツバ タと云 ふ U 之を譯 けば 啓け よの 義 

すぢ  もの 

なり。 直に 其の 14 啓け 舌の 絡 ゆるみて 正しく 言いへ リ。』 (馬 可傳 七の 三  一 11 三 五) 

耶穌が 斯んな >t をせられ たの は 不必要な やうに 見える。 然 かし 彼 は 之に よりて 耶穌 に對し 確信 を 

起し、 乘氣 になり、 力を入れ、 望み を 生じ、 期待す る 心が 切に なって 來た。 耶穌は 共れ を V はって 救 

よっぱら ひ 

はれた ので ある。 信仰に 進む に は、 唯 醉漢が こくり こくひ 居眠り を爲 ながら 単に 乘て往 くやうな も 

ので は 無い。 坂 を 上る 時 も、 坂 を 下る 時 も、 石の あ： る 所 も、 人 込の 中 も 機轉を 利かせて、 3!： く乘っ 

て往 く。 何う しても 共れ くら ゐな活 きた 同情が 無ければ ならぬ。 何故 信仰が 起らぬ かと 云 ふ 題 は 

それで 解る。 

之 を 要するに、 旣に 基督 を 信じた 人た ち も、 之から 信す る もの も.、 偕に 考 へねば ならぬ *t は、 『神 

はたら 

と 偕に 勞く 所の 我ら 爾ら に勸 む、 雨ら 神の 恩み を 徒らに 受 くる さ 勿れ』 て ふパゥ n の 言で ある。 訶 

は簡 であるが 意味 は赏に 恐ろしい。 眞に 神の 恩み が 我々 の 心に 働いて 居る。 故に信仰ぁる^<;は恐 

れ慄 いて 其 信仰 を 全うせねば ならぬ。 他の 人の 心に も 働いて 居る 故、 其に も 同情して 徒然に ならぬ 

樣盡 力せ ねばなる まい。 

(1 九 〇 九 年 五 、六月) 


古き 敎の 新しき 趣昧 


『兄弟よ、 我なんぢ、りに新しき誡を^^き贈るにぁ、りず、 卽ち始 よ リ汝ら のお てるおき 誡 なり。 此の^き 

i 始めよ リ：^ らが閗 きし 所の こ？ f なり。 然れど 我が 汝らに 書き 贈る 所 はまた 新しき 誡 なリ。 此の 言 は 彼に 

於ても 汝らに 於ても leK なり。 蓋 はい ま はは や 過ぎて の 光耀れ ばな リ。』 (約 翰 第一 書 二の 七、 八) 

か.. の 中 に 1^ も か f レき は新莉 の爭 ひなり。 耶穌の 零 * 喩 なる 新しき 酒と 古き 革 靉は云 ふ も 一史な り、 パ 

ゥ 口 が 翰 ハ味 最も 深き は ュ ダャ 人の 花 i 想と 福 * ^的 肉. W の 新^なる 滅 象との 問に 起れ る 衝突な 

.^。 ョ 、ネま 共の 主張す ろと ころ 新しき ものに あらす、 其の. W 來已に < ^しと じた， o。 彼 は 決して 

濫.. こ 新奇 に^り、 歷 5,^. に 向 ひて 逆行す る こと を 好む ものに あらざる を 知るべし。 彼 は？ ぽ^ をして 

共 の^くと ころ、 また 新たなる もの あろ を 忘れし むる を 好まざる に 似たり。 (兆 かも 新なる 點 なく 

ズ、 千： K 萬 語 も惯』 似 を 失 ふべ しと 思へ る ものの 如し。 舊き 道が 今觅の 如く na:iK> ばかりに 新しき.^ 

1^ を帶 ぶる に 至る は 偸 快な り。 日々 變り 行く 境遇に 處 する^に、 醫 へば 論^な どの 如き、 陳臺叫 

の 新なる 妙味 を感 はし、 其の 我が 心 を 得た る を 喜び、 未だ 贫て思 ひ 設け ざろ 敎訓を 其のう ちに 發は 

したる に 驚く は、 (鄕に 於て 故人に 逢 ひたらん よりも 嬉しき 心地 ぞ すべき。 何 にても 《仝し く窗 きま 
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まなら ば與覺 めて、 其の 味 ひ を 失へ る鹽 とともに か li に棄 てられて、 人の 踏む に委 する の ほかな か 

るべ し。 新生 而を 開く が 阡 要な り。 舊 きが 上に 新しき 色彩 を I， ばし むる、 是れ 即ち 人生の 進歩な 

り。 祌の闽 は隱れ たる 寶を m 鬧の 間に 發 r 几す るが 如し。 之 を 見出す とき は Tro. や 茄子の ど 盛り n の 

ほか 面白味 を 有せ， f して、 殺風景 を 極む る 田圃 も 其の 價俯 i かに i り、 すべて. fit の もの i 買り て 

も 之 を賈ひ 取ら ま 欲しく 感す るに 至らん。 林檎の^る は 平凡なる 事！^ なれ ど、 一一 ュ ゥト ンは之 こよ 

りて 道 力の 理を發 n:;.- せり。 彼 は 陳腐なる 出来事の うちに 舉 海の 喪 を 拾 ひたる にあら す や。 ハ 巾々^々 

花 和 似たり。 然れ ども 耶穌は 野の 百合に 天父の 慈葡を 認め、 ー錢にて寶らる，^空のぉの跡に祌と叙 

しく ffl 接する の 經驗を 語れり。 ベ テロ、 ヨハネ 二人して 主の 復活 後、 其の 慕に £^づ 。『二人ともに 趨 

る。 他の.^ 子ぺテ 。より 疾く趨 りて 先に 墓に 至りぬ。 俯み て 屍 を みし 布 を ける を 見 たれ ども 入 

らす。 シ モン • 。へ テ a 彼に 後れて 来り 墓に 人り 裹 みし 布 を 置け るを昆 たり。 其の！： へを裹 みし； IP かよ 

屍 を 一 汲みし 布と ともに 置かす、 離し て^の 所に 疊 みて 廣 けり。 是に 於て 先に 墓に 來れる 他の 弟チも 

人り 之 を 見て 信ぜり』。 一 一人 偕に 墓 中の 光景 を 見 たれ ども、 復活の 驚くべき 慕 W を 認め 5^ たる は獨り 

ヨハネの みに て ありき。 . "ゴス は ギリシア 哲 舉の套 語、 ァレキサンデリァ畢者の11^^しどろに氣も 

穴し に^み 分けた る 路 なり。 然れ ども ョ ハネは 之を捉 へて 破天荒なる {ー且 一一 一一！： を發 表する の 川に 供した 

り。 彼は舊 きを 變 じて 新しき ものと なし、 陳腐なる 中より 新 なる 精神 を發掷 すべき 通力 を 有した 

る 天才に て ありき。 ガリラヤ湖 上の 漁夫、 N ぺソに 住む こと 二十 五 年、 老來ハ 分々 新生 而を 開き 信仰 


の 趣味 愈よ かにして、 遂に 第 叫福 音 W を 著述す るに 至れり。 は 白 頭に 及びて，；^ ほ 共の 氣象 少壯 

に異ら す、 微 を^ち、 幽を闭 き、 一！！ 问 きに 攀ぢ、 深き に 臨み、 祌秀 なる もの を 驚 t ^"する の 趣味 益々 盛 

みす. t た 

ん なり。 ガリ ラャ より ェ ルサレ ムに至 るまで、 、王の 架 貌の變 りしと いふ 山より パト モ ス の tf^ に 至る 

うま  や 

まで、 彼 は 逃んで 倦す、 ^^；りて^：心ます、 愈よ 出で て, g ょ奇 なり。 一 たび 彼の 门に觸 るれば、 陳 .M な 

すの あたり 

る 愛の 敎訓 も、 ^下 全能者の n より 出で たらん ばかりに、 新 i." の氣 掬すべく、 前人.^ 發の妙 呔^々 

き出づ るに 似たり。 

和 愛する の 遊 は耶穌 在世中 巳に 明白なる 敎訓を 垂れし ところな り。 然か のみなら. 約 i^,s: にも 

疾 くに 之 を敎 へたり。 n く 『汝仇 を かへ すべから す、 汝の 民の 子孫に 對 ひて 怨み を懷 くべ からす、 

己れ の 如く 汝の隣 を 愛すべし。 我 は H ホバ なり』 (iffi) と。 愛の 敎訓は 新の 如く 耶 穌 よりも 十：： く 

舊約 書中に 於て 明示せられ たるの みならす、 吾人 は 北 ハの濫 船 を 尋ねて 天地の 開，^ に 溯り、 進化の、 源 

に 分け 登りて、 共の 主義 巳に 勢 Si として 形 を 示せる を兒 出す こと を^べし。 生物 は 愛の. 原^に 基 

き、 愛の 圆滿 なる 實現を 目的と して、 進化の 途上に 就きし ものなる を 疑 ふ 可から す。 『g": 相 食む すら 

a つ 人 之を惡 む』。 『.E 然界は 爪牙 を 朱に 染めて』 其の 懷さ云 はんかた なし。 然れ ども 進化の 底流 を 探 

れば、 愛の 淸，： ： 水 掬すべき 者 あるに は 驚嘆の 念禁 する こと 能 はざる べし。 實に 相愛の 迸 は 始めより 汝 

らの 有て る 舊き誡 なりと 云 はざる ベから す。 其の 宣 一一 K は 進歩の 初頭より】 IE 示せられ つ、 ありき。 

然 らば 何故に 之 を 新奇な りと 云 ふや。 蓋し 耶穌 の敎を 受け、 其の 救 ひの 恩 { 能に 沐浴 するとき は、 
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愛の 近 新たなる 方面 を _钎 はし、 共の 趣味 殆んど 別物の 如き 感を與 ふるに 至る。 四海 せ な 兄，.： _ ^なり。 

仁 は 人の 大^にして 愛 は 其のす ベ て の 關係を 支配す ベ き M 維な り。 然れ ども 共の |g り 子耶穌 基督 及 

ぴ北ハ の 驚くべき 救 ひの，. g 昔に よりて、 之 を lii らし、 且つ 之を溫 むる とき は、 仁愛の 意義 は 共の 深さ 

と说 さとに 於て 全く 前と ハ なり、 其の 領域 を廣 め、 共の 程度 を 深く し、 共の 熱カ然 ゆるが 如く、 名 

は M じくして 共の 指す ところ 限りなく 相 隔れる を發兑 すべし。 共の 一 例を舉 ぐれば、 試みに.^ の 語 

を 研究すべし。 n く 『汝ら K みて 其の 自由 を 柔弱^の 躓と なす 勿れ。 人 もし 知識 ある 5^ の汝 の 

.JJ  .  よわき も <5  15 や 

1^ に.^ して <：5{ すろ を见 ば、 柔弱 者の 心、 之に 勸 めら れて 偶像に 献 げし 物 を 食せ ざら しゃ。 义 お 0 

代りて 列に 給；： D し； i き 兄^、 汝の 知識に ral りて 淪 亡び ざらん や。 此の 如く 汝ら 兄お に 罪 を 犯し、 共 

つや、 ゾ 

の：.；^ き V を 傷めし むる は 茶 1；： に 罪 を 犯すな り.。 是 故に 若し 食物、 わが 兄. を礙 かさば 我 は 兄， <ii- を礙 

いつまで 

力せ ざる爲 めに、 水久も 肉を贫 はじ』 と。 斯の 如く 『基督の 代りて 死にた まひし 弱き 兄お』 は、 ^り 

なき 励 力 を 以て 愛と 敬と を 喚起す るに あらす や。 人類 相愛の 道 は 十字架の 福 昔に よりて 共の 廣 さと 

熱-;^ と を 殆んど 限り もな く膨 腿した ひと 云 はざる 可ら す。 耶穌 基督 及び 共の 聖 鍵の 敎 育の 下に 愛の 

經 14 愈よ 深く 熟 K 一 すれば、 ョ ハ ネが愛の道古くして叉新たなりと云へるに首^！：！：くことを^むべし。 

U だ 愛の ことに 於ての み 然るに あらす。 基督 敎は 常に 新たなる 生命な り。 片時 も停滯 する を 許さ 

す。 ^とともに 共の {:E の 無 盡藏は 愈よ 新たに 發揮 せらる るな り。 之と 接觸 する 所の！： 民と 人^と 

は、 其の W 有の 長所 を 新たなる 意味の ものに 聖 化せられて、 更に 高尙 なる^ マぽ を發揚 する こと を 得 


べし。 きもの. せに 此の 點に 於ても 世に 新たな りと- 54 はざる 可ら す。 基^教 は ^定 せる 宗教に あら 

す。 卞耶 は (卟て バウ" がダ マスコに 往 くの 途上、 之に 向 ひて 『なん ぢが 旣に兑 しこと と、 我が 汝 

に 現 はれて 一： 小さん 北ハの 15^- の證 人と なさん が爲 めな り』 と 云 はれし 如く、 今 も £1： ほ 五：： 人に 一： 小すべき 多 

くのこと を)、 ケ： E せらる- r なり。 故に 基 1^ 敎は I 而に 於て 未成品な りと ムふ も, F な ひ。 愈よ えう して 

愈よ 新たなる ガ 而を發 3g する に ff- るべ し。 して 巳まざる 世界に 少 しも 新生 而を II くこと なく 

ば、 祌 の^に あらざる なり。 

(一 九 〇 九 年 七 月ン 


古き 教の： 幼し き 趣味  K 八 九 


-R むけの 說  四 九 〇 

『たむ けの 說』  ♦ . 

詩の 第 六十 一 篇は 或る 王が 蒙 塵して、 邊陬の 地に 流離 ひ 居られた ときの 心 靠 を 彼 自身 若く は 之に 

同. 情 を 寄せた 詩人の 筆に よりて 描し 出した ものである。 『あ」 祌ょ、 願 はく は 我が 哭く K を 聽 きた ま 

さけ 

へ。 我が 祈りに 御 心 を 留めた まへ』。 王 は 實に哭 いて 祈り を 捧げた ので ある。 疾痫 慘怛天 に 號ぶは 

何れの 世に ありても 人情の 已むを 得ざる ものと 見 ゆる。 『我が 心く づ をる、 とき、 地の 極より 汝を 

呼ばん』。 くづ をる」 と譯 された の は、 寧ろ 胸 迫り 爲ん 方盡 きて、 絶え も 入りなん ばかりの 心地す る 

さ す ら 

の 意味で、 王の 境遇の 悲し さが 思 ひ 遣られる。 彼 は 都 を 落ちて 如何なる ところに 流離 ひ往 きし もの 

か。 何れ 小さき 固の ことなれば、 高の 知れた る 距離に 違 ひ 無かった らうが、 宛 がら 身 は旣に 地の 極 

に 流浪した かの 如く 感じ、 痛恨 悲嘆に 暮れて、 『地の 極より 汝を 呼ばん』 と は 絶叫した ので あらう。 

南朝の 帝が 『さして 行く 笠 置の 山 を 出しより 天が下に は 隱れ家 もな し』 と嚷 かれた のと 同一 の 調子 

である。 斯の 如く 禍 身に 及びて、 遠く 旅行せ ざる を 得ざる 場合に、 王 は 『我 を きて 我が 及び難き 

ほどの 高き 岩に 登らせた まへ』 と 祈り 求めた。  ■ 

前週 或る 友人が 外國に 旅立 をした とき、 余 は 餞の 辭 として、 若 林 强齊の 『たむ けの 說』 の 一 節を朋 


に した。 共れ に： g ろと 『たむ けと はた うげ なり。 手む かふな り。 玉む かふな り。 si した うげ は 神 を 

ぜン じ §.5 ぬ さ  かぺち 

いは ひまつる さか ひよりい へり。 手む かふ は 拍手、 攝掌、 幣 など 窄 つる 容 よりいへ り。 玉む かふ は祌 

にむ かふ 心の ひたすらに 他念な きをい へり』。 r 十：： へ は 旅人 を ァ y るに 山の 顶 きまで 送りて、 往來 Q 恙 

I ぬ ざ 

なき こと を、 M の 祌に幣 まつりて 祈りし をた むけと いへ .^。 八/山の 顶を たうげ と：： ムふ もた むサ Q!J^ な 

わくん ふし 5j リ 

り 』 と 傻訓梨 にも：； ム つて 1:^ る。 『たむ けの 說』 また 曰く 『たうげ とい ふ は 彼是 上下の 分る.'？ i を：： ムへ 

り。 此所ぞ 誠に 恐れ 愼 むべき 大 の ところ 故に 神明の 御陰 を わきて いた き 祭りて、 【：^, ハ加を 祈り 巾 

さで は 適 はざる ことなり』。 又 曰く 『たうげ と 云 ふ は 只 だ 只 だ £1 路山ハ 介に あるの みに あらす、 今日 世 

を經、 身 を m にき、 is!!- に應 じ、 物に 接する の^、 往く として 善惡邪 正の 岐 にあらざる ことなくして、 

共の たうげ さか ひ は 我が 心 胸に ありて、 彼是 上下の 分 ：！$： だ 美妙な り。 (全體 のた うげ あり、 一 is^ のた う 

げ ありと ふべ し)。 此に 於て 神 をき つと 念じ 奉りて 冥. 加 を 祈る とともに、 千 人 引！： ィ ，の 力 を 出して 堅 

く 取り 守れば、 邪 を 去って 正に 反り、 惡を 絶ちて 善に 專ら なること、 決然と して 安平なる と を 川.：！ 

ん。 されば たうげ と 云 ふ はかり そめの 門出の 祭より、 一生 大 lei:- の 場の 守りまで を^ぬ けり』 と。！： 

れは 誠に 趣味 深き 說明 である。 人生の たうげ は、 山 また 山 折り m: りて、 幾何と なく 之 を 越えて 行か 

つ ら f  いきつ 

ねばならぬ。 羊 il たる. 十九 折 も あらう し、 呼吸 續き あへ ぬ 胸突き八丁 にも 盖し 腿る だら う。 大事 

の瀬戶 際、 恐れ みて 眞 面目に なり、 邪 を 去り 正に 反り、 罪と. 絶ち、 祌 にお ふの 志 を 立て、 切 こ 祈り 

なう はし 

堅く 誓 ひて、 大和民族 古来の 羽：： の 如く 眞實 にたむ けす るが、 我らの 平素 心懸 くべき ところで ある。 

たむ けの說  K 九 一 


4i むけの 說  四 九 二 

は .{1 樂：. K の 詩に も ある 如く、 山に も あらす、 川に も あらす、 人心 反"！^ の にある。 五： 人、 物に 接 一 

し、 に 觸る& の si、 到る ところ、 往く ところ 善悪の 分岐 點 あらざる こと は 無い。 行路 難の 歌 は 

自 から 共の 問に 詠み 出 でられね ばなら ぬので ある。 我ら は 時々 刻々 峙に懸 りつ k ある。 共の 場合に 一 

へ ごご リ  つ 、し  をと . 

於け る毫 g の 差 は 千里の 隔絶 を も 生すべく、 實に 恐れ 肅 むべき ことで ある。 或は 一め 日 旅立せ る 友 一 

人の 如く、 海外 萬 里の 異鄕に 生活す るに 至る は、 精神 問題の 種に て 共の 生、 活の方 に 一 犬轉 機を與 

ふる 原因と なる であらう。 只 だ 鵬程の 洋行の みで は あるまい。 舉 生が 者 を 避く る爲 めに.、 山に 海に； 

^ぶに も m わ ひ 懸けな く！^ の 難所に 足 を 踏み入れて、 之が 爲 めに 向上す る もの も ある。 然 かし m わ 想に、 一 

精神に、^ て は ^向き の 行狀 に ま で 非 $e な る 腹 落 をす る も のも少 くない 。今や 秋に 人らん とす る に <:3 一 

り、 笼 をれ ふて ト： 京す る 嵐 ¥; が多數 である。 已 にこの 堂に 來て 居らる \ もの も ある だら う。 § も 一 

北ハの 生！ S の 分 水 i 领、 き は どい 岐に 出た ので は あるまい か。 斯く 思ひ續 くると 卒業 も峙 である。 

落 も峙 である。 所 『たまむ かふ』 で 心 を ら にし. -、 只管 向上 的に 心の 工夫 を爲 し、 共の 信念 を- 

S 水く し 堅 ra: にし、 神 と^び、 主 耶穌と 相 契るべき 好機 會 となさねば ならぬ。 或は 役人が 出世 をす る： 

とか、 商 m 家が 成功す ると か、 すべて^ 意の 境遇に 人る も， 資に 深く 戒愼 すべき 各自の：^ である。 - 

總 て境禺 一の 變遷、 ^へば iS 暇なる 人が 多事に なり、 勤務 忙しき 人が 閑散の 地に 就く と 云 ふが 如き 變 

化 は 5： な m わ ひの 外なる 峙 の難關 で" 共の 遂に 心 を 用 ひ、 緊と 腰に IW を 締め 更 さぬ ために 精剎 十の 大 

失^ を來 して 成 亡の 淵に 沈む の も 見える。 人生 起伏 多く、 波 i!^ に來 る。 或は 斯る こと あらんと m ゆ 


ひ 寄らざる 出來 je:;..- 人の 仕向け、 世の 成り行き などに 驚かされ、 ^かされて、 前後 不覺 となり.、 そ 

の 權衡を 失して、 Si らすも C 已の 1?^ 點を r お. し、 年來の 病根 I 時に 萌して 犬い なる-お ^ 的收 北を爲 す 

おもて 

に 至る。 人の 心 は 面の 如く 異なって おる。 萬 事 我が 思 ふ 如く 行くべき， hja が 無い。 我の E^^:: 几らざる 

如く、 人 もまた 思慮の 及ばざる ところの あるべき 苦 だ。 其 所で 我が 感情 を 害する ijii- と 場合と が：^々 

起って 來る。 斯の 如き 場合 人に 對 して 不快の 感を懷 くと ころから 八つ C:£ りに 神 を 怨み、 遂に：^ おに 

まで くやう になる。 餘り 感情に や H せて 漫 りに 進；^ を するとき は、 所謂. W 戶の敞 を 長 崎で 打つ と 

いふ へ の 如く、 隨分 愚に も附 かぬ 心 b:: 遠 をす る やうになる。  - 

特に 人生の！^ として 设も 深く 注意すべき は、 人に 死なれたり、 愛する ものと 別れたり、 危 き".^: m 

に 福り た. りするな どの 場合で ある。 此 所は靈 魂の 銀鍊 場で、 上に 引く 感化、 下に：^ き さんと する 

の 魔力 並び 来って、 兑上 ぐれば 天、 見下せば 喑黑 なる 深 谷、 峠の 喻、 E も 眩：： 水く ばかりで ある" { 永^ 

の變遷 、嫁取り 婿取りな どの 人事 萬 端、 すべて 彼是 上下の 分る る 瀬、 精祌 上の 大 iei:^ 此に 《几 まるべき 

うかく 

機 <!：： を與 へられた ので ある。 輕 卒戒愼 す. ると ころな く 嫁に 行く ベから す。 汝 が！^::;^ も嶮蛆 なれば、 

玉む 力 ふ、 乎む かふの 心 懸け こそ 肝要 なれ。 婿になる もの も 此のと ころ 確と 心お て：^ ら ねばなら 

ぬ。 婚娴は 誠に nl 出た きこと なれ ど、 極めて 眞 面 nz なる 愼 むべき 大_^ ^である。 『神明の 御 を わきて 

いた、.. -き 祭りて、 冥加 を 祈り. &さ では 適 はざる ことなり』。 『それ は 洪水の 前 ノア 方.^ こ， 人る 日まで 

の！ 5 くひ とつ； W めと リ 

は 人々 飲食 嫁 娶 などして、 洪水の 來り 悉く 之 を；^ すまで 知ら ざり き』。 

-f^ むけの 說  四 九 三 


たむ けの 説  四 九 四 

讀害學 問 も輕々 しく 爲 すべき ことで 無い。 我らの 思想 は 日に 進み、 月に 歩みて、 新たなる 境に 入 

りつ \ ある。 思想の 變遷 は靈的 發展の である。 „^ハ の 間に 處 P て. 止しく 導かれ、 健全に 感化せられ 

すきま 

ん こと を 心 懸け、 靈的 修養の 用意^ 隙な きを 務めねば、 靈 魂が 飛んでも なき 所に 往 つて 了う 耶穌 

の^^-子らは^に從遊してから三年の^、 厘々 意外の 感に打 たれ、 失望に 陷り、 宿 夢 を 破られて、 途 

方に 暮れた ので あるが、 中に も ュダは 此の E 《想界 の 風雲 急なる 場合に、 足 許し どろに なりて 遂に 恐 

るべき 墮落を 遂げた。 外の 弟子ら は 左轉右 倒蹌踉 きながら も 辛うじて 足 を 踏み締め、 、H. 一の 抬 t 卑に. W 

りて、 北ハの 終り を 全うする こと を 得た ので ある。 『主 また 云 ひける は、 シ モンよ シ モンよ、 サタン 汝 

らを 索め て麥の 如く 簸 はんとす。 然れ ども 汝の 信仰 絶えざる やう 汝の爲 めに 祈れり。 汝^ らん 時 其 

の 兄 免 を 堅く せよ 』 。是れ は 主 耶穌が 彼 を 山の頂まで 見送り 、 懇ろに たむ けの 祈り をせられ たので な 

いか。 * 子ら を 率ゐて 北の方 遠く カイ ザリャ • ピリ ピに往 き、 水 淸く山 高き 所に に 之と 共に 起居 

し、 祈り を爲 し、 懇談 をせられ たの は、 矢張りた むけの 一 つで、 彼等の 靈魂を 只管 神に 向けし むる 

心盡 しの 一 つで あつたに 違 ひない。 『世の 人 は 我 を 誰と か 云 ふ』 との 問 ひを發 せられた とき、 ^子ら 

は 種々 の 答を與 へたが、 主が 遂に 『汝ら は 我 を 誰と かなす』 と 問 はれた に對 し、 シモ ン。 へ テ 。が 衆 

を 代表して 『汝は 活ける 神の 子、 基督な り』 と 云った の は、 其の 行き 艱む 山の 切 所に 足 もと を 堅め 

た 車 である。 思想の 變遷、 學 問の 旅程、 信仰生活の 展開 等 は 殊に 靑 年の 身の上 に^も 戒愼 すべき 

ゆで ある。 幾何の 人が 其 所で 山賊に 脅され 猛獣に 襲 はれ、 一歩 を 誤 まりて 谷底に 陷 りたる か。 恙 


無 かれと は、 已れ も、 其の 友 も 神に 祈るべき とで ある。 

はなむけ、 たむ けな ど は 旅人 を 送り、 山の m まで 之 を ほ 送り、 此所ぞ とい ふ 境に 於て 神 を 祝 ひ 祭 

る fMa^ であった。 以ヒ 述べ 來 つた 如く 人生 山 また 山の 難所に 差し 懸る 場合、 旅人 CI 身が 肅 みて たむ 

けすべき は 勿論、 此は 北ハの 友た る 人々 の 常に 注意すべき ことで ある。 親子、 夫；：！、 兄お、 朋友- r^i に 

斯る場 八：： に 心 を 川 ひ、 山越え も 船路 も 恙無く、 反って より 高く、 より 進みた る 方に 入らし むる やう 

介抱、 找 1. 獎勵、 祈禱 する を 怠る ベから す。 

ま つ くに 

『共の 始め を考 ふれば 神代の いにしへ、 ^^諾 尊、 泉津國 にさ まよ ひ、 伊 非 冊 尊に おそ はれさせた 

よ ひつ ひら さか  二と く  ，^ わたし  ちか 

まひし 時に 伊；^^諾尊逃れて泉律平坂に至りて千人引磐をもて坂路を塞き、 絶 妻 之 折 一.： した まひ。 道 

へし。；：. ほかみ 

返 太 神と 號び たまへ り。 これた むけの 言の 本に て 泉 津平坂 はすな はち 諾 尊の 手 山に て 侍べ る』 しこ 

れは實 に 美 はしき 神 &i である。 伊非諾 尊が 醜女の 爲 めに 襲 はれた とき、 泉津平 坂に 至り、 此所を 先 

途と 雄々 しき 心 を 振り 起し 千 人 引 15 を 以て 坂路を 差し 塞ぎ、 道の 神 を 祭った 如く、 我ら も 人生の 九 

十九.折；^喊しき山路にか.^ることが多く、 否な 其れ は 時々 刻々 の經驗 であるから、 神に 祈り、 . a な 

る大 決心 を 以て 快刀 亂麻 を斷っ 如く、 己れ の 去就 を 明白に せねば ならぬ。 我らの 『地の 極』 は 千： a 

た， ひか さ  ， . - 

萬^^でぁる。 遞々 同 重なるの 經驗 である。 願く は 『我 を 導きて 我が 及び難き ほどの 5.? に S リ 1 らせ たま 

へ』 と 切に 祈りすべき である。 

(一 九 〇 九 年 九 巧) 
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愛の 獎勵  ♦ 

まさ 

『彼4^^:^して後、耶穌シ モンた ヘテロに 云 ひける は ョナの 子シモ ン ょ汝此 等の ものに 過り て 我 を 愛する や。 

彼い ひける は 主よ 然り、 我が 汝を 愛する こと は汝 知れり。 耶穌 彼に 云 ひける は 我が ま i を牧 へ。 また -ぷ が 

彼に 云 ひける は ョナの 子シモ ンょ我 を 愛する 乎。 彼 云 ひける は 主よ 然り、 我が 汝を 愛する こと は汝 知れ 

り。 耶穌 彼に 云 ひける は 我が 羊を牧 へ。 三次 彼に 云 ひける はョ ナの 子シモ ンょ我 を 愛する か。 ぺ テ 口  一 

次 愛する かと 云 はれし に 因りて 憂 ふ。 斯くて 答へ ける は 主 知らざる 所な し。 我が 愛する こと は 汝 知れ 

り。 耶穌 彼に 云 ひける は 我が 羊を牧 へ。』 (約 翰傳ニ 一  の 一 五 11 一  七) 

耶穌 趣ら れて後 ガリ ラャ の 湖の ほとりで. ej- 子た ちに 逢 はれた。 約 翰俾の 終り の fi- に 其の 校^が 記 

して ある。 今朝 は耶 Si とべ テロとの 問答に ついて、 二三の こと を 話したい。 

馬 可條第 十六 章 七 節 を 見れば、 『且つ 往 きて 其の * 子と ぺ テ 。に 告げよ、 彼 は 汝らに 先ち てガ リラ 

ャに往 けり。 汝ら かしこに て 彼 を Glf- るべ し。 即ち 其の 汝らに 云 ひしが 如し』 と ある。 婦人 共が 耶 

復活の 朝早く 墓に 參詣 したと ころが、 意外に も耶 穌は聽 つて 墓の 中に 居らない。 此のと き耶 が：；！ 

人 どもに 現 はれ、 往 きて * 子と ぺテ a に 告げよ 云々 と 云 はれた ので ある。 何故 此 所に ぺテ。 と 云 ふ 


名 を に舉 げられ たか。 彼がー^^豕ぃからでぁらぅか。 外のもりは^^じく：：^：じくとしてべテ ：：のみを筆 

頭に 报 げた 譯 であらう か。 彼 は耶穌 から 多くの 恩 を 受けた にも 拘ら す、 また. ま. S お 〈：：： を k  、ここ 

も拘ら す、 三た び 主 を 知らす と：： ム つた。 外の もの は，； g 活と即 いて： サ び、 n いく 御： = にか.， りたい と St. 

み 立った であらう。 ベ テロ も" ひたい は 山々 であった が、 面目がない。 ュダ と^と は .w:: に大 いなる 

を 犯した と 非 « に疝： g し、 烦 悶 して 居た のが ほ然 であらう。 迷へ るべ テ。 である。 失 せる べテ 

口で ある。 耻 だらけの ベ テロで ある。 北ハ のま \ に 打ち 遣って a かば：！： うなる か 解らない。 そこで 耶 

^はべ テ n を 深く  E あ ひ 遣り、 彼が 往く先 を 好く して 遣らう との Ei3 召から、 『我：^ らこ 先：.」 ちて ガリ ラ 

こと ブて 

ャに 行く』 と 云 ふ 首 傳 をせられ た。 是れは ぺテ。 に 非 な 力と 慰めと を與 へた。 一階 夜に^ 火 を た 

様な 心 持であった らう。 耶穌の 深き 同情と 思 召と に 感泣した Ki であらう。 かくて， <S 子ら. H ガリ ラャ 

に 行った。 ガリ ラャ は耶穌 の故鄉 で、 また 彼等の 故鄕 である。 耶 穌に從 つて 三； やの 都に 卜： つたこ 

とも あるが、 多く は ガリ ラャに 居た ので ある。 在りし 其の 昔の 色々 の 出 米琪、 主の 敎，、 乂. H 其の 

S された ことな ど を 思 ひ 起さ る を 得ない。 彼等 は 如何なる 心 持で 故鄉の ガリ ラャ に；^ t つたこと で 

あらう か。 耶穌 に！ n 几えん と 望んで 居る。 何 か 待つ ところがあった ので ある。 山 も， 満も^ 木 も 聯想に 

伴 はれぬ もの はない。 殊に 待つ ところが ある。 其の^の 心 持 は 何ん なであった らう か K に 何ん にも 

手に 着かす、 奇態な 心 持が して 居た に逮 ひない。 彼等 は 漁に 往 つたこと も ある。 故に 行つ X この e 

あるか。 此の ことに ついては 說敎 した こと も あり、 書いた こと も ある。 此れ 活計の 爲め でも あつ， ヒ 

®J の獎勵  ：r.Hn 
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らう。 商 買の 爲め かも 知れぬ。 或は 氣晴 しの 爲め でもあった らう。 會て乎 惯れた I" 述の 生活に 復へ 

るの 端緒 を 問いた ものと も ：3- える。 餘り高 上り をして おたから 鹿 を：：^ た。 豪い とのみ 考 へて 居た 

からせ 5 らぬ ことと な つたと 後悔した もので あらう と說 いた ことであった。 然ぅも m 心 はれる & 力し 

更に 之 を 好く 考へ ると 彼等 は氣が 探め て、 變な心 持で、 じっとして 居る ことが 出來 ぬ。 ぶら りと し 

て 寺って 居れ、 ま 氣が逮 ひさう になる。 身の 置き どこ-ろ もな く、 遣り場 もない ので ある。 物 m 心 ひ 多く 

て、 感動に 滿 ちて US たので ある。 徒然 居る より 何 か 遣ら かさう。 一： 几來が 漁夫で あるから 網で も 打つ 

て： 15- ようと 考 へたので あらう。 それで 彼等 は 漁 をしても 何にも 嫂れ なかった。 心此 所に あらざる 有 

!g であるから、 馴れた 仕 でも 何ん にも 瘦物 がなかった ので ある。 獲る のが nl 的で なく、 何 かしょ 

うと 云 ふので あったらう。 すると 耶穌が 来られた。 初めは 氣も 付かなかった が、 ヨハネ は 何時もの 

如 く^一に 氣が 付いて 『是 れ耶穌 なり』 と 云った。 ぺ テロ は 殆んど 素 裸になって £ ^たが、 耶穌と 聞 

いて 慌て. - 衣服 を 着けて 水に 飛び込んだ。 各 I 場のと きで あるに 拘ら す、 衣服 を 着け、 帶 をして、 水 

に 飛び込んだ の は 面白い。 身の 嗜 みのほど も！ 13- える。 然 かしべ テロ は 泳いで 向 ふの 岸に^い たので 

あらう か。 此所を 讀んで ：0- ると 彼 は 向 ふの 岸に 着かなかったら しいと 或る 舉古 は肯て 居る。 せて 水 

の 上 を 踏んで 耶^の 許に 行かん と 欲した 氣の n 十い 彼の ことで あるから 一 一三 歩 進む と、 水に 沈んで ぶ 

くくに なり かけた。 此 所も然 うで ある。 是れ 主な りと おへた 方 は ヨハネが かった が、 實行 する 

さはべ テロが い。 彼に は 熱情が あるから、 直ちに 飛び込んだ。 前後の 分別 もな く 飛込み はした も 


の.^ 考 へる と^が. 惡ぃ。 何ん の 面 01 あって 耶^の もとへ 行け やう か。 大手 を扳 つてべ テ。で御」|^候 

と-ぶふ こと は出來 ぬ。 彼 は 遣り かけた が 2^ して 岸に チ 5 いたで あらう か。 ？ 5^ の が 先き になる で、 船 

を a ぎつ けた もの k 方が 先き に^き、 彼 は 後から つて 行ったら しく： える。 などで 喧嘴 をし 

たもの が 前に 出 難く、 極り. さう にた、 ^ 茶なん かの 世^ をして ほる ことがある。 ベ テロ は 非货な 

0. 非 C めな 失敗 をした ので ある。 大言を 吐いた 彼 は 三た びキ； を 知らす と 云った ので ある。 されば 此 

の 時に の惡 かった の は常然 である。 耶^ は 『ョナ の 子シ モンよ、 此 等の ものに 過り て 我 を 愛する 

や』 と 云 はれた。 シ モンと-: ム つて、 ベ テロと は 云 はれなかった) シ モン は 幼い 時の 名で、 ぺ テロ は 

ま" の 名で ある。 耶穌が 命 けられた ので、 其の 品性 を 現 はした ものである。 それでお し 此の 時耶 が 

『ぺテ 口よ』 と 云 はれたならば、 之 を 嘲る やうに 聞え る。 ^-ぉ 者に 向って べテ n と：. ム ふやうな 豪い 

名 を 呼ば るれ は、 北 ハの對 照の S めに 穴に も 入りたい 心 持に なった であらう。 閉口して： g る もの を更 

に 大きな 秘で 以て 擲る やうな ものである。 此 所に 耶^が べテ a よと 一 K はれなかった の は、 彼の 疵を 

抉り 出さす、 そうつ と 取り 极 はれた ので ある。 囊にべ テ 。 に吿げょと^^^！！せられたのと：：！：じ^法で 

ある。 耶穌の 深い 思 召が： 3- える。 出来るだけ 無益な 苦痛 を風ハ へたくない。 已を 耻ぢて して る 

もの を 扱 はれる 耶穌の 心 は 斯うした ものである。 過失 多き ものに 對 して 耶 S は K に寬大 であった。 

然 かし 耶 M の 愛 は 宋襄の 仁と：！ 1： じと ではなかった U 腿 物 を 切開し、 之に 探り を 入れて 隨分 痛い 思 

ひ を さす 必要 も ある。 『ョナ の子シ モ ンょ此 等の もの に 過り て 我 を 愛する か』。 此 等の ものと 云 ふに は 

愛の 獎， 勵  EI 九九 
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色々 な說が ある。 此の 船 や 網よりも 我 を 愛する か。 云ひ換 へれば 衣服 や 家 や 身代よりも 我 を 愛する 

かと 云 はれた ので あると 云 ふ說も ある。 然ぅ 取れば 取れぬ こと もない。 然 かし ぺ テロが 大 1『2 を 吐い 

たので あるから、 他の 弟子よりも 過り て 我 を 愛する かと 云 はれた と はる 方が 適 常で あらう。 耶穌は 

三度 繰り返して 我 を 愛する かと 問 はれた が、 初めの 二度と 最後のと は 意味が Si つて 居る。 初めは 臣 

が 君に 對 する 情 合の やうに 愛と は 云 ひ 難い 意味の 言であった。 重ん する、 敬す る、 喜ぶ とい ふやう 

な 意味で ある。 汝は 我が 好き かと 問 はれた ので ある。 斯う 云へ は 反對の 意味に も 取れる が、 善い 意 

味で 好き かと 云 はれた ので ある。 然 かし 好む では 少し 意味が 足らぬ が、 兎に角 此の 問 ひに は 遠慮が 

あり、 鬲て があった。 上下 を 着た やうな 氣 味が ある。 熱情 燃 ゆるが 如く、 波 を 蹈んで 行ったり、 其 

の 袖を扣 へて、 主よ 此の 事 汝に來 る まじと 云った やうな ぺ テロに 對 する 云 ひ 挺り ではない。 水， M 穴い 

ところが ある。 ぺテ 》1 は 困った。 頗る 疎遠で ある。 敬遠 主義に 聞え る。 憚り 多く、 遠慮が ある。 初 

めて 逢った 人に 挨拶す る やうで ある。 熱度から 云へば 餘程輕 かった。 軟 いが、 然 かし-お ^ 魂の 奥まで 

せ. 0 

刺る 、 如く 感じ た。 切て 其れ 位の 愛 は あるかと 問 はれた ので ある。 

ぺテ は 之に 對 して 『主よ、 然り、 我が 汝を 愛する さは 汝 知れり』 と 云った。 私 は 人の 前に は 面 

目 無い ものである。 此の 心 君 こそ 御存じな らんと 言った の だ" 然うして 彼が 用ゐた 愛て ふ 言 は、 耶 

^の 問 ひの 愛と は異 ふ。 是れは 熱情 燃 ゆる やうな ものであった" 其の 意 は斯の 如き 始米 ゆえ 外の も 

のま. と a ふで あらう、 自分 さへ 呆れる ほどで あるが、 然 かし 尙ほ熱 情深き 意味に て 愛し 奉る と 


云った ので ある。 耶穌は 之に 答へ て 『我が^ を牧 へ』 と： K はれた。 彼は大 失敗 をな し耻を かきて 味 

岍を つけた ことで あるが、 之が 爲 めに 謙遍 して 小さくな つて、 尙ほ 何う しても 去り 難く m 心 ふところ 

の 耶穌に へたい と 思って 居る。 共の 失收が 却って 彼の 爲 めに 爲る。 毒藥變 じて 藥 となる。 そこで 

耶穌は 深き ！：！ 情と 親切と を 以て 『我が を牧 へ』 と 云 はれた。 愛情と 信任と が 溢れて t^: る。 1^ れる 

麻 を， S さす、 曲れる|!|^.を折らぬ心懸けが：1:5-ぇる。 然し 彼 はま だ緊 かりせ ぬ 所が あり、 何となくへ こ 

しんめんもく 

たれて おる。 之 を 昔の 壯ん なべ テロの 面目に 復 さねば ならぬ。 失敗しても、 其の 中に 3 肌 面 E が 現 

はれて 顿母 しいと ころの ある 人物 だから 惜 いもの だ。 

それで 耶穌は 更に 疊 みかけて 『ョナ の子シ モンよ 我 を 愛する か』 と 問 はれた。 今度 は此 等の もの 

に 優りて と は 云れ ない。 附屬物 は 取り除かれた。 之に 對 して ぺテ 。は 『主よ、 然り、 我が 汝を 愛す 

る こと は汝 知れり』 と 云った。 同じ 答 を 繰り返し たに 過ぎぬ。 單調 である。 氣の無 ささうな 餘りカ 

しほ  か 

の 入らぬ、 K に 萎れ かへ つた 肯 である。 耶 穌 は 此の 時 『我が 羊を牧 へ』 と 云 はれた。 此の 牧 へと 云 

ふ 字 は 改正 英譯の 聖書 を： れば、 初めの は ？ xl 次ぎの は tend として ある。 羊の 釆£ をな し、 之 を 

護る と 云 ふ 意味に 過ぎぬ。 醫 者が 手術 をす る ときには 無益な 刀 を 使 はぬ。 耶 穌の肯 にも 一 々意^が 

ある。 閉 n して、 いぢら しく、 小さくな つて 居る ものに、 羊を牧 へと は 云 はす、 ロハ だ 北 ハの桥 をし、 

氣を附 けよ と 云 はれた。 大した 任務で ない。 其のと きに ぺテ a は 耶穌の 云 はれた こと を 悉く. $:5：！ し 

たか 何う か 解らぬ。 或は 解らなかった かも 知れぬ。 一 體說敎 は 其の 時に 解る ことば かりが 趣意で は 
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ない。 汝の やうに へこたれ、 萎れ 返へ つて 氣の 無い やうな 答 をして 居て は、 ロハ だ 羊の 1^ をす る 位で 

ある。 之 を 飼 ふこと は出來 ぬと 云 はれた ので ある。 

愛すべき 丈夫、 道の 好漢、 此の ま、 に棄て If むかば 後が 案じら 4^- る。 耶穌は 愛に 執着い 方で ある。 

更に 問 ひを發 した。 『ョナ の 子シ乇 ンょ我 を 愛する か』 と。 此の 愛 は 前のと は異 ふ。 深い 切なる 意味 

にて 愛する かと 問 はれた ので ある。 遠き に 行く に は 近き よりす。 高き に 登る に は 先づ卑 よりす とい 

ふ 虱で あつたが、 今度 は眞 甲から 切り込まれた。 翁き に は 水臭い やうな 肯が氣 になって 苦し かつ 

た。 今 皮は然 らば 汝の云 ふ 通りな 熱情が あるかと 問 はれた。 三た び 問 はれた ので ぺテ a は 憂へ た。 

され ど 此の 時に 彼は氣 張った。 露 面 rn を 現 はした。 水に 飛び込む 勢 ひの 自然に 返へ つた。 お 所 も 短 

所 も c《*^ した。 『主 知らざる ところな し。 我が 汝を 愛する こと は汝 知れり』 と 云った。 大膽に 思 ひ 切 

つて 云った。 窓氣 軒昂であった。 豪い 勢 ひであった。 余が 會て ネェ プルスに 行った とき、 $ ^太 利の 

歷史を 現 はす 叫 頭の 獅子の 像 を 見た。 即ち 眠って 居る ものと、 目 醒めん として 居る ものと、 起きて 

居る ものと 活動して 居る ものとの 四つで ある。 ぺテ の 有様 も 之に 以て 居る。 彼 は 今や nz 醒めて 起 

つた。 成-化ん なる K 發を なした。 大 いなる 志 を 起した" 思 ひ 切って 云 ふこと が出來 たので ある。 耶穌 

彼に 向 ひ 『我が 羊を牧 へ』 と 云 はれた。 是れは 眞實の 牧羊の 務め をす る 意味で ある。 羊の 爲 めに 生 

命 を 招つ るが 如き 牧羊者の 心 持で、 我が 徒を牧 へと 云 はれた ので ある。 

比に 於て ベ テ 口 は 雲 晴れて 靑 {4- に 澄める 月を兒 る 如く、 實に 其の 心 浮き立つ ばかりにな つたこと- 


であらう。 我々 iiM んな 斯う ありたい。 我 や は 水に 飛び込んだ。 然 かし 向 ふの 岸に f5 くことの 出來な 

い：；：^ こ， はる ものが 多い。 され ど 我等 を 深き 问情を 以て 敎育 する 耶穌 ある を 知り、 }S{ に  一 も 二 

一が バせ ねばならぬ。 

(一 九 〇 九 年 一 二  n) 


®< の奨勵 


親しく  i*® を識る  五 〇！： 

親しく 基督 を識る  . 

基督^19は基督を知ることが最とも大切でぁる。 光 も、 慰 も カも此 にある ので ある。 t 仰 は 督 の- 

,  S  ,  ： かぎりなき い 力ち  ^ことのか；& 

友 ft^ を經驗 する に 外ならぬ。 耶^ は 『永 生と は唯獨 りの 眞 神なる 汝と北 ハの造 はし- 耶穌基 I^s; を 

知る 是 なり』 (ff ，一) と 云 はれた。 又 曰く 『今より 後 われ 汝らを 僕と 稱 ばす、 僕 は北ハ の、 の 行す こ 

と を 知ら ざれば なり、 我 さきに 汝らを 友と 呼べり。 我 汝らに 我が 父より 問き し 所の こと を く if" げ 

しに 緣る』 (f  一  |^)。 また 曰く 『我が 誡を おちて 之 を 守る もの は 即ち 我 を 愛するな り。 我 を 愛する もの 

は 我が 父に 愛せら る。 我 も 亦 之 を 愛して 彼に 自己 を 示すべし』 (11  一一 f) 。叉 曰く 『耳 ある もの は -ill の 諸 

しろき いし 

敎.^ ：： にい ふところ を聽 くべ し。 勝 を 得る 者に は 我 蔵し ある マナ を予 へん。 叉 白 石の 上に 新しき 名 を 

記して 之を予 へん。 之を受 くる 者の 外に 此の 名 を 知る ものな し』 (fffl)。 基餐敎 は、 王耶穌 基督 を 深 

く 知け、 之と 親しくな り、 其の 心に 精通し、 意氣相 投合す る。 其の 間に 他の 人の 知らぬ 實に 趣味 深 

ぃ秘 が ある。 信仰 は 我らが 耶穌と N に 知り、 知られて、 朋友と なること である。 然るに 我ら は耶. 

穌を 知る ことが だ淺 い。 如何にせば 之 を 知る ことが 深くなる か。 之に は 色々 の途が ある。 ：^::! ハの手 

^を し、 共の 途を 踏まねば、 之に 熟する ことが 出來 ぬ。 


さとり 

其の 一  の途は 祈りで あ る Tn;^ 故に 我, 此 の を 聞し n よ り汝ら の予 ふ る 諸の 謎と 悟と を 

以て 祌の 3:: を 知らん こと を斷 えす 析ひ 且つ 求む』 (IJ 一  =)。 我ら は 祈って 神と 親しい 物. 諧を する。 其 

の に耶穌 のこと が 好く 解る やうになる。 然 かし 話しても 只 だ 無暗 やたらに： ifi すので はない。 汽車 

の乘合 客が ^を 吸 ひ 合って 四方 山の 話 をす る やうな もので はない。 祈りに は,.' へ る ことが 必要で 

ある。 此程宵 年た ちが 集會 したと きに 基 l^H 敎に は座禪 がない から 担 だとの 話が あつ ；，. -。 然 かし 督 

敎に はより 好い ものが あるに 拘ら す.、 座禪 如き もの を 羨むな どは殘 念な； If^ である。 或 人が 若し 三分 

問し か^すべ きを 時^がない とすれば、 一 一分 は 己れ の 事 や 神の 恩 惠を考 るに ゆし、； g りの ： 分^だ け 

で 祈る と： -ム つた。 惜しい 時 だけれ ど 二分 は 割愛して 考へ ると 云 ふので ある。 祈りに は； に 深く 考 

へ る ことが 必要で ある。 好く 思 ひ 廻らして 思想から 來る 祈りと ならねば 不可ない。 耶穌と 懇意に な 

らんと せば、 常に 祈って 考へ 深くなる のが 第一 である。 然 うすれば 自 から 耶穌が もっと く 明かに 

^はれる。 耶穌 が、. 子な どと 問答 せられた 實 例に 徵 しても 解る。 此方から 何 か 問 ひかけ た 場合に 耶 

穌の 答へ が 途方もない ところに 往 つて： る ことがある。 ^ひと 答へ とが 〈i{ ひ逮 つて， わる。 此の に 

限りない 味が ある。 これ は 其の 問 ひ を もっと 深いと ころに 導いて、 更に 好い 解決 を與 へられる ので 

ある。 祈り は耶穌 との 物 Si である。 時として は 斬った ことが 聽 かれないで、 もどかしく m で 4 こと も 

ある。 然 かし 耶， g が 生前 弟子の 問 ひに 直接に 答 へられな かった ところ を考へ ると、 益になる 點がぁ 

る。 思 ひ けぬ ところに 適切なる 答へ が ある。 かくて耶穌と益.^懇意になる。 次 IS に 深いと ころ、 

親しく 基^ち- 識ろ  五 〇 五 


親しく K 督を識 る  五 〇 六 

高い ところに t ゆかれる。 今 直ぐに は當て 嵌らぬ けれど、 願 ふところよりも 更に 大 いなる ものが あ 

る。 1$ 一  に 祈りの 途を 踏まねば 眞實に 耶穌を 知る こと は出來 ぬ。 

其れから また 耶穌は 羊の I 一：， を 用 ゐられ た。 北 ハ のうちに 羊が { 牛 を 出たり 這 入ったり する さが 霄 いて 

ある。 祈り をしたり、 聖書 を讀ん だり して、 深い 瞑想に 耽って 居る は資に 嬉しい。 何時までも 然ぅ 

すがた 

したい は 出 山で ある。 耶穌が 山上で 貌の變 つたと き、 弟子た ち は 何時までも 此所を 去りたくない 心 

持であった。 然 かし 耶穌は 彼等 を 追 ひ 立てて 山の 麓に 下られ 一 だ。 山の 麓に は 多くの 事業が あるので 

ある。 

常に傅^.氾ばかりして一:^れば旺んなる信仰を維持することが出來ると考へ る ものが ある。 然 かし 羊 

はホ のうちの みに 居って は 好かぬ。 山 を 越え、 谷 を 渡り、 棘の 中 を 横切りな どして、 靑草を 食 ひ、 

淸き 流に 飮ん で、 初めて 十分に 發 達する ので ある。 出たり 這 入ったり する^に 敎 育が 出 來る。 木な 

らば 花 、か、 き、 见を 結び、 其の Eif がまた 赤らむ。 せく 熟する に 至る ので ある。 斯の 如く 我ら は 事業 を 

1^ す ことによ りて 耶穌を 知る ことが：： 佺々 熟する ので ある。 其の 實例を 一 つ 二つ 舉げ て兑れ ば、 乇 ー 

セ、 ホ レブ 山に 於いて 親しく 神の 恩威に 接した HJ が ある。 火のう ちに 包まれた る 柴を觀 た。 不思議 

な 現象で は ある。 其の 場合に、 彼 は 神の 恩惠 に觸れ た。 精神 上 得る ところがあった。 其のと き 彼 は 

ひ つ じか ひ  め ひみ 

羊 を！： つて：！？ たので ある。 牧羊者の 仕事の 最中に 神の 恩惠に 接した。 また 士師記 を 兑れ ば、 ギデヲ 

ン のとが fS いて ある。 彼 は 精兵 三^ を 以て ミデ アンの 大軍を 敗った 大將 である。 彼 は 以前 夫で あ i 


って..^時麥を打って：^た。 其のときに.突然祌の使に逢ったのでぁる。 またぺ テ 口、 ヨハネ、 ヤコ ブ 

は 5^ 獵 をして： たと きに 耶穌の 招き を 受けた。 『其の 僕 之に 事 へん。 俊 ども 祌の而 を兑、 祌の名 彼, 

の 糊に あるべし』 (，お y 一一)。 忠 SIE 祌を 愛し、 之に 專 ふる 心が あれば、 羊 を 牧ふ山 にも、 する 波 

打ち にも、 小さい 舟に 身 を. ぽ せて. うて： i= ると きに も、 精神の 上に は 限りない 恩" が 受けられ 

る。 昨-:化：ュリ|水^^； ハ ン デルの 俾を 請んで Ite た。 彼 は 『ハレルヤ、 コォ ラス』 とい ふ を 作る 爲 めに 全 

心 をへ れいで： た。 すると 其のと きに 『nl 前に 天 M けて 祌 ni 身 を兑る 心地が した』 と 一-みって：： W る。 背 

樂の S を 作ろ ときに 全天 11 けて 祌自 からが 現れた やうに 感じた ので ある。 乂 先年 『耶穌 の，』 と 一： ム 

ふ ものが 兌せられ た。 是れは 耶^の 一 百で はない と 云 ふ說も あるが、 面. IT い， 譜も 巾々 多い。 北ハ のう 

ちに 『んを 起せ、 さらば 我 を 見出すべし。 木 を 割れよ、 さらば 我 其 所に 在らん』 と 一： ムふ のが ある。 

木 を 伐る、 .r^ を 接げる、 樵 夫 土方の やうな 仕事 をす るう ちに も 宗敎が ある。 基 1! 敎は出 〔豕、 M 拾て 

人の 宗敎 ではない。 水汲み、 樵 夫、 土方、 木 挽の やうな 世渡り をす るう ちに も、 我； &は、 王に 接する 

機 が ある。 ^^！^者は日みの事梁に於て耶穌に兑ぇることが出來る。 商人で も、 役人で も、 g.;. 生で 

も、 膽. ぎ洗潘 をす る 下女で も、 忠 Si に 仕事 を するとき に 思 ひ 懸けな く 神に 兑 える ことがある。 然か 

し 神に 兑 えようと 焦慮っても いかぬ。 GI 然 に出づ る ことが 肝要で ある。 誠 を 以て 祌に ie^ へ、 正 に 

S3 れば、 fi 其の 中に ありて 如何なる 祝福が 來 るか 知れぬ。 断る ときに 耶穌は 我等に 現 はれる ので あ 

る。 バプ テス マの ョハ ネの父 ザ カリヤ は 神^に 於て 天使 ガブ リ ェ ルを兒 た。 祌 殿のう ちの みで はな 

親しく^^^も譎る  五 〇 七 


親しく^ 督も識 る  五 〇 八  一 

いつ ほ S のうちに、 網 を 打つ うち、 また 昔 樂の譜 を 作る うち、 木 樵り や 土方の 仕 車 を するとき、 思 ひ 一 

設けざる あ ひだに、 神が 親しく 我らに 近寄って 來られ る こと を經驗 する。 之が 我等の 經驗に M ュばぁ 

りたい。  1 

よ；^ がへ り  ありさま 一 

第三に は 苦痛 の^に 耶穌と 懇意になる ことが 多い。 『彼と 其の 復 生の 能力 を 知り、 北ハの 死の 狀 に 一 

術 ひて 彼の^に 與る』 (f^tg> 憂 ひに 沈む とき 耶穌 とともに 喜び 樂 しむ ことが 出来る U 北 ハの友 非 一 

一 

常 に 切な もの である, t を感 する。 此の 堂に；： W らる、 方のう ちに も病氣 にな つて か ら耶 Si の 事が 好く 

解った 人が あるで あらう。 ステパ ノ の 如き は 石で 打ち殺さる、 とき、 『天 を 仰ぎて 祌の榮 光と 北ハ右 

に 人の子の 立てる を兑 たり』。 耶穌が 同情 を 寄せ、 立ち か、 つて ステパ ノ の 様子 如何と：：： ルて おられる 

のそ拜 した U 苦痛 の^に 耶穌を 兌る 人が だ 多い。 永く，； _w 床に 坤吟 した 或 人が 己の 經驗 から 話した； 

言 に、 『人生に は 幸福よりも 優って 善き も のが ある、 最も 甚だ し き 悲哀 苦痛 の 間 に も大 い な る 祝 幅 一 

を經驗 する ことが 出來 る』 と 云った。 或る 豪い 人が 大病に 福った。 彼 は 他の ものに カを與 へ、 人み 

なから 顿 みに されて 居た 人で ある。 ところが 病氣に I 惟って、 自分で は 何ん にも 出來 す、 他人に ！；；；：.；；^ 一 

される やうに なった。 看 される の は 厥な ものである。 汚い ものまで 人手 を烦 はさねば ならぬ は K- 

に 辛い。 所が 其の 時 友人の 一人が 手紙 を 送った。 其のう ちに 『汝は 今 子供になる 機 # を與 へられ 

た。 品性の 進歩の 時期で ある。 一 方から は 友人と して 之 を 祝す る』 と 云った ことがある。 幼子の 如 

くなら ねば 祌の國 に 入れぬ。 世に は獨立 自尊な どと 云って 豪傑ぶ り、 親分が つて、 他人から 兑舞を 一 


受けたり、 服な 世話な ど を燒 いて 貰ったり する ことが 赏に 辛く， 齒ぎ しり^んで 3 る ものが ある" 

f<  二と 

然し 主と 北ハに 苦み を受 くる は、 非常に 益になる。 此の 親切なる 友人の 送った V:J 紙 は 信で ある〕 之れ 

を 適用 すれば^々 な 場合に 爲 めになる。 耶穌は 十字架の 上で 水 一 杯 を れ よと： ぶ はれた) に 天 35 

爛^で ある。 此の.；； 3 を考 へる と U 本の 武士道 を 改，； ：：{ して、 新 武士 近 を^る 必要が おる〕 

li^ 後に 耶 を 知る の途 として 述べたい は、 此逢晚 *1 のこと である。 此れ は |3£ 巧 はかりの-お 畓 ひじ、 

子供の： igs- の やうに も 或は 兑 える" 然し 共のう ちに 神の 恩 一 5g を^く る ことが 出來 る。 ヱ マオに： 5 着 

たニ人の^^-子は『耶穌がパ ンを 裂かれた ときに 耶穌を 知った』 と錄 して ある (Iff 一 )- 世に は 洗禮も 

g ^晩餐 も 敎會も 要らぬと 云 ふ 者 も ある" 然か も是れ は 非常な 間逮 である。 .：. ボ敎に は 几ハ體 的な ものが 

必要で ある。 殊に 14^督 敎は 個人主義で ないから、 多くの ものが^って 親しく パン を 裂く と：： ム ふやう 

な HJ がなくて はならぬ。 今 ■ 架 晩餐の 式 を 行 ふに 當り、 昔時 二人の" S 子が 耶穌の パン を. 5 ム、 かれた の 

を兑て 悟った 如く、 形に こそ 見えね、 耶穌が 此の 食卓の 一 隅に 在って 我等 を 呼び^へ、 此の パン を 

與 ふと 云 はる. k こと を 知り、 共の 恩 惠を鮮 かに 感銘し、 I 歩一歩 深く 耶穌を 知る やうに なりたい も 

ので ある。 

(一 九 〇 九 年  一 二：：：) 


親しく 基督 も識る  五 〇 九 


信仰の 修養に つきて  五 一〇 

き 口 ffl; の 修養に つきて  ， 

去^ 來：； I 仰の 修養 を 促す 聲 が^に 聞え て來 た。 火舉傅^^ゃ振興述励に多忙を極めても、 旣に 基督 

者と なり 居る 人々 を 訓練せ ねば、 底の 拔け た囊に 物 を 盛る と： M じく、  ^引き 疲勞れ 利 ハ„ ^になら う も 

知れぬ。 進， は必耍 である" 新に 人 を 敎會に 引き^く る こと も 大切で ある。 然 かし 之と M 時に 注意 

すべき は、 ：！；^ 仰^お の 訓練で ある。 前^ 怠る ベから す。 後 古 もま. 广沒 却して はならぬ。 =N ハ 所で 修養 

を 必要と する に K 上った ので あらう。 且つ 倚 道 は 信仰 ある ものの 一 齊に窗 つて 爲 すべき ことで、 訓練 

を經 た 基督の 兵 が 銳を盡 し て 行 ふべき ことで あるから、 旣 に敎會 に籍を 有す る もの が迭 に 修養 を努 

め、 靈的 訓練の 上達す る やうに せねば ならぬ こと は 明， n である。 

無論 己が 利益 を 計り、 一難の 仰 道樂に 溺れて、 s 分 獨 り 善くな りさへ すれば iel^ 足る かの 如く、 

只だ^^己の修1;、ばかりを_5^として、 祌の爲 め、 世の 爲 めに、 時と 力と を用ゐ ねばならぬ こと を 忘る 

る やうで は惡 い。 祌經 過敏な 養生 家が 其れ 冬 だ、 やれ： 义 だのと 一： ム つて、 己が 健 ばかり 氣 にし、 遂 

に 身 を も 心 を も 衰弱せ しめて 了 ふ 如き ことあって は、 十字架の 犧牲を 中心とした 基 の 道 を 信す る、 

甲斐 もない 次第 だ。 我々 は疋 しく 神を拜 し、 有効に 基 $11 の 詞を 立てない から 修^ を 必要と する の 


である。 修養 は祌に 事へ、 基督の 兵と して 任務に 堆へ、 人 を 救 ふに 必要で あるから、 此の 目的 を以 

て 努む ベ き HJ である。 す ベ て 祌の 國の公：：^^たる贵任を全ぅする爲め の修^^と心得ねばならぬ。『此に 

就きて 我等 多くの. おるべき あれ ど、 汝 等が. 斗に ぶきに W りて 講 明が たし。 旣に汝 ，は 時 +て 經るこ 

まし 

と 久しければ、 人の 師 とたるべき ものなる に 今、 また！： の 一： 小した ま へる 敎の端 を敎へ られ ざる を 得 

つけ 

す。 汝等 は^き < お 物たら で 乳 を 用 ふべき ものと なれり。 凡そ 乳 を W ふるもの は 赤子 なれば 義に： ^る 

敎に 熟せす。 それ 堅き 食物 は 心を勞 かせ、 練りて 啓. 惡を辨 へ ST る 成人の 用 ふるものな り。： ： 此の 故 

に 我 の敎へ の 初め を 離れて 全きに 進むべし』 の)。 M;^ れは 信仰の 發述 M 々とし て 進ま 

す、 依然 舊態 のま. - である こ と を 嘆く の 餘り、 肯を l;r て 獎勵し た 文字で あ る 。 ：：： く 『多く の 暫 ベ き 

と さ 

こと あれ ど、 汝 等が 耳に ぶきに 山り 講明 難し』。 信仰 は^ 物で ある。 片時 も 停滞せ ぬ。 ，2ヒ して 日に 

新たなる 方面に 發： g すべき ものである。 然るに 鈍く して 多くの るべき こと を 解す る 能 はす、 何 

時まで も 幼， 称なる 様に て高尙 なる さは 其の 耳に 入り 難し。 子供の 年齢の み $P 加して m 心 想の 少しも 迪 

歩せ ぬ やうで は、 親の き m 心 ひ 遣られる。 3^ して 然 らば 共 者が 依然た る沒 分曉漢 で 希： 

の 如き 人 の る べき こと も 多く は 解し 難き ならば、 造憾 此の上 はなから う。 

Z. く 『旣に 汝等は 年 を經る こと 久しければ 人の 師 たる ものなる に』 一： ム々。 此の 如き 世の 光、 地の 

であると ころの 基督 者が、 人の 師 となるべき は、 天職で ある。 焼_;^-が^賠夜に海上を照らして凡て 

の 航海 者に せハの 方向 を 知らし むる 如く 基督 者 は肯に 於て、 せ： (の 生活に 於て、 世の師^^^となるべきも 
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ので ある。 只 だ說敎 する ばかりが、 傳道 ではない。 一人の 身の上、 一 つの 家族 的^ 體 として、 基 

者 生活の 模型 を實 際に 於て 示し、 世 をして 其の 適くべき ところ を 知らし むる のが、 甚^お の 任務で 

ある。 其の 光榮 とすべき 職責で ある。 是 故に 吾人 多く は 堂々 基督の 爲 めに 首 語 を 以て 證明 する HI 能 

はすと も、 全心 全力 を盡 し、 身 を 以て 此の 任務に 當ら ねばならぬ 理^で ある。 然ると ころ は 決 

して 豫 柳の 如くで ない。 我々 は 少しも 人の 師 となるべき 資格 を 有って 居らぬ。 却って 祌の名 は 我等 

の 故 を 以て 世に 非難せられ 居る ではない か。 各自の 信仰の 餘地 困る ほど^して 居る こと は、 基：；^ 者 

たる ものが 人の 師 となる こと 能 はざる に 由って 知れる ではない か。 

口  く 『夫れ 堅き 食物 は 心を勞 かせ、 練りて 善 惡を辨 へ 得る 成人の W ふるもの なり』。 是れも 亦 基督 

者が 自ら を 修養すべき 方面に 於て 最も 大切なる ことの 一 つで ある。 祌を 愛し、 れ、 の聖 の so 化 を 蒙 

よしあし 

れる もの は、 道念 頻りに 覺醒 して 敏活 を 極め、 鍵 的の 感覺 微妙に して、 能く 善 惡を辨 へ 知り、 四十 

にして 惑 はす、 五十に して 1K 命 を 知る と 云へ るに 似て、 精神的に 甚だ 健全で あるべき 苦 ひ ある。 

以上 述べた 如き 條項 を備 へ、 能く 高尙 なる 事物 を理會 する こと を 得、 其の "§袼 や、 其の 識！：ル、 其 

の 感化 力 等に 於て、 人の 師 となる に 足る の 资格を 倫へ、 出所進退 自 から 道に 外れざる だけに 老熟 精 

通せる 人物と なるならば、 是れ 基督 者と して 全きに 進んだ と 云うべき である。 ： 五 II 人 は ゆ ：n な 此の程 度 

にまで 到達 せんと 企て、 祈りて 斯れに 熱心 從事 せねば ならぬ。 

然れ ども是 れは 如何にして 能く 其の 目的 を 成就すべき ことで あるか。 他な し、 eg 观の適 《：s なる 糧 


食 を 得て、 其の 滋養 を 十分に 吸牧 せねば ならぬ。 元來 素質の.^ • 弱なる ところへ 持って 來て螢 養 不良 

であると いふから ら ない。 術 もな く 勢に 敗け て 了 ふ。 とても 其の "g: 迫に は难 へられぬ。 忽ち 往 

き 付く。 

n く 『汝等 は 堅き 食物なら で 乳 を ふべき ものと なれり。 凡そ 乳 を W ふるもの は 赤子 なれば 義に 

つける 敎に 熟せす。 堅き 食物 は 心 を K 力す、 云々』。 此に 云って ある 如く、 實に 1: 魂 は 適 當な食 物 を 要 

する ものである。 魂の 食 は祌の 言で ある。 其の 我々 に顯彰 された 眞现が 即ち 心の 食物で ある。 

ところで 食物に も 稷 類が ある。 或 人 先日 天晴 養生 をす る SS で、 食物の！ §1- 素 を 取り 蒐 めた 軟 かい 汁の 

やうな ものば かり ゐて 居った ところが、 豈圖 らん や 到頭 治し 難い 大病に 確り、 大展 苦しんで 死ん 

だと 一： ムふ話 を 聞いた。 漫 りに 軟 かいもの ばかり を 撰り 好みして、 別に 嚼む 必耍 もな く、 消化す に 竹 

の 祈れぬ 乳の やうな ものば かり. 食べて 居って は、 恐るべき 害 を 招く。 矢張り 些と額 竹の 疲れる 位な 

もの., V- 折々 遣らねば なるまい。 今日の 基督 者が 解り い 話ば かり を 聞きた がり、 通俗 を 此の上 もな 

いことの やうに 思って、 自ら を 卑しむ る こと： S だしき も 心 付かす、 た わい もない 粥ゃ雜 炊の 如き 敎 

訓を 嬉しがり、 少しく 深い 眞理 になる と閉 n して 耳 を 塞ぎ、 祌 秘は大 禁物、 敬虔の 秘義 如何に 犬な 

りと も雜作 もな き社會 問題 や 一 一せ：： 尊德 流の 道 il:- 話の 優れる に 如かす、 赞 成人の 多い 誰に も 承諾の 出 

來る 凡そ 目の 横な 鼻の 堅な ものなら ば 決して 不の字 を 云 ふ氣遣 ひの ない、 即ち 何の 宗敎 にも：！ 通の 

利く 程度の 所謂 舉 純な 福 昔 を說き 立て 之に 隨喜 してやれ 平易 單純 だの、 げに明^：入り易しなどと呼 
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ば はりつ 、基督 敎の門 n をが やくす る 彌次馬 者 流が 頗る 多い。 之が 宰領 を 以て 任. f る述中 も^が 

知れぬ。 盲者 を 導く 盲人の 憐れ さよ。 誠に 危險千 萬で ある。 希伯來 書の 著者が 乳 を 以て 斯る靈 魂の 

事に 擬 へたの が 頗る 妙 だ。 元來 乳と 云 ふ もの は 人 若しくは 牛な どが 米 や 草な ど を 消化して 軟 かにし 

たやつ だ。 丁度 母親が 食物 を 嚼んで 其の 懷き 居る 赤子に 口 移に して 食させる やうな 理 iH だ。 赤ん坊 

の 時 だから 好い が、 成人した 後は穢 らしくて 食られ る もので はない。 斯の 如く 目から 讀 む必耍 もな 

く、 考へ をも勞 せす、 人から 鳴んで 含める やうに 敎 へられ、 坐 眠り をしながら でも 首肯く こと だけ 

は樂に 出來る 敎訓を 貪り、 あ， -軟 かで 好し と 相 祝し つ.^ 靈 魂の 衰弱す るに も氣 付かぬ。 自 から 嶙み 

碎 いて 消化すべき もの を、 赤ん坊の やうに 口移しに して 吸牧 すると は、 先 づ！^ 1 猿ない 話で ある。 

ねぶ 

何時まで 斯の 如く 頒是 ない ので あらう。 乳首 を截 るば かりが 能で は あるまい。 

故に 基督 者 は 信仰 を 修養して 漸ぐ乳 飲兒の 程度 を超脫 し、 少 しづ 、でも 堅き 食物 を川ゐ るまで 

に 進歩す る こと を心懸 くべき である。 主耶穌 在世中 弟子 等に 語り 聽 かせた く m 心された 多くの こと あ 

りし かど、 彼等の 之 を 理會し 難いた めに 暫 らく 之 を 思 ひ 止まり、 後に 發明 する を 待つ を 餘 なくせ 

もど か  はがゆ 

られ たので あるが、 時として は 如何に 焦慮し く、 如何に 齒 痒く 感ぜられた であらう か。 我々 は. S 髮 

なる 乳飮兒 同様で 年を取っても 昔ながら の靈的 赤ん坊で ある。 何う か 十分に 良い 營養物 を 吸牧し 1^ 

人の 食物 を用ゐ て、 元氣 旺盛な カ活 澄な ものに なりたい。 今の 如く 素質 弱き に 加へ て營 養の 不良な 

俊に 打棄て 置く こと は 甚だ 善くない。 愚かな 危險な ことで ある。 


少し 迸 现 を 解す る ほどなら ば、 今の 人に して 祌の^ 在位 を 認め 難き さは あるまい。 史上の 耶穌 

が 善良なる 模範的の 人物で あつたと 云 ふ 話 は、 何人に も 首 货 かれる。 罪 は 悔いねば ならぬ、 品の 好 

い 紳士的の 生活 を 送らねば ならぬ と 云 ふ ほどの 敎訓 は、 心舉道 Si を？ M ん だものな らば、 ゆ：： な 之に 赞 

成 をす る。 敎會 が是れ しきの 食物で 一 年 五十一 一の 日曜 R を贿 はれる やうで は、 だ 難 な^で あ 

る。 無論 Si は 解る が 善し。 其の 說く ところ は 成るべく 條现 明白で なければ ならぬ。 然 かし： 斗 ある も 

の は 81  くべ しで、 馬の 耳に 念怫、 到底 或る 事柄に 至って は 希伯來 に 所謂 『汝^ が环飩 きが 故に 講 

明 難し』、 結 ：！；！：實 に はならぬ。 或る人 は 先日 何處に 行く も it 衆 は 多くて 容易く；：^ を倾 くると 一： ム つたけ 

れど其 所が 即ち 考へ もので、 彼等の 现會 する 好きな 話、 初から 同意して 居る こと を 持って行けば 無 

論氣に 入る。 然 かし SI かない 前から 同意して 居る もの を說き 回る は、 即ち 駄 足で. H なき 勞働、 死^!? 

をして 死者 を 葬ら すれば 善い ので ある。 我々 は 其ん な 容易い 信ぜざる 前から 夙く に： 一:3 じて 居る 福 昔 

の爲 めに 奔走す る こと を 好まぬ。 傅 道 者 も 修養し、 凡ての 基督 者 も 修養して、 . ^ノ數 ながら 此ー； と 整き 

食物 を赏玩 する やうな 程度に 進まねば、 今日の こと 耻づ べき 次第で ある。 願く ば ffl ともに 修養して 

基 赞敎の 深奥なる 方面に 趣味 を懷 き、 高さ 廣さ 測るべからざる ところの もの を 些少 にても 實 驗 的に 

叽嚼 したい ものである。 かくて 靈 魂の 食物に 注意し、 滋養 を 取る こと を 4:3^ ら すん ば、 我等 『{; 兀全』 

に 進む こと を 得る であらう。 

(一九 1 〇 年 1 H:) 
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我に 從 への 今昔  ♦ 

『偖 8. 食して 後ィ H ス、 シモ ン，ぺ テ 口 に E ひける は ョ ナ の子シ モ ンょ汝 これらの 者に 過 て 我 を 

愛する や。 彼い ひける は、 キ： ょ然 り、 わが 汝を 愛する さは 汝 知れり。 ィ H ス彼に闩ひけるは我が龙^^ 

牧へ。 叉 二度び 彼に 闩 ひける は、 ョナ の子シ モンよ 我 を 愛する か。 彼 闩 ひける は、 主よ 然り 我が 汝を 

愛する. は汝 知れり。 イエス 彼に m ひける は 我が 羊を牧 へ。 三度 彼に 闩 ひける はョナ の子シ モンよ 

我 を 愛する か。 ぺテ a 三度 我 を 愛する かと 言 はれし に 因て 憂 ふ。 斯て 答へ ける は、 王 知らざる 所な し 

我汝を 愛する こと は汝 知れり。 ィ H ス 彼に 曰 ひける は、 我が 羊を牧 へ。 誡に實 に 汝に吿 げん、 汝 幼け 

あるき  く  V  力て は  か く 

なき 時自 から IW し 意に 任せて 遊行ぬ。 老ては 手 を 伸て 人汝を 束り、 意に 欲ざる 所に. 3{ 至らん。 如此 

め 

いへ る は、 共の 如何なる 死にて 祌 を榮ん とい ふ 事 を 示した るな り。 此を 一一 一一 门 ひて 後 また 彼に 闩 ひけ 

る は 我に 從へ』 (If 怛 一九)" 

今 讀んだ 最後の 所に 『我に 從へ』 とい ふ 言が 書いて ある。 是れは 其の 時分から 三年 も 前、 ガ リラ 

ャの 湖の 邊に 於て ベ テロが 耶稣 から 聞いた 言で ある。 其れより 以前べ テ a は 共の 兄弟 ァ ンデ レに紹 

介せられ て 耶穌の 敎を聽 くやう になった。 誰でも 此處に 記されて ある 耶穌の 復活 後に あった 耶穌と 


ぺ テロとの 問答 を讀 むと 自 から 過ぎ こし 方 —— 耶穌 を：^ する に 至った 手 精き、 11; ハキ の 波 il、  i,- め 

られた 事、 叱られた 15$.、 最も だしい 事 は 彼が 三度まで 耶穌を 知らぬ と 云った 事 ！ を 回想せ ざる 

を i:^ ない。 何の 爲に 此の 問答が あつたで あらう か、 何故 ぺテ £1 と 一一 一一 门 はないで シ モンと 肯 はれた であ 

らう か、 北ハ他此の問答に刖ゐられたる言造ひ等を考へ て兑ると非$^に面.：：ぃ。 然し 今：：： は 之 を 市 細 

かに 說き 明す 暇がない。 

『ョナ の子シ モ ンょ汝 これ 等の 者に 過り て 我 を 愛する か』。 茶- 齊 者の nl^ も大 な處 は. 何處 に^する 

か、 、王 耶穌を 愛する HJ である。 、王 耶穌を 愛する とい ふ 事 は 確に 心に 其の 覺が ある。 稷々 缺點 あり 罪 

も あるが、 然し 已が 心に 深く 主 を 愛すと 云 ふと だけ は 確かで ある。 『主よ 我等 は 誰に 往 かんや、. 永生 

の を 有て K> 者は汝 なり』 と 言 ふ 心持ち は總 ての 某哲 者の 有する 所で ある。 然かも傅，ぉ¥^?には特に 

此の 心持ちが 無くて はならぬ。 種々 な 方面よ ひ 之 を 見て 缺點は ある だら う。 然し 人 を も. n を も 欺か 

ざる 所の もの、 即ち、 王 を 愛する とい ふこと が 確かで なければ ならぬ" 然し 何故 主耶穌 は、 ぺ テロが 

『我が 汝を 愛する こと は汝 知れり』 と 言った 時、 『我が 羊を牧 へ』 と 一一 一一 II はれた であらう か。 

基督 敎は、 自分 I 人で 主の 愛を恣 にし 修養 怠りなく、 マリアの 如くた、.. -餘 念な く、 の肯 に； t を倾 

けて 居れば 北ハれ でよ いと 云 ふ宗敎 ではない。 凡そ キ： を 愛する 者なら ば 又 人 を も 愛する。 主が 身 を以 

て喷 はれた 人の 靈魂を 愛する ことがなくて はならぬ。 基督 を 愛する 者 は 人 を 愛する。 眞を 以て、 に 

事 ふる 者 はどうしても 主が 心 を盡し カを盡 された 人類の 救に 與ら ねばならぬ。 『汝我 を 愛する か』 と 
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云へ る 後に 『我が 羊を牧 へ』 と 言 ふ Hi の あるの は 自然の 順序で ある。 どうしても 基督 者 は 主の 愛 を 

自分に のみ 受 くるので なく、 事 ふると 云 ふ HJ がなくて はならぬ。， ぺ テロ は 何 を 命ぜられ たか。 『我が 

羊を牧 へ 』 。牧 へと 云 ふ 言に 一 一種の 字が 使って ある。 ； は 詩の 二十 三篇 にある 通り 笞と杖 を 以て 羊 を 

導き 又 之 を 支配し、 下知 を與 へ、 時として は 猛獸惡 徒に 襲 はる k 場合に 之 を 保護す る 事で ある。 即 

ち 羊 を 治め 導き 保護す るので ある。 一 種の 威厳 を備へ 大勢の 者 を 統べ 司る。 而 して 方針 を 誤らぬ や 

うに 導き 又危 を：： ！！ して 戰は ねばならぬ 場合 も ある。 是れ がべ テロの 任務の j であった。 今一 は 羊- J. 

食物 を與へ る 事で ある。 食物 を與 へないで うつち やら かして 居て た 外面から 導く のみで は ie^ が： ：4- 

ど, ジ 

ない。 何しても $5 に 食物 を與 へて 羊の 體 内に 營 養分 を 蓄積す る やうに 勉 めねば ならぬ。 さう して 羊 

を 餘程强 きものと なさねば ならぬ。 食物 は 力 を 造る ものである。 平常の 營 養が 充分で あれば し 食. 

物が 無くても 力が 衰 へぬ。 牧師 はさう いふ 意味に 於て 人 を 養 はねば ならぬ。 牧師 は敎， ^"を 整理す 

る、 よき 工合に 治む る、 人 を 喜ばす る、 落ち着かせ ると 云 ふだけ では 足りない。 どうしても 人の 

に旺ん なる 力 ある 生命が 充 ちて 居る やうに せねば ならぬ。 又 此處に は羔と 羊と 一 一つの 異 つた 文字が 

使って ある。 敎會に 養 はる. - 信者， 又 牧師に 導かれて 信す る やうになる 者、 此 等の 者 を 神が 大事-, Z 

せらる、 事を考 ふるならば 又 I 場の 話と なる U それから 又 『汝我 を 愛する か』 と、 三度 も 反覆して 

言 はれた 言の 內、 言 遣 ひな どが 遠って 居る 所、 限りなき 興味が あるので あるが、 今日 是 等の 事に 就 

いて 話す 暇がない。 


11; 度 I ^招して 汝我を 愛する かと 問 ひ、 遂に 之よ ひ 以上 問 ふ 必要なしと 云 ふ 所であった らう。 奴て 

一て ろ まか  ^る 

一： ム はる. &に は、 『誠に K に 汝に吿 げん、 汝幼 なき 時み づ から 帶し、 意に 任せて 遊行ぬ。 老ては 乎 を 仲 

ベて 人汝を 束り 意に 欲 はざる 所に 曳き 至らん』 と。 是れは 後の 註に 見 ゆる 通 ひ、 晚 年べ テ n は繩 EI に 

かかって 實に 好まし からぬ 死 様 を 見る やうに なった 事 を 云 はれた 事と 兑 える。 今日の 場合に 之 を 適 

用して 見る と實に 面白い。 ベ テロの 牧師た る 就職 式 は 斯うい ふ 風に 行 はれた ので ある。 其 時 一寸 面 

白くない、 緣起の悪ぃ此^.:1が出て居る。 然し 此の 場合 人の 利害得失 毀 i: 褒^ を氣 遣うて 居る 時で な 

い。 すっと 此等 を超脫 して 高尙な 尊い 何もの も譬 へやう のない 心持ちに なって 居る ので ある. - 縛ら 

るる、 辱 しめらる る、 1;^ さるる、 儲かる、 損する、 そんな 小さな 事 は 少しも 念頭に ない。 もっと 大 

きい、 もっと 深い 所へ ij: の 心が 集って 居る。 大きい 所、 深い 所、 深い 興味、 其れ は. 何で あるか。 即 

ち 『若き とき は：. 老いて は-:.』 此の I 句、 人間の I 生涯に 種々 な喑 示を與 ふる。 今日 牧師の 職に 

就かる.^ 人 自身 も 我々 も是 から 行く先き の 事 や 過去の 記憶、 考へ、 想像な ど 湧き 來 りて 此ー 百から 種 

i:】l== 示を與 へらる .\。  き 時 は 思 ふ^ 分な 生活 をな し、 未だ 形 を 成して 居らぬ 未熟な 時で ある。 丁 

度忿 栽で も 同じ 事、 或る時 期の 間に 手入れ を すれば どうで もなる が 或る時 期に 逹 するともう どうと 

もなら ぬ" 一 のき まりのつ くべき 時期が ある。 若き 時には 面白い 事、 快 心な 事 梁が 行く先々 に 横 は 

つて 居る。 然し 牧師に なるとき 即ち 『我が 羊を牧 へ』 と 云 はれた 時 はどう だ。 只もう 主 耶穌に へ 

るば かりで ある。 自分の 生涯の 方針 も 鼓に 一定して 了った ので ある。 牧師に なつてから 後に 尙ほ上 
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つたり 下ったり、 若き 時 云々 と ある 如く 變 てこな こと を やって 居る と 或は 赤い 着物 を 着る やうに な 

るまでに 至る。 それで 耶穌は 云 はれた 『汝 わかき 時 は 云々』。 そんな 心の ゆく ま&な 生活 は 昔の事 極 

か は  *  しば 

らぬ 時の 話で ある。 基督と 我と 言 を 取り 換 して 約束が 出來た 以上 は 其ん な 事で はいかん。 『汝を 束り 

意に 欲 はざる 所に 曳き 至らん』。 どうしても 此の 邊に I 種の 基督 敎の 武士道と も 云 ふべ きものが あ 

るリ 獻身 犠牲の 精神、 自分の 心を滿 足せし むる ばかりでなく、 已を棄 てて 他の 爲 になら うと 云 ふ 精 

神、 其の 精神の 立場が ちゃんと 耶穌 基督に ある。 我等 久しく 牧師の 職に 在る 者、 昨今 牧師と なった 

者、 今 此の 職に 就く 者 は、 皆斯の ごとき 精神と ならなければ ならぬ。 さう して 種々 な 場合に 處 する 

心ば へ、 氣の 取り 方が 『我に 從へ』 と 云 ふ 耶穌の 言に 應 する 所の ものでなくて はならぬ。 ぺ テロに 

云 はれた 『我に 從へ』 の 言 は 三年 前の もの も 其 後の も 同一 であるが、 其の 意味と 經驗と は 段々 深く 又 

おとも 

廣く なった。 始めは 網 を 棄て船 を乘. りすて て 御 伴を爲 た。 師弟の 關係 遂に 最後に 『我に 從へ』 と 云 

はるる 如き 有様と なると は 始めから 思はなかった であらう。 『我に 從 へ』。 だんく 深き 興味が い 

て來 る。 『我に 從 へ』。 これ こそ 實に 古き 眞理の 新しい 舆味 である。 ョ ハネ が舊き 命令 また 新しき 命 

令で あると 言った のと 同じ 事 だ。 

今日 此處に 基督の 道を傳 へ. ると 云 ふ 貴い 職 を 奉ぜら るるに 至った 我等の 友 も 其 過ぎ 來し 方の 種々 

の 波 m、 苦痛、 精神 上の 頓挫な どを考 へられ、 人 は 何と 言 はう が 自分に 何程の 缺點の あらう が、 耶 

穌を 愛する の 自覺と 自任 は 確で なければ ならぬ。 而 して 『我に 從へ』 と 言 ふ 言 を理會 して 彌々 深い 意 


味に is- せらるべき^ である。 き 時 はみ づ から し 意に 任せて 歩いた が 今 は 身 も 魂 も 〔豕 も 搾げ て— 

ぎし 欲 はざる 所に 曳き fi! るると も、 そんな 事 はどうで もよ い。 『我に 從へ』 と 云 ふ 主の 言に 從 ふば 

かりで ある 。『我に 從へ』 と 一： ムふ言 は、 了 ンデレ に 伴 はれて 主の 許に 行った ときから だんく 進んで 

遂に 兹に 至った ので ある。 是れが 即ち 基^ 者 の 生 > ^の 妙味の 存 する 所で あ る。 

.  (市ケ ハ 4: 敎會 にて 秋 月 致 氏の 牧師 任職 及び 就職 式に 於け る 說敎) 

(一九 一 〇 年 1 H!) 
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『路を 行く とき、 或 人 耶穌に 曰 ひける は、 主よ 何 慮に 往 きた まふと も 我從 はん。 耶穌 彼に 曰 ひける は、 狐 は 

穴 あり、 夭 空の 鳥 は 凝 あり、 人の子 は 枕す る 所な し。 又 ある 一人に 曰 ひける は、 我に 從へ。 彼い ひける は 

、王よ 先づ ゆきて 父 を 葬る こと を 許せ。 耶穌曰 ひける は 死す る 者に 其の 死にし 者 を 葬らせ、 汝は往 きて 神の 

國を宜 ベよ。 乂 ある 一人 云 ひける、 主よ 汝に從 はん、 先づ往 きて 家人に 別れ を吿 ぐる こと を 《4: せ。 耶穌云 

ひけるは手を犁に^15けて後を顧るものは、 神の 阈 にかな はざる ものな り。』 (f 擔 ほお 1 ピ 

今 讀んだ 所に 三種の 人物が 現 はれて 居る。 其 I 人 は 『主よ 何 處に往 き 給 ふと も我從 はん』 と 云つ 

た。 是 はえら い 首 葉で ある。 何 處に往 きた まふと も我從 はんと 云ふ肯 葉に は資に 限りなき 责 任が あ 

る。 往く 先に 如何ば かりの 苦痛が あるで あらう か。 どれ 程の 光榮が あるで あらう か、 量り 知る こと 

が 出来ない。 然し 本人の 心に は 其 程 深き 意味はなかった。 彼 は 猶太の 擧者、 志を懷 いて 居る 常世の 

舯士 であった。 其 志 を 耶穌は エルサレムに 上る 途上に 居らる る。 永 fS より 元龜天 正に かけて 武田信 

玄、 上 杉 謙 信な ど を 始めと して 上洛と 云 ふこと に 重き を 置き、 それ を 目的と して、 多くの； il;^ 騫 をな 

し、 戰鬪 にも 從 事した。 今川義 元の 如き は 同じ 目的 を 懷き大 軍 を 率ゐて 出かけた が桶狹 間の 一 戰に 

滅びて、 さしもの 雄圖も 水の 泡と 消えた。 そこで 耶穌が エルサレムに h られ ると 云 ふこと は、 此の 


卜： 洛の 一 事と 比較 すれば 好く 解る。 其の 風聞 を 聞き、 風雲の <ss に 乘 じて 何事 か 仕出 來さ うと は、 少し 

氣の强 い 山氣の ある ものに は^ 起る 所の 考 である。 それで 『主よ 何 虚に往 きた まふと も我從 はん』 

と 云った 人 は、 進んで 耶穌の ヒ洛の 御 伴 をしょう とした。 此の 時分 耶穌は 心 淋しく 感ぜられて 一人 

でも 友が 欲しい と 思って 居られた ので ある。 恰度 共 虑へ 持って 來 て 汝に從 はん と 云 ふ^が 出て 來. 

た。 大 に歡迎 せらる るの が當然 である やうに 思 はるる。 所が 頭から 冷水 を 浴せ かけられた。 『汝は 

今 然ぅ云 ふけれ ども 往く先 とんでもなき 失望が ある。 狐は穴ぁり天空の£^|は^1^^^り然し人の子は枕 

はヅ 

する 所がない。 汝の 如き 心 を 以て 從 ふなら ば必す 目的が 外る る JT 成程 一 人で も從 はんとす る ^q: が 

あれば 大に歡 迎サら るるので あるが、 眞の 心から 從 ふので なければ 僧 做がない。 大勢 引っぱり 込ん 

で 多 數の仲 問 を 造れば よいと 云 ふので はない。 此の 事 は 今日 道を傳 へる に 於ても 考 へねば ならぬ こ 

とで あるが 又 諸君が 敎會に 入る にも 心せねば ならぬ ことで ある" 敎， 5：： に 入れば 斯うなる だら うと 云 

うやうな 常ても ない 事を考 へて 精神 上 何等の 覺悟 もな く、 直ちに 自分の 思 ふ 所が 遂げられる だら う 

と 思うて 入會 すると だ危險 である。 どうしても 信者と なれば 幾多の 險 しい 所、^ 働、 戰-^^がぁ 

る。 主 耶穌と 志 を 共に すれば 隨分 苦しい 思 をせ ねばならぬ。 人間 同志で も 恰度 其の 通り、 朋友と な 

れ ば北ハ に 犠牲的の ものがなくて はならぬ。 主 耶穌と 交り を 結、、 ば 其鰻大 なる ものがなくて はなら 

ぬ。 耶 穌に從 はんとす る 者 は 此の 事を覺 悟の 前でなくて はならぬ。 私が 明治 十一 年上 州 高 崎に キ讥 

をした 時、 或 人が 基督 者と して 或敎師 から 洗禮を 受けて 居た。 ィ イストルの 頃 集り を 開いて、 私が 
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勢 こんで 得たり 賢し と 耶穌の 復活に 關 する 說敎 をした。 私 は 其の ィ イストルに 與味 を^って 居た の 

だから。 所が 共の 人 は 基督 敎に はそんな 事が あるの か、 そんな h; があって は それ は 案外 チ萬 である 

とて 席を繊 立てて 歸 つたこと が ある。 是れが 私の 傳 道の 第 I の 失敗であって、 今日の 基 赞敎に 於て 

も 斯んな 類の ことがある であらう。 疾く 進む 者 は疾く 退く。 感情的の 人、 思 ひ 込んだら 矢 も W もた 

まらない。 さう 云ふ氣 前の 人 もなかく 面. H い。 そんな 氣 前で 失敗す る 人が 多から うか、 成功す る 

方が 多から うか。 思 ふに 或は 成功す る 方が 多く は あるまい か。 然し さう いふ 人 は 極く 根深く 心から 

決心して 取り 掛 らんと いかぬ。 確かり 精祌を 落ち着け、 引締 りて、 覺 悟して 事を爲 さねば tr た危ぃ * 

今日 洗禮を 受けられた 兩 君の 如き 格別 此の 注意が 必， 要で あると 思 ふ。 自分の 心に 任せて どん-^ や 

る こと は 面白い。 然し 危險が ある。 用心に 川 心 を 加へ て愼 まねば ならぬ。 

『叉 或 人に 曰 ひける は 我に 從へ。 彼い ひける は 主よ 先づ ゆきて 父 を 葬る 事 を 我に 容せ。 イエス 曰 ひ 

ける は 死た る 者に 其 死にし 者 を 難ら せよ。 汝は往 きて 神の 阈を宜 ベよ』。 此 所に 現れて 居る 人 は又異 

ふ。 先の は 彼方から やって 來 たが 是は默 つて 居る。 先傍觀 者の 地位に 立て、 心 あり 氣 なれ 北 aw 際耶 

穌に從 ふと 云 ふ 迄に は 至らぬ。 進，. 1 出て 見たい が、 又 何となく 憚る 所が あると 云 ふ 風に 見えた。 斯 

の 如き 人が 赏際 多く あるで あらう。 耶穌が 其 人 を御覽 せられて、 是 は北ハ 儘に して my いて {儿 しくな 

こちら 

い、 さう いふ 人 は 此方から 促して 獎 勵を與 へた 方が 宜しい と 思 はれた ので ある。 私 思 ふに 此席ヒ さ 

うい ふ 人が 多く あるで あらう。 耶穌の 方から 御 招きが ある。 耶穌の 方から：〕 旭って いらっしゃる。 何 


の 幸 か 之に 若かん。 實 に名譽 光榮の 極.， t である。 多くの中から選 拔を 蒙る。 見出さる。 一 體 人の 心 

に は 何か感 する 所が あり、 他人の 思 はない 所 を 思 ひ、 他人の 氣 付かぬ ものに 氣が 付き、 何 か 新しき 生 

命が 心の中に >i め； i し始 むる と 云 ふ 事が あれば、 其處に m 犬な 責任が 生す ろので ある。 一 n も 放って 

置け ぬ。 何とか 自分の 身を處 置せ ねばならぬ。 天より 光を與 へらる、 何 か 刺激 を 受ける、 精 祌ヒの 

夢に 驚かされる、 今の 儘で は 心が惡 いと 云って 煩悶す る、 衝 かれる、 くすぐられる。. 3 心が い 

と 云って くすぐられる 位で あっても 其 處 には责 任が ある。 何が 故で あるか。 祌の-^^が聞ぇて：^るか 

ら である。 耶穌が 呼んで 居られる からで ある。 況んゃ 衝 かれる、 刺される、 或は 鳩の 尻 ベタ を 鞭打 

つやう に 打 たれる と 云 ふに 至っても ジッと 動かない と 云 ふ は、 .蓖 に 大變な ことで ある。 此 ai! まで 考 

へて 來れば 如何で あらう。 諸君の 心に は內 から も 外から も、 境遇に より 讀む 所の 害 籍 により、 今の 

で 居って はいかぬ、 何 か 新生面 を 開いて 生活 を I 變 せねば ならぬ と 云 ふ 感じが 起って る。 耶 M 

はそんな 人 に 望み を 屬し其 行末に 非常な 興味 を 有って E られ る。 それで 愈 々 決心が 出來な いとい ふ 

やうな 風が 見 ゆれば 實に殘 念に 思 はれる。 我等の 見る 所思 ふ 所 は I 莨に 淺簿 である。 若し 我等が 耶穌 

の 思 を 以て 此の世 を兑 たなら ば どうで あらう か。 耶穌の 思 を 以てするならば 實に汚 い、 齒 痒い、 M 

緩 かしい もと 見える であらう。 我等 もどう か 主 耶穌の 見られた やうに 見たい ものである。 昔 ァゥガ 

ス チンが 其の 吿白錄 に 於て -11 因に 云 ふが 彼 は 不品行 即ち 特殊の 不潔の 行 ひがあった、 11 どうも 

現在の 不潔の 生. 泥は惡 い。 然し 今暫 しと 云って 居る。 此の 首 は 彼の 鍵 魂 をよ く 表して 1^:1 る。 此の 不 
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潔なる 靈 魂今暫 しと 御 容赦 を 願 ふ。 斯うい ふ 風な 所が 種々 の 方面に ある。 此の 男 も 精神から 云う と 

其れによ く 似て 居る。 今暫 し。 他の 方面から 云 ふと 朝寢 坊の靈 魂で ある。 八 時に なったら ば、 九. 時 

ざ ま 

になった ならばと 思って 居る。 實に淺 ましい、 風 態の 惡ぃ靈 魂で ある。 耶穌は 彼に 向って 『死にた 

る 者に 其の 死にし 者 を 葬らせよ』 と 首 はれた。 此の 言に は 種々 問題が ある。 然し 今日は 之 を 細かに 

分けて 話す 暇がない。 鬼に 角 『死にた る 者に 死にし 者 を 葬らせよ』 と 云 はれた 言の 中には、 汝は活 

きて 居る、 汝には 理想が ある、 汝の靈 魂 は 神に 捕 へられて 居る、 くすぐられて 居る、 衝 かれて 居 

る、 感じて 居る、 汝は 決して 靈 魂の 中風 やみで はない、 命が ある、 見所が ある、 と 云 ふ 意味が 含ま 

つて 居る。 耶穌 はさう いふ 人 を 愛し、 手に 汗 を 握って 其の 成り行きに 心 を 留めて 居られる。 人 各 性 

質が 異ふ。 人 毎に 必」 の 癖 は あると 云 ふ。 どうか 我等 信仰の 癖 を 有ちたい。 向 h の 癖、 神の 方へ 心 

を倾 くる 癖が 欲しい。 さう いふ 癖が あったら 實に 面白い。 いや 資 際さう いふ 癖が 與 へられて 居る の 

だ。 人の 靈魂 はどうしても 祌に 到らす ば 息まぬ 性質の ものである。 さう いふ 癖が あるならば 其れ を 

益々 强く飽 まで 徹底す る やうに したい。 降りみ 降らす み、 煮え きらぬ、 奧齒に 物の 挾まった やうに も 

じ もじて 居って はいかぬ。 折角 さう いふう 精神に 向って 來 たので あるから、 他人 は 他人、 自分 だけ 

はどうしても 物に 成り 了せ る、 精神 を 貫徹す ると 云 ふ意氣 込でなくて はいかぬ。 今日 『基督 敎の弟 

子 道』 と 云 ふ 問題 を 見て 此處に 出席した 人 も ある だら う。 そんな 人 は實際 神の 招き を受て 居る ので 

ある。 儲かる、 食べる、 飲む。 それで 濟む 連中 は 他に 何程で も ある。 然し 諸君 は 折角 志が あるの だ 


から、 百 尺 竿頭 一 歩 を 巡め て耶 S の 招きに 應 ぜられ たい。 此の 時 耶穌は N ルサ レムに 卜： られ る。 も 

ズ こ 

うそれ つきり。 十字架が 待って 居る。 今 此の 場合 耶穌 に從ふ Hi は 千歳の 一 遇で ある。 もう 役と！ 1： じ 

形に 於て 耶穌 に從 ふこと は出來 ない の だ。 諸君 赤德の 四十七士 のこと を 思って 御 なさい。 叫 十七 

人の中に加はらなかったことを後で悔んだ^<?が幾人ぁったでぁらぅか。 千年 莴年 或は 永： S 待つ と雖 

も 復と來 ない 好機 會、 此の 機會を 失したならば 彼 は I； る ことの 出來 ない 招 をす る。 決して 何時でも 

よいと E 心って はならぬ。 我々 に は 取り返し のっかぬ 運命が ある。 今日 或る人々 は の 如き 時機に K 

られ ると 思 ふ。 進むべき 時に 進まな. いと 進む 機， 5；： を 一 生 IS 或は 永遠に 失って しま ふ。 

『又 或 一 人い ひける は、 主よ 汝に從 はん。 先づ往 きて 家人に 別を吿 ぐる こと を せ。 ィ ェ ス H ひける 

は 手 を に 着けて 後 を 顧る 者 は 神の 國に當 はざる 者な り』。 私 は 農業 をした 事がない から^ 紫の S- は 

あぜ 

良く 知らぬ。 然し 土 を 揚げて 畔を 造り、 其の 畔が眞 直になる やうに する に は隨分 竹が 折れる 審 であ 

ャ ま 

らう。 側 目 も ふらす 充分 氣を 付て やらん と出來 ない。 目 をき よろ つかせて やるならば！ S の ぃ资夫 

であらう。 耶穌は 『手 を 1^ に 着けて 後 を 顧みる 者 は 祌の國 に 適 はざる 者』 と 仰せられた。 我等の；^ 

すお 

事 は 定まって 居る。 筋が 定まり 方針が 定まって 居る。 其れ を 大事に 眞直 にやる。 共が 我等の 責任で 

ある。 基督 者と なる からに は 固より 斯 くすべき である。 又 此の 覺悟を 以て 耶穌の 弟子に ならねば な 

らぬ。 

以上 三人の 性格、 一人 は 血氣に 逸って やりそこなって 冷水 を 浴せられ た 人、 一 人 は 禱路逡 巡して 
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居った 爲 め耶穌 から 促された 人、 一 人 は氣の 多い 移り 氣の ある 常にぐ らくして ほ， る 人、 

の 孰れに 属する であらう か。 此の 三の 病名 固より 併發も あるので あらう が、 我等 孰れ かに 展 する。 

耶穌の 下に 來 つて 其 弟子と ならん と 志した 此の 三種の 人に 就で 我等 は 犬に 味 は.， ねばならぬ。 今日 

の出來 ない 人 も 此の 中の 孰れ かに 属して 居る。 死者 をして 死者 を 葬らし めよ。 此の if- 落した る 

世に立ちて 自分 丈け は墮 落しない 地の 堕と なり 世の 光と なる 耶穌の 弟子の 仲^に 斷然 入って、 潔く 

尊い 一生 を 送る やうに したい ものである。 


何を與 へん や 

み うまれつき あしなへ  ば ビ こし 

『第三 時祈禱 に^りて ぺ テロと ョ ハネ 共に 殿に 上リ しに、 1 人の 生来なる 跛 ぁリ。 殿に 人る 人に 施^ を 

こ は  み 9-  5 つくし  ほに 一 

求ん 爲 めに 日 ごと 負 はれて 殿の 美と 名づ くる 門に かる。 彼べ テロと ョ ハネの 殿に 入ん とする を て 施 

濟を 求へ り。 ベ テロ、 ョ ハネ と共に 熟々 之 を視て 曰け る は 我 倚を觀 よ、 彼. はる tj あ、 りんと まひて 彼^ を 

0- つめたり。 ぺテ D 云 ひける は 金銀 は 我に なし、 唯 だ 我に おる もの を 汝に與 ふ。 ナザ レ の耶穌^:^43の名 

くるぶし  すこやか 

により 起ちて 行め。 遂に 其の 右の 手 を 執り、 之 を 起しければ 其の 足と 踝 直ちに 健 勁に なリて 躍り 立ち：；：；. 

つ 冇 めり。 踊り あゆみ 神 を IS 美つ 、彼等 と^に 殿に 入りぬ。』 (使徒 行傳 三の 一 -— 八) 

時が あれば 此の 話 を 詳に說 きたいが、 今朝 は餘り 時がない から、 唯 其の 筋途 だけ を 話す に 止める。 

此 所に 笫 三時と ある は、 矢張り 今の 三時 頃で ある。 ユダヤ人 は 朝 九 時、 千、 また 三時 ごろと 云 ふ 

風に、 日に 三度 祈る こと を规 則と して 居った。 ぺ テロと ヨハネと は 今日 午後 三時 頃祌 殿に 參詣し 

た。 此の こと は 我々 基督 者の 宗敎的 生活に 規律 を耍 する こと を敎 へる。 我々 は 何う も 忙しい 爲 めに 

秩， &の亂 る \ ことが 多い。 遣るべき こと は 規則：. しく ちゃんと 遣らねば ならぬ。 

神殿の 一 部なる 人の 庭へ 通る 門はコ リントの 真鍮 作りで 莊麗を 極めた。 人 之 を 呼んで 美しの 門 

と 云った。 彼の 二人 は 今し も 其 所へ 遺って 來た。 すると 跛 者が 居た。 彼の 身の上から 云へば 足の 利 
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あきら  5^ れっき 

かぬ ほど 難 俄な こと は あるまい。 然 かし 彼 は 其れが 癒ら うと は 思 はぬ。 ； m め を 付けて る。 生來だ 

から、 割合に 不自 を 感ぜなかった であらう。 第一 は 生来と 云 ふこと で 諦めて 幾分 か 感じが 鈍れ、 

第一 一に は いとても 行かぬ と 失望して 斷念 めて 居った でも あらう。 北 ハれで 金を^ ふことの ほか 餘念 

5 まれつ き 

がない。 無 宗敎と 云 ふ 奴 は 生來の 片輪の やうな もので、 餘り 不自由 を 感ぜす、 平氣で s:^ る。 だから 

益々 可愛 相 だ。 或 ひ は餘程 無頓着で 幾何 焦慮っても、 藻 接いても、 到底 役に立たぬ とおへ、 共の 澄 

に は E を 着けす に、 金で も 貰 ふ 方が 得 だ、 世の中 は 金が 第一 だと 觀念 する 述中も ある。 此の 跛 者の 

Si はよ く 人情 を 現 はして 居る。 一番 難儀な 跛 は 到 鹿 癒らぬ と 諦め を 付け、 金で も K はう と考 へる の 

みと は、 實に 情 けなき Si だ。 ， 

$s 例の 如く 件の 跛 者 は 他人に 檐 がれて 來て、 此 所に 坐 を 定め、 參詣の 人に 合力 を.：^ めて ：5 た。 所 

へべ テロと ヨハネと が來て 『金錢 は 我に なし、 唯 だ 我に 有る もの を 汝に與 ふ。 ナザレの 耶穌 の 

名に よりて 起ちて 行め』 と 云った。 其の 問答 を 見る に、 先づ彼等は跛^^:に向ひ、『我らを兑ょ』 と 云 

つた。 共邊は 他の 人と 逮ふ。 世の中に は 只 だ定り 文句 だと 云って、 色んな 事が 聞き流しに される。 

殘 念な 次第 だ。 然るにべ テロ や ヨハネ は 熟ら く 見て、 之に 目 を 着け、 我等 をよ く 兌よ と：： ム つた。 

Mi^ れも 一 場の 面白い 話になる が、 其れ は說く 隙がない。 

『金錢 は 我に なし、 只 だ 我に 有る もの を 汝に與 ふ』 。 是れは 何う であらう。 人 i§ は 横^な もので あ 

る。 金は與 へぬ。 己が 身に 痛く も 痒く もない もの を與 へて 追拂 つて 了 ふ。 政治 上の ii; 题ゃ 社. _ ^上の 


^题カ 造れぬ からと 一： ム つて、 精祌 题 で追拂 ふな ど は、 s: だ惡 い。 金錢 ばかりでなく、 我が 勢力 を 

耍し 力 il^ を 入れべき 場合に、 金の ことなら 我に ない、 何もない、 貧もなぃと^^仔两！丄をすること 

は.： 3 めねば ならぬ。 殊に 無形の たまし ひ を n 資に する は 良くない こと だ。 

然し ぺテ n や ヨハネ は然 うで は 無かった らう。 彼ら は 原と 故鄉 に財キ があった。 ヨハネ は H ルサ 

レムに も { 糸 があった やうで ある。 然 かし 三ハト i§ 邪 に從 つた。  < 水の 友人のう ちに は. I：： て. n 虫せ： の G 

めに 奔. S して 身代 を 無くした もの も ある。 之を考 へる と 耶穌の * 子ら の 事 が 解る。 彼 や.： は 網 を 

てて 耶， 脉に從 つた。 所 li 有志 { 永 である。 ^^人をしたのでぁる。 加之に考へ^^ひ、 § ごとで あつたに 

は相途 ない が、 彼等 は 財キ； 6^ 共に し、 業 を 共に した こと さへ ある。 共れ から .§i て も 彼 や は 货乏に 

なった に途 ひない。 『金錢 は 我に なし』 と 云った の は：， b-^ な吿 白であった であらう。 凡て 我々 の 力 

を 要す る 事 の 起った ときには：. 直な こと を 云 はねば ならぬ。 然 し.； ー贫と 云 ふの は：： J_ す ぼらし い 

ものであるが 彼等 は懷が 寂しい ところから 全く g 口した かとい ふに 北 (所が 節.^ い。 『AV:-^ ま 我こ^ 

し、 只 だ 我に 有る もの を 汝に與 ふ』 と 云った。 世に は 金 さへ あれば 何んでも 出來 ると 者へ る ものが 

多い。 サ マリヤの 女 は、 1& く 水 を 供給す る 植利を 掘って 55 る 所から 耶穌に 誇った。 金錢を 有って お 

るものが傲a^なことを云ふのも之と同じでぁる。 金錢が 一番 偉い ものと m 心って おる。 ゾ"；|以ト- の， に 

肃 きを き、 北 〈さへ あれば と 思って 居る。 然 かし 露 實 のこと を 云へば 金 以上、 富 以上の 勢力が あ 

る。 金錢は 我に なし だが、 此の 外に 幾ら も 力が ある。 金銀 以上の 力が ある。 耶穌は 金 を 人に eK れた 
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ことがない。 貢を拂 つたこと は あるが、 共れ も 魚の 腹から 取って 來 たの だ。 彼が 金 を 以て 人 を 救つ 

. た。 金錢 以上の 力が あった。 去年 ライオン 齒 磨の、 王 人の 演說を 聞いた。 或る人 『基螫 者が 人 は パン 

のみに て 生く る ものに あらすな どと、 迂濶千 萬な こと を 云 ふ、 其れ だから 困る。 役に立たぬ ものに 

なる の だ』 と 1K 晴 基督 敎の を衝く 積り で 云った。 すると ライ ォ ン齒 磨の 先生が 之に 向って 『其れ 

. なら 人 はパ ン のみに て 生く ると 云ったら {且 しいか』 と反较 すると 向 ふが 閉口して 引き込んで 了った 

と 云 ふこと であった" 常識の 話 だが 面白い。 人 は パンの みで 生きて 居らぬ。 世に は 金に も 代 へられ 

ぬ ものが ある。 

『金銀 は 我に なし、 我に 有る もの を 汝に與 ふ』 如何にも 堂々 として IS る。 金錢 以上の もの、 己が 信 

十る ところの もの、 任す ると ころの もの を 以て、 即ち 『ナザレの 耶穌 基赞の 名に よりて 起って 行 

め』 と 云った。 

『，，^ ごとのお はします か は 知らね ども かたじけな さに 淚 こぼる る』 。做 かなる 神々 しき 聖殿を 前に 兑 

ながら、 足腰の 利かぬ ものが 座って 居る。 是れは 自然ら 人類の 精神 狀 態に 思 ひ を 及ぼさせる。 靈 のこ 

とに 聯想せ ざる を 得ぬ。 ぺ テロ 及び ヨハネ は 金を與 へたが 好い か。 足腰の 立つ やうに した 方が 好い 

か。 天下 は 靈的跛 者の 世界で ある。 世に は 衛生の 問題 も あり、 經濟の 問題 も ある。 然 かし 『金錢 は 

我に なし、 我に 有る もの を 汝に與 ふ。 ナザレの 耶穌 基督の 名に よりて 起って 行め』 と 云った。 我々 

は 其の 意味 を 考、、 其の 氣前を 以て 世に 向 はねば ならぬ。 吾人 は 何 か 物 II 只 上の もの を 世に 貢献した 


い。 ^は 者なら ば 金 を 有って 尻る もので も、 之 を 有たぬ もので も 政 泊の ことに 奔. S して 居る もの 

でも、 ^ベ テロ ゃョ ハネ の氣前 を 有って 居らねば ならぬ。 『有る もの』 と ある。 何が 有る か。 自ら 

おって ると 「ムふ 確： 一:- が 必要で ある。 我々 何う か 神の 现、 耶穌に 於て 彰 されし iesT 耶穌 の敎へ 

られた 人生 觀、 世界 觀、 其 等に ついて 確かな 眞理を 世に 扶植したい、 一日 も 此の 心がけがなくて は 

ならぬ。 余の 友人なる 某 代議士 は 新聞紙 上議， t3 の 評判に サ太 牧師と- S 號 されて 居る さう だ。 何う 云 ふ 

现 であるか 知らぬ が、 余 は. 1 方から 私 かに 之 を 喜んで 居る。 祌の 露现を 人に 與 へる ことが 平生の 

心 懸けでなくて はならぬ。 共の 身の上から、 其の 遣り口から、 其の 言論から、 から も から も、 

實の 道、 即ち 神 の 露理を 分配 して、 其の 配當 方になる 覺悟 常に 有り たい もの だ。 多くの 靈 魂が 行 歩 

不自由で 足腰が 利かす、 根本的の 點に 於て 片輪に なって 居る。 此 際眞實 の 生命 を與 へる ことが 必要 

である。 ブラウ 一一 ングの 詩に 『ピ ッパ、 パッ セス』 とい ふの が ある。 其のう ちに 或る 工場に 使 はれて 

25 る日储 取りの 少女が、 元日の 朝、 一年 一度の 日 待 を 利用して、 思 ふ^ 分の a をしたい と考 へた。 

考 へた 末に 自分の 知って 居る 叫 軒の 家の 邊 りに 行って、 無 邪氣に 歌った。 さう して 北ハの 歌が 共 

の {, ^々の 人の 道念 を覺醒 して 之 を 救 ふに 至った とい ふこと が 詠 じて ある。 無 邪 氣な小 兒の姿 を はて 

泥 禅が 悔 改めた とい ふやうな 話 は 昔日 軍談で 聞いた ことがある。 或る 家に 泥棒が 這 入った。 家の も 

の はル： ^な 白 河 夜 舟で ある。 獨り 子供が 目を醒 して 居て 泥棒の 面を兑 てに こく 笑った。 彼 は 之 を 兌 

ふん じば 

て 堪らなく なり、 ぐす-^ して 居る にとうく 捕 縛られて 了った。 此んな 風に 良、 七の 麻俾 して 居 

何も 與へ んキ  五 三三 


何も 與 へん や  五ーニ 四 

る もの を 取り拉ぎ、 或は 之に 刺激 を與 へて、 本心に 立ち返 へらせる ことがある。 小兒の 額に も 断る 

力が ある。 まして 堂々 たる 五 尺の 男子が 本氣 になり、 『金銀 は 我に なし、 只お 我に 有る もの を， 女 こ g、 

ふ』 とい ふ 精神で 遺れば、 非常な 事の 出来る 特 樓が與 へられて * 居る。 

金の ある もの はと も すれば 吝啬 家になる。 是れは 世上の 財瘦 について ばかりで はない。 舉，. を！ 

む もの も ある。 獨り書 齋 に 引き籠って 十 ：！ い 書物な どに 耽り 樂んで 25 る。 信仰に 於ても 然ぅ. ヒ。 

が あると 自ら 獨り 好が り をす る 靆界の I 奴 も ある。 金 錢の守 錢奴を 早し むなら、 靈界の 守 錢义を 

も 蔑す むこと が 出 來る害 だ。 眞寶に 『金銀 は 我に なし、 只 だ 我に 有る もの を 汝に與 ふ』 と 一 1- ふ 精.^ 

で 遣れば、 片輪 も 癒る。 冬枯れの ところ に^も 来る。 其の 點を考 へなくて はならぬ。 己， こ ぶ も 

の を 以て 遺る ので はない、 己れ に 有る もの を 以て 遣る ので ある。 大は小 を^ね る。 精神の あると こ 

ろ必す 共の 途が ある。 信仰 を 以て 金 錢を使 ひたい。 

然 らば 精祌界 の守錢 奴た る こと を 如何にして 免れる ことが 出來 るかと 云へば、 神が 自ら を與 へた 

とい ふ 不思議な 事實を 記念す る もの、 即ち 『祌は 其の 生みた ま へる ^一賜 ふ ほどに 世の 人 を 愛 

する』 とい ふの を 思 ひ 起さす る 此の 聖 晩餐の 意味 を考 へ、 其の 精神 を 味 ひ、 十字架の 淸き 血に 身 を 

潔め、 之に S: が：： if: れ たる 靈魂を 浸すならば、 鄙 吝の心 は 洗 はれて、 『金銀 は 我に なし、 只 だ 我 こ 有 

る もの を 汝に與 ふ』 と 立派に 云 ひ 得る に 至る。 我々 は 聖晚變 の 席上から 此の 意味 を 抱いて.^ 目の 家 

に^り. 其々 任務に 當 りたい ものである。 (國 命： 議員 禮拜 說敎) (1 九 二  2 
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た ち  し，： だ 

『大^ は 或 人の 旅行 せんとして 其 僕 を 呼び、 所有 を 彼 ゆに- m くるが 如し C  メ 今人の sus.^ に從 ひて 或 者に は 

銀：.？： 千、 或 者に は 二 千、 或者には 一 千を與へ ぉき^？！ちに旅行せり。 ：：^ 久て後 その 僕 等の 主 か ヘリて 

彼等と 侖： 計せ しに、 . ハ： 千の 銀 を 受けし 者 其の 他に 五 千の 銀 を 携來リ て、 、ェょ 我に 五 千の 銀 を^け しが 他 

に 五 千の 銀 を^け たりと 云 ひければ 主 かれに 云 ひける は、 あ、 善かっ^ なる 僕ぞ。 汝 {4 なる Co に 忠なリ 

我なん ぢに 多くの もの を督 らせん。 汝の 主人の 歡 架に 入れよ。 一： 千の 銀 を 受けし 者來リ て、 主よ 我に 二 

千の 銀を预 けしが、 他に 二 千の 銀 を 儲けた リと云 ひければ、 キ： 彼に 云 ひける は、 あ、^:：;: つ 忠なる 僕ぞ 

汝 {4 なるとに 忠 なり、 我汝に 多き もの を督 らせん、 汝の、 王 人の 歡榮に 入れよ。 また 一千の 銀 を 受けし も 

の來 りて 云 ひける は、 、王よ 汝は嚴 しき 人に て播 かざる ところよ リ 穫リ、 散、 りさざる ところよ リ欽 むる CJ 

を 我 は 知る。 故に 我 懼れて ゆき 主の 一 千の 銀 を 地に 藏し けり、 今なん ぢ已の 物 を 得たり。 その、 H-:_ 〈！： へ 

て 云 ひける は惡 しく か つ^れる 僕ぞ 云々。』 (HJST 太 傳ニ五 の 一 四— 三 〇) 

今： n は 5：；： 女靑年 諸君の 爲 めに 話し をしたい と 思って 色々 考 へて はた。 人に は 各々 祌 から 與 へられ 

た 才能が ある。 此 所に 書いて ある 如く 五 千 銀、 一 一千 銀、 若く は 一 千 銀と 云 ふ 工合に 北ハの 人物に 應 じて 

機， & が與 へられて 居る。 资 本が 與 へられて OS る。 其れ を 如何に 用 ふべき かを考 へて 兑る さに なった。 

之を讀 むと 第一 に 目に §2 る こと は 此の 財産家が 遠方に 旅行し、 い i ^^守に なった と 云 ふこと で 

^る 所 各 異なり  五三 五 
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ある。 是れは 神が 我々 に 事業 を與 へた ま k 其の 爲 すに 委せ、 十分に 其の 志を暢 ぶる ことの 出 來る櫞 

<^：： を與 へらる \ を 示した ものである。 始終 着き 纏 ふて 直接に き は どく 世話 をせられ ぬ。 或る 意味 か 

らー： ム へば 放任主義 を 取られた。 神 は 我々 が 何時も 其の^ 在を拯 ふことの 出來ぬ やうに せられぬ。 若 

しする いこと を考 ふれば 神の 存在が 目に留まらぬ こと も ある。 此の世界 は 勝手 氣 儘な ことの 出來る 

やうに なって 居る。 それで 惡 いこと をしても 容易 は 解らぬ。 宗 敎は祌 のこと であるが、 一面 は 人事 

となった ので あるから、 人の 逮 ひから 惡 くなる HJ も ある。 祌は 之を菩 くす るた めに 常に 干涉 がま 

しく 御 遺り なされない。 一 倘人 のこと も然 うで ある。 祌は 人の 爲す がま- - に 任せて 兑て 居られる。 

人に 出來る だけ 善い こと をさせる 御 精り である。 コ ム トは 人道 敎 のために 氣焰を 吐いて ジ ヨン • ス 

チュ ワルト • ミルに 向 ひ 『基督 敎の神 は 人 から 乎傳 ふこと が出來 ぬから 可かぬ。 我々 の 祌には 乎 

傳 ひが 出来る』 と 云った ことがある。 其れ は コム トの 遠 ひで、 基 将敎の 神 も 我々 から 御手 你の出 

來る祌 である。 

次ぎに 此の 話 を 讀んで 行く と、 五 千の 銀と 二 千の 銀を與 へられた もの は、 萬 事 滑らかに 都合の 好 

い 生活 を 送ったら しく 見 ゆる。 物事が とんく 拍子に 行き、 利益が 思 ふやう に 手に入った。 然るに 

一千の 銀を與 へられた もの は然ぅ 行かす、 隨分氣 の 毒な ところ も ある やうに 感ぜられる。 然し 抑 も 

此の 一千の 銀と は 何の 位の 金高で あらう かと 研究して 見る と、 之 を 計算す るに 二種 ある。 即ち 輕ぃ 

のと^^？ぃのとぁって、 輕 いのは 一 千 弗、 重 いのは 一 一千 弗、 今の 相場に 直す と 各々 ニ萬圓 から 五六 萬 


M 位に 常る。 活 w さへ すれば 何 か 一 r_ ぶい こと も出來 得る。 決して 此ー： 細で ：！： んの 役に も 立たぬ 金額で は 

ない。 我々. EI 身の 境遇 や 才能な ど考 へ、 時として は實に 詰らぬ、 淺 ましい、 不幸な 身の上で あると 

？！ャ痴を^^^すこともぁる。 知らす、 此の 身に 與 へられて 居る もの は 意外に 大 いなる 资カ である。 家族 

の こと や 色々 な s-ig で ない と 思 ふこと があって も、 火 變な寶 を 誰も 彼も與 へられて si^ る こと を考 

へねば ならぬ。 實に偸 快 極まる 話で ある。 

此の Si について 說敎 した が 昔し から 隨分 多く ある。 其のう ち 最も 愉快に m 心った の はホォ レス • 

ブシ ネルの 說敎 である。 此所にぁる祌から賜はったもののぅちで^^も價高きは宗敎心でぁる" 神に 

向って 活 川すべき 靈的 才能で ある。 利殖して 其の 大 いなる 進歩 を 11 ら ねばならぬ。 之 を 怠る 爲 めに 

不信仰に 陷り、 遂に 恐るべき 羽目になる ことが 少なくな いと、 面白く また 人の 心 を 刺し 透す やうに 

說 いて 居る。 も .1 つ は フィリプ ス *ブ ルツ タスの 說敎 である。 彼が 此 虎を說 いたの はニッ 造って 居 

る。 一は 『一千の 銀 を if てる もの』 と 題し 他 は 『二 千の 鈒を 有て る もの』 と题 して ある。 余 はま 

だ 前者 を讀 まぬ が 後^ は 以前 讀んだ ことがある。 其のう ちに 人の 境遇 は €1 々である。 五 千の 銀を與 

へられた もの は 共の 天才に 委せ 喜び勇んで 盛んな 事が 遣られた であらう。 共れ から 一 千の 銀を與 

へられた おは 一 つに 專ら になり 得た であらう。 書籍 は讀 めす、 口 は 利け す、 金儲けば かりに 熟 中す 

かった. S ぼう 

る。 不仕 合の 境遇で、 资カも 足らぬ が、 然 かし 此の やうな 場合に は 大銜發 が出來 る。 癩病 者な どに 

大金 持が ある。 外の KJ が出來 ぬから 此の ことに 一生懸命になる からで あらう。 然 かし 二 千の 銀を與 
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はゴみ 

へられた もの は、 中途半端な、 平凡な、 鈍 栗の 脊兢 ベで、 I の 機 舎がない。 手腕 を暢す が出來 

ぬ。 然 かし 北 ハの 危險を 冒して 大秦發 をな せば、 祌の 榮を彰 はす HJ が出來 ると 說 いて 居る。 實に 非凡 

な 眼識で ある。 

五 千 銀、 二 千 銀と 一千 銀、 各自の 资 力が 逮 ふから、 羨んだり、 妬んだり する こと も ある。 然 かし 

何れに も 恐るべき 危險が ある。 ブルックスの 云った 如く、 五 千 銀を與 へられた もの は インス ピ レイ 

ショ ンを 得て 事に 當 つたで あらう。 然 かし 共れ には大 いなる 危險が ある。 華族 や、 金 持の 息子に 馬 

鹿が 多く、 舉者ゃ 豪い 人の子に 詰らぬ ものが S£ る。 神意と 云 はれた ものに も 大人に なって は 阿呆 面 

をして 終る 述中も 少なくない。 幸福な 身の上に 何う 云 ふ 危險ゃ 弱點が あるか を說 いて 來れ ば隨分 Si 

す こと も あるが、 今日は 其の 隙がない。 物事が 樂に とんく 拍子で 行く ところに 恐るべき 危險ぁ 

り だ。 少し 油斷を すれば 墮落 する、 總領の 順 fS になり 易い。 此ぅ云 ふ 境遇に 於て 成功す るに は 非 c;^ 

な銜發 がなくて はならぬ。 二 千 銀 を 受けた もの は 仲 が 多い。 我はレ ギヨンな りと 云 ふ述屮 であ 

る。 あまり 豪く なれぬ、 平凡な ものである。 政治家な らば 陣笠 連で、 氣 のない 面 をして 無暗に 起， M 

したり 乎を擧 げたり する 手 合で ある。 陣笠 組、 凡庸 組、 我々 も 多く は 其のお 仲 問に 這 入って 居る で 

あらう。 晴れ-/ \» した、 目の 覺 める やうな こ ともなく、 好い加減な ところに ぶら 下って 居る。 其の 

^に 立って 忠實 に祌を 恐れ 責任 を 重んじ、 椽の 下の 力 持に 安んじ 兒 えざる 働きに 滿 足し、 敎會の 役 

H や 委員に は 選ばれる ことがなくても 忠實に 遣って 行く の は餘程 骨が折れる。 此の 如き 人が 他に 1 1 


千の 銀 をれ ると 云 ふの は、 非 0^ な 勝利で ある。 此所を ブルックスが 偸 快に 說 いたので ある。 一千の 

を 5：： たもの も、 決して 是れ しきの 资本 では 何が 出來 ようと： ーム つて はならぬ。 八，： n の 金に 4,- 1. ま 二 

^11 以上で ある U 或は. H 腦の 力が 鈍い とか、 或は 學 問に 從 事す る 餘 地がない とか、 或は 身體に 故障 

が あると か、 北 ハんな ことば かり 氣 にして 『あ、 此れで 何が 出來 やう か』 と 失望す る ものが ある。 然 

し 『燈墓 もと 暗し』 で、 自 分の こと を 知らぬ。 之 を述轉 すれば 更に 一 千 銀 を 5；: る こと は必 すし も 維 

しくない ので ある。 艱難 人 を 玉に す。 少數 者が 多 數と戰 ふ ときには 非常な 力が 出る。 { 氷 ^は 幼時，.^ 一 

ごっこ をした とき 小勢の 方に 就いた と 云 ふ 話で ある。 立派な 武器 を 持って 人 を 嘶る の は 當然で あ る 

が 若し 赤裸で 打 物 も 持た すに 大け、 を 取り ：,^ げば 大 剛の者で ある。 サム ソ ンが 驢；： it の 腮骨を もて 一 

千 人 を 难 殺した と 云 ふ 話が 即ち 此所 だ。 一 千の 銀を與 へられた もの は尙ほ 大いに； g 發 して るべき 

である。 一千 銀、 して 少ない もので ない。 之 を 活用 すれば 豪い ところに S3 ぎ 付ける ことが 出 米 

る。 斯の 如く 五 千の 銀、 二 千の 銀、 若く は 一千の 銀 を 受けた もの、 各々. 4{ 所 も ありまた 所 も あ 

り、 危險も ある。 然 かし 何れにしても、 大窗發 を すれば 必す 大成功 を 見る ことが 出來 る。 境遇の 好 

い 人 も 之 を 活用して 更に 五 千 銀 を 得る に は 骨が折れる。 一千の 銀 は 量に 於て 少ない。 然 かし： to 國 

の 事業 は i にあら す、 質に ある。 假令 一千の 銀で も 質の良いの を 有すれば 祌は 『善 且つ 忠なる 僕 

よ』 と 云 はれる。 

昨夜 日曜 學 校の 敎科書 を讀 んで兑 た。 Hill 太 傳第廿 五 章の 此の 條に 於て、 『人 は 他人に 優らう と 思 ふ 
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よりも 自己に 優らう と 努める が 善い。 現今の 我に 優る やうになる ことが 大切で ある』 と說 いて あつ 

た。 實に 面白い 考へ である。 五 千 銀、 二 千 銀、 若しくは 一千 銀 を 有する 現今の 身分 を 飛び 超えん と 

する 雄心 霸氣が 無て はならぬ。 此ぅ云 ふ 精神で 奮發 すれば 何ん なに 善くなる であらう。 怫蘭 西の 或 

る舉 者が 同 國の歷 ^を 書いた。 余 はま だ 其の 全 體を讀 まぬ が、 人物評な ど は 見た ことがある。 其の 

著者が 『我 此書を 作らす、 此書我 を 作れるな り』 と 云った。 實に 面白い。 著述が 彼 を 造り 出した。 

彼 は 研究し、 著述して 居る うちに 豪くな つたので ある。 先日 或ると ころで 傳道會 があった。 其の 席 

に 一人の 裹科大 學の靑 年が 居って 之に 色々 敎 のと を勸 めて 見ても、 頑として 動かなかった。 そこで 

三 g; 人 Q 者 之 を 取卷 いて、 且つ 語り、 且つ 祈り、 祈り Q 包圍 攻擊を したと ころが、 遂に 其の 靑年も 

祈り 出した さう である。 余 は 之 を 聞いた とき、 『其の 包 圍攻擊 をした 人た ち は 之に よって 必す傳 道の 

精神 を 鼓舞せられ たに 違 ひない』 と 云った ことで ある。 個人 傳道 をす るに しても 初めは もぢ /\ し 

て 居る が、 相手の 靈魂を 何う かして 救 ひたい. V 骨折る につれ て、 非常に 元氣 付き 熟 心に なって 來 

る。 また 傍の 人 も 其の 熱心に 勸 まされて 傢道 する やうになる。 實に 事業 は 人 を 造る ので ある。 神の 

旨 を 奉じ、 分に 應じ、 奮發 して 己れ に與 へられた 事業に 當れ ば、 また 之に よりて 自身が 造 0 上げら 

れる。 實に 惨、 快な ことで ある。 此の 敎會に 精祌衰 へ、 元氣 のない 面 をして、 我 はレギ オンな りと 云 

ぉデひ .t* ら 

ふ 連中 も、 大いに して 神に 忠義 を盡 し、 隙 なく 陰日向な く 勤む るなら ば、 牛の歩みの よし 5^ 

くと も、 遂に は 千里 萬 里 を 行き 得る に 違 ひない。 


つか 


-I 取 後に、 一千の 銀を與 へられた 者が 主人 を 誤解した について 話したい。 彼 は 主人が 奉公人 を 扱 

使って、 非常に 過酷な 人、 高利 貸 見た 様な 人な りと 思ったら しい。 然し 其の 主人 は 二 千 銀 や 五 千 銀 

を儲けた者に儲高を悉^^與へたとぁる。 此の やうに 寬仁 大度な 主人が 何處 にあら うか。 主人の|:^8^ 

の 有様と 其 僕の 誤解した 所との 相違 は 如何にも だしい。 我々 が祌を 誤解して 居る 有様 も斯の 如く 

では あるまい か。 

耍 する に與 へられた 资 本の 少ない もの も、 あまり 豪くない もの も、 また 人並より 幸 ；S なる もの 

も、 皆ん な 此の 敎訓を 味 ひ 神の 前に 忠義 を盡 すべきで ある。 而 して 我々 は 之を爲 すに よりて a 身が 

造られる ので ある。 かくて 祌は 『善 且つ 忠なる 僕ぞ、 なん ぢの 主人の 歡樂に 入れよ』 と：： ム はれ、 巧 

へば 丁稚が w 世して 合資 會 社の 株主と なる 様に 遂に 神と 一 種の 仲 ^ になる >AJ が 出來 る。 何う か裕か 

に 此の 祝福に 與 かりたい ものである。  (一九 1 1 年 三月) 
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『又 自ら 義と意 ひ 人を輕 しむる 或 人に 耶穌 此譬を 語れり。 二人 祈らん とて 殿に 上リ しが 其 一 人はパ リサ 

ィの 人、 一 人 は 税吏な リき。 パリ サイの 人た ちて 自ら 如此 祈れり。 神よ、 我 は 他人の 如く 强索、 不義、 

姦淫せ ず、 亦此 税吏の 如くに も 有らざる を 謝す。 われ 七： W 間に 二次 斷 食し、 又す ベて i:! る ものの 十分の 

まる か 

ーを献 げたり。 税吏 は 遠に 立ちて 灭をも 仰ぎ見ず、 胸を拊 ちて 祌ょ、 罪人なる 我 を憐み 給へ と 曰へ り。 

我なん ぢらに i}" げん、 此人は 彼 人より は義 とせられて 家に 歸 りたり。 夫すべ て^::;已をぉぶる者は*1げら 

れ、 自を卑 くす る もの は 高 げらる ベ し。』 (路加 傳 一八の 九 — 一 

上 

先づ此 所の 飜譯に 就いて 一 言 注せ， 5 したい。 十 一 節 『パ リサィの人たちて^111ら如此祈れり「ム々』 と 

あると ころ は、 『パリ サイの 人た ちて、 自ら 斯く 祈れり。 神よ 我 は 他の 人の 如く、 强 いて 取らす、 不 

義 ならす 姦淫 を 行 はす、 又 此の 稅 あの 如くに も あらざる を 謝す。 云々』 とすべく、 尙 十三 節 『祌ょ 

卵 人なる 我 を憐み 給へ と 曰へ り』 と あると ころへ 『此』 の 字 を 入れて 『神よ 此の § 非人なる 我 を憐み 

給へ と-!: f へり』 とする 方が 良い 様で ある。 


此^ は であると 記されて は あるが、 併し 耶穌^ て 斯うい ふ樣な S: を n ，された ことの t たも 

のと m 心 はれる。 當時 パリ サイ 人 は 誰から も：；；^ 仰の き 人、 子 人と して 尊敬 せられて つた。 之に 

反して 稅 史は频 りに 利益 をへ； n; る JiT 阔{豕の事公共に關する^?^等には 一 向 無 ii^ な 奴と して ，7 めら れ 

さま 

て2^ったのでぁるが、 耶 穌は此 二人 を 引いて、 彼^の 靈 魂の 眞相 をお セ 孫した 態 拾 かも 人 の 裁判 を 

神が 全く. 投 へ した 様な 次笫 である。  . 

今 此話を i から 起った ものと すると、 或 時 耶穌が 殿に Eg られ ると、 共 處へ 二人が 禮拜 にやって 

來た。 傍に は 耶脉が 居られて 仔細に 御覽 になり、 心の底まで 見？： (いた 批評 を 之に 下された。 ：：：.^ は 

我々 の 大いに 考 ふべき 點 である。 『耶穌 若し 来るならば』 とい ふ 事 を 大分 聽 いたが 矢 .fi^ り 我々 が禮拜 

する 時に、 其 處へ耶 穌が來 るなら ば、 其の 鋭利 透^な 批評 を受 くると するならば、 確かに 我々 の 心 

は 厳かに ならざる を 得ない ので ある。 斯 く多數 第って 禮拜 して 居る と 其の IS 節が 隨分 多から う。 我 

我 は 耶穌の 批評に 據 ると 何の 種類に 屬 して 居る ので あらう か。 i—^!^,- へ ねばならぬ。 

I 體パ リサ ィ的 とは^う いふ もので あるか。 其れ に は }gl 々ある が 注 や H.- ベ き點を ニー つ 許り 舉げ て 

rj- たい。 第一、 祌は： 1： 處 にも 常に 現在して 居られる、 神の 御前に 在る の だとい ふ經驗 とやお^ 識 とが 

だ不. 虹 明で ある。 

WW て 此の 講壞 から 紹介した、 ブ！ 1 ズル レ ンス は、 天主 敎の倂 侶で あるが、 ^しい 勤務 を 爲 

ながら、 鮮 かに 深く 祌の 己と 共に 現在し 給 ふ HJ を 意識し、 所 謂ゼ • プラク 千 ス. ォブ • ゼ* プ レゼ ン 
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ズ* ォブ， ゴッド、 即ち 祌が 己と 共に 常に 何處 にも 在す とい ふ經驗 の熟逮 する 様、 平素 工夫 鍊し 

て、 北 ハの修 -業を 積んだ 人で ある。 我々 も 神の 現在 を 身に 泌みる やうに 深い、 又 酔 かな g 驗を 5^ る爲 

し ご と 

に、 大いに 工夫 鍛鍊 しなければ ならぬ。 是は 基督 者の 大切な 事業で ある。 パリ サイの 述巾 は、 ^々 

の點に 於て 熱心で あつたが 肝心な この 點が薩 張り 欠けて 居た。 何人も 神 資に现 在す と 確と 終驗 する 

ところが ありたい。 第二に、 彼等 は 他の 人々 の 如く 強いて 取らす、 不義なら す、 畜淫を 行 はす 乂此 

の稅 炎の 如くに も あらす と 云って、 頻りに 他人の 事 を 並べ立て、 居る。 彼等 は 人^ M 志の 優お と^ 

係の み を 考 へて、 神と 自分との 關係を 等^に して 居る。 其の 道德は 人の 問に 限られて 祌と は無關 

係で ある。 是れ では どうしても 物に 成らぬ。 人 を 愛する にしても、 其 愛 は 一回 は 神の 許 を 廻って 來 

なければ 垢 拔が爲 ない。 義理 人情と 云 ふ 人間 同志の みの 關係 では、 兎角 其 問に：.^ 物が 溜って いけな 

い。 神の愛に よって 蒸溜され るの 必要が ある。 また 此の パリ サイ は、 『他の 人の 如く 云々』 と 1 一一：： つて 

成 張って 居る が、 是は實 に 大膽な 豪い 言 板り である。 天下 は廣 い。 孔子 も 釋迦も 居る。 現に 其處に 

は 耶穌も 居られる。 然る を 神 を 度 外に §f はいたが 爲 めに、 飛んでも 無い 當遠ひ をした ので ある。 彼 

どん  <  わからず 《•  , 

は： 大 下に 如佝な 人が 居る かも 思 はない。 世間に 暗い、 人 を識 らぬ沒 分曉漢 である。 人 問 に專ら であ 

れば 人間の 事が 分り さうな ものであるが、 却って 分らない。 先づ祌 の國と 其義を 求めなければ、 

凡ての 物 は 分らない ので ある。 第三に、 彼等 は內 的の 修養が 甚だしく 不足して 居る。 基督 敎道德 の 

^^長は內的の修養に重きを置くところにぁる。 哥林多 前 害 十三 章の 愛の 敎訓 を御覺 なさい。 假令身 


を 殺して 仁を爲 すと いふ 様な とが あっても、 北 ハ內容 が 愛で 無くん ば、 數 ふるに 足りない とい ふ 意味 

である。 山上の垂訓 も莎然 うであって、 邪穌は ：！： 時 も. s: を 省る の 修養 を敎 へられた。 彼れ パリ サイ 

の徙は 斯うい ふ點に 於て、 實に 不足して 居た。 

パリ サイの 道德は 消極的で ある。 佝々 せす の 持 切りで 練んで 居る。 彼等 は^を 爲し たか。 極 的 

に 彼等の 爲 した 所 は 如何なる もので あるか。 多くの 基督 者 は、 矢張り 彼等と： Z じく^々 せす で 終る 

樣だ。 進んで 積極的に 何 かを爲 なければ ならぬ ので ある。 パリ サイの 連中 は 自ら 誇って 曰 ふ、 自分 

は I 週 に 二度 斷食 をす る、 十分 一 の獻金 をす ると。 勿論 其 も 善事に は 違 ひ 無い が、 併し 左様な 言 

は^ 精神 界の がらくた 事業、 雜務 末節 だのに 許り 力 il^ を 入れて、 肝心の 精神 を 直ん じない。 是は我 

々に 於ても 大いに 注意すべき 所で ある。 自分 は 毎月 間違 ひなく 獻金 をす る。 大抵の 集會 にも 欠かさ 

す 出席す る、 禁酒 禁煙 は 勿論の 事、 其 他 時々 は^々 もす る、 何々 會を も設ら へた、 奔走 をす る W 旋 

を 行る。 是れ だけ すれば 大丈夫、 天晴れ 基督 者で あると 慢心 をす る。 是亦 パリ サイの 仲 である。 

斯様な 事 位 は、 少し 几帳面な 者なら ば 誰に でも 出来る 事 だ。 實に 低い 理想で ある。 ピ イボ デ H が 基 

督 者の 品性に 就いて 書いた もの、 中に、 耶穌が パリ サイ を 憎まれた 最も 大 いなる 點は、 彼等が 現在 

に滿 足して 居る HJ であると 言って 居る が、 實に然 うで ある。 ルゥ テルが 力 を 能め て 説いた 所 も、 基 
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督 者の 生活 は 現に 出來 上りつ、 ある もので、 決して 出來 上った もので はない とい ふ 事であった。 其 

心 旣に滿 足して、 卒業 御用 濟 みとい ふ 様な 態度で あれば 明かに 基督 敎の 本領 を 失った ものである。 

更に 彼等 は 祌を畏 る、 と少 く、 神の 光に 於て 光 を兒る ことが 無かった 爲 めに、 其の 信仰が 實に輕 

ひ と  あく  ^OD  るつ ち 

薄であって、 神の 前に 他人の 惡體を 吐き 大言を 並べ立て ると いふ 不敬 千 萬な 祈禱 は、 を 其方 除け 

にした 獨語 である。 女子 靑年會 の 席上で も 話した ことがあ るが、 鬼 角 日本人の 祈禱 は、 何た か 神が 

遠くに 居られる 様で、 二人 稱と 三人 稱の 別が 明かで なく 漫然、 『祌』 、『神』 と 言 ふ。 あなたと 云 ふ 代 

名詞が 無くて はならぬ 様に 感す るが 基督 者 自然の 心 持で あるべき 苦 だ。 是は 是非 明瞭と、 神と 差 向 

ひで 111  一一 態度が 必要で ある。 動もすれば 我々 は パリ サイ 的の 弊に 陷り、 傍 若 無 神の 奇怪なる 態度に 

墮 落し 易い。 用心すべき 事で ある。 

稅 吏の 方 は 大いに 違って 居た。 彼 は 唯一 人 神の 前に 在って、 世 も 人 も 無かった かの 如くに：： え 

る。 彼 は 我 はレギ オンな り、 自分の 様な 罪人 は 世間に ありふれた ものであると は 思はなかった。 天 

下に 自分の 様な 罪人が 他に 有らう か、 『神よ 此 の 罪人なる 我 を 憐み給 へ 』 と 、天 を も 仰ぎ 兒 す胸 を拊っ 

て 只管に 斬禱 した。 我々 は 流石 表面に 出して は 甚だし いさを 實行爲 ないでも、 若し 靈 魂の 露 相 を 全 

然 暴露したならば 如何で あらう か。 少し 心を^めて 考 へるならば、 誰も バウ 口の 様に、 自分 は 罪人 

の 頭で あると 思 はすに 居られな いので ある。 人 は 自分に 甚 しき 苦痛 有る 時には、 却々 他人の 事な ど 

考 へられる もので ない。 此の 二目と 見られぬ 罪人の 我れ、 神の 前に 在るな ど 云 ふこと は堪 ふる 所で 


ない。 べテ 口の 如く 神よ 我 を 離れ 給へ と、 誠心から 恐懼して 罪 を悔 ゆるので ある。 良き 信仰の 生涯 

を 送った 人の 傳を 見る に、 皆 終りまで 罪 を 悔いて 止まなかった。 聖 なる 域に 達すれば 達する 程 愈々 

自分の 罪 を 歎いて、 神の 憐みを 乞 ふこと 益々 切なる ものが ある。 世に は 自分の 潔め られ たこと に 就 

いて、 經驗談 する 者 も 大分 有る 樣 だが、 餘り 感心の 出来ぬ さで ある。 我々 は 如何に 努力して もい 吐に 

全然 潔く せらる、 こと は 無い かも 知れぬ。 終りまで 罪惡を 思うて 泣き明かす であらう。 然 かし 基督 

者 は、 斯 かる 生涯の 中に も 言 ふべ からざる 慰藉と 歡 喜と を 與 へらる、 ので ある。 誠に 不思議な 事實 

である。 璺 I つ 殘らす 潔め られ たと 斷 言し 得る に 至らす とも、 X 布 はく は 信^に よりて 義 とせられ、 

罪を赦 されて 祌の 子たり との 意識が、 船 乎と 且つ Si かで ありたい。 

前に も 飜譯の 事 を 言った が、 此の 十四 節 『 …… 此人は 彼 人よりも 義 とせられて …… 』 と ある けれ 

ど、 是は 『 …… 彼 人より 寧ろ 此人 は義 とせられて …… 』 とした 方が 不充分で も、 稍 や』 味が よく 分る 

ビ 5 か 

樑だ。 耶 穌はパ リサ ィを も義 としたと いふ 意味で はない、 或は 棄 てられた かも 知れぬ ので ある 。何卒 

我々 は 此の 稅 吏の 如くで ありたい。 バウ 口、 ウェス レ ー、 ルゥ テル 等と 共に、 『神よ 此の 罪人なる 我 

かぎりなき. S のち  いつくしみ  むかつ  . 

を憐み 給へ』 と 祈りつ、 救 はれて、 永遠 生命に 進み 入り、 慈愛 深き 天父に 對て 感謝の念 溢れ出で、 

『曾て 殺され 其の 血 を もて 諸俟、 諸 音、 諸 民、 諸國の 中より 我 儕 を 贈 ひて 神に 歸 せしめ』 たりとの、 

限 も な く 深 き 恩寵 を 經驗 したい ものである。 

(一 九 一 〇 年 ra  、五 no 
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Qlnh 」 品 

『爾 ssv 立てよ、 我なん ぢに 現る、 は、 爾を 立てて 役者と し、 又なん ぢが旣 に 見し 事と、 我が 爾に現 は 

れて 示さん 其の 事の 證人 と^さんが ため 也』 (使徒 行 li 第二 六 章の 一 六) 

此の 一節 は旣に 二度ば かり も此 講壇から Si した.^ が ある。 今日 も 亦 此文を 取って、 尙 外の 方面に 

つ C 'て考 へて 見 度い。 此 所に 『我が 雨に 現れて 示さん 其の 事』 と あるの は 即ち 主 耶穌の 再臨 を 指し 

たもので あらう と 思 ふ。 耶穌 再ぴ來 ると は 如何なる 意味で ある 力。  _ 

此事は 先頃 i 者の 會 合した 或る 席上、 未來 世の 話が 出た ので、 其に 關聯 して m 心 ひ 及んだ 鋒で あ 一 

るが、 現在の 我ら は尙ほ 極めて 不十分な 狀態 である。 雲霧 を 隔て- - 天日 を 望む 如く、  的 經驗淺 一 

く、 基督に ついての 知識 も 甚だ 盡さピ る ものが 多い。 宏大なる 祌の德 を 充分に 仰ぎ 得る は、 我らの 一 

11 船尙ほ 大いに 成長して 新しき 生命 を享 け、 祌 のこと にっきて 更によ く會 得した とき-^ 待たねば 

ならぬ。 耶穌の 降 生、 三年 間の i、 十字架の 苦難、 復活、 敎會 歴史、 信者 各自の 衷に爲 された る 

彼の 事業、 是 等を數 ふれば 確かに 皆 神の 力の 顯現 であって、 其の 榮 光の 輝き は譜 美す るに 餘り ある 

こと 勿論で は あるが、 然も 尙ほ 我らに は 一 一:^ 大 いなる 未來が ある。 信仰生活 は 漸く 共の 佳境に 入 


らんと す。 おも 深く 且つ 美 はしき 狀態は 之 を 將來に 望むべき である。 誓て 話した 彼の 聖ィグ ナシァ 

スが 刑場に 引かる- - 途上、 我 は 今日 耶穌に 弟子入りす ろと 言った の は 如何にも 面白い。 耶穌 の爲め 

に 一命 を雍 つろ 程の 生涯 も、 彼に は 僅かに 信仰生活の 第一歩と M ら る- -に 過ぎなかった。 常に 足 を 

翹 て&來 たらん とする 光榮を 待ち望む が、 眞の 基督 者の 心懸 である。 斯くて 途に默 示 錄第十 十访 

十五 節 以下に 記された る 如く、 心 ゆく ばかりに 讚美す る ことが 出來 るに 違 ひない。 闩く 

『fs 七の 天使 筑を 吹きし 時 天に 大 なる 聲 ありて 曰 ふ、 此 世の 諸々 の 1： は 我 倚の キ： 及び、 王 基^の S と 

爲れ り、 共」 I：： 世々^ なく 之 を 治め 給 はん』。 

ハ ン デルの 作った 譜にメ サイ ァと云 ふが ある。 其 中の ハレルヤ • コ ー ラ スを歌 ふ 時には、 せ肅然 

立って 聽 くと 云 ふ 習惯が ある。 是は英 國のジ ョルヂ 第二 世が 聽 いて、 m め はす 起立した のに 原 w する 

めの まへ  まの あた  1 

とい ふ。 又 作者 自身 は 此譜を 作って 居る とき、 我が 服 前に 天 開けて 面り 大 いなる 祌を 仰き 視る 如く 

に 感じた と 一一 目った さう である。 赏に 耶穌は 常に 新しく、 深く 祌を m わ ふ 何人に も 顯れ給 ふので あ つて、 

其の 恩 は 汲め ども si きす、 其の 味 極り 無き を覺 ゆる。 我らの 行末 遂に 如何 あるべき、 遠く 天に 述 

る前^^の光景謦ふるにもの無き有様でぁる。 我等 は 夜 を衞る 者の 曉を 待つ が 如くに、 耶穌搏 ぴ來っ 

て 親し く 北 ハ榮光 を 仰ぐ 時 の來 らんこと を 待 遠く 思 ふ ので ある。 

然し 耶穌の 再臨 を 唯遙か 後に 來る 事との み考 ふるの は 甚だ 間遠った ことで ある。 大體に 於て 事の 

1； る 終局と しての 臨 を 思 ふと 同時に、 昨日 も 今日 も 又 明日 も、 間斷 無く 我らに 來ひ給 ふ耶穌 を- m 心 

主め 再臨  五 四 九 


主の 再臨  五 五 〇 

はねば ならぬ。 

『 …… われ 爾曹 に吿 げん、 此のち 人の子 大權の 右に 坐し、 天の 雲に 乘 りて 來るを 爾曹 みるべし』 

(S に)。 『此の 後』 は爾今 以後 引續 いてと いふ 意味で ある。 短い 個人の 藤史、 敎 きの 歷史、 國の歷 

史 にも 耶穌は 幾度 か 来られた ので ある。 更に 今 もまた 來て 居られる ので ある。 耶穌が 生きて 我々 の 

はたら 

中に 作用き、 ！ 切の 事物 を發展 せしめ 給 ふ HJ を考 へる と 實に與 味が 深い。 一 一三の 例 を擧げ てみ ると、 

彼のべ ンテ コ ステに 如何して 神の 聖靈が 下った かとい へば、 弟子 等が 數 日の 間 耶穌と 共の 十字架の 

こと を 忍ひ繽 け、 熱心に 祈った 場合の 出来事で ある。 又 ^l ルサ レ ム落城の事を思ふときに、 如佝し 

て も 耶穌の 再臨 を 思 はざる を 得ない。 ス テ パ ノ 殺さる、 時 『視 よ、 我 天 ひらけて 神の 右に 人の子の 立 

てる を兒 る』 と 言った の は、 耶穌が 限り無き 同情 を 以て、 様子 如何にと 乎に 汗 を 握って 居らる、 か 

お、 

の 如くに 立れ たる を 見て 喜んだ ので ある。 又ダ マスコに 往く 途上 バウ 口の 經驗、 及び 彼が 肉の なか 

とげ  めケみ 

に 貫け る 刺 を 三度 取り去ら れんこと を 祈って、 『我が 恩寵 汝に 足れり』 との 聲を 聞いた ときの 胸中、 

明かに 耶穌 再臨の 實驗 である。 或は パト モス 島に 流されて >  靜 かに 思 ひ 廻らし、 愈々 耶穌に 近き を 

經 験した ョハ えの 生涯の 如き、 皆是 れ耶穌 再来の 事實 である。 マシゥ • アル ノル ドは懷 疑 思想の 詩 

人で あつたが、 其 臨終の 逸事 甚だ 趣味が 深い。 彼は此 世に 於け. る 最終の 日曜日に、 リバ アプル 市の 

セフ トン • パァク • プレス ビ テリア ン敎會 の 禮拜に 列した が、 當 曰の 說敎者 は 有名なる ジ ヨン • ヮ 

る 5 

トソ ン (小說 の 著者と して はィァ ン • マク ラレ ン) で、 說敎の 題 は 『十字架の 影』 であった。 而し 


て 禮拜の 終りに は 次の 讃美歌が 歌 はれた。 

一 榮の 君の 死に まし、、 

奇 十字架 を あ ふげば、 

この 世の.： Is は、 貧しき なリ。 

誇り もみな 恥と なリ ぬ。 

二 わが 神なる 耶穌の 死なら で、 

ゆめ、 われ は 誇る まじ、 主よ。 

心 をう ばふ榮 if は、 

さ k 

君に ぞ 捧げん、 f なく。 

三 御 ひた ひ、 御手、 御 足よ リ、  . 

かなしみと 愛 は 流れけ リ。 - 

たぐ ひなし、 愛の くるしみ や、 

いばら ぞ、 1^ が 冠なる。 

H  ^物 を 捧げ 得る とても、 

， に は いかで 足るべき や、 

神々 しき 愛に 報いて、 

この 身 もた まも、 供 ふべ し。 

彼 は 此の 禮拜に 於て 甚 しく 感動し、 其 宿泊せ る 姉妹の 夫の 家に 歸 つて、 二階へ 上りながら 此 歌の 

m I 節 を 繰返して 歌 ひ 食事の 時も此 讃美歌の 話で 持 切り、 英語 讃美歌 中の 最も 美 はしき ものである 

主の 再臨  五 五一 


主の 再臨  五 五 二 

とまで 言った が、 食後 共 室 を 出て 十分 問の 後に は 旣に此 世 を 去った ので ある。 耶穌は 彼の 靈 魂に 

臨み、 彼 を 刺激して 共 懷疑を 抛た しめ、 渴仰諧 美せ しめ すん 、せ 止まなかった。 若し I：： 化 等の こと を耶 

s のお 臨の 怠 味で あると すれば、 是れ また 我々 の經驗 する 事實 である。 今 も あり、 後に も 亦 無くて 

はならぬ。 基督 者の 信仰 は斯の 如くに して 愈々 佳境に 進み 行く ので ある。  . 

耶穌の 再臨 は、 前述の 人々 及び 我々 の經驗 から 考 へても、 其榮光 として 揮き 渡る とき、 必す 

るれ 

其カ5^-5§.上の分水嶺となり、 分離の 機 # となる ので ある。 即ち 一方より 云へば 畏るヾ き， f. ぼ (さ 

ぼうはん  _ 

き は， が^ 分離の 義 なり) の 時で ある。 『爾脾 も 忍べ 爾曹の 心 を 堅 ふせよ、 II し、 の 1 り 給 ふこと 近け 

れば 也。 兄弟よ、 爾前 C 互に 怨 むこと 勿れ、 恐く は 罪に 定められん。 視 よ、" る もの 門 の 前に 立て 

り』 (^コ^?，©。『然ど主の曰の來ること盜の夜來るが如くならん。其曰には天に大なる響ぁりて^船 

盡く焚 毀れ、 地と 其 中に ある 物み な 焚 盡ん。 斯の 如く 諸の もの 鎔 かされん。 然ば 爾甜： T 祌の 日の 來る 

. 'F  t  -  .  •  ►  きょきお こな ひ  《, 

を；^ ち これ を 速に せんこと を 務め、 いかに 潔 行 をな し、 祌を敬 ふさを 爲 すべき 乎』 (f§，f 一一 一の) 

耶 の 近く 來給 ふとき は、 即 はち 我らに 取りて 危機 I 髮の 場合で ある。 『其と き 一 一人^に 在ん に 一 

人 は 取れ 一 人 は 遣 さるべし。 一 一人の li 磨 ひき 居らん に 一 人 は 取られ 一 人 は 遣 さる べし』 (f^g 一お) 

同じ 畝に 並んで 鍬 を 振 ひ、 相對 して 磨 ひく 者、 其 時に 至って 忽ち 一人 は 取られ 一人 は遗 さると 云 

ふ。 丁度 同じ様に 見 ゆる 液體 ながら、 之に 試藥、 を 加 ふる Hi に 由って、 忽ち 各 其の 反應を 異にする 

な ものである。 確に 是は 恐るべき 審判の 曰で ある。 故に 我々 は 『平^なる 福音の 備を 街と して 足 こ 


き』 足 描へ 隙 問 もな く事冇 るの 時 後れを取らぬ 様、 寸分の 油斷 無く 絕 えす 準備 を爲 すべきで ある。 

之 を 二三の 事に 當て墳 めて みると、 第 I は 傅 道で ある。 敎 含の K 一 や 我等の 朋友 家族 等の 有 樣を考 

へる と、 耶 の 臨ら れ たと 思 ふ 場合が ある。 然るに 我ら は 常に 倔 を 怠り、 共 時に 及んで 徒らに 狼 

しご しら 

^する。 旣 往の傳 M ー膀史 をお みて 幾度 か 好機に 會し 乍ら、 足 持へ 不十分の 爲め 失敗した ことが 少か 

らす あるの を覺 ゆる。 我ら は 又赝々 祌 より 好機 を與 へ られ 促され つ V も斷 行の 勇， 氣 無くして 英雄に 

成り 招った。 潮 死の 場合、 或は 愛する ものと 別る、 時、 佝れも 是は耶 穌が來 て 我 を 分水嶺に 立た し 

めら れ たので ある。 若し機に乘じて^^2發すれば、天晴れ見るべきの進境もぁるべきに、翳魂惰眠をへ：1:： 

りて 穴 r: しく 長蛇 を 逸した の は 殘念千 萬な ことで ある。 使徒 行傳 第五 章 三十 三 節 以下に 敎法. g ガ マ リ 

エルの 事が 記て ある。 即ち 耶穌 の敎の 勢力が 盛んにな るの を 反對の 人々 が 心配した とき、 £^ 健に し 

£ る 

て 分別 ある！？ 慧 者の 彼 は 說を爲 して 曰 ふ、 『此 人々 を容 して 係る 勿れ、 若し その 謀る ところ 行 ふと こ 

さから 

ろ 人より 出で なば 必す 亡ぶべし。 若し 祌 より 出でば 爾曹 彼等 を 亡す こと 能 はす、 恐らく 爾曹祌 に 逆 

ふお とならん』 打 の) と。 ff に 狡猾な 遣 方で ある。 然し 斯る 日和見主義 は、 遂に 精 祌上發 建の 

見込 は 無い ものである。 英雄 は斯る 主義から は 生ぜぬ。 

* さけ 

ジ オル ジ. エリオ ッ ト の小說 『口 モラ』 にチ トウと いふ 青年が あ る。 彼 は 養父の 情に. H つて 成長 

したので あるが、 兩人 旅行した とき 海上 難に 逢 ひて 離散し、 養父 は 遂に 奴隸に 落魄れ たが、 彼 は K 

くらし 

石な どを齊 り拂 うて 過す 中、 フロレンスの 或る 家に 入り込ん で 都合の 好い 生活 をす る ことにな つ 

主の 再臨  五 五三 


主の s 臨  五 五 四 

た。 或 曰 途中 も 彼 は 養父と 出 命うた が、 刺 已 心に 顿ら れ、 虛榮 心に かれて E い： はす も 他人に 向 

つて 『_ 彼 は 狂人で あらう』 と 無情に 言 ひ 放って 了った。 老人 は 之 を 聞いて 絕 して 夫る とい ふので 

、> ま I* で 

あるが、 若し 彼が 此時 養父の 恩 を 確かに 忘れす、 潔く 從來の 不都合 を睛 したなら ば、 其の^ 活は立 

派な ものと なった であらう が、 感情に 打 負けて 遂に 大事 を 誤った。 之に ついて 著者の 一一 一一！： つたこと が 

面白い。 彼 は 佝故斯 くも 冷 i:n なる 一一 一一 I： 葉 を 放った か 自 ら 知らなかった。 我等の 情愁は 屠々 我 に 代つ 

b の e\  ど5 か 

て 言 ひ、 本来の 我 は 傍觀 者の 位置に 在って 自ら 呆然た る こと ありと。 我ら は 何卒 斯うい ふとき に、 

t とが 

主義と 道念と を 以て 語り、 耶穌の 前に 咎無 からん こと を 努め 度い。 カァ ライルの ジョ ン* スト ルリ 

ング の 中に 斯うい ふ 話が ある。 或る 石炭 發掘 所に、 二人の 男が 働いて 居た がー 人 は メソ， チ ストの 

ii^ 者であった。 一 石炭 を 割る 爲爆 發藥を 装置した 所、 導火線が 長過ぎる ので、 二人 相談して 石で 

切った ところが、 忽ち 火が 點 いた。 爆發は 眼前に 迫った。 穴より 外へ 出る の は 一人 宛より 出られな 

い。 此 場合 何れ か 一 人 は 死な、 ければ ならぬ ので ある。 信者の 方の 男 は 心 を 決して、 .111: 分 は 信者で 

ある、 然し 他 一 人 はま だ 救 はれて 居ない、 此 儘に 死なす HI は出來 ぬと へ、 相手の 男に 向って、 『お前 

は 出て 行け、 早く 行け、 自分 は 直に 天國へ 行く』 と 急いで 其 男 を 外へ 逃れし めた。 すると 其 瞬 問に 

爆發 した。 然るに 不思議に 彼 は 大きな 岩の 重り 立った 下に 掩 はれて、 却って 僅かば かりのお 傷 をし 

たのみで 生命 は 助った。 或 人が 之 を 聞いて 感心し、 種々 世話 をして 學問を させて みたが、 惜む べし 

器量が 小さく 遂に 何事 も 仕出 來 さすに 終った さう であるが、 彼 は 斯うい ふ 道德上 危急の 場合、 天使 


となる か惡 魔と なる かの 危機に 處 して 耶穌の 命じ 給 ふところ を猶豫 無く 斷 行した の は 立派で ある。 

カァ ライルの 文が 讀 まる、 限り、 彼の 精神 は活 くるので ある。 此の 話と 彼の 聖書に 記された 富める 

靑 年の 事と を對 照す ると 其處に 深い 敎訓が ある。 十字架 を 取りて 我に 從 へと 命ぜられた とき、 彼 は 

憂 ひて 去った。 偶むべし 彼 は 腐れ 緣を絕 ち 切る ことが 出來 す、 禱^ 逸 巡して、 遂に 惯ふ 可らざる 道 

德 上の 大根 害 を 蒙った。 

我ら は問斷 無く 分水嶺に 立って 居る。 耶穌は 朋友 を 透し、 兩親を 透し、 妻子 を 透し、 病める 者 を 

透して 我ら に^られる (f^81^s)。 

人生 は 審^で ある、 嚴 格なる 生命の 峠で ある。 故に 我々 は 常に 心 を 引き締め、 佝時 如何なる 時に 

も 直ちに 起って.， 我 此？！ に 在り、 聖旨の 儘に なさせ 給へ と 云 ひ 得る 様に、 靈 魂の 身 構へ I 分の 隙 も 

無い 様に 致し 度い ものである、  (1 九 1 OJif 六") 


聯合 禮 拜說教  五 五 五 
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先刻 まれた る聖 *： の 文 は 約 翰 傅 第 六 章で ある。 耶穌が 僅かの 麵飽 とれ 一と を 以て 衆多の 人 を 養 は 

れ たと 云 ふこと は、 三 福音書に も 記載され て 居る。 今日は此の出來事に就ぃて少し^^^すかんが へ 

である。 

其の 話の 顺序を 一一 一一 "へば、 是れ より 先き、 耶穌は カペナ ゥン を极據 地と 定めて、 共の $if を 傅 迸 せら 

れ たが、 渐々 人氣 立ちて 多くの 人が 群鎮 し、 遂に は 彼 を 王に 立て 様と する もの さへ あるに 至った。 

多分"^^-子等も流俗の煙に捲かれたものと見ぇ、 矢張り 野心に 驅 られ、 運動お さく 怠 ひ 無く 『食す 

ほと ヨリ 

る 暇 も 無 かりし』 と 記されて ある 様な 有様に なった ので ある。 乃で 一 時 火熱 を 冷し、 氣を拔 いて、 

彼等の 野心に 乘 ぜられ ない 備へ を爲 ねばならす、 暫く 休 €| をす る 必要 も 生じた。 ^1 つ 常時 洗 S の 

ヨハネが 馘られ た。 霜 を 踏んで 堅 氷の 到る を 知る。 其の 禍 即ち 叉 耶穌の 身の上に 及ぶ かも 測り 難 

い。 カペナ ゥンは ヨハネ を 殺した へ 。デの 殿に も 遠くない から、 其處に 止まって 居る こと は t¥ だ 

つかれ 

願 はしからぬ ことであった 。斯様な 事情の 下に、 一 つに は 其の 疲勞を 醫す爲 め、 一つに は 身に 迫る 

危險を 避く る爲 めに、 暫く 靜 かなる 湖の 對 岸へ 人 を 避けられ たので ある。 然るに 豈 料らん や 此處も 


主の 再臨 


五 五六 


亦？：^ 世な りけ りで、 多くの 人々 が 逸 n 十く 群り 來 つた。 耶穌は 共の 樣を兑 て 『牧者 無き お』 の 如き を 

お ぼ  かたぶ 

憫れに m 心され、 疲 K 力 を 忘れて 懇ろに 敎へ、 又 疾病 を 癒された。 祈し も 日が 厌 いて 來た。 衆人 も 疲れ 

た 様で ある。 何 か 食物 を 彼等に 5^ させ 様と 云 ふ 話が 起った。 此の 事 を 持ち出され たの は耶穌 であつ 

ひと t5>J 

た 様 だが、 或る 記事で は 弟子が 言 ひ 出した 様に も 見える。 何れにせよ、 衆人に^ 物を與 へたい と 云 

ふ 相談が 起った ので ある。 

北 八の 情 を 推測して 兑 ると、 此の場合何も耶8^が奇躜を行はる/^ の 必要に：；； 一 つて：：^ られた 様に は 

兄えぬ に、 何故 此處で 奇蹟 は 行 はれた ので あらう か。 約翰傳 の記審 の 中には 『時 ユダヤ人の 脇 越の 節 

に 近し』 と 云 ふ 一 句が ある。 註解 者の 多く は 之 を 以て、 ユダヤ人が 北 ハの 節の 爲め舉 つて エルサレム 

へヒ る途 すがら、 少し は.！ り 道で は あるが、 近 喧しく 傳 へられて 居る 評判の 耶穌は 如何な 方で あ 

るか、 又 何を敎 へる ので あるか 聞いて 兒 様と 云 ふので、 斯くは 多くの 人が 染 つたので あると 云ふ說 

明の ために 揷 入した 文字で あると 主張す る。 他の 一 說に據 ると、 此の 一句 は 此の 場合に 於け る耶穌 

の 奇蹬を 意味 深く 說明 する ものであると 云 ふ。 常時の 事を考 へる と、 世 口の 雲往 きが 漸々 變 になつ 

て 行く。 即て 雨が 降る であらう か、 或は雷露霹鎮の^！き亘る恐ろしぃ景色となるか、 耶穌は 之 を 察 

する に 難くなかった。 今 服 前に 集うて 居る 牧者 無き 羊の 様な 人々 を 見る につけ、 如何しても. GZ 分 は 

非常な 苦み を 受け、 身を以て是等の^^を救はねばならぬと云ふことを思ひ浮べざるを^！：：なかったの 

であらう。 即ち 是れは 他日 H ルサ レム 城 中 階上の 一 室に 於て、 最後の晩餐の 行 はれし に對 し、 此處 
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に 一 度 前 披露に これ を 行 はれた ので は あるまい か。 身 を 殺して 人 を 救 ふこと を 聯想せ しむる 踰 越の 

節に 當り、 救 主なる 耶穌の 胸中の ほど、 思 ひ 遣らる、 次第で ある。 まづ断 g な现 出で 此の 奇躞は 行 

まし-こと 云 ふので、 彼の デビ ッド • ス ミス も 其の 基督 傳に 於て 說く 所で あるが、 實に 趣味 深い^し 

だ。 比 Q 席上で 此の 話を爲 ようと 思 ひ 付いた の も 之が 爲め である。 今日 我々 が 東京 市に 傳道を 行 は 

ん とする に 際しても 牧者な き 羊の 様な 市民に 對し、 當時耶 穌の懷 き 給うた 斯う 云 ふ 痛切な 念が 無く 

て はならぬ。 傳 道の 動機 は 常 も此邊 から 來 るべき 笞 である。 

て 食物 を與 へる とすれば、 此の 衆多の 人 を 如何した もので あらう。 子逮は 途方に ^れ た。 共 

時 耶^の 口 はる、 に は 『麵飽 幾！： あるか』 と。 此の 一 語資に 暗示に 充 ちて 居る。 耶穌が 人 を 救 はる 

る こよ、 rs. 時で も 其の 人の 今 有って 居る もの を 見付けて 引き出し、 其れ を 活かし、 引き絞いて 更に 

より 善き 方に 到らし め、 進んで 佳境に 達せし むる と 云 ふ 遣り方で ある。 我々 も 世の 所謂 末 信者と 云 

ふ^に 對 して は、 注意 深く 何 か 彼等の 有て る も Q を兑 出し、 之 を 引き立てる 様に 爲す べきで ある ノ 

ゥ 口の ァテ ンスに 於る 傳道亦 此の 遣り方であった。 『麵齣 は 幾何 あるか』、 我々 は^ 古 小市民 及び 我 力 

同胞に 向って 傳道 せんとす るに 當り、 此の 事 をよ く考 へて 置かねば ならぬ。 余 は 今日 此處が 逢 的ん の 

席で なく rs. か演說 でもす る樣 な機會 であるならば 武士道で あると か、 或は 一 一宮 尊德 だの 其のれ 稷々 

な 此の 日本と 深い 行き 態 りのある 節々 を 擧げて 論じたい ので あるが、 今日は 時^も ないから 共れ は 

夏 諸君 自らの 想像に 委せたい。 然し 此處に 一 つ 余の 記憶 を 去らざる^ が ある。 或る 大酒 家が あ 


つね， し 

つて、 平常 共の 子 を 泣かせて 居た。 一 in 例の 如く 共の 親爺が 醉ひ痴 れて家 に^り、 其の 條仆 れて寢 

て 了った。 子 は 其の 醜態 を兑 て染々 情無く 感じ、 出来る ことならば 子の 方から 勘 常で もしたい と m 心 

ふ 位で あつたが、 不 岡目に 付いた の は、 父が 衣服の 錠び を 不器 川な 手際で 如何に か 絡って US たこと 

である。 之 を 見て 子 は 大變に 喜んだ。 父は斯 程に 墮 落して、 殆んど 手の 着け 様 も 無い 位で あるが に ；！： 

た 外 兌 を 飾る 心は殘 つて 居る。 自重 心 は 全くに くな つても 居らぬ ので ある。 是れは 有難い こと だ。 

全く 見限った もので もない と氣を 取りい 肚し、 北ハれ から ー歷 心を碎 いて 神に 祈り、 カを盡 した 結 rar 

遂に は 其の 父 を 善人に 復 らしむ る ことが 出來 たと：. ムふ 話が ある。 叉 „ ^そ 人 は罪を 犯して つても、 

其の 心に 幾分で も 之 を 慨き悲 む 所が あれば、 其れ は 即ち 重ん すべき 取 ひ 柄で ある。 新しき 生命の 種 

子と なる もの は 其れで ある。 

『麵飽 は 幾何 あるか』。 我々 は廣 く. 曰 本の 國 民に 向って 此の 問を發 したい。 今^の なかには 社 舎の 

破綻 を 繕 はんとす る 種々 な 企てが 行 はれて 居る。 中には隨分無，1ェな手際も：^J^ぇる。 或は 敎育 家の 

胸中に 往來 して 居る 種々 の 心配 も ある。 北 ハれら のこと を， ¥ へ 上げるならば、 隨分五 つの 麵 鉋と 二つ 

の 魚た るべき ものが ある 樣に考 へられる。 是れ 今日 傅 近の 事に 常る もの、、 耶穌に 依って 祝福 せら 

れて、 之 を 活かし 闲 ふべき 所の もので あらう。 

又 此の 事 を、 是れ から 傳 道に 出掛け 樣 とする 信者の 方に 當て 嵌めて 考 へて 兑 ると、 更に 敎 へらる 

る 所が 多い。 世間の 所謂 未信者で さへ、 『麵飽 は幾问 あるか』 との 問 を 受け 得らる \ 幾多の 點が ある 
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とすれば、 況して や 我々 信者に は、 假令敎 勢 不振の 聲が聞 えても、 我等の 胸中に S つの 麵飽 二つの 

魚と して 主に 差し出すべき 何もの か 無くて 何としょう。 有る に 違 ひ 無い。 其れ は 何で あるか。 或 

は傳 道に 就いて 己れ の 無能 を慨 き、 如何にすべき かと 煩悶して 居る 者 も あるで あらう。 其れが 五つ 

の麵齙 となるべき ものである かも 知れぬ。 今 は 一 々之 を說 くこと は爲 ない が， ■ 考 へて 見れば 彼れ 此 

れ中々 少 からぬ こと \ 思 はれる。 

嘗て コ ム トはジ ョ ン* スチ ュ アルト • ミル に 手紙 を 送って 曰った。 基督 者の 神 は 大きく、  ^事 具備 

して 乂 人の 援助し 能 はぬ 神で ある。 之に 反して 我が 說く 所の 神 は 人の 手傳ひ 得る 神であって、 是れ 

人 逬敎の 優れたる 所で あると。 

是れ は餘程 面白い 言 分で ある。 其の 基督 敎に 就いて 言 ふ 所 は當ら ぬが、 人の 助け 得る 祌を 誇った 

所 は SI だ 趣味の 深い 點 である。 基督 敎の神 は 實に人 を 役に立た せて 用 ふる 神で ある。 人が 五つの 麯 

飽と 二つの 魚 を 差し出す とき は、 之 を 重んじ、 之 を 嘉し之 を 崇めて 受け 入る- r 神で ある。 我等 は此 

の 如く 神が 我々 の 有て る ものに 目 を 着け、 之 を 重く 見て 用 ふるに 足る ものと して 要求 せらる- f 所 あ 

5 たが ひ  あやまち 

るに 拘ら す、 臆病、 癖み、 疑惑の 爲 めに、 彼の 一 千 銀 を 空しく 土中に 埋めた もの X 如き 過失に 陷っ 

て、 歷ば 主の 爲 めに 大切なる 機會を 逸した ことがある。 今 我が 有て る 麵飽は 幾何 あるか。 此の 聯合 

禮拜 は、 即ち 此の 聲を聽 くべき 一 の 機 會と兑 るべき ものである。 若し 各々 其の 催促に 應 じて、 甚だ 

すべて  , 

見る 影 も 無き ものながら、 誠心より 其の 有て る 一 切 を 差し出さ うと 云 ふ 決心 を 堅う する ことが 出來 


るなら ば、 其の 結 5;^ として 五 千 人 を 養うて 餘り あるべき 時の 必す來 るべき を 疑 は ぬ 。 

『：$: 飽きた る 後、 耶穌 弟子に 曰 ひける は 少しも 廢 はざる 様に 其の 餘 の；：^ を 拾 ひ めよ』。 此の 話 も 亦 

前からの，！^ と 相照應 して 考 ふべき ものである。 我々 は 角 廢物利 川と 云 ふこと を 忘れ い。 時 に 

せよ、 識 にせよ、 其の 屑 を 拾 ひ 集める 注意 を缺 いで 居る。 此の 『廢 はざる やう』 と 云 ふ. お を 書 

• で 調べて 見る と、 此れ は 路加 傅の 第 十五 章に ある、 羊、 货 放蕩 兒 などの I;.: 喩の 勿 合に 用 ゐられ 

たのと 同じ 意味であって、 孰れ も 其の ST た 大切に して 居る ものが 亡くなって 了 ふこと で、 其の 修打 

ち 粟て S くに 忍びない、 如何 かして 其れ を兑 付け出し たいと、 頻りに 念が つて、 いと 惜 まる- -神 

の 心 を 示した ものである。 此の 一一 一一：： 薬 は 種々 の 方面に 適應 さるべき であるが、 今 は餘り 細かく 立ち入 

つて 其れ を 話す こ とが 出來 ぬ。 

ほん きれ 

物の 屑、 斷片、 零碎、 眞の 切つ 端で も、 之 を 重んじ 凝き 集めて 立派な ものに 爲 たいと 云 ふの は耶 

穌の 志で ある。 余 は 『麵飽 は 幾何 あるか』 との 聲を受 くると 问 時に、 我が 信仰の 斷片 である ことに 

氣が 付く。 道德も 零碎な 缺片、 智識 も亦然 り。 傅 道の 如き W より 斷片 不具で ある。 然れ ども 耶 は 

其の 一 つ をも廢 はぬ 様 拾 ひ 集めよ と 言 はる \ の である。 M;^ れは 此の 晩餐の 席上に 於て 一 同が 特に 記 

憶したい 事で ある。 

思 ひ 兌る に 我々 の宗敎 生活 は 不完全 極まる 斷片 ばかりであって、 一 つと して 滿 足な もの は 無い の 

であるが、 之れ を忠資 に 拾 ひ 集め 摄き 寄せて、 露んで 耶 穌に獻 げる爲 めに、 何卒 此の 席上が g 悔 1# 
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K 渡りの 三 則  五六お 

一世 渡りの 三 則  * 

『是に 於て 彼 處に壇 を 築きて エホバ の 名 を 龥び大 慕 を 彼處に 張れり。 彼處 にて イサクの 僕 井 を靈れ リ。』 

(創世記 二 六の 二 五) 

創世記 は 余が 初めて 基督 敎を 聞いた 頃、 毎日 舉 校で 讀 まされた ものである。 當時 共の 趣味 深い、 

古雅な 昔話 を大變 面白く 思った が、 今 も猶與 深く 讀んで 居る。 就中 アブラハム、 ヤコ ブ などの 様な 

偉い人の 物語 は 人の 感興 を惹 くもので ある。 然 かし 斯様な 人ば かりで は、 世の中 は 凡夫の 方が 多い 

ので あるから、 何となく 皆の 生活と は緣 遠い 樣 である。 所が 其の 記事の 中には イサクの 様な 毒に も 

ならす 藥 にもなら ぬ、 謂 は 家系の 繫ぎ 合せとの み 見 ゆる 人物 もあって 其の 人の 身の上 を考 へ る 

と、 我々 の やうな 平凡な 人間で も 失望した もので ない、 何 か 又 役に立つ こと も あらう と 云 ふ 希」 まが 

出て 來 るに 違 ひない。 近頃 蘇 格 蘭の 神 學敎授 マツ キン トシ 氏が 此の 事に 就いて 論じた の を 読んで 多 

く の 暗示 を 受けた。 其れ 旁 今朝 は 此の 平凡な イサクの こと を 少し 考 へたい。 

第 一 彼 はべ ェ ル シバ に 到着す る や、 先づ 『壇 を 築きて H ホパを 11』 ん だと 記して ある。 即ち 神 

を 琴す る 祭壇 を 築いた ので ある。 昨朝 早く 或る人の 家に 祈 禱會が 間 かれた。 其の 席上で 第二 百^ 十 


九 骄の諧 美 歌が 歌 はれた が、 『めさめ ての ち、 まくらの 石 をた て、』 云々 と 云 ふ 一節に 到って 思 ひ 

かけはし 

浮んだ の は、 昔 ヤコ ブが其 生涯の 大變 動の あつたと き、 寂しい 旅の 野宿の 夢の 中に、 天 門 問け て梯之 

に 通じ、 天使が 其れ を 昇降す るの を InJ- て末賴 母し く 思 ひ、 枕した 石 を 立て.^ 此の 事 を 記念し、 愈々 

高尙な 方に 向って 進んだ ことで ある。 我等の 生涯に も 變動は 決して 少 くない。 其の 出来事の あった 

とき、 末蹈 けて 頼む 心ば かりの 碑 を 建てて m はかねば ならぬ。 共れ は 形の ある 石で なくと も、 心の 堅 

い 約束、 或は 象 庭の 禮拜 であると か、 其 様な 壇 を 築いて 人生の 旅路 を 進んで 行きたい ものである。 

約 翰 傅に 記された サ マリヤの 婦が、 其の 本心に 立ち 復 らうと する 時 先づ問 ふたの は 祌を拜 する 所 は 

何處 であるかと 云 ふ Hi であった。 即ち 自分の 神を拜 する 所 を 明かに したい。 其の 宗敎を 確め たいと 

云 ふので ある。 人 は 如何にしても 此の 問題 を 先づ考 へなくて はならぬ。 近頃 或る人々 の に は、 日 

5 ぶす も 

本の 社會を 改良す る 一 方法と して、 村の 鎭守、 產士 神の 如き もの を 盛り 立てて、 其の 祭禮を 盛んにし 

たなら ば 何 か宜ぃ Hi も あらう かと 考 へて 居る さう だが、 是れは 善い 所へ 氣が附 いたので ある。 如何 

な 小さい 家で も 社 含で も、 其處に 神明た 敬 ひ、 天 を 畏れ、 永遠 を考 へる と 云 ふ HJ が 無くて は、 其の 

72 レ 

行く末が 案じられ るので ある。 然 かし 今 曰の 日本 を 救 ふのに、 鎭守 祭の 祌舆を 盛んに 振り立て たと 

ころで、 其れが 幾何の 効力が あるか は 怪しい ものである。 今日 新聞紙 を 見る と、 何か雜 誌の 臨時 刊 

行と して 羅馬 帝背敎 者ジュ リ アンの HJ を 書いた もの k 翻譯が 出た との 廣吿 があった。 今の 曰 本の 事 

情に 思 ひ 合せて 中々 面白い。 彼れ が 種々 宗敎の 事 を計畫 して 如何に 見事に 又 醜く 失敗した か。 日本 

世渡りの 三 則  五六 五 
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に 於ても 漸々 其 様な HJ が 始まる かも 知れぬ。 其れ は 鬼 も あれ、 我等 は イサクが 天幕 を 張る 前に 先づ 

神 を龥ぶ 祭壇 を 築いた 如く、 新しい 家に 入る にも、 新しい 地 K 移って 行く にも、 海 を 渡り 山 を 越え 

行く 何れの 場合に も、 先づ 神を拜 する 祭壇 を 築く Hi が 必要で ある。 我等の 心に は 祭壇が あるか。 我 

等の 家に は 祭壇が あるか。 . 

第二に 彼 は 天幕 を 張った。 是れは 家庭 を 造る HJ である。 『家庭』 と 云 ふ 語 は 昔よりも 今日は 多く 使 

用 せらる る 様で ある。 殊に 其れ を 健全な 美 はしい ものに 爲 たいとい ふ 聲が餘 程 盛んな 様で あるが、 

何卒 祭壇 を 中心とした 淸ぃ 家庭が 今の 社會に 多く 造られる 様に 致したい。 何 よりも 先づ 神を拜 する 

あばら や 

善き 親、 善き 子、 好き 夫婦の 居る 家庭 は、 例 令 其の 住居 は 如何な 破屋で も 堅固な 城で ある。 

次に 考 ふべき は、 天幕 は 一時的の ものであると 云 ふ Hi である。 我々 が眞に 善い 人と なる のに は、 

5 のち ゆめ ** ぼろし 

人生と は 如何なる 意味の もので あるかと 云 ふ Hi を 明かに せねば ならぬ。 僅か 五十 年の 人の 命、 夢幻 

の 如しと 觀 じて 桶 狹 間に 奮 戰 した 織 田 信 長の 樣 なの も 一 つの 考へ 方で ある。 又 永遠の 世界 を 認めて 

大きな 計畫を 立て、 其れ を 以て 萬 事 を 定める とい ふの も 一 つの 行き方で ある。 何れにせよ、 我々 は 

f.- んず 

唯 茫然して 居る HJ は 出来ない ので ある。 其れに つけて 肝要な KI は 人 は 死ぬ ものと 覺悟 する Hi であ 

る。 武士道の 眞髓 は、 元日の 朝から 大晦日の 夜に 至る まで、 人 は 死ぬべき ものであると 心に 深く 期 

して 居る さ である。 武士道が 一種の 色彩 を發 揮し 得た 所以 は實に 之が 爲 めであった。 我々 は 今 曰に 

於ても 矢張り 死と 云 ふさを 忘れて はならぬ。 然 かし 唯 だ 無常 を 思 ふ 丈け では 餘り に佛奥 い。 基督 者 


あかはだか 

は 此の^ を 去って 後、 赤裸で 神の 前に 出た とき、 過ぎし 時 を 顧みて 彼の 時 斯う 爲れ ば. {儿 かった、 彼 

様な KI はすべき でなかった と 思 ひ當る 其の 場合に 身 を 置いて、 然うして 今日の js^ を考 へ、 之 を^ 置 

する ので ある。 祈 禱の少 い、 氣儘 勝手な、 責任 を遁れ る、 或は. S 啤の仕 放しと 云った 様な^ 劣な 事 

では 不可ぬ。 若し 古い 文句で. 言へば、 自分が 草葉の 薩 から 今日のお のが 生活 振り を 化たならば 如：！： 

であらう。 是れ では 到底 神の 前に 出る に堆 へない と覺醒 し、 责任を ん じて 此の世に 活動し、 家族 

のさ も 車務の さも、 此の方 針で 遣る と 云 ふの が 基督 敎 である。 我々 の 此の世に 在る は 天幕の 內に： 

んで 居る ので ある。 之に 執着して 美い 衣服 を 着、 立派な 家に 住み、 金錢も 澤山蓄 へねば ならぬ と、 

其れば かりに 汲々 として 一生 を 送る のは大 いなる 過誤で ある。 人の 生命 は 其 様な 小さい もので な 

い。 今の 人 は 奢侈と 幸福と を 混同して 居る。 然 かし 奢らす とも、 水 を 飲み 肱 を W げて に^す 屮 

にも 幸福 はあり 得る。 此の世 は 厄介な 不愉快な 腐れ 緣の 多い である。 北 ハれが 取り去られねば 幸福 

«■ まひ 

は 得られな いもので あらう か。 然 うでない。 耶穌は 疾病で あると か、 贫乏 であると か 何^- M れ緣の 

さ. S は ひ  ゆす 

中に 在っても 幸福 を與 へらる るので ある。 『凡て 勞れ たる 者 又 重 を ftr;^^ は 我れ に 來れ、 我 汝等を n 、- 

へりくだ  くびき  なら  こ ひ U が 

ません。 我 は 心 柔和に して 謙遜る 者 なれば 我が 輒を ft ひて 我に 學へ』 と、 我等 は * を脫 する さ を 希 

ふべき でない。 人の 生活 は 天幕の 內に 全き を 期す る HJ は 出来ぬ。 更に 商く 志す 所、 指して 行く 都 は 

外に ある。 

斯 くの 如く 我 等 は 男らしい 意味に 於て 執着心 を脫 し、 紛々 たる 此の世の 利{^51得失 の を斷ち 切り 

世渡りの 三 則  五六 七 
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自由な 靈魂を 以て 生活し、 此の世に 囚 はる \KJ なく、 却って 之 を 支配して 行く 様に 心 懸けねば なら 

ぬ。 斯く考 へて 見る と、 我々 が 小さな 天幕 を 張って 生活す る 中に も、 其 處に大 いなる 幸福 を受 くる 

事が 出來 るので ある。 

第三に 彼 は 天幕 を 張った。 次に 井戶を 鑿った 話しで あるが、 是れは 家業に 精 を 出す HJ である。 今 

日 は旣ぅ 其れ を 述べる 時間が 無い。 何卒 此の 祭壇 一 を 築き、 天幕 を 張お、 井戶を 鑿る、 三拍子の 揃つ 

た 立派な 生活 を 送る 様に したい ものである。  • 


新嘗 感謝と 基督教の 適用 

舊約 聖書 を 見れば、 バ アルと 云 ふ 神が ある。 祌々 の總稱 である。 唯 I つの 神 を禮拜 する ユダヤ 敎 

と、 此の バ アルの 禮拜と は 色々 の iif 輕 があった。 然し 力 ナン 人 は 此の バ アル 禮拜に 於て 五穀 成就と 

云 ふやうな こと を 尊ら 中心として 居た。 農業の 神で ある。 例へば 稻 荷の やうな ものである。 民 や 

町人 は 初 午の 日に 穴守稻 荷な どで 大分 陽氣な 祭り をな し、 子供な どが 大騒ぎ をす る。 力 ナン 人 も 之 

に 似寄った 祭り をな し、 隨分 弊害の 多い 習惯 もあった ことで ある。 其れ は 自然の 力で、 日が 照り、 

雨が 潤し、 之が 爲 めに 五穀が 成就す る、 實 にお 目出度い と 云 ふに 止って、 精神的の 意味が 乏しい。 

とよ， 0- け 

先程 も豐 食の 神の 話が 出た。 

朝夕に 物 食 ふ 毎に 豐 食の 

神の 惠みを 思へ 世の 人 

と 云 ふ 歌 も ある、 豐 食と 云 ふ は 食物の 豐 かなこと を 意味す る。 此の やうな 鹿み を 思 ふの は 善い こと 

である。 然 L 自然界の 心 I 筋の 生計、 唯 衣食住の こと を 重 じて 精神 上の こと を 其れ ほどに 思 はな 

はら ブ ゝ；^ 

い。 道德 上の 缺點が ある。 幸福と 云 ふこと も擊壤 鼓腹す る こと を 意味し、 腹鼓 を 打つ なんど 頗る 俗 

新瞀感謝と^^督敎の適用  五六 九 
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とよの あかり 

な、 動物 的 分子が 多い やうで ある。 田 川 氏は豐 明の こと も說 明せられ たが、 要するに 擊壤 鼓腹す る 

の 意味で ある。 ホセ ァの 预霄書 を 見る と、 ユダヤ人 は 此んな 安つ ぼい、 俗な お 目出度い ことに れ 

す、 精种 的に ならねば ならぬ。 人 は パンの みに て 生きす と 云 ふ 方面に HE を 着けて 往 かねば ならぬ と 

云 ふ 意味 を敎 へて 居る。 面白い と 思 ふ。 出来るだけ 此ぅ云 ふ 方面に 考へを 向ける ことが 大切で あ 

る。 耶穌が 人 は パンの みに て 生きす と 云った 精神に 從ひ、 斯る 折に は 小から 犬に 低い ところから 高 

いところ に 進んで、 段々 に 神の 恩寵の 深いと ころ を 悟る やうに せねば ならぬ。 然 うしないと バ アル 

の 禮拜の やうに 亂 暴な こと を 遺ゥ、 猥 がまし いさをす る やうになる 恐れが ある。 眞面 HE に、 熱心 

に、 復古 的に、 あだか も 盆 祭 見た 様に 新 誓 祭 を 遣り出したら 何うなら うか、 或る 意味から 心配に な 

る。 其の 筋 あたりで も 心配す るに 遠 ひない。 そこで 今日の やうな 禮拜が 必要になる。 基督 者 は ホセ 

ァがバ アルの 祭りに ついて 注意した 如く、 眞實の 信仰 を 以て、 祭 を 最も 健全な 意味に 於て 祝す 

ちと 

る やうに せねば ならぬ。 此の 祭りば かりで はない、 クリスマスの 如き も 原 は 冬至 祭、 即ち 一陽 來^ 

の 目出度い 意味 を こめた 祭.^ であった。 盆 踊 ひや 稻荷講 の やうに 踊 ひ 狂 ひ、 豐明 もどき に顿 でも 赤 

くして 喜んだ ものである。 其れ を 基督 者が 自分の 方に 取って 來て、 今日の やうな ものにし たので 

ある。 基督 者は寓 事に 於て 此ぅ云 ふ 風に する ので ある。 

それならば 基督 者 は 何う 云 ふ 順序で 日本の 善い 風俗な ど を 我が ものにす るかと 云 ふに、 今 口 行 ふ 

$ 祭感 i 拜 などが 其の 一 歩で ある。 日本の 風俗 や 習惯の 善い 分子 を 消化し、 靈 化して、 一 段 立 


派な ものに 仕立て上げる ことで ある。 ：？祭を基^^敎化すると云ふさを考へて：：？-ると、 此の jsKW の 

うちに 日本に 於け る 基督 敎發展 の 未来 記が 表 はれて 居る 様な 心地が する" 之に 由って 日本 基督教 ひ 

未 來を占 ふこと が 出來る だら う。 何となく 末 頼 母し い、 愉快な 心地 もす る。 林 多 後書 15^ 九 章 を 見 

ると 其の 意味が 現 はれて る。 バウ n は哥林 多の 信者に 向 ひ、 慈善の 爲 めに 出金す る やうに 獎勵し 

て、 卑文 I； な こと をせ ぬ やうに 說き勸 めて 居る。 『播く 者に 種を與 へ、 食の 爲 めに パン を ffi へた まふ 

もの は、 雨 曹の種 を繁衍 し、 また 汝 等の 義の實 を增 した まふべ し』 。神の 恩 惠の璺 かなこと を考 へ、 

感謝の念 を 以て 他人の 爲め にせねば ならぬ、 施濟 もせねば ならぬ、 義の Blf^ 結ばねば ならぬ と敎へ 

て 居る。 此の 邊に 基督 者の 特色が ある。 神の 恩 惠を思 ふに つけて、 段々 大きい ところ、 深いと ころ 

に 進み、 『云 ひ盡 されぬ； t の 賜物に 因りて 我が 神 を 感謝す る』 に 至る ので ある。 神 の^を む や、 

其の 獨子を 賜 ふ ほどで ある。 斯る 高恩にまで 思 ひ 及んで 祌に 感謝す ると 云 ふの は、 此ぅ云 ふ 場合に 

基醤 者が 思想 を 運ばすべき 顧 序で ある。 我々 は 感謝す る爲 めに 集った。 此の 稻が資 つたこと を兑る 

につけて 、神の 恩惠を 感謝し、 段々 思 ひ を 進めて、； t の 云ひ盡 されぬ 賜物に. H りて 、神に 感謝す るに 至 

ら ねばならぬ。 神と 我々 との 關係は 如何。 何を與 へ、 何 を 受けた か。 .S 實 つたと 云 ふ悅び も、 此 

う 云 ふこと を考 へる 意味で 禮拜 すれば 活 きて 来る。 基督 者の 拜む 神は豐 かに 受ける 神で なく、  i>: か 

に與 へる 神で ある。 其の 獨子 さへ も與 へられる。 今朝 我等 は 此の 邊も 能く 考 へたい。 

馬 可傳第 十一 ー窠 に 富める 人の 臂喩が ある。 彼れ 倉の 建て 增し をして 作物と 貨 とを藏 め、 さて 己が 鍵 

新瞀 感謝と 基督教の 適用  五 七 一 
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魂に 云 ふやう 『靈 魂よ、 多年 を 過す 稗の 許 多の 貨物 を 有ち たれば、 安心 L て 食 ひ 飮み樂 めよ』 と。 然る 

に 神 之に 曰 ひける は 『無知なる 者よ、 今夜 汝の靈 魂 取らる i さあるべし。 然 らば 汝の備 へし 物 は 誰が 

ものに なるや。 凡そ 已れ の爲に 財を蒂 へ 神に 就いて 富まざる もの は 此の 如きな ひ』 と。 基督 者が 今 

日の やうな 場合に 如何にお 祝 ひ L て 好い かが、 此 所に 現 はして ある。 $ 感謝 禮拜に 此の こと を考 

へて 祝へば、 我等の 日常の 生活の こと も 其の 意味が 明かに なり、 喜びに も 悲しみに も 感謝す る こと 

が 出来る やうになる。 今年 は 大水が あった。 歲 寒う して 餓ゑゃ 寒さに 堪へ かねて 居る もの も ある。 

今日は 五穀 成就 を 感謝す るので あるが、 また 此の 邊 のこと も考 へねば ならぬ。 人生 は 此の やうな 場 

合で も 感謝すべき 深い 意味が ある。 人が とんく 拍子で 成功す る ときには、 原 を 忘れて 好い 氣 にな 

る ことがある。 時々 失敗 したり、 大水が 出たり、 穀物が 出來 なかったり すると、 眞實の 人に なれ 

とよの あかり キ- や 5 えん 

る。 耶穌は 四十 日 四十 夜 野に 居られて 後餓 ゑた と ある。 其 所で 悪魔 は 所謂 豐 明の 饗筵を 示して、 耶 

穌の 志望 を 其の 一 方にば かり 持って行か うとした。 人 は パンの みで 生きる もので ない。 其れ 以上の 

ものが ある。 もっと 大きな ものが ある。 之が ために は 假し餓 ゑて 死んでも 意と する に 足らぬ。 それ 

で寓事 目出度い ときに 感謝して 善い 方に 向 ふとと もに、 また 禍ひ ありて 五穀の 實 らぬ やうな 場合に 

も、 我々 と 神との 關 係が 解り、 我々 の眞 面目が 解り、 叉 神に 頼 ひ 其の 口よ ひ 出づる ものに よ ひて 生 

くる ことが 解る。 パンの みが 祌の 賜物で はない、 他に も ある。 我々 は 此の 逄の 意味 を も 忘れぬ やう 

にして 此の 祭 を 祝 ひたいと 思 ふ。  (一九 10 年 二 In) 


H  ¥ 義 臺： 豊 ¥ 

『耶穌 HI を a. げ、 弟子 を 見て 云 ひける は、 爾， 贫 しき 者 は 福なる かな、 神 の^は 卽ち 拊ま "の 1^ 有な 

れば なり。 爾 W 今餓 ゑた る 者 は 福なる かな、 飽 くこと を ベければ なリ。 爾^ 今 i 人く 者 は 福なる か 

な。 笑 ふこと を 〔むべ ければ なり。 人の子の 爲 めに 人爾 普を惯 み、 また 絕 ざけ 罵リ、 爾 普の 名 を惡し 

として^て なば 爾曹 福なる かな、 其の 日に は欣び 踊れ、 爾西灭 に 於て (A 賜大 なれば なリ。 其の 先^ 

が豫言 者に 行 ひたりし も是の 如し。 爾曹 富者 は禍 なる かな、 すでに 安樂 を受 くれば なリ。 爾， 飽け 

る 者は禍 なる かな、 餓 ゑんと すれば なリ。 爾曹今 笑 ふ 者は禍 なる かな、 哀 み哭ん とすれば なリ。 凡 

ての 人爾 曹を譽 めな ば 爾曹禍 なる かな、 その 先. まが 偽の 預言者に 行 ひた リ しも の 如し。』 (路加 

六の 二 〇！  二 六) 

是れは 馬太傳 第五 章の 山上 垂訓と 同じ 趣意で ある。 馬 太 傳の方 は 三 章に 夏り、 是れは 三十 節 位に 

過ぎぬ。 言 の 遠 ひも ある。 何らが 耶穌の 一一 目 を 其の儘 寫 したに 近いので あらう か。 佝らが最も^2{く 

其の 意味 を傳 へて 居る か、 種々 議論 も あるが、 路加 傳の 方. に 圑扇を 揚げねば ならぬ と m め ふ。 共の 理 

.S を 詳しく 說く隙 はない が、 蓋し 馬 太傳は 三人 稱の 書き方に したから、 貧しき 者 は 福な りと 云って 

了へば、 何んだ か 貧乏 其の ものが 善い こと だと 言 ふやう に 聞 ゆる。 其の 懸念から 貧乏が 福と なり、 
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^心神 を 求む るに 至るべき 其の 結 栗 を 執らへ て 心の 貧しき ものと 註解 を 加へ て 其の 難 を 免れようと 

あと JIJJ 

試みた 形跡が 見える。 路加 は 二人 稱の 文體に 書いた ので、 汝等 貧しき 者 は 福な りと 云っても 馬 太の 

やうな 心配 はない。 之 を 耶穌の 說敎と 毘れば 無論 汝等 云々 と 一 一人 稱を使 はれた ものと 想像す る こと 

が 容易で ある。 其れ だから 路加の 方が 眞に 近いと 思 はれる。 何故 二人 稱で汝 等と すると 懸念な しに 

云へ たかと 尋 ぬれば、 其の こと は 後から 說く ところで 明白に なると 思 ふ。 耶穌 『目 を擧げ 弟子 を兑 

て』 と あるが、 其の 周 圍には 他の 人 も 居った ので あらう。 先づ 前の 方に 耶穌の 身近く に 列んだ の は 

弟子で、 其の 次の 方に は耶 穌の敎 へを聽 いて 日頃 感服して 居る ものが 多くあった。 一番 背後に は 或 

は赖の 眼、 鷹の 服、 探偵の やうな 態度で、 何う 云 ふさをす るか、 成らば 其の 不都合な こと を兑出 

まゴ 

してやら うと 云 ふ 心で 來て 居った。 其の やうな もの は 先 上流の 人で、 サド カイと か 金 持と か 身分の 

ひど 

良い 述 中が、 耶穌 に反對 する 氣味 になり 其れが 段々 激く なり、 遂に 耶穌を 殺す やうに なった ので あ 

る。 弟子 ども は 概して 云 ふと、 貧乏で 身分の 良くない ものであった。 耶 穌の敎 へに 心を倾 ける もの 

も 身分の 卑ぃ 方が 多く、 世間で は 色々 不利益な 境涯に 立って 居た ので ある。 之に 抵抗す る もの はサ 

ド カイ、 パリ サイ、 擧者、 貴族、 金 持と 云 ふ 一!^ 中であった。 其の 時 耶穌は 弟子 を 目が けて 話された 

が 趣意 は 其 所に 來て 居る もの 皆ん なに 向って 述べられ たので ある。 其の 聽 衆の gi 類 を 記？' ると 熟 

く 解る。 

さ 5 は ひ 

『汝等 貧しき 者 は 福なる かな』 と ある は、 貧乏が 福で あると 云 ふので はない。 貧乏 は禍 である。 汝 


等 は贫乏 だが 福で あると 云 ふので ある。 耶穌の 身近く に 集る 人、 其の 外 敎へを 俨ゃ きたいと 思 ふ 中 

に は、 不述な もの や、 貧乏な も. の もあった。 不述ゃ 乏が 福で はない。 され ど此 所に 來て 居る 中 

は、 世 問から 云へば 不利益で あるが、 精祌上 非常に 祝福 を 受けて 居る。 祌を： £ じ、 耶穌の 精神 を舉 

びつ \ ある。 靈 魂のう ち已に 饑渴を 感じ 居る。 何う か 神の 祝福に 與 りたい と んで 居る。 ^的の 態 

度が 漸く 改 liS しつ \ ある。 汝等此 に來て 居る 貧乏人よ 汝等は 貧乏で ある けれど、 我が 敎へを 間いて 

sl^ の 上に 變 化が 起り っ& あるから 福で ある。 汝 等に はより 好き ものが ある。 a 乏が 動機と なって、 

世の la; よりも 大 いなる もの を 求め、 假し 贫乏な もので あっても 福で あると 云ふ氣 になった。 ；战 ゑた 

る 者、 哭 ける 者、 人の子の 爲 めに 世人に 憎まれ、 また 遠 けられ、 詈 られ、 棄 てられる 者 は 福なる か 

なと 云 はれた。 除名 處 分に 逢 ふやうな 不祥な こと を徵げ て、 悲しむべき Se 態に あっても 汝 や：；： は 福で 

あると 云 はれた ので ある。 ばつと 廣く 貧しき もの は 福な りと 云 ふ 意味に 誤り 考 へる もの も あるが、 

熟く 注意して 文意 を 見る と 『汝等 は』 と 云 ふ 語に 重き を 置かねば ならぬ。 二十 四 節に は 『汝 等な 

たのしみ 

は禍 ひなる かな。 すでに 安樂 を受 くれば なり』 と あるが、 是れも 前の 例に 從 つて 解 すれば 好く 解 

る。 直ちに 金と か寶 とかが 禍ひ であると 云 ふので はない。 其の 所に 來て 居る サド カイ、 パリ サイの 

中 は、 關係ゃ 行きが かりから 耶 穌に對 して 惡意を 挿んで 居る。 冷淡で 輕蔑 する やうな 氣味合 ひ 

で、 耶穌に 抵抗して 居る 有様 を 見て 斯くは 云 はれた ので ある。 汝等然 う 云 ふやう に 我に 對 して 敵意 

を冇 し、 靈の 事に 無頓着で、 富み 榮 えて 居る もの は禍 なる かなと 云 はれた ので ある。 富 其の ものが 
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禍. H ので はない。 汝等 後の方に 座って、 冷 かな 目 付 をして 恰 かも 探偵に でも 來て 居る やうな、 ュダ 

ャ Q 國の 上流に 立って 居る 述中、 金 持な どは禍 なる かな 。『巳に 安樂 を受 くれば な ひ』。 手 一 杯に 安樂 

をぎ つて 居る。 已が 分際 资 格に 由って 得られる だけ は 得て 居る。 彼等 は 金の 外に 樂 しみがない。 名 

譽 地位 財 產の 外に 樂 しみがない。 己の 欲する ところ は 巳に 得て 居る。 彼等 は 淺ぃ小 ぼけな 器、 金 を 

盛る 器に 一杯 入れて 居る 外 は、 より 好き もの を 入れる 餘 地がない。 氣の 毒な ものである。 金を蓄 め 

て 大願；^ 就した ので ある。 靈 魂が はち切れる やうで、 之より 以上 求む ると ころがない。 北ハれ を榮譽 

をと こ  . 

として 大 威張 をして 居る。 昨日の 報知 新聞に 呂敬次 郞と云 ふ 人が、 生命 惜しい と 云 ふので、 ^汇 

な^<^を代理として戮訪明祌ゃ、 伊勢 太 神宮 や、 大山 石 尊 神社 や、 氏祌 などに 派遣して 祈らせた と蒈 

いてあった。 詰り 彼の やうな 始末になる。 其れに も氣 付かす して 己が 富に のみ 議齪 して 居る。 共の 

外に 资格 もな く惯他 もない ものが、 金ば かりで 威張って 喜んで 居る。 手に入れる だけ は 這 入った。 

金 儲 をして 能事 了れ り 萬 物の 靈長 たる 人間が 斯る 始末で は殘 念で ある。 斯の 如き 富める 者よ、 汝等 

こそ 禍な るかな。 其れに 違 ひない。 位が 高く、 金の 多い のが 福で ない。 之に 飽き 足って 腹一杯に 

なり、 其れ. r^, 上 何にも 入らぬ 有様で は耻 辱で ある。 『飽 ける 者は禍 なる かな』。 身分の 良い こと を 嘯り 

傲る も 長 精き はせ ぬ。 金 や 力 を 思 ふ 存分に 使って 榮耀榮 華 を 極める 者は禍 なる かな。 ^ゑんと すれ 

ばな り。 決して 長繽き はせ ぬので ある。 是れは 前に 云った 金 持の 話で も 解る。 『汝等 今 笑 ふ 者 は禍な 

るかな』。 今と ある は 注意すべき ことで ある。 生者必滅、 花が 唤 いても 忽ちに 散る。 有 爲轉變 の 世の 


中で ある。 子供の 曾で 云へば 今 泣いた 烏が もう 笑った で、 取り w めがない、 た わい がない。 今 笑 ふ 

もの、 lif^ な躁々 した、 浮いた、 物泰を IS 面目に 考 へす、 面白可笑しく 北ハ 日く を 送って 居る。 北ハ 

の 生活 は溫泉 旅行の やうで、 世の中の 義務 も競爭 も、 何も彼も 構 はぬ と 云 ふ 遣り方で ある。 耶 sscw 

を 舉げて 見る と 多數の 人のう ちに は、 然ぅ云 ふ ものが 多かった。 儆 かな考 へ もな く 浮々 して げらげ 

ら 笑って居る。 然ぅ云 ふ 類の 人間、 今 笑 ふ 者は禍 なる かな。 

二十 六 節に 『凡ての 人汝 等を饗 めな ば、 汝等禍 なる かな』 と ある。 人望 {豕 で 新聞紙な どに は 評 1- 

が 好い。 敵がない。 圆滿 で、 始終 ころく がって 居る。 世の中 を 始終 滑く 渡る 人は禍 なる かな。 

路加 傅の 初めの 方 を 見る と 耶穌の 成長の 有様 を 形容して、 神に も 人に も 愛 e られ たと ある。 ー體^ 

督者は 人 問から 褒められる こと を 何う でも 可い と 云 ふので はない。 人 は 神の 子で ある。 祌の與 へ られ 

た 良心 を 有って 居る。 世の 人間に 對 して 相 當に 尊敬 を拂 はねば ならぬ。 他人の 思慮 は 何う でも 可い 

と 云 ふ は {几 くない。 是れは 神 を 汚す ものである。 酒屋でも已れの使用する番頭ゃ小4^の酒を^まぬ 

さ を 好む。 斯の 如く 禁酒 家 は 酒屋に も 時として 人望が ある。 無宗敎な奴ゃ道樂^<?でも此方がじっと 

して 居る^ は 基督 信者 を も 尊敬す る。 人望が ある。 然し 彼が 酒屋に 酒の 商ぶ：：. を廢 めよ と 云へば、 i はぐ 

御 桃 箱になる。 只だ靜 かに 正直に して 居る 間 は 感心な もの だと 云 ふ。 耶穌も 三十 年 問 ナザレに 大工 

をして 居られた 時 は 人望が あつたに 逮 ひない。 其の 人望の あった 人が 道 を 天下に 行 ひ、 主張 を發表 

すると 忽ち 反對が 出て 來た。 世の中の こと は 错な然 うで ある。 耶 穌の喊 野で 誘惑に 遭 はれた の も、 
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世の 人に 良く 思 はれ やう、 受けの 好い ものに ならう と 云 ふ 考へを 排斥せられ たので ある。 良藥 口に 

苦し。 只 だ 世人に 受けの 好い 事ば かり 云って は 居れぬ。 世の中 は 此の やうな 誘惑に 勝って、 大膽に 

眞面 1^ に、 人 を 恐れす 神 を 恐れ、 人から 惡 まれても 神に 愛せられる ことに 滿足 する 人が、 天下の 益 

ちめ 

になる。 叉 自分の 益に もなる。 基督 敎は 世から 春めら れる のみなら す、 譽 めら れ なくても かま はぬ 

と 踏み こたへ て奪發 する 敎へ である。 古への 首 者も然 うであった。 基督 敎は改 の敎 へで ある。 

ウェス レイの C 取 後の 乎 紙 はゥヰ ルヴァ フォ ルスに 奴隸廢 止の RI を獎勵 した ものである。 近^^の^^も 

大 いなる 傅 道者ム ウディ も 人の 靈を救 ふの みならす、 世の 罪惡を 色々 の 方面から 救 はねば ならぬ と 

頻に骨 を 折った 人で ある。 人望の ない 氣 受けの 惡ぃ 事業に でも 神と 我と が 同意 さへ すれば 帟發 して 

か、 ると 云 ふの が 基督 者の 本領で ある。 基督 敎の傳 道も然 うで ある。 只 だ 俗受けの する さばかり お 

へる 基督 敎は禍 なる かな。 15!? 羅西書 第三 章 二十 二 節、 以弗所 書 第 六 章 五節に 人 を 喜ばす ものと 云 ふ 

語が ある。 人の 御機嫌 取りと 神の 御機嫌 取りと 二つに^ けたの はパ ゥ 口の 新案 vi- あつ たか 知れぬ 

が、 此の 恐ろしい 人^ は 確かに ある。 敎會 の人氣 取り は {且 しくない。 敎育 家、 政治，：^ など はすべ ての 

人に i: めら れる とき、 此 では 禍 ひなる かな は あるまい かと 思案すべき である。 我々 は 世よりも 髙 

き现 想を與 へられ、 神の 國の經 營と云 ふ 改革案と 人の 靈を救 ふ 十字架の 福音と を 有って 世に立つ の 

だから、 唯 だ 人より 譽 めら れ るば かりで は 行かぬ。 


勝利 を與 ふる 信仰 

今 朔ョ ハネ 第一 寄 第五 章の 始めの 方 を 少し 說き 明して、 共 上^ 敎：： 仰の 大體 を、 特に 近 in 洗禮 を！ 

けようと する 人の 爲に 話して 兑 たい。 

^^！ー節に 『凡そ 耶穌を 基督と 信す る 者は祌 に. H りて 生れた るな り』 と！： 丄 して ある。 耶穌を 某」^ と 

信じ 义祌の 子と 信す る。 即ち 單に ナザレの 耶穌 を. 麼 史上の 一人物と して 認む るに 滿足 せす。 進んで 

祌が 我ら を 救ふ爲 に、 世に 降し 給へ る 其の ひとり 子で あると 信じ、 之に 萬 事 を 托して 全幅の 愛を献 

げ、 人類に 對 して は 決して 爲 さざる 所の 敬禮と 忠義と を盡 す。 之が 基督 敎の 信仰で ある。 耶 a^i を浙 

く 信 すれば、 天地 萬 物 を 創造り 給へ る 神の 性質、 殊に 其の 愛が 明白に 深く 心に は 徹し、 神が 我らの 

罪惡を 自ら 背負 ひ、 限り無き 愛 を 以て 救 ひ を 全うし 給 ふと 云 ふこと が理會 される。 是れが 『耶穌 を 

祌の 子と 信す る』 ことで ある。 信す ると 云 ふの は、 唯だ擧 問の 上から 然 りと^ 背す る、 近 现上然 か 

ある べき Hi と现會 する 位の HJ ではない。 更に 志 を 傾けて 忠義 を盡し 之に 事 へ るの 意 を 含んで US る。 

斯の 如き 俗 仰が あれば 『神に. H りて 生れた るな り』。 然し 此の 事 は、 唯 だ {H 由に は祌 がお る、 耶， S 

の敎 訓は贵 いと 云 ふ 位の ことで は 行かぬ。 前に 首った 如き 意味に 於て 耶穌は 神の 子 基督で あるとの 
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.5 のち 

が 無くて はならぬ。 斯く 信す る 者に は 新しい 生命が 生す る。 一 體 生命と は 何で あるか。 生命に も 

々ある。 生きと し 生ける もの 植物 動物の 生命 も あれば、 また 所謂 萬 物の 靈長 たる 人の 生命 も あ 

る。 霄に 記された 窮り 無き 生命、 神の 生命 も ある。 同じ 生命と 云 ふ 中に も、 共の 内容に は 大變な 

^別が ある。 某 蝥敎の 信仰 は 我らに 此の 窮り 無き 神の 生命 を與 へる ものである。 即ち 神と 聯り、 仲 

間 人り をし、 神 生く る 如くに 我ら も 生く、 我らが 耶穌を 神の 子 基督と 信 するとき、 此の 特刖 なる 新 

しき 生命が 始まり、 進んで 其れが 段々 成長して 行く ので ある。 

『凡そ 之 を 生者 を 愛する 者 は 亦 その 生る ふ 所の 者 を も 愛するな り。 我 儕 もし 神 を 愛して 北 ハの誠 を 守 

らば、 此に 由り て 我 倚 祌の兒 女 を 愛する と 知る。 祌の誡 を 守る は、 是れ 即ち 神 を 愛するな り。 北ハの 

誡は 難から す』。 之 を 見る と 信仰より 生す る 第二の 結 £^ が 表 はれて 居る。 即ち 祌を 愛し、 從 つて 人 を 

も 愛する 機になる。 信仰が 無ければ 愛 は 起る もので ない。 信仰と 愛と は 密接な 關係 があって、 嚴 m 

な 意味に 於て 之 を 1^ 刖 する こと は餘程 困難で あるか も 知れぬ。 然し 事實 として、 我らが 耶穌 を祌の 

子と 信じ、 彼が 我々 と 父なる 神との 間に 何 を爲し 給うた か、 彼と 我らとの 關係 如何、 其れら の 意味 

がよく 理會 されて、 其の 限り無き 慈愛が 深く 心に 徹底し、 確かな 信仰 を 有する に 至った 時、 始めて 

愛の 深い 眞 味が 出て 來る。 而 して 唯 だ祌を 愛する のみなら す、 自然に 祌に 愛せら る \ 人 を も 愛する 

様になる。 次に 『我ら もし 神 を 愛して 其の 誡を 守らば』 云々 と ある。 是れは 愛と 云 ふ もの は 唯 だ 心 

IS だけの もので ない。 鬼 角 人 は 愛 を 感情的に のみ 解す る 崎が ちる が^だ 危險な ことで ある。 、い 持 だ 一 


けで 滿 足して は 行かぬ。 も 一 つ 念 を 入れて 『誡を 守る』 ことが 必耍 である。 此の 『誡』 は 1  一一 n が 少し 

惡ぃ。 寧ろ 『命令』 とすべき である。 即ち 命令 を 守らねば 共の 愛 は 全き もので はない。 丁度 廣ぃ場 

所へ 水 を 一 面に ばら 撒いても、 一 向 何の こと もない が、 若し 其 所に 堤 を 設け、 ^を 堀り、 水 を 一 つ 

に めるならば、 忽ち 力が 生じて 車 を回轉 し、 或は 機械 を 動かす やうに もなる と ：！： じ 屈で ある。 

基^ 者の 生活 は 心 持 だけでなく、 其 所に 命令の 堤 を 築かねば ならぬ。 新年 や 年の暮 に は、 よく 人が 

gi 々な こと を感 する。 而 して 赤心 を 吐き、 隨分 えらい 決心 もす る。 然し 人間 は 中々 横着で あり、 X 

實に 弱い ものであるから、 折角の 年頭 や 歳暮の 感が 何の 役に も 立た すに 了 ふこと が 多い。 是れは 唯 

U しら  ，G  ト」 

だ 心 持 だけで 其 上に 必要な 堤を設 へる こと を爲 ないから である。 我 々はどうしても 感じた 儘で な 

く、  ac を 作って 押し流す 所の 工夫 をせ ねばならぬ。 斯の 如く 我々 は 神 を 愛する と 同時に、 各自の 负 

ふべき _K 任が ある。 其の 責任に は 十人十色、 皆な 違った 任務 を 有って 居る。 善事と あれば 悉 一人 

で 引き受ける 道德の 八百屋た るの 必耍 はない" 自分に は 特^なる 責任の 有る こと を自覺 して、 之に 

全力 を さねば ならぬ。 之 を 耶穌に 見る も、 彼 は 專らカ を ユダヤ人の 傳 道に 注いで、 異邦人に は傳 

道せられ ぬと 云 ふ 主義であった。 斯の 如く、 場合に 臨み 時に 應 じて、 自分に 命令せられ たと 信す る 

所に、 充分 力を入れて 世に立つ のが、 基督 者の 態度で ある。 

第 四 節に 至る と、 信仰に 由って 生す る 第三の 結 菜が 表 はれて 居る。 『凡そ 神に. H て 生る、 もの は 世 

に 勝つ、 我 儕 をして 世に 勝た しむる もの は 我 終が 信な り』。 耶穌 基督 を 神の 子と 信じ、 朝な 夕な に 神 を 
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愛し 人 を 愛する もの は 世に 勝つ と 云 ふの が 其れで ある。 或る人 曰く、 宗敎の 極意 は 世に 勝つ にある。 

何 か 壓迫を 受けた とき、 其れに 打ち勝って 心 自由に 氣 分も爽 かになる、 是れが 宗敎の 極意で あると 

ちからこぶ 

云 ふ。 斯の 如く 此の ー點 にの み 力 を 入れる のが 宗敎の 極意.. であると は 思 はぬ が、 然し 世に 勝つ こ 

と は 確かに 信仰生活の 大 なる 耍點 である。 耶穌は 『われ 旣に 世に 勝てり』 と 言 はれた。 基督 者は耶 

穌 とともに、 叉旣に 世に 勝てる ものである。 何もの を以 つてす る も 奪 ふべ からざる 耶穌の 平和、 

其の 1 す 可らざる 天父との 關係、 及び 耶穌と 我との 間柄 を 深く 意識す るなら ば、 我等 は 確かに 世に 

勝つ ので ある。 勝利 疑 ひ 無し。 勝利 は 旣に事 湾み となって 居る。 過去で ある。 然し 過去の 意味ば か 

りで はない。 『我 儕 をして 世に 勝た しむる もの』、 即ち 現在に 於て 尙ほ 我々 は戰っ て 居る。 我ら は 

耶穌を 神の 子と 信じ、 今日 も 勝ち、 また 明日 も 勝つ。 基督 者の 生活 は戰 ひの 繼緩 である。 勝ち 繽け 

である。 斯の 如く 信仰生活の 戰 ひに は、 旣に 勝った と 云 ふの も事寳 であるが、 今 現に 戰 つて 勝ちつ 

づけて 居る と 云 ふの も事實 である。 救 はれた と 云 ふの も事實 であるが、 日々 に 救 はれる と 云 ふ もの 

も事實 である。 此の 二つの 方面 を 合して 考 へなければ 眞實の 信仰 は 解る もので ない。 耶穌を 祌の子 

と 信じ、 自ら も 神の 子と なる、 實に懾 快な 花やかな、 勇 氣癉々 として 希望に 滿 ちた 感を 生す るが、 

勝って 兜の 緒 を 締める こと を 忘れて はならぬ。 百 里 を 行く もの は 九十 里 を 以て 半と すと 云 ふこと 

は、 精神 上の 戰に 於て 殊に 大切な ことで ある • 斯の 如く 信仰に 由って 我ら は 世に 勝った。 又 日々 に 

勝ちつ \ ある。 是れは 何に 由る ので あるか。 何人で も條件 無しで 斯う は ゆく もので ない。 其れ は 言 


ふまで も劑く 『誰か 能く 世に 勝たん、 耶穌を 神の 子と 信す る ものに 非す や』 と、 ， 五節に 於て 其の 资 

格 ある もの を 確め たので ある。 

以上 述べた 所 は、 信仰に 由って 我らが 有って 居る 結 菜で ある。 是れは 全く 耶穌を 基督、 祌の 子と 

信す るに. H るので あるが、 さて 我ら は 如何して 斯くは 信す る Hi が出來 るか。 共れ をき へ ねばなら 

ぬ。 唯 だ 無暗に 信す ると 言って 了 ふ。 矢 露に 斷言 をす る、 決め込む と 云 ふので は 行かぬ。 矢張り 其 

所に は 近 现 が ある。 霞 的な 特別の 近现が ある。 道现に 二つ 無い と 云 ふが、 业：： 通の 科 的の 近现 を以 

て は 適 W の出來 ぬ精祌 上の 道理の ある KJ を 記憶せ ねばならぬ。 

即ち 第 六、 七、 八 節 は 證據を 擧げて 其の 道 现を說 いたので ある。 『祌の 子 は 水と 血 を 以て 臨る。 即 

ち耶穌 基督な り。 唯 水の みならす、 水に 血 を：^ ぬ。 證を爲 す もの は靈 なり。 1^1^ は 3 は 〈實な ばお より。 

ら P ン 

證を 作す もの は 三つ、 即ち 靈と 水と 血、 此の 三つの 者の 歸 する 所 は 一な り』。 基^ 敎は 證據を 1:5- んす 

る。 此の 文中に 信すべき 理. H を述 ぶる にも、 一 々確かな 事寳を 以て 共の 論 歩 を 進めて る。 共の^ 

は當 時の ドケテ ェ說 などに 對 して 特に 意 を 用 ゐた節 もあって、 北ハの^^:-のさを述べると而.1!1ぃのでぁ 

るが、 今 は 時が 無い から 一 切 其れ は 省く。 第一 に 『水』 であるが、 是れは 耶穌の 洗 禮 を 受けられ たと 

を 云 ふので ある。 罪 を 懺悔す るの 儀式で ある 所の 洗禮 を、 E§ 無くして 罪 有る もの の 如くに 受けら 

れた。 此の 事旣に 彼に 取って 十字架で ある。 而 して 人 を 救 ふ 大事 梁の 門出 をせられ た。 共の 時の 心 

ど ん 

持 は 如何な であったら うか。 實に言 ふ 可らざる 深い 感慨 を 催 ほされた ことで あらう と 思 は L る。 人 
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が 大裔發 をして 何 か 事に 當る 場合に は、 所謂^ 然の 氣に觸 るると 云 ふこと も ある。 況して 耶穌の 如 

き大 いなる 潔い 志を懷 き、 身 を 以て 人に 代る と 云 ふ 其の 聖別 式で あるから、 如何に 壯んな ことで あ • 

つたら うか。 耶穌 は是れ よりして 着々 其の 志す 所を實 行せられ た。 其の 志と 行爲、 祌 と耶穌 との 關： 

係、 人の 罪 惡に對 する 態度 如何。 即ち 耶穌 の洗禮 は、 彼が 在世中の 生活、 事樂、 敎訓を 含蓄して 015. 

るので あって、 其れ を 深く 詳細に 考へ、 耶穌の 人格が 段々 心に 解って 來 ると、 如何しても 彼 は 基督. 

神の ひとり 子で ある、 之 を 措いて 外に 我 を 救 ふ もの は 無い と 信ぜざる を 得ぬ 様になる。 次 は 『血』 で- 

ある。  耶穌の 十字架 上に 死なれた 事情、 有様、 殊に 死す る 間際に 發 せられた 七 言の 如き、 彼れ ゃ此. 

れゃ を考へ 合せる と、 其の 流された 血 は 眞に耶 穌が祌 の 子 基督た る こと を證 明す る。 或る人た ち. 

は 鬼 角 耶稣の 言行、 敎訓 ばかり を 重んじて、 其の 死を說 かす、 十字架 拔 きの 耶 穌を宜 ig: する。 然. 

かし 基督 敎は水 を 以て 表 はされ たる 在世中の 生活 を學ぶ だけで はない。 併せて 血 を 以て 表 はされ た： 

る 贖 ひの 事 寳をも 深く 考へ、 之に 由って 救 はれたり との 經驗が 無くて はならぬ ので ある。 忍 ひ を 潜 

めて 能く 此の 事 寳に對 するとき、 我ら は 耶穌の 神の 子 基督た る こと を 確實に 信ぜざる を 得ない。 第 

三 は 即ち 『靈』 である。 我ら 耶穌の 受け 給うた 洗禮の 意味 を 味 ひ、 進んで 十字架の 意義 を 解す るに 

至らば、 精神 は 新しい 歡 喜と 力と に充 ち、 特刖な 生命に 由って 活動 を 開始す る。 耶穌は 此の様な 力 

を 人に 與 へらる るので ある。 此の 事實は 唯だュ 一 1 テリアン もどき の 耶穌を 信じた からと言って 行く 

もので ない。 其の 救 を經驗 せねば ならぬ ので ある。 即ち 耶穌の 十字架、 復活、 其の後 子が 集って 


祈った こと、 ベ ンテ コ ステと 段々 と 順 を 追 ふて 遂に 天下 を 覆す 様な 變化を 生じた ので ある。 啻に 

昔ば かりで ない。 今日に 至る まで 此の 事實は 綿と して、 敎會に 於て、 又 一人 一 人の 身の上に 於て 

經験 せらる- r 所で ある。 乃で 第 八 節 『證 を爲す もの は 三つ、 即ち 鍵と 水と 血、 この 三つの 者の 歸す 

る 所 は 一な り』。 耶穌 こそ 神の 子 基督で あると 確かに 認 むる ことが 出來 るので ある。 竹 ル九節 『我 倚 も 

し 人の 證を受 くると き は、 祌の證 は 更に 大 いなるべし。 祌の證 は是れ なり。 即ち 其の 子の はに 作る 

證 なり』。 我々 人間 同志の 間柄で も、 一 1 信用 すれば 々約束 も爲 るし、 叉隨分 誰れ が 斯う 云 ふから 

と 言って 一 身の 進退 を 決する こと も ある。 若し 誰が 何と 首っても、 一 切 信用せ ぬと 云 ふ 様な ことが 

あれば、 其れ は無禮 極まる 話で ある。 然るに 神 は 重ねく の證據 を 以て、 我々 に 耶穌の 基督た る こ 

と を 紹介 せられた。 人の 證を さへ 信用す ベ くんば、 況して 祌の鄭 m なる 證據を 如何して 招む ことが 

出來 るか。 神の 證は 人の 證 よりも 更に 大きい ので ある。 

g; 十 節 『神の 子 を 信す る もの は 其の 衷に 此の 證 あり。 神 を 信ぜざる 者 は祌を 者と す。 蓋 は 神の 

その子の 爲に證 せる 證を 信ぜ ざれば なり』。 若し 此の 證に 接しながら、 ほ. 幼 固に 之 を 信じない と 云 

ふなら ば、 其れ は祌を 以て 虚言 者と する ので ある。 我ら は 鬼 角 不信仰 を 道德圈 外の ことの 様に 考へ 

5 そ  つ  あしら 

るが、 大變な 間遠 ひだ。 不信仰 は 即ち 神の 證據を 信用せ す、 虚言 を 吐く ものと して 待遇 ふので あ 

る。 無禮 此の上 も 無い 話で ないか。 我ら は 不信仰が 大 いなる 罪惡 である こと を考 へねば ならぬ。 

『神 は^なき 生 を 以て 我 俯に 賜 ふ。 此の 生 は 即ち その子に 在り。 これ 其の 證 なり』 (第 十一 節)。 基 
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督 者が 祌の證 を 受け入れ、 神の 御 心 あると ころ を 幾分 か會 得し、 感 佩し、 耶穌を 基督な りと 信す る 

に 至るならば、 其の 結果と して 神と 人と を 愛し、 世に 勝つ 所の 力 を 得る。 是 れ^な き 生命 を與 へら 

れ たので ある。 此の 生命 旣に 基督 者の 衷に 在って 更に 發展 し、 漸く 深い 所へ 進みつ" ある。 此の 事 

實は 愈よ 確 I 莨に 耶穌の 基督た る こと を證 する のであって、 其れが 益々 鮮 かに 意識 せらる" に從ひ 

耶，： ^基督に 仕 へんと 欲する 心 も 熱し、 遂に 信仰生活の 堂に入る ので ある。 即ち 基督 敎的 信仰 は、 g 

穌を祌 の 子と 信じ、 之に 由って 窮 りなき 生命 を 賜 はり、 進歩的なる ー戰 一勝、 凱歌の 斷 ない 生活 

を 送らし むる ものである。 

(一九 1 一年 二  CO 
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さ *w  かた/ 

『彼等 ゆく 所の 村に 近づきけ るに、 彼 ゆき 過ぎん とする 狀を なせば、 彼等 勸 め：： ひける は 日 3iK きて^に 

及びぬ、 我等と 惜に 止れ。 彼い りて 止る。』 (路加 傳ニ 四の 二八) 

さま 

此に 『彼 ゆき 過ぎん とする 狀を なせば』 と ある は、 原文の せ. 5 が 十分に 云 ひ 現 はされ て 居らぬ。 寧 

ろ 『彼尙 ほ 進み 往 かんとす る狀 をな せば』 と 改めた 方が 好い。 

ェ マ ヲに往 く 二人 の^子が 復活せ る耶穌 にお 目に か、 つた 話 は、 前の 復活 架 日に も說敎 した Hi で 

ある。 今日は 只 だ耶穌 が尙ほ 進み 往 かんとす る狀 をされ たと 云 ふ  一^ を說 きたいと 思 ふ。 

我々 が 信仰 を 起す、 云ひ換 ふれば 耶穌に 出 遇 ふに は、 色々 の 仕方が ある。 ベ テロ、 ョハ えの 如き 

仕方 も あり、 バウ 口の やうな の も ある。 すら 》> ^と ：！^ 仰に 入る も あれば、 盤根錯節 のうちに やっと 

の Hi で 耶穌に 逢 ふ もの も ある。 愛する 人に 死なれて 淚の 中から 嘆いて 信仰 を 起す もの も あり、 c:^ に 

耶穌の 人格 を懷 しく 思 ふて、 之 を 愛する 様になる もの も ある。 玆に 耶穌の 復活 せられた 後 二人の Jii- 

子 は 失望し、 いたく 嘆いて エマ ヲに往 かんとして 居た。 其のと きに 耶穌が 共の 途づれ に なられ、 途 

すがら 段々 敎へ、 慰められた 彼等 は 遂に 其の 迷 ひが 晴れて、 復活せ る 耶穌を 認める こと を 得た。 此 
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の途 ゆきが 面白い。 彼等 は 陣笠 連で ある。 使徒の 格ではなかった。 I 人 は クレオ パと云 ふ。 他の 一 

人に 付て は 極 々の說 も あるが、 判然せ ぬ。 豪くない 陣笠 速で ^つた。 此の 二人 は 復活 後の 耶穌 にお 

目に か、 つて、 特^の 恩寵 を 受けた やうで ある。 我々 無舉 な意氣 地ない もので あっても、 耶穌の 方 

から 現 はれて 途づれ となられ るので ある。 

此の 弟子の I 人は栩 ぎがち で暗黑 の 方面 を 見る 方に 傾いて 居る。 氣が 晴れぐ しない。 他の I 

人は活 で隨分 盛んな X 布 § 王に 滿ち たもの、 やうに 見える。 互に 失望に 堪 へぬ こと や、 或は 復活の こ 

とな どが 話に 出た であらう。 性質が 異 ふから、 議論 も 起った であらう。 然し 兩人 とも 耶穌の 敎を受 

けて 离ば しい ものと なった。 我々 使徒の やうに 力 ある もので あっても 此の 一 一人の やうに 阿笠 述 であ 

つても、 氣の P ぜ」 勝ちで 臆病な もので あっても、 活 礎な もので あっても、 千_先^^刖、 耶穌の 恩寵に 

.S つて、 深い 宗敎 上の 實驗を 此の 復活 查 日に 於て 攀ぶ ことが 出来る。 我々 は 鈍い ものであるが、 復 

活 聖日に 於て 耶 穌が此 の やうに 敎 育せられ る こ、.」 を考 へ た い ので ある。 

顿 みに 思 ふた 耶穌に 死なれて、 弟子 達 はがつ かりして 了った。 之 を 如何に 敎へ 慰めて カづ けられ 

たかと 云 ふこと は 詳しく述べ 得ない が、 其の 一 つ を 謂へば 『豫言 者の すべて 云 ひたる 事 を 信す る 心 

の遲き 愚なる 者よ』 云々 と ありて、 耶穌 は豫言 者の 言から 自分の こと を 話された ので ある。 兎角 我 

々は^^：-へるところが狹く、 物事 を 全局 面に 百 一って 廣く 深く 考へ なかった。 奇跡に ついても 只 だ 死者 

が 生きる と 云 ふだけ に 止る から 解り難い。 耶穌の 歷史、 其の 人格、 其の 世界に 於け る 威力、 宗敎其 の 


ものの 本質、 信仰的 ff 驗に 於け る祌の H ハ" 的 作 川な ど を廣く K- へ、 或は 今日 科 どもの 逸步 せる ：^ソ 

へを粽 合して 考へ ると、 必す しも 疑 ふに 及ばぬ ことが 解る であらう。 例へば 科舉の 方面で 一ぶ ふと、 

かの サァ • オリヴ ァ •  口 ッヂ 見た やうに 奇跡 を 疑 はす、 寧ろ 之 を歡迎 する 倾 きも ある。 只 だ 死ん たも 

のが 生きた と 云へば 不思議で 信ぜられない やうで あるが、 廣く^？^く宗；^の本統のゃ^咏を^^：-へ、 お 

卜： に祌の 恩寵の 活ける 感化 を實驗 して 居る 所から 考 へて 見る と、 奇跡 を も 信すべき 筋途が 解る。 ^ 

界狹く 小さい ところに こびり ついて、 失 &f:^ を 極め、 氣を 落して 居た もの も、 北：： の £ 、言 K^、 殊に ィザ 

ャ 余：： などに 齊 いて ある 祌の 僕の ことな ど を說き 聞かされた G め、 始めて；： 儿氣づ いて 來た。 此の 心 持 

を 述べて 曰く 『途 問に て 我等と 語り、 かつ 架 愈： を 解き 開ける とき 我等の 心 燃えし にあら す や』 と。 

然し 此の やうに 精神 狀態は 變 つたが、 其の 信仰 はま だ 本 銃に 復活 聖日 の や-味 を现 解し なか つ た。 

靴 を 隔て、 痒を摇 くの 感 があった。 此の 日柄の 精神に 分け入って 慰めと 力と を 十分に 經驗 する こと 

が出來 なかった。 段々 話に 身が 入って、 益々 興が 湧く。 かくて 二人の ^J- 子の 入らん とする {冰 の 前に 

來た。 然し 其 時 耶穌は 尙ほも 進み 柱かん とする 狀 をせられ た。 是れは 何故で あらう かと 云 ふに、 屮 

々話が 了へ ない。 是れ から 佳境に 入る ので ある。 有名な ベ ン ゲルの 註解に は、 此の 1® を說 いて 

『彼 は尙ほ 進み 往 かんとす る耿 をな せり。 弟子た ちに して 止め ざり しなら ば、 ^ほ 逸み 往 かれしな 

らん。 恐らく 彼 は 他の 方法に. S りて 自ら を 彼等に 現 はさんと せられし ならん』 と ある。 耶穌 はま だ 

飽き 足らす、 尙ほ 話し 續 けて 敎 へよう、 信仰 上の 實驗に 於ても 一 しほ 徒 境に 入らし め やうと する^ 
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であった。 基 者の 生活 は 始終 進歩す る もの、 益々 徒 境に 入る ものである。 我々 の 生 5^ は 旅行の 

やうな ものである。 二人の 弟子 も 旅のう ちに 邢穌に 逢った, 旅のう ちに は 憂き こと も、 ぃド ばし いこ 

とも 色々 ある。 泣き もし 笑 ひもし、 始終 異 つた 事情の 下に 信仰 を 起し 現に 起しつ、 ある 人 も ある。 

然し耶穌が 一 たび我々を^*かれ、 慰められ、 力 を 添 へられる と、 何となく 我々 を 善い ところ、 深いと 

ころ、 高い ところに^ き往 かんとす る 素 板が 兒 える。 二人の 弟子 も 邪穌が 1;^ ほ. きの 方に 柱 かれよ 

うとした の は、 話が まだ 終了せ ぬ爲 めで あらう と氣 がつ いて、 之 を 引きと めた。 之と 同じ やうな 風 

こ、 复活 架-曰に 於て 耶穌の 思 召の ほど を考 へ、 高い ところ、 深いと ころに みちびかれ、 仰 生活に 

みて 新しい 發展を 試み、 之 を 新しい 門出と したい ものである。 先き に t せかれし 耶穌の t せき を 巾 止す 

る もの は、 何時でも 耶 床の 方からで はない。 彼は尙 ほ/ \ 先き に 柱 かう とせられる。 時 問 も 疲れ も 

途の 距離 も 忘れ、 話が 益々 接 境に 入りつ、 ある。 其の 場合に 我々 の 方から 中止す る。 我々 の 11:;^ 仰 生 

J^:: の^ 末を考 へる と、 之で 御免 を 蒙る と 云った 記憶が 幾度 も ある。 或ると き は" 1^ れと ii ふ 故 ほな し 

こ、 J-.^ もな く； ？ら ない 便？？^ に 泥んで 途中から 拔 けて 了 ふこと も ある。 我々 が 話 をして 2^ ると きで 

すら 聽衆 がお ると、 拍子が 拔 ける ではない か。 中止 は 常に 人の 方から 來る。 此の際 二人 の^子 は 夜 

こ. H 入った し、 已に 家の 門邊 にも やって 來 たので、 人間の 弱い ところから、 耶穌を 引きと め 此の 

家に.^ ん でいた^いて 尙ほ御 話 を 綾 けられん こと を 請うた。 然し 若し 此の 二人が 然 うしないで、 話 

を：^、 で 中止し 耶^と 別れて 去って 了ったならば： 1： うで あらう。 折角 佳境に 入り かけた 話 も 共れ きり 


になり、 共の 旅人が 役活 せる 耶 Si である こと を も i.:.^: する 機.^: を 失って 了った であらう。 

お 子た ちが 耶穌の 話 を 中止した ので、 模様が 變り、 li 挫 を來 した。 然し 彼 や は- ほ 進み 往 かん 

とする 耶穌を 引き § 出め て i!^ に 請 じた。 我々 の 信仰 生、 活 もせめ て は斯く ありたい。 不： な：：：：^ れ以 卜： のこ 

とが ありたい ものである。 複活§^曰の意義を理，^::して115ると£〈ーふ方でも、 まだ 新約 i\ ；:， は 勿論、 我 

阔の 不十分な 黼譯の 多い 美 歌 ほどに も 進んで 居らぬ こと はなから うか。 此のせ 5.^ は^た. おい もつ 

ださう だと： K ふ 位な 人 も ある。 耶 ，脉 の 木統の 力と 喜と を終驗 すると ころが 乏しい。 { ぶ^の ホ fw、  .^ 

0.  ^tpils- ，に 於て、 耶 穌 の 想寵を 受けた。 實に： Si 構な だ。 多少 我 まの 心 燃えし にあら す やと 

ムふ 經驗も ある。 然し もっと 耶穌と 其の 復活の 力と を 好く 味 ひたい。 そこへ 來 ると 耶 が 大きく、 

^つ 深い ものになる。 もっと先きに^かれたぃと云ふ耶穌の思召がぁりくと：D^^^る。 北 ハれ に對し 

て 我々 の 方から 御免 を 蒙って はならぬ。 せめて は 遣り方 を か へても、 此の 家に i 何って 下さいと 耶 g 

み 11 じて 敎を 受けねば ならぬ。 此の 聖， 日に 於て 此の 態度 を 執るならば、 今日が li:^ 仰の 新たなる 出發 

點 となる に 遠 ひない。 耶穌 と共に 食す る 時、 始めて 其れと 氣が ついて 『主 S に れり』 との： 仰が 

起る であらう。 基お 敎は祌 が あると か、 山 卜； 銷訓 とか、 一夫  一 1^ とか、 酒に 醉 はぬ とか 云 ふこと よ 

り も、 もっと 大きな、 もっと 深い ものである。 鬼 角 御免 を 蒙りた がったり、 斷 りなし に拔け 出して 

了ったり する ものが あるが、 何う かもつと、 其の 深い 話 をう かが ひたい、 と 云 ふ 態度に なりたい も 

ので ある。 
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余の 留守中に 愛する 人々 が 死なれた。 昨日 も 一人の 友人 を 扉った。 余 も 曾て 此の 復活 聖日の 少し 

前に 一 人の 愛する もの を 失った.. -が ある。 それから 復活 聖日が 非常に 愉快に 思 はれる やうに なつ 

た。 基督 敎者 は耶穌 が尙ほ 進み 往 かれる g を 見て 靈魂 不滅 を 見た ので ある。 グ リシ ャの I の やう 

に 哲學的 海へ たので はま、 耶穌は 先き に？ と 一緒に 往 かれ、 之 tfl に 人る ので ある 

所謂 限りなき 生命で ある。 此の 御容 子で 詰り 我々 の 生涯 は 此の世 限りで なく、 益々 進んで 佳境に 人 

るべき こと を 知る ので ある。 親 を 失 ひ、 子 を 失 ひ、 妻 を 失 ひ、 友 を 失った 方々 は、 耶穌が 我々 と 共 

に往 かんとす る狀を 見て 限りない 進歩の 生命と 其の 歡 喜と を 十分に 會 得せられ、 目に 見えない 世界 

を 見ら^る やうに したい ものである， 

(1 九 1 二 年 四 巧) 
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？ 6  くら  もす •£ 

『ゥ シャ 王の 死にた る 年、 我 高く 舉 がれる 御 に エホバの 坐し 給 ふ を 見し に、 その 衣祸は 殿に 充 ちた リ 

セラ ピム 其の上に 立つ。 各々 六の 翼 あり、 その 二 を もて 面を掩 ひ、 その 二 を もて 足を掩 ひ、 その 二 を も 

て 飛び翔り、 互に 呼び 言 ひける は聖 なる かな 聖な るかな 萬 ：| の H ホバ、 その 榮光は 令： 地に 充っ。 斯く 呼 

ば はる ものの 聲 によりて 闕の 基搖リ 動き 家の 中に 婢充 ちたり。 此の 時 われ 言 ヘリ。 禍な るかな 我れ び 

なん、 我 は 汚れ iM る 唇の 民の 中に 住み て^れた る 1: の 者なる に、 わが 眼 萬 軍の ェ ホバに 在す 王 を 見：；^ れ 

ばな りと。 ； に 彼の セラ ピムの ひとり 鉗 を もて 壇の 上よ リ： 取りた る 熱 火 を 手に 携へ て 我に 飛び 來リ、 わ 

が 口に 觸れて 言 ひける は、 視ょ 此の 火汝の 唇に 觸れ たれば 旣に汝 の惡は 除かれ 汝の罪 はお-めら れたリ と、 

我 また エホバの 聲を 聞く、  m くわれ 誰 を 遣 はさん、 誰か 我らの 爲に往 くべき かと。 其のと き 我れ 一一 S ひけ 

る は、 我玆に 在り、 我 を 遣 はし 給へ。』 

(以赛 fsif バの 11- 八) 

是れは 預言者 ィザャ が、 預ー 一目すべき 使命 を 神の 御前に 深く 感じた 時の 校 様 を 記した ものである。 

滴 太 王 ウジ ャ世を 去られた。 彼の？ J は 歷代志 略 下 第廿六 章に 記して ある。 彼 は 中々 善い 王で あつ 

て、 國威を 四方に 輝かし、 其の 勢力 を 東西南北に 擴張 すると 同時に、 國內に 產棄を 起して お 幅 を i 
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るな ど、 其の 画に 取って 大 いなる 功勞 があった。 此の 人 年 十六に して 位に 即き、 在位 五十^ば かり 

の 間、 良く 國を 治めて 光榮に 充てる 歷史を 作った。 猶太の 王た ちのうち、 ダビデ 王に 次ぐ は 此の 人 

である。 彼の 國に 於け る ダビデ 王の 地位 は、 宛 かも 我國に 於け る 神武 天皇の 如くで ある。 然し ウジ ャ 

王の 末路 は 良くなかった。 此の 點 我らが 今日 其の 崩御 を 嘆いて 居る 君と 比べて、 固より 同日の 論で 

ない。 また 其の 在位 中の 功績に 於ても、 無論. わが 先帝に 及ぶべく もない が、 然 かし 何 處か 彷徘 とし 

て 似通 ふ 所 も ある。 殊に 王が 『その 父ァ マ ジャの 凡て 爲 したる 如く エ ホバ の 善と 觀 たま ふこと を 行 

ひ、 祌の默 示に 明かな りし 彼の ゼ カリヤの 世に 在る 日の 間、 心を籠めて エホバ を 求めたり』 と ある 

如く、 敬神の 念 深く、 祖宗の 志 を 糖ぎ、 道の 存 する 所 を師 として 擧んで 倦 まざりし 如き は、 先帝 1： 

在世の ことと 思 ひ 比べて 坐ろ に 感激せ ざる を 得ぬ 所で ある。 

彼が 世 を 去る や 人民 は 嘆き 悲み、 眞 に！： を 擧げて 諒闇のう ちに 沈んだ。 中に も國を 愛する，. 0 深き 

ィザャ は 殊に 之 を 嘆いた。 或 ひ は 王の 柩が 置かれた 室より 今 退出した ばかりで もあった らう。 ェ 

ルサ レム の 神殿に 詣 でて 祈り 求めた ときで もあった か。 彼 は 最も 確かに 且つ 深く 神の >t を 感じた。 

『ウジ ャ 王の 死にた る 年、 われ 高く 上がれる 御座に エホバの 坐し 給 ふ を しに、 其の 衣祸は 殿に 充 

ちたり』。 夜の 簡に 星の 閃く のが 見 ゆる 如く、 擧 闇と なった とき 彼 は 天に 在して 萬 物 を 治め 給 

ふ 全能なる 主宰者の 榮 光と 聖德と を 感じた。 其の 衣祸は 殿に 充 ちたり。 盛んなる 祌の 威容、 殿 一 杯 

である こと を鮮 かに 認めた。 


『セラ ピム 其の上に 立つ、 各々 六の 箕 あり。 其の 二 を もて 面を掩 ひ、 其の 二 を もて 足 を掩 ひ、 その 

二 を もて 飛び 翅り …… r 是れは 神 を 恐れ 畏み、 自らの 穢れ しもので あると を 恥ぢ、 而を掩 ひ 乂足を 

掩ふ。 即ち 神の 御前に 謙る 有様で ある。 『その 二 を もて 飛び 翅り』 と は、 祌のために奔^^！馳驅し、 W 

の 思 召 を實行 せんと 欲する の 忠誠 極めて 篤く、  n: つん 叩 を 行 ふに 甚だ 敏捷なる 姿で ある。 

『N に 呼び 言 ひける は、 聖な るかな、 聖な るかな、 聖な るかな、 萬 軍の エホバ、 共の 榮光は 全地に 

充っ。 斯く呼 はる もの 、聲 によりて 閾の 基搖り 動き 家の 中に 堙充 ちたり』。 我ら は 此の 悲しむべき 

節に 於て、 全能なる 祌を 最も 鮮 かに 認めねば ならぬ。 lit; が 代 は 千代に 八千代に さ^れ 石の 厳と なり 

て笞 のむ すまで』 と壽き 歌うた 界も 今日は 旣に 崩御 せられた。 一 天 萬乘の 君と 雖も、 神の 御 招きが 

あれば 遂に 此の世 を 去らざる を 得ぬ。 人生の 富贵榮 辱、 其の 他 おら ゆる もの は 浮 雲の 如くで、 

餘り 多く 賴 むに 足らぬ 。『よしや 君 昔の 玉の 床 とても、 か、 らんの ち は 何に か はせん』 と. oy^ に 詠 じ 

た^ 行の 歌 も 思 ひ 合される。 唯 ひとり 神の 榮 光の みは 全地に 並" く、 、水 遠に 輝き w 一る を毘 るので あ 

さな 

る。 『聖 なる かな、 聖な るかな、 聖な るかな』。 斯く 天上に 呼ば はる 聲宛 がらに 聞え て、 んの • お 魂 

の 奥に 達する 響き を 感ぜす に は 居られぬ。 確かに 此の際 眠れる 基督 者 は 目を醒 まして、 善き 信仰 を 

囘復 し、 國民擧 つ て 籠 的 に 生 き 返 る樣 祈 る ベ き 時節 である こ と を 知ら ねばならぬ。 

預言者 は 斯の 如く 鮮 かに 永遠 無窮な る 主宰者 の榮 光に 接す る 經驗 を得且 つ 天上に 歌 ふ 護美の 聲を 

漏れ聞き、 自ら も 之に 合せて 讃美し ようと 思った が、 同時に. c 分の 罪 を 深く 感じた。 共の "好 は： され 
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て聖 なる 神 を 讃美す るに 堪 へない。 『禍 なる かな 我れ 滅びなん。 我 は 機れ たる 唇の 民の 中に 住みて 穢 

れ たる 唇の ものなる に、 我が 眼 萬 軍の エ ホバ に 在す 王 を 見 まつれば なり』。 彼 は 神の 御前に 怖ぢ 恐れ 

た。 我ら は 神を認 むる のみなら す、 己れ の 人格 及び 神との. 關係 について、 沈痛 熱 切なる 意識 を 有つ 

べき 害で ある。 即ち 預言者 は ウジ ャ 王の 死にし とき、 淚 の^から 祌の 現在し 給 ふ を 認め、 且つ 之と 

同時に 自分 を 良く 知った。 自分 は 如何なる もので あるか。 『我 は穢れ たる 唇の 民の 中に 住みて 穢れた 

る昏の もの』 である、 卑しく 汚れに 充 ちた 自分 は 神 を 讃美す るに 堪 へぬ。 啻に 自分ば かりで ない。 

我が 住める 此の 社會、 此の 人民 は 如何なる 狀態 であるか。 何れ を 見ても 汚れに 充 ちた 罪の 世界で あ 

る。 之を考 へる と 身 も 世 も あられぬ 思 ひがす る。 仰いで 『萬 軍の ュホバ に 在す 王』 を 見 奉り、 宛 か 

も大將 軍が 軍隊 を 指揮して 其の 威力 を 振 ふ 如く、 有らゆる 勢力 を 率ゐて 天地の 政治 を總 S3 し、 一 切 

の も の を 吹き^かす 威光に 照ら され、 殆 んど身 を 置く に 所 無 きを 感じた。 『兹に 彼の セラ ピムの ひと 

りひ i し を もて 壇の 上より 取 ひたる 熱 火 を 手に 携 へて 我に 飛び 來り、 我が 口に 觸れて 言 ひける は、 視ょ 

此り 火汝の 唇に 觸れ たれば 旣に汝 の 悪 は 除かれ 汝の罪 は 潔め られ たりと』。 斯 くの 如く 眞に罪 を 悔い 

て 祌を畏 る、 と 同時に、 彼 は 罪の 赦 された と を經驗 した。 不思議に 思 はる、 けれど、 是は 今日 我々 

の 身の上に 於ても あり 得る ことで ある。 

其 所で 豫言者 は 之に 對 する 自分の 義務 責任 を感 する に 至った。 『我 また ェ ホバ の聲を 聞く、 曰く 

わ， 巾 誰 を 遣 はさん、 誰か 我らの ために 往 くべき かと。 其のと き 我れ 言 ひける は、 われ 兹に 在り、 我 


を 遣 はし 給へ』。 自ら 恥ぢ 長れ て、 神の 前に 只管 恐懼した ものが、 何時しか 打って 愛った inll^: 、む を 生 

じ、 ほら 任す る 様になって、 『誰か 我らの 爲に往 くべき か』 との 御 聲に應 じ 『我れ 玆に 在り、 我 を 遣 

はし 給へ』 と 呼ば はる。 如何にも 勇ましい 次笫 である。 豫言者 は 神の 榮 光に 接する と 同時に n 分の 

不德を 深く 感じた。 然 かし 信仰が あった。 彼 は 神に 依 ひ 頼む 所があった 爲に、 徒らに 嘆き 悲んで 了 

ら なかった。 遂に 祌に赦 された る を經驗 し、 更に 神の 御 招き を 感じ、 自ら 任じて 臆する 所な く§ つ 

た。 W に 興味深い 又 貴い ことで ある。 

今日 我ら も 亦斯の 如く ありたい。 此處 に^まれる もの、 みならす、 {:：!1 巾の 方々 を 始め、 政府 常 局 

者 其の 他國民 指！^ の 任に 在る 人々 など、 萬民擧 つて 永遠 無窮の 祌を 明かに 認め、 而 して 電光石火の 

如く 過ぎ去る 敢 なき 事業 ゃ榮 華に 脅かされ 或 ひ は 誘 はる、，， U なく、 各自の 罪惡を み、 天 を 畏.^ 

神 を 敬 ふ ものと なる 様に 祈らねば ならぬ。 又 此の 1: の歷史 其の 外 稀々 な關 係より 生す る 我らの 责 ft 

を 深く 意識し、 『われ 玆に 在り、 我 を 遣 はし 給へ』 と 云 ふ 態度 を 以て、 各自の 使命の 示さる る を 待つ 

べきで ある。 無論 此の際 我ら は 皇太后 及び 今上陛下 御 夫 51 の爲、 神の 裕 かなる 慰藉と 指 t ゆの あらん 

こと を 祈る は 云 ふまで もない が、 自ら 特に 選ばれた る 民と して 大いに 覺悟 する 所 あるべき を 忘して 

はならぬ。 

(明治 大帝 御大 喪に つ き 特別 禮拜を 行 ひし 時の 說敎)  - 

(I 九 1 二 年 八 no 
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此の 花瓶 こ揷 しある 見事な 稻に、 近年 引 I く i 画 を思 はざる を S と 同時に、 、もに 浮び 出づる 

ま、 甚の首 である。 『なん ぢ 地に のぞみて tl、 大いに 奢豐 にし へり。 祌の川 は 水 ^/ た 

：。 なん ぢ &i そな へ をし tig を かれらに あたへ たまへ-。 なん I をお ほ 4 きる ほし f た 

ひら こし i こて 之 を や はら かにし、 その 霧る I し、 また 恩惠を もて 年の 冠 弁と し 給へ U な 

んぢ のへき は膏 しゃれり。 その li は 野の 牧場 をうる ほし、 小山 はみ な歡 びに かこまる。 牧場 は 

みな 羊の 群 1. もろく の 谷 は 穀物に お ほ はれたり。 かれらき よろこびて よば はり 、まき ふ』 

かりて ほす 山^の 稻は 袖ひぢ て 

植 ゑし 早苗と 見えす も ある^ 

曰の 兄 こ まま 辛苦 I 味 を も 深く 蒙せ ねばならぬ。 然し 擎る ところ S 是れも 恩寵で 

ある。 『我 は f  、  7 ボロ I ぐ、 つる もの は & なり。 f もの、 ，もの も數 ふるに 足らす 

惟 f は 1る所の种 なり』。 故に 自ら も 神の 恩惠 I ひ、 人に も 爵の心 を 起さし むる やうに した 


[ 


い。 我々 が 今日の： Igs" を 開く の も 此の 心に 外ならぬ。 『其 、の 造りた ま へ る iEj 物よ、 H ホバ の 政撤の 下な 

る總 ての 所に エホバ を i? めよ。 我が 鎖よ エホバ を まつれ』 。神の 恩寵 は W の 面に 货金を 敷け る 如 

き 祖の數 と f:- しく、 とても 數ふ ベく もない。 悉く 記憶す る こと は 不可能な り。 然し比^：た之を忘れた 

くない。 『そのす ベての 恩寵 を 忘る、 勿れ』 GJf^ ェ) と ある 如く、 中には 深く 心 を 5^ めて 緊と 記惊す 

る ことが 肝要 だ。 

然し 神の 恩寵 を 思 ふと  一 口に 云へ ど、 其れに は 深淺の 別 甚だしき ものが ある。 IT はしい と 云 ふ 

の も、 唯 物質的の ことの 外、 他の 意味 を備へ ざれば 耻 しい。 只 だ 動物 的に 目出度が るば かりで はな 

もちの かみ 

らぬ。 日本の 祌 話に 保 食 神と 云 ふが ある。 其の 腹の 中に 稻が 生へ たと 云 ふので、 之 を稻生 (今の 稻 

荷) 即ち 稻 生の 神と 云って 祭った。 五穀 成就の 恩寵 を 幼稚の 考 へながら、 時代相 應の 稻荷祌 に：！ し 

て 其 恩寵 を 忘れぬ と 云 ふ は 美事で ある。 然し 神道の 祭 や、 里神樂などに現れた感謝の^；：总味が、 非 精 

祌 的で 俗つ ぼい ところ ある は淺 念で ある。 擊壤 鼓腹と 云 ふ 一 句のぅちに俗なぉ1;1出度の^5总味の隱さ 

れ得 ぬと 一般、 同じ 感謝 をす るに も、 大 いなる 別 ある こと を 知るべし。 

幾ら 嬉く とも 路加 傳の 『或る 富る 人』 の やうで も 困る ではない か。 『お 、の 好く 資 りければ、 自 

ら惟ひ 云 ひける は、 我が 作物 を藏 むる 所な きを 如何せん。 又 曰 ひける は 我 かく 爲 さん、 我が 含 を 毀 

,  たから 

ち、 ls{ に大 いなる を 建て、 すべて 我が 作物と 貨とを 其 所に 蔵むべし。 斯く t 露 魂に 對ひ、 ？ 魂よ 多 

たから  さく ひ 

ギを 過す ほどの 許 多の 貨物 を 有ち たれば 安心して 飮食樂 めよ と 云 はんとす』。 恩寵 を 得て 人間に なり 

爲 すべきの 感謝  五 九九 


爲 すべ きの 感謝  六 〇0 

損って 了った。 原 益 軒の 樂訓は 着想 も 文字 も 麗しい 書物な り。 人生の 快 樂を高 尙に說 い C 居る。 

然し、 茶窒に 庭 を 眺めて 人生 を樂 みても、 其の 中に 祌と 云ふ觀 念が 入って 居らぬ と 何だか 物 足りぬ 

心地 を 免れぬ。 之が 爲 めに 其の 樂 みが 一段 高き ところに 進む こと を 得ぬ。 莊子 を讀 むと 昔榮啓 期と 

云 ふ 吞氣な 先生が、 鹿裘帶 索、 琴 を 鼓して 歌 ふ。 孔子 曰く 先生 何を以 C 樂み となす。 口く 『我が 樂み 

is! だ 多し。 而て 至れる もの 三 あり。 天 萬 物 を 生す る や、 只 だ 人 を *3； しとな す。 我人た る を 得たり。 

是れ 一 樂 なり。 男 は く、 女は賤 し。 我 男た る を 得. U り。 是 れニ樂 なり。 人生れ て 日月 を兒 す、 襁 

褓 免れざる もの あり。 我 年 九十な り。 是 れ三樂 なり。 貧 は士の 常， 死 は 人の 終りな り、 我 何ぞ褒 へ 

ん や』。 實に， まで、 一 種の 高き 氣品を 具 へて は 居る が、 之 を 十字架の 下に 鍛ひ 上げた 保羅 などの 安心 

知 足の 態度と 較 ぶれば、 相違 甚だしき を覺 ゆ。 孟子 も 父母 共に 存し、 兄^？^故なきがー樂、 仰いで 1K 

に愧ぢ す、 俯して 人に 作ざる が ニ樂、 天下の 英才 を 得て 之を敎 育す るが 三樂 たりと 云って 居る。 儒 

，流の 心 懸け、 其の 所謂 君子の 面影、 げに斯 くや ありなん と 尊敬せ ざる を 得ぬ。 然し 何う も K の樂 

み、 及び 若し 有り得べ くば、 之に 伴 ふ 感謝のう ちに 謙 遞と云 ふ ものが 見えぬ。 露寶此 は勿體 ない、 

あな 尊し と 思 ふ 分子に 乏し。 此所 は基脊 者の 心 持と 大分 異 つて 居る。 孟子 は 仰いで 天に 愧ぢ すと 云 

つたが、 詩の 第 1 ハ 十五 篇に、 五穀 成就、 家畜 蕃 息して、 牧場 は 羊の 群 を 衣、 諸の 谷 はたな つものに 

蔽 はれた るを歡 び： fl うて 居る が、 歌の 初めに 先づ 神の 前に 頭 を も得擧 げす、 罪悪 を 謝して lii^ る" 決 

して 仰 いで 天に 愧ぢす どころではない。 曰く 『不義の ことば 我に 勝てり。 なん ぢ我. の もろ/ \ の 


衍^ をき よめた ま はん。 汝 にえら ばれ、 汝 にカづ けられ、 大庭にすまふ^^は福た-o。 我ら はなん ぢの 

〔汽 たんぢの>::のきょき處の恩寵にて飽くことを得ん』(；ー；^:)。^^人は^:11ら§3上の落伍效たること 

,*v」 認め、 切に 祌の救 ひ を 求めたり。 倫现 上の 與味 深く、 向上心が 胸に 溢れ 居る。 同じ 五穀 成就 を 目 

ゆるし 

出度が るに も、 斯る 態度から すると、 せざる と は、 天地 雲泥の 相逮 である。 祌の 御赦に 其の 恩 龍 を 

思 ふこと 切なる ものの 五穀 成就に 對 する 感想と、 祌て ふ觀念 低く、 向上心 乏しく、 徴悔の 念 も 起ら 

す、 輕々 しく 頭 を 接げて、 俯仰 天地に 愧ぢ すな どと 放 首す る 速 中と は、 同日の 論で ない。 歡赛の 性 

質 も 違 ひ、 其の 度 も 甚だ 異 つて 居る。 一 方が 不平たら だら なる 場合に 他 は 感謝の 淚に 咽び つ」 あり 

得る。 天地の 景色が 遠 ふ。 人生の 趣味が 全く 異 つて 居る。 

榮啓期 や 孟子の 如き 俗脫 けの した 上品な 人 はま だし も、 七福神の 畫に 見る やうな 心 持で は、 何 と 

もなら ぬ。 皆な 豕の 親類、 女郎の 友 だち で、 其、 の 福々 しさ、 其のお 目出度 さが、 下卑て 居る。 江戶 

時代の 子供が 稻荷講 萬 年 講を催 ほす と 五 十 歩 ki: 歩、 其れと たんと 相違の 無い 感謝で は 餘り下 だら 

ぬ。 ホセ ァ書を 見る に、 當時 イスラ H ル國 民が パン、 水、 羊毛、 麻、 油、 飲物な どを與 ふること を 

專 門の やうに した バ アル 神に 迷 ひて、 世が 益々 唯 物的に なり、 人心が 下向きに 俗 了して 了 ふの を淺 

念が りて、 荒野の 行軍 四十 ハ牛、 臥 薪 #膽 の 間に 鍛ひ 上げた 純樸 質素、 頗る 精神的 倫现 的なる 宗教の 

復興 を 盛んに 唱 へて 居る。 事によると 今日の 日本が 右 申す ホセ ァの 時の イスラ ヱ ル 民族と 同 じく、 

日本の バ ァ ル に 依す る 位の 宗教心の みで はない か。 何とかして 此の際 精神的なる 感謝 心 を 振 ひ 起 
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したき ものである。 人生の 眞 意義 を 明に し、 祌て ふ觀念 を高尙 にし、 靈と眞 と を 以て 拜 する 氣風を 

鼓吹せ ねばならぬ。 かくなる と 第 1 ハ 十五 篇の詩 の 如き 心 持で、 新^ 禮拜を 行 ふこと が出來 る。 七 幅 

とリ のまち 

神 や 酉 待の 熊手の やうな 氣 分の 宗敎を 一 掃せ ぬで は、 遂に 何うな る もの か。 斯の 如き 下 たるお 目 

出度 は 上下に W 一り、 實の ところ 學者も 不舉者 も 一 つ ことで ある。 

其れ だから 『凡ての 事に つきて 恒に 我らの 主耶穌 基督の 名に 託り て 神 即ち 父に 謝すべし』 

の 心が、 今日の 如き 集會に 於て 旺んに 鼓吹せられ ねばならぬ。 祌に 向つ VJ 感謝す る こと も、 我等の 

主耶穌 基督の 名に 於て すべきで ある。 我等の 主の 耶穌 基脊の 名に 於て すれば、 罪の 救 ひの 十字架の 

めきき 

下に ありて、 罪と 其の 御赦 とに 感泣し、 之に. H りて 潔め られ たる 鑑識 で、 人生 何れの 點に 隠れて 居 

^しおし 

て も、 神聖なる 祝福 を 着 取し、 歡 喜し、 感謝す る ことが 出来る。 『禍 ひ、 福 ひ、 吉凶と もに、 只 だ 七 

字 架に こそ 潔く せら るれ』。 耶穌と 其の 十字架と に. S りて、 世 は 別天地と なる。 苦樂も 哀願 も 趣哝を 

改 むる。 滔々 たる 唯物主義の 世界に、 何 かして 此の 高尙 なる 精神 を 注射して、 病毒 を 退：！ m したい も 

ので ある。 新 誓 感謝 禮拜は 遂に 傳道獎 働の 集會 とならねば 已 むこと が 出来ぬ。 

(新 眷禮拜 說敎)  . 


基督に 於け る 信仰の 一 端 

『願く は 神 を 尊ね て何處 にか 遇 ひまつる を 知り、 共の 御座に 參 りいた らん， t を。 .：.： 然るに 我 束に 

往 くも 彼い まさす、 西に 往 くも 亦 見 たてまつらす。 北に 工作き たまへ ども 遇 ひまつら す、 南に！^ れ 

たまへば 望む ベから す』 (f!7j5ll 一^^)。 神 は 人の 渴 望して 已み 難き ものな り。 然れ ども 思想 を 回らし、 

研究 を みたれば とて、 之 を 確かに 知る こと は出來 ぬ。 神の^ 無 は、 人の 議論に. S りて：^ ばお 耶 

む や  ひと リ まニと_^か；^> 

無耶の W に 葬られん とす。 結局 耶穌 基督に. a るの 外ない。 獨ー の眞 神、 天に 在す 父 を 信す る こと 

は、 耶 Si に 山らねば 事！ 莨に 於て 出来ぬ。 之 を 離 るれば 神に 遠ざかり 天の 父に 疎くなる。 如： 1： にして 

此の 如き 關 係が、 神と 耶穌 との 問に する かと 云 ふに、 第一 耶穌に 接近して：； i ハの 精神の 感化に 觸る 

カゾか  よご.. -ろ 

る もの は、 自ら 天來の 靈氣に 動かされ、 何となく 暫 らく 世 心を脫 却して、 別世界に でも 引き上げら 

るる 如き 心地が ある。 此 まで 來れ ば、 祌を認 むる に 至る は 已にー 歩 の^に 過ぎぬ。 ^二、 耶 穌と祌 

と 如 ：！： にも 親しく、 其の. g に萌然 掬すべき 契合の 存 する を 見聞きす る もの は、 祌の 一 莨 在 を 疑 ふこと 

を 得ぬ" 『我が 父 は 今に 至る まで 働く。 我 もまた 働く』。， 父 は 子 を 愛し、 凡て 己れ の 行 ふところの 

を 彼に 示す JT 『父 我 を 知る 如く 我 もまた 父 を 知る』。 『其の 命じた まふと ころ は、 即ち 永生なる を 我 
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, ^る。 此の 故に 我が 云 ふところ は 父の 吿げ たま ふま、 に 云へ るな り』。 『時將 に 至らん、 <f マ 至り ュ。 

汝ら 散りて 各々 其の 屬 すると ころに 往き、 只 我 を獨り 遣さん。 され ど 我獨り 居る にあら す、 父 と 

俱に 居るな り』。 此 等の 首 を 聞く とき は、 主耶穌 と斯の 如く， 相 語らる、 神の 實在 せる こと を、 ゆめ 

疑 ふこと が 出来ぬ。 

漸く ナザレの 耶穌と 親しみ を 重ねる に從 ひ、 其の 人格に つきて、 宛 がら 夜の 明くるが 如く、 驚く 

ベ き事實 を發 見し、 是れ霄 に 神の 獨子 肉體に 於て 現 はれし ものなる を 確信す るに 至る。 『それ 躯;^ 

となりて 我らの 問に 寄れり。 我ら 其の 榮を 見る に實に 父の 生みた まへ る獨 子の 榮 にして、 £ と眞 

理 とに 充てり』。 ぺ テ 口 の 如き は 他の 使徒た ち を 代表して 『主よ 我ら は 誰に 注ん やな！ g| いお 一 一 一一；；： S 有て 

る 者は汝 なり。 また 我ら 信じて 知る、 汝は 活ける 神の 子 基督な り』 と 絶叫す るに 至った。 バウ 口の 

如き は、 忽然 天の 光に 擊 たれ、 思 ひも 態け す、 主 耶穌の 神威 を拜 し、 端的の 間に 己れ の 凡て を献げ 

て、 其の 僕と なった。 殊に 彼が ガラ テャ 人に 向 ひて 『耶穌 基督の 十字架に 釘 けられし 事 を 明かに 其 

の 目前に 顯 されたり』 と 云 ひし 如く、 十字架と 其の 意義と に 深く 感激して 罪 ある 人 を 救 は せらる.， 

神の 限りなき 慈愛 を 明か に認 むる こと を 得た。 

かが 一り なき い^ち た ひとり ま 二と 乃 か 

『永生と は 唯 獨の眞 神なる 汝と 其の 遣 はせ し耶穌 基督 を 知る 是れ なり』。 是れ 基督 敎の耍 匕 n を 言 ひ 現 

はした る 言な り。 基督 敎は 哲擧 者の 理窟に 偏す ると も 違 ひ、 神と 云ふ觀 念の 判然せ ぬ 多祌敎 のと も 

まこと。 か； 6 

大いに 異 りて、 唯 獨の眞 神 を 確信す。 其の 此に 至る は、 猶太 人の 耶穌を 排斥した るに 反し、 神 Q 


遣 はした まへ る耶穌 基督 を 知り、 其の 恩寵 を 深く 感銘す る 信仰な り。 約言 すれば 耶穌 基督に 於て 唯 

獨の眞 神に 信賴 する 宗敎 なり。 

唯 獨の眞 神と は 如何なる ものな り や。 『祌は 愛な り』 (lifJJ 何 を 以て 之 を 知る か。 『祌は 其の 生み 

たまへ る 獨子を 世に 遣 はし、 我ら をして 彼に 由り て 生命 を 得しむ。 是に 於て 神の愛 我らに 顯 はれた 

り。 我ら 祌を 愛する にあら す、 神 我ら を 愛し 我らの 罪の 爲に 其の 子 を 遣 はして 挽 M の 祭 物と せり。 

是れ 即ち 愛な り』 (fg- 一 ig ぼ)。 基督と 其の 十字架の 意義に 於て 祌の愛 は 明かに 證 せられたり。 s# と 

その 十字架と は 基督 敎の 基本、 其の 中心 點と云 はねば ならぬ。 斯の 如く 耶穌 基督に 於て 神の愛た る 

HJ を 確信す るに 至らば、 其の 結果と して 新生 涯を營 みて、 道德の 方面に 大 いなる 變動を 生す。 ョハ 

ネの 書翰に 祌を 愛する の 愛 我らの 衷に 完全う すと 云 ふ 語 あり。 是れは 寧ろ 神の愛 我らの 衷に 完全う 

すと 譯 せらる」 が穩當 ならん。 、王 耶穌に 由って 明に せられた 神の愛、 吾人の 心に 徹し、 共の 自然の 

結 菜と して 美しく 高潔なる 生命 を發 揮す るに 至る。 即ち 基督 敎 倫理の 本義 此 に^す。 邦」督 者 は舉に 

正義に 則り、 倫理に 準據 せる 生活 を營 むので ない。 耶穌の 救 を 受け、 其の 慈愛の 運用から、 献身 神 

に 奉じ、 人に 事 ふること を 喜ぶ が、 其の 道德の 本領な ひ。 

以上 說き 来れる ところ を 概括 すれば、 次の 如き 意味に 歸 着す。 基督 敎は 耶穌 基督の 人格 及び 事 梁 

に 於て 顯彰 せられた る 神の愛 を 信じ、 之に 歡 喜し、 之に 勇みて 實 現せら るべき 新しき 生命な り。 而 

して 吾人の 救を完 うする は、 即ち 基督と 其の 事業と に關 する 信仰が、 身に 應^ せられて 藩々 其の 內 
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一 

容を發 揮す る ことで ある。  一 

基督 者の p: を 信す る は、 議論の 結嚴、 研究の 局 を 了へ たる ことと して、 絕對 者、 物の； 赏體を III 

むる 位の もので はない。 吾人の 罪 ある 靄 魂に 向 ひて 發揚 せらる 、神の 活ける 愛の 作用 を 親しく i 莨驗ー 

あま し ^  一 

し、 其の 救 ひの 恩寵に 信賴 し、 其の 厳く 尊き 御 姿を讃 嘆し、 其の 爛憐と 祝福と を 身に 覺ぇ、 其の 能 一 

力、 智慧、 及び 慈愛に 危み もな く惜げ もな く、 自ら を 投じて 全く 打ち 任す る ことなり。 祌は 人に 一 

取りて 造 物 者た るよりも、 罪 ある 靈 魂の 救 者と して 拜 せらる。 之に， 5 りて 罪の 赦し、 平和、 沾カ、 - 

、？' 1^ さ  一 

及び 彌增る 歡喜を 身に 覺ゅ。 とても 大擧の 講座より 擧び 得べき 有神觀 にあら す。 靜座 P ハ想、 學究的 一 

に 吾人す べきと ころで ない。 只 だ 十字架の もとに 立ちて 救 はれた る ことに 感泣す る ものの 心 に^の： 

如く 湧き出 づ べき 信念な り。 斯の 如き 信仰より 生す る道德 は、 結跏趺座、 面壁 九 年、 深呼吸な ど を 

試みて、 獨り 寂しく 修養す る 如き ものと は、 全く 其の 種類 を 異にす。 基督 者の 修養 は欽 仰、 禮拜、 

讃美、 感謝、 報恩、 献身 を 旨と する ので ある。 後者の 倫理的 趣味、 內 容の豐 富なる に 引き 換へ、 前 一 

者 は 物理的、 智 的で、 道德の 要素が 甚だ 少ない。 之 を 善き にも 應 用すべく、 惡 しきに も 押し 向く る- 

ことが 出来る。 乃 木の 如き 或る 意味に 於て 高潔な 切腹 をな すに も應 用され ると 同時に、 梁 上の 君子 一 

も、 結跏趺座、 球 磨の 功 を 積み 神 を 練り、 膽を鍛 ふる 結果、 其の 仕事に 成功す る こと を 便利が るか 一 

も 知れぬ。  一 

6 さ 

『また 凡ての 事 は 祌の匕 SI に 依りて 召れ たる 祌を 愛する 者の 爲 めに 悉く 働きて ハ俭 をな す を 我ら は 知れ- 


り。 …… 然ば此 等の 事に 於て 何 を か 言ん、 若し 神 我ら を 守らば 誰か 我らに 敵 せんや。 己の 子 を^す 

して我ら衆ての爲に之を付せる^<?:は、 豈か 彼に 併へ て 萬 物 をも赐 はら ざらん 乎』 (5?,ff ふ」 D。 祌の攝 

现に關 する 强烈 にして だ 深き 信念 此に 溢る。 頭の髪$^^ぺ數へらる。 签の 鳥、 野の 百合 を：：^ よ。 何れ 

か 攝现の 福音 を傳 へざる。 正直の 頭に は 神 宿る と 云 はす や。 『天 德を予 に 生せ り。 Iwl^ 北 ハれ予 を 如： 1： 

せん』 と 安心した は、 如何にも 立派なる 態度、 大人の 心 懸け、 斯く あるべき ことと m 心 ふ。 然し 世の 巾 

に は 天道 是耶 非耶 との 疑問 を挑發 せし むる 如き 事實少 からす。 『{nl 然界は 北ハの 爪と 牙と を 紅に 染め 

る』 ではない か。 出師 未だ 成らす、 身先づ 死す と は 諸葛孔 明の 爲 めに 發 した 歎息で ある。 ^して 攝 

现を 確信す る さが 出來 るか。 然れ ども 基督 者は斯 る事實 を 商 景： し、 利害 を 打^し、 +:nM 禍ー 1 を拜に 

懸けん とするな ど、 紛々 たる 世 ^の" 應&- の 分野に 立って、 攝现の 確信 を發揮 せんと 試みる ものに あ 

らす。 其の 信仰 は 其 4 督と、 之に 由り て 救 はれたり て ふ赏驗 と に 基づく。 其の 獨子を さ へ 與 ふるもの、 

など  なやみ くるしみ  り は どか 「るぎ 

豈か 之に そへ て 萬 物 を も與へ ざらん や。 『艱難、 苦痛、 迫害、 飢娥、 裸 5e、 危險、 刀劍』 も 物 か は。 

すべての 境遇に 於て 神に 安んじ、 終局の 勝利 を 信す る こと を 得。 之を要するに甚-督^<;は救はれたと 

云 ふ！ 驗 に基づいて、 天命 を 知 ひ、 攝理に 安ん する ことが 出來 る。 

死 して 萬 事 を 終結す るか。 是れ千 十 ：！ の 問題な り。 或は 心 现舉の 方面より、 或は 倫现の 必要より 

米 世 の 實在を 明か にせん と 企つ。 哲擧 者の 見地より 讓魂 不滅 を 信じ た る もの 已にグ リシ ャ の^：^者ぁ 

り。 强ち斯 る 企て を 蔑視すべき でない。 此の方 面に 於て 大いに 研究すべき 餘地も ありまた 牧 むべき 
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利益 少なからぬ であらう。 然れ ども 基督 者 は 只 だ斯の 如き 研究 を賴 みとして、 之に 來 世の 信念 を 引 

懸け 置く もので ない。 或る 基督 敎擧 者の 云 ひし 如く 『基督 敎の 終末 擧は救 扬擧の 延長な り』。 パゥ卩 

云 はす や 『我ら 若し 子たら ば また 後嗣た らん。 即ち 神の 後嗣に して、 基督と 共に 後嗣た る ものな 

り。 紫ら 彼と 共に 苦しみ を 受けな ば、 彼と 共に 榮ぇ をも受 くべ し。 我らの 救 は 將來の 望みな り。 未 

だ 見ざる ところ もの を 望むな り。 故に 忍びて 之 を 待つべし』 と。 又 曰く 『夫れ 祌は豫 め 知りた まふ 

ところの もの を 其の 子の 1 に 做 はせんと 豫め定 む。 此は 其の 子 を 兄弟のう ちに 嫡子たら しめん 爲め 

なり。 また 豫め 定めた る もの は 之 を 招き 招きた る もの は 之を義 とし、 義 としたる もの は 之に 榮を赐 

へり』。 見よ パゥ n は 之に 榮を 賜へ りと て旣 成の 事實 なる かの 如くに 記した。 彼 は 將來の 光 榮を手 

に.^ りて 見る 如く 確信した。 其の 目に は 萬物擧 りて 彼の 救 はる、 を 待つ ものの 如く 見えて、 實^ 

末頼もしく 感じた。 天地 は 宛 がら 神の 子た ちの 榮達を 期して、 今 正に 產の 苦しみ を爲す ものに 似た 

.2^。 苦しみの 間に 云 ふ 可らざる 慰安と、 壯烈 なる 希望と を懷 くこと を 得た ので ある。 
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『夫れ 耶穌^ 督に 於て は 割 禮を受 くる も 受けざる もハ 分な く、 只 だ 新た に^られ しもの のみ (偸 あり』 

^督敎 は 克己 努力 を 3：： とする ものに あらす。 神の 前に 罪 ある を. S 总識 し、 、王 耶穌 に. E りて：^: ハの赦 さる 

たまし ひ 

る こと を 立： び、 十字架の 活ける 力に 身 を 寄せて、 救 はる、 こと を 確信す る 宗敎な り。 祌の救 ひ麄魂 

のうちに 活動して、 上よりの 力 之 を 新たに 造り 出す。 故に 基督 者を稱 して 新に 造られし 者と 云 ふ。 

斯の 如く 造られし 靈的狀 態 を 生命と 云 ひ、 之に 形容詞 を 加へ て、 新生 命、 若く は、 水生と 名づ く。 

生现舉 に 於ても，、 生命て ふこと を解釋 する に大 いなる 困難 を感 する 如く、  ^督敎 にても、 Mis の 難 

事 あり。 生命と は何ぞ や、 永生と は何ぞ や、 更生と は何ぞ や。 此は 更に 多くの 難 かしき 题：： ： を 作 ひ 

來 るべき 疑問な り。 今 は 詳細なる 研究に 入る こと をせ す、 之 を實際 的の 方面より 陳述す る を 以て #3 

らく 滿 足すべし。 新たに 造られし 者の 生命 は、 第一 、 神 を 愛する ことなり。 第二、 趣味に 於て 神と 

一致す る ことなり。 第三、 神の 誡 めに 從 順なる ことなり。 路加 傅 第 十五 章の 放蕩 兒を兑 よ。 假 令北ハ 

の 窮境 を脫 して 故山に 歸り、 父の 家に 入る こと を 得せし むる とも、 父に 對 して 愛 を缺き 趣味に 於 

て 少しも 之と 一 致す ると ころな く、 常に 我儘に して 親に 事 ふるの 從順 なくば、 共の E. 斐 なかるべく 
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却って 其の 家 を 監獄の 如くに 見做す ことならん。 彼 は 新たなる 生命 を 要するな り。 基督 者た る こと 

また 斯の 如し。 今日まで 世俗的 生命に 憬れ、 物質 界に のみ 活動せ る 人、 ー轉 して 神 を 愛し、 切に 之 

を 慕 ひ、 深く これ を悅 びて、 其の 趣味に 於ても 全く 之と 調和し、 神の 好む ところ を 好み、 共の 悪む 

ところ を 厭 ひ、 其の 命す ると ころ を實 行す る こと を 努めて 怠らす、 心を埶 (うして 主に 事 ふ、 是れ基 

督 者の 生命な り。 從 前と 其の 方針 を 異にし、 面目 全く 新たなる が 故に 之 を 新生 命と 名づ く。 神と 其 

の國 とに 聯繁 して、 氷 遠の 世界に 一旦る ものなる が 故に、 之 を 永生と 稱す。 新たに 造られし 者 は、 『祌 

の 誡めを 守る』 (IffI き)。 是れ從 順の 道に あらす や。 然れ ども、 是れ只 だ道德 的に 戒律 を 重ん する 

はおら 

に は あらす。 『基督に 在りて は、 割 禮を受 くる も 受けざる も 益な く、 只 だ 愛に 由 ひて 作用く ところの 

信仰の み 益 あり JMIg 書)。 是れ 基督 者の 從 順が 愛に 根ざして、 其の 趣味 神と 調和す るより 来れる を 意 

味す。 斯の 如くなる は 蓋し 耶穌 基督と 其の 十字架と に 由れ る 神の愛、 心に 貫徹し、 根本より 之 を 刺 

難す る もの ある を 以てな り。 『基督 は 我らの 尙ほ 罪人た ると き、 我らの 爲 めに 死にた まへ り、 祌は之 

に 由て 其の 愛を彰 した ま ふ』 sf$)。 基督 者の 新たなる 生命 は、 此に彰 はれた る 愛、 心に 活動して、 

昔日と 異なりた る 愛 を 生み、 趣味 を 養 ひ、 神の 意志 を實 行して 倦まざる ところの 靈的狀 態な り。 

基督 者の 生活 は、 自由 を 以て 其の 特徵の 一 つと す。 其の 道德は 他の 宗敎 などと 趣き を 異にして、 

紬に條 目 を 立て、 戒律 を 以て 束縛した る ものに あらす。 多くの 點 について は， 確と したる 規定 もな 

く、 殆んど 之 を 自由問題 として 放棄せ るかの 感 あり。 抑 も繁文 搏 禮、 戒律 的なる は、 奴隸に 適すべ 


く、 決して 子た る ものの 身に は相應 しからす。 { 豕 庭に 於け る 子 は、 叙の 心 を 熟知し、 〈お 風に 惯れ、 

おの プ  わ ざ  はた ら 

其の 趣味 も自 から 一 致せる より、 故意と ならぬ 手心 自然と 作用き て、 進退 自由なら ざる はなし。 基 

#敎 は道德 の 手心 を授 く。 條文 不備なる 其の 道德 最も 有効なる 所以の もの 此 に^す。 此の 自. H なる 

倫理 を 宣 倚す る は、 窮屈に して また 甚だ 放蕩 無賴 なる 現在の 社會を 救 ふの 適藥 にして、 1!^ も切耍 な 

る 事業なる べし。 

基：^ 者の 生活 は、 崇信 敬虔 を 以て 其の 眞 面目と す。 ：大 を 畏れ、 祌を敬 ひ、 目に 見えざる 父に 孝、 

(51 なる 君に 忠、 限りなき 愛に 對 して、 感恩 報謝、 獻身 主に 事 ふるの 生活な り。 決して 物質的に 流 

さい は ひ 

れ、 利福に 汲々 として、 逸樂に 安ん すると を 許さす。 福に は 感謝し、 禍には 天命 を 田. -ひ 倫理に 於 

か 5 じ や 5 きん V. ふう 

て は 向上 欽 仰して 身 を 謙り、 罪 を自覺 して は 懺悔 吿. H して、 基督の 十字架に. S れる 救に 感泣す。 W 

かう が 5 

の 生活 は 仰視 的な り。 畏敬の 念、 常に 滿ち、 何となく 謹嚴肅 敬の 氣を 具へ て、 祌々 しき 特微、 げに 

此の世の ものなら す、 宛 がら 天 來の稱 を 移植せ しかと 思 はる k ところ あり。 此を 以て 基督 者の 生活 

んゃ 5,っ ひんの； - とくこと や-うくる まつる がごと し 

は、 之 を 概括して 聖徒 的の も のな りと 云 ふ を 得べ し。 朱 子の 所謂 『出門 如賓、 承 事 如 祭』 是れな 

り。 先日 本紙に 用 ゐられ たる 譬喩 を 借りて 之 を 云へば、 今日の 德敎を して 成功せ しむる も、 ^の 結 

果は寶 船に 乘り合 ひせる 七福神 を 現出す るに 過ぎざる べし。 其の 福々 しさ、 其の 愛橋 ある、 其の 稱 

類と 程度に 於て は 可な りと 雖も、 土奐紛 々下界の ものた る を 免れす。 儒教の 或る 一種、 ニ官が 報 ic- 

主義の 修養、 皆な 人類 をして 此の 凡俗 道德 に安ぜ しめんと す。 之と 異なれる は 文人 畫の 人物な り。 
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樹木 か、 岩 ITT か、 將た 人間 か。 時として 之 を 識別す るに 苦しむ ことなき を 得す。 其の 自然 化せられ 

たる 脫俗潇 ： きの 風 愛すべき もの ありと 雖 もまと 是れ 人間の 道に あら t 人 をして 専ら 自然 化せし む 

る は、 敬服し 難しと 云 ふ を 憚らす。 之と 比較し 來 らば、 名 畫に現 はれた る觀 背の 像に は、 文人 畫の 

人物 こも、 七福神の 圖 にも 見る こと を 得ざる 別世界の 氣韻 甚だ 尊ぶべき もの あるが 如し。 西洋 名畫 

の マドナに 至りて は、 之よりも 更に 深き 何もの か を 示す に 似たり。 此等を 比較して 微かに 若 取す る 

こと を 得る もの は、 蓋し 崇信 敬虔の 氣 象に あらす や。 之に 向へば 何となく 忝 敬 さに 淚 滴る、 の念禁 

する こと 能 はざる もの あるべし。 基督 者 は 聖者たら すん ば あらざる なり。 

基督 を 信す る 者の 生活 斯の 如くなる を 得る 理由の 一 つ は、 其の 生活の 他界 的なる ことなり。 『彼等 

は 地に 在りて は 自ら Si なり、 1^ ど {^i なりと 言へ り。 斯の 如くい ふ 者 は 家 鄕を尋 ぬる 事 を 表 はすな 

り。 彼等 もし その 出で しと t ろ を 念 は.^ 歸 るべき 機 ありし なるべし。 然れど 彼等 は 更に 愈れ る 所、 すな 

はち 夭に 在る ところ を 慕へ り』 (wf^s^ji の)。 文-.. 畫風 にも あらす、 ー腋世 的に も あらす、 向上 的に し 

て祌を 愛し、 人に 事 ふるの 精神に 富める 他界 的の 態度 は、 基督 者 をして、 七福神の 如くなら ざる 祌 

f き滿 足を懷 かしめ、 物界に 無頓着なら すして 然 かも 之に 超越せ しめ、 因緣 と- 啼 。 めすして 父の 愛 

を 信じ、 其の 準備せ る 上の 家 を 望みて、 艱難に も 喜ぶ こと を 得しめ、 順 を 以て 逆に 處し、 悠々 自適 

平和の 間に 凱歌 を 揚げ しむべし。  . 


四旬齋 懺悔の 歌 

今 は 四. I？ 齋 最中な り。 此の際 聖書に、 冥想に、 祈禱 に、 心を^めて i::^ 仰 を 修養し、 耶穌 受難の 意 

味と 復活の 能力と が 各自の 靈 魂に 深く 泌み亘 る やうに 心 懸けねば ならぬ" 

古 がら 詩篇 筘ハ、 第 三士 一、 第三 十八、 第五 十  一 、 t ル la 二、 第 10 三十、 f ル Kuw 十三の 七つ は、 四 W 

齋 の；^ と稱 けて、 信仰 修養の 村 料に 用 ゐられ た。 プ a セ u ゥの 『歴史に 於け る 詩篇』 に 曰く、  ォ 

ゥ ガス テ ン 臨終の 時、 ヒッ ボウに 於け る 其の 質素なる 家の 病. Cfj の 壁に 四 旬 齋の詩 を *： き 出さし め 臥 

しながら 之を讀 みたる が、 時として は淚に 咽び、 聲を 放ちて 泣く こと も ありき。 彼 は 此らの 詩 を讀 

みつ、、 紀元 四 ぼ 三十 年 八月 廿 八日、 其の 休息に 入れり と。 

斯の 如く 古今 諸 聖徒 及び 基督 者の 熱 切なる 經驗を も^ばる \ 四 旬齋の 詩の 中で も、 別けて 美 はし 

く 其の 意味 痛切で、 靈 魂の 奥まで 動かざる を 得ぬ 感 深き は 其の 第五 十一 篇 なり。 ダビデの 作と あれ 

ど 疑 はし。 少く とも、 原の 歌に 後人の 加へ たと 思 はる、 所が 毘 ゆる。 結局 多くの 人の 信仰の 意識： Si 

晶 して、 此 處に顯 はれた ものと 33- なして 差 支 あるまい。 益々 以て 今日の 我らの 爲め にも 祈禱の 紫、 

ふさ は 

信 に勸み 進む 材料と なる に 最も 相應 はしく 覺ゅ。 

一節から 九 節まで は 罪を憐 悔し、 神の 憐 偶に 訴 へて， 其の 赦 されん こと を 求めた ので ある。 己が 
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爲 せし 事 を 省み、 之 を 不義と 云 ひ、 愆と云 ひ、 叉 罪と 云って 嘆いて 居る。 罪 を 凡ての 方面から 觀察 

よこしま 

して、 遣す ところな し。 罪惡は 邪曲で ある。 人生の 脫線 だ。 之が ために 正 鶴 を 失し、 人の 人た る 本 

領を沒 却し、 全く 理想から 脫づれ て 了 ふ。 殊に 最も 恐るべき は 神に 叛 くと いふ 點 なり。 『我 は 爾に向 

ひて、 たビ 繭に 罪 を 犯し 聖 前に 惡 しき 事 を 行へ り』。 罪惡は 道に 外れ、 人 を 侵す のみなら す、 神 を 犯. 

す ことなり。 凡の 罪惡は 叛逆 だ。 基督 敎は 罪に ついて 此の 感覺 だ 痛切で ある。 思 一 たび 此虑に 至 

らば、 罪惡は 神に 對 する 交涉 事項な りとの 點が、 全く 心 を 支配して 身 も 世 も 無き、 天地 容れ ざる 罪 

人な りとの 思 ひ 胸に 迫る。 然し 罪惡は 一 つ 一 つ 離れく の 出来事で はない。 ー團に 纏まった 勢力に 

よこしま 

して 板 を 深く 心に 張って 居る。 旣に靈 魂の 根本的に 腐敗せ る を 感ぜざる を 得ぬ。 『見よ 我れ 邪曲の 

はら 

中に 生れ、 罪に ありて 我が 母 我れ を娠 みたり き。 爾眞實 を 心の中にまで 臨み、 我が 隱れ たる 處に智 

わ だ 

慧を 知らし め 給 はん JT 罪 惡は事 K として 表面に 現 はる k のみなら す、 心の底 深く 潜みて 极 强く蟠 

屈まれる 力、 如何と も爲 しがた く 見 ゆる。 遺傳ゃ 境遇に 責任 を 嫁して、 其の 良心 を 鈍らせ、 天 を 

怨み 人 を 咎めて 自ら 非難る ことのな き 輩 も、 世に は少 くない。 然し 此の 歌 は 全く 反對 で、 之が ため 

に 益 深く 罪悪の 壓カを 感じ、 慚愧 煩悶、 禁する^^;ぁたはすして曰く、『爾ヒソプをもて我をきょめ給 

へ、 さらば われ 淨 まらん、 我 を あら ひ 給へ、 さらば われ 雪よりも 白 からん、 なん ぢ我 によろ こびと 

快樂と をき かせ、 なん ぢが碎 きし 骨 を よろこばせ たまへ、 ねが はくば 聖顔を わがす ベての 罪より そ 

むけ、 わがす ベての 不義 をけ した まへ』。 


十 節より 十： 一節まで は 心の 淨 めら れん、 と を哀み 求めた 言で ある。 罪惡の 勢力 恐ろしく 強大なる を 

自覺 せる 身 は、 『神よ わがた めに 淸き心 を 創造り わが 褒に なほき を 新に 起した ま へ』 と 祈らざる を 

得ぬ。 罪 惡は手 輕く彌 縫して 了むべき にあら す 心の 根本的 改造 を 要す。 ひ 人力の 能くす る 所な らん 

や。 なほき 靈と譯 せる は、 寧ろ 確乎と せる 霞と いふ 意味で、 此の 心の 變 り！：^ く、 浮れ い 然 ir た 心 も 

となき を 嘆きて、 志巖の 如く、 弛む こと も、 撓 むこ ともなく、 確かな らんこと を 切に 求めた ので ある。 

『我 を迹 前より 棄て たま ふなかれ、 汝 のきよ き靈を われより 取りた まふな かれ』。 神 を 恐る、 もの の 

最も 忍びが たき は 之れ と絕緣 する ことなり。 彼 は 神と 相 離る る を： S だ 恐ろしき さとして 戰课 する に 

至る。 頒 愚なる 此、， ：. を も 長く 忍びて、 今までに 幾 冋 となく 覺醒を 與へ給 ひぬ。 斯の ごとく 俯 E. 斐な 

きお 様に て は、 遂に 靈的 感受性 を 失 却して、 神の 查靈の 導 を、 取り上げら る、 こと もや あらん。 あ 

な 恐るべき 成 行かな と 心 も {4! に聲を 放って、 爾の淸 き^ 靈を 我より 取りた まふな かれと 叫んだ。 彼 

は 機械的に ま，" を 行 ふに 滿 足せす。 心なら す も 驅り使 はる &奴隸 の 如く 道徳に 齦齪 たる を 恥ぢ、 孝子 

が 欣然 親に 仕 へ 、 赤心 の 溢る & ところに 從 ひて 行動す る 如くな らんこと を 望みて 、『自由 の を與 

へて、 我 を 保ちた まへ』 と 哀訴した ので ある。 

十三 節から 後に は、 神に 仕へ、 世 を 益し 人の ために せんとの 志 を 述べたり。 曰く、 『さらば われ 愆 

を を かせる 者に なん ぢの途 を をし へん、 罪人 は 鹏に歸 りき たるべし』。 斯く 祈れる 一一 一一 ：= の 下より、 ま 

た 『祌 よ、 わが 救の 神よ、 血 を 流し \ 罪より 我 を 助け出し たまへ』 と 祈って 居る。 罪 を 歎く 心の 如何に 
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切なる かを毘 よ。 之が ために、 歌の 形式 も亂 調子と なりぬ。 然れ ども この 亂 調子 こそ 信仰の 寶驗を 有 一 

のま &に顯 はせ るに て、 其の 妙 却って 譬 ふるに ものな き 心地 ぞ する。 彼は聲 高らかに 神の 義を歌 ひ、 一 

口 を 極めて 之 を 讚美 せんと、 心に 誓 ひ、 其の 志 をも發 表した。 何故 なれば、 神 は眞實 の纖悔 と悔改 者の 一 

あ 3- ぶみ 

切なる 志と を嘉 した まふ。 吾人 は 危疑 もな く、 必 らす聽 かれんと 信じて 神に 訴へ吿 ぐる £」 が出來 る。 一 

曰く 『なん ぢは祭 物 を このみた ま はす、 もし 然ら すば 我 これ を さ k げん、 なん ぢ また 潘祭 をも悅 びた 一 

ま はす、 神の もとめた まふ 祭 物 はく だけた る靈 魂な り。 神よ、 なん ぢは碎 けたる 悔し 心 を 親しめた 一 

まふ まじ』。 天父の 態度 斯の 如し。 吾人 は 1^ 前に 至誠 を 柚んで て、 微悔吿 白の 祈禱を 捧げねば ならぬ。 j 

十八、 十九の 二 節 は 前の 數 節と 調子 を 異にして、 意味の 轉合 何となく 纏り のっかぬ やうに 感ぜら 一 

れる。 蓋し 遙か 後の 人の 加へ しもの か。 蛇足 を 添へ たるの 感 なきに しも あらす。 然れ ども、 デ H ビ 

ッド .ス ミスが 其の 著書の 一 つ (Malvs  Need  of  God) に 於て 之 を解釋 し、 此は 人の 心 自己の 不み 

全に して 不備 極まる 徴悔吿 白に 滿 足しが たき 至誠 を 現 はした もので 舊約 時代に は 之を犧 牲ゃ潘 祭の 

禮典を 以て 補足す る 外なかった ので ある。 今 曰の 基督 者 は 牛 や 羊 を 屠りて 祭 をな すに あらす、 耶穌ー 

の 十字架 を 見上げ、 其處に 神. ら 我らの 罪 を 背負 ひ、 胸 を さき 血 を 流されし を 認めて、 其の 驚く ベー 

き 慈愛に 感激し、 救の 平和、 心に 湧き 溢る、 を覺 ゆるので ある。 我らの 罪惡 のために、 十字架 上に； 

尊き 心 胸の 攀 かれた る こ マて、 この 碎 けたる 悔いし 蓮 魂に は 限り もな く 勝され るを覺 ゆる なれ。 . 


『なん ぢら眼 を あげて 一：：^ きを 見よ。 誰か 此ゃ ザの もの を创 造せ しゃ を 思へ。 、下： は數を 調べて、 その^5？ 

を ひきいだ し、 おの/ \ の 名 をよ びた まふ。 主の 勢大 いなり』。 『H ホバは 地の はるか ト： にす わり 

地に すむ もの を の 如く IS たま ふ。 お ほ ぞらを 蒲銷の 如く 布き、 之 を ふべき 幕屋の 如く 張り. U ま 

マ、 J き 

ふ』 (§?tfi，fi$?)。 祌の榮 光 は 天地に S く。 吹く 風 も 其の 祌秘 なる 作用の 消息 を齋 す。 流る k 水 も 萬 物 

の 源 を 想 はしむ。 然れ ども 祌の實 在の 最も 顯著 にして、 其の 威嚴の 極めて 灼然 なる は、 人の 近 念 を 

刺激し 戴 魂の 中に 活動 せら るるとき なり。 人類の 展史を 見渡す に 『我に あらざる 力 正義 を赞て 進行 

しつつ ある』 のみなら す、 人お のく の 方寸の 間、 道に 由り 仁 を 成さし めんと して 、頻りに 之 を： 一. 以吹 

する 祌靈 の氣 ある は、 志 高き ものの 古へ より 常に 自覺 すると ころな り。 其の 握力に 執 へられて は、 

屢ば之 を 拂ひ棄 つるに 忍びざる の见 をな す。 隱微を 透視す る 其の^ 光 は、 暗き 隈に人 を 追 ひ 及き て 

のが . 

脫 しも 遣らす。 神の 靈實 に存 する こと を 疑 ふ 可から ざるな り。 

はらの-つち 

然れ ども 基督 を 信す る 者 は 『聖書に 錄し. - 如く 其の 肚裡ょ 活ける 水 川の 如く 流れ出 づ べし。 か 

く 云 へ る は 彼 を 信す る 者の 受けん とする 露 を 指せるな り。 其 は耶穌 未だ 榮め を受 ざるに 因り 靈 未だ 
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ふ さ^5 

降ら ざれば なり』 (if 凊ー ^^)。 天地 正大の 氣磅 ® として 兩 問に 充塞り、 深く 人の 心に 潜みて 活動す と 

雖も、 之 を 耶穌榮 光 を 受けた るに 因り、 活ける 水 川の 如く 流れて、 『神の愛 我らの 心に 液溉 ぐ』 に 比す 

れば、 同より 同等の ことに あらす 。類 を 異にすと 云 ふ も 不可な し。 神人と して 實 現せり と 云 ふ 基督 を 

信じ、 其の 榮光を 受けし こと、 即ち 換言すれば 十字架に つき、 死して 葬られ、 人の 救を完 うし、 復 

も は 

活 して 天に 昇れる こと を 確信 するとき は、 祌の靈 最早 之を單 純に 神秘なる 勢力との み 云 ふ を 以て 滿 

足す ベから す。 其の 人格 的 意義 溫か にして 甚だ 切なる もの ある を 感じ、 宛然 孝 14.. の 慈 親に 於け るが 

は" らま 

如く、 友の 斷 金の 交 を 結ぶ よりも、 更に 親密なる に 至る。 聖靈の 作用 は 人格 的な り。 彼は來 り、 導 

き、 語り、 聞き、 證を なし、 藤へ、 又 告示すな り (fi^f  、一一  ぜシぷ つ  一 g)。 聖霊 は 人格に あらす や。 之 を 

真ば しむる を 得べ く、 また 憂へ しむる を 得べ し。 祌靈 の氣內 住して、 人の 心に 活動す るの 意義、 

0H 及び 能 ^ 度斯の 如く 熱 切、 沈痛、 深烈 なる を覺 ゆる は、 基督 者の 所謂 逢靈を 信す ると 云 ふこと 

なり。 

『基督 は 我らの なほ 罪人た る 時 我らの 爲 めに 死にた まへ り。 神 は 之に 由り て 其の 愛を彭 した まふ』 

(m)。 兹に彰 はすと ある は、 即ち 其の 有りの 儘 少しも 紛ふ 可らざる 性質に 於て 神の愛 を 發揚し (デ 

へりくだ 

一一 ィ)、 吾人の 價 せざる 神の愛の 實證を 深く 首肯せ しむる もの (サン ディ) にて、 謙遍 りて 懇に 其の 

證據を 推薦し、 之 を 認識 せんこと を 切に 勸誘 する (グレイ) HJ を 意味す。 或る 學者は 此の 彰 すと 譯 

せる 一語に 無限の 謙遜 Afis せらる と說 くに 至れり。 かくて 『我らに 賜 ふところの 聖靈に 由り て祌の 


愛 我らの 心に 灌溉 ぐ』 (§f§) 。液 漲ぐ と譯 せし 語 は 洪水の 滔々 として 漲り 流る る狀 なり。 神 我 を 愛す 

とこや； S 

と 云 ふ 自覺、 春 水の 如く 心のう ちに 湧き出で、 靈魂 をして 常闇の 奈落の底より 天上にまで 浮き 上ら 

しむ。 心の 有 樣此に 至りて は 『恩 難に も 欣喜 をな す』 を 怪します。 『其 は 患難 は 忍耐 を 生じ、 忍耐 

は 練達 (f^:f ) を 生じ、 練達 は 希望 を 生じ、 希望 は羞を 来らせざる (Issss:^ を 知る』 なり。 

『信者 はみ な 心 を 一 にし 意 を 一 にして 誰 1 人 その 所有 を 己が 物と 云 ふこと なく、 凡て 之 を 共 に^てり。 使 

徒た ち大 なる 能 を もて、 王耶 鰊の 難り し 事を證 し、 彼らみ な大 なる 恩 を 蒙れり。 其の 巾に 一 人 も. iH^ おなか 

りき。 其 は 地所 あるひ は 家 を 有て る 者 は 其れ を賣 りし 所の 惯を 持ち 来り-、 使徒た ちの 足下に e く。 之 を 各 

々の 用に 從 ひて 分ち 與へ しが 故な り、 レビの 族に てク プロに 生れし ヨセフ は、 ：fa- 徒 逮こ呼 f れて バ レナ ベ 

と 称る。 之を譯 けば 慰めの 子。 この 人 田 疇 ありけ るが、 其れ を 賣リて その 金 を 持ち 來り 使徒た ちの 足；^ に 

S けり。 然るに アナ -I ァと いふ 人、 其の 妻サッ ビラと 共に 康業 を賣 り、 その 惯の 幾分 を藏 し、 餘リの 幾分 

を 持ち 來 りて 使徒た ちの 足下に 置きぬ。 其の 妻 も 之 を 知れり。 ぺ テ 口 曰 ひける は、 アナ 二 ァょ 何故に 汝の 

心 サタンに 滿 され、 犁-靈 に 對ひ僞 りて 地所の 價の 幾分 を 蔵す CJ をせ し 乎、 地所 未だ 寶ら ざる 時は汝 のおな 

らず や。 巳に 賣 りたり とも 亦汝の 權に屬 けるなら ず や。 何故に 汝の心 この 事 を 企てし や。 汝 人に 對 ひて^ 

るに 非ず。 神に 對 ひて 偽れるな リ。 アナ -I ァ此言 を 聞き 仆れ て氣絕 ゆ。 之 を 開ける おみな 大に懼 る。』 (使 

徒行 傳 四の 三 二 I 五の 五) 

當時 敎會は 聖靈の 大氣に 包まれたり。 神の愛 汪洋 として 其のう ちに 流れ 溢れたり。 博愛 高義の 精 

神與窗 して、 人々 我も我もと 道に 勵 みたり。 敎會 のうちに 聖靈の 滿ち擴 がれる のみなら す、 會眞の 

A モ、 , 

心に 義氣 f し、 愛の^ 燃えて、 之 を激勵 し、 其の 心に 何となく 直々 と 推し 迫り、 各々 思 ひ 切りた る 
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行爲に 出づる こと を 禁ぜ ざら しめんと する もの ありき。 宛 かも 潮流の 勢に 壓し 遣らる.. - 船の 如し。 

斯る 場合に 於て 敎會の 中に 在りながら 猶豫 して 進ます、 手 を 空しう して 立つ は是れ 人に 叛き、 敎會 

に乖 るに あらす、 祌に叛 き、 聖 靈に乖 るな り。 自己の 志に 货き、 初心 を實 行す る こと を 怠り、 戒心 

を 懐き、 善を僞 り、 非 を 飾らん とする が 如き は、 是れ神 を 偽り サタンに 滿 されて 聖 靈を 瞞着 せんと 

、  まのお た 

欲するな り。 すべての 道 德此に 於て 人格 的關 係の 高潮に 達し、 世に 有り ふれた る 罪惡も 面前り 祌に 

唾し、 聖靈を 蹂躪す と 云 ふ 恐し き 性質 を帶 ぶる に 至る。 此れ 基督 敎 生活の 眞 面目、 敎會の 理想的 狀 

態な りと 云 はざる 可ら す。 敎會の 講境も 聖禮典 も 讚美歌 も 高壓の 電流 を 通す る 線條の 如く、 大河の 

ちりあくた ふさ 

決して 流る」 溝の 如くなら すん ば あらす。 然れ ども 時に 停電 あり、 流域の 塵芥に 壞 がるる ことなき 

にあら す。 敎會の 勢力、 基督 者の 精神 また 斯の 如き もの あるに あらす や。 基督の 人格と 其の 十字架 

に 於け る 救の 事業と は、 凸面鏡の 日光に 於け るが 如く、 神の愛 を 受け、 其の 光と 熱と を 焦點に gfw- 

して、 罪 を 燒き盡 し、 惡を 滅ぼし、 正義の 念 を 白熱の 程度に 昂進せ しむる の 力 を 有す。 若し ペンテ 

コステ 前 H ルサ レムなる 樓 上の ー窒 に集會 せる 基督 者の 如く、 世に 在りし 耶穌、 十字架に 懸 りて 復 

活 せる 彼と 各自の 過 来し方と を 思 ひ、 聖書に 心 を 潜め、 祈りに 餘念 なくば 聖靈の 感化、 敎會と 基督 

者 各自 の 胸中 に 湧き上 り 、 燃え 出で ん こと 必定に して 疑 ひなかるべし。 

『彼 また 我らに 印し 且つ 質と して 靈を 我らの 心に 賜へ り』 (づ IJ^J*)。 質 は 古へ ピ ニケの 習慣に. E 來 

せる 商業 取引の 方法に て我國 の手附 金の 如し。 何 にても 貨物の 一 部分 を 質と して 領牧 すれば、 全部の 


手に入るべき こと を 期して 待つべし。 假令此 一一 少なり とも 質 だに 乎に あらば、 凡て を收 5;: せる 心地す 

る を 5：： べきな り。 基督 者の 心に 活動せ る 聖靈、 之に. H りて 神 を アバ 父と 呼ぶ 精神、 共の 紡 3^ たる 仁 

愛、 真樂、 平和、 忍耐、 慈悲、 良 善、 忠信、 溫柔、 拇 節の 覺ぇ あらば、 是れ旣 に iiiJTM に 出り て 質 を 

領牧 せるな り。 K を 見る につけても 取引の 決 了 せんこと を 待ち； f 化る 身 は、 『歎きて とならん こと、 

即ち 我らの 身 體の救 はれん こと を t:^ つなり』 (1 麵 A)。 吾人 祌の たりと 雖も 幼弱に して、 未だ 丁 

年に 违 せす。 所謂 身 體の救 れんこと を： S: つと は、 丁年に 達する ことにて、 救の 完了す るに 至らん 

を 期待す る を 云 ふ。 祌 其の 着手せ る 事業 を 半途に して 廢 する こと あるべ から や。 之 を 竣功せ しめす 

して 止まん や。 iS 靈に 由り て 祌のチ たる KJ を自覺 する は、 救の 成就すべき 保證 にあら す や。 『我ら は 

今祌の たり、 後 如何 未だ 現 はれす。 其の 現れん ときには 必す祌 に 肖ん こと を 知る』。 断の 如くん 

ば^ 靈は 死後の 生活の 質に あらす して 何ぞ。 加 之聖靈 其の 胸中に 內 住して 其の 作 W 斯の 如く 顯^ な 

る は 叉 以て 祌の實 在 を保證 する 質と すべし。 神に 執 へられ、 導かれ、 動され、 救る 、 を S 驗せ る 

もの、 如何で 其の 實在を 疑 ふこと を 得ん や。 此に 至らば 紛々 たる 懷疑 ：！： か あらん。 { お 紐に 登り 晴天 

白日 を 戴きて 脚下の 風雲 雷雨 を 脚 睨す る 如くな らんの み。 

(一 九 一 三年 五：：？) 
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我らの 牧者と 其 の 主ぶ り 

『ェ ホバは 我が 牧者な り。 我 乏しき こと あら じ』。 人 は 迷へ る 羊の 如し。 『我ら は 皆な 羊の 如く 迷 ひて 

各 己が 途に向 ひけり jssf?)。 路加 傳第 十五 章の 失 はれた る 羊の 蹄 一 A 喩は 更に も 云 はす。 斯の 如く 其 

の 身 を 誤りた る 羊 も 善 牧者の 保護の 下に 落着き、 『其の 門 を 出入して 草 を 得な ば 生命 を 得、 且つ 璺か 

なること』 (f?J お) を 得べ し。 されば 自ら 省みて 迷へ る 羊の 如くなる を覺 ゆる もの は、 H ホバ 即ち 

我が 牧者な りとの 確信 ほど 嬉しき ものな かるべし。 吾人の 世に 在る 宛 がら 一葉の 輕舟 海に 浮べる に 

似たり。 己が 意の 如くなら ざる 風に 揉まれ、 波に 搖ら る。 潮流 堰き 止むべく も あらす。 天 か、 命 

か、 將た祌 か。 何れにしても 人よりも 大 なる もの ありて 支配せ る こと 疑 ひなし。 因 ra^ 宿 緣を觀 する 

佛者 も、 天は理 のみと 解釋 する ii 者 も、 此の 點には 皆な 同意見な るべ し。 然れ ども 謂 ふ 所の 天 若く は 

.5 のち 

神 果して 牧者なる か、 然 かも 『我が』 牧者なる か。 是れ 千古の 疑 題な り。 また 生命 ある 宗敎の 確信 

なり。 洪大 無邊 なる 神 は 至尊 比び なきものな るに、 然 かも 思 ひき ゃ自 から を卑 くして 人類の 牧者、 

賞に 我が 牧者た るに 至れり と 信す る、 即ち 宗敎の 根 本義に あらす や。 此の 確信 を 懐き、 之 を 以て 世 

に處 し、 身を修 むる の根據 方針と なす もの は、 絕 えて 乏しき ところな からん。 故に 『我 乏しき u 


あら じ』 と 詩人 は 歌 ひしな り。 

『エホバ は 我 を綠の 野に ふさせ、 憩 ひの 水濱 にと もな ひた まふ』。 人の 世 は M> ば荒凉 にして 慘憎 たる 

あれの  たび 5* と  りょくち 

喊 野の 如し。 行人の 行き 惱む ところな り。 然れ ども 信仰生活 は 沙漠に 於て 綠 地に 到 翁せ る ものの 喜 

し ば ふ  み  わ 

びに 異ならす。 綠 草を與 へられた る 羊の 飽き 足りて 芝生に 臥す が 如く、 淸く凉 しき 水演！ i 導かれて 

^くが 如き 咽喉 を 潤す にさ も 似たり。 安心 を與 ふる は宗 敎に缺 くべ からざる 要素の 一 つと す。 心の 

煩悶 を 救 ひ、 愛 ひ を 解き、 祌氣に 休息 を與 へて、 平和 を 得せし むる は宗敎 なり。 『すべて 疲れたる 

へ リ くだる もの 

もの また 重き を 負へ る もの は、 我に 來れ。 我 汝らを 休ません。 我 は 心 柔和に して 謙遍者 なれば、 我 

<w*  みな 

が 軛を負 ひて 我に 擧べ。 汝ら 心に 平安 を 獲べ し』。 『エホバ は 我が 靈魂を 活かし、 名の 故 を もて 我 を 

義 しき 路に 導きた まふ』。 宗敎は 只 だ 安心 を 得る の 方便の みに あらす。 或は 心 を 安す るが ために 池 水 

の滯 りて 腐敗せ る 如き 狀 態に 陷る ものな きに あらす。 成佛必 すし も 願 はしから す。 基督 敎は 生命 を 

尙ぶ。 活動に 重き を 1^ くもの なり。 進みて 巳ます。 勇を鈹 して 前進す る こと を 直： ぶ。 祌 に信賴 して 

之に 導かる- - もの は、 靈 性の 元 氣 旺盛に して、 活力 甚だ 振 ひ、 蜘 手の 如く 紛糾せ る 行方の 途 を識刖 

して 邁往 むこと を 得べ し。 

然れ ども 人生 は 常に 平なる ものに あらす。 反覆 常な く、 變幻 出沒窮 りなし。 S ば懂き 境遇に 陷る 

わざ は ひ  あやめ  ものす ご 

なり。 『たと ひ 我 死の 蔭の 谷を往 くと も 禍害 を 恐れ じ』。 死の 蔭の 谷と は 文目 も 別かぬ 暗路 いと 懂き谷 

と 云 ふに 異ならす。 斯る 場合 は 恐し からざる にあら す。 然れども>1 ホバ我が牧^<?なれば、 之に 驚 
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き 怖れて 應 倒し 去らる.^ に は 至らす、 尙ほ 毅然として 其の に濶 歩す る こと を 得ん。 

其の 故 は 『汝 我と ともに 在せば なり。 汝 の笞、 汝の杖 我 を 慰む』。 見よ 三人 稱の文 體は此 に 至りて 

しかじか 

二人 稱と はなり ぬ。 今まで は 遠き にある 人々 の HJ を 語る が 如き 態度に て、 祌 のこと 云々 と說き 居た 

るに 今 忽ち 其の 態度 を 改めて、 宛 かも 神と 對話 する ものの 如く、 直ちに 『汝』 と 呼び かくる に 至れ 

り。 二人 稱は熱 切なる 宗敎の 代名詞な り。 懂き谷 に 於て 神と 我と 茶 だ 相 近き を 感じた るな り。 牧 

者の 腰に 横 ふる 樫の 棍棒 以て 猛徵を 難ぎ 倒すべく、 其の 手に 持てる 金剛杖 やうの もの は 能く 羊 を 指 

導す るに 足れり。 神の 保護、 攻守と もに ffl 意 周到な り。 之 を 思へば 心 を 慰められ、 氣カ活 澄なる を 

得べ し。 『汝 我が 仇の 前に 我が 爲 めに 实を 設け、 我が 首に 膏を 注ぎた まふ、 我が 盃は 溢る るな り』。 是 

ナまゐ 

れも亦 野 を 住居と する 牧者の 身に 經驗 せし 事 實談に 出づ。 敵に 追 はれ 彼が 天幕に 馳 せっきて 救 ひ を 

か あき  かくま  なさけ 

求む る もの ありき。 彼 は 時代 氣 質の 義俠 心より 之を隱 ひしな り。 荒野の 風 隙^ 漏る 天 一  1^ も 共の 情に 

よりて 金城 鐵 壁に 異ならす。 敵 も 之に 手 を 下す こと 能 はざる なり。 落人 は 牧者の 厚き 變應を 受け、 

あるじ  ； efei 

懇ろなる 主人ぶ りに 頗る 面目 を 施し、 心寬 く體胖 かに、 喜悅斜 ならす、 其の 盃滿ち 溢る. T ばかりな 

るを覺 えたり。 

然れ ども あれば 苦 あり。 真び の 背後に は悲 みの 潜伏す るを認 むべ く 喜びの 歌に 歌の 低唱せ 

ら るる を 洩れ 聞く ことなき にし も あらす。 主人の 饗應に 安堵せ る 落人 も 過ぎ こし 方、 身の 往く 末な 

ど 時に 思ひ續 くれば、 如何にしても 身を危 ますん ば あらざる なり。 多くの 人の 過去 は 現.^ 及 將來の 


咀 ひなり" 如何にして 過去 を 解. 股すべき や。 如何に すれば 新しく 生れて 更に 生涯の 門出 を 1^ す こと 

を はべき や。 數へ 來れば 吾人の 身に 迫る 追 乎の 足 昔 こそ 心細 けれ。 然れ ども 『我が 世に あらん 限り 

め. 1- み あはれ み  かくま  ら 

は必す 恩^と 憐惻と 我に 添ひ來 らん』。 H ホバは 我が 牧者、 また 我を隱 へる 家の キ： 人 なれば、 我が 背 

後 を 追 ひ來る もの は 恩惠と 憐^と あるの み。 落人の 追手 斯の 如き ものなる こそ 賴母 しけれ。 附随つ 

ま は し  まどろ  ねむ 

^牒 しつ 基！^ 者の 靈魂を 狙 ふ もの は、 『微 腿む こと もな く、 おれる こ ともなき』 (f  一 y) 祌 及び 共の 恩ポ) 

と憐悯 とに 外ならぬ こそ 不 m 心議 なれ。 

『我 は 永遠に H ホバ の {呂 に まん』。 『世の中 を 何に^ へん 朝 ぼらけ、 漕ぎ 行く. の あとな きが ご 

ゆめまぼろし  9. み 

と』。 之 を 夢幻、 行方 も 知らぬ 雲、 目 ざす も 知らぬ 暗黑、 茫々 たる 砂漠、 蒸 末の 露な どに 比べ、 0 

谷と 嘆き、 人心 反. 複の i^、 北 ハの嶮 しき 山河よりも 甚だしき を 悲しみし もの 多し。 然れ ども 詩人 は 人 

§^ 到る ところ エホバの せ ：！ ならざる はなし、 順境 逆境、 禍 ひも 幸 ひも、 生死と もに すべての^ 遇 何れ 

も (永遠に) エホバの せ：！ のうちに 住むな りと 確信せ り。 無論 之 を 徹底 するとき は. 水 遠の 生命 疑 ひな 

きを 認め すん ば あらす。 人 1^ 到る ところ 靑山 ありて ふ 志に 比 ぶれば、 詩人の 覺 悟の， にして 奥 床 

しく、  ffi だ 纏 的なる を 見るべき なり。 

(1 九 1 三 八： 《) 


我等の 牧者と 其の 主ぶ り  六 二 五 


議會 日曜 In  六 二 六 

議會 日曜日 

『是 故に 今より 後 われ 肉體に 依りて 人 を識る まじ。 我ら 肉體に 依て 甚督 を識 りし かど、 今よ リ後は 此の 

しる  きな  3 

如く 之を識 まじ。 是 故に 人 基督に 在る とき は 新に 造られた る 者な り。 葡は 去り て^な 新しく 作るな り』 

,  0!e 林 多 後書 五の 一 六、 一 七) 

抑 も 基督 者と は何ぞ や。 基督の 中に 在る 者な り。 基督の 中に 在る 者と は 葡萄の 枝 其の 幹に 連なる 

が 如く、 基哲と 一 體と爲 れる者 を 云 ふ。 基督と 一 體と 爲れる 者と は、 管に 其の 十字架に 就きて 確信 

を 有する のみなら す、 主の 復活の 光榮を 認め、 其の 現在の 御 有様 を 見上げて、 之に 事 ふる 者 を 云 ふ。 

すべて  しに 

『我等 思 ふに、 一人 衆の 人に 代りて 死 たれば 衆の 人す でに 死た る 也。 その 衆の 人に 代りて 死し は 生 

者 をして 以後 己が 爲 ならで、 己に 代りて 死て g| りし 者の ために 世 を 過 さし めんと て 也』。 是れ 基督 を 

漠然 他の 杂 賢と 同一 し、 其の 死を以 つて 博 愛義 俠身を 殺して 仁を爲 せる ものと： 12- 做す のみに あら 

す。 經 驗に經 驗を累 ね、 罪と 其の 救と を 熟思し、 深く 其の 意義 を會 得して、 確く 信す る 所 ある を 謂 

へるな り。 耶穌 基督の 人格に 關 して 大に 悟る 所 あり、 又 其の 死と 復活と に 就きて 深く 了解す る 所 あ 

りて、 信仰 愈よ 旺 なる ものな り。 詩人 キイ ッ 始めて チャプマンの ホ オメル を 讀み轉 た 感與の 湧く を 

覺ぇ、 ^も 新世界 を發 見した るが 如き 思を爲 し、 自ら 詩 を 作り 歌って 曰く、 『其の 時、 余 は、 熱心な 


る 天文家が 己が^ 界に * 蹄き 出で たる 新 n 生を昆 出で たるが 如く、 又 勇將コ ルテズ が 初めて 太平？^ を眺 

めて、 彼 も 其の 部下 も、 デ H リ H ンの 一峯に 立ちて、 默 しつ & 烈しき 惊 想に 冗に 額 を I3M 口 はせ しが 

如き 感を爲 せり』。 始めて 希隨の 古詩 を讀 みし キイ ッ の 心 も、 始めて 山 S より 渺^ たる 太平洋 を 眺め 

たる 勇 將の心 も、 げに 驚愕と 嘆美と に滿 てり。 況ゃ 我等 主耶穌 基督 を 新に 識 りて、 其の 人格に つき、 

又 北ハの 中に 顯 現せる 神の愛に つきて 深く 會 得する 者に 於て を や。 か、 る ^伢を 世に 降し、 且つ 恶赞 

の 如き 愛 をお ち 給 ふ 神此に 存在す。 我等 此の 事赏を sie し 得ば、 天地 山 物 も爲に 全く 一 新すべきな 

り。 『舊は 去りて 新しく 爲る なり』。 

先 づ！^ 一  に 新しくなる は 基督 也。 我等 肉體に 依りて S 督を al^r  „nE- に 其の 道德、 敎訓 など を考 へ、 

共の 如何に 貧民 や 病 者 を 助け 給 ひし か を 詮索す るに 止まらば、 是れ血 漏を忠 へ る が 僅に 基 傅の 衣 

の 端に 觸れ しが 如きに 過ぎざる のみ。 され ど 基督の 人格、 其の 十字架の 死と 復活と にっき 深く 會は 

する 所 あらん か、 是れ寶 に 肉體に 依りて 彼 を 知れる ものに あらざる 也" か k る 基督 を 信じ、 之 を 愛 

し、 之に 事 ふ。 此の 意味に 於て 基督 を認 む、 基督は忽ち 一 變して^$^從來の基督にぁらす。 斯 くの 

如く 基督 變すれ ば 神 も亦變 す。 即ち 神 は 耶穌の 如き 心 を もて 我等 を 愛し 給 ふ。 耶穌の 愛を感 する は 

神の愛 を感 するな り。 天地 萬 物 を 創造り て 之 を 治め 給 ふ、 神 我等の 罪の 爲に 苦痛 を 負 ひ 給 ふさ、 慈 

母が せバの 子の 罪の 爲に身 を 切らる.^ の 思を爲 すよりも 切なり。 此の 切なる 心 を 神に 認む。 かくて 祌 

の觀 念ー變 せざる を 得す。 神の 觀念變 すれば 道德 も亦隨 つて 變す。 約 翰 は 其の 一 害に 於て 愛の 敎 

議會 H 曜 n  六 二 七 


議會 日曜 R  六ニズ 

の舊 くして 又 新しき ものなる こと を 言へ り。 舊き 道德も 基督に 由り て 新 意義 を 生す。 舊き 宗敎も 亦.. 

然り。 種々 の宗敎 ありと 雖も、 心に 基督 を會 得した る 者 はよ く 其ら の舊き 思想 習惯の 中に 新 意義 を 

發 見す。 屢ば 其の 信徒よりも、 甚 しき は 其の 開祖よりも 更に 深く 徹底した る 意味に 於て、 昔日の 宗. 

敎を說 明し 得るな り。 泣きて 訴 ふる 幼 兒 よりも 彼の 母 は 更に 能く 彼の 心 を 知れり。 基督 敎に 由り て 

舊 き宗敎 其の 面目 を 改め、 新しき 意味に 於て 解說 せられし £少 からす。 國 民の 膨： おも 理想 も亦然 

り。 神道の 儀式 や 武士道の 發達 も、 基督 敎の 感化と 其の 光， 雠と にぬりて、 新 意義 新 精神 を 生じ、 其 

の 期待す る 所の もの 成就せ られつ & ある を 見るな り。 

の 如く 凡ての 物 基督に. e りて 悉く 變す。 而 して 人 も亦隨 つて 變す。 我等 は 基督に 救 はれ、 遂に- 

彼 Q 如く 爲るさ を 得べ し。 かく 眞に 基督の 受け入れら る K 所 人世の 新 意義 を 生ぜ すん ば 止ます。 保 

Ei は 又 『基督の 愛 我を勵 ませり』 と 言へ り。 是れ 潮の 湧く が 如く、 洪水の 勢に 壓し 流さる るが 如くな 

る を 謂 ふ。 我ら 又 耶穌を 信す るに よって 現世 以上の 他界 ある こと を學 ぶ" 今日の 如く あまりに 唯 物. 

主義の 跌蜃 せる 世に 在りて は 他界 的 思想 を 味 ふの 必耍甚 しき を感 す。 生存 競爭 激烈なる 間に 在りて 

暫く 去りて 基督 を 見よ、 彼 は 確かに 此の世の ものに あらす、 上より 來 りて 永遠 界に 馬す る 者な り。 其 

の 榮光は 此の世の ものと 全く 相異れ り。 我等 此に 着眼せば、 我等が 平素 醉ふ 所の 名 譽ゃ貨 の 外に 他 

しばらく  くるしみ  かぎり 

の 貴重なる 寶 ある こと を 悟らん。 『我らが 受 くる 片 刻の 輕き苦 は 極めて 大 なる 窮 なき 重き 榮を 我等に 

«t しむるな り r 我等が 苦と 思 ふ もの は 唯 暫くの み。 『蓋 はわれら 見る 所に 憑ら す、 信仰に 憑り て 歩め.. 


ばな り』。 唯 だ 世の 風潮に 驅 られ、 多數 おの 反響た るに 甘んじ、 名利の 奴隸 となり、 身 を 殺して リ-. 

を 殺す こと 能 はざる もの を 恐る る こと を 知らす。 信仰に 憑り て 歩む 者 は 確く 基^ を 信じ、 永 在の も 

の を 認め、 人 問の 關係 以外 更に 深き 關係 ある こと を認 む。 將軍ゴ ウル ドンが カル ッゥ ムに戰 死せ る 

際に も、 其の 坐 右 を 離さ りし 愛 讀の書 は、 基督と 吾人の 神秘的 契合 を說 ける ホ オル 監督の 著述に 

て ありき。 其の 英魂 は 生前 已に 見えざる 世界に 出入し 居た るな り。 世 離れせ る 胸中 光風 舞 月の 感ぁ 

りしなら め。 

『是 故に 我等 身に 居りても 身 を 離れても 彼の 心に 適 はん、 とを勉 む。 蓋 は 我等 必す： 基^の 蔡 前に 出 

でて、 善に も あれ 惡 にも あれ、 各々 身に 居りて 爲し \ 所の、 とに 從ひ 其の 報を受 くべき 者 なれば なり』 

『如此 我等 主の 畏 るべき を 知る が 故に 人に 勸む。 我等 旣に 神に 知られたり。 又汝 等の 良心に も、 明 

に 知られた るな らんと 思 ふ JT 我等 先づ 基督の 心に 適 ひ、 其の 愛する 所の ものと ならざる ベから す。 

又 世の 人の 良心に も 知られざる ベから す。 人の 低く 卑しき 部分に 訴 ふる HJ なく、 其の 最高なる 部分 

に訴 へざる ベから す。 敎會に 於ても 人の 弱 點に訴 ふる 如き こと あらば 是れ實 に靈 魂の 賊 なり。 曰く 

『我等 巳に 神に 知られ 居るな り』。 出處 進退 凡て 神の 嘉 みする 所に 從ひ、 其の 御前に 於て 是認 せらる 

る を 心 くべ し。 殊に 忘る まじき は 基督の 臺 前に 立つ ことなり。 神人 を 愛して 之 を 救 ひ 給 ふ 柔和な 

る 方面 ありと 雖も、 之と 同時に 嚴肅 なる 他の 方面 あるな り。 基督の 十字架 ほど 眞 面目に して 襟 を 正 

うせし むる もの は 有らざる べし。 基督 敎に は畏る ベく 又與し 易から ざる もの ある を覺 ゆ。 

議 會曰曜 R  六 二 九 
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或は 之 あらん、 され ど 何 tlh;^ らじ。 sis の i にし バ又化 まぶ ぼ 高尙 

:、，，，.，t  、道惠 、心 蔡を疑 ふ 者 あらし ，4  、お. 5. や こ 光 を # 〔めつつ あり i の やん 

にも 其の^ S  ィ i  お ほく  らん も、 尔は货 にうま； フ  - pu^^^p 

なる 8 敎 is に ま" nriil きき ゆ。 ： . ミー 一 S 

爲に 喜ぶべき ことな { 


信仰生活の 渡河 

此の 中；^ 而 に现れ たる 生活 は、 多く 淺 it で、 あまり 兒 事で 無い。 M 々兒だ の 戯れに も 似て、 共の 

流 轉 窮 りなき こと 活動 B 眞と 異ならぬ。 蝸牛 i£h の に 耽る。 漫ろに 笑 ひ、 漫ろに 泣く。 た ビ影を 

E ひ 廻し、 を 引つ 拙 へんと する ので ある。 殊に 罪 loS 蔓 りて、 德装を 抉 する こと 容 ^ならす。 爲 

まのお たり 

さんと 欲する こと は 行 ひ 難く、 爲す まじと 志す こと 却て 行 はるる と" ムふ 有様 だ。 眼下の 世^ は、 a? 

あ 見る に堆 へざる 心地 もす る。 

心 あてに 兑し 白雲 は にて 

m 心 はぬ 方に 晴る る富士 の 极 

理想と 實！^ と 相距る こと 断く の 如く、： 1： 所 も问じ 秋の 夕 全く 心 を 安ん する こと は出來 ぬ。 然し 

E 心 はぬ 方に^る モ 〔； m 士の极 の あれば こそ、 龍の 白雲に 得 も 云 はれぬ 趣味 は ある なれ。 1^ 者を對 照す 

る に、 景色の 妙は存 す。 由 雲の S のみに て は 何の 風情 か あらん。 之と 同じ ことで、 K 際の 生活 其 

の もの は、 あまり 兑 事で 無く も S 督 者の 常に 仰 ざ 見る 如き 现想、 共の 背景に 錄へ 居らば、 冷水 一杯 

も 無限の 惯航 をお し、 知らざる 祌 にと 彫り 附 けし 祭壇の 迷信 も、 バウ I- がァ テンスに て 感じた 如き 
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意味 を 具 ふること が 出来る。 『我等 現 時祌の 子たり 後 如何、 未だ 現れす』。 『今の 苦 みは 我等に 現れん 

とする 榮に 比ぶべき にあら す』。 現るべき もの ありて こそ 今の 不完全なる 有様 も、 意味 を 成す ことが 

出來 る。 遙 かに 見やる 高 根に 望み を繁 ぐに. 5 りて、 左し も缺損 多き 生活 も、 時に 吹き 來る 山；.^ に 麓 

の 暑苦し さ を 忘れて、 萬 斛の凉 味 身に 泌み H る。 世に 侮り gi んぜら るる 小 子の I 人 を も、 愼 まねば 

わ け 

ならぬ 理由 は 其 背後に 天に 在す 我が 父の 面 を 常に 見る 天の 使 あるが 爲だ。 取る に 足らぬ }^ りの 背景 

よわき 

は、 我らの 荏 弱 を 助けて 自ら 云 ひ 難き 歎き を 以て 祈る 聖靈 である。 ゲッセ マネ 園に 於て 此の 杯 を 離 

ち 給へ と 祈られた 耶穌 は、 旣に 其の 鍵 魂の 根底に、 然れど 聖旨に 任せ 給へ と 云 ふ 精神 を满 へて 居ら 

れた。 之が ゲッセ マえ に 於け る 祈りの 背景で ある。 

1  まのあたり 

浙 くの 如く 祌と 永遠の 世界と が、 眼下なる 生活の 背景と なって 居らぬならば、 人生 は 其 深き 與味 

と價 値と を 失 ふ。 見えざる 世界、 靈 的の 關係 即ち 生命の 背景から 餘情、 暗示、 光明、 慰安、 刺激 を 

受 くる こと 無くば、 世の中 は 甚だ 淺 薄な ものと なって、 魂の 無き 京人形 同様な ものになる。 

『此は 人 をして 祌を 求めし め、 彼等が 或は 揣 摩り 得る こと あらんが 爲 なり。 然れど 神 は 我等 各人 を 

離る る こと 遠から ざるな り』。 祌は展 々人の 靈魂を 訪れて 其、 覺醒を 催促 せらる るので ある。 精；^ 上 

のこと に は 心 も 留めす、 物質 界の 中に のみ 浮沈せ る 人 も、 測らす 獻身 犠牲の 實例を 見て は；^ となく 

5 しろ め た  おもはゆ 

道念に 刺激 を覺 え、 已が 現在の 有様 後 目 痛く、 靦然く 感ぜられて、 宛然 ィザ ャ書 (一) に 『我等 

はみ な 羊の 如く 迷 ひて、 各々 已が 道に 向 ひ 行けり』 と ある 如く 身の 暗愚 n 弱なる こと 羊の 迷へ るに 


異ら す、 た 主我 的なる 生活に 溺 るるの 淺間 しく 且恐 しく 思 はるる 事 も ある。 或は 幼き 兒の 無邪氣 

ハ C そ！ 1 

なる 姿に 思 はす も 喚び 醒 されて、 長く 見失 ひし 我に 復 へり、 故鄕の 夢に 魔る る 人の 如く、 終に 『起ち 

て 我が 父に 往 きて 曰ん、 父よ 我 天と 汝の 前に 罪 を 犯し たれば、 汝の 子と 稱 ふるに 足らざる 者な り。 

汝の慵 人の 一人の 如く 我を爲 たまへ』 と 云って、 M 心を發 起す るに 至る 者 も ある だら う。 或 ひ は 詩篇 

(一二 一一 一一の) に 『我 山に 向 ひて 目を舉 ぐ、 我が 扶助 は 何 所より 來る や。 我が 扶助 は； 大地 を迭り 給へ る エホ 

はかな  じんせいなん ぞ ろくく か-つし でシ まさに かく  0 ご AP 

バ より 來る』 と ある 如く、 高 根の 雲に 行方 も 知らぬ 我が 思 ひ を菜敢 I、 み、 人生 何 碌々、 高， 何 常 如斯と 

王 陽 明と 共に 志 を 懷く者 も 起る。 祌は 『地の 高處を 踏む』 もの なれば、 山に 對 して 坐ろ に 斯く感 す 

るの も無现 はない。 昔し 友と 語り 相携 へて 神の 前に 出で、 諸共に 信念の 高潮に 建した る を經驗 せる 

此 所の 如き 地に 米り て 懷舊の 情 禁じ 難く、 精神の 引締る こと を覺 えた 人も此 席上に あるたら う。 

みなこれ 我ら を 離る k こと 遠から ざる 祌の人 を 動かす ので ある。 『あ、 祌ょ is の 溪水を 慕 ひ 喘ぐ が 

.S ける かみ 

如く、 わが 魂 も 汝を慕 ひ 喘ぐな り。 わが 靈魂 は渴 ける 如くに 祌を慕 ふ、 活祌 をぞ慕 ふ。 ：e れの時 

にか 我往 きて 神の みま へ に 出 でん』 の)、 ff に斯の 如くで ある。 此 所に 何れの 時に か我往 きて ：！： 

のみ まへ に 出 でんと あるが 面白い。 何時 神の 來 ます ぞと問 はぬ。 何故 なれば 祌は人 を 離る る こと 遠 

からす 常に 之 を訪づ るれば なり。 往 かざる は 人 だ。 人の 神 を 忌避す る 事實を 記憶せ ねばならぬ。 祌 

の 見えなん こと を 願 ふに あらで、 寧ろ 自ら 神に 見 ゆべき である。 祌は 常に 近し。 我に 於て はた ビ志 

を倾 けて 之に 從 ふの 一 事 あるの み。 
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『彼ら 園の 屮に 日の 淸凉き 時分 歩み 給ふエ ホバ祌 の聲を 聞し かど、 アダムと 北ハ麥 即ち ェ ホバ 神の 面 

を 避け 園の 樹の 問に 身 を 匿せ り。 H ホバ祌 アダム を 召 て 之に： 一 H ひた まひけ る は汝は 何處に 居る や』 

(g^J) 。阔 深く 寂と して 聲 なき タ暮 は、 道心 頻りに 萌して、 神と 人との 接觸 する 好機/ t である。 然 

れ ども 哀しい 哉 神 を 忌避す るが 人の 常で ある。 はしたな くも 樹陰に^ むだ。 我等の 忍び入る 樹陰に 

も 觀 々ある。 或は 學 問に 耽り、 富貴に 溺れて 路加 傳の 富める 愚者の 如くに なり、 ^義 一 遍義 堅き 

しるし 

素行に 顿み、 病 無き 者醫を 求めざる 如き 狀 態に 陷り、 標 ばかりの 信仰 生お に 安^して、 より 多き を 

つ， ぽ  まへ 

求めざる など、 已が じし 勝手 氣 儘なる 樹 蔭に 蹲跟 ひて、 祌の聖 前 を 避けん とする ので ある。 然れど 

も祌は 之れ を 其の ま&に 放棄 かれはせ ぬ。 尙も聲 を 掛けさせられて、 汝何 所に あり やと 呼ばれた。 

常に 銜 くの 如し。 人の 迷夢 を覺醒 せんと せらる X こと 深く 且 切なる 者が ある。 

我らが 此 所に 集 會 したる の も、 此聲を 聞き、 樹蔭を 立ち 出で て、 神の 道に 進みたい からで ある。 

『ヨシ ユア 語りけ らく 活祌 なん ぢらの 中に 在して、 力 ナン 人、 へチ 人、 ヒビ 人、 ベリジ 人、 ギ ルガ 

ル人、 了 モリ 人、 ヱ ブス 人 • を汝ら の 前より 必す逐 ひ 拂ひ給 ふべき を 知れ』 (f の番 これ は イスラ M 

ル 人が 今や ョルダ ン河を 渡りて 力 ナ ンに 打ち 入らん とする 時の ことで ある。 彼ら は 叫 十 年の 流浪に 

勞れ、 年來の 苦心に 氣 も！. M ゑ、 カも盡 きて、 精神の 引き立たぬ 有様であった。 そこで 大將 ヨシ ュ ァ 

は 人民が 信念 を 振 ひ 起して、 祌の 偕に 在す を自覺 し、 勇氣を 鼓し、 力 を 得て 邁. 進し、 ヨルダンの 渡 

河を斷 行して、 大勝 を 博 せんこと を激勵 したの が、 即ち 今讀ん た聖. きの 文で ある。 我々 の： 一:^ 仰 生活 


にも 前後の 相異 長短の 別 は あるが、 何れも 疲れ 氣 味で 厭^んで 居 はせ ぬかと 氣遣 はれる" 神 我らの 

ほん ゃリ 

中に 在す とい ふ事實 が 茫然して、 rt: ら 力の 無い 有様に なった ので は あるまい か。 ヨルダンの 流が 前 

に 横 はって 居る にも 拘ら す、 つと 之れ を 渡るべき 氣カも 無く、  f 任 再 日 を 穴. -し うして 居る かも 知れ 

ぬ。 此 所に： siii- つた EI 的 は、 $： 此れで はならぬ と 云 ふので、 祌の實 在 を經驗 し、 仰 をき 明に し、 

氣 を！，：： し、 カを蓄 へて、 各自の ヨルダン を 渡. ひたい 一事で ある。 

(鶴 沼に 開かれた る 夏期 學 校の 講演) 

(1 九 I  e: 年 八： 《 し 
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